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大
般
泥
洹
経
と
四
巻
楞
伽
、
大
乗
二
経
の
相
互
関
係
の
再
考
察

常
盤　

義
伸

二
〇
〇
七
年
発
表
の
小
論
「
涅
槃
経
が
楞
伽
経
の
主
な
表
現
主
体
で
は
な
か
っ
た
か
」（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
『
教
学
研
究
紀
要
』

第
５
号
所
収
）
で
筆
者
は
、
両
経
の
「
不
食
肉
章
」
の
中
心
思
想
が
、
先
行
す
る
前
者
か
ら
後
者
へ
の
展
開
で
あ
る
こ
と
は

自
明
の
事
柄
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
後
者
、
グ
ナ
バ
ド
ラ
漢
訳
四
巻
本
楞
伽
経
（T

16,670

）
の
巻
四
（
常
盤
分
段
120
）
第

87
偈
で
食
肉
を
禁
ず
る
大
乗
経
典
名
に
前
者
の
名
を
挙
げ
な
い
の
は
た
だ
ご
と
で
は
な
い
、
そ
れ
に
は
理
由
が
あ
る
は
ず

だ
、
と
し
て
、
次
の
説
明
を
提
供
し
た
⑴
。

『
楞
伽
経
』
は
、
根
本
の
と
こ
ろ
で
『
涅
槃
経
』
の
涅
槃
観
を
共
有
し
、
否
、
む
し
ろ
そ
こ
か
ら
出
発
し
な
が
ら
後
者

の
物
語
風
な
表
現
ス
タ
イ
ル
を
離
れ
て
、
す
べ
て
に
お
い
て
、
論
書
と
も
違
っ
た
経
独
自
の
、
厳
密
な
思
想
表
現
を
意

図
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
涅
槃
経
』
の
編
集
者
た
ち
が
新
た
な
構
想
の
も
と
に
『
楞
伽
経
』
を
開
演
し
た
、
と
云
っ

て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か 

。（p.9

）

筆
者
は
こ
の
引
用
文
末
の
主
語
「『
涅
槃
経
』
の
編
集
者
た
ち
」
を
「『
涅
槃
経
』
の
編
集
者
た
ち
の
意
図
を
汲
む
人
々
」

と
改
め
た
上
で
、
両
経
の
関
係
を
新
し
く
本
論
で
考
察
し
た
い
。

（
文
中
反
復
を
避
け
て
四
巻
本
楞
伽
経
、
四
巻
楞
伽
、
楞
伽
ア
ヴ
ァ
タ
ー
ラ
経
、
楞
伽
経
、
ま
た
大
般
泥
洹
経
、
涅
槃
経
な
ど
と
適
宜
言
い
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大般泥洹経と四巻楞伽、大乗二経の相互関係の再考察（常盤 義伸）

換
え
ま
す
。）一

東
晋
の
仏
教
僧
・
法
顕
は
、
西
暦
三
九
九
年
、
長
安
か
ら
十
人
の
同
行
者
と
と
も
に
陸
路
は
る
ば
る
戒
律
の
書
を
求
め

て
イ
ン
ド
へ
の
苦
難
の
旅
に
出
た
。
途
中
に
留
ま
る
人
、
亡
く
な
る
人
と
、
次
第
に
人
数
が
減
り
な
が
ら
一
行
は
、
六
年
を

経
て
中
イ
ン
ド
に
到
っ
た
。
昔
ア
シ
ョ
カ
王
の
庇
護
の
下
に
あ
っ
た
都
パ
ー
タ
リ
プ
ト
ラ
で
法
顕
は
、
律
な
ど
部
派
仏
教
の

テ
キ
ス
ト
の
他
に
大
乗
の
涅
槃
経
の
テ
キ
ス
ト
を
入
手
し
、
そ
こ
で
三
年
間
梵
語
の
学
習
を
し
た
。
同
行
者
す
べ
て
を
失
っ

た
法
顕
は
船
で
独
り
ラ
ン
カ
ー
（「
ス
リ
ラ
ン
カ
（
美
し
い
ラ
ン
カ
ー
）」
は
現
在
の
国
名
、「
ラ
ン
カ
ー
」
は
歴
史
的
名
称
。
法
顕
訳
語
「
師
子
国
」）

に
渡
り
、
四
一
一
～
一
二
年
の
二
年
間
首
都
ア
ヌ
ラ
ー
ダ
プ
ラ
に
滞
在
し
た
。
そ
こ
に
は
「
王
城
の
南
七
里
」
に
マ
ハ
ー
・

ヴ
ィ
ハ
ー
ラ
（
大
寺
）
が
あ
り
「
三
千
僧
が
住
す
る
」
が
、
そ
れ
と
は
別
に
、「
王
城
の
北
、
大
塔
の
辺
」
に
あ
る
ア
バ
ヤ
・

ギ
リ
・
ヴ
ィ
ハ
ー
ラ
（
無
畏
山
寺
）
に
は
、「
五
千
の
僧
」
が
い
る
、
と
法
顕
は
旅
行
記
に
記
し
て
い
る
。
ア
ヌ
ラ
ー
ダ
プ
ラ

の
無
畏
山
寺
は
、
大
乗
の
学
修
に
関
心
を
寄
せ
る
僧
た
ち
が
多
く
集
ま
る
こ
と
で
知
ら
れ
、
後
に
四
巻
本
楞
伽
経
の
原
本
を

西
暦
四
三
五
年
に
中
国
に
齎
し
て
漢
訳
し
た
中
イ
ン
ド
出
身
の
仏
教
僧
グ
ナ
バ
ド
ラ
が
中
国
に
行
く
ま
で
滞
在
し
た
と
考
え

ら
れ
る
寺
院
で
あ
る
。
法
顕
は
、
四
一
四
年
に
漸
く
帰
国
で
き
て
、
四
一
八
年
に
大
乗
の
涅
槃
経
（『
大
般
泥
洹
経
』T

12,376

）

を
漢
訳
し
た
が
、
ラ
ン
カ
ー
に
滞
在
中
さ
ら
に
当
時
ま
だ
漢
土
に
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
経
典
や
律
の
テ
キ
ス
ト
を
入
手
し

た
こ
と
を
記
録
し
て
い
る
（「
東
晋
沙
門
釈
法
顕
自
記
遊
天
竺
事
」T

51,2085,864b-865c

）
が
、
楞
伽
経
に
は
全
く
言
及
し
な
い
。

し
か
し
、
大
旅
行
の
末
に
法
顕
が
パ
ー
タ
リ
プ
ト
ラ
で
入
手
し
ア
ヌ
ラ
ー
ダ
プ
ラ
に
持
ち
込
ん
だ
大
乗
の
涅
槃
経
の
原

テ
キ
ス
ト
が
、
無
畏
山
寺
に
集
ま
っ
て
い
た
大
乗
の
学
修
者
た
ち
の
注
意
を
惹
か
な
か
っ
た
訳
が
な
い
。
楞
伽
経
の
編
集
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は
、
実
に
こ
れ
ら
の
人
々
に
よ
る
、
法
顕
滞
在
中
の
、
大
乗
の
涅
槃
経
原
テ
キ
ス
ト
研
究
に
端
を
発
し
、
そ
し
て
四
三
五
年

以
前
に
編
集
は
完
了
し
た
と
考
え
る
の
が
最
も
自
然
な
こ
と
に
思
わ
れ
る
。
四
巻
本
楞
伽
経
の
「
不
食
肉
章
」
第
87
偈
が
挙

げ
る
肉
食
を
禁
ず
る
大
乗
の
経
典
名
に
『
大
般
泥
洹
経
』
の
名
を
含
ま
な
い
事
態
が
生
じ
た
こ
と
は
偶
然
の
過
失
で
は
な

く
、
批
判
に
耐
え
る
大
乗
仏
教
思
想
を
打
ち
出
し
つ
つ
あ
る
と
信
じ
た
こ
れ
ら
の
人
々
の
確
固
た
る
意
図
を
示
す
も
の
で

あ
っ
た
、
と
解
し
た
い
⑵
。

二

二
つ
の
術
語
「
イ
ッ
チ
ャ
ン
テ
ィ
カicchantika

」
と
「
タ
タ
ー
ガ
タ
・
ガ
ル
バtathāgatagarbha

」
と
は
、
大
乗
の
両
経

に
深
く
共
通
す
る
思
想
を
表
し
、
涅
槃
経
か
ら
楞
伽
経
へ
と
思
想
表
現
の
展
開
を
考
え
た
と
思
わ
れ
る
人
々
の
意
図
を
探
る

上
で
、
さ
し
あ
た
り
最
初
に
考
慮
す
べ
き
重
要
な
概
念
で
あ
る
。
以
下
、
順
次
こ
れ
ら
の
術
語
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
る
。

１
．「
イ
ッ
チ
ャ
ン
テ
ィ
カ
」

法
顕
訳
、
大
乗
の
『
大
般
泥
洹
経
』、
問
菩
薩
品
第
十
七
で
ブ
ッ
ダ
は
言
う
、

「
増
上
慢
の
イ
ッ
チ
ャ
ン
テ
ィ
カ
は
何
を
以
て
本
と
な
す
。
経
法
を
誹
謗
す
る
不
善
の
業
、
是
を
以
て
本
と
な
す
。」

（T
12,892b,19-21

）

「
ア
ル
ハ
ッ
ト
に
似
る
イ
ッ
チ
ャ
ン
テ
ィ
カ
の
者
あ
り
、
是
の
諸
衆
生
、
方
等
を
誹
謗
す
。」（ibid.,c,10-11

）

同
経
最
後
の
随
喜
品
第
十
八
の
冒
頭
、
死
の
時
が
迫
っ
た
ブ
ッ
ダ
は
、
す
べ
て
の
人
々
に
向
っ
て
別
れ
の
偈
、
漢
訳
一

句
五
文
字
、
二
句
一
行
で
三
十
一
行
を
説
く
。
拙
訳
で
偈
の
初
め
と
末
尾
の
各
数
行
を
示
す
。

君
た
ち
は
私
の
こ
と
を
悲
嘆
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
諸
仏
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
で
す
が
、

「
ブ
ッ
ダ
は
涅
槃
す
る
」
と
言
っ
て
も
、
真
理
を
言
い
尽
く
し
て
は
い
な
い
の
で
す
。
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如
来
と
は
常
住
の
あ
り
方
で
す
。
永
遠
の
最
も
安
穏
な
境
地
で
す
。

（
中
略
）

君
た
ち
す
べ
て
の
人
々
は
深
く
正
法
を
願
う
か
ら
こ
そ

如
来
が
永
遠
に
い
な
く
な
る
と
思
っ
て
、
憂
え
悲
し
み
愁
嘆
し
ま
す
。

今
か
ら
は
、
如
来
が
無
常
だ
な
ど
と
考
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

如
来
の
本
性
は
と
こ
し
え
で
、
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

如
来
の
教
え
も
修
行
者
も
、
同
じ
く
皆
、
な
く
な
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
偈
の
中
間
、
第
20
―
21
行
に
い
う
、

イ
ッ
チ
ャ
ン
テ
ィ
カ
が
誰
も
み
な
、
す
べ
て
の
も
の
の
平
等
を
悟
る
な
ら　

如
来
は
慈
悲
を
捨
て
て
永
遠
に
涅
槃
に
入
り
ま
し
ょ
う
。

と
。
大
乗
の
涅
槃
経
の
ブ
ッ
ダ
の
以
上
に
引
用
し
た
言
葉
か
ら
、「
イ
ッ
チ
ャ
ン
テ
ィ
カ
（
欲
求
す
る
人
）」
と
は
、
自
身
は
悟

り
を
求
め
る
仏
弟
子
た
ち
の
ト
ッ
プ
に
い
る
と
い
う
誇
り
を
抱
き
な
が
ら
、
大
乗
の
、
一
切
衆
生
は
平
等
だ
、
と
す
る
教
え

は
間
違
っ
て
い
る
と
し
て
大
乗
を
誹
謗
す
る
人
を
指
す
言
葉
で
、
大
乗
を
志
す
人
々
か
ら
の
批
判
の
表
現
で
あ
る
こ
と
が
知

ら
れ
る
。

四
巻
楞
伽
の
巻
一
（
分
段
26
）
に
よ
れ
ば
、
解
脱
を
求
め
る
者
た
ち
の
求
め
な
い
あ
り
か
た
（icchantikānām

 anicchantikatā 

m
okṣam

）
に
二
類
あ
り
、
一
類
は
、
大
乗
菩
薩
蔵
経
典
類
が
シ
ャ
カ
ム
ニ
の
教
え
で
あ
る
経
と
律
と
に
説
か
れ
る
解
脱
の
教

え
に
一
致
し
な
い
と
し
て
排
斥
す
る
も
の
た
ち
で
、
彼
ら
は
根
拠
の
な
い
非
難
を
す
る
こ
と
で
一
切
の
善
根
を
放
棄
し
て
い

る
と
し
て
、
楞
伽
経
の
ブ
ッ
ダ
か
ら
批
判
さ
れ
る
。
他
の
一
類
は
、
す
べ
て
の
人
々
が
完
全
な
涅
槃
に
至
ら
な
い
限
り
自
身

は
涅
槃
す
る
こ
と
が
な
い
と
す
る
ボ
サ
ツ
大
士
だ
と
さ
れ
る
（T

16,487b-c
）。
こ
の
点
で
両
経
の
趣
旨
は
殆
ど
完
全
に
一
致
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す
る
。
違
い
は
、
主
役
を
演
ず
る
説
者
が
、
如
来
の
死
を
意
味
す
る
「
パ
リ
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナparinirvāṇa

」
に
入
ろ
う
と
す

る
シ
ャ
カ
ム
ニ
・
ブ
ッ
ダ
か
ら
、
永
遠
に
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
に
入
ら
な
い
こ
と
を
誓
う
ボ
サ
ツ
・
イ
ッ
チ
ャ
ン
テ
ィ
カ
を
登
場

さ
せ
る
た
め
に
ラ
ン
カ
ー
に
現
れ
た
ア
ヴ
ァ
タ
ー
ラ
・
ブ
ッ
ダ
に
替
わ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
違
い
に
も
拘
わ
ら
ず
両
経

に
は
、
ラ
ン
カ
ー
の
上
座
部
大
寺
派
の
よ
う
に
大
乗
仏
教
の
登
場
を
拒
否
す
る
集
団
が
歴
史
的
に
存
在
す
る
こ
と
に
対
す
る

危
機
意
識
は
、
共
通
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
⑶
。

２
．「
タ
タ
ー
ガ
タ
・
ガ
ル
バ
」

法
顕
訳
、
大
乗
の
『
大
般
泥
洹
経
』
分
別
邪
正
品
第
十
に
、『
如
来
蔵
経
』
に
言
及
す
る
箇
所
が
あ
る
。

ま
た
比
丘
あ
り
て
広
く
説
か
ん
、
如
来
蔵
経
に
言
う
、
一
切
の
衆
生
、
皆
仏
性
有
り
。
身
中
に
在
り
て
無
量
の
煩

悩
悉
く
除
か
れ
滅
せ
ら
れ
お
わ
ら
ば
、
仏
す
な
わ
ち
明
ら
か
に
顕
わ
れ
ん
、
イ
ッ
チ
ャ
ン
テ
ィ
カ
を
除
く
、
と 

（T
12,881b,23-26

）。

同
経
、
如
来
性
品
第
十
三
に
ブ
ッ
ダ
が
言
う
、

一
切
の
衆
生
も
ま
た
是
の
如
し
。
各
々
皆
、
如
来
の
性
あ
り
、
無
量
の
煩
悩
に
覆
蔽
さ
れ
隠
没
さ
れ
て
自
ら
知
る
あ
た

わ
ず
。
如
来
、
方
便
も
て
誘
進
、
開
化
し
、
自
身
に
如
来
性
あ
り
と
知
り
て
歓
喜
・
信
受
せ
し
む
（ibid.,883b:11-13

）。

実
は
『
如
来
蔵
経
』
は
、
経
が
「
如
来
蔵
」
に
つ
い
て
言
及
す
る
と
主
張
す
る
箇
所
は
、
す
べ
て
「
如
来
性
」
の
説
明

に
終
始
す
る
。
筆
者
が
二
〇
二
一
年
発
表
の
拙
稿
「
如
来
蔵
思
想
と
は
何
か
」（『
禅
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
三
十
五
号
）
で
述
べ

た
よ
う
に
、
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
に
見
ら
れ
る
用
法
で
は
、『
如
来
蔵
経
』
の
こ
の
語
は
衆
生
に
お
い
て
は
、
衆
生
自
身
に
は
知

ら
れ
ぬ
ま
ま
存
在
す
る
「
胎
児
と
な
っ
た
如
来
の
法
性
」
と
解
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
こ
の
経
は
「
如
来
蔵
」
と
称
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
（
四
「『
如
来
蔵
経
』
の
如
来
蔵
」
参
照
）。
涅
槃
経
で
は
、
如
来
が
「
如
来
性
」
の
現
前
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と

が
強
調
さ
れ
る
一
方
、「
如
来
蔵
」
の
語
は
、「
如
来
性
」
と
は
区
別
さ
れ
て
い
る
。
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同
経
、
四
法
品
第
八
に
見
ら
れ
る
言
葉
（T

12,874c,11-13

）

真
の
解
脱
者
は
如
来
蔵
に
入
る
、
諸
の
虚
偽
を
離
れ
一
切
の
有
を
断
つ
。
解
脱
は
是
の
如
し
。
そ
の
解
脱
者
は
即
ち
是

れ
如
来
、
仏
の
正
法
に
入
る
。

同
経
、
如
来
性
品
第
十
三
、
ブ
ッ
ダ
の
長
い
偈
を
始
め
る
言
葉
（ibid.,885b,23-24

）

復
た
次
に
善
男
子
、
我
れ
当
に
さ
ら
に
如
来
蔵
に
入
る
こ
と
を
説
く
べ
し
、
と
。
即
ち
偈
を
説
い
て
言
う
。

偈
の
中
間
の
言
葉
（ibid.,886a,1-2

）

良
医
、
善
き
方
も
て
療
し
、
平
等
性
、
安
穏
な
り
。

そ
の
平
等
性
、
是
れ
を
如
来
蔵
と
名
づ
く
。

偈
の
末
尾
の
言
葉
（ibid.,886b,18-23

）

我
れ
衆
生
の
た
め
に
説
く
、
一
切
の
法
は
無
我
と
。

凡
愚
、
知
る
あ
た
わ
ず
し
て
謂
う
、
仏
は
無
我
を
説
く
、
と
。

慧
者
は
了
す
、
自
性
と
し
て
我
と
非
我
と
は
無
二
と
。

無
量
無
数
の
仏
は
、
是
れ
を
如
来
蔵
と
説
く
。

我
れ
も
ま
た
一
切
の
功
徳
積
聚
の
経
に
説
く
、

我
と
非
我
と
は
不
二
な
り
と
。
汝
等
善
く
受
持
せ
よ
。

偈
の
直
後
の
言
葉
（ibid.,886b,24-25

）

善
男
子
、
当
に
一
切
の
功
徳
聚
の
経
を
憶
念
す
べ
し
、
我
れ
般
若
波
羅
蜜
大
経
に
不
二
を
説
け
り
。

彼
に
是
の
如
く
我
と
非
我
と
は
不
二
と
説
く
。

大
乗
の
『
大
般
泥
洹
経
』
に
見
ら
れ
る
表
現
か
ら
は
「
如
来
蔵
」
の
語
義
の
詳
細
な
理
解
は
得
ら
れ
な
い
が
、
そ
こ
に
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お
お
む
ね
把
握
さ
れ
る
意
図
は
、『
如
来
蔵
経
』
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
む
し
ろ
、『
如
来
蔵
経
』
の
如
来
蔵
説

を
外
道
説
と
し
て
批
判
す
る
四
巻
本
楞
伽
経
の
「
如
来
蔵
・
蔵
識
」
思
想
（
分
段
112
）
に
き
わ
め
て
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。

三

四
巻
楞
伽
は
巻
二
冒
頭
（
分
段
38
）
で
、
マ
ハ
ー
マ
テ
ィ
が
『
如
来
蔵
経
』
の
思
想
を
外
道
説
と
批
判
し
、
ブ
ッ
ダ
が
こ

れ
を
空
性
を
説
く
も
の
と
修
正
す
る
場
面
を
展
開
す
る
。
上
に
紹
介
し
た
大
乗
の
『
大
般
泥
洹
経
』
の
表
現
は
、
四
巻
楞
伽

の
こ
の
批
判
的
な
姿
勢
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
他
方
、
般
若
思
想
を
欠
く
『
如
来
蔵
経
』
の
外
道
的
傾
向
は
、「
大
乗

の
究
極
の
論
書
（m

ahāyānottaratantra-ś āstra

）」
と
自
称
す
る
『
宝
性
分
別
（ratnagotravibhāga

）』、
通
称
『
宝
性
論
』
で
論
理

的
な
体
裁
が
整
え
ら
れ
て
い
る
⑷
。

仏
教
者
の
外
道
化
傾
向
に
強
い
危
機
意
識
を
抱
い
た
で
あ
ろ
う
楞
伽
経
編
集
者
た
ち
は
、
大
乗
の
『
大
般
泥
洹
経
』
の

説
話
的
な
表
現
形
式
で
は
、
仏
教
の
外
道
化
を
防
止
す
る
た
め
に
は
役
に
立
た
な
い
と
考
え
た
に
違
い
な
い
。
四
巻
楞
伽
巻

三
に
二
箇
所
、
そ
れ
ぞ
れ
ブ
ッ
ダ
の
言
葉
だ
と
し
て
、
ヴ
ァ
ス
バ
ン
ド
ゥ
（
世
親
）
の
『
唯
識
三
十
頌
』
か
ら
各
々
、
第
20

偈
、
第
28
偈
と
見
ら
れ
る
表
現
の
引
用
が
あ
る
が
（
分
段
98
、
100
）、
こ
れ
に
は
理
由
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
引
用
は
、
仏
教
外

の
イ
ン
ド
思
想
を
批
判
す
る
目
的
で
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
外
教
批
判
の
姿
勢
は
、
楞
伽
経
に
一
貫
し
て
見
ら
れ

る
。し

か
し
ま
た
、
楞
伽
経
の
批
判
的
な
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
大
乗
を
拒
否
す
る
ラ
ン
カ
ー
の
上
座
部
大
寺
派
な
ど
部
派
仏

教
の
保
守
的
な
姿
勢
は
、
大
乗
を
志
す
立
場
と
は
根
本
的
に
相
容
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
巻
三
冒
頭
の
本
文
（
分
段
85
）

の
後
の
二
偈
は
、
楞
伽
経
の
よ
っ
て
立
つ
姿
勢
を
示
す
優
れ
た
表
現
で
あ
る 
（T

16,498a,9-12

）。

わ
が
乗
は
「
大
乗
」
に
あ
ら
ず
、
説
に
あ
ら
ず
、
ま
た
文
字
に
あ
ら
ず
、
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諸
諦
に
あ
ら
ず
諸
解
脱
に
あ
ら
ず
、
現
れ
た
形
を
離
れ
た
境
地
、
に
あ
ら
ず
。

し
か
も
乗
は
マ
ハ
ー
ヤ
ー
ナ
、
サ
マ
ー
デ
ィ
に
自
在
、

種
々
の
意
生
の
身
を
、
自
在
華
荘
厳
す
。

以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、「
不
食
肉
」
の
テ
ー
マ
こ
そ
は
、
大
乗
の
涅
槃
経
と
楞
伽
経
と
を
結
ぶ
、
具
体
的
な
共
通

の
テ
ー
マ
だ
と
思
わ
れ
て
く
る
。
従
っ
て
、
後
者
が
大
乗
経
典
の
う
ち
不
食
肉
の
テ
ー
マ
を
説
く
経
典
と
し
て
前
者
の
名
を

挙
げ
な
い
の
は
、
い
か
に
も
不
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
テ
ー
マ
の
歴
史
上
の
出
現
順
位
か
ら
言
っ
て
先
行
す
る
最
も
有

名
な
経
典
の
名
を
挙
げ
ず
に
己
の
経
名
を
挙
げ
る
と
い
う
、
あ
り
え
な
い
こ
と
が
起
き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
偶
然
の
過
失

で
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
一
体
何
の
た
め
な
の
か
。

し
か
も
、
こ
の
事
態
に
は
傍
証
が
あ
る
。
梁
代
の
漢
訳
『
文
殊
師
利
問
経
』
は
、
肉
食
を
禁
ず
る
大
乗
経
典
と
し
て
当

時
最
も
有
名
で
あ
っ
た
涅
槃
経
の
名
を
挙
げ
な
い
四
巻
楞
伽
、
巻
四
の
こ
の
第
87
偈
に
、
出
典
を
明
ら
か
に
せ
ず
に
言
及
し

て
い
る
の
で
あ
る
⑸
。

四

こ
の
難
問
を
解
く
た
め
に
は
、
両
経
に
共
通
の
も
う
一
つ
の
重
要
事
項
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
四
巻
楞
伽
が
「
不

食
肉
章
」
に
大
乗
の
『
大
般
泥
洹
経
』
の
同
じ
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
さ
ら
に
詳
細
に
叙
述
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
先
行
経
典
の

意
図
を
継
承
し
て
い
る
（
註
１
参
照
）
こ
と
は
確
か
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
十
分
と
は
言
え
な
い
。
こ
の
新
経
が
他
な
ら
ぬ

大
乗
『
大
般
泥
洹
経
』
の
生
ま
れ
変
わ
り
だ
と
信
ず
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
決
定
的
要
素
は
、
実
は
四
巻
楞
伽
が
そ
の
最
重

要
テ
ー
マ
と
す
る
涅
槃
論
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
全
四
巻
を
通
じ
て
見
ら
れ
る
そ
れ
ら
六
ヶ
所
の
涅
槃
論
の
必
要
部
分
を
漢
訳

訓
読
（
筆
者
校
訂
）
で
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。
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（
１
）
巻
一
（
分
段
２
）、
マ
ハ
ー
マ
テ
ィ
が
ブ
ッ
ダ
に
贈
る
讃
歌
の
第
五
偈 

（T
16,480b,6-8

）。

［
あ
な
た
に
］
一
切
涅
槃
な
し
。
涅
槃
の
仏
あ
る
こ
と
な
く
、

仏
の
涅
槃
あ
る
こ
と
な
し
。
覚
と
所
覚
を
遠
離
し
、

若
し
は
有
、
若
し
は
無
有
、
是
の
二
、
こ
と
ご
と
く
倶
に
離
る
。

（
２
）
巻
一
（
分
段
19
）、
声
聞
た
ち
の
涅
槃
を
ブ
ッ
ダ
が
批
判
す
る
（T

16.,486c,22-25

）。

復
た
次
に
大
慧
よ
、
諸
声
聞
は
生
死
を
妄
想
す
る
苦
し
み
を
畏
れ
て
涅
槃
を
求
め
、
生
死
と
涅
槃
と
の
差
別
を
知
ら

ず
、
一
切
の
性
の
妄
想
の
非
性
と
未
来
の
諸
根
境
界
の
休
息
と
に
涅
槃
の
想
を
な
す
。
自
覚
聖
智
の
趣
な
る
蔵
識
の
転

に
は
非
ず
。

（
３
）
巻
二
（
分
段
56
）、「
涅
槃
と
は
何
の
呼
び
名
か
」（T

16,492b,6-15

）。

爾
の
時
、
大
慧
菩
薩
摩
訶
薩
、
復
た
仏
に
白
し
て
言
う
、
世
尊
、
般
涅
槃
と
は
何
等
の
法
を
説
い
て
謂
い
て
涅
槃
と
な

す
や
。
仏
、
大
慧
に
告
ぐ
、
一
切
の
自
性
の
習
気
、
蔵
・
意
・
識
の
見
の
習
、
転
変
す
る
を
名
づ
け
て
涅
槃
と
な
す
。

諸
仏
及
び
我
が
涅
槃
は
、
自
性
空
な
る
事
の
境
界
な
り
。
復
た
次
に
大
慧
、
涅
槃
と
は
聖
智
自
覚
の
境
界
な
り
。
断
常

の
妄
想
、
性
と
非
性
と
を
離
る
。
云
何
に
非
常
な
る
。
謂
う
、
自
相
と
共
相
な
る
妄
想
断
た
る
る
が
故
に
非
常
。
云
何

に
非
断
な
る
。
謂
う
、
一
切
の
聖
、
去
来
現
在
に
自
覚
を
得
る
が
故
に
非
断
。
大
慧
、
涅
槃
は
壊
な
ら
ず
死
な
ら
ず
。

若
し
涅
槃
し
て
死
せ
ば
復
た
受
生
相
続
す
べ
し
。
若
し
壊
せ
ば
応
に
有
為
の
相
に
堕
す
べ
し
。
是
の
故
に
涅
槃
は
壊
を

離
れ
死
を
離
る
。
是
の
故
に
修
行
者
の
帰
依
す
る
と
こ
ろ
な
り
。

（
４
）
巻
二
（
分
段
81
）「
異
教
徒
た
ち
の
涅
槃
観
」（T

16,496a,16-20
）。

復
た
次
に
大
慧
、
諸
外
道
に
四
種
の
涅
槃
あ
り
。
云
何
な
る
を
四
と
な
す
。
謂
う
、
性
の
自
性
の
非
性
な
る
涅
槃
、

種
々
相
の
性
の
非
性
な
る
涅
槃
、
自
相
の
自
性
非
性
を
覚
る
涅
槃
、
諸
陰
自
共
相
の
相
続
・
流
注
断
た
る
る
涅
槃
。
是
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れ
を
諸
外
道
の
四
種
涅
槃
と
名
づ
く
。
我
が
所
説
の
法
に
は
非
ず
。
大
慧
、
我
が
所
説
は
、
妄
想
の
識
滅
す
る
を
名
づ

け
て
涅
槃
と
な
す
。

（
５
）
巻
三
（
分
段
105
）

１
「
す
べ
て
の
異
教
者
の
涅
槃
に
つ
い
て
の
見
解
を
離
れ
る
べ
き
で
す
」（T

,504c,1-505a,8

）。

爾
の
時
、
大
慧
菩
薩
摩
訶
薩
、
復
た
仏
に
白
し
て
言
う
、
世
尊
、
言
う
所
の
涅
槃
は
何
等
の
法
と
な
す
や
。
名
づ
け
て

涅
槃
と
な
し
て
諸
外
道
各
々
妄
想
を
起
す
。
仏
、
大
慧
に
告
ぐ
。
諦
聴
せ
よ
、
諦
聴
し
て
善
く
こ
れ
を
思
念
せ
よ
、
汝

の
た
め
に
説
く
べ
し
。
諸
外
道
、
涅
槃
を
妄
想
す
。
彼
の
妄
想
に
随
順
す
る
涅
槃
は
有
る
に
非
ず
。（
中
略
。
二
十
三
の

見
解
を
挙
げ
て
言
う
）
大
慧
よ
、
彼
の
一
々
の
外
道
の
涅
槃
は
、
彼
等
自
ら
論
じ
智
慧
も
て
観
察
す
る
も
、
都
て
立
つ
所

無
し
。
彼
の
妄
想
の
心
意
来
去
し
漂
馳
・
流
動
す
る
如
く
、
一
切
涅
槃
を
得
る
こ
と
有
る
は
無
き
者
な
り
。

２
「
私
の
言
う
涅
槃
と
は
、
善
く
自
心
現
の
み
と
覚
る
こ
と
で
す
」（ibid.,8-17

）。

大
慧
、
我
が
所
説
の
涅
槃
の
如
き
は
、
謂
う
、
善
く
自
心
現
の
み
と
覚
知
し
て
外
の
性
に
著
せ
ず
、
四
句
を
離
れ
て
如

実
の
処
を
見
、
自
心
現
に
随
っ
て
二
辺
を
妄
想
せ
ず
、
摂
と
所
摂
と
は
不
可
得
、
一
切
の
度
量
は
所
成
を
見
ず
、
真
実

な
り
と
愚
か
に
も
摂
受
す
べ
か
ら
ず
、
彼
を
棄
捨
し
お
わ
っ
て
自
覚
の
聖
法
を
得
、
二
無
我
を
知
り
、
二
煩
悩
を
離

れ
、
二
障
を
浄
除
し
、
永
く
二
死
を
離
れ
、
上
上
地
に
如
来
地
に
て
影
・
幻
な
ど
の
如
き
諸
深
三
昧
に
心
意
意
識
を
離

る
る
を
、
説
い
て
涅
槃
と
名
づ
く
。
大
慧
、
汝
等
及
び
余
の
菩
薩
摩
訶
薩
、
ま
さ
に
修
学
す
べ
し
、
疾
く
一
切
の
外
道

の
諸
涅
槃
見
を
遠
離
す
べ
し
。

（
６
）
巻
四
（
分
段
108
）「
不
生
不
滅
が
涅
槃
だ
と
私
は
言
う
」（T

16.,507b,3-26

）。

仏
、
大
慧
に
告
ぐ
、
我
れ
不
生
不
滅
を
説
く
、
外
道
の
不
生
不
滅
に
同
じ
か
ら
ず
。
所
以
は
何
ぞ
。
彼
の
諸
外
道
は
性

の
自
性
有
り
て
不
生
不
変
の
相
を
得
る
も
、
我
れ
は
是
の
如
く
有
無
の
品
に
堕
せ
ず
。
大
慧
、
我
れ
は
有
無
品
を
離
れ
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生
滅
を
離
れ
、
性
に
非
ず
無
性
に
非
ず
。
種
々
の
幻
・
夢
現
る
る
が
如
し
、
故
に
無
性
に
非
ず
。
云
何
に
性
無
き
。
謂

う
、
色
に
自
性
の
相
摂
受
無
し
。
現
は
不
現
の
故
に
、
摂
は
不
摂
の
故
に
。
是
の
故
を
以
て
、
一
切
の
性
は
性
無
く
無

性
に
非
ず
、
但
だ
自
心
現
の
み
と
覚
っ
て
妄
想
生
ぜ
ず
、
安
穏
快
楽
、
世
事
永
く
息
む
。（
中
略
）
愚
痴
の
凡
夫
は
不

如
実
に
堕
し
て
生
滅
の
妄
想
を
起
す
。
諸
賢
聖
は
［
さ
に
］
非
ず
。
不
如
実
と
は
、
性
の
自
性
妄
想
せ
ら
る
る
如
き
は

爾
ら
ず
、
異
も
亦
爾
ら
ず
。
若
し
異
に
妄
想
す
る
者
も
一
切
の
性
の
自
性
に
計
著
し
て
寂
静
を
見
ず
。
寂
静
を
見
ざ
る

者
は
終
に
妄
想
を
離
れ
ず
。
是
の
故
に
大
慧
、
無
相
の
見
は
勝
さ
る
。
相
の
見
に
は
非
ず
。
相
は
受
生
の
因
の
故
に
勝

さ
ら
ず
。
大
慧
、
無
相
と
は
、
妄
想
不
生
、
不
起
不
滅
、
我
れ
涅
槃
と
説
く
。
大
慧
、
涅
槃
と
は
、
真
実
の
義
の
如
く

見
る
、
先
に
妄
想
の
心
・
心
数
の
法
を
離
れ
て
如
来
の
自
覚
聖
智
を
逮
得
す
る
、
我
れ
、
是
れ
を
涅
槃
と
説
く
。

以
上
所
引
の
四
巻
本
楞
伽
経
に
見
ら
れ
る
涅
槃
論
の
存
在
は
、
こ
の
経
が
本
格
的
な
大
乗
の
涅
槃
経
と
し
て
新
た
に
出

現
し
た
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。
特
に
最
後
の
箇
所
で
、
本
経
が
終
始
言
及
す
る
「
不
生
」
が
「
涅
槃
」
と
同
義
だ
と
す
る
こ

と
は
、
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
こ
に
我
々
は
、
法
顕
が
命
を
賭
け
て
イ
ン
ド
か
ら
将
来
し
た
大
乗
の
『
大
般
泥
洹
経
』
を

自
家
薬
籠
中
の
も
の
と
し
た
新
し
い
大
乗
経
の
誕
生
を
見
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
肉
食
を
禁
ず
る
大
乗
経
典
の
う
ち
『
大
般

泥
洹
経
』
の
名
を
楞
伽
経
の
「
不
食
肉
章
」
第
87
偈
が
挙
げ
な
い
の
は
、
大
乗
の
『
大
般
泥
洹
経
』
が
新
し
い
涅
槃
経
と
し

て
『
楞
伽
ア
ヴ
ァ
タ
ー
ラ
経
』
の
形
を
と
っ
た
こ
と
を
、
沈
黙
を
通
し
て
ブ
ッ
ダ
が
公
表
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
、
と
考

え
ざ
る
を
え
な
い
。
楞
伽
経
の
「
不
食
肉
章
」
は
無
用
の
長
物
で
は
な
く
、
今
や
経
の
出
自
を
明
か
す
身
分
証
明
書
だ
っ
た

の
で
あ
る
。

楞
伽
経
の
「
不
食
肉
章
」
の
、
先
行
す
る
涅
槃
経
に
対
す
る
沈
黙
を
、
偶
然
の
過
失
で
は
な
い
と
し
て
以
上
の
よ
う
に

説
明
す
る
こ
と
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
い
か
に
有
力
で
あ
る
に
し
て
も
所
詮
は
一
つ
の
説
明
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
五
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世
紀
初
頭
に
ラ
ン
カ
ー
の
無
畏
山
寺
に
集
ま
っ
て
い
た
、
歴
史
観
、
宗
教
観
に
お
い
て
当
時
一
流
の
大
慧
者
た
ち
が
、
長
安

か
ら
中
イ
ン
ド
を
経
て
独
り
ラ
ン
カ
ー
に
入
っ
た
中
国
僧
・
法
顕
の
超
絶
的
な
願
心
に
衝
き
動
か
さ
れ
て
、
イ
ン
ド
・
パ
ー

タ
リ
プ
ト
ラ
か
ら
齎
さ
れ
た
最
新
の
大
乗
『
大
般
泥
洹
経
』
の
研
究
を
踏
ま
え
、
仏
教
内
外
の
危
機
的
状
況
を
克
服
す
る
方

向
を
打
ち
出
す
努
力
を
結
実
さ
せ
て
四
巻
本
楞
伽
経
と
い
う
貴
重
な
歴
史
的
成
果
を
産
ん
だ
と
す
る
こ
と
は
、
資
料
の
内
容

理
解
に
裏
打
ち
さ
れ
た
歴
史
解
釈
で
は
あ
っ
て
も
、
偶
然
性
を
孕
ん
だ
単
な
る
説
明
で
は
な
い
、
と
筆
者
は
考
え
る
。

（
二
〇
二
二
年
、
八
月
二
十
一
日
）

【
注
釈
】

⑴
法
顕
訳
、
大
乗
の
大
般
泥
洹
経
で
、
四
法
品
第
八
、
四
法
の
第
三
「
能
随
問
答
」
の
一
例
と
し
て
不
食
肉
が
話
題
に
な
る
箇
所

（T
12,868c,11-869b,17

）
を
、
対
比
の
都
合
上
「
不
食
肉
章
１
」
と
見
な
す
。
四
巻
本
楞
伽
経
で
は
、
問
い
三
偈
、
長
行
、
答
え
二
十
偈

か
ら
な
る
経
末
の
分
段
（T

16,513b,22-514b,25; T
okiw

a,s D
ivision120

）
に
不
食
肉
の
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
て
お
り
、
こ
れ
を
「
不
食
肉

章
２
」
と
し
て
、
両
経
の
不
食
肉
章
の
特
徴
を
対
比
す
る
た
め
に
、
漢
訳
の
一
部
を
訓
読
で
示
す
。

　

不
食
肉
章
１　

仏
、
迦
葉
に
告
ぐ
、
善
男
子
、
我
れ
今
日
よ
り
諸
弟
子
に
制
す
、
三
種
の
浄
肉
を
食
す
る
を
聴
さ
ず
。
及
び
九
種
の
受
、
十
種
の
肉
を

離
れ
、
乃
至
自
死
は
一
も
食
す
る
を
得
ず
。
所
以
は
何
ぞ
。
そ
れ
肉
を
食
す
る
者
、
も
し
行
住
坐
臥
す
る
も
、
一
切
の
衆
生
見
て
皆
怖

畏
し
、そ
の
殺
気
を
聞
く
。（
略
）水
陸
空
を
行
く
有
命
の
類
、見
て
皆
馳
走
す
。（
略
）我
れ
因
縁
あ
る
者
に
不
食
肉
を
制
せ
り
。
今
日
は
、

因
縁
無
き
者
に
、
大
般
泥
洹
を
説
く
に
因
り
亦
復
た
制
し
て
応
に
食
肉
す
べ
か
ら
ざ
ら
し
む
。（T

12,869a-b

）（
文
脈
上
、「
今
日
」
の
位

置
を
直
前
の
文
頭
「
我
今
日
」
か
ら
下
に
移
動
さ
せ
た
。
常
盤
）

　

不
食
肉
章
２

仏
、
大
慧
に
告
ぐ
、
無
量
の
因
縁
あ
り
て
応
に
肉
を
食
す
べ
か
ら
ず
。
然
れ
ど
も
我
れ
今
ま
さ
に
汝
の
た
め
に
略
説
す
べ
し
。
謂
う
、
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一
切
の
衆
生
は
本
よ
り
い
ら
い
展
転
す
る
因
縁
に
て
常
に
六
親
た
り
、親
し
き
想
い
を
も
っ
て
の
故
に
、応
に
肉
を
食
す
べ
か
ら
ず
。（
略
）

衆
生
、気
を
聞
い
て
悉
く
恐
怖
を
生
ず
。（
略
）復
た
次
に
、大
慧
、凡
そ
諸
殺
者
は
財
利
の
た
め
の
故
に
殺
生
し
屠
販
す
。（
略
）彼
の
空
行
・

水
陸
の
衆
生
を
取
っ
て
種
々
に
殺
害
、屠
販
し
て
利
を
求
む
。
大
慧
、亦
た
教
え
ず
求
め
ず
想
わ
ず
し
て
有
る
魚
肉
無
し
。
此
の
義
を
も
っ

て
の
故
に
応
に
肉
を
食
す
べ
か
ら
ず
。
大
慧
、
我
れ
時
あ
り
て
説
い
て
五
種
の
肉
を
遮
し
或
い
は
十
種
を
制
す
。
今
、
此
の
経
に
お
い

て
一
切
種
、
一
切
時
に
方
便
を
開
除
し
て
一
切
悉
く
断
つ
。（T

16,513c-514a

）

⑵
虎
関
師
錬
（
一
二
七
八
～
一
三
四
六
）
は
、
四
巻
本
楞
伽
経
の
研
究
書
『
仏
語
心
論
』
の
な
か
で
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
深
く
究

明
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
師
錬
曰
く
（
日
本
大
蔵
経
、
方
等
部
章
疏
三
、
五
二
三
頁
）、

　
　
　

問
う
、魏
・
唐
二
本
、此
の
偈
み
な
涅
槃
経
の
文
有
り
。
宋
訳
何
故
に
之
を
収
め
ざ
る
や
。（
中
略
）
宋
本
略
を
好
む
。
是
の
故
に
長
行
・

　
　
　

偈
頌
に
共
に
無
し
。
只
だ
略
す
る
の
み
。
何
の
義
の
有
ら
ん
や
。（
同
書
巻
十
八
、
第
八
十
六
）

師
錬
の
こ
の
言
葉
に
も
関
わ
ら
ず
、
三
本
と
も
漢
訳
の
偈
は
、
五
文
字
一
句
、
四
句
二
行
、
す
べ
て
二
十
文
字
か
ら
成
り
、
宋
訳
だ
け

が
文
字
を
略
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
漢
訳
三
本
の
該
当
す
る
偈
は
、
次
の
と
お
り
。

（
宋
訳
）「
縛
象
與
大
雲　

央
掘
利
摩
羅　

及
此
楞
伽
経　

我
悉
制
断
肉
」（T

16,670,514b,6-7

）

（
魏
訳
）「
象
腋
與
大
雲　

涅
槃
勝
鬘
経　

及
入
楞
伽
経　

我
不
聴
食
肉
」（T

16,671,564b,20-21

）

（
唐
訳
）「
象
脇
與
大
雲　

涅
槃
央
掘
摩　

及
此
楞
伽
経　

我
皆
制
断
肉
」（T

16,672,624c,3-4

）

こ
の
比
較
に
よ
っ
て
、
宋
訳
が
「
涅
槃
経
」
の
名
を
失
念
し
た
の
で
な
く
、
意
図
的
に
採
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
南
条
校
訂
梵
本

の
該
当
偈
は
、
唐
訳
と
同
じ
。

hastikakṣ ye m
ahām

eghe nirvāṇ āṅ gulim
ālike / 

laṅkāvatārasū tre ca m
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āṇ saṃ
 vivarjitam

 //16// （N
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Second Edition,1966, p.85

⑷
小
論
「
如
来
蔵
思
想
と
は
何
か
」（『
禅
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
三
十
五
号
、
二
〇
二
一
年
）、「
七
『
宝
性
論
』
の
『
如
来
蔵
経
』
解
釈
」
で
考

察
し
た
よ
う
に
、
凡
夫
の
位
に
お
け
る
「
如
来
の
本
性
」
が
、
如
来
と
な
る
べ
き
胎
児
と
し
て
、
当
の
凡
夫
に
は
知
ら
れ
ず
に
潜
ん
で
「
有

る
」
と
説
明
す
る
。
こ
の
説
明
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、『
如
来
蔵
経
』
と
、
そ
し
て
研
究
者
が
抱
き
が
ち
な
「
如
来
蔵
」
説
と
に
、
論
理

的
な
根
拠
の
体
裁
を
提
供
す
る
。　

⑸
梁
（A

.D
.502-557

）、
扶
南
国
三
蔵
・
僧
伽
婆
羅
訳 

（T
14,493a

）。

爾
の
時
、
文
殊
師
利
復
た
仏
に
白
し
て
言
う
、
世
尊
、
若
し
肉
を
食
す
る
を
得
ば
、
象
亀
経
、
大
雲
経
、
指
鬘
経
、
楞
伽
経
等
の
諸
経

は
何
故
に
悉
く
断
つ
や
。

下
田
正
弘
氏
著
『
涅
槃
経
の
研
究
』
春
秋
社
、
二
〇
〇
〇
年
発
行
（p.415

）
に
よ
っ
て
こ
の
傍
証
の
存
在
を
教
え
ら
れ
た
。
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未
発
の
気
象
論
と
禅

―
―
董
其
昌
に
於
け
る
道
学
と
仏
教
の
融
合
と
芸
術
へ
の
反
映
に
就
い
て
の一考
察

松
宮　

貴
之

は
じ
め
に

芸
林
百
世
の
師
と
称
さ
れ
る
董
其
昌
（
一
五
五
五
―
一
六
三
六
）
の
書
画
の
研
究
業
績
は
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
但
し
、
董

の
思
想
を
直
接
に
分
析
し
、
そ
の
反
映
を
芸
術
に
観
ん
と
し
た
研
究
は
、
そ
う
多
く
な
い
と
は
言
え
る
だ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、『
画
禅
室
随
筆
』
に
あ
る
、
あ
る
一
章
か
ら
、
董
の
理
学
と
禅
と
の
融
合
し
た
思
想
を
解
析
し
、
二
つ
の
観

念
を
抽
出
せ
ん
と
し
た
。
そ
れ
が
彼
の
書
画
に
ど
う
表
象
さ
れ
た
か
と
い
う
表
層
的
研
究
を
遠
方
に
定
め
る
も
の
の
、
そ
れ

よ
り
も
、
先
ず
は
、
そ
の
基
底
に
あ
る
観
念
を
、
確
実
に
窮
理
せ
ん
と
し
た
思
想
研
究
で
あ
る
。
追
っ
て
、
そ
の
成
果
を
披

瀝
し
て
い
き
た
い
。

未
発
の
気
象
と
禅
の
論
理

董
其
昌
の
「
気
象
」
に
就
い
て
の
言
説
は
、
ほ
ん
の
数
回
確
認
で
き
、
中
で
も
『
画
禅
室
随
筆
』
巻
四
に
、
次
の
よ
う

に
あ
る
。

中
庸
、
戒
愼
乎
其
所
不
睹
、
恐
懼
乎
其
所
不
聞
。
既
戒
懼
矣
、
即
属
睹
聞
。
既
不
睹
聞
矣
、
戒
懼
之
所
不
到
、
猶
云
観
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未
発
気
象
。
既
未
発
矣
、
何
容
観
也
。
余
於
戊
子
冬
、
与
唐
元
徴
、
袁
伯
修
、
瞿
洞
観
、
呉
観
我
、
呉
本
如
、
蕭
玄

圃
、
同
会
於
竜
華
寺
憨
山
禅
師
夜
談
。
予
徴
此
義
、
瞿
著
語
云
「
没
撈
摸
処
撈
摸
」。
余
不
肯
其
語
曰
「
没
撈
摸
処
、

切
忌
撈
摸
」。

中
庸
に
、
ま
だ
見
て
い
な
い
も
の
を
恐
れ
、
ま
だ
聞
い
て
い
な
い
も
の
を
恐
れ
る
、
と
い
う
。
恐
れ
て
い
る
と
い
う
以

上
、
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
見
聞
き
し
て
い
る
の
だ
。
見
聞
き
し
て
い
な
い
と
い
う
以
上
、
恐
れ
よ
う
が
な
い
の
で

あ
り
、
そ
れ
は
未
発
の
気
象
を
見
る
、
と
言
う
よ
う
な
も
の
だ
。
未
発
で
あ
る
以
上
、
ど
う
し
て
見
る
こ
と
な
ど
で
き

よ
う
か
。

私
が
戊
子
の
冬
に
、
唐
元
徴
、
袁
伯
修
、
瞿
洞
観
、
呉
観
我
、
呉
本
如
、
蕭
玄
圃
と
一
緒
に
竜
華
寺
に
会
し
憨
山
禅
師

の
夜
談
に
、
私
は
こ
の
義
を
求
め
る
と
、
瞿
は
語
っ
て
い
う
「
探
り
よ
う
も
な
い
と
こ
ろ
に
探
る
（
未
発
時
の
工
夫
は
存

立
す
る
と
い
う
立
場
）」
と
。
私
は
肯
ぜ
ず
い
う
に
「
探
り
よ
う
も
な
い
と
こ
ろ
は
、
決
し
て
探
し
て
は
い
け
な
い
（
存
立

し
な
い
と
い
う
立
場
）」
と
。

こ
の
未
発
の
気
象
の
体
認
と
は
、
朱
子
の
師
匠
の
李
延
平
（
一
〇
九
三
―
一
一
六
三
）
の
「
未
発
の
気
象
の
体
認
」
の
学
説

の
影
響
を
受
け
る
主
張
と
思
わ
れ
る
。

気
象
は
こ
こ
で
は
心
の
あ
り
方
と
い
う
よ
う
な
意
味
な
の
で
、
未
発
に
対
し
て
も
已
発
に
も
対
し
て
も
言
う
の
で
あ
ろ

う
。た

だ
、
本
来
未
発
と
い
う
以
上
、
意
識
が
発
現
し
て
い
な
い
こ
と
を
指
し
て
い
る
は
ず
な
の
に
、
そ
れ
を
「
観
る
」
と

い
う
よ
う
な
こ
と
が
道
学
で
は
論
じ
ら
れ
る
の
で
、
そ
こ
の
違
和
感
を
提
起
し
て
い
る
の
が
董
氏
の
論
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
つ
ま
り
董
に
於
い
て
工
夫
は
、
已
発
そ
の
こ
と
を
専
ら
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
批
判
を
二
つ
の
禅
語
に
展
開
し
て
い
る
が
、「
探
り
よ
う
も
な
い
と
こ
ろ
に
探
る
」
に
対
し
、「
ま
だ
探
り
よ
う
も
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な
い
と
こ
ろ
は
、
決
し
て
探
し
て
は
い
け
な
い
」
と
、
未
発
時
の
工
夫
は
存
立
す
る
と
い
う
立
場
と
存
立
し
な
い
と
い
う
立

場
を
そ
れ
ぞ
れ
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
、
董
其
昌
は
、
瞿
洞
観
（
瞿
汝
稷
／
一
五
四
八
―
一
六
一
〇
）
の
説
に
反
対
し
、

未
発
の
工
夫
の
否
定
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
も
そ
も
気
象
と
は
な
か
な
か
他
に
置
き
換
え
に
く
い
言
葉
で
、
少
な
く
と
も
気
稟
と
は
全
く
、
別
の
概
念
で
あ
る
。

気
稟
は
、
稟
受
し
た
気
、
要
す
る
に
理
気
の
気
と
同
じ
概
念
だ
が
、
気
象
は
、
あ
り
方
、
様
相
、
と
い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
で

あ
る
。

未
発
已
発
は
『
中
庸
章
句
』
第
一
章
が
典
拠
で
あ
り
、
未
発
は
喜
怒
哀
楽
（
情
）
が
発
現
す
る
前
の
、
心
が
静
謐
で
偏
り

の
な
い
状
態
、
従
っ
て
心
本
来
の
あ
り
方
を
保
持
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。（
大
雑
把
に
言
っ
て
、
心
の
静
が
未
発
、
心
の
動

が
已
発
）。
従
っ
て
、
未
発
の
気
象
を
観
ず
る
、
未
発
の
気
象
を
体
認
す
る
こ
と
を
重
要
な
実
践
項
目
と
す
る
人
々
が
い
た
。

そ
れ
が
楊
亀
山
―
―
羅
豫
章
―
―
李
延
平
と
い
う
学
統
で
、
李
延
平
は
若
き
日
の
朱
子
の
師
で
あ
る
。

ひ
と
ま
ず
こ
こ
で
は
、
董
其
昌
が
こ
う
し
た
宋
学
の
伝
統
の
中
で
の
未
発
の
気
象
の
体
認
を
否
定
し
て
い
た
こ
と
を
、

確
認
し
て
い
き
た
い
。

「
没
撈
摸
処
、
切
忌
撈
摸
」
考

そ
も
そ
も
唐
の
裴
休
『
黄
檗
山
断
際
禅
師
伝
心
法
要
』
に
於
い
て
、

凡
夫
取
境
、
道
人
取
心
。
心
境
双
忘
、
乃
是
真
法
。
忘
境
猶
易
、
忘
心
至
難
。
人
不
敢
忘
心
、
恐
落
空
無
撈
摸
処
、
不

知
空
本
無
空
、
唯
一
真
法
界
耳
。

凡
夫
は
境
（
外
的
対
象
）
を
選
び
取
る
、
し
か
し
道
人
は
お
の
れ
の
心
を
選
び
取
る
。
そ
の
心
も
境
も
と
も
に
忘
却
し

て
し
ま
う
、
と
な
っ
て
は
じ
め
て
真
の
法
で
あ
る
。
境
を
忘
却
す
る
こ
と
は
ま
だ
し
も
易
し
い
が
、
心
を
忘
却
す
る
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―
―
心
を
空
な
ら
し
め
る
―
―
こ
と
は
至
難
の
業
で
あ
る
。
世
人
は
な
か
な
か
心
を
忘
却
し
き
れ
な
い
。
と
い
う
の

は
、
虚
無
に
落
ち
込
ん
で
、
と
っ
か
か
り
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
る
か
ら
だ
。
あ
に
は
か
ら
ん

や
、
空
に
は
も
と
も
と
虚
無
な
る
も
の
は
な
く
、
あ
る
の
は
万
有
あ
る
が
ま
ま
の
理
法
の
世
界
一
つ
だ
け
で
あ
る
⑴
。

と
あ
る
の
が
、
董
其
昌
と
瞿
汝
稷
（
号
・
洞
観
）
と
の
遣
り
取
り
で
問
題
と
な
っ
た
「
没
撈
摸
処
」
の
典
拠
で
あ
る
。

さ
ら
に
宋
の
『
大
慧
普
覚
禅
師
語
録
』「
示
東
峯
居
士
」
に
も
、

却
向
没
撈
摸
処
、
没
滋
味
処
、
試
撈
摸
咬
嚼
看
。
撈
摸
来
撈
摸
去
、
咬
嚼
來
咬
嚼
去
、
忽
然
向
没
滋
味
処
咬
著
舌
頭
、

没
撈
摸
処
打
失
鼻
孔
、
方
知
趙
州
老
人
道
、
未
出
家
時
被
菩
提
使
、
出
家
後
使
得
菩
提
。

さ
ら
に
手
ご
た
え
（
と
っ
か
か
り
）
の
な
い
（
探
さ
な
い
で
い
い
）
と
こ
ろ
や
味
の
な
い
と
こ
ろ
に
試
み
に
手
さ
ぐ
り
し
、

噛
み
砕
い
て
み
な
さ
い
。
何
回
と
な
く
手
さ
ぐ
り
し
、
噛
み
砕
い
て
い
く
う
ち
に
、
ふ
と
味
の
な
い
と
こ
ろ
で
舌
を
噛

み
、
手
ご
た
え
の
な
い
と
こ
ろ
で
、
鼻
を
見
失
え
ば
、
ま
さ
に
趙
州
老
人
の
い
う
、
い
ま
だ
出
家
し
て
い
な
い
時
は
菩

提
に
使
わ
れ
、
出
家
し
た
後
、
菩
提
を
使
い
得
た
り
と
い
う
意
味
を
知
れ
よ
う
。

と
あ
り
参
禅
者
に
対
す
る
教
示
で
あ
っ
て
、「
咬
著
舌
頭
」
は
、
恐
ら
く
思
慮
言
語
を
絶
し
た
境
地
に
至
っ
た
状
態
の
譬
喩

だ
と
思
わ
れ
る
。「
打
失
鼻
孔
」
も
同
じ
方
向
性
の
語
だ
ろ
う
⑵
。

つ
ま
り
こ
の
場
合
も
、「
撈
摸
」
は
「
手
ご
た
え
」「
と
っ
か
か
り
」、
ま
た
は
哲
学
的
に
は
「
意
識
」「
想
念
」
の
意
で

用
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
『
明
儒
学
案
』
巻
二
十
三
、「
忠
介
鄒
南
先
生
元
標
」
に
、

新
安
王
文
軫
曰
、「
丁
酉
、
在
南
都
参
訪
祝
師
、
認
心
不
真
、
無
可
撈
摸
。
坐
間
日
影
正
照
、
祝
師
指
曰
、『
爾
認
此
日

影
為
真
日
、
不
知
彼
陰
暗
処
也
是
真
日
』。
因
此
有
省
」。
曰
、「
爾
道
認
心
不
真
、
無
可
撈
摸
。
不
知
無
可
撈
摸
処
、

便
是
真
心
」。
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新
安
の
王
文
軫
が
言
う
に
は
、「
丁
酉
に
、
南
都
に
あ
っ
て
祝
師
を
参
訪
し
、
心
を
正
し
く
体
認
で
き
ず
、
と
っ
か
か

り
を
も
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
坐
す
る
間
、
日
の
光
が
ま
さ
に
照
し
て
い
た
。
祝
師
が
指
し
て
言
う
に
は
、『
あ
な
た
は

こ
の
日
影
を
認
め
て
真
日
と
し
た
が
、
陰
暗
も
ま
た
真
日
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
』
と
。
こ
れ
に
よ
っ
て
悟
る
と
こ

ろ
が
っ
た
」
と
。
鄒
元
標
が
言
う
に
は
「
あ
な
た
は
心
を
正
し
く
体
認
で
き
ず
、
探
す
べ
き
と
こ
ろ
が
な
い
と
言
っ
た

が
、
探
す
べ
き
と
こ
ろ
が
な
い
の
が
、
す
な
わ
ち
真
心
な
の
だ
」
と
。

と
あ
り
、
探
す
べ
き
と
こ
ろ
、
尋
ぬ
べ
き
と
こ
ろ
が
な
い
こ
と
が
、
真
心
と
あ
る
。

こ
れ
ら
の
禅
語
に
み
た
、
と
っ
か
か
り
、
探
す
べ
き
と
こ
ろ
、「
意
識
」
を
超
え
る
、
も
し
く
は
な
い
、
拘
ら
な
い
と
い

う
の
が
真
法
、
真
心
で
あ
る
と
す
る
禅
学
の
「
撈
摸
」
論
の
議
論
の
蓄
積
の
上
に
、『
画
禅
室
随
筆
』
の
未
発
の
気
象
論
、

と
っ
か
か
り
の
な
い
と
こ
ろ
を
「
探
す
」「
探
し
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
見
解
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

『
画
禅
室
随
筆
』
に
見
え
る
李
卓
吾
と
袁
兄
弟

こ
の
『
画
禅
室
随
筆
』
の
引
用
に
は
続
き
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

又
徴
「
鼓
中
無
鐘
声
、
鐘
中
無
鼓
響
、
鐘
鼓
不
交
参
、
句
句
無
前
後
」
偈
。

瞿
曰
「
不
碍
」。
余
亦
不
肯
其
語
曰
「
不
借
」。
是
夕
、
唐
袁
諸
君
子
、
初
依
法
門
、
未
能
了
余
此
義
、
即
憨
山
禅
師
亦

両
存
之
、
不
能
商
量
究
竟
。
余
謂
諸
公
曰
、
請
記
取
此
語
、
異
時
必
自
有
会
。
及
袁
伯
修
見
李
卓
吾
後
、
自
謂
大
徹
。

甲
午
入
都
、
与
余
復
為
禅
悦
之
会
。
時
袁
氏
兄
弟
、
蕭
玄
圃
、
王
衷
白
、
陶
周
望
数
相
過
従
。
余
重
挙
前
義
、
伯
修
竟

猶
溟
涬
余
語
也
。

ま
た
「
鼓
中
に
鐘
声
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
鐘
中
に
鼓
の
響
き
が
あ
る
訳
で
は
な
い
。
鐘
鼓
互
い
に
交
わ
ら
な
い
。
句

句
に
前
後
な
し
」
と
い
う
偈
を
問
う
。
瞿
が
い
う
「
さ
ま
た
げ
な
い
」
と
。
私
が
ま
た
肯
定
せ
ず
「
借
り
な
い
」
と
い
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う
。

こ
の
夕
、
唐
・
袁
ら
諸
君
子
は
、
初
め
て
法
門
に
依
り
、
い
ま
だ
私
の
意
味
が
分
か
ら
ず
、
そ
こ
で
憨
山
禅
師
が
ま

た
、
ど
ち
ら
か
に
軍
配
を
あ
げ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
二
つ
と
も
存
し
た
が
、
究
明
で
き
な
か
っ
た
。
私
が
諸
公
に

言
う
に
は
「
こ
の
言
葉
を
覚
え
て
お
き
な
さ
い
。
他
日
、
か
な
ら
ず
自
然
と
わ
か
る
時
が
く
る
だ
ろ
う
」
と
言
っ
た
。

袁
伯
修
は
李
卓
吾
に
見
え
た
後
、
自
ら
大
悟
し
た
と
思
っ
た
。
甲
午
、
都
に
入
り
、
私
と
禅
悦
の
会
を
為
し
、
時
に
袁

氏
兄
弟
、
蕭
玄
圃
、
王
衷
白
、
陶
周
望
、
こ
も
ご
も
相
従
っ
た
。
私
が
前
義
を
挙
げ
た
が
、
伯
修
は
つ
い
に
く
ら
い
ま

ま
だ
っ
た
。

と
あ
る
。「
鼓
中
に
鐘
声
な
く
、
鐘
中
に
鼓
響
な
し
。
鐘
鼓
交
参
ぜ
ず
。
句
句
前
後
な
し
」
と
は
、
ど
う
い
う
意
味
だ
ろ
う

か
。ま

ず
宋
の
恵
洪
『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
四
「
福
州
玄
沙
備
禅
師
」
に
⑶
、

動
即
渉
塵
労
之
境
、
静
則
沈
昏
酔
之
鄉
。
動
静
双
泯
、
即
落
空
亡
。
動
静
双
収
、
即
漫
汗
仏
性
。
必
須
対
其
塵
境
、
如

枯
木
寒
灰
、
但
臨
時
応
用
、
不
失
其
宜
。
如
鏡
照
像
、
不
乱
光
輝
。
如
鳥
飛
空
、
不
雑
空
色
。
所
以
十
方
無
影
像
、
三

界
絶
行
蹤
。
不
堕
往
来
機
、
不
住
中
間
相
。
鐘
中
無
鼓
声
、
鼓
中
無
鐘
聲
、
鐘
鼓
不
交
参
、
句
句
無
前
後
。
如
壮
士
展

臂
、
不
借
他
力
。
如
師
子
游
行
、
豈
求
伴
侶
。

思
念
を
動
か
せ
ば
生
死
流
転
の
原
因
と
な
り
、
静
か
な
ま
ま
で
は
、
暗
昏
の
世
界
に
沈
溺
す
る
。
と
い
っ
て
も
動
も
静

も
共
に
断
て
ば
、
無
記
の
虚
無
に
落
ち
込
み
、
動
も
静
も
共
に
閉
じ
れ
ば
、
己
の
仏
性
を
く
ら
ま
す
こ
と
に
な
る
。
だ

か
ら
外
界
の
事
象
に
対
し
て
、
枯
木
寒
灰
の
よ
う
に
構
え
、
そ
の
時
そ
の
場
に
対
応
し
て
、
ぴ
た
り
と
ツ
ボ
（
中
庸
・

止
揚
）
を
得
る
よ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
鏡
は
さ
ま
ざ
ま
な
像
を
映
し
て
も
、
鏡
自
体
の
光
を
乱
す
こ
と
な
く
、
鳥

は
空
を
飛
ん
で
も
、
そ
の
空
の
色
に
紛
れ
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
は
な
い
。
か
く
し
て
、
一
切
の
場
所
に
自
己
の
影
を
残
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す
こ
と
な
く
、
三
界
に
吾
足
跡
を
留
め
る
こ
と
な
く
、
去
来
常
な
き
諸
法
の
在
り
方
に
は
ま
り
込
ま
ず
、
ま
た
中
道
的

な
理
念
に
腰
を
据
え
る
こ
と
も
な
い
。

鐘
に
は
太
鼓
の
響
き
は
な
く
、
太
鼓
に
は
鐘
の
響
き
は
な
い
。
鐘
と
鼓
の
響
き
が
混
和
し
な
い
よ
う
に
、
言
葉
は
そ
の

一
句
一
句
が
前
後
関
係
な
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
独
立
し
た
絶
対
性
を
発
揮
す
る
。
ち
ょ
う
ど
壮
士
が
力
を
揮
う
の
に
人
の
力
を
借
り
な

0

0

0

い0

よ
う
に
、
ま
た
獅
子
が
旅
す
る
の
に
道
連
れ
を
求
め
は
し
な
い
よ
う
に
。

と
あ
る
「
動
静
」「
清
濁
」
の
峻
別
、
そ
し
て
、
動
、
濁
を
対
象
化
し
、
交
え
な
い
意
が
原
拠
で
あ
る
。

ま
た
董
其
昌
の
未
発
の
気
象
論
と
禅
、
加
え
て
鐘
鼓
の
「
借
り
な
い
」
に
象
徴
さ
れ
る
動
静
の
句
を
知
る
糸
口
と
し
て
、

「
袁
伯
修
は
李
卓
吾
に
見
え
た
後
、
自
ら
大
悟
し
た
と
思
っ
た
」
と
あ
る
、
袁
宗
道
兄
弟
と
李
卓
吾
（
一
五
二
七
―
一
六
〇
二
）

と
の
遣
り
取
り
に
、
こ
こ
で
は
注
目
し
た
い
。

先
ず
『
楞
厳
経
』
巻
二
の
、

晦
昧
、
空
と
為
り
、
空
と
晦
暗
と
の
中
に
、
暗
を
結
ん
で
色
と
為
る
。（
Ｔ
十
九
・
一
一
〇
下
）

の
解
釈
に
就
い
て
、
李
は
、『
焚
書
』〈
解
経
文
〉
の
中
で
⑷
、

夫
使
空
而
可
為
、
又
安
得
謂
之
真
空
哉
。
縦
然
為
得
空
来
、
亦
即
是
掘
地
出
土
之
空
、
如
今
之
所
共
見
太
虚
空
耳
、
與

真
空
總
無
交
渉
也
。
夫
其
初
也
、
本
以
晦
昧
不
明
之
故
而
為
空
、
其
既
也
、
反
以
為
空
之
故
、
益
晦
暗
以
不
明
。

も
し
空
が
作
ら
れ
る
も
の
な
ら
、
い
っ
た
い
真
空
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
そ
う
し
て
空
を
得
て
も
、
ま
た
こ

れ
は
地
を
掘
り
土
を
出
す
空
で
あ
り
、
今
人
が
共
に
み
る
大
空
の
如
き
で
あ
ろ
う
。
真
空
と
は
す
べ
て
交
渉
の
な
い
も

の
で
あ
る
。
そ
の
初
め
は
、
も
と
晦
昧
に
し
て
明
ら
か
な
ら
ざ
る
こ
と
か
ら
空
と
し
た
が
、
そ
の
後
、
か
え
っ
て
空
と

し
た
こ
と
か
ら
ま
す
ま
す
晦
暗
と
な
り
、
不
明
と
な
っ
て
し
ま
う
。

と
し
、
真
空
の
実
相
に
暗
く
し
て
、
曖
昧
不
明
を
空
と
す
る
こ
と
を
否
と
す
る
。
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さ
ら
に
、

唯
是
吾
心
真
空
、
特
地
結
起
一
朵
晦
暗
不
明
之
色
、
本
欲
為
空
、
而
反
為
色
、
是
以
空
未
及
為
而
色
已
暗
結
矣
。
故
曰

「
結
暗
為
色
」。
於
是
即
以
吾
晦
暗
不
明
之
妄
色
、
雑
吾
特
地
為
空
之
妄
想
、
而
身
相
宛
然
遂
具
、
蓋
吾
此
身
原
従
色
想

交
雑
而
後
有
也
。

た
だ
真
空
な
る
吾
が
心
に
わ
ざ
わ
ざ
一い

ち

朵だ

の
晦
暗
不
明
の
色
（
モ
ノ
ト
ー
ン
で
は
な
い
イ
マ
ー
ジ
ュ
）
を
結
び
お
こ
し
、
も

と
は
空
た
ら
ん
と
し
た
の
に
か
え
っ
て
色
と
な
っ
て
、
空
と
な
ら
ず
、（
空
が
）
暗
結
し
て
色
と
な
る
の
で
あ
る
。
だ

か
ら
い
う
、「
暗
を
結
ん
で
色
と
な
る
」
と
。
つ
ま
り
吾
が
晦
暗
不
明
の
妄
色
に
よ
っ
て
、
わ
ざ
わ
ざ
空
と
な
せ
る
妄

想
を
雑
え
、
身
相
が
、
さ
な
が
ら
に
遂
に
具
わ
っ
て
し
ま
う
。
思
う
に
、
吾
が
こ
の
身
は
、
も
と
色
と
想
（
想
念
）
と

を
交
雑
し
て
の
ち
あ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

と
し
、
後
文
で
、

吾
が
色
身
よ
り
、
山
河
大
地
虚
空
に
至
る
ま
で
「
吾
が
妙
明
真
心
中
の
一
点
の
物
相
」

と
あ
り
、

そ
の
自
然
な
る
心
の
相
は
空
じ
よ
う
も
な
く
、

別
に
「
倫
物
（
人
の
常
の
情
。
事
物
の
常
理
）
上
に
於
い
て
真
空
を
識
る
べ
し
」（
巻
一
書
答
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
真
空
論

が
、
ふ
て
ぶ
て
し
い
ま
で
の
人
間
性
の
肯
定
に
根
差
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
⑸
。
さ
ら
に
、

比
類
以
観
、
則
晦
昧
為
空
之
迷
惑
、
可
破
也
已
。
且
真
心
既
已
包
却
色
身
、
洎
一
切
山
河
虚
空
大
地
諸
有
為
相
矣
。
則

以
相
為
心
、
以
心
為
在
色
身
之
內
、
其
迷
惑
又
可
破
也
。

比
類
に
よ
っ
て
み
れ
ば
、
晦
昧
為
空
の
ま
よ
い
は
、
破
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
。
そ
も
そ
も
真
心
は
す
で
に
色
身
を
包

み
退
み
、
一
切
の
山
河
虚
空
あ
ら
ゆ
る
有
為
相
に
ま
で
お
よ
ん
で
い
る
。
し
か
し
相
を
心
と
し
、
心
を
色
身
の
內
に
あ
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り
と
す
れ
ば
、
そ
の
ま
よ
い
も
ま
た
破
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
こ
で
は
結
ん
で
い
る
。

こ
の
空
へ
の
複
雑
な
観
念
に
対
し
て
袁
宗
道
（
一
五
六
〇
―
一
六
〇
〇
）
は
『
白
蘇
斎
類
集
』
巻
十
四
で
、

晦
昧
為
空
、
為
字
従
来
未
有
如
此
解
者
、
未
有
如
此
直
截
透
徹
者
。

「
晦
昧
を
空
と
為
す
」
の
「
為
」
字
は
従
来
こ
の
よ
う
に
解
し
た
も
の
は
お
ら
ず
、
い
ま
だ
こ
の
よ
う
に
直
截
透
徹
な

も
の
は
い
な
い
。

と
全
面
肯
定
す
る
遣
り
取
り
が
残
さ
れ
て
い
る
。

因
み
に
李
卓
吾
に
よ
っ
て
悟
道
を
開
眼
し
た
弟
袁
中
郎
（
一
五
六
八
―
一
六
一
〇
）
は
『
袁
中
郎
集
』
巻
二
十
一
の
中
で
、

何
以
如
此
、
不
離
煩
悩
而
証
解
脱
、
此
乃
古
先
生
誑
語
。

と
煩
悩
を
離
れ
ず
解
脱
を
証
す
る
姿
勢
を
、
官
途
に
就
い
た
の
ち
「
誑
語
」
と
ま
で
厳
し
く
批
判
し
て
述
べ
て
い
る
。

よ
っ
て
こ
れ
ら
の
仏
性
と
空
の
不
全
、
動
静
、
煩
悩
の
混
濁
を
説
く
議
論
を
前
提
に
す
れ
ば
、
つ
ま
り
、

又
徴
「
鼓
中
無
鐘
声
、
鐘
中
無
鼓
響
、
鐘
鼓
不
交
参
、
句
句
無
前
後
」
偈
。

瞿
曰
「
不
碍
」。
余
亦
不
肯
其
語
曰
「
不
借
」。

の
意
味
と
は
、『
禅
林
僧
宝
伝
』
を
下
地
に
、
静
（
未
発
の
中
）
と
動
（
已
発
の
念
・
煩
悩
）
は
本
来
、
混
和
し
な
い
よ
う
に
、
前

後
関
係
な
く
独
立
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
障
り
や
さ
ま
た
げ
が
な
く
自
由
自
在
と
す
る
こ
と
に
異
議
を
唱
え
、
峻
別
す

べ
き
と
い
う
強
い
批
判
で
あ
り
答
え
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
し
て
、
そ
の
影
響
と
し
て
、
感
情
と
理
性
の
混
濁
、
雄
渾
な
浄
化
を
是
と
す
る
袁
兄
弟
と
李
卓
吾
の
遣
り
取
り
の
内

実
が
あ
る
。

こ
の
章
は
所
謂
、
未
発
と
已
発
の
混
淆
へ
の
批
判
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
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そ
れ
に
対
し
て
こ
れ
ほ
ど
に
否
定
的
で
あ
る
の
が
董
の
特
徴
で
あ
り
、
李
卓
吾
が
説
く
未
発
・
已
発
を
蔵
し
た
「
童
心
」

と
も
や
や
違
う
、
未
発
・
已
発
、
峻
別
の
上
の
已
発
中
心
の
気
象
観
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

李
卓
吾
と
董
其
昌
の
時
代

『
画
禅
室
随
筆
』
に
は
、
万
暦
二
六
（
一
五
九
八
）
年
に
、
董
其
昌
は
李
卓
吾
を
訪
ね
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

時
、
李
卓
吾
は
七
二
歳
、
董
其
昌
は
四
四
歳
で
、
か
な
り
の
年
齢
の
差
が
あ
っ
た
が
、
董
其
昌
は
李
卓
吾
を
崇
敬
し
た
。

な
お
、
二
人
が
出
会
っ
た
四
年
後
の
万
暦
三
〇
年
（
一
六
〇
二
）
年
に
、
李
卓
吾
は
「
あ
え
て
乱
道
を
唱
え
、
世
を
惑
わ

し
、
民
を
誣あ

ざ
むく
」
も
の
と
し
て
、
官
か
ら
罪
を
問
わ
れ
、
獄
中
で
自
殺
し
て
い
る
⑹
。

こ
の
よ
う
に
述
べ
る
と
、
董
其
昌
は
一
種
の
過
激
な
思
想
を
抱
い
た
反
逆
児
で
で
も
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

実
際
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
と
神
田
喜
一
郎
は
付
言
し
て
い
る
。

つ
ま
り
思
想
的
に
は
李
卓
吾
に
共
鳴
し
て
も
、
実
際
の
行
動
の
上
に
は
極
端
な
こ
と
を
な
し
え
な
か
っ
た
。

そ
れ
に
当
時
の
士
大
夫
の
間
に
は
、
仏
教
の
研
究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
董
其
昌
も
仏
教
に
心
を
惹
か
れ
て
お
り
、

董
其
昌
の
出
た
明
王
朝
の
万
暦
時
代
は
「
孔
子
の
家
法
に
遵
わ
ず
し
て
、
意
を
禅
教
に
溺
る
」（
一
六
〇
二
年
、
時
の
礼
部
給
事

張
問
達
が
李
卓
吾
を
弾
劾
し
た
疏
の
中
の
一
節
）
と
い
う
の
が
、
一
般
の
風
潮
で
あ
っ
た
。

李
卓
吾
も
王
陽
明
の
学
問
を
お
さ
め
た
学
者
で
あ
る
が
、
禅
学
に
心
酔
し
て
、
そ
の
身
は
儒
服
を
つ
け
な
が
ら
、
仏
寺

に
起
居
す
る
と
い
う
状
態
で
、
そ
の
学
問
は
儒
仏
、
い
ず
れ
と
も
分
け
ら
れ
な
い
。

ま
た
三
教
一
致
の
思
想
を
抱
き
、
道
家
の
「
ヵ□
地
一
声
」
も
、
釈
家
の
「
未
生
以
前
」
も
、
儒
家
の
「
未
発
之
中
」
に

対
し
て
も
、
要
す
る
に
帰
着
す
る
と
こ
ろ
は
同
一
で
、
い
ず
れ
も
「
人
を
し
て
学
に
参
ぜ
し
め
る
た
め
の
話
頭
」
に
過
ぎ
な

い
と
説
く
⑺
。



29

禅文化研究所紀要 第36号（令和5年5月）

ま
た
李
卓
吾
と
と
も
に
董
其
昌
が
平
生
崇
敬
し
た
達
観
真
可
（
一
五
四
三
―
一
六
〇
四
）
を
こ
こ
で
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

達
観
真
可
は
、
雲
棲
袾
宏
、
憨
山
徳
清
と
並
ん
で
、
明
末
万
暦
時
代
に
出
た
三
大
師
の
一
人
で
、
儒
学
に
も
深
い
造
詣

を
持
ち
、
泰
州
学
派
、
陽
明
学
に
心
を
寄
せ
て
い
た
。

政
治
問
題
に
も
関
心
を
示
し
、
最
後
に
砿
税
の
害
を
痛
論
し
、
神
宗
の
逆
鱗
に
触
れ
、
獄
中
刑
に
処
せ
ら
れ
死
ん
だ
禅

僧
で
あ
る
。

そ
の
達
観
は
李
卓
吾
に
つ
い
て
も
「
卓
吾
天
台
」
と
い
う
文
を
残
し
て
い
る
。

『
紫
柏
尊
者
全
集
』
巻
二
十
一
、「
卓
吾
天
台
」
の
原
文
を
見
る
と
、
達
観
の
趣
旨
は
、
未
発
を
水
、
已
発
を
波
と
体
用

の
関
係
で
と
ら
え
、
未
発
已
発
と
も
に
取
ら
ず
、
ま
た
捨
て
ず
と
い
う
立
場
で
あ
り
、
次
の
李
卓
吾
と
天
台
（
耿
子
庸
）
両

者
と
も
に
与
せ
ず
と
い
う
も
の
あ
る
。

達
観
は
、
天
台
と
卓
吾
の
四
書
の
喫
緊
切
要
の
語
と
し
て
、
前
者
が
『
孟
子
』
の
「
聖
人
は
人
倫
の
至
り
」
を
挙
げ
、

後
者
が
『
中
庸
』
の
「
喜
怒
哀
楽
の
未
だ
発
せ
ざ
る
、
こ
れ
を
中
と
い
う
」
を
挙
げ
論
争
し
た
の
に
対
し
て
、
以
下
の
よ
う

に
主
張
し
た
。

「
死
水
は
固
よ
り
竜
を
蔵
す
べ
か
ら
ず
。
活
水
も
ま
た
豈
に
竜
を
蔵
す
所
な
ら
ん
や
」
と
達
観
は
古
徳
の
言
を
引
く
が
、

こ
れ
は
「
仮
竜
」
に
つ
い
て
言
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
死
水
は
「
聖
人
は
人
倫
の
至
な
り
」
の
語
、
活
水
は
「
未
発
の
中
」
の
語
を
当
て
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
死
水

で
は
竜
は
生
き
ら
れ
ず
、
さ
り
と
て
活
水
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
理
由
も
な
い
。
真
竜
な
ら
ば
、
水
の
死
活
は
問
題

で
な
く
、
死
活
は
竜
に
あ
っ
て
水
に
な
い
と
い
う
、
両
者
を
裁
断
す
る
。

も
っ
と
も
、
そ
う
し
た
一
般
の
風
潮
に
抗
し
て
、
旧
来
の
伝
統
を
守
り
、
程
朱
の
学
問
を
奉
ず
る
正
統
派
の
学
者
も
少

な
く
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
李
卓
吾
も
正
統
派
の
学
者
か
ら
、
激
し
い
非
難
攻
撃
を
蒙
っ
て
、
つ
い
に
は
悲
惨
な
最
期
を
遂
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げ
ね
ば
な
ら
ぬ
運
命
に
追
い
込
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

神
田
喜
一
郎
は
、
李
卓
吾
や
董
其
昌
に
蜀
学
、
つ
ま
り
蘇
軾
の
影
響
を
み
る
が
⑻
、
特
に
儒
仏
を
峻
別
す
る
正
統
な
程
朱

の
学
問
に
対
し
て
、
こ
の
万
暦
時
代
ほ
ど
、
そ
れ
に
反
対
す
る
風
潮
が
巻
き
起
こ
っ
た
時
代
は
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
時
代

に
李
卓
吾
と
董
其
昌
は
活
躍
し
て
い
た
の
で
あ
る
⑼
。

小
結以

上
『
画
禅
室
随
筆
』
の
一
つ
の
章
か
ら
、
董
其
昌
の
理
学
と
禅
の
思
想
構
造
に
就
い
て
確
認
し
た
。

そ
の
上
で
、
董
の
画
論
は
、
朱
子
学
と
は
違
う
方
向
性
を
強
く
孕
み
、
ま
た
李
卓
吾
と
も
少
し
く
異
な
っ
て
い
た
。
こ

こ
で
は
、
二
つ
の
観
念
、
そ
れ
は
未
発
の
工
夫
を
強
く
拒
否
す
る
も
、
未
発
と
已
発
、
静
は
静
、
動
は
動
と
静
動
、
清
濁
を

根
源
的
に
峻
別
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
導
き
出
せ
た
と
思
う
。

そ
し
て
、
未
発
の
中
の
存
在
は
認
め
る
が
不
可
触
で
、
動
静
峻
別
、
専
ら
「
已
発
の
気
象
（
動
・
煩
悩
・
気
韻
）」
中
心
で

あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
袁
伯
修
は
、
李
卓
吾
と
の
会
談
後
、
混
淆
（
渾
）
と
勘
違
い
し
、
ま
た
暗
い
ま
ま
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

つ
ま
り
、
心
の
塵
濁
（
色
）
を
取
り
除
く
と
い
う
「
無
師
智
」
の
比
喩
に
即
し
て
考
え
れ
ば
、
塵
濁
が
取
り
除
か
れ
れ

ば
、
本
来
の
「
無
師
智
＝
気
韻
（
を
発
す
精
神
境
地
）」
が
現
れ
、
常
に
已
発
、
感
情
は
動
で
あ
る
と
換
言
で
き
よ
う
。

そ
の
た
め
に
は
一
つ
に
未
発
の
中
（
静
）
を
峻
別
、
措
定
し
、
さ
ら
に
李
の
「
煩
悩
（
色
・
想
）」
混
淆
と
い
う
「
濁
」
よ

り
は
、
常
に
「
淡
」「
清
」
を
尊
び
、
動
、
感
情
の
「
気
韻
」
を
感
受
す
る
⑽
、
玄
妙
な
抽
象
的
な
世
界
、
心
象
風
景
を
構

成
す
る
。

つ
ま
り
董
其
昌
は
静
動
、
理
性
と
感
情
の
膠
着
に
対
し
て
、
淡
白
に
分
化
し
、
感
情
を
対
象
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
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そ
の
「
雄
渾
」
な
有
り
様
を
嫌
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
平
淡
化
し
て
か
ら
、
情
を
伸
び
や
か
に
肯
定
化
し
た
の

で
あ
る
。

そ
れ
を
「
撈
摸
」「
意
識
」「
想
念
」
を
超
越
、
囚
わ
れ
な
い
真
心
、
真
法
で
受
け
止
め
る
禅
学
に
よ
っ
て
、
芸
術
制
作

等
も
行
っ
て
い
た
と
い
う
蓋
然
性
は
定
位
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

【
注
釈
】

⑴
入
矢
義
高
『
禅
の
語
録
8　

伝
心
法
要
・
宛
陵
録
』（
筑
摩
書
房　

一
九
六
九
年
）

⑵
石
井
修
道
『
大
乗
仏
典　

中
国
・
日
本
篇
12　

禅
語
録
』（
中
央
公
論
社　

一
九
九
二
年
）
を
参
考
に
し
た
。

⑶
柳
田
聖
山
編
『
禅
林
僧
宝
伝
・
訳
注
㈠
』（
禅
の
文
化
・
資
料
編
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所　

一
九
八
八
年
）

⑷
『
焚
書
』
の
邦
訳
は
、
増
井
経
夫
訳
『
焚
書
―
―
明
代
異
端
の
書
』（
平
凡
社　

一
九
六
九
年
）
を
概
ね
踏
襲
し
た
。

⑸
荒
木
見
悟
『
明
末
宗
教
思
想
研
究
』「〔
付
録
〕
公
安
派
の
仏
教
思
想
一
、
袁
宗
道
の
仏
教
思
想
」（
創
文
社　

一
九
七
九
年
）

⑹
神
田
喜
一
郎
「
董
其
昌
の
書
論
の
基
礎
と
な
っ
た
も
の
」（『
書
道
全
集
』
第
二
十
一
巻　

中
国　

明
Ⅱ
清
Ⅰ　

平
凡
社　

一
九
六
一
年
）

⑺
神
田
喜
一
郎
「
董
其
昌
の
思
想
に
つ
い
て
」（『
禪
學
研
究
』
58　

禪
學
研
究
會
編　

一
九
七
〇
年
）

⑻
同
右

⑼
「
神
田
喜
一
郎
「
董
其
昌
の
書
論
の
基
礎
と
な
っ
た
も
の
」（『
書
道
全
集
』
第
二
十
一
巻　

中
国　

明
Ⅱ
清
Ⅰ　

平
凡
社　

一
九
六
一
年
）

⑽
陳
佑
真　

松
宮
貴
之
「
董
其
昌
に
於
け
る
陽
明
学
と
禅
理
解
に
基
づ
く
書
画
論
に
就
い
て
の
考
察
」（『
書
法
漢
学
研
究
』
二
十
八
号　

二
〇

二
一
年
）
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『
祖
堂
集
』
卷
第
一〇
譯
注
（
四
）

禪
文
化
研
究
所
唐
代
語
錄
研
究
班

前
言

禪
文
化
研
究
所
唐
代
語
錄
研
究
班
が
『
祖
堂
集
』
の
讀
解
を
通
し
て
、「
唐
末
五
代
轉
型
期
に
お
け
る
九
、十
世
紀
福
建

禪
宗
の
思
想
史
的
動
向
」
を
テ
ー
マ
に
、
ま
ず
卷
七
「
雪
峯
和
尚
章
」
の
會
讀
を
開
始
し
た
の
は
二
〇
〇
九
年
一
一
月
で

あ
っ
た
。
そ
の
後
卷
一
〇
、一
一
、一
二
の
雪
峯
の
弟
子
の
各
章
を
經
て
、
現
在
は
卷
一
三
「
招
慶
和
尚
章
」
を
會
讀
し
て
い

る
。今

回
整
理
し
て
公
表
す
る
「『
祖
堂
集
』
卷
一
〇
譯
注
（
四
）」
は
、「
翠
巖
和
尚
章
」
六
則
、「
報
恩
和
尚
章
」
三
則
、

「
化
度
和
尚
章
」
五
則
、「
鼓
山
和
尚
章
」
四
則
、「
隆
壽
和
尚
章
」
三
則
、「
安
國
和
尚
章
」
一
三
則
の
計
三
四
則
を
揭
載
す

る
。
隔
週
金
曜
日
の
定
例
研
究
會
に
お
け
る
會
讀
は
二
〇
一
四
年
四
月
二
五
日
に
開
始
、
二
〇
一
五
年
五
月
二
五
日
に
終

了
し
た
。
會
讀
に
譯
注
資
料
を
提
出
し
て
討
論
を
擔
當
し
た
の
は
、
鈴
木
洋
保
、（
故
）
古
勝
亮
、
川
島
常
明
、
鈴
木
史
己
、

久
保
讓
、
小
川
太
龍
の
諸
氏
お
よ
び
西
口
芳
男
と
衣
川
賢
次
で
あ
る
。
本
稿
は
西
口
と
衣
川
が
當
日
の
配
布
資
料
と
討
論
の

結
果
を
ふ
ま
え
、
分
擔
起
稿
し
た
も
の
を
互
い
に
交
換
し
檢
討
を
加
え
て
成
っ
た
。

こ
れ
ら
諸
則
の
研
究
か
ら
知
ら
れ
る
の
は
、
唐
末
五
代
の
福
建
雪
峯
門
下
の
禪
思
想
史
が
、
唐
代
禪
を
總
括
す
る
と
同

時
に
、
そ
れ
が
宋
代
禪
の
端
緒
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
具
體
的
に
言
え
ば
、
當
時
の
禪
僧
の
共
通
の
思
想
基
盤
で
あ
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る
佛
敎
敎
理
を
禪
的
に
解
釋
し
、
中
唐
期
の
馬
祖
禪
が
打
ち
出
し
た
佛
性
論
、
悟
道
論
、
修
道
論
を
再
檢
討
し
つ
つ
再
構
成

し
、
禪
宗
大
衆
化
に
現
わ
れ
た
課
題
を
克
服
し
て
、
宋
代
の
「
己
事
究
明
」
へ
と
進
む
過
程
を
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。『
祖
堂
集
』
に
收
錄
さ
れ
た
多
く
の
禪
僧
の
對
話
の
讀
解
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
唐
末
五
代
禪
思
想
の

「
面
」
と
し
て
の
廣
が
り
を
把
握
で
き
る
の
で
あ
る
。
禪
思
想
史
の
研
究
は
禪
僧
の
對
話
（
禪
問
答
）
の
禪
機
を
解
明
す
る
こ

と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
佛
敎
敎
理
學
、
中
國
思
想
史
、
中
國
史
、
歷
史
地
理
、
中
國
文
學
史
、
中
國
語
學
史
等
の
諸
學
の
綜

合
を
必
須
と
す
る
分
野
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
の
關
心
を
も
っ
て
會
讀
に
參
加
す
る
共
同
研
究
こ
そ
が
、
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し

い
方
法
な
の
で
あ
る
。

研
究
成
果
の
揭
載
誌
で
あ
る
『
禪
文
化
研
究
所
紀
要
』
は
、
次
年
度
か
ら
年
刊
と
な
る
豫
定
な
の
で
、『
祖
堂
集
』
譯
注

の
公
表
も
速
度
を
増
す
は
ず
で
あ
る
。

二
〇
二
二
年
一
二
月
一
二
日 

 
 

 

　

禪
文
化
研
究
所
唐
代
語
錄
研
究
班　

西
口
芳
男

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

　
　
　

衣
川
賢
次

［
凡
例
］一

． 

本
譯
注
は
禪
文
化
研
究
所
唐
代
語
錄
研
究
班
の
會
讀
成
果
で
あ
る
。『
祖
堂
集
』
卷
一
〇
の
六
章
三
四
則
の
校
訂

本
文
、
訓
讀
文
、
日
本
語
譯
、
注
釋
か
ら
成
る
。

二
． 

譯
注
の
底
本
は
禪
文
化
研
究
所
影
印
大
字
本
『
祖
堂
集
』（
基
本
典
籍
叢
刊
，
一
九
九
四
年
）
で
あ
る
が
、
こ
れ
を

校
訂
排
印
し
た
中
華
書
局
版
『
祖
堂
集
』
上
册
（
孫
昌
武
、
衣
川
賢
次
、
西
口
芳
男
點
校
，
中
華
書
局
中
國
佛
敎
典
籍
選
刊
，

二
〇
一
〇
年
，
第
二
次
印
刷
版
）
を
參
考
に
し
た
。
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三
． 

段
落
は
中
華
書
局
版
『
祖
堂
集
』
に
從
っ
て
分
段
し
、
各
則
に
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
た
。
本
文
の
文
字
の
異
同
は

中
華
書
局
版
に
校
記
が
あ
る
の
で
本
譯
注
に
は
あ
ら
た
め
て
加
え
ず
、
問
題
に
な
る
異
文
は
注
釋
中
に
論
ず
る
こ
と

に
し
た
。

四
． 
注
釋
に
引
用
し
た
典
籍
は
、
基
本
的
に
上
揭
中
華
書
局
版
『
祖
堂
集
』（
下
册
）
附
錄
二
「
關
於
《
祖
堂
集
》
的

校
理
」
四
．「《
祖
堂
集
》
校
勘
擧
例
」（
九
三
八
頁
）
に
列
す
る
版
本
を
も
ち
い
る
。
引
用
し
た
『
祖
堂
集
』
に
は
中

華
書
局
版
の
則
番
號
を
附
し
、
檢
索
に
便
な
ら
し
め
た
。

［
目
次
］
＊
印
は
本
書
に
の
み
收
錄
さ
れ
る
則

翠
巖
和
尚
章

一
．
僧
諱
・
出
身　

二
．
言
葉
を
使
わ
ず
に
言
え

三
．
侍
者
よ
、
燭
臺
に
火
を
と
も
せ

四
．
眉
毛
は
の
こ
っ
て
い
る
か
？

＊
五
．
後
學
に
示
す
偈

＊
六
．
勸
學
偈

報
恩
和
尚
章

一
．
行
歷

二
．
宗
乘
を
い
か
に
擧
唱
す
べ
き
か
？

三
．
遷
化
時
の
上
堂
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化
度
和
尚
章

一
．
僧
諱
・
出
身

二
．
隨
色
摩
尼
珠

三
．
法
界
を
含
む
一
塵
と
は
？

＊
四
．
六
國
未
だ
寧や

す

か
ら
ず

五
．
維
摩
の
沈
默

鼓
山
和
尚
章

一
．
行
歷

二
．
雪
峯
と
の
機
緣

三
．
鼓
山
で
の
開
堂
說
法

四
．
頌
一
首

隆
壽
和
尚
章

一
．
行
歷

二
．
摩
尼
寶
殿

三
．
齋
糧
に
一
粒
の
米
を
も
蓄
え
ず

安
國
和
尚
章

一
．
行
歷

二
．
盡
乾
坤
は
是
れ
个
の
解
脱
の
門

三
．
如
何
な
る
か
是
れ
西
來
意
？



37

禅文化研究所紀要 第36号（令和5年5月）

四
．
機
を
盡
く
す

五
．
達
摩
が
傳
え
た
心

＊
六
．
一
齊
に
染
め
あ
げ
て
や
ろ
う

七
．
法
堂
の
東
角
に
立
つ

八
．
一
語
の
中
、
須
ら
く
損
失
の
兩
意
を
具
す
べ
し

九
．
活
人
の
劍
、
殺
人
の
刀

＊
一
〇
．
願
い
有
れ
ば
違
わ
ず

＊
一
一
．
安
國
院
で
の
上
堂
と
問
答

＊
一
二
．
由な

お
一
問
を
缺
く

＊
一
三
．
天
上
天
下
、
唯
我
獨
尊
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翠
巖
和
尚
章

〔
一
〕
僧
諱
・
出
身　

翠
巖
和
尚
嗣
雪
峯
，
在
明
州
。
師
諱
令
參
，
湖
州
人
也
。
未
覩
行
錄
。
錢
王
欽
仰
，
賜
紫
永
明
大
師
。

【
訓
讀
】

翠
巖
和
尚
は
雪
峯
に
嗣
ぎ
、
明
州
に
在
り
。
師
は
諱
は
令れ

い

參し
ん

、
湖
州
の
人
な
り
。
未
だ
行
錄
を
覩み

ず
。
錢
王
欽
仰
し
、

紫
と
永
明
大
師
を
賜
う
。

【
日
譯
】

翠
巖
和
尚
は
法
を
雪
峯
和
尚
に
嗣
ぎ
、
明
州
に
住
し
た
。
師
は
僧
諱
は
令
參
、
湖
州
の
出
身
で
あ
る
。
ま
だ
行
錄
を
見

て
い
な
い
。
錢
王
は
敬
慕
し
、
紫
衣
と
永
明
大
師
の
號
を
賜
わ
っ
た
。

【
注
釋
】

○
翠
巖
和
尚　

生
卒
年
未
詳
。『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
、『
五
燈
會
元
』
卷
七
に
略
傳
と
語
句
が
あ
る
。
雪
峯
よ
り
記
を
受

け
、
翠
巖
に
住
し
た
。
の
ち
呉
越
國
王
錢
氏
は
そ
の
道
風
を
慕
い
、
龍
册
寺
に
居
ら
し
め
、
こ
こ
に
終
わ
る
（『
景
德
傳
燈

錄
』
卷
一
八
）。

「
翠
巖
」
は
翠
巖
境
明
院
、
鄞
縣
（
浙
江
省
寧
波
市
）
西
南
七
十
里
に
在
り
、
令
參
は
光
化
二
年
（
八
九
九
）
に
こ
こ
に
住

し
た
（『
四
明
翠
山
寺
志
略
』
卷
二
）。『
寶
慶
四
明
志
』
卷
一
三
「
鄞
縣
志
」
卷
二
に
、「
翠
巖
山
移
忠
資
福
寺
は
縣
の
西

南
七
十
里
、
舊
に
翠
巖
境
明
院
と
號
し
、
唐
の
乾
寧
元
年
（
八
九
四
）
に
建
つ
。
大
中
祥
符
元
年
（
一
〇
〇
八
）、
名
を

寶
積
院
と
賜
う
。
嘉
泰
四
年
（
一
二
〇
四
）、
張
參
政
は
院
に
請
う
て
功
德
寺
と
爲
し
、
今
の
額
を
賜
う
。
常
住
田
は

一
千
一
百
二
十
九
畝
、
山
は
二
千
二
百
九
十
六
畝
。」
ま
た
『
四
明
翠
山
寺
志
略
』
卷
三
（『
中
國
佛
寺
史
志
彙
刊
』
第
三
輯

第
13
册
、
臺
灣
、
丹
青
圖
書
公
司
）
に
そ
の
創
建
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
す
。



39

禅文化研究所紀要 第36号（令和5年5月）

咸
通
十
三
年
壬
辰
（
八
七
二
）
、
知
貢
縣
令
の
邵
尹
輝
、
翠
巖
の
麓
に
隱
居
し
、
基
一
畝
を
捨

ほ
ど
こ

し
邵
氏
菴
を
爲つ

く

り
、
僧

無
爲
を
延ま

ね

い
て
之こ

こ

に
居
ら
し
め
、
名
を
洞
山
に
改
む
。
又
た
次
字

（
マ
マ
）（

子
）
の
廣
譽
を
以
て
無
公
に
從
っ
て
披し

ゅ
っ
け緇

學
道

せ
し
め
、
宗
與
と
命
名
す
。
乾
寧
元
年
甲
寅
（
八
九
四
）
、
僧
思
明
は
邵
氏
の
地
を
盡
く
構
（
購

あ
が
な

）
い
、
殿
宇
を
創
建

し
以
て
翠
巖
院
と
名
づ
く
。
光
化
二
年
己
未
（
八
九
九
）
、
雪
峯
の
法
嗣
た
る
令
參
禪
師
永
明
を
延ま

ね

い
て
翠
巖
院
に
說

法
せ
し
む
。
開
平
四
年
庚
午
（
九
一
〇
）
、
翠
巖
を
改
め
て
境
明
院
と
爲
す
。

「
龍
册
寺
」
は
文
穆
王
錢
元
瓘
（
在
位
九
三
二
～
九
四
一
）
が
清
泰
二
年
（
九
三
五
）
に
創
建
し
（『
册
府
元
龜
』
卷
五
二
、
牧
田

諦
亮
『
五
代
宗
敎
史
研
究
』
七
一
頁
）、
鏡
清
道
怤
（
八
六
四
ま
た
は
八
六
八
～
九
三
七
）
が
招
か
れ
て
住
し
、
道
怤
は
天
福
二
年

丁
酉
の
歲
（
九
三
七
）
八
月
に
示
寂
し
た
（『
宋
高
僧
傳
』
卷
一
三
「
後
唐
杭
州
龍
册
寺
道
怤
傳
」）。
そ
の
後
を
襲
っ
て
令
參
が
住

持
し
、
永
明
延
壽
（
九
〇
四
～
九
七
五
）
の
出
家
の
師
と
な
っ
た
こ
と
を
、『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
二
六
「
杭
州
慧
日
永
明
寺

智
覺
禪
師
延
壽
章
」
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

翠
巖
永
明
大
師
、
龍
册
寺
に
遷
止
す
る
に
屬あ

た

り
、
大
い
に
玄
化
を
闡ひ

ら

く
。
時
に
呉
越
文
穆
王
は
師
（
延
壽
）

の
道
を
慕

う
を
知
り
、
乃
ち
其
の
志
に
從
っ
て
、
出
家
せ
し
む
る
に
、
翠
巖
を
禮
し
て
師
と
爲
す
。

令
參
の
卒
年
は
未
詳
で
あ
る
が
、『
宋
高
僧
傳
』
卷
二
三
「
周
錢
塘
報
恩
慧
明
傳
」（
Ｔ
五
〇-

八
五
九
中
・
下
）
に
「
釋
慧

明
は
俗
姓
は
蔣
、
錢
塘
の
人
な
り
。
…
…
文
益
禪
師
を
禮
し
て
深
く
正
理
に
符か

な

う
、
…
…
雪
峯
、
長
慶
の
風
有
り
。
到
る

者
は
皆
な
崩う

角ち

摧ま

鋒か

さ
れ
、
明
は
魔
說
を
爲
す
と
謂
う
。
漢
乾
祐
中
、
山
自よ

り
出
づ
る
に
、
時
に
翠
巖
參
公
は
諸
禪
伯
を

率
い
、
僧
主
思
憲
の
院
に
於
い
て
其
の
臧よ

し

否あ
し

を
定
め
ん
と
す
る
も
、
明
は
口の
う

給べ
ん

に
し
て
能
く
挫く

衂じ

か
る
こ
と
無
し
」
と
あ

り
、
令
參
は
乾
祐
中
（
九
四
八
～
九
五
〇
）
ま
で
生
存
し
て
お
り
、
長
命
だ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

○
雪
峯　

義
存
禪
師
（
八
二
二
～
九
〇
八
）、
本
書
卷
七
。
禪
文
化
研
究
所
唐
代
語
錄
研
究
班
「『
祖
堂
集
』
卷
七
雪
峯
和
尚
章

譯
注
」
上
・
下
（
禪
文
化
研
究
所
紀
要
第
三
一
號
・
三
二
號
、
二
〇
一
一
年
・
二
〇
一
三
年
）
參
照
。
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○
明
州　

い
ま
浙
江
省
寧
波
市
。『
舊
唐
書
』
地
理
志
三
「
江
南
東
道
明
州
上
」
に
「
開
元
二
十
六
年
（
七
三
八
）、
越
州
鄮

縣
に
明
州
を
置
く
。
天
寶
元
年
（
七
四
二
）
改
め
て
餘
姚
郡
と
爲
し
、
乾
元
元
年
（
七
五
八
）
復
し
て
明
州
と
爲
す
。
四
明

山
を
取
り
て
名
と
爲
す
。
天
寶
の
と
き
縣
四
［
鄮
、
奉
化
、
慈
溪
、
翁
山
］
を
領
す
。」

○
湖
州　

今
浙
江
省
湖
州
市
。『
舊
唐
書
』
地
理
志
三
「
江
南
東
道
湖
州
上
」
に
「
隋
の
呉
郡
の
烏
程
縣
。
武
德
四
年

（
六
二
一
）、
李
子
通
を
平
ら
げ
て
湖
州
を
置
き
、
烏
程
の
一
縣
を
領
す
。
…
…
天
寶
元
年
（
七
四
二
）
改
め
て
呉
興
郡
と
爲

し
、
乾
元
元
年
（
七
五
八
）
復
し
て
湖
州
と
爲
す
。
舊
に
縣
五
［
烏
程
、
武
康
、
長
城
、
安
吉
、
德
清
］
を
領
す
。」

○
未
覩
行
錄　
「
行
錄
」
は
、
禪
僧
の
一
生
の
言
行
錄
。『
祖
堂
集
』
に
は
「
未
覩
行
錄
，
不
決
化
緣
終
始
」（
ま
だ
行
錄
を
見

て
お
ら
ず
、
敎
化
の
顚
末
は
不
明
で
あ
る
。
卷
一
四
「
茗
溪
和
尚
章
」）
な
ど
と
記
さ
れ
る
章
が
多
く
、
そ
の
禪
師
に
つ
い
て
の
詳

し
い
情
報
を
得
て
い
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

○
錢
王
欽
仰
，
賜
紫
永
明
大
師　

錢
王
は
呉
越
王
錢
氏
で
あ
る
が
、
第
何
代
の
王
か
は
未
詳
。

〔
二
〕
言
葉
を
使
わ
ず
に
言
え

問
：
「
不
借
三
寸
，
請
師
道
！
」
師
云
：
「
茶
堂
裏
貶
剝
去
！
」

【
訓
讀
】

問
う
、「
三
寸
を
借
ら
ず
し
て
、
請
う
師
よ
道い

え
！
」
師
云
く
、「
茶
堂
裏
に
貶
剝
し
去
れ
！
」

【
日
譯
】

問
う
、「
言
葉
を
使
わ
ず
に
、
ど
う
か
言
っ
て
く
だ
さ
い
。」
師
、「
茶
堂
に
行
っ
て
自
分
の
問
い
を
檢
討
し
て
こ
い
！
」

【
注
釋
】

○
本
則
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
、『
五
燈
會
元
』
卷
七
に
も
收
む
。
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○
不
借
三
寸
，
請
師
道　
「
三
寸
」
は
三
寸
の
舌
、
す
な
わ
ち
言
葉
。
言
葉
を
使
わ
ず
に
言
っ
て
く
だ
さ
い
。
何
を
言
え
と

い
う
の
か
？　

そ
れ
は
宗
乘
（
從
上
宗
門
中
事
）
で
あ
り
、
そ
れ
は
言
葉
で
言
い
留
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
言
え
ば
誤
る
し

か
な
い
。
そ
れ
を
ど
う
言
え
ば
そ
の
誤
り
を
避
け
ら
れ
る
か
と
、
僧
は
問
う
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
宗
乘
（「
祖
師
西
來

意
」
と
も
い
う
）
を
問
う
こ
と
は
、
自
己
の
意
を
問
う
こ
と
で
あ
る
。
僧
は
「
言
葉
を
使
わ
ず
に
言
葉
で
言
え
」
と
い
う

矛
盾
し
た
問
い
を
言
葉
で
言
い
、
自
己
の
意
を
問
う
べ
き
こ
と
を
人
に
問
う
と
い
う
二
重
の
誤
り
を
犯
し
て
い
る
。『
汝

州
首
山
念
和
尚
語
錄
』
に
次
の
問
答
が
あ
る
。

問
：
「
不
落
三
寸
，
請
師
速
道
！
」
師
云
：
「
老
僧
到
這
裏
却
道
不
得
，
闍
棃
道
看
。
」
僧
云
：
「
猶
落
三
寸
。
請

師
別
道
。
」
師
云
：
「
首
山
今
日
失
利
。
」

（
問
う
、
「
言
葉
に
落
ち
込
ま
ず
に
、
す
ぐ
に
言
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
師
、
「
そ
う
い
う
こ
と
だ
と
わ
し
に
は
言
え
ぬ
。
君
が
言
っ
て

み
よ
。
」
僧
、
「
ま
だ
言
葉
に
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
別
の
言
い
方
を
し
て
く
だ
さ
い
。
」
師
、
「
今
日
の
わ
た
し
の
接
化
は
失
敗

だ
っ
た
。
」
）

○
茶
堂
裏
貶
剝
去　
「
貶
剝
」
は
「
批
判
す
る
、
こ
き
お
ろ
す
」（『
禪
語
辭
典
』）。『
宗
門
武
庫
』
卷
上
（
Ｔ
四
七‒

九
四
四
上
）

に
、「
眞
淨
貶
剝
諸
方
異
見
邪
解
，
無
所
忌
憚
」（
眞
淨
克
文
和
尚
は
諸
方
の
禪
師
の
異
見
邪
解
を
手
き
び
し
く
け
な
し
、
遠
慮
す
る

こ
と
が
な
か
っ
た
）
と
あ
る
。

何
を
「
貶
剝
」
せ
よ
と
言
う
の
か
？　
「
不
落
三
寸
，
請
師
速
道
」
と
問
う
た
こ
と
の
二
重
の
誤
り
を
、
茶
堂
に
行
っ
て

茶
を
喫
し
、
目
を
覺
ま
し
て
反
省
せ
よ
、
と
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
金
藏
本
・
元
延
祐
本
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
七
「
歸
宗
智

常
章
」
に
次
が
あ
る
。

師
剗
草
次
，
有
講
僧
來
參
。
忽
有
一
蛇
過
，
師
以
鋤
斷
之
。
僧
云
：
「
久
嚮
歸
宗
，
元
來
是
箇
麁
行
沙
門
。
」
師

云
：
「
坐
主
，
歸
茶
堂
内
，
喫
茶
去
！
」
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（
師
［
歸
宗
］
は
草
刈
り
を
し
て
い
る
と
き
、
講
僧
が
參
問
に
來
た
。
ふ
い
に
一
匹
の
蛇
が
橫
ぎ
り
、
師
は
鋤す

き

で
斷
ち
切
っ
た
。
講

僧
、
「
か
ね
て
か
ら
歸
宗
和
尚
を
お
慕
い
し
て
い
た
が
、
な
ん
だ
亂
暴
な
沙
門
だ
っ
た
の
か
。
」
師
、
「
座
主
よ
、
茶
堂
に
戻
っ
て
茶

を
飮
ん
で
目
を
覺
ま
し
て
こ
い
！
」
）

『
宗
門
摭
英
集
』
卷
中
「
翠
巖
章
」
に
こ
こ
と
よ
く
似
た
則
が
あ
る
。

問
：
「
去
却
繩
墨
，
請
師
直
道
！
」
師
黙
然
良
久
。
僧
云
：
「
如
何
擧
呈
於
人
？
」
師
云
：
「
參
退
喫
茶
！
」

（
問
う
、
「
言
葉
を
使
わ
ず
に
、
じ
か
に
言
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
師
は
し
ば
し
沈
黙
し
た
。
僧
、
「
ど
の
よ
う
に
人
に
示
さ
れ
ま
す

か
？
」
師
、
「
引
き
下
が
っ
て
、
茶
を
飮
ん
で
眼
を
覺
ま
し
て
こ
い
！
」
）

〔
三
〕
侍
者
よ
、
燭
臺
に
火
を
と
も
せ

問
：
「
諸
餘
即
不
敢
問
。」
師
良
久
。
進
曰
：
「
如
何
擧
似
於
人
？
」
師
云
：
「
侍
者
，
點
燈
來
！
」

【
訓
讀
】

問
う
、「
諸
餘
は
即
ち
敢
え
て
問
わ
ず
。」
師
良
久
す
。
進
ん
で
曰
く
、「
如い

か
ん何
が
人
に
擧
似
す
る
？
」
師
云
く
、「
侍
者

よ
、
燈
を
點と

も

し
來き
た

れ
！
」

【
日
譯
】

問
う
、「
他
の
こ
と
を
問
お
う
と
は
思
い
ま
せ
ん
。」
師
は
し
ば
し
沈
默
し
た
。
さ
ら
に
僧
は
問
う
、「
そ
れ
を
ど
の
よ
う

に
人
に
示
さ
れ
ま
す
か
？
」
師
、「
侍
者
よ
、
そ
こ
の
燭
臺
に
火
を
と
も
せ
！
」

【
注
釋
】

○
本
則
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
に
も
收
め
る
が
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

問
：
「
諸
餘
即
不
問
。
」
師
默
之
。
僧
曰
：
「
如
何
擧
似
於
人
？
」
師
喚
：
「
侍
者
，
點
茶0

來
！
」
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○
問
：
諸
餘
即
不
敢
問　

後
文
に
「
侍
者
，
點
燈
來
！
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
夜
分
の
非
時
に
入
室
し
た
僧
の
切
迫
し
た
問

い
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。「
別
の
こ
と
は
問
う
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
」。
最
も
肝
要
の
と
こ
ろ
、
す
な
わ
ち
宗
乘
で
あ

る
。
本
來
な
ら
「
諸
餘
即
不
敢
問
」
の
次
に
問
い
の
内
容
を
言
う
べ
き
と
こ
ろ
、
言
わ
な
か
っ
た
の
は
、「
言
葉
に
よ
ら

ず
宗
乘
を
い
か
に
示
す
か
」
が
懸
案
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
し
、
こ
の
僧
は
ど
う
に
も
解
決
で
き
ず
、
切
迫
し
て

押
し
か
け
た
の
で
あ
ろ
う
。「
不
敢
～
」
は
「
～
し
よ
う
と
思
わ
な
い
」
意
。
な
お
「
敢
」
を
原
文
は
「
散
」
に
誤
る
。

本
書
卷
一
一
「
永
福
和
尚
章
」
第
四
則
に
次
の
問
答
が
あ
る
。

問
：
「
諸
餘
則
不
敢
問
，
省
要
處
乞
師
垂
慈
。
」
師
云
：
「
不
快
禮
拜
，
更
待
何
時
？
」

（
問
う
、
「
他
の
こ
と
は
問
お
う
と
は
思
い
ま
せ
ん
、
手
間
の
か
か
ら
ぬ
要

か
な
め

の
と
こ
ろ
を
ど
う
か
ご
敎
示
く
だ
さ
い
。
」
師
、
「
さ
っ

さ
と
禮
拜
し
な
い
で
、
い
つ
そ
の
時
が
や
っ
て
こ
よ
う
か
？
」
）

禮
拜
さ
せ
る
の
は
、
そ
の
作
用
に
顯
現
し
て
い
る
自
己
身
の
佛
性
に
氣
づ
か
せ
る
た
め
の
接
化
で
あ
る
。
ま
た
本
書
卷

一
三
「
報
慈
和
尚
章
」
第
一
二
則
に
次
が
あ
る
。

問
：
「
諸
餘
則
不
問
，
請
師
盡
其
機
。
」
師
云
：
「
不
消
汝
三
拜
，
對
衆
道
却
！
」
僧
云
：
「
與
摩
則
深
領
尊
慈
。
」

師
云
：
「
若
是
別
處
，
則
柱
杖
到
來
。
」
學
云
：
「
和
尚
寧
不
與
摩
？
」
師
云
：
「
又
是
不
識
痛
痒
。
」

（
問
う
、
「
他
の
こ
と
は
問
い
ま
せ
ん
、
ど
う
か
手
を
盡
く
し
て
お
敎
え
く
だ
さ
い
。
」
師
、
「
い
ま
そ
な
た
が
三
拜
す
る
必
要
は
な

い
。
み
な
の
前
で
披
瀝
せ
よ
！
」
僧
、
「
そ
う
い
う
こ
と
で
し
た
ら
、
お
教
え
を
深
く
受
け
と
め
ま
し
た
。
」
師
、
「
そ
の
よ
う
な
應

答
で
は
他よ

所そ

で
は
拄
杖
で
打
た
れ
る
ぞ
。
」
僧
、
「
和
尚
は
ど
う
し
て
そ
う
し
な
い
の
で
す
か
？
」
師
、
「
ま
っ
た
く
こ
た
え
ん
奴
だ

な
。
」
）

類
似
の
問
い
か
た
に
「
與
蛇
畫
足
即
不
問
」、「
摘
葉
尋
枝
即
不
問
」
が
あ
る
。『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
〇
「
靈
鷲
閑
章
」

（
南
泉
法
嗣
）
に
、
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謂
衆
曰
：
「
是
汝
諸
人
本
分
事
，
若
敎
老
僧
道
，
即
與
蛇
畫
足
。
此
是
頓
敎
，
諸
上
座
。
」
有
僧
便
問
：
「
與
蛇
畫

足
即
不
問
，
如
何
是
本
分
事
？
」
師
云
：
「
闍
梨
試
道
看
！
」
其
僧
擬
再
問
，
師
曰
：
「
畫
足
作
麼
！
」

（
大
衆
に
言
っ
た
、
「
ほ
か
な
ら
ぬ
君
ら
の
本
分
事
と
い
う
も
の
は
、
わ
た
し
に
言
わ
せ
れ
ば
、
蛇
に
足
を
畫
く
よ
う
な
も
の
だ
。

（
本
分
事
と
い
う
蛇
足
を
畫
か
ぬ
）
こ
れ
が
頓
敎
だ
よ
、
皆
さ
ん
。
」
あ
る
僧
が
問
う
、
「
蛇
足
を
畫
く
よ
う
な
餘
計
な
こ
と
は
問
い

ま
せ
ん
、
本
分
事
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
」
師
、
「
（
君
の
本
分
事
は
）
君
が
言
っ
て
み
よ
！
」
僧
は
さ
ら
に
問
お
う

と
す
る
や
、
師
、
「
蛇
足
を
畫
い
て
ど
う
す
る
！
」
）

『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
三
「
風
穴
延
沼
章
」（
南
院
法
嗣
）
に
、

問
：
「
摘
葉
尋
枝
即
不
問
，
如
何
是
直
截
根
源
？
」
師
曰
：
「
赴
供
凌
晨
入
，
開
堂
帶
雨
歸
。
」

（
問
う
、
「
枝
葉
末
節
の
こ
と
は
問
い
ま
せ
ん
、
ず
ば
り
と
根
源
を
切
り
取
る
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
」
師
、
「
供
養

を
受
け
よ
う
と
夜
明
け
に
檀
家
に
出
か
け
た
が
、
わ
た
し
が
お
堂
を
開
け
よ
う
と
し
た
ら
雨
に
降
ら
れ
て
歸
っ
て
き
た
わ
い
。
」
）

○
師
良
久　
「
良
久
」
が
、
第
一
義
を
提
示
す
る
接
化
で
あ
る
こ
と
、「『
祖
堂
集
』
卷
七
雪
峯
和
尚
章
譯
註
（
上
）」
第
四
則

（『
禪
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
三
一
號
）
參
照
。

○
進
曰
：
如
何
擧
似
於
人
？　

僧
は
「
良
久
」
が
第
一
義
を
提
示
す
る
も
の
だ
と
分
か
っ
た
が
、
食
い
下
が
っ
て
、「
良
久
」

で
は
な
い
他
の
示
し
か
た
を
訊
い
た
。

○
師
云
：
侍
者
，
點
燈
來
！　

令
參
に
言
い
つ
け
ら
れ
た
侍
者
が
燭
臺
に
火
を
と
も
す
と
こ
ろ
を
僧
に
見
せ
る
こ
と
を
も
っ

て
示
し
た
。
見
る
と
い
う
作
用
に
佛
性
が
あ
り
あ
り
と
顯
現
し
て
い
る
。
本
書
卷
三
「
慧
忠
國
師
章
」
第
六
則
に
次
の
問

答
が
あ
る
。

帝
又
問
：
「
如
何
是
十
身
調
御
？
」
師
乃
起
立
云
：
「
還
會
麼
？
」
帝
云
：
「
不
會
。
」
師
曰
：
「
與
老
僧
過
淨
瓶

來
。
」
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（
肅
宗
が
ま
た
問
う
、
「
十
身
を
具
す
佛
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
？
」
國
師
は
さ
っ
と
立
っ
て
言
っ
た
、
「
お
分
か
り
に
な
り
ま
し
た

か
。
」
肅
宗
、
「
分
か
ら
ぬ
。
」
國
師
、
「
老わ

た
く
し僧

め
に
淨
瓶
を
わ
た
し
て
く
だ
さ
れ
。
」
）

作
用
さ
せ
る
こ
と
で
、
も
う
一
度
、
佛
の
所
在
を
暗
示
す
る
接
化
を
行
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
本
書
卷
五
「
道
吾
和
尚
章
」
第
三
則
に
も
次
が
あ
る
。

石
霜
：
「
百
年
後
忽
有
人
問
極
則
事
，
作
摩
生
向
他
道
？
」
師
喚
沙
彌
，
沙
彌
應
喏
。
師
云
「
添
淨
瓶
水
著
！
」
師

却
問
石
霜
：
「
適
來
問
什
摩
？
」
石
霜
再
擧
，
師
便
起
去
。

（
石
霜
が
問
う
、
「
和
尚
が
亡
く
な
ら
れ
た
後
、
極
則
の
事
を
問
わ
れ
た
な
ら
、
ど
の
よ
う
に
答
え
た
も
の
で
し
ょ
う
か
。
」
道
吾
は

沙
彌
を
呼
び
、
沙
彌
は
「
ハ
イ
」
と
返
事
し
た
。
道
吾
、
「
淨
瓶
に
水
を
足
し
な
さ
い
。
」
道
吾
は
石
霜
に
、
「
さ
っ
き
は
何
を
問
う

た
の
だ
？
」
と
訊
き
返
し
た
。
石
霜
が
も
う
一
度
問
お
う
と
す
る
と
、
道
吾
は
さ
っ
と
立
ち
去
っ
た
。
）

『
景
德
傳
燈
錄
』
は
「
點
茶
來
！
」（
茶
を
淹
れ
て
や
れ
！
）
に
作
る
が
、
そ
れ
で
は
夜
分
の
非
時
に
入
室
し
て
「
諸
餘
即
不

敢
問
」
と
迫
っ
た
僧
の
切
迫
し
た
緊
張
感
へ
の
對
應
の
緊
密
さ
が
削
が
れ
る
。

〔
四
〕
眉
毛
は
の
こ
っ
て
い
る
か
？

師
有
時
上
堂
曰
：
「
三
十
年
來
，
無
有
一
日
不
共
兄
弟
持
論
語
話
。
看
！
我
眉
毛
還
在
摩
？
」
衆
無
對
。
有
人
擧
似
長

慶
，
長
慶
代
云
：
「
生
也
！
」

【
訓
讀
】

師
は
有あ

る
時
、
上
堂
し
て
曰
く
、「
三
十
年
來こ
の
か
た、
一
日
と
し
て
兄ひ
ん

弟で
い

と
持
論
語
話
せ
ざ
る
こ
と
有
る
無
し
。
看
よ
！　

我
が
眉
毛
は
還は

た
在の
こ

れ
る
や
？
」
衆
對こ
た

う
る
も
の
無
し
。
人
有
り
て
長
慶
に
擧
似
す
る
に
、
長
慶
代
わ
っ
て
云
く
、「
生
ぜ

り
！
」



46

『祖堂集』卷第一〇譯注（四） （禪文化研究所唐代語錄研究班）

【
日
譯
】

師
は
あ
る
日
の
上
堂
で
言
っ
た
、「
わ
た
し
は
三
十
年
こ
の
か
た
、
諸
君
と
討
論
せ
ぬ
日
は
一
日
も
な
か
っ
た
。
見
よ
！

わ
た
し
の
眉
毛
は
ま
だ
の
こ
っ
て
お
る
か
？
」
大
衆
は
だ
れ
も
答
え
る
者
が
な
か
っ
た
。
あ
る
人
が
こ
の
こ
と
を
長
慶
に
話

す
と
、
長
慶
は
大
衆
に
代
わ
っ
て
言
っ
た
、「
生
え
た
！
」

【
注
釋
】

○
本
則
は
『
碧
巖
錄
』
第
八
則
「
翠
巖
眉
毛
」
と
し
て
有
名
な
公
案
。『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
、『
雲
門
廣
錄
』
卷
中
、

『
雪
竇
頌
古
』
第
八
則
、『
圜
悟
拈
古
』
第
三
則
、『
宗
門
統
要
』
卷
九
、『
宏
智
頌
古
』
第
七
一
則
（『
從
容
錄
』
第
七
一

則
）、『
聯
燈
會
要
』
卷
二
四
、『
禪
門
拈
頌
集
』
卷
二
五
、『
五
燈
會
元
』
卷
七
な
ど
に
も
收
む
。

○
師
有
時
上
堂　

本
書
以
外
は
み
な
「
夏
末
上
堂
」
と
し
、
某
年
夏
安
居
の
終
結
に
際
し
て
の
說
示
と
す
る
。

○
三
十
年
來
，
無
有
一
日
不
共
兄
弟
持
論
語
話　

本
書
以
外
は
み
な
「
一
夏
已
來
」
と
し
て
、
某
年
夏
安
居
の
修
行
期
間

に
限
定
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
『
雲
門
廣
錄
』
卷
中
（
Ｔ
四
七
‐
五
五
七
中
・
下
）
は
「
擧
す
。
翠
巖
夏
末
上
堂
し
て
云
く
、

我
一
夏
已
來
、
師
僧
と
說
話
す
」、『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
は
「
師
上
堂
し
て
曰
く
、
今
夏
諸
兄
弟
と
語
論
す
」
等
。

「
持
論
語
話
」
は
言
葉
に
よ
っ
て
議
論
す
る
こ
と
。『
汾
陽
無
德
禪
師
語
錄
』
に
、

朝
來
り
暮
去
り
、
即た

ち

ま便
ち
冬
深
し
。
今い

ま如
這こ

裏こ

に
兄ひ

ん

弟で
い

ら
大み

な家
と
持
論
し
、
長す

ぐ

れ
た
る
處
は
即
ち
就
き
、
利
濟
有
ら

ば
行
な
う
可
し
。
」
（
Ｔ
四
七-

六
〇
一
上
）

○
我
眉
毛
還
在
摩
？　

誤
っ
た
法
を
說
い
た
謗
法
の
者
は
そ
の
罪
に
よ
っ
て
眉
鬚
が
拔
け
墮
ち
る
と
い
わ
れ
る
。
道
忠
は
言

う
、「
謗
法
の
者
は
眉
鬚
墮
落
す
。
今
、
言
を
離
れ
た
る
正
法
に
於
い
て
は
、
纔
か
に
言
說
有
れ
ば
皆
な
是
れ
謗
法
な
り
。

然
る
に
言
說
有
る
は
、
眉
毛
を
惜
し
ま
ざ
る
な
り
」（
禪
文
化
研
究
所
基
本
典
籍
叢
刊
『
虛
堂
錄
犂
耕
』
三
七
二
頁
）。
禪
錄
で
の

早
い
例
は
『
臨
濟
錄
』
示
衆
に
「
有
る
一
般
の
好よ

し

惡あ
し

を
識
ら
ざ
る
禿
奴
は
、
即
ち
東
を
指
し
西
を
劃か
く

し
、『
好
き
晴
か
な
、
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好
き
雨
か
な
、
好
き
燈
籠
、
露
柱
か
な
！
』
と
。
你
看
よ
！
眉
毛
に
幾
莖
か
有
る
？
」（
入
矢
義
高
譯
岩
波
文
庫
本
九
四
頁
、

衣
川
賢
次
『
臨
濟
錄
』【
七
三
】、
大
藏
出
版
）
と
あ
る
も
の
。

『
法
華
經
』
譬
喩
品
の
偈
に
、『
法
華
經
』
を
誹
謗
す
る
者
の
罪
報
を
次
の
よ
う
に
說
い
て
い
る
。

若
人
不
信
，
毀
謗
此
經
，
則
斷
一
切
世
間
佛
種
。
或
復
嚬
蹙
，
而
懷
疑
惑
，
汝
當
聽
說
，
此
人
罪
報
，
…
…
謗
斯

經
故
，
獲
罪
如
是
。
若
得
爲
人
，
聾
盲
瘖
瘂
，
貧
窮
諸
衰
，
以
自
莊
嚴
，
水
腫
乾
痟
，
疥
癩
癰
疽
，
如
是
等
病
，
以

爲
衣
服
。
身
常
臭
處
，
垢
穢
不
淨
，
深
著
我
見
，
増
益
瞋
恚
，
淫
欲
熾
盛
，
不
擇
禽
獸
。
謗
斯
經
故
，
獲
罪
如
是
。

（
Ｔ
九-

一
五
中
～
一
六
上
）

（
も
し
こ
の
經
を
信
ぜ
ず
誹
謗
す
れ
ば
、
一
切
の
世
間
の
佛
と
な
る
種
子
を
斷
滅
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
聞
い
て
不
快
に
思
い
、

疑
惑
を
持
つ
な
ら
、
そ
の
人
の
罪
報
を
君
に
說
き
き
か
せ
よ
う
。
…
…
こ
の
經
を
毀
謗
す
る
か
ら
、
以
上
の
よ
う
な
罪
報
を
受
け

る
の
だ
。
人
に
生
ま
れ
た
な
ら
、
聾
盲
瘖
瘂
、
貧
窮
し
て
病
み
衰
え
た
身
體
と
な
り
、
水
腫
・
乾か

さ
ぶ
た痟

・
疥
癬
・
癩
病
・
癰で

き
も
の疽

、
こ

の
よ
う
な
病
氣
が
衣
服
と
な
り
、
身
は
常
に
惡
臭
を
放
ち
、
よ
ご
れ
て
不
潔
、
我
見
に
執
わ
れ
、
怒
り
狂
い
、
淫
欲
は
激
し
く
、

禽
獸
と
變
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
こ
の
經
を
誹
謗
し
た
た
め
に
以
上
の
よ
う
な
罪
報
を
受
け
る
の
だ
）
。

道
忠
は
こ
れ
を
引
い
て
、「
蓋
し
癩
人
は
眉
墮
つ
、
故
に
謗
法
な
る
を
『
不
惜
眉
毛
』、『
眉
毛
在
麼
？
』
等
と
曰
う
な
り
」

（
同
三
七
二
頁
）
と
言
い
、『
法
華
經
』
を
根
據
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
道
忠
は
『
法
藏
別
傳
』（
崔
致
遠
撰
『
唐
大
薦
福
寺
故
寺

主
翻
經
大
德
法
藏
和
尚
傳
』、
T
五
〇-

二
八
三
下
）
を
要
約
し
て
言
う
、「
法
藏
は
嘗か

つ

て
曹
州
の
講
場
に
於
い
て
、
適た

ま
たま

敎
宗

の
邪
正
を
辯
ず
。
道
士
有
り
て
大
い
に
三
寶
を
詬

は
ず
か
しむ
。
翌
旦
、
面
を
頮あ
ら

う
に
歘た
ち
まち
鬚
眉
の
手
に
隨
っ
て
墮
落
し
、
遍
體
瘡

疱
な
る
を
見
る
。
遽
か
に
來
っ
て
懺
過
す
。〔
華
嚴
を
轉
ず
る
こ
と
百
遍
せ
ん
と
願
い
、
讀
經
未
だ
半
ば
な
ら
ざ
る
に
形

質
は
舊も

と

に
復
す
。〕」（〔　
〕
は
本
文
よ
り
補
っ
た
）。

さ
ら
に
安
世
高
譯
『
佛
說
罪
業
應
報
敎
化
地
獄
經
』
に
「
眉
鬚
墮
落
」
は
前
世
に
非
道
を
行
な
っ
た
罪
報
で
あ
る
こ
と
を
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次
の
よ
う
に
說
く
。

「
第
二
，
復
有
衆
生
，
身
體
頑
痺
，
眉
鬚
墮
落
，
擧
身
洪
爛
，
鳥
栖
鹿
宿
，
人
跡
永
絶
，
沾
汚
親
族
，
人
不
喜
見
，

名
之
癩
病
。
何
罪
所
致
？
」
佛
言
：
「
以
前
世
時
，
坐
不
信
三
尊
，
不
孝
父
母
；
破
壞
塔
寺
，
剝
脫
道
人
；
斬
射
賢

聖
，
傷
害
師
長
；
常
無
返
復
，
背
恩
忘
義
；
常
行
苟
且
，
婬
匿
尊
卑
，
無
所
忌
諱
，
故
獲
斯
罪
。
」
（
Ｔ
一
七-

四
五
一

上
）（

「
第
二
に
、
次
の
よ
う
な
衆
生
が
い
ま
す
。
身
體
は
し
び
れ
て
感
覺
が
な
く
、
眉
鬚
は
墮
落
し
、
全
身
は
た
だ
れ
、
鳥
や
鹿
の
よ

う
に
人
の
い
な
い
森
林
に
住
み
、
親
族
に
感
染
し
て
、
逢
う
の
を
避
け
ら
れ
る
、
こ
の
よ
う
な
癩
病
の
者
は
、
ど
う
い
う
罪
を
犯

し
て
こ
う
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
」
佛
、
「
前
世
に
佛
法
僧
を
信
ぜ
ず
、
父
母
に
孝
た
ら
ず
、
塔
寺
を
破
壞
し
、
道
人
の
衣
服
を

は
ぎ
取
り
、
賢
聖
を
斬
り
射
殺
し
、
師
長
を
傷
つ
け
、
決
し
て
發
心
せ
ず
、
恩
に
そ
む
き
、
道
義
を
忘
れ
、
常
に
行
い
は
い
い
か

げ
ん
、
貴
賤
を
婬
匿
（
？
）
し
、
ま
っ
た
く
氣
に
か
け
る
こ
と
が
な
か
っ
た
故
に
、
こ
の
よ
う
な
罪
を
受
け
た
の
だ
。
」
）

本
則
で
翠
巖
は
「
方
便
と
は
い
え
、
敢
え
て
法
に
つ
い
て
議
論
し
た
こ
の
わ
た
し
は
佛
罰
を
受
け
た
だ
ろ
う
か
？
」
と
大

衆
に
問
い
か
け
、
自
身
の
反
省
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
ま
た
『
維
摩
經
』
弟
子
品
（
Ｔ
一
四-

五
四
〇
上
）
に
「
夫

說
法
者
，
無
說
無
示
。
其
聽
法
者
，
無
聞
無
得
」
と
い
う
よ
う
に
、
あ
り
得
べ
き
は
「
不
說
之
說
，
不
聞
之
聞
」
で
あ

り
、「
わ
た
し
の
說
法
は
そ
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
、
諸
君
ら
は
そ
の
よ
う
に
聞
い
た
か
」
と
問
う
含
み
が
あ
り
、
法
の
痕

跡
を
殘
す
よ
う
な
說
き
か
た
は
し
な
か
っ
た
と
い
う
自
負
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

○
衆
無
對　

翠
巖
の
眉
毛
は
現
に
拔
け
ず
に
の
こ
っ
て
い
た
の
で
、
提
起
さ
れ
た
問
題
に
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

○
長
慶
代
云
：
生
也
！　

長
慶
慧
稜
（
八
五
四
～
九
三
二
）、
本
書
卷
一
〇
。
翠
巖
と
は
雪
峯
門
下
の
兄
弟
弟
子
。
翠
巖
の
こ

の
上
堂
の
語
を
、
の
ち
に
聞
い
て
評
し
た
、「
夏
安
居
の
あ
い
だ
し
ゃ
べ
り
つ
づ
け
て
、
お
ま
え
の
眉
毛
は
す
っ
か
り
拔

け
た
。
が
、
そ
の
自
覺
が
あ
っ
た
の
だ
。
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
、
ま
た
生
え
た
ぞ
！
」
方
便
と
知
り
つ
つ
も
、
言
語
應
酬
は
避
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け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
長
慶
は
翠
巖
に
深
刻
な
反
省
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
て
、
こ
れ
を
よ
し
と
し
た
。

〔
五
〕
後
學
に
示
す
偈

師
示
後
學
偈
曰
：

「
入
門
須
有
語
，
不
語
病
栖
蘆
。

應
須
滿
口
道
，
莫
敎
滯
有
無
。」

明
照
和
尚
和
：

「
入
門
通
俊
士
，
正
眼
密
呈
珠
。

當
機
如
電
拂
，
方
免
病
栖
蘆
。」

師
再
和
：

「
入
門
如
電
拂
，
俊
士
合
知
無
？

迴
頭
却
問
我
，
終
是
病
栖
蘆
。」

【
訓
讀
】

師
の
「
後
學
に
示
す
偈
」
に
曰
く
、

「
入
門
せ
ば
須
ら
く
語
有
る
べ
し
、
語
ら
ず
ん
ば
病
み
て
蘆
に
栖す

ま
ん
。

應
に
須
ら
く
滿
口
に
道い

い
て
、
有
無
に
滯
と
ど
こ
おら
し
む
る
こ
と
莫
か
る
べ
し
。」

明
照
和
尚
和
す
、

「
入
門
せ
し
通
俊
の
士
は
、
正
眼
に
密
に
珠
を
呈
す
。

機
に
當
た
り
て
は
電
拂
の
如
く
に
し
て
、
方は

じ

め
て
病
み
て
蘆
に
栖
む
を
免
る
。」
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師
再
び
和
す
、

「
入
門
し
て
は
電
拂
の
如
し
、
俊
士
よ
合は

た
知
る
や
？

迴
頭
し
却
っ
て
我
に
問
わ
ば
、
終つ

是い

に
病
み
て
蘆
に
栖
ま
ん
。」

【
日
譯
】

師
は
後
進
の
修
行
者
の
た
め
に
偈
を
も
っ
て
樞
要
を
示
し
た
、

「
私
の
門
に
入
っ
た
な
ら
自
ら
の
見
解
を
言
語
表
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
沈
黙
こ
そ
が
第
一
義
だ
と
す
る
の
は
病
ん

で
蘆
の
し
げ
み
に
宿
る
鳥
の
よ
う
な
も
の
だ
。

思
い
き
り
語
っ
て
も
、

有
無
の
二
見
に
陷
っ
て
は
な
ら
ぬ
。」

明
照
和
尚
が
そ
の
偈
に
和
し
た
、

「
師
の
門
に
入
っ
た
俊
秀
通
達
の
士
な
ら
、
正
面
か
ら
綿
密
に
心
珠
を
呈
示
す
る
。

師
と
對
面
す
る
そ
の
と
き
稻
妻
が
走
る
よ
う
に
瞬
時
に
對
應
し
て
こ
そ
、
蘆
の
し
げ
み
に
宿
る
病
鳥
た
る
を
免
れ

る
。」

師
は
さ
ら
に
そ
の
偈
に
和
し
た
、

「
門
に
入
っ
た
な
ら
稻
妻
が
走
る
よ
う
に
瞬
時
に
對
應
す
る
の
だ
。
俊
士
た
る
諸
君
、
分
か
る
か
？

呼
ば
れ
て
振
り
返
っ
て
い
な
が
ら
私
に
問
う
よ
う
で
は
、
結
局
は
蘆
の
し
げ
み
に
宿
る
病
鳥
な
の
だ
。」

【
注
釋
】

○
本
則
は
本
書
の
み
の
收
錄
で
あ
る
。

○
示
後
學
偈　

目
の
前
の
後
進
の
た
め
に
禪
入
門
の
心
得
を
偈
で
示
し
た
。
一
偈
二
和
の
押
韻
は
蘆
模
無
虞
珠
虞
（
虞
模
同
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用
。
衣
川
賢
次
「『
祖
堂
集
』
異
文
別
字
校
證
」
附
錄
（
一
）「『
祖
堂
集
』
偈
頌
詩
韻
」『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第

一
五
七
册
、
二
〇
一
〇
年
）。

○
入
門
須
有
語
，
不
語
病
栖
蘆　

我
が
叢
林
に
入
っ
た
な
ら
、
默
っ
て
行
持
し
て
い
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
と
い
う
の
で
は
な

い
、
必
ず
自
ら
の
見
解
を
語
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
語
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
病
鳥
が
飛
ぶ
こ
と
も
で
き
ず
、
林
を
知
ら

ぬ
ま
ま
に
蘆
原
に
止
宿
し
て
安
心
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
。

「
入
門
須
有
語
」
は
、
入
門
し
た
な
ら
、
自
己
の
見
解
を
言
語
表
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
本
書
卷
一
一
「
保
福
和
尚
章
」

（
第
二
八
則
）
に
、

因
擧
：
先
洞
山
問
雪
峯
：
「
入
門
須
得
語
，
不
得
道
早
个
入
門
了
也
。
」
雪
峯
云
：
「
某
甲
無
口
。
」
師
云
：
「
無
口

則
且
從
，
還
我
眼
來
！
」
無
對
。

（
先
洞
山
が
雪
峯
に
問
う
、
「
門
に
入
っ
た
な
ら
そ
の
内
實
を
語
れ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
『
す
で
に
門
に
入
っ
て
い
ま
す
』
な
ど
と

言
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
」
雪
峯
、
「
私
（
の
本
來
人
）
は
口
が
あ
り
ま
せ
ん
。
」
洞
山
「
口
が
な
い
の
は
か
ま
わ
ぬ
が
、
私
に
（
そ
い
つ

の
）
眼
を
示
し
て
く
れ
。
」
雪
峯
は
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
）

「
病
栖
蘆
」
は
『
寶
藏
論
』「
廣
照
空
有
品
第
一
」
に
言
う
「
困
魚
止
瀝
，
病
鳥
棲
蘆
」
に
基
づ
く
。

夫
進
道
之
由
，
中
有
萬
途
，
困
魚
止
瀝
，
病
鳥
棲
蘆
。
其
二
者
不
識
於
大
海
，
不
識
於
叢
林
。
人
趨
乎
小
道
，
其
義

亦
然
。
此
可
謂
久
功
中
止
，
不
達
於

※

理
，
捨
大
求
小
，
半
路
依
止
，
以
小
安
而
安
，
不
及
大
安
而
安
矣
。
」
（
Ｔ
四
五

-

一
四
四
上
。
「
於

※

」
は
原
文
は
「
如
」
に
作
る
が
、
「
於
」
「
如
」
は
草
體
が
似
通
い
、
音
も
近
い
た
め
誤
っ
た
も
の
）

（
道
に
入
る
方
法
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
途
が
あ
る
が
、
困
魚
は
た
ま
り
水
に
留
ま
り
、
病
鳥
は
蘆
に
止
宿
す
る
。
こ
の
よ
う
な
者

は
、
大
海
を
知
ら
ず
、
叢
林
を
知
ら
ぬ
。
人
が
小
道
に
赴
く
の
も
、
同
じ
こ
と
な
の
だ
。
こ
れ
は
、
久
し
く
お
こ
な
う
べ
き
修
行

を
中
止
し
て
理
に
達
せ
ず
、
大
を
捨
て
て
小
を
求
め
、
途
中
に
と
ど
ま
り
、
小
康
を
得
て
自
ら
滿
足
し
、
大
安
に
至
っ
て
い
な
い
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の
に
安
心
し
て
ま
っ
た
よ
う
な
も
の
だ
。
）

「
各
お
の
は
安
ん
ず
る
所
を
得
た
る
と
雖
も
、
俱
に
未
だ
大
海
深
林
に
至
ら
ず
」（『
祖
庭
事
苑
』
卷
五
「
池
陽
問
・
困
魚
止
箔
」

條
）
の
喩
え
。

○
應
須
滿
口
道
，
莫
敎
滯
有
無　
「
滯
」
は
原
本
は
「
帶
」
に
誤
り
、
文
意
に
よ
り
改
め
た
。
い
く
ら
し
ゃ
べ
っ
て
も
、
決

し
て
有
無
相
對
の
見
に
執
わ
れ
た
說
き
か
た
を
し
て
は
な
ら
な
い
。『
金
剛
經
』、「
說
法
者
無
法
可
說
、
是
名
說
法
。（
法

を
說
く
と
い
っ
て
も
、
法
と
し
て
說
か
れ
る
よ
う
な
も
の
は
な
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
法
を
說
く
と
い
う
の
で
あ
る
。
岩
波
文
庫
一
〇
八

頁
）、
ま
た
「
云
何
爲
人
演
說
？
不
取
於
相
、
如
如
不
動
」（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
か
ら
の
邦
訳
は
、「
ど
の
よ
う
に
說
い
て
聞
か
せ
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
說
い
て
聞
か
せ
な
い
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、《
說
い
て
聞
か
せ
る
》
と
言
わ
れ
る
の
だ
。」
岩
波
文
庫

一
二
七
頁
）。

本
書
卷
二
〇
「
灌
溪
和
尚
章
」
に
、

問
：
「
如
何
是
不
傷
之
句
？
」
師
云
：
「
滿
口
道
不
觸
。
」

（
問
う
、
「
實
相
を
そ
こ
な
う
こ
と
の
な
い
言
葉
と
は
？
」
師
、
「
思
い
切
り
そ
れ
を
語
っ
て
も
、
そ
の
諱
を
犯
す
こ
と
が
な
い
。
」
）

さ
ら
に
兜
率
從
悦
（
一
〇
四
四
～
一
〇
九
一
）
が
張
商
英
（
一
〇
四
四
～
一
一
二
二
）
を
印
可
し
た
と
き
の
頌
に
、

等
閑
行
處
，
步
步
皆
如
。
雖
居
聲
色
，
寧
滯
有
無
？
一
心
靡
異
，
萬
法
非
殊
。

（
何
も
求
め
る
こ
と
の
な
い
ゆ
っ
た
り
と
し
た
步
み
は
、
一
步
一
步
あ
り
の
ま
ま
の
眞
如
。
現
象
世
界
に
住
ん
で
は
い
て
も
、
見
か

け
の
相
對
的
な
あ
り
か
た
に
執
わ
れ
な
い
。
た
だ
一
心
だ
け
で
あ
り
、
萬
法
は
一
心
と
別
で
は
な
い
。
『
聯
燈
會
要
』
卷
一
六
「
張

商
英
章
」
）
。

○
明
照
和
尚　

未
詳
。
翠
巖
門
下
の
禪
師
で
あ
ろ
う
。

○
入
門
通
俊
士
，
正
眼
密
呈
珠
。
當
機
如
電
拂
，
方
免
病
栖
蘆　

師
（
令
參
）
の
門
に
入
っ
た
俊
秀
通
達
の
士
は
、
ま
と
も
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に
か
つ
綿
密
に
心
を
提
示
す
る
。
師
と
の
對
面
の
肝
心
な
そ
の
時
に
は
、
稻
妻
が
走
る
よ
う
に
一
瞬
に
對
應
し
て
、
は
じ

め
て
叢
林
を
知
ら
ぬ
ま
ま
蘆
原
に
安
息
す
る
病
鳥
た
る
を
免
れ
る
。
本
書
卷
九
「
羅
山
和
尚
章
」
第
四
則
に
、

接
物
應
機
，
須
通
俊
士
。
應
時
如
風
，
應
機
如
電
。
一
點
不
來
，
猶
同
死
漢
。

（
機
に
應
じ
た
接
化
は
、
通
俊
の
士
で
な
く
て
は
か
な
わ
ぬ
こ
と
だ
。
時
に
適
っ
て
吹
く
風
の
よ
う
に
、
人
に
示
す
は
た
ら
き
は
稻

妻
の
よ
う
に
、
一
瞬
に
は
た
ら
い
て
痕
跡
を
と
ど
め
な
い
。
風
や
稻
妻
の
如
く
は
た
ら
か
ぬ
よ
う
で
は
、
死
人
に
同
じ
だ
。
）

「
正
眼
」
は
「
ま
正
面
か
ら
」、「
ま
と
も
に
」。『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
三
「
風
穴
章
」
に
、

箇
箇
作
大
師
子
兒
，
吒
呀
地
哮
吼
一
聲
，
壁
立
千
仞
，
誰
敢
正
眼
覰
著
？
若
覰
著
即
瞎
却
渠
眼
。

（
一
人
一
人
が
大
い
な
る
獅
子
と
な
っ
て
、
口
を
開
い
て
吼
ゆ
る
や
、
誰
も
寄
り
つ
け
ず
、
ま
と
も
に
見
る
こ
と
さ
え
で
き
ぬ
。
も

し
見
た
な
ら
ば
眼
が
つ
ぶ
れ
る
。
）

「
密
呈
珠
」
の
「
珠
」
は
心
の
喩
え
、
悟
り
の
當
體
。
悟
っ
た
あ
か
し
を
綿
密
に
提
示
す
る
。

「
電
拂
」
は
一
瞬
に
消
え
る
稻
妻
。
佛
敎
で
は
、
諸
法
は
空
・
無
自
性
に
し
て
假
有
な
る
こ
と
の
喩
え
で
、
例
え
ば
「
證

道
歌
」
に
、

我
今
解
此
如
意
珠
，
信
受
之
者
皆
相
應
。
了
了
見
，
無
一
物
，
亦
無
人
，
亦
無
佛
。
大
千
沙
界
海
中
漚
，
一
切
聖
賢

如
電
拂
。

（
私
は
今
襟
を
解と

い
て
こ
の
如
意
珠
を
取
り
出
し
た
。
信
受
す
る
者
は
誰
も
み
な
惠
み
を
受
け
る
の
だ
。
は
っ
き
り
と
見
て
み
れ

ば
、
一
物
も
無
く
、
ま
た
人
も
佛
も
無
い
。
大
千
世
界
は
海
中
の
泡う
た
　
か
た沫

、
一
切
聖
賢
も
稻
妻
の
よ
う
に
瞬
時
に
消
え
去
る
は
か
な

い
も
の
だ
。
）

と
あ
る
が
、
し
か
し
こ
こ
で
は
、
一
瞬
に
し
て
痕
跡
を
留
め
ぬ
は
た
ら
き
の
喩
え
で
あ
る
。『
聯
燈
會
要
』
卷
二
八
「
泉

州
承
天
傳
宗
禪
師
章
」
に
、
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僧
問
：
「
如
何
是
般
若
體
？
」
師
云
：
「
雲
籠
碧
嶠
。
」
（
雲
が
青
山
を
覆
い
隱
し
て
い
る
）
云
：
「
如
何
是
般
若
用
？
」

師
云
：
「
月
在
清
池
。
」
（
月
が
澄
ん
だ
池
に
映
っ
て
い
る
）
師
乃
云
：
「
若
是
上
士
，
脚
纔
跨
門
，
便
知
般
若
之
體
，

便
乃
覿
露
鋒
機
，
如
同
電
拂
。
」
（
も
し
上
士
な
ら
、
門
を
跨
い
だ
と
た
ん
に
、
般
若
の
本
體
を
知
っ
て
、
目
の
あ
た
り
に
電
拂

の
よ
う
な
切
れ
味
の
よ
い
は
た
ら
き
を
顯
わ
す
）

「
當
機
如
電
拂
，
方
免
病
栖
蘆
」
は
、
潙
山
慕
喆
（
？
～
一
〇
九
五
）
が
陳
操
尚
書
の
「
登
樓
見
數
僧
」
の
話
頭
に
對
し
て

論
評
し
た
語
に
、
次
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
。

陳
尚
書
可
謂
手
擎
仲
尼
日
月
，
腰
佩
毘
盧
金
印
。
非
唯
儒
士
驚
懾
，
亦
乃
衲
僧
罔
措
。
不
見
道
：
當
機
如
電
拂
，
方

免
病
栖
蘆
。
（
『
宗
門
統
要
』
卷
六
「
睦
州
陳
操
尚
書
章
」
）

（
陳
尚
書
は
日
月
の
ご
と
き
孔
子
の
權
威
を
手
に
持
ち
、
毘
盧
遮
那
佛
の
印
可
證
明
を
腰
に
つ
け
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
儒
士
が
畏

れ
お
の
の
く
だ
け
で
な
く
、
禪
僧
も
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
、
〈
肝
心
な
そ
の
と
き
に
は
稻
妻
の
如
く
迅
速
に
は
た
ら
い

て
、
は
じ
め
て
蘆
に
止
住
す
る
病
鳥
た
る
を
免
れ
る
〉
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
。
）

○
入
門
如
電
拂
，
俊
士
合
知
無
？　
「
如
電
拂
」
は
、
明
照
の
和
偈
「
當
機
電
拂
」
を
受
け
て
言
う
。
門
に
入
れ
ば
、
師
と

瞬
時
に
わ
た
り
あ
っ
て
稻
妻
の
よ
う
に
迅
速
で
あ
れ
。「
俊
士
」
は
目
前
の
大
衆
へ
の
呼
び
か
け
。「
合
」
は
疑
問
副
詞
。

「
無
」
は
文
末
の
疑
問
助
詞
。
押
韻
の
要
請
か
ら
こ
の
字
が
使
わ
れ
た
。

○
迴
頭
却
問
我
，
終
是
病
栖
蘆　
「
迴
頭
」
は
、
呼
ば
れ
て
振
り
返
る
こ
と
、
そ
の
は
た
ら
き
に
「
自
己
本
分
事
」
が
あ
り

あ
り
と
顯
現
し
て
い
る
。
馬
祖
以
來
の
接
化
の
手
段
で
あ
り
、
雪
峯
も
次
の
よ
う
に
使
っ
て
い
る
。

師
問
僧
：
「
見
說
大
德
曾
爲
天
使
來
，
是
否
？
」
云
：
「
不
敢
。
」
師
云
：
「
爭
解
與
麼
來
得
？
」
云
：
「
仰
慕
道

得
［
德
］
，
豈
憚
關
山
？
」
師
云
：
「
汝
猶
醉
在
，
出
去
！
」
僧
便
出
，
師
乃
召
：
「
大
德
！
」
僧
回
首
。
師
云
：

「
是
什
麼
？
」
僧
亦
云
：
「
是
什
麼
？
」
師
云
：
「
者
漆
桶
！
」
僧
無
語
。
（
『
雪
峯
語
錄
』
卷
上
）
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（
雪
峯
が
僧
に
問
う
、
「
大
德
は
天
使
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
か
、
本
當
か
？
」
「
恐
れ
入
り
ま
す
。
」
雪
峯
、
「
な
ら
ば
ど
う
し
て

そ
の
よ
う
に
や
っ
て
來
れ
よ
う
か
？
」
「
師
の
道
德
を
お
慕
い
し
て
い
ま
し
た
ゆ
え
、
幾
山
河
を
越
え
て
參
り
ま
し
た
。
」
雪
峯
、

「
ま
だ
醉
っ
ぱ
ら
っ
て
見
分
け
が
つ
か
な
く
な
っ
て
お
る
。
出
て
ゆ
け
！
」
僧
が
出
て
ゆ
こ
う
と
す
る
や
、
雪
峯
は
「
大
德
！
」
と

呼
ん
だ
。
僧
が
振
り
返
る
。
雪
峯
、
「
何
だ
？
」
僧
も
「
何
で
す
か
？
」
雪
峯
、
「
ぼ
ん
く
ら
め
！
」
僧
は
何
も
言
い
返
せ
な
か
っ

た
。
）

迴
頭
の
作
用
に
自
己
本
分
事
が
顯
わ
れ
て
い
る
の
に
、「
自
己
と
は
」「
本
性
と
は
」
と
私
に
問
う
よ
う
で
は
、
病
鳥
で
あ

る
こ
と
か
ら
拔
け
出
て
い
な
い
の
だ
。

〔
六
〕
勸
學
偈

師
又
勸
學
偈
：

「
苦
哉
甚
苦
哉
！
波
裏
覓
乾
灰
。

勸
君
收
取
手
，
正
與
摩
時
倈
。」

【
訓
讀
】

師
に
又
た
「
勸
學
偈
」
あ
り
、

「
苦

に
が
に
が
し
き

哉か
な

！　

甚
だ
苦
哉
！　

波
裏
に
乾
灰
を
覓
む
。

君
に
勸
む 

手
を
收
取
せ
よ
、
正
に
與か

摩く

な
る
時
に
倈き
た

れ
り
。」

【
日
譯
】

師
に
は
ま
た
「
學
人
に
言
い
聞
か
せ
る
偈
」
が
あ
る
、

「
あ
あ
、
何
た
る
こ
と
か
！　

波
間
に
乾
灰
を
探
し
求
め
る
と
は
。
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き
み
た
ち
に
言
っ
て
聞
か
せ
る
、
探
し
求
め
る
そ
の
手
を
引
っ
込
め
よ
、
そ
の
と
き
に
こ
そ
そ
れ
は
向
こ
う
か
ら
來

て
く
れ
よ
う
。」

【
注
釋
】

○
本
偈
は
本
書
に
の
み
收
む
。
押
韻
は
哉
咍
灰
灰
倈
咍
（
灰
咍
同
用
）。

○
苦
哉
甚
苦
哉
！
波
裏
覓
乾
灰　

見
當
ち
が
い
の
修
行
を
し
て
い
る
こ
と
を
戒
め
る
。
長
慶
慧
稜
が
大
悟
し
た
と
き
、
こ
れ

ま
で
誤
っ
た
求
め
方
を
し
て
い
た
こ
と
を
次
の
よ
う
に
述
懷
し
て
い
る
。

萬
像
之
中
獨
露
身
，
唯
人
自
肯
乃
能
親
。
昔
日
謬
向
途
中
學
，
今
日
看
來
火
裏
氷
。
（
本
書
卷
一
〇
「
長
慶
和
尚
章
」
第

一
則
）

（
森
羅
萬
象
の
中
に
わ
が
身
ひ
と
つ
が
現
わ
れ
出
て
い
る
。
自
ら
を
認
め
て
こ
そ
初
め
て
ピ
タ
リ
と
ゆ
く
も
の
だ
。
昔
は
誤
っ
て
家

郷
を
離
れ
さ
ま
よ
っ
て
い
た
が
、
今
日
か
ら
見
れ
ば
火
の
中
に
氷
を
求
め
て
い
た
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。
）

「
苦
哉
」
は
、「
な
さ
け
な
い
、
や
り
き
れ
ぬ
、
歎
か
わ
し
い
」
と
い
う
歎
聲
。
本
書
卷
七
「
夾
山
和
尚
章
」（
第
二
三
則
）

に
、

至
中
和
初
年
辛
丑
歲
十
一
月
七
日
，
自
燒
却
門
屋
，
謂
衆
曰
：
「
苦
哉
！
苦
哉
！
石
頭
一
枝
埋
沒
去
也
！
」
（
「
あ
あ
、

何
た
る
こ
と
か
！
　
石
頭
の
一
派
が
埋
も
れ
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
！
」
）

「
波
裏
」
は
、
波
間
。『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
二
一
「
復
州
資
福
院
智
遠
禪
師
章
」（
嗣
鏡
清
）
に
、

僧
問
：
「
師
唱
誰
家
曲
，
宗
風
嗣
阿
誰
？
」
師
曰
：
「
雪
嶺
峯
前
月
，
鏡
湖
波
裏
明
。
」
（
雪
峯
山
に
か
か
る
月
が
、
こ

の
鏡
湖
の
波
間
に
映
っ
て
い
る
）

○
勸
君
收
取
手
，
正
與
摩
時
來　
外
に
探
し
求
め
る
こ
と
を
止
め
た
と
き
、
こ
れ
ま
で
追
い
求
め
て
い
た
も
の
が
、
向
こ
う

の
方
か
ら
寄
り
添
っ
て
く
る
。
自
己
自
身
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
つ
ま
り
は
自
己
と
出
逢
う
の
で
あ
る
。「
收
取
手
」
は
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物
を
求
め
て
伸
ば
し
て
い
た
手
を
引
っ
込
め
る
こ
と
。「
倈
」
は
『
漢
書
』
卷
一
七
「
景
武
昭
宣
元
成
功
臣
表
」
の
顏
師

古
注
に
言
う
、「
倈
は
古
の
來
の
字
。」
古
書
に
見
え
る
字
で
「
來
」
と
同
音
同
義
。『
祖
堂
集
』
で
は
こ
こ
に
の
み
見

え
、
こ
の
偈
に
わ
ざ
わ
ざ
人
偏
の
「
倈
」
を
用
い
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
古
風
を
裝
っ
た
も
の
か
？

報
恩
和
尚
章

〔
一
〕
行
歷

報
恩
和
尚
嗣
雪
峯
。
師
諱
懷
嶽
，
泉
州
仙
遊
人
也
。
出
家
於
莆
田
聖
壽
院
，
依
年
具
戒
，
志
慕
祖
莚
（
筵
），
而
參
見
雪

峯
，
密
契
玄
關
，
化
于
漳
浦
。

【
訓
讀
】

報
恩
和
尚
は
雪
峯
に
嗣
ぐ
。
師
は
諱
は
懷
嶽
、
泉
州
仙
遊
の
人
な
り
。
莆
田
聖
壽
院
に
出
家
し
，
年
に
依
り
て
戒
を
具

す
。
祖
筵
を
志
慕
し
て
、
雪
峯
に
參
見
し
、
密
に
玄
關
に
契
い
、
漳
浦
を
化
す
。

【
日
譯
】

報
恩
和
尚
は
雪
峯
に
法
を
嗣
い
だ
。
師
は
僧
諱
を
懷
嶽
と
い
い
、
泉
州
仙
遊
縣
の
出
身
で
あ
る
。
莆
田
聖
壽
院
で
出
家

し
、
規
定
の
年
齡
に
な
っ
て
具
足
戒
を
受
け
る
や
、
禪
門
を
慕
い
、
雪
峯
の
も
と
に
參
じ
て
、
も
ら
す
こ
と
な
く
玄
妙
の
敎

え
を
會
得
し
、
漳
州
の
地
で
敎
化
し
た
。

【
注
釋
】

○
報
恩
和
尚　

生
卒
年
未
詳
。『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
、『
聯
燈
會
要
』
卷
二
四
、『
五
燈
會
元
』
卷
七
に
も
語
句
を
收
め

る
が
、
本
書
に
見
え
る
以
上
の
行
歷
は
知
ら
れ
な
い
。

○
泉
州
仙
遊
人　

泉
州
仙
遊
縣
は
今
の
福
建
省
莆
田
市
仙
遊
縣
。『
元
和
郡
縣
圖
志
』
卷
二
九
「
江
南
道
」
五
「
泉
州
」
條
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に
、「
仙
遊
縣
は
聖
曆
二
年
（
六
九
九
）、
莆
田
の
西
界
を
析
き
、
今
の
縣
の
北
十
五
里
に
清
源
縣
を
置
き
、
天
寶
元
年

（
七
四
二
）
改
め
て
仙
遊
と
爲
し
、
仍
り
て
今
の
理
［
治
］
に
移
る
。
仙
遊
山
は
縣
の
西
三
十
里
に
在
り
、
縣
は
因
り
て

以
て
名
と
爲
す
。」

○
出
家
於
莆
田
聖
壽
院　
『〔
弘
治
〕
八
閩
通
志
』
卷
七
九
「
寺
觀
・
興
化
府
莆
田
縣
」
に
、「
聖
壽
院
は
永
豐
里
に
在
り
、

唐
の
光
啓
の
間
（
八
八
五
～
八
八
八
）
に
建
つ
」（『
北
京
圖
書
館
古
籍
珍
本
叢
刊
』
三
四
，
書
目
文
獻
出
版
社
，
一
九
八
八

年
）。

○
志
慕
祖
筵　

祖
師
の
法
座
を
慕
う
志
を
抱
い
て
い
た
。
原
文
「
祖
莚
」
の
「
莚
」
は
「
筵
」
と
同
音
、
形
似
に
よ
る
誤

り
。
本
書
卷
一
三
「
龍
潭
和
尚
章
」、「
纔
か
に
尸
羅
を
具
す
や
、
祖
筵
を
志
慕
し
、
保
福
の
門
に
登
り
、
傳
心
の
旨
に

密
契
す
。」

○
化
于
漳
浦　

漳
浦
は
今
の
福
建
省
漳
州
市
漳
浦
縣
。
つ
ま
り
漳
州
漳
浦
縣
で
敎
化
し
た
。『
元
和
郡
縣
圖
志
』
卷
二
九

「
江
南
道
」
五
「
漳
州
」
條
に
、「
漳
浦
縣
は
垂
拱
中
（
六
八
五
～
六
八
八
）
龍
溪
の
南
界
を
析
き
て
置
く
。」
た
だ
し
、

『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
は
「
漳
州
報
恩
院
懷
岳
禪
師
は
泉
州
の
人
な
り
。
少わ

か

く
し
て
本
州
の
聖
壽
院
に
依
り
て
受
業

す
。
雪
峯
に
參

し
ゅ
ぎ
ょ
うを
罷
か
ん
せ
いし
、
龍
溪
に
止
ま
る
に
玄
侶
奔
湊
す
」
と
言
っ
て
、
漳
州
龍
溪
縣
報
恩
院
に
住
し
て
接
化
し
た
と

す
る
。
龍
溪
縣
は
今
の
福
建
省
漳
州
市
龍
海
區
。『
元
和
郡
縣
圖
志
』
卷
二
九
「
江
南
道
」
五
「
漳
州
」
條
に
、「
陳
は

晉
安
縣
を
分
か
ち
て
置
き
、
南
安
郡
に
屬
せ
し
め
、
後
に
閩
州
に
屬
す
。
開
元
二
十
九
年
（
七
四
一
）
割
き
て
漳
州
に
屬

せ
し
む
。」『
太
平
寰
宇
記
』
卷
一
百
二
「
漳
州
」
條
に
、「
龍
溪
縣
の
四
郷
は
舊
に
泉
州
に
屬
す
。
龍
溪
に
因
り
て
名
と

爲
す
。
開
元
二
十
九
年
、
割
き
て
漳
州
に
屬
せ
し
む
。」

な
お
漳
州
龍
溪
縣
の
報
恩
院
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
が
、
十
一
世
紀
の
初
め
の
こ
ろ
ま
で
雪
峯
系
の
禪
者
が
住
し
た
。

懷
嶽
禪
師
以
外
で
は
、
從
弇
禪
師
（
嗣
雪
峯
、
本
書
卷
一
一
）、
道
煕
禪
師
（
嗣
保
福
、『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
二
二
）、
行
崇
禪
師
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（
嗣
保
福
、『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
二
二
）、
守
仁
禪
師
（
嗣
法
眼
、『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
二
五
）、
傳
進
禪
師
（
嗣
羅
漢
行
林
、『
天
聖
廣
燈

錄
』
卷
二
八
）
が
知
ら
れ
る
。

〔
二
〕
宗
乘
を
い
か
に
擧
唱
す
べ
き
か
？

問
：
「
宗
乘
不
却
，
如
何
擧
唱
？
」
云
：
「
山
不
自
稱
，
水
無
間
斷
。」

【
訓
讀
】

問
う
、「
宗
乘
を
却し

り
ぞけ
ず
、
如
何
が
擧
唱
す
る
？
」
云
く
、「
山
は
自
ら
稱
せ
ず
、
水
は
間
斷
す
る
こ
と
無
し
。」

【
日
譯
】

問
い
、「
宗
乘
は
言
え
ぬ
と
し
り
ぞ
け
ず
に
、
ど
の
よ
う
に
宣
明
さ
れ
ま
す
か
。」
師
「
山
は
自
ら
を
山
と
は
名
乘
ら
ず
、

川
は
た
だ
間
斷
な
く
流
れ
出
る
の
み
。」

【
注
釋
】

○
本
則
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
、『
五
燈
會
元
』
卷
七
に
も
收
む
。

○
宗
乘
不
却
，
如
何
擧
唱　

宗
乘
は
言
葉
で
言
え
ぬ
と
し
て
し
り
ぞ
け
ず
に
、
ど
う
か
言
っ
て
く
だ
さ
い
。「
宗
乘
不
却
」

は
、「
不
却
」
を
強
調
す
る
た
め
に
倒
裝
し
た
言
い
か
た
。

○
山
不
自
稱
，
水
無
間
斷　

山
は
何
も
言
わ
ぬ
が
泰
然
と
あ
り
、
そ
こ
か
ら
水
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
流
れ
出
て
い
る
。
私

は
君
に
何
も
敎
え
る
こ
と
は
な
い
が
、
こ
の
山
河
大
地
か
ら
そ
な
た
自
身
が
學
ぶ
が
よ
い
。
馬
祖
の
「
見
色
即
見
心
」
の

悟
道
論
よ
り
導
き
出
さ
れ
た
接
化
。
本
書
卷
一
二
「
中
塔
和
尚
章
」
第
五
則
に
次
の
上
堂
が
あ
る
。

師
上
堂
云
：
「
我
此
間
粥
飯
因
緣
，
縱
然
爲
兄
弟
擧
唱
宗
乘
，
終
是
不
恆
。
如
今
欲
得
委
省
要
，
却
是
山
河
大
地
，

與
汝
諸
人
擧
明
。
其
事
却
常
，
亦
能
究
竟
。
」
又
云
：
「
若
從
文
殊
門
入
者
，
則
一
切
有
爲
、
土
木
瓦
礫
，
悉
皆
助
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汝
發
機
；
若
從
觀
音
門
入
者
，
則
一
切
善
惡
音
聲
，
乃
至
蝦
蟆
蟺
，
助
汝
發
明
；
若
從
普
賢
門
入
者
，
則
不
動
步
則

到
。
我
以
此
三
處
，
示
汝
方
便
，
如
持
一
隻
筯
，
攪
大
海
水
，
令
彼
魚
龍
知
水
命
，
還
會
摩
？
若
無
智
眼
而
審
諦

之
，
任
汝
百
般
巧
妙
，
不
爲
究
竟
。
」
問
：
「
佛
法
大
意
，
從
何
方
便
門
得
入
？
」
師
云
：
「
入
是
方
便
。
」

（
師
［
中
塔
和
尚
］
は
上
堂
し
て
言
っ
た
、
「
わ
が
中
塔
院
に
お
け
る
修
行
生
活
で
は
、
た
と
い
兄
弟
た
ち
の
た
め
に
禪
宗
の
根
本

を
口
で
傳
え
た
と
し
て
も
、
言
葉
は
結
局
は
恆
常
不
變
の
道
で
は
な
い
。
い
ま
省
悟
の
要
點
を
知
り
た
い
と
言
う
な
ら
、
目
の
前

に
開
け
た
世
界
の
す
べ
て
が
、
諸
君
ら
の
省
悟
の
契
機
と
な
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
恆
常
不
變
の
道
で
あ
っ
て
、
諸
君
ら
を
究
極

に
向
か
わ
せ
る
の
だ
と
言
お
う
。
」

ま
た
言
っ
た
、
「
も
し
文
殊
菩
薩
の
門
よ
り
入
る
な
ら
ば
、
一
切
の
無
情
物
、
土
や
木
や
瓦
礫
さ
え
も
が
諸
君
ら
の
激
發
を
助
け
て

く
れ
る
。
も
し
觀
音
菩
薩
の
門
よ
り
入
る
な
ら
ば
、
一
切
の
善
き
聲
も
惡
し
き
音
も
、
蛙
や
ミ
ミ
ズ
の
鳴
き
聲
さ
え
も
が
諸
君
ら

の
發
見
の
助
け
と
な
る
。
も
し
普
賢
菩
薩
の
門
よ
り
入
る
な
ら
ば
、
一
步
を
進
め
ず
と
も
到
達
す
る
。
わ
た
し
は
こ
の
三
門
の
方

便
を
諸
君
ら
に
示
そ
う
。
一
本
の
匙
で
大
海
の
水
を
か
き
ま
わ
せ
ば
、
魚
龍
に
と
っ
て
水
が
命
た
る
こ
と
に
氣
づ
く
よ
う
に
。
わ

か
る
か
？
　
こ
の
こ
と
を
明
察
す
る
智
慧
の
眼
が
な
い
な
ら
ば
、
た
と
い
百
千
の
巧
み
な
手
立
て
も
、
諸
君
ら
を
究
極
に
向
か
わ

せ
る
契
機
と
は
な
ら
な
い
。
」
僧
が
問
う
た
、
「
佛
法
の
大
い
な
る
意
義
を
體
得
す
る
に
は
、
ど
の
方
便
門
よ
り
入
れ
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
？
」
師
は
答
え
た
、
「
ど
の
門
で
も
、
入
る
こ
と
は
方
便
で
あ
る
（
究
極
と
考
え
て
は
な
ら
な
い
）
。
」
）

〔
三
〕
遷
化
時
の
上
堂

師
臨
遷
化
時
，
上
堂
云
：
「
十
二
年
來
，
擧
揚
宗
敎
，
諸
人
怪
我
什
摩
處
？
若
要
聽
三
經
五
論
，
開
元
咫
尺
。」
便
告

寂
。
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【
訓
讀
】

師
は
遷
化
に
臨
み
し
時
、
上
堂
し
て
云
く
、「
十
二
年
來
、
宗
敎
を
擧
揚
す
。
諸
人
よ
、
我
が
什い

ず

こ
摩
處
を
か
怪と
が

む
る
？　

若
し
三
經
五
論
を
聽
か
ん
と
要ほ

っ

せ
ば
、
開
元
は
咫し

尺せ
き

な
り
。」
便
ち
告
寂
す
。

【
日
譯
】

師
は
遷
化
の
時
に
際
し
て
上
堂
し
、「
わ
た
し
は
十
二
年
の
間
、
禪
の
宗
旨
を
大
衆
の
前
で
示
し
て
き
た
。
諸
君
ら
は
わ

た
し
の
ど
こ
を
咎
め
る
の
か
？　

も
し
さ
ま
ざ
ま
な
經
論
を
聽
き
た
い
な
ら
、
開
元
寺
は
す
ぐ
そ
こ
だ
」
と
言
っ
て
示
寂
し

た
。

【
注
釋
】

○
本
則
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
、『
五
燈
會
元
』
卷
七
に
も
收
む
。

○
臨
遷
化
時
，
上
堂　

以
下
の
上
堂
の
内
容
か
ら
、
方
便
說
法
し
て
き
た
こ
と
を
、
示
寂
す
る
に
當
っ
て
總
括
し
、
遺
戒
と

し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

○
十
二
年
來
，
擧
揚
宗
敎
，
諸
人
怪
我
什
摩
處
？
若
要
聽
三
經
五
論
，
開
元
咫
尺　
「
漳
州
報
恩
院
に
住
し
て
十
二
年
も
の

間
、
禪
の
宗
旨
を
明
示
し
て
き
た
が
、
わ
た
し
の
擧
揚
の
し
か
た
に
咎
め
る
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
？　

も
し

何
も
說
い
て
い
な
い
と
非
難
し
、
言
葉
に
よ
る
說
法
を
求
め
る
な
ら
、
す
ぐ
近
く
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
經
論
の
講
義
を
し
て

い
る
開
元
寺
が
あ
る
。」
十
二
年
の
わ
が
爲
人
說
法
は
、
法
と
し
て
人
に
示
し
與
え
る
も
の
は
な
い
と
い
う
も
の
だ
っ
た

こ
と
を
、
臨
終
に
あ
た
っ
て
明
ら
か
に
し
た
。
藥
山
惟
儼
に
も
說
か
ぬ
こ
と
を
も
っ
て
す
る
こ
と
こ
そ
が
禪
師
の
あ
り
か

た
だ
と
し
た
次
の
話
が
あ
る
。

師
初
住
時
，
就
村
公
乞
牛
欄
爲
僧
堂
。
住
未
得
多
時
，
近
有
二
十
來
人
。
忽
然
有
一
僧
來
，
請
他
爲
院
主
，
漸
漸
近

有
四
五
十
人
。
所
在
迮
俠
［
狹
］
，
就
後
山
上
起
小
屋
，
請
和
尚
去
上
頭
安
下
。
和
尚
上
頭
又
轉
轉
師
僧
王
［
住
］
。
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其
院
主
僧
再
三
請
和
尚
爲
人
說
法
。
和
尚
一
二
度
不
許
，
第
三
度
方
始
得
許
。
院
主
便
歡
喜
，
先
報
大
衆
。
大
衆
喜

不
自
勝
，
打
鍾
上
來
。
僧
衆
纔
集
，
和
尚
關
却
門
，
便
歸
丈
室
。
院
主
在
外
責
曰
：
「
和
尚
適
來
許
某
甲
爲
人
，
如

今
因
什
摩
却
不
爲
人
？
賺
某
甲
！
」
師
曰
：
「
經
自
有
經
師
在
，
論
自
有
論
師
在
，
律
自
有
律
師
在
。
院
主
怪
貧
道

什
摩
處
？
」
（
本
書
卷
四
「
藥
山
和
尚
章
」
第
二
則
）

（
惟
儼
は
初
め
て
村
院
に
住
す
る
と
き
、
村
長
に
賴
ん
で
牛
小
屋
を
借
り
て
僧
堂
と
し
た
。
住
し
て
間
も
な
く
、
修
行
者
が
二
十
人

ほ
ど
に
な
っ
た
。
思
い
が
け
な
く
ま
っ
と
う
な
僧
が
來
た
の
で
院
主
に
な
っ
て
も
ら
っ
た
。
し
だ
い
に
増
え
て
四
五
十
人
に
も
な

る
と
、
居
る
と
こ
ろ
が
手
狹
に
な
り
、
後
ろ
の
山
の
上
に
小
屋
を
建
て
、
和
尚
に
一
番
上
に
移
っ
て
も
ら
っ
た
が
、
そ
の
上
に
も

次
々
に
僧
が
移
り
住
ん
だ
。
そ
の
院
主
の
僧
が
再
三
に
わ
た
っ
て
和
尚
に
爲
人
說
法
を
願
っ
た
が
、
和
尚
は
一
、
二
度
め
は
聽
き

い
れ
な
か
っ
た
が
、
三
度
め
に
よ
う
や
く
承
諾
し
た
。
院
主
は
大
喜
び
し
て
、
そ
の
こ
と
を
先
ず
大
衆
に
知
ら
せ
た
。
大
衆
は
喜

ん
で
興
奮
し
、
鐘
を
鳴
ら
し
て
法
堂
に
上
っ
て
き
た
。
僧
衆
が
集
ま
る
や
、
和
尚
は
門
を
閉
ざ
し
、
さ
っ
さ
と
方
丈
に
歸
っ
て
し

ま
っ
た
。
院
主
は
外
か
ら
咎
め
て
言
っ
た
、
「
和
尚
は
先
ほ
ど
私
に
爲
人
說
法
す
る
こ
と
を
承
諾
さ
れ
ま
し
た
の
に
、
今
ど
う
し
て

說
法
な
さ
ら
ぬ
の
で
す
か
？
　
私
を
騙
し
て
！
」
師
、
「
經
を
說
く
な
ら
も
と
よ
り
經
師
が
お
り
、
論
を
講
ず
る
な
ら
論
師
が
お

り
、
律
を
說
く
な
ら
律
師
が
お
る
。
院そ

な

た主
は
私
の
ど
こ
を
責
め
る
の
か
？
」
）

ま
た
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
「
杭
州
西
興
化
度
悟
眞
大
師
師
郁
章
」
に
、

問
：
「
學
人
初
機
，
乞
和
尚
指
示
入
路
。
」
師
曰
：
「
汝
怪
化
度
什
麼
處
？
」

（
問
う
、
「
私
は
入
門
し
た
ば
か
り
で
す
。
ど
う
か
悟
り
へ
の
手
が
か
り
を
敎
え
て
く
だ
さ
い
。
」
師
、
「
そ
な
た
は
わ
た
し
の
ど
こ

を
咎
め
る
の
だ
？
」
）

「
三
經
五
論
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
經
論
。
陳
操
尚
書
は
僧
が
來
れ
ば
食
事
を
出
し
、
三
百
文
を
施
し
て
僧
を
試
し
て
い
た

が
、
雲
門
が
來
て
逆
に
や
り
こ
め
ら
れ
た
。『
碧
巖
錄
』
第
三
三
則
本
則
評
唱
に
よ
っ
て
示
す
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
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操
又
無
語
。
門
云
：
「
尚
書
且
莫
草
草
。
師
僧
家
抛
却
三
經
五
論
，
來
入
叢
林
，
十
年
二
十
年
，
尚
自
不
奈
何
。
尚

書
又
爭
得
會
？
」
操
禮
拜
云
：
「
某
甲
罪
過
。
」

（
陳
操
は
ま
た
默
っ
て
し
ま
っ
た
。
雲
門
、
「
尚
書
、
い
い
加
減
に
し
て
は
な
り
ま
せ
ぬ
。
ま
っ
と
う
な
僧
が
三
經
五
論
を
捨
て

去
っ
て
叢
林
に
入
り
、
十
年
二
十
年
修
行
し
て
さ
え
、
ど
う
に
も
な
り
ま
せ
ぬ
。
尚あ

な

た書
は
こ
の
こ
と
を
ど
う
お
分
か
り
か
？
」
陳

操
は
禮
拜
し
て
言
っ
た
、
「
わ
た
く
し
が
間
違
っ
て
お
り
ま
し
た
。
」
）

『
碧
巖
錄
種
電
鈔
』
は
「
三
經
五
論
」
に
つ
い
て
、「『
雲
門
錄
』
は
〈
十
經
五
論
〉
に
作
る
。
只
だ
數
多
の
經
論
の
義
な

り
」
と
言
う
（
禪
文
化
研
究
所
基
本
典
籍
叢
刊
『
碧
巖
錄
索
引
』
一
二
九
頁
上
）。

「
開
元
咫
尺
」
を
『
景
德
傳
燈
錄
』
以
下
の
諸
本
は
「
此
去
開
元
寺
咫
尺
」
に
作
る
。「
開
元
」
は
漳
州
開
元
寺
、「
咫
尺
」

は
ご
く
わ
ず
か
の
距
離
。
報
恩
院
は
開
元
寺
と
近
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
開
元
寺
は
「
開
元
二
十
六
年
（
七
三
八
）
天
下

の
諸
郡
に
敕
し
て
龍
興
・
開
元
二
寺
を
立
て
さ
せ
た
」（『
佛
祖
統
紀
』
卷
四
〇
）。『
補
續
高
僧
傳
』
卷
八
「
昭
慶
禪
師
傳
」

に
、「
烏
江
惠
濟
院
禪
師
（
一
〇
二
七
～
一
〇
八
九
、
嗣
黃
龍
慧
南
）、
名
は
昭
慶
、
字
は
顯
之
、
泉
州
林
氏
の
子
な
り
。
少わ
か

く

し
て
跅
弛
に
し
て
任
氣
。
巨
賈
と
爲
り
、
海
中
を
往
來
す
る
こ
と
十
數
年
、
資
用
甚
だ
饒ゆ

た

か
な
り
。
一
日
、
盡す
べ

て
の
所
有

財
物
を
同
產
に
屬た

く

し
、
其
の
親
を
養
わ
し
む
。
徒
手
に
て
漳
州
開
元
寺
に
入
り
、
出
家
し
具
戒
を
受
く
。
郷
人
は
之
を
異

と
す
。」
ま
た
『（
乾
隆
）
大
清
一
統
志
』
卷
三
二
九
「
漳
州
府
」
條
に
、「
開
元
淨
慧
寺
は
府
治
の
西
北
に
在
り
。
唐
の

嗣
聖
の
間
（
六
八
四
～
七
〇
四
）
に
建
つ
。
開
元
中
に
額
を
賜
い
て
開
元
と
曰
う
。
内
に
明
皇
の
銅
像
有
り
。
宋
末
に
兵
に

燬や

か
る
。
元
の
元
貞
中
（
一
二
九
五
～
一
二
九
七
）
に
淨
慧
寺
と
合
し
て
一
と
爲
る
。
今
の
額
は
明
の
洪
武
の
間
（
一
三
六
八

～
一
三
九
八
）
に
賜
う
。
扁
を
紫
芝
峰
と
曰
う
」
と
。
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化
度
和
尚
章

〔
一
〕
僧
諱
・
出
身

化
度
和
尚
嗣
雪
峯
，
在
西
興
。
師
諱
師
郁
，
泉
州
莆
田
縣
人
也
。
師
號
悟
眞
大
師
。

【
訓
讀
】

化
度
和
尚
は
雪
峯
に
嗣
ぎ
、
西
興
に
在
り
。
師
は
諱
は
師
郁
、
泉
州
莆
田
縣
の
人
な
り
。
師
は
悟
眞
大
師
と
號
す
。

【
日
譯
】

化
度
和
尚
は
雪
峯
和
尚
に
嗣
法
し
、
西
興
に
住
し
た
。
師
は
僧
諱
は
師
郁
、
泉
州
莆
田
縣
の
出
身
で
あ
る
。
悟
眞
大
師

の
稱
號
を
賜
わ
っ
た
。

【
注
釋
】

○
化
度
和
尚　

生
卒
年
未
詳
。『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
に
略
傳
と
問
答
語
句
九
則
、『
五
燈
會
元
』
卷
七
に
同
じ
問
答
語
句

八
則
を
收
錄
し
て
い
る
。
越
州
西
興
の
化
度
院
に
住
し
た
。『
景
德
傳
燈
錄
』
は
「
杭
州
西
興
化
度
悟
眞
大
師
師
郁
は
泉

州
の
人
な
り
。
雪
峯
の
心
印
を
得
て
自よ

り
、
化
緣
を
杭
越
の
間
に
盛
ん
に
す
。
後
に
西
興
鎭
の
化
度
院
に
居
り
、
法
席

大
い
に
興
る
。」

○
西
興　

西
興
鎭
は
今
浙
江
省
蕭
山
市
西
北
十
二
里
の
西
興
鎭
。『
會
稽
志
』
卷
一
二
に
、「
西
興
鎭
は
（
蕭
山
）
縣
の
西

一
十
二
里
に
在
り
。」
ま
た
『
會
稽
續
志
』
卷
三
「
鎭
・
蕭
山
縣
」
條
に
、「
西
興
鎭
、
前
志
に
云
う
、〈
西
陵
城
は
蕭
山

縣
西
十
二
里
に
在
り
。
呉
越
武
肅
王
（
在
位
九
〇
七
～
三
二
）、
西
陵
は
吉
な
る
語
に
非
ざ
る
を
以
て
、
遂
に
改
め
て
西
興

と
曰
う
〉
と
。」

「
化
度
院
」
に
つ
い
て
は
『
會
稽
志
』
卷
八
「
蕭
山
縣
」
條
に
、「
明
化
院
は
縣
の
西
一
十
二
里
に
在
り
。
後
唐
の
長
興
三

年
（
九
三
二
）、
呉
越
文
穆
王
（
在
位
九
三
二
～
九
四
一
）
建
て
、
化
度
院
と
號
す
。
景
德
三
年
（
一
〇
〇
六
）、
今
の
額
に
改
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む
。」

な
お
、
蕭
山
縣
西
興
鎭
は
越
州
に
屬
し
、『
景
德
傳
燈
錄
』
が
「
杭
州
西
興
」
と
す
る
の
は
誤
り
。

○
泉
州
莆
田
縣　

今
福
建
省
莆
田
市
東
南
。『
元
和
郡
縣
圖
志
』
卷
二
九
「
江
南
道
」
五
「
漳
州
」
條
に
、「
本も

と
南
安
縣
の

地
。
陳
の
廢
帝
分
か
ち
て
莆
田
縣
を
置
く
。
隋
の
開
皇
十
年
（
五
九
〇
）
省
く
。
武
德
六
年
（
六
二
三
）
復
た
置
く
。
貞
觀

（
六
二
七
～
六
四
九
）
に
改
め
て
閩
州
に
隷
せ
し
め
、
景
雲
二
年
（
七
一
一
）
割
き
て
泉
州
に
屬
せ
し
む
。」
な
お
雪
峯
義
存

は
泉
州
莆
田
縣
玉
澗
寺
の
慶
玄
律
師
に
依
り
て
出
家
し
て
い
る
。

○
師
號
悟
眞
大
師　
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
に
は
、「
錢
王
は
其
の
道
德
を
欽う

や
まい
、
紫
衣
と
師
號
を
奏
す
。」
と
あ
り
、
ま

た
化
度
院
は
文
穆
王
の
創
建
に
な
る
こ
と
か
ら
（『
會
稽
志
』
卷
八
）、
文
穆
王
が
後
唐
朝
に
奏
し
て
賜
わ
っ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。

〔
二
〕
隨
色
摩
尼
珠

僧
問
：
「
如
何
是
隨
色
摩
尼
珠
？
」
師
云
：
「
青
黃
赤
白
。」「
如
何
是
不
隨
色
摩
尼
？
」
師
云
：
「
非
青
黃
赤
白
。」

【
訓
讀
】

僧
問
う
、「
如
何
な
る
か
是
れ
隨
色
の
摩
尼
珠
。」
師
云
く
、「
青
黃
赤
白
。」「
如
何
な
る
か
是
れ
隨
色
せ
ざ
る
摩
尼
？
」

師
云
く
、「
青
黃
赤
白
に
非
ず
。」

【
日
譯
】

僧
が
問
う
、「
外
境
に
應
じ
て
色
が
變
化
す
る
摩
尼
珠
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。」
師
、「
青
に
も
黃
に
も
赤

に
も
白
に
も
、
ど
ん
な
色
に
も
な
る
。」「
外
境
に
應
じ
て
色
が
變
化
し
な
い
摩
尼
珠
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。」

師
、「
青
で
も
黃
で
も
赤
で
も
白
で
も
、
ど
ん
な
色
で
も
な
い
。」
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【
注
釋
】

○
本
則
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
、『
五
燈
會
元
』
卷
七
に
も
採
ら
れ
る
が
、「
非
青
黃
赤
白
」
を
「
青
黃
赤
白
」
に
作

る
。

○
僧
問
：
如
何
是
隨
色
摩
尼
珠
？
師
云
：
青
黃
赤
白　

摩
尼
珠
は
特
定
の
色
を
も
た
ぬ
か
ら
こ
そ
物
を
映
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

色
を
現
わ
す
。
そ
の
こ
と
を
心
（
一
心
、
佛
性
）
は
諸
相
を
離
れ
て
い
る
（
空
で
あ
る
）
か
ら
こ
そ
、
緣
に
應
じ
て
さ
ま
ざ

ま
な
相
を
現
わ
す
こ
と
に
喩
え
る
。

『
大
乘
起
信
論
』「
顯
示
正
義
」
で
は
、
衆
生
の
一
心
に
心
眞
如
門
と
心
生
滅
門
の
二
義
を
立
て
る
の
で
あ
る
が
、
法
藏
は

三
性
（
眞
實
の
あ
り
方
の
眞
如
、
縁
起
の
あ
り
方
の
依
他
、
迷
妄
の
あ
り
方
の
所
執
）
の
同
異
を
說
く
の
に
、
三
性
の
そ
れ
ぞ
れ
に

二
つ
の
意
味
が
あ
り
、
眞
如
に
不
變
の
義
（『
起
信
論
』
の
心
眞
如
門
）
と
隨
緣
の
義
（
心
生
滅
門
）
を
立
て
る
（『
華
嚴
一
乘
敎

義
分
齊
章
』
卷
四
「
義
理
分
齊
」、
T
四
五-

四
九
九
上
）。
こ
の
不
變
・
隨
緣
の
眞
如
を
『
大
明
三
藏
法
數
』
は
次
の
よ
う
に

說
明
し
て
い
る
。

眞
如
の
體
は
、
本
從よ

り
已
來
、
畢
竟
平
等
、
變
易
有
る
こ
と
無
く
、
破
壞
す
可
か
ら
ず
、
體
は
恆
に
寂
靜
に
し
て
、

一
も
異
相
無
し
、
故
に
不
變
眞
如
と
名
づ
く
。
眞
如
の
性
は
本も

と

生
滅
無
し
、
然
れ
ど
も
無
明
の
熏
動
に
因
り
て
一
切

の
相
を
起
こ
す
こ
と
、
水
の
風
に
因
り
て
妄
波
の
忽
ち
動
く
が
如
し
。
若
し
風
止
息
せ
ば
、
動
相
元
よ
り
無
し
、
故

に
隨
緣
眞
如
と
名
づ
く
。

こ
の
眞
如
の
不
變
の
義
と
隨
緣
の
義
が
相
違
し
な
い
こ
と
を
法
藏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
說
明
す
る
。

以
此
二
義
無
異
性
故
。
何
者
無
異
？
且
如
圓
成
，
雖
復
隨
緣
成
於
染
淨
而
恆
不
失
自
性
清
淨
。
祇
由
不
失
自
性
清
淨

故
，
能
隨
緣
成
染
淨
也
。
猶
如
明
鏡
現
於
染
淨
，
雖
現
染
淨
而
恆
不
失
鏡
之
明
淨
。
祇
由
不
失
鏡
明
淨
故
，
方
能
現

染
淨
之
相
。
以
現
染
淨
，
知
鏡
明
淨
；
以
鏡
明
淨
，
知
現
染
淨
。
是
故
二
義
，
唯
是
一
性
。（
Ｔ
四
五-

四
九
九
上
～
中
）
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（
こ
の
二
つ
の
義
は
本
性
が
同
じ
だ
か
ら
で
あ
る
。
ど
う
し
て
同
じ
な
の
か
？
　
圓
成
實
性
（
眞
實
性
・
眞
如
）
の
あ
り
方
か
ら
は

隨
緣
し
て
染
淨
を
現
わ
し
出
し
て
も
、
常
に
自
性
清
淨
な
る
を
失
わ
ず
、
自
性
清
淨
を
失
わ
な
い
か
ら
こ
そ
、
染
淨
に
隨
緣
で
き

る
の
だ
。
ち
ょ
う
ど
明
鏡
が
染
淨
を
映
し
出
し
、
染
淨
を
映
し
出
し
な
が
ら
常
に
鏡
の
明
淨
を
失
わ
な
い
よ
う
な
も
の
だ
。
鏡
の

明
淨
を
失
わ
な
い
か
ら
こ
そ
、
は
じ
め
て
染
淨
の
姿
を
映
し
出
せ
る
の
だ
。
染
淨
を
映
し
出
す
か
ら
、
鏡
は
明
淨
だ
と
分
か
り
、

鏡
は
明
淨
だ
か
ら
、
染
淨
を
映
し
出
せ
る
の
だ
。
ゆ
え
に
二
つ
の
義
は
同
じ
本
性
な
の
で
あ
る
。
）

「
隨
色
摩
尼
珠
」
に
つ
い
て
は
、『
楞
伽
經
』
卷
一
に
、

如
隨
衆
色
摩
尼
，
隨
入
衆
生
微
細
之
心
，
而
以
化
身
隨
心
量
度
，
諸
地
漸
次
相
續
建
立
。
（
Ｔ
一
六-

四
八
四
上
）

（
あ
ら
ゆ
る
色
に
變
わ
る
マ
ニ
珠
の
よ
う
に
、
微
細
な
、
衆
生
の
心
に
入
り
込
む
化
身
の
姿
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
に
他
な
ら

な
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
て
人
々
を
ボ
サ
ツ
の
地
の
次
第
の
な
か
に
導
き
ま
す
。
日
譯
は
常
盤
義
伸
『
ラ
ン
カ
ー
に
入
る

─
す
べ
て
の
ブ
ッ
ダ
の
敎
え
の
核
心
─
』
三
〇
頁
上
、
禪
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
八
年
）

と
あ
り
、
ま
た
『
圓
覺
經
』「
普
眼
菩
薩
章
」（
Ｔ
一
七-

九
一
四
下
）
に
、

善
男
子
！
譬
如
清
淨
摩
尼
寶
珠
，
映
於
五
色
，
隨
方
各
現
，
諸
愚
癡
者
見
彼
摩
尼
實
有
五
色
。

（
良
家
の
若
者
よ
、
た
と
え
ば
清
淨
な
る
摩
尼
寶
珠
は
五
色
を
映
し
出
す
が
、
向
き
に
應
じ
て
さ
ま
ざ
ま
に
現
わ
れ
る
の
に
、
愚
か

者
は
摩
尼
寶
珠
に
は
實
際
に
五
色
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
）

と
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
は
法
藏
の
隨
緣
眞
如
の
考
え
方
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
馬
祖
は
次
の
よ
う
に
說

い
て
い
る
。

馬
祖
大
師
云
：
「
汝
若
欲
識
心
，
秖
今
語
言
，
即
是
汝
心
。
喚
此
心
作
佛
，
亦
是
實
相
法
身
佛
，
亦
名
爲
道
。
經

云
：
『
有
三
阿
僧
祇
百
千
名
號
，
隨
世
應
處
立
名
。
』
如
隨
色
摩
尼
珠
，
觸
青
即
青
，
觸
黃
即
黃
，
體
非
一
切
色
。

如
指
不
自
觸
，
如
刀
不
自
割
，
如
鏡
不
自
照
，
隨
緣
所
見
之
處
，
各
得
其
名
。
」
（
『
宗
鏡
錄
』
卷
一
四
）
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（
君
が
心
を
知
り
た
い
な
ら
、
い
ま
語
る
は
た
ら
き
を
し
て
い
る
も
の
が
、
他
な
ら
ぬ
君
の
心
な
の
だ
。
こ
の
心
を
佛
と
呼
び
、
實

相
法
身
佛
と
も
、
道
と
も
呼
ぶ
の
だ
。
經
典
に
「
三
阿
僧
祇
に
百
千
の
佛
の
名
號
が
あ
る
の
は
、
時
と
場
所
に
應
じ
て
名
が
立
て

ら
れ
た
の
だ
」
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
隨
色
摩
尼
珠
が
、
青
色
に
觸
れ
る
と
青
く
な
り
、
黃
色
に
觸
れ
る
と
黃
色
く
な
る
よ
う

な
も
の
で
あ
り
、
寶
珠
の
ご
と
き
佛
心
の
本
體
は
ど
の
よ
う
な
色
で
も
な
い
の
だ
。
そ
の
本
體
は
、
指
自
身
は
自
分
の
指
を
指
さ

す
こ
と
が
で
き
ず
、
刀
自
身
は
自
ら
を
斬
る
こ
と
が
で
き
ず
、
鏡
は
自
ら
を
映
し
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
〔
心
も
自
ら
の

心
を
映
し
見
る
こ
と
が
で
き
ず
〕
、
心
が
隨
緣
し
て
見
ら
れ
た
も
の
に
、
そ
れ
ぞ
れ
名
が
つ
け
ら
れ
た
の
だ
。
）

『
宗
鏡
錄
』
卷
九
七
（
Ｔ
四
八-

九
四
〇
中
）
に
は
吉
州
思
和
尚
（
青
原
行
思
、
六
七
一
～
七
三
八
）
の
語
を
載
せ
て
お
り
、
冒
頭

よ
り
「
如
鏡
不
自
照
」
ま
で
は
馬
祖
の
語
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
そ
の
後
は
「
隨
像
所
現
之
處
，
各
各
不
同
，
得
名
優

劣
不
同
。」（
對
象
に
隨
緣
し
て
心
に
現
わ
れ
た
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
で
は
な
い
か
ら
、
つ
け
ら
れ
た
名
と
優
劣
に
は
違
い
が
あ
る
）

と
な
っ
て
い
る
が
、
意
味
は
同
じ
。

の
ち
に
宗
密
（
七
八
〇
～
八
四
一
）
は
『
裴
休
拾
遺
問
』
に
お
い
て
摩
尼
珠
を
喩
え
と
し
て
、
當
時
の
禪
宗
宗
派
の
優
劣
を

次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

寶
珠
は
諸
緣
に
對
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
色
を
映
す
が
、
愚
者
は
映
っ
た
色
だ
け
を
信
じ
て
、
寶
珠
の
明
淨
な
る
を
信
じ

な
い
た
め
に
、
色
を
磨
拭
し
て
明
淨
を
求
め
さ
せ
る
の
が
北
宗
、
寶
珠
そ
の
も
の
は
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
映
っ
た

色
が
寶
珠
そ
の
も
の
だ
と
す
る
の
が
洪
州
宗
、
寶
珠
も
映
っ
た
色
も
空
で
あ
る
と
す
る
の
が
牛
頭
宗
、
寶
珠
の
體
は

瑩き
よ
ら
か淨

に
し
て
圓
明
（
ま
ど
か
な
る
輝
き
・
知
）
の
は
た
ら
き
が
あ
り
、
映
っ
た
色
は
虛
妄
で
も
、
そ
れ
に
迷
わ
な
け
れ

ば
、
色
も
そ
の
ま
ま
で
寶
珠
だ
と
說
く
の
が
荷
澤
宗
で
あ
る
（
鎌
田
茂
雄
『
禪
源
諸
詮
集
都
序
』
「
中
華
傳
心
地
禪
門
師
資

承
襲
圖
」
〔
一
六
〕
～
〔
一
九
〕
の
要
約
）
。

さ
ら
に
「
眞
心
（
摩
尼
珠
）
の
本
體
に
は
自
性
の
本
用
（
ま
ど
か
な
る
輝
き
・
知
の
は
た
ら
き
）
と
隨
緣
の
應
用
（
輝
き
が
物
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を
映
す
は
た
ら
き
）
が
あ
り
、
洪
州
宗
は
隨
緣
の
應
用
だ
け
で
、
自
性
の
本
用
を
缺
い
て
い
る
」
と
批
判
し
て
い
る
（
同

〔
二
一
〕）。

『
趙
州
錄
』
卷
上
に
い
う
、

問
：
「
承
敎
有
言
，
隨
色
摩
尼
珠
。
如
何
是
本
色
？
」
師
召
僧
名
，
僧
應
諾
。
師
云
：
「
過
者
邊
來
。
」
僧
便
過
。

又
問
：
「
如
何
是
本
色
？
」
師
云
：
「
且
隨
色
走
！
」
（
秋
月
校
本
一
四
九
）

（
問
う
、
「
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
隨
色
摩
尼
珠
と
い
う
も
の
が
敎
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
の
摩
尼
の
本
當
の
色
と

は
ど
う
い
う
も
の
で
し
ょ
う
か
？
」
師
は
僧
の
名
を
呼
ん
だ
。
僧
は
「
は
い
」
と
返
事
を
し
た
。
師
、
「
こ
っ
ち
へ
來
な
さ
い
。
」

僧
は
す
ぐ
に
そ
ば
に
行
っ
た
［
呼
ば
れ
て
返
事
す
る
こ
と
を
成
り
立
た
せ
、
こ
っ
ち
へ
來
い
と
言
わ
れ
て
應
ず
る
こ
と
を
成
り

立
た
せ
て
い
る
君
の
本
分
事
（
佛
性
）
が
そ
う
だ
］
。
分
か
ら
ず
に
重
ね
て
問
う
た
、
「
本
當
の
色
と
は
ど
う
い
う
も
の
で
し
ょ
う

か
？
」
師
、
「
外
境
に
つ
い
て
步
き
ま
わ
っ
て
お
れ
！
」
）

○
如
何
是
不
隨
色
摩
尼
？
師
云
：
非
青
黄
赤
白　
「
色
に
隨
わ
ざ
る
不
變
の
摩
尼
」
を
『
大
明
三
藏
法
數
』
に
言
う
「
不
變

眞
如
」（「
本
從よ

り
已
來
、
畢
竟
平
等
、
變
易
有
る
こ
と
無
く
、
破
壞
す
可
か
ら
ず
、
體
は
恆
に
寂
靜
に
し
て
、
一
も
異
相
無

し
」）
の
こ
と
と
す
る
な
ら
、「
青
黃
赤
白
に
非
ず
」
と
は
、
不
變
易
の
本
體
を
認
め
る
立
場
で
あ
る
。
石
頭
系
の
禪
は
洞

山
の
時
代
に
な
る
と
、
五
蘊
身
の
は
た
ら
き
を
佛
性
の
は
た
ら
き
と
見
な
す
洪
州
宗
に
對
し
て
、
五
蘊
身
の
次
元
に
同

定
で
き
な
い
法
身
を
認
め
て
そ
の
關
係
を
「
不
一
不
二
」
と
見
る
禪
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
「
非
青
黃
赤
白
」
は
馬
祖

禪
を
再
檢
討
し
た
洞
山
系
の
立
場
か
ら
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。『
景
德
傳
燈
錄
』
が
「
青
黃
赤
白
」
に
變
え
た
の
は
、

「
色
に
隨
わ
ざ
る
摩
尼
」
な
ら
ば
青
黃
赤
白
に
な
ら
な
い
こ
と
は
自
明
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
も
し
「
青
黃
赤
白
」
な
ら
ば

馬
祖
禪
の
立
場
で
あ
る
。
し
か
し
「
不
隨
色
摩
尼
」
即
「
不
變
眞
如
」
と
見
な
し
て
よ
い
か
ど
う
か
？

法
藏
は
「
不
變
の
義
」
と
「
隨
緣
の
義
」
は
同
じ
だ
と
し
て
、「
鏡
の
明
淨
を
失
わ
な
い
か
ら
こ
そ
、
は
じ
め
て
染
淨
の
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姿
を
映
し
出
せ
る
の
だ
。
染
淨
を
映
し
出
す
か
ら
、
鏡
は
明
淨
だ
と
分
か
り
、
鏡
は
明
淨
だ
か
ら
、
染
淨
を
映
し
出
せ
る

の
だ
」（
上
引
『
華
嚴
一
乘
敎
義
分
齊
章
』
卷
四
「
義
理
分
齊
」）
と
說
い
た
よ
う
に
、「
不
變
眞
如
」
は
明
淨
不
變
の
本
體
を
失

わ
な
い
か
ら
こ
そ
「
青
黃
赤
白
」
と
な
り
、「
青
黃
赤
白
」
と
な
る
か
ら
こ
そ
明
淨
不
變
の
本
體
だ
と
分
か
る
の
で
あ
る
。

法
眼
文
益
の
頌
十
四
首
の
「
僧
問
隨
色
摩
尼
珠
」
頌
は
、

摩
尼
不
隨
色
，
色
裏
勿
摩
尼
。
摩
尼
與
衆
色
，
不
合
不
分
離
。
（
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
二
九
）

（
摩
尼
珠
が
諸
色
に
應
じ
て
そ
の
色
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
色
の
な
か
に
摩
尼
珠
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
摩
尼
と
衆
色
は
、
合

體
し
て
い
る
の
で
も
分
離
し
て
い
る
の
で
も
な
い
。
）

と
言
っ
て
、
摩
尼
珠
と
色
は
不
一
不
二
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
敎
理
ど
お
り
の
理
解
で
あ
る
。

本
書
卷
一
九
「
靈
雲
和
尚
章
」
第
一
〇
則
に
次
が
あ
る
。

問
：
「
摩
尼
不
隨
衆
色
，
未
審
作
什
摩
色
？
」
師
云
：
「
作
白
色
。
」
進
曰
：
「
這
个
是
衆
［
色
］
也
。
」
師
云
：

「
玉
本
無
瑕
，
相
如
誑
於
秦
主
。
」

（
問
う
、
「
摩
尼
珠
が
さ
ま
ざ
ま
な
色
を
映
さ
な
い
と
き
、
ど
ん
な
色
を
し
て
い
る
の
で
す
か
。
」
師
、
「
白し

ろ

色い
ろ

だ
。
」
「
そ
れ
な
ら
さ

ま
ざ
ま
な
色
を
映
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
」
師
、
「
玉
に
は
も
と
も
と
瑕
な
ど
な
い
の
だ
が
、
藺り

ん

相
し
ょ
う

如じ
ょ

は
秦
主
を
あ
ざ
む
い

て
玉
を
取
り
戻
し
た
。
」
［
君
か
ら
摩
尼
珠
を
取
り
戻
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
衆
色
に
隨
わ
ざ
る
摩
尼
と
い
う
前
提
は
誤
り
だ

と
い
う
こ
と
。
］
）

こ
の
對
話
を
も
と
に
考
え
る
な
ら
ば
、「
如
何
是
不
隨
色
摩
尼
？
師
云
：
非
青
黃
赤
白
」
と
は
、「
不
隨
色
摩
尼
な
ど
は
、

色
を
映
さ
ぬ
僞
物
に
す
ぎ
ぬ
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
敎
理
の
「
不
一
不
二
」、
馬
祖
・
石
頭
か
ら
も
脱
却
し
た
わ
け
で
、

も
と
も
と
「
隨
色
摩
尼
珠
」
な
ど
譬
喩
と
し
て
持
ち
出
さ
れ
た
架
空
の
話
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
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〔
三
〕
法
界
を
含
む
一
塵
と
は
？

問
：
「
如
何
是
一
塵
？
」
師
云
：
「
九
世
刹
那
分
。」「
如
何
含
法
界
？
」
師
云
：
「
法
界
在
什
摩
處
？
」

【
訓
讀
】

問
う
、「
如
何
な
る
か
是
れ
一
塵
？
」
師
云
く
、「
九
世
は
刹
那
に
分
か
る
。」「
如い

か何
ん
ぞ
法
界
を
含
む
？
」
師
云
く
、

「
法
界
は
什い

ず

こ
摩
處
に
か
在
る
？
」

【
日
譯
】

問
う
、「
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
法
界
を
含
む
一
塵
な
の
で
す
か
？
」
師
、「
九
世
の
永
遠
の
時
間
が
刹
那
ご
と
に
一
念
に

な
る
と
い
う
こ
と
だ
。」「
そ
れ
が
ど
う
し
て
一
塵
が
法
界
を
含
む
こ
と
な
の
で
す
か
？
」
師
、「
法
界
は
ど
こ
に
あ
る
の

か
？
」

【
注
釋
】

○
本
則
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
、『
五
燈
會
元
』
卷
七
に
も
收
む
。

○
問
：
如
何
是
一
塵
？
師
云
：
九
世
刹
那
分　

問
う
、「
ど
う
い
う
こ
と
が
法
界
（
全
世
界
）
を
含
む
一
塵
な
の
で
す
か
？
」

師
、「
九
世
の
永
遠
の
時
間
が
刹
那
ご
と
に
一
念
に
な
る
と
い
う
こ
と
と
同
じ
だ
。」

こ
の
問
答
は
「
一
塵
は
法
界
を
含
み
、
九
世
は
刹
那
に
分
か
る
」（『
宗
鏡
錄
』
卷
二
四
）、
或
い
は
「
一
塵
は
法
界
を
含
み
、

九
世
は
念
中
に
分
か
る
」（
法
藏
撰
『
華
嚴
經
傳
記
』
卷
五
）
と
い
う
成
句
が
あ
り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
い
る
。
前
句
の
「
一

塵
含
法
界
」
は
存
在
に
お
け
る
相
即
相
入
の
さ
ま
を
表
わ
し
、
後
句
の
「
九
世
刹
那
分
」
は
時
間
に
お
け
る
相
即
相
入
の

さ
ま
を
表
わ
す
。
問
い
の
「
如
何
是
一
塵
」
は
法
界
を
含
む
一
塵
に
つ
い
て
問
う
も
の
。
化
度
和
尚
は
そ
れ
に
對
し
て

「
一
塵
は
法
界
を
含
み
、
九
世
は
刹
那
に
分
か
る
」
と
い
う
成
句
を
使
っ
て
答
え
た
。「
九
世
」
と
は
、
過
去
・
現
在
・
未

來
の
三
世
の
そ
れ
ぞ
れ
に
三
世
が
あ
っ
て
三
三
が
九
世
と
な
る
。
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『
宗
鏡
錄
』
卷
二
四
の
末
尾
に
言
う
、

如
上
廣
引
諸
聖
微
言
，
則
知
我
之
身
心
，
世
出
世
間
、
一
切
淨
穢
國
土
、
眞
俗
法
門
，
配
當
無
差
，
靡
不
具
足
。
故

云
：
「
一
塵
含
法
界
，
九
世
刹
那
分
。
」
又
云
：
「
解
則
十
方
一
心
中
，
迷
則
方
寸
千
里
外
。
」
若
能
如
是
正
解
圓

通
，
則
十
方
世
界
擎
在
掌
中
，
四
海
波
瀾
吸
歸
毛
孔
。
有
何
難
哉
？
可
謂
密
室
靜
坐
，
成
佛
不
久
矣
。

（
上
に
廣
く
引
い
た
諸
聖
の
奥
深
い
言
葉
に
よ
っ
て
、
己
の
心
は
、
世
間
出
世
間
、
一
切
の
淨
穢
國
土
、
眞
諦
俗
諦
の
法
門
が
組
み

合
わ
さ
っ
て
寸
分
も
違
わ
ず
、
具
足
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
故
に
「
一
塵
は
法
界
を
含
み
、
九
世
は
刹
那
に
分
か
る
」
と
言
い
、

ま
た
「
悟
れ
ば
十
方
は
己
の
一
心
に
收
ま
り
、
迷
え
ば
目
の
前
の
こ
と
が
千
里
の
彼
方
の
こ
と
に
な
る
」
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
よ

う
に
一
切
は
圓
通
し
て
い
る
こ
と
を
悟
れ
ば
、
十
方
世
界
は
掌
に
載
り
、
毛
孔
に
四
海
が
吸
い
込
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
も
、
何
の

難
し
い
こ
と
な
ど
あ
ろ
う
か
？
　
部
屋
を
閉
ざ
し
て
靜
坐
す
れ
ば
、
成
佛
は
遠
い
將
來
の
こ
と
で
は
な
い
と
言
え
よ
う
。
）

ま
た
法
藏
撰
『
華
嚴
經
傳
記
』
卷
五
「
雜
述
」
第
一
〇
「
華
嚴
讚
禮
十
卷
十
首
」
に
、

至
心
に
歸
命
し
禮
す
、
華
嚴
第
一
會
に
。
樹
王
は
寶
位
に
登
り
、
蓮
界
に
華
文
を
演
ず
。
聖
衆
は
眉
間
よ
り
出
で
、

神
光
は
面
門
よ
り
發
す
。
座
中
よ
り
慧
海
流
れ
、
毛
孔
よ
り
慈
雲
現
わ
る
。
一
塵
は
法
界
を
含
み
、
九
世
は
念
中
に

分
か
る
。
願
わ
く
は
諸
の
衆
生
と
共
に
、
同
じ
く
華
藏
界
に
遊
ば
ん
こ
と
を
。
」
（
Ｔ
五
一-

一
七
二
下
）

本
書
卷
一
二
「
後
雲
蓋
和
尚
章
」
第
三
則
に
、

問
：
「
古
人
有
言
：
一
塵
含
法
界
。
如
何
是
一
塵
含
法
界
？
」
師
云
：
「
通
身
躰
不
圓
。
」
（
そ
ん
な
問
い
を
す
る
よ
う

で
は
、
君
の
身
心
ま
る
ご
と
圓
通
し
て
お
ら
ぬ
。
）「
如
何
是
九
世
刹
那
分
？
」
師
云
：
「
繁
興
不
布
彩
。
」
（
君
は
は
た
ら
き

を
發
揮
し
て
も
光
彩
を
缺
い
て
い
る
）

ま
た
『
建
中
靖
國
續
燈
錄
』
卷
二
「
香
林
澄
遠
章
」
に
、

問
：
「
一
塵
含
法
界
，
九
世
刹
那
分
。
未
審
一
塵
從
何
起
？
」
師
云
：
「
起
也
！
」
（
一
塵
が
生
じ
た
ぞ
！
）
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○
如
何
含
法
界
？　

化
度
は
「
一
塵
が
法
界
（
全
世
界
）
を
含
む
と
い
う
こ
と
と
、
一
念
に
永
遠
の
時
間
が
含
ま
れ
て
い
る

の
と
は
同
じ
だ
」
と
答
え
た
が
、
僧
に
は
時
間
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と
が
、
ど
う
し
て
存
在
に
つ
い
て
も
言
え
る
の
か
が

分
か
ら
ず
、「
そ
れ
が
ど
う
し
て
〈
一
塵
が
法
界
を
含
む
〉
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
？
」
と
訊
き
な
お
し
た
。

九
世
（
永
遠
の
時
間
）
と
一
念
の
關
係
に
つ
い
て
、
法
藏
撰
と
さ
れ
る
『
華
嚴
經
義
海
百
門
』「
溶
融
任
運
門
」
第
四
に
十

義
に
分
か
つ
う
ち
の
第
六
「
融
念
劫
」
に
い
う
、

六
融
念
劫
者
，
如
見
塵
時
，
是
一
念
心
所
現
。
此
一
念
之
心
現
時
，
全
是
百
千
大
劫
。
何
以
故
？
以
百
千
大
劫
由

本
一
念
，
方
成
大
劫
。
既
相
成
立
，
俱
無
體
性
。
由
一
念
無
體
，
即
通
大
劫
，
大
劫
無
體
，
即
該
一
念
。
由
念
劫
無

體
，
長
短
之
相
自
融
。
乃
至
遠
近
世
界
，
佛
及
衆
生
，
三
世
一
切
事
物
，
莫
不
皆
於
一
念
中
現
。
何
以
故
？
一
切
事

法
，
依
心
而
現
。
念
既
無
礙
，
法
亦
隨
融
。
是
故
一
念
即
見
三
世
一
切
事
物
顯
然
。
經
云
：
「
或
一
念
即
百
千
劫
，

百
千
劫
即
一
念
。
」
（
Ｔ
四
五-
六
三
〇
上
）

（
六
、
一
念
と
無
量
劫
が
融
合
す
る
と
い
う
の
は
、
一
塵
を
見
る
時
、
一
念
心
が
現
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
一
念
心
が
現
わ
れ
る
時
、

ま
る
ま
る
百
千
大
劫
（
永
遠
）
の
時
間
な
の
だ
。
ど
う
し
て
か
？
　
百
千
大
劫
は
本
と
一
念
心
に
依
據
し
て
大
劫
と
な
る
か
ら
で

あ
る
。
一
念
心
と
大
劫
が
成
立
す
る
か
ら
に
は
、
一
念
心
に
も
大
劫
に
も
本
體
と
し
て
永
遠
に
変
わ
ら
ぬ
本
性
は
な
い
。
一
念
心

に
體
が
な
い
か
ら
大
劫
に
通
同
し
、
大
劫
に
も
體
が
な
い
か
ら
、
そ
の
ま
ま
一
念
心
に
該
當
す
る
。
念
と
劫
が
無
體
だ
か
ら
、
長

短
の
相
貌
は
自
然
に
融
合
す
る
。
こ
う
し
て
遠
近
の
世
界
も
、
佛
も
衆
生
も
、
三
世
の
一
切
の
事
物
も
、
皆
な
一
念
心
中
に
現
わ

れ
る
。
ど
う
し
て
か
？

　
一
切
の
事
法
は
、
心
に
依
據
し
て
現
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
一
念
心
に
何
の
礙
げ
も
な
い
か
ら
に
は
、

存
在
も
そ
れ
に
從
っ
て
融
合
す
る
。
こ
う
い
う
こ
と
か
ら
、
一
念
心
に
三
世
一
切
の
事
物
が
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
は
っ
き
り
し

て
い
る
。
ゆ
え
に
『
華
嚴
經
』
に
は
、
「
あ
る
場
合
は
一
念
心
は
百
千
劫
で
あ
り
、
あ
る
場
合
は
百
千
劫
が
一
念
心
で
あ
る
」
と
說

か
れ
る
。
）
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ま
た
永
明
延
壽
（
九
〇
四
～
九
七
五
）
は
「
心
賦
」
の
「
念
劫
融
通
而
延
促
同
時
」（
一
念
と
大
劫
は
溶
け
合
っ
て
通
じ
、
長
短
は

同
時
）
に
自
ら
注
し
て
、
先
の
『
華
嚴
經
義
海
百
門
』
の
「
融
念
劫
者
～
長
短
之
相
自
融
」
を
引
き
、
つ
づ
け
て
次
の
よ

う
に
說
く
。

然
亦
不
壞
長
短
之
相
。
故
云
：
「
塵
含
法
界
，
無
虧
大
小
；
念
包
九
世
，
延
促
同
時
。
」
九
世
者
，
過
去
世
中
有
現

在
未
來
，
未
來
世
中
有
過
去
現
在
，
現
在
世
中
有
過
去
未
來
，
三
三
成
九
世
。
（
『
心
賦
注
』
卷
三
）

（
し
か
し
な
が
ら
、
相
對
的
な
長
短
の
相
貌
は
壞
れ
な
い
。
そ
れ
で
「
一
塵
は
法
界
を
含
み
な
が
ら
、
存
在
の
相
對
的
な
大
小
は
壞

れ
ず
、
一
念
心
は
九
世
を
包
攝
し
て
、
長
短
の
ま
ま
に
同
時
で
あ
る
」
と
言
う
の
で
あ
る
。
九
世
と
い
う
の
は
、
過
去
世
に
現
在

未
來
が
あ
り
、
未
來
世
に
過
去
現
在
が
あ
り
、
現
在
世
に
過
去
未
來
が
あ
る
か
ら
、
三
三
が
九
世
と
な
る
。
）

以
上
の
よ
う
に
、
己
の
心
に
お
い
て
時
間
と
存
在
は
離
れ
て
あ
る
の
で
は
な
い
か
ら
、
時
間
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と
は
、

存
在
に
つ
い
て
も
言
え
る
の
で
あ
り
、「
一
塵
含
法
界
」
と
「
九
世
刹
那
分
」
は
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

○
師
云
：
法
界
在
什
摩
處
？　
「
そ
な
た
の
い
う
（
觀
念
と
し
て
の
）
法
界
な
る
も
の
は
、
ど
こ
に
あ
る
と
い
う
の
か
？
」

一
塵
も
法
界
も
空
で
あ
る
か
ら
、「
一
塵
含
法
界
」
が
成
り
立
つ
。

〔
四
〕
六
國
未
だ
寧や

す

か
ら
ず

問
：
「
六
國
未
寧
時
如
何
？
」
師
云
：
「
是
汝
。」「
寧
後
如
何
？
」
師
云
：
「
是
汝
。」

【
訓
讀
】

問
う
、「
六
國
未
だ
寧や

す

か
ら
ざ
る
時
は
如
何
？
」
師
云
く
、「
是
れ
汝
な
り
。」「
寧
か
り
し
後
は
如
何
？
」
師
云
く
、「
是

れ
汝
な
り
。」

【
日
譯
】
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問
う
、「
六
根
が
ま
だ
穩
や
か
で
な
い
場
合
は
ど
う
し
た
も
の
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、「
ほ
か
な
ら
ぬ
お
前
自
身
の
こ
と

だ
。」「
安
寧
に
な
っ
た
ら
ど
う
な
り
ま
す
か
？
」
師
、「
ほ
か
な
ら
ぬ
お
前
自
身
の
こ
と
だ
。」

【
注
釋
】

○
本
則
は
本
書
の
み
の
收
錄
で
あ
る
。

○
六
國
未
寧
時
如
何
？　

六
國
は
戰
國
時
代
の
齊
・
楚
・
燕
・
韓
・
趙
・
魏
の
六
國
の
こ
と
で
あ
る
が
、
禪
錄
で
は
六
根
の

喩
え
。
洞
山
良
价
（
八
〇
七
～
八
六
九
）
に
僧
が
問
う
た
の
が
初
出
の
よ
う
で
あ
る
。

問
：
「
六
國
不
寧
時
如
何
？
」
師
曰
：
「
臣
無
功
。
」
僧
曰
：
「
臣
有
功
時
如
何
？
」
師
云
：
「
國
界
安
清
。
」
僧

曰
：
「
安
清
後
如
何
？
」
師
曰
：
「
君
臣
道
合
。
」
僧
云
：
「
臣
傳
（
轉
）
身
後
如
何
？
」
師
曰
：
「
不
知
有
君
。
」

（
本
書
卷
六
「
洞
山
和
尚
章
」
第
二
九
則
）

（
問
う
、
「
六
國
が
平
和
で
な
い
と
き
は
ど
う
す
れ
ば
よ
ろ
し
い
か
？
」
洞
山
、
「
功
臣
が
お
ら
ぬ
の
だ
。
」
僧
、
「
功
臣
が
い
た
ら
ど

う
で
し
ょ
う
？
」
洞
山
、
「
國
内
は
平
和
だ
。
」
僧
、
「
平
和
に
な
れ
ば
ど
う
な
り
ま
す
か
？
」
洞
山
、
「
君
王
と
臣
下
は
心
が
一
つ

に
な
る
。
」
僧
、
「
臣
が
臣
の
境
位
を
變
え
る
と
ど
う
な
り
ま
す
か
？
」
洞
山
、
「
君
王
が
い
る
こ
と
な
ど
知
ら
ぬ
こ
と
と
な
る
。
」
）

洞
山
の
こ
の
問
答
は
、
六
根
（
六
國
）
と
色
身
（
臣
）
と
君
（
法
身
）
の
關
係
を
說
く
も
の
。
法
身
そ
の
も
の
は
六
根
六
識

（
心
）
を
靜
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
色
身
が
禪
定
に
よ
っ
て
靜
ま
っ
た
と
き
、
身
心
一
如
と
な
り
、
法
身
と
色
身
は

一
つ
に
な
る
。
そ
し
て
臣
が
君
臣
不
二
に
轉
身
し
た
と
き
、
君
（
法
身
）
の
存
在
を
忘
却
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
の
ち
「
六
國
未
寧
時
如
何
？
」
と
問
う
こ
と
が
唐
末
よ
り
宋
初
に
か
け
て
し
ば
し
ば
お
こ
な
わ
れ
た
。

「
六
國
」
を
「
六
根
」
の
喩
え
と
す
る
用
例
は
、『
續
刊
古
尊
宿
語
要
』
第
一
集
「
黃
龍
南
禪
師
語
」
に
、

心
王
不
妄
動
，
六
國
一
時
通
。
罷
拈
三
尺
劍
，
休
弄
一
張
弓
。

（
心
王
が
み
だ
り
に
動
か
な
け
れ
ば
、
六
根
は
一
齊
に
好よ

し

み誼
を
通
ず
る
。
劍
を
振
る
う
こ
と
も
、
弓
を
引
く
こ
と
も
な
い
。
）
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と
あ
る
。
以
下
に
四
例
を
擧
げ
て
お
く
。

（
一
）
問
：
「
六
國
未
寧
時
如
何
？
」
師
云
：
「
你
自
問
取
。
」
云
：
「
寧
後
如
何
？
」
師
云
：
「
更
須
你
答
渠
。
」

（
原
作
「
更
須
問
你
你
答
渠
」
，
「
問
你
」
二
字
當
衍
）
云
：
「
還
可
向
渠
道
也
無
？
」
師
云
：
「
爲
什
麼
自
起
自

倒
？
」
（
『
玄
沙
廣
錄
』
卷
上
、
禪
文
化
研
究
所
譯
注
119
頁
）

（
問
う
「
六
國
が
ま
だ
穩
や
か
で
な
い
と
き
は
ど
う
し
た
も
の
で
し
ょ
う
か
？
」
師
「
（
君
の
六
國
な
の
だ
か
ら
）
君
自
身

に
問
い
な
さ
い
。
」
「
穩
や
か
に
な
れ
ば
ど
う
で
し
ょ
う
？
」
師
、
「
も
う
一
度
、
君
が
彼
に
言
っ
て
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」

「
い
っ
た
い
彼
に
言
っ
て
や
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、
「
な
ぜ
君
は
獨
り
相
撲
を
と
っ
て
い
る
の
だ
。
」
）

（
二
）
問
：
「
六
國
未
寧
時
，
什
麼
人
作
主
？
」
師
云
：
「
自
有
本
來
者
。
」
學
云
：
「
如
何
是
本
來
者
？
」
師
以
拂

子
驀
口
打
。
（
『
古
尊
宿
語
錄
』
卷
三
六
「
投
子
和
尚
語
錄
」
）

（
問
う
、
「
六
國
が
ま
だ
穩
や
か
で
な
い
と
き
、
ど
ん
な
人
が
國
王
に
な
る
の
で
し
ょ
か
？
」
師
、
「
も
と
も
と
本
來
の
國
王

が
お
る
。
」
學
人
、
「
本
來
の
國
王
と
は
？
」
師
は
拂
子
で
僧
の
口
め
が
け
て
打
っ
た
。
）

（
三
）
問
：
「
六
國
未
寧
時
如
何
？
」
師
云
：
「
千
里
何
明
！
」
進
云
：
「
爭
柰
不
明
何
？
」
師
云
：
「
賴
遇
適
來
道

了
。
」
（
『
雲
門
廣
錄
』
卷
上
）

（
問
う
、
「
六
國
が
ま
だ
穩
や
か
で
な
い
と
き
は
ど
う
し
た
も
の
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、
「
千
里
さ
き
ま
で
な
ん
と
明
る
い
こ

と
か
！
」
（
ち
ゃ
ん
と
君
の
佛
性
は
光
り
輝
い
て
い
る
で
は
な
い
か
。
）「
明
る
く
な
い
の
は
ど
う
し
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。
」
師
、
「
幸
い

に
た
っ
た
い
ま
答
え
に
出
逢
っ
た
。
」
）

（
四
）
問
：
「
六
國
未
寧
時
如
何
？
」
師
：
「
作
亂
者
誰
？
」
（
『
五
燈
會
元
』
卷
一
三
「
洛
京
靈
泉
歸
仁
禪
師
章
」
）

（
問
う
、
「
六
國
が
ま
だ
穩
や
か
で
な
い
と
き
は
ど
う
し
た
も
の
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、
「
亂
を
起
こ
し
て
い
る
の
は
誰
な
の

だ
？
」
（
ほ
か
な
ら
ぬ
お
前
自
身
だ
）
）
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こ
れ
ら
は
み
な
、
汝
自
身
の
六
國
（
六
根
）
の
こ
と
は
汝
自
身
で
し
か
解
決
で
き
ぬ
こ
と
と
し
て
、
問
僧
を
突
き
放
し
て

い
る
。

○
是
汝　
「
君
の
六
根
が
未
寧
な
の
も
寧
で
あ
る
の
も
、
他
の
誰
の
こ
と
で
も
な
い
、
ほ
か
な
ら
ぬ
君
自
身
の
こ
と
だ
、
人

に
訊
い
て
ど
う
す
る
？
」
以
下
に
こ
れ
に
類
す
る
答
え
の
例
を
擧
げ
る
。

（
一
）
擧
。
僧
問
潙
山
：
「
如
何
是
道
？
」
潙
云
：
「
無
心
是
道
。
」
僧
云
：
「
某
甲
不
會
。
」
潙
云
：
「
會
取
不
會
底

好
。
」
僧
云
：
「
如
何
是
不
會
底
？
」
潙
云
：
「
只
是
你
，
不
是
別
人
。
」
（
『
拈
八
方
珠
玉
集
』
卷
上
）

（
僧
が
潙
山
に
問
う
、
「
道
と
は
ど
う
い
う
も
の
で
し
ょ
う
か
？
」
潙
山
、
「
無
心
が
道
だ
。
」
僧
、
「
私
に
は
分
か
り
ま
せ

ん
。
」
潙
山
、
「
分
か
ら
ぬ
も
の
を
分
か
れ
ば
よ
い
の
だ
。
」
僧
、
「
分
か
ら
ぬ
も
の
と
は
何
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
？
」
潙
山
、

「
他
な
ら
ぬ
お
前
だ
、
他
の
人
の
こ
と
で
は
な
い
。
」
）

（
二
）
師
云
：
「
你
聞
鼓
聲
也
無
？
」
稜
云
：
「
某
不
可
不
識
鼓
聲
。
」
師
云
：
「
若
聞
鼓
聲
，
只
是
你
。
」
稜
云
：

　
　
「
不
會
。
」
師
云
：
「
你
且
喫
粥
去
。
」
（
『
玄
沙
廣
錄
』
卷
上
［
九
］
）

（
玄
沙
、
「
君
は
太
鼓
の
音
が
聞
こ
え
る
か
？
」
慧
稜
、
「
わ
た
し
に
太
鼓
の
音
が
分
か
ら
ぬ
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」
玄
沙
、

「
太
鼓
の
音
が
聞
こ
え
る
の
は
、
君
に
ほ
か
な
ら
ぬ
。
」
慧
稜
、
「
わ
か
り
ま
せ
ん
。
」
玄
沙
、
「
ひ
と
ま
ず
粥
を
食
べ
て
き
な

さ
い
。
」）

〔
五
〕
維
摩
の
沈
默

問
：
「
只
如
維
摩
，
登
時
或
有
人
問
，
和
尚
如
何
祇
遣
？
」
師
云
：
「
唯
有
門
前
鏡
湖
水
，
清
風
不
改
舊
時
波
。」

【
訓
讀
】

問
う
、「
只
だ
維
摩
の
如
き
、
登そ

の

時と
き

或も

し
人
有
り
て
問
わ
ば
、
和
尚
如い

か何
ん
が
祇し

遣け
ん

せ
ん
？
」
師
云
く
、「
唯
だ
門
前
の
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鏡き
ょ
う

湖こ

の
水
の
み
有
り
て
、
清
風
は
改
め
ず
舊
時
の
波
。」

【
日
譯
】

問
う
、「
維
摩
の
場
合
で
す
が
、
當
時
も
し
和
尚
に
問
う
人
が
あ
っ
た
ら
、
ど
う
對
處
さ
れ
ま
す
か
？
」
師
、「
た
だ
わ

が
門
前
の
鏡
湖
の
水
だ
け
は
、
依
然
昔
の
ま
ま
に
清
風
に
さ
ざ
波
が
立
つ
ば
か
り
。」

【
注
釋
】

○
本
則
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
、『
宗
門
摭
英
集
』
卷
中
、『
五
燈
會
元
』
卷
七
に
も
收
む
。

○
只
如
維
摩
，
登
時
或
有
人
問
，
和
尚
如
何
祇
遣
？　

こ
の
問
い
に
は
異
文
が
あ
っ
て
、
本
書
以
外
は
み
な
「
維
摩
と
文

殊
、
何
事
を
か
對
談
す
？
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
則
の
問
い
の
「
登
時
或
し
人
有
り
て
問
わ
ば
、
和
尚
如
何
ん
が

祇
遣
せ
ん
？
」
と
は
、
維
摩
が
「
不
二
の
法
門
」
に
答
え
た
「
黙
然
」
に
つ
い
て
問
わ
れ
た
な
ら
ば
、
和
尚
は
ど
う
對

處
す
る
か
、
と
い
う
質
問
に
な
る
。『
維
摩
經
』「
入
不
二
法
門
品
」
に
文
殊
菩
薩
ら
三
十
二
人
が
二
項
對
立
を
超
え
る
辯

證
法
「
不
二
の
法
門
」
を
提
示
し
た
あ
と
、
維
摩
詰
は
そ
れ
ら
す
べ
て
に
對
し
て
、
黙
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
文
字
語
言

有
る
無
き
」
道
を
示
し
た
。「
登
時
」
は
「
當
時
」
に
同
じ
（
登
唐
韻
通
用
。
梅
祖
麟
「
從
詩
律
和
語
法
來
看
『
焦
仲
卿
妻
』
的
寫

作
年
代
」《『
歷
史
語
言
研
究
所
集
刊
』
第
五
三
本
第
二
分
册
、
一
九
八
二
年
》
は
後
漢
以
後
に
起
こ
っ
た
方
言
現
象
と
い
う
）。「
祇
遣
」

は
「
支
遣
」
に
同
じ
（『
廣
韻
』「
祇
」、「
支
」
同
音
，
章
移
切
）。
あ
し
ら
う
、
か
た
を
つ
け
る
、
對
處
す
る
意
（『
禪
語
辭
典
』、

『
宋
語
言
詞
典
』「
支
遣
」
の
項
）。「
生
死
到
來
せ
ば
却
っ
て
如
何
が
支
遣
せ
ん
？
」（『
大
慧
語
錄
』
卷
一
四
「
秦
國
太
夫
人
請
普

說
」）。
た
だ
「
祇
遣
」
の
用
例
は
少
な
く
、
本
書
で
も
こ
こ
の
み
。

○
唯
有
門
前
鏡
湖
水
，
清
風
不
改
舊
時
波　
『
宗
門
摭
英
集
』
卷
中
は
「
唯
有
滔
滔
鏡
湖
水
，
春
風
不
改
舊
時
波
」。
二
句
は

賀
知
章
（
六
五
九
～
七
四
四
）
の
「
郷
に
回か
え

り
て
偶た
ま
たま
書
す
」
詩
二
首
の
第
二
首
。

離
別
家
郷
歲
月
多
，
近
來
人
事
半
銷
磨
。
唯
有
門
前
鏡
湖
水
，
春
風
不
改
舊
時
波
。
（
『
全
唐
詩
』
卷
一
一
二
）



79

禅文化研究所紀要 第36号（令和5年5月）

（
年
老
い
て
歸
郷
し
て
み
る
と
、
す
っ
か
り
變
わ
っ
て
し
ま
い
、
近
ご
ろ
は
人
づ
き
あ
い
も
少
な
く
な
っ
た
が
、
鏡
湖
の
風
情
だ
け

は
昔
の
春
の
ま
ま
だ
。
）

「
鏡
湖
」
は
越
州
會
稽
縣
（
今
紹
興
市
）。
後
漢
永
和
五
年
（
一
四
〇
）
會
稽
太
守
馬
臻
の
耕
地
水
利
工
事
に
よ
っ
て
造
ら

れ
、
歷
代
に
わ
た
っ
て
増
築
さ
れ
た
が
、
北
宋
に
干
拓
さ
れ
て
ほ
ぼ
湮
滅
し
、
い
ま
浙
江
省
紹
興
市
西
南
四
里
の
と
こ
ろ

に
あ
る
鑑
湖
は
そ
の
殘
迹
で
あ
る
（『
中
國
歷
史
地
名
大
辭
典
』
二
九
一
五
頁
，
中
國
社
會
科
學
出
版
社
）。

維
摩
と
文
殊
の
主
題
は
し
ば
し
ば
對
話
に
取
り
あ
げ
ら
れ
る
。

（
一
）
問
：
「
維
摩
與
文
殊
，
對
談
何
事
？
」
師
曰
：
「
汝
不
妨
聰
明
。
」
（
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
二
八
「
大
法
眼
文
益
禪

師
上
堂
語
」
）

「
き
み
は
な
か
な
か
賢
い
な
」
と
言
う
の
は
、
賢
さ
は
そ
の
程
度
か
、
と
い
う
抑
下
し
た
皮
肉
。「
黙
然
」
が
素
晴

ら
し
い
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
る
だ
け
で
、
そ
れ
を
言
葉
で
問
う
（
言
葉
で
考
え
る
）
こ
と
の
矛
盾
に
氣
づ
か

な
い
。

（
二
）
問
：
「
維
摩
與
文
殊
，
對
談
何
事
？
」
師
云
：
「
義
墮
也
！
」
（
『
雪
峯
語
錄
』
卷
上
）

「
義
墮
せ
り
！
」（
阿
呆
ら
し
い
！
）
も
右
に
同
じ
。「
自
ら
表
明
し
た
趣
旨
が
自
ら
の
足
を
す
く
う
始
末
に
な
る
。」

（『
禪
語
辭
典
』）

（
三
）
問
：
「
敎
中
有
言
：
文
殊
讚
維
摩
，
維
摩
還
得
究
竟
也
無
？
」
師
云
：
「
未
也
，
猶
是
敎
盡
處
。
」
僧
云
：

「
究
竟
作
摩
生
？
」
師
云
：
「
喫
茶
，
喫
飯
。
」
僧
云
：
「
文
殊
與
維
摩
，
還
得
究
竟
也
無
？
」
師
云
：
「
自

少
出
家
，
粗
識
好
惡
。
」
（
本
書
卷
一
三
「
報
慈
章
」
）

（
問
う
、
「
經
典
に
文
殊
は
維
摩
を
讚
嘆
し
た
と
あ
り
ま
す
が
、
維
摩
は
究
極
に
達
し
た
の
で
す
か
？
」
師
、
「
い

や
、
ま
だ
ま
だ
。
敎
理
が
盡
き
た
と
こ
ろ
ま
で
だ
」
。
僧
、
「
究
極
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、
「
茶
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を
飮
み
、
飯
を
喰
う
」
。
僧
、
「
文
殊
と
維
摩
ふ
た
り
合
わ
せ
る
と
、
究
極
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、
「
き
み
は
早
く

か
ら
出
家
し
て
、
少
し
は
好
し
惡
し
を
わ
き
ま
え
て
い
る
な
。
」
）

文
殊
は
語
、
維
摩
は
黙
。
黙
だ
け
を
よ
し
と
す
る
（
敎
理
）
の
で
は
な
く
、
語
黙
合
わ
せ
て
は
じ
め
て
平
常
な
生
き
た
人

間
生
活
で
あ
る
。「
も
し
維
摩
と
文
殊
の
對
談
の
場
に
居
あ
わ
せ
た
な
ら
、
維
摩
の
〈
黙
然
〉
に
對
し
て
、
和
尚
は
ど
う

對
處
す
る
か
？
」
化
度
和
尚
が
賀
知
章
の
詩
句
を
も
っ
て
答
え
た
意
圖
は
、
右
の
報
慈
光
雲
（
長
慶
慧
稜
の
法
嗣
）
と
同

じ
く
、
舊
を
改
め
ぬ
「
喫
茶
，
喫
飯
」
の
平
常
を
示
す
と
こ
ろ
に
あ
る
。
な
お
『
禪
門
拈
頌
集
』
卷
二
に
は
『
維
摩
經
』

「
入
不
二
法
門
品
」
の
こ
の
段
に
對
す
る
拈
提
を
收
錄
し
て
い
る
が
、
黙
に
偏
す
る
維
摩
へ
の
批
評
が
多
く
を
占
め
て
い

る
。

保
福
從
展
（
？
～
九
二
八
）
の
拈
、

文
殊
也
似
掩
耳
盜
鈴
，
力
盡
烏
江
；
維
摩
一
黙
，
未
出
化
門
。
又
云
：
大
小
維
摩
，
被
文
殊
一
坐
［
挫
］
，
直
到
如

今
起
不
得
。

（
…
…
さ
し
も
の
維
摩
も
文
殊
に
挫
か
れ
て
、
今
に
至
る
も
起
ち
あ
が
れ
ず
［
文
殊
の
計
略
に
ひ
っ
か
か
っ
て
、
失
態
を
演
じ
て
し

ま
っ
た
］
。
）

雪
竇
重
顯
（
九
八
〇
～
一
〇
五
二
）
の
頌
、

維
摩
大
士
去
何
從
？
千
古
令
人
望
莫
窮
。
不
二
法
門
休
更
問
，
夜
來
明
月
上
高
峯
。

（
維
摩
居
士
は
ど
こ
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
？

　
彼
方
を
望
ん
で
も
行
方
知
れ
ず
。
「
不
二
の
法
門
」
な
ど
も
う
問
う
の
を
や
め

て
、
高
い
山
に
昇
る
明
月
を
賞
で
な
さ
れ
。
）
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鼓
山
和
尚
章

〔
一
〕
行
歷

鼓
山
和
尚
嗣
雪
峯
，
在
福
州
。
師
諱
神
晏
，
示
生
梁
國
。
世
姓
李
氏
，
則
皇
唐
諸
王
之
裔
也
。
幼
避
葷
羶
，
樂
聞
鍾
梵
。

年
始
十
二
，
俗
舍
青
灰
之
壁
，
忽
顯
白
氣
數
道
。
父
曰
：
「
此
子
必
出
家
。」
至
年
十
五
，
偶
因
抱
疾
，
夢
神
人
與
藥
，
睡

覺
頓
愈
。
年
十
七
，
夢
一
胡
僧
告
云
：
「
出
家
時
至
。」
後
累
辭
親
愛
，
方
果
其
願
，
遂
依
衞
州
白
鹿
山
卯
齋
禪
院
道
規
禪

師
剃
落
。

至
中
和
二
年
，
於
嵩
山
瑠
璃
壇
受
戒
。
因
一
日
謂
同
學
云
：
「
古
德
云
：
『
纔
白
四
羯
磨
後
，
全
體
戒
定
慧
。』
何
必
拘

戀
準
繩
，
猶
同
桎
梏
！
」
自
此
不
窮
律
肆
，
擁
毳
遍
參
。
先
見
白
馬
、
趙
州
，
次
歷
徑
山
、
荷
玉
。
雖
諧
請
問
，
未
契
機

緣
。

【
訓
讀
】

鼓く

山ざ
ん

和
尚
は
雪
峯
に
嗣
ぎ
、
福
州
に
在
り
。
師 

諱
は
神し
ん

晏あ
ん

、
生
を
梁
國
に
示
す
。
世よ

よ
李
氏
を
姓
と
す
る
は
、
則
ち
皇

唐
諸
王
の
裔
な
り
。
幼
く
し
て
葷
羶
を
避
け
、
鍾
梵
を
聞
く
を
樂ね

が

う
。
年
始
め
て
十
二
、
俗
舍
の
青
灰
の
壁
、
忽
ち
白
氣
數

道
を
顯
わ
す
。
父
曰
く
、「
此
の
子
は
必
ず
出
家
せ
ん
。」
年
十
五
に
至
り
て
、
偶
ま
疾や

ま
いを
抱わ
ず
らい
、
神
人
の
藥
を
與
う
る
を
夢
ゆ
め
み

る
に
因
り
、
睡
り
覺
め
て
頓
に
愈い

ゆ
。
年
十
七
、
夢
に
一
胡
僧
告
げ
て
云
く
、「
出
家
の
時
至
れ
り
。」
後
、
累し
き

り
に
親
愛
を

辭
し
、
方は

じ

め
て
其
の
願
い
を
果
た
し
、
遂か

く

て
衞
州
白
鹿
山
卯
齋
禪
院
の
道
規
禪
師
に
依
り
て
剃
落
す
。

中
和
二
年
に
至
り
、
嵩
山
の
瑠
璃
壇
に
於
い
て
受
戒
す
。
因ち

な
みに
一
日
、
同
學
に
謂
い
て
云
く
、「
古
德
云
く
、『
纔
か
に

白び
ゃ
く

四し

羯こ
ん

磨ま

あ
り
し
後
に
は
、
全
體
戒
定
慧
な
り
』
と
。
何
ぞ
必
ず
し
も
せ
ん
、
準
繩
に
拘
戀
す
る
は
、
猶
お
桎
梏
に
同
じ

き
こ
と
を
。」
此
れ
よ
り
律
肆
を
窮
め
ず
、
毳
を
擁
し
て
遍
參
す
。
先
に
白
馬
、
趙
州
に
見ま

み

え
、
次
に
徑
山
、
荷
玉
を
歷へ

た

り
。
諧か

な

い
て
請
問
す
る
と
雖
も
、
未
だ
機
緣
に
契か
な

わ
ず
。
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【
日
譯
】

鼓
山
和
尚
は
法
を
雪
峯
に
嗣
ぎ
、
福
州
に
住
し
た
。
師
は
諱
を
神
晏
と
い
い
、
梁
國
に
生
ま
れ
た
。
俗
姓
が
李
氏
で
あ

る
の
は
、
唐
王
朝
の
諸
王
の
末
裔
だ
か
ら
で
あ
る
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
臭
氣
の
あ
る
野
菜
や
肉
類
を
遠
ざ
け
、
寺
の
梵
鐘
や
誦

經
を
聞
く
の
を
喜
ん
だ
。
十
二
歲
に
な
っ
た
と
き
、
家
の
青
黒
い
壁
に
數
本
の
白
い
氣
體
が
ふ
い
に
現
わ
れ
、
父
は
見
て
、

「
こ
の
子
は
き
っ
と
出
家
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
預
言
し
た
。
十
五
歲
の
と
き
、
た
ま
た
ま
病
氣
に
な
り
、
夢
の
中

で
神
人
が
藥
を
與
え
て
く
れ
て
、
目
醒
め
た
と
き
に
は
も
う
治
っ
て
い
た
。
十
七
歲
に
な
る
と
、
一
人
の
胡
僧
が
「
出
家
の

と
き
が
き
た
ぞ
」
と
報
ず
る
の
を
夢
み
た
。
そ
の
後
、
何
度
も
兩
親
に
出
家
の
志
を
告
げ
、
よ
う
や
く
そ
の
願
い
が
適
い
、

か
く
し
て
衞
州
白
鹿
山
卯
齋
禪
院
の
道
規
禪
師
に
從
っ
て
落
髪
得
度
し
た
。

中
和
二
年
（
八
八
二
）
に
な
っ
て
，
嵩
山
の
瑠
璃
壇
で
受
戒
し
た
。
そ
う
し
た
あ
る
日
、
戒
律
を
學
ぶ
仲
間
に
言
っ
た
、

「
古
人
は
『
受
戒
す
れ
ば
、
全
て
が
戒
定
慧
そ
の
も
の
で
あ
る
』
と
言
っ
て
い
る
。
な
ら
ば
戒
律
の
法
度
に
こ
だ
わ
っ
て
、

己
を
縛
る
手
枷
足
枷
に
し
て
よ
い
も
の
か
！
」
そ
れ
か
ら
は
戒
律
の
講
義
を
追
求
せ
ず
、
毳ぜ

い

衣え

の
禪
僧
と
な
っ
て
諸
方
を
遍

參
し
た
。
ま
ず
洛
陽
白
馬
寺
の
遁
儒
、
趙
州
觀
音
院
の
從
諗
に
參
見
し
、
次
に
杭
州
徑
山
洪
諲
、
撫
州
荷
玉
山
に
住
し
て
い

た
曹
山
本
寂
に
參
じ
た
。
親
近
し
て
質
問
し
敎
え
を
受
け
た
け
れ
ど
も
、
開
悟
へ
導
い
て
く
れ
る
師
に
は
ま
だ
出
逢
わ
な

か
っ
た
。

【
注
釋
】

○
鼓
山
和
尚　

生
卒
年
未
詳
。『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
、『
祖
庭
事
苑
』
卷
六
「
鼓
山
」
條
、『
五
燈
會
元
』
卷
七
、『
十
國

春
秋
』
卷
九
九
に
略
傳
を
錄
し
、『
宗
門
統
要
』
卷
九
、『
聯
燈
會
要
』
卷
二
四
に
機
緣
の
語
句
を
錄
す
。
語
錄
に
『
鼓

山
先
興
聖
國
師
和
尚
法
堂
玄
要
廣
集
』（
乾
德
三
年
［
九
六
五
］
の
紹
文
の
序
）
が
あ
り
、『
古
尊
宿
語
要
』
卷
四
、『
古
尊

宿
語
錄
』
卷
三
七
に
載
錄
さ
れ
て
い
る
。
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陳
垣
『
釋
氏
疑
年
錄
』
に
い
う
、「
晉
の
天
福
中
（
九
三
六
～
四
四
）
に
卒
し
、
年
七
十
七
。『
釋
氏
通
鑑
』（
咸
淳
六
年

［
一
二
七
〇
］
の
序
あ
り
）
は
開
運
二
年
（
九
四
五
）
に
卒
し
、
年
七
十
三
と
作
す
。
今
、『
古
尊
宿
語
錄
』
の
小
傳
に
據
る
」

と
。『
釋
氏
通
鑑
』
に
よ
れ
ば
、
生
卒
年
は
八
七
三
～
九
四
五
年
と
な
る
が
、
本
書
が
中
和
二
年
（
八
八
二
）
に
二
十
歲
で

受
具
し
た
と
言
う
か
ら
、
生
卒
年
は
八
六
三
～
九
三
九
と
な
る
。
な
お
清
黃
任
『
鼓
山
志
』
卷
四
「
湧
泉
第
一
代
興
聖
國

師
」
に
「
天
福
四
年
六
月
十
一
日
示
寂
」
と
い
う
の
と
卒
年
が
一
致
す
る
。

○
示
生
梁
國　
「
示
生
」
は
生
を
受
け
る
こ
と
。
佛
菩
薩
の
生
誕
を
言
う
と
き
に
使
わ
れ
る
。
澄
觀
『
大
方
廣
佛
華
嚴
經
疏
』

卷
五
三
に
、

《
瑞
應
經
》
云
：
「
菩
薩
示
生
，
即
行
七
步
，
一
手
指
天
，
一
手
指
地
，
天
上
天
下
，
唯
我
爲
尊
。
」
（
Ｔ
三
五-

九
〇
五
下
）

「
梁
國
」
は
、
戰
國
の
魏
が
都
を
大
梁
（
今
の
河
南
省
開
封
市
）
に
移
し
た
後
の
國
名
で
、
の
ち
そ
の
地
を
指
し
て
言
う
。

『
景
德
傳
燈
錄
』
は
「
大
梁
人
也
」、『
十
國
春
秋
』
卷
九
九
は
「
汴
州
人
」。

○
樂
聞
鍾
梵　

寺
院
の
鐘
聲
梵
唄
を
聞
い
て
喜
ん
だ
。『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
六
「
雪
峯
章
」
に
も
「
師
生
惡
葷
茹
，
於
襁

褓
中
聞
鐘
梵
之
聲
，
或
見
幡
花
像
設
，
必
爲
之
動
容
」。

○
俗
舍
青
灰
之
壁
，
忽
顯
白
氣
數
道　
『
景
德
傳
燈
錄
』
で
は
、
神
晏
が
壁
に
白
い
帶
が
現
わ
れ
た
の
を
見
て
、「
白
道
、
茲こ

れ

よ
り
速
か
に
改あ

ら
た張

め
、
來
た
り
顯
現
し
て
妖
祥
を
作
す
を
休や

め
よ
。
邪
行
を
定
め
祛
い
眞
見
に
歸
せ
ば
、
必
ず
超
凡
入
聖

の
郷
を
得
ん
（
白
道
從
茲
速
改
張
，
休
來
顯
現
作
妖
祥
。
定
祛
邪
行
歸
眞
見
，
必
得
超
凡
入
聖
郷
）」
と
書
き
つ
け
る
と
す
ぐ
に
消

え
た
と
い
い
、
出
家
の
吉
祥
と
す
る
本
書
と
は
解
釋
が
異
な
る
。

○
衞
州
白
鹿
山
卯
齋
禪
院
道
規
禪
師　
「
衞
州
」
は
唐
代
河
北
道
に
屬
し
、
今
の
河
南
省
新
郷
市
に
位
置
す
る
縣
級
市
の
衞

輝
市
。「
白
鹿
山
」
は
今
の
河
南
省
衞
輝
市
に
あ
る
。『
太
平
寰
宇
記
』
卷
五
六
「
河
北
道
衞
州
共
城
縣
」
條
に
、「
白
鹿
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山
は
縣
の
西
五
十
三
里
に
在
り
。
西
は
太
山
と
連
接
し
、
上
に
天
門
谷
・
百
家
岩
有
り
。
盧
思
道
『
西
征
記
』
に
云
う
、

〈
孤
巖
秀
出
し
、
上
に
石
有
り
て
自
然
に
鹿
形
を
爲
し
、
遠
視
す
れ
ば
皎
然
と
し
て
獨
立
す
。
厥
の
狀
は
明
淨
、
人
工
に

類
す
る
有
り
。
故
に
此
の
山
は
白
鹿
を
以
て
稱
と
爲
す
〉。」「
卯
齋
禪
院
」「
道
規
禪
師
」
に
つ
い
て
は
未
詳
。

○
嵩
山
瑠
璃
壇　

一
行
禪
師
（
六
八
三
～
七
二
七
）
と
玄
同
（
元
同
）
律
師
（
未
詳
）
の
創
建
に
な
る
嵩
山
會
善
寺
戒
壇
。

大
曆
二
年
（
七
六
七
）
に
上
都
安
國
寺
臨
壇
大
德
乘
如
（
生
卒
年
未
詳
）
が
復
興
し
、
貞
元
十
一
年
（
七
九
五
）
に
重
興

さ
れ
た
。
南
泉
普
願
が
大
曆
十
二
年
に
、
ま
た
石
霜
慶
諸
、
徑
山
洪
諲
な
ど
が
こ
こ
で
受
戒
し
て
い
る
。
嵩
山
會
善
寺

戒
壇
に
つ
い
て
は
、
池
田
宗
讓
「
一
行
禪
師
創
建
嵩
岳
會
善
寺
戒
壇
」（『
三
康
文
化
研
究
所
年
報
』
第
二
一
號
、
一
九
八
八

年
）
參
照
。

○
古
德
云
：
纔
白
四
羯
磨
後
，
全
體
戒
定
慧
。
何
必
拘
戀
準
繩
，
猶
同
桎
梏
！　
「
古
德
」
は
誰
を
指
す
か
未
詳
。『
百
丈
廣

錄
』
に
「
佗
沙
門
已
受
白
四
羯
磨
訖
具
足
，
全
是
戒
定
慧
力
」（
沙
門
は
既
に
白
四
羯
磨
を
受
け
お
わ
っ
て
一
切
を
具
足
し

て
い
る
、
そ
れ
は
全
て
戒
定
慧
の
力
な
の
だ
）
と
言
う
の
が
近
い
か
。
授
戒
に
は
三
師
の
立
ち
會
い
人
と
七
人
の
證
人
（
三

師
七
證
）
を
必
要
と
し
た
。
三
師
と
は
戒
和
尚
（
戒
壇
に
昇
っ
て
戒
を
授
け
る
師
）、
敎
授
師
（
授
戒
の
威
儀
作
法
を
敎
え
る

師
）、
羯
磨
師
（
羯
磨
文
〈
戒
の
案
件
〉
を
讀
み
上
げ
、
そ
の
能
否
を
問
う
師
）
で
あ
る
。「
白
四
羯
磨
」
は
、
具
足
戒
を
受

け
る
と
き
、
羯
磨
師
が
戒
の
案
件
を
告
知
（
一
白
）
し
、
そ
の
能
否
を
三
度
問
う
て
（
三
羯
磨
）、
立
ち
會
う
衆
僧
に
同

意
を
求
め
る
儀
式
。

「
全
體
戒
定
慧
」
と
は
、
戒
定
慧
の
三
學
は
別
々
の
德
目
で
は
な
く
、
三
學
が
一
體
で
等
し
い
と
す
る
南
宗
禪
を
繼
承
す

る
も
の
。
神
會
『
壇
語
』
第
一
五
段
に
、「
戒
定
慧
學
，
一
時
齊
等
，
萬
行
具
備
。」
ま
た
『
萬
善
同
歸
集
』
卷
中
、「
若

一
念
圓
修
，
戒
定
慧
等
，
微
妙
善
心
，
方
眞
己
體
。」

受
戒
の
の
ち
戒
條
の
煩
瑣
を
嫌
っ
て
禪
僧
に
轉
向
す
る
例
が
燈
史
に
し
ば
し
ば
見
え
る
。
た
と
え
ば
石
頭
希
遷
、「
開
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元
十
六
年
，
具
戒
於
羅
浮
山
，
略
探
律
部
，
見
得
失
紛
然
，
乃
曰
：
『
自
性
清
淨
，
謂
之
戒
體
。
諸
佛
無
作
，
何
有
生

也
！
』
自
尒
不
拘
小
節
，
不
尚
文
字
。」（
本
書
卷
四
）、
藥
山
惟
儼
、「
大
丈
夫
當
離
法
自
淨
，
焉
能
屑
屑
事
細
行
於
布
巾

耶
！
」（
同
）
等
。

○
自
此
不
窮
律
肆
，
擁
毳
遍
參　
「
律
肆
」
は
寺
院
内
で
戒
律
を
講
ず
る
敎
場
。
道
宣
『
四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔
』
卷
中
、

「
余
は
曾
て
晉
魏
及お

よ以
び
關
輔
の
諸
方
の
律
肆
に
遊
び
、
必
ず
筵
に
預
る
每
に
、
尺
斗
の
廢
興
を
論
ず
る
に
至
る
も
、
並

び
に
未
だ
霑
述
せ
ず
、
故
に
即
ち
刪
補
し
、
反
っ
て
九
代
（
の
尺
斗
）
を
光
あ
き
ら
かに
す
。」（
T
四
〇-

六
二
下
）

「
擁
毳
」
は
、
毳ぜ
い

衣え

（
毛
織
の
服
）
を
著
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
行
脚
す
る
禪
の
修
行
僧
、
禪
僧
と
な
る
こ
と
。『
入
唐
求

法
巡
禮
行
記
』
開
成
五
年
五
月
十
七
日
條
、「
有
禪
僧
五
十
餘
人
，
盡
是
毳
納
錫
杖
，
各
從
諸
方
來
巡
看
者
也
。」
本
書

卷
一
三
「
山
谷
和
尚
章
」
に
、「
於
彼
慈
雲
出
家
具
戒
，
至
於
經
論
，
無
不
博
通
，
律
部
精
嚴
，
長
講
『
百
法
』，
久
在

浙
江
。
後
聞
保
福
匡
徒
化
盛
，
乃
擁
毳
摳
衣
，
密
傳
心
印
。（
…
…
そ
こ
で
禪
僧
と
な
っ
て
師
事
し
、
綿
密
に
心
印
を
傳
え
ら
れ

た
。）」「
毳
衣
」
は
毛
織
物
や
毛
皮
の
僧
衣
、
頭
陀
行
の
具
の
一
つ
。
毳
衣
に
十
利
が
あ
る
。「
一
在
麁
衣
數
（
謂
同
糞
掃

衣
行
）。
二
少
求
索
。
三
隨
意
可
坐
。
四
隨
意
可
臥
。
五
浣
濯
則
易
。
六
染
時
亦
易
。
七
少
有
蟲
壞
。
八
難
壞
。
九
更
不

受
餘
衣
。
十
不
失
求
道
。」（『
四
部
律
行
事
鈔
資
持
記
』
卷
下
一
、
Ｔ
四
〇-

三
九
三
下
）、「
受
毳
衣
亦
有
十
利
。
一
在
麁
衣
數
。

二
少
所
求
索
。
三
隨
意
可
坐
。
四
隨
意
可
臥
。
五
浣
濯
則
易
。
六
染
時
亦
易
。
七
少
有
蟲
壞
。
八
難
壞
。
九
更
不
受
餘

衣
。
十
不
廢
求
道
。」（『
十
住
毘
婆
沙
論
』
卷
一
六
、
T
二
六-
一
一
四
下
）

○
白
馬
、
趙
州　

洞
山
良
价
に
嗣
い
だ
洛
京
白
馬
遁
儒
（
生
卒
年
未
詳
）
と
南
泉
に
嗣
い
だ
趙
州
從
諗
（
七
七
八
～
八
九
七
）。

「
趙
州
」
は
原
文
で
は
「
超
州
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
形
似
か
つ
近
音
に
よ
る
誤
り
で
あ
る
。

○
徑
山
、
荷
玉　

潙
山
靈
祐
に
嗣
い
だ
徑
山
洪
諲
（
？
～
九
〇
一
）
と
洞
山
良
价
に
嗣
ぎ
撫
州
荷
玉
山
に
住
し
て
い
た
曹
山

本
寂
（
八
四
〇
～
九
〇
一
）。
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○
雖
諧
請
問
，
未
契
機
緣　
「
機
緣
」
は
修
行
者
が
師
と
の
問
答
應
酬
に
よ
っ
て
開
悟
に
到
る
こ
と
。「
機
」
は
修
行
者
の
機

根
、「
緣
」
は
修
行
者
を
導
い
て
く
れ
る
師
と
の
出
會
い
の
緣
。
無
著
道
忠
『
葛
藤
語
箋
』
に
、「
機
は
學
者
に
屬
し
、
猶

お
敎
中
に
衆
生
の
機
と
云
い
、
所で

化し

に
屬
す
。
緣
は
師
家
に
屬
す
。」『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
六
「
撫
州
黃
山
月
輪
禪
師

章
」
に
、「
謁
三
峯
和
尚
，
雖
問
答
有
序
，
而
機
緣
靡
契
。」

〔
二
〕
雪
峯
と
の
機
緣

後
遇
雪
峯
。
雪
峯
攔
胸
把
駐
云
：
「
是
什
摩
！
」
師
乃
豁
然
而
已
，
尋
便
擧
手
搖
拽
。
峯
云
：
「
又
作
道
理
，
作
什

摩
？
」
師
云
：
「
作
何
道
理
！
」
峯
乃
呵
曰
：
「
大
有
人
未
到
此
境
界
，
切
須
保
任
護
持
。」

【
訓
讀
】

後
雪
峯
に
遇
う
。
雪
峯
攔
胸
し
把
駐
し
て
云
く
、「
是
れ
什な

ん摩
ぞ
！
」
師
乃
ち
豁
然
と
す
る
の
み
。
尋
い
で
便
ち
擧
手
搖

拽
す
。
峯
云
く
、「
又
た
道
理
を
作な

し
て
什な

に摩
か
作せ

ん
？
」
師
云
く
、「
何
の
道
理
を
か
作
さ
ん
！
」
峯
乃
ち
呵
し
て
曰
く
、

「
大
い
に
人
有
っ
て
未
だ
此
の
境
界
に
到
ら
ず
。
切
に
須
ら
く
保
任
護
持
す
べ
し
。」

【
日
譯
】

後
に
雪
峯
に
出
遇
っ
た
そ
の
時
、
雪
峯
は
い
き
な
り
胸
ぐ
ら
を
ひ
っ
つ
か
ま
え
て
言
っ
た
、「
な
ん
だ
！
」
師
は
ハ
ッ
と

覺
醒
し
、
思
わ
ず
手
を
あ
げ
て
ゆ
ら
せ
た
。
雪
峯
、「
格
好
を
つ
け
て
何
の
つ
も
り
だ
？
」
師
、「
何
も
恰
好
を
つ
け
て
な

ど
。」
雪
峯
は
そ
こ
で
大
聲
で
言
っ
た
、「
こ
の
境
界
に
達
せ
ぬ
者
が
殆
ん
ど
な
の
だ
。
き
み
は
こ
の
經
驗
を
大
切
に
し
っ
か

り
守
り
な
さ
い
。」

【
注
釋
】

○
本
話
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
、『
宗
門
統
要
集
』
卷
九
、『
正
法
眼
藏
』
卷
上
、『
聯
燈
會
要
』
卷
二
四
、『
五
燈
會
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元
』
卷
七
、『
雪
峯
語
錄
』
卷
下
に
も
錄
す
る
有
名
な
機
緣
で
あ
る
。

『
景
德
傳
燈
錄
』
一
日
參
雪
峯
，
雪
峯
知
其
緣
熟
，
忽
起
搊
住
曰
：
「
是
什
麼
！
」
師
釋
然
了
悟
，
亦
忘
其
了
心
，

唯
擧
手
搖
曳
而
已
。
雪
峯
曰
：
「
子
作
道
理
耶
？
」
師
曰
：
「
何
道
理
之
有
？
」
雪
峯
審
其
懸
解
，
撫
而
印
之
。

『
宗
門
統
要
集
』
師
初
參
雪
峯
，
纔
入
門
，
峯
搊
住
云
：
「
是
什
麼
！
」
師
釋
然
契
悟
，
擧
手
搖
舞
。
峯
云
：
「
子

作
道
理
邪
？
」
師
云
：
「
何
道
理
之
有
？
」
峯
乃
撫
而
印
之
。
（
『
正
法
眼
藏
』
略
同
）

『
聯
燈
會
要
』
福
州
鼓
山
神
晏
禪
師
，
久
依
雪
峯
。
峯
知
其
緣
熟
。
一
日
驀
攔
胸
扭
住
云
：
「
是
甚
麼
！
」
師
當
下

釋
然
契
悟
，
但
擧
手
搖
拽
而
已
。
峯
云
：
「
子
作
道
理
耶
？
」
師
云
：
「
何
道
理
之
有
？
」
峯
撫
而
印
之
。

各
資
料
間
に
は
描
寫
の
し
か
た
と
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
違
い
が
あ
る
。
初
相
見
で
雪
峯
が
い
き
な
り
胸
倉
を
つ
か
ん
だ
の
か
、

永
ら
く
參
じ
た
あ
と
老
練
な
雪
峯
が
機
緣
の
熟
し
た
の
を
見
て
こ
の
作
略
を
使
っ
た
の
か
、
傳
え
る
情
況
は
分
か
れ
る

が
、
こ
れ
は
師
資
の
理
想
的
な
契
合
で
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
雪
峯
は
晩
年
に
得
た
弟
子
神
晏
を
高
く
評
價
し
て
、
鼓
山
住
持

に
推
薦
し
、
神
晏
も
雪
峯
の
禪
を
忠
實
に
祖
述
す
る
こ
と
に
な
る
。

○
雪
峯
攔
胸
把
駐
云
：
是
什
摩
！　
「
把
駐
」
は
「
把
住
」
の
誤
っ
た
語
で
、「
把
駐
」
の
表
記
は
本
書
に
こ
こ
を
含
め
て
三

例
出
る
が
、
形
似
か
つ
近
音
に
よ
る
誤
り
（
聲
母
清
濁
混
用
。
衣
川
賢
次
「『
祖
堂
集
』
の
基
礎
方
言
」『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』

第
一
六
四
册
、
二
〇
一
三
年
參
照
）。

「
是
什
摩
！
」
は
「
な
ん
だ
！
」
と
い
う
、
僧
の
本
分
の
自
己
に
直
接
呼
び
か
け
る
語
で
、
こ
の
接
化
は
馬
祖
に
始
ま
る
。

雪
峯
は
い
き
な
り
神
晏
の
胸
ぐ
ら
を
つ
か
ん
で
、
こ
う
言
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
意
圖
は
明
白
で
あ
る
。
こ
の
語
に
つ
い

て
は
「『
祖
堂
集
』
卷
七
雪
峯
和
尚
章
譯
注
（
上
）」（『
禪
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
三
一
號
、
二
〇
一
一
年
）
の
〔
二
六
〕
に
詳
し

い
說
明
が
あ
る
。

○ 

師
乃
豁
然
而
已
，
尋
便
擧
手
搖
拽　

神
晏
は
問
い
も
發
せ
ぬ
う
ち
に
、
い
き
な
り
胸
倉
を
つ
か
ま
れ
て
、「
な
ん
だ
！
」
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と
問
い
詰
め
ら
れ
、
求
め
て
い
た
「
自
己
本
分
事
」
と
い
う
も
の
を
咄
嗟
に
悟
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
虛
を
衝
か
れ
た
感

激
が
我
知
ら
ず
手
を
擧
げ
て
舞
う
よ
う
な
動
作
と
な
っ
た
。
こ
こ
は
開
悟
を
傳
え
る
重
要
な
シ
ー
ン
で
、『
景
德
傳
燈
錄
』

は
こ
こ
を
、「
師
釋
然
了
悟
，
亦
忘
其
了
心
，
唯
擧
手
搖
曳
而
已
」
と
說
明
的
な
描
寫
を
し
て
い
る
。

〇
峯
云
：
又
作
道
理
，
作
什
摩
？
師
云
：
作
何
道
理
！　

こ
の
や
り
と
り
も
重
要
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
神
晏
が
我
知
ら
ず

手
を
擧
げ
て
舞
う
よ
う
な
動
作
を
し
た
の
で
、
雪
峯
は
「
道
理
を
作
す
」、
つ
ま
り
宮
廷
で
天
子
に
對
し
て
喜
び
を
表
わ

す
作
法
を
神
晏
が
わ
ざ
と
ら
し
く
や
っ
て
見
せ
た
の
か
と
疑
っ
た
。
神
晏
は
「
作
何
道
理
！
」（
い
え
、
何
も
そ
ん
な
こ
と
を

…
…
）
と
正
直
に
答
え
た
。『
景
德
傳
燈
錄
』
が
「
何
道
理
之
有
？
」（
何
の
道
理
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
？
）
と
決
然
た
る
語
調

を
帶
び
さ
せ
て
い
る
の
は
、
脚
色
が
や
や
露
わ
な
感
じ
が
す
る
。

○
大
有
人
未
到
此
境
界
，
切
須
保
任
護
持　

本
書
卷
七
「
雪
峯
和
尚
章
」（
第
四
則
）
に
、「
我
尋
常
向
師
僧
道
：
是
什
摩
！
」

と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、「
是
什
摩
！
」
に
よ
っ
て
瞬
時
に
自
己
本
分
事
に
覺
醒
さ
せ
る
作
略
を
、
雪
峯
は
日
ご
ろ
愛
用

し
た
が
、
こ
の
一
言
で
思
い
知
る
者
は
じ
つ
は
殆
ん
ど
稀
で
あ
っ
た
こ
と
を
漏
ら
し
て
い
る
。「
大
有
」
は
多
い
意
。

〔
三
〕
鼓
山
で
の
開
堂
說
法

尋
以
雪
峯
順
寂
，
閩
王
於
城
左
二
十
里
開
鼓
山
，
請
師
爲
衆
。
師
云
：
「
經
有
經
師
，
論
有
論
師
，
律
有
律
師
。
有
函

有
號
，
有
部
有
帙
，
各
有
人
傳
持
。
若
是
佛
之
與
法
，
是
建
立
化
儀
；
禪
之
與
道
，
是
止
啼
之
說
。
他
諸
聖
興
來
，
蓋
爲
人

心
不
等
，
巧
開
方
便
，
遂
展
多
門
；
爲
病
不
同
，
處
方
固
異
。
在
有
破
有
，
居
空
叱
空
，
二
患
既
除
，
中
道
須
遣
。
鼓
山
所

以
道
：
句
不
當
機
，
言
非
展
事
，
承
言
者
喪
，
滯
句
則
迷
。
不
唱
言
前
，
寧
談
句
後
？
直
至
釋
迦
掩
室
，
淨
名
杜
口
，
大
士

梁
時
，
童
子
當
日
，
一
問
，
二
問
，
三
問
，
盡
有
人
了
也
。
諸
仁
者
！
作
摩
生
？
」
時
有
人
禮
拜
。
師
云
：
「
高
聲
問
！
」

學
云
：
「
諮
和
尚
。」
師
便
喝
出
。
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【
訓
讀
】

尋つ

い
で
雪
峯
の
順
寂
せ
る
を
以
て
、
閩
王
は
城
左
二
十
里
に
鼓
山
を
開
き
、
師
に
衆
の
爲
に
せ
ん
こ
と
を
請
う
。
師
云

く
、「
經
に
經
師
有
り
、
論
に
論
師
有
り
、
律
に
律
師
有
り
。
函
有
り
號
有
り
、
部
有
り
帙
有
り
、
各お

の

お
の
人
有
り
て
傳
持

す
。
若も

し是
佛
と
法
な
ら
ば
、
是
れ
建
立
せ
る
化
儀
な
り
。
禪
と
道
な
ら
ば
、
是
れ
止
啼
の
說
な
り
。
他か

の
諸
聖
興
り
て
來
こ
の
か

た
、
蓋
し
人
心
等
し
か
ら
ざ
る
が
爲
に
、
巧
み
に
方
便
を
開
き
、
遂か
く

て
多
門
を
展の

べ
、
病
同
じ
か
ら
ざ
る
が
爲
に
、
處
方
固も
と

よ
り
異
な
る
。
有
に
在
り
て
は
有
を
破
り
、
空
に
居
り
て
は
空
を
叱
り
、
二
患
既
に
除
か
ば
、
中
道
も
須
ら
く
遣や

る
べ
し
。

鼓
山
は
所ゆ

以え

に
道い

う
：
句
は
機
に
當
た
ら
ず
、
言
は
事
を
展
ず
る
に
非
ず
ん
ば
、
言
を
承
く
る
者
は
喪
い
、
句
に
滯
ら
ば
則

ち
迷
う
。
言
前
を
唱
え
ず
、
寧な

ん

ぞ
句
後
を
談
ぜ
ん
？　

直
ち
に
釋
迦
は
室
を
掩
い
、
淨
名
は
口
を
杜と

ざ
す
に
至
る
も
、
大
士

の
梁
時
、
童
子
の
當
日
は
、
一
問
、
二
問
、
三
問
盡
く
人
有
り
了お

わ

れ
り
。
諸
仁
者
よ
、
作い

か

ん
摩
生
？
」
時
に
有
る
人
禮
拜
す
。

師
云
く
、「
高
聲
に
問
え
！
」
學
云
く
、「
和
尚
に
諮と

う
。」
師
便
ち
喝
出
す
。

【
日
譯
】

ま
も
な
く
雪
峰
は
圓
寂
し
た
。
閩
王
は
都
城
の
東
二
十
里
の
地
に
鼓
山
華
嚴
院
を
開
き
、
僧
衆
に
爲
人
說
法
す
る
よ
う

師
に
請
う
た
。
師
は
言
っ
た
、「
經
に
は
經
師
が
お
り
、
論
に
は
論
師
が
お
り
、
律
に
は
律
師
が
い
て
、
函
・
號
・
部
・
帙

そ
れ
ぞ
れ
に
傳
持
す
る
者
が
い
る
。
佛
法
と
い
う
も
の
は
、
規
定
さ
れ
た
敎
化
の
方
法
で
あ
る
。
禪
と
い
う
も
の
は
、
子
ど

も
を
泣
き
止
ま
せ
る
方
便
の
言
葉
で
あ
る
。
諸
佛
諸
聖
が
出
現
し
て
以
來
、
人
の
心
が
異
な
る
た
め
に
、
そ
れ
に
應
じ
て
巧

み
に
方
便
を
用
い
、
結
果
多
く
の
法
門
が
で
き
た
。
病
氣
が
異
な
る
ゆ
え
に
、
處
方
も
お
の
ず
か
ら
違
う
の
で
あ
る
。〈
有
〉

と
〈
空
〉
と
い
う
二
項
に
執
わ
れ
ず
、
こ
の
二
項
對
立
の
弊
害
が
除
か
れ
た
か
ら
に
は
、〈
中
道
〉
も
逐
い
遣
ら
ね
ば
な
ら

ぬ
。
ゆ
え
に
鼓わ

た
し山
は
言
う
の
で
あ
る
。〈
言
葉
が
要か
な
めの
所
を
言
い
當
て
ら
れ
ず
、
事
態
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ら

ば
、
言
葉
を
鵜
吞
み
し
た
と
た
ん
に
そ
の
人
は
死
に
、
言
葉
に
執
著
す
る
者
は
迷
う
。
言
葉
に
な
る
以
前
を
提
唱
し
な
い
以



90

『祖堂集』卷第一〇譯注（四） （禪文化研究所唐代語錄研究班）

上
、
ど
う
し
て
言
葉
に
な
っ
た
後
を
語
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
？
〉
ゆ
え
に
釋
迦
牟
尼
佛
は
居
室
を
閉
ざ
さ
れ
、
維
摩
居
士
は

沈
黙
す
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
梁
の
達
摩
大
士
、
無
言
童
子
の
當
時
も
、
一
問
・
二
問
・
三
問
し
た
が
す
べ
て
無
言

で
あ
っ
た
。
さ
て
、
お
ん
み
ら
は
ど
う
す
る
の
か
？
」
そ
の
時
ひ
と
り
の
僧
が
前
に
出
て
禮
拜
し
た
。
師
は
言
っ
た
、「
大

き
な
聲
で
問
え
！
」
僧
、「
和
尚
に
お
う
か
が
い
し
ま
す
。」
師
は
そ
こ
で
一
喝
し
て
追
い
出
し
た
。

【
注
釋
】

○
本
則
は
『
鼓
山
先
興
聖
國
師
和
尚
法
堂
玄
要
廣
集
』（『
古
尊
宿
語
要
』
卷
四
、『
古
尊
宿
語
錄
』
卷
三
七
）
の
ほ
か
、『
景
德

傳
燈
錄
』
卷
一
八
、『
五
燈
會
元
』
卷
七
に
も
收
む
。

『
法
堂
玄
要
廣
集
』（
無
著
校
寫
『
古
尊
宿
語
要
』
柳
田
聖
山
編
禪
學
叢
書
之
一
、
中
文
出
版
社
、
一
九
七
三
年
）
で
は
、
①
「
經
有

經
師
～
各
有
人
傳
持
在
」（
五
左
、
二
〇
左
）、
②
「
若
是
佛
之
與
法
～
是
止
啼
之
說
」・「
句
不
當
機
～
滯
句
則
迷
」（
七
左
）、

③
「
不
唱
言
前
，
寧
談
句
後
」・「
他
諸
聖
興
來
～
中
道
須
遣
」・「
直
至
釋
迦
掩
室
～
盡
有
」（
六
左
）、
④
「
時
有
人
禮
拜

～
師
便
喝
出
」（
一
右
）
の
よ
う
に
、
複
数
の
上
堂
に
別
々
に
錄
さ
れ
た
語
句
を
拔
き
出
し
て
ひ
と
つ
の
說
法
に
編
集
し

て
い
る
。『
景
德
傳
燈
錄
』
が
南
泉
に
關
す
る
問
答
を
は
じ
め
に
插
入
す
る
の
を
除
き
、
本
書
の
形
態
と
同
じ
で
あ
る
の

は
、
す
で
に
こ
の
よ
う
に
編
集
し
た
共
通
の
素
材
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

○
雪
峯
順
寂　

雪
峯
義
存
（
八
二
二
～
九
〇
八
）
は
後
梁
開
平
二
年
五
月
二
日
に
遷
化
し
た
。

○
閩
王
於
城
左
二
十
里
開
鼓
山　
「
閩
王
」
は
閩
國
の
太
祖
王
審
知
（
在
位
九
〇
九
～
九
二
五
年
）、
都
城
は
福
州
に
あ
っ
た
。

王
審
知
は
雪
峯
義
存
に
歸
依
し
、
大
い
に
財
政
的
な
援
助
を
與
え
て
支
持
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
鼓
山
は
都
城
福
州
閩

縣
鼓
山
里
に
あ
り
、『
三
山
志
』
卷
三
三
「
鼓
山
涌
泉
院
」
の
項
に
そ
の
由
來
を
、
唐
建
中
四
年
（
七
八
三
）
に
靈
源
洞
に

現
わ
れ
た
龍
の
害
を
鎭
め
る
た
め
寺
を
建
て
、『
華
嚴
經
』
を
讀
誦
し
て
華
嚴
寺
と
稱
し
た
こ
と
を
述
べ
、「
梁
開
平
二
年

（
九
〇
八
）
閩
王
審
知
は
復
た
僧
神
晏
に
命
じ
て
焉こ
こ

に
居
せ
し
め
、
國
師
と
號
し
、
館
徒
は
千
五
百
、
國
を
傾
け
て
之
れ
に
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資
給
す
。
乾
化
五
年
（
九
一
五
）
改
め
て
鼓
山
白
雲
峯
涌
泉
院
と
爲
す
」（
寺
觀
類
一
、
僧
寺
、「
閩
縣
」
條
）。
な
お
神
晏
の

鼓
山
晉
住
は
雪
峯
の
推
擧
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
存
命
中
の
こ
と
で
あ
る
。『
雪
峯
語
錄
』
卷
下
、『
祖
庭
事
苑
』
卷
三

「
象
骨
老
師
」
條
に
、
神
晏
を
鼓
山
へ
送
り
出
し
た
時
、
太
原
孚
上
座
が
神
晏
を
勘
破
し
、
雪
峯
を
「
脚
が
地
に
つ
い
て

い
な
い
」
と
批
判
し
た
話
が
見
え
る
。

王
大
王
（
審
知
）
は
晏
國
師
を
請
じ
て
鼓
山
に
住
せ
し
む
。
時
に
百
戲
も
て
迎
え
て
山
（
雪
峯
山
）
を
出
づ
。
師
（
雪

峯
）
は
孚
上
座
と
送
り
て
門
を
出
で
、
回
り
て
法
堂
上
に
至
る
。
師
は
孚
に
謂
い
て
云
く
、
「
一
隻
の
聖
箭
子
、
射

て
九
重
城
裏
に
入
り
去
る
な
り
。
」
孚
云
く
、
「
和
尚
よ
、
是
れ
伊か

れ

は
未い

ま
だ
し在

。
」
師
云
く
、
「
渠
は
是
れ
徹
せ
る
底
の

人
な
り
。
」
孚
云
く
、
「
若
し
信
ぜ
ず
ん
ば
、
某そ

れ
が
し甲

去ゆ

き
て
勘
過
す
る
を
待
て
。
」
孚
乃
ち
草
鞋
を
換
え
て
行
く
こ
と

半
里
地
、
簥
裏
に
把
住
し
て
云
く
、
「
和
尚
！
　
什い

づ

こ

麼
處
に
か
去
く
？
」
晏
云
く
、
「
九
重
城
裏
に
向
か
っ
て
去
く
。
」

孚
云
く
、
「
忽も

し
三
軍
の
圍
逼
す
る
時
に
遇
わ
ば
、
又
た
作い

か

ん

麼
生
せ
ん
？
」
晏
云
く
、
「
他
家
は
自
ら
通
宵
の
路
有

り
。
」
（
天
子
に
は
自
ら
天
に
通
ず
る
道
が
あ
る
）
孚
云
く
、
「
恁
麼
な
ら
ば
則
ち
離
宮
失
殿
し
去
る
な
り
。
」
（
そ
れ
な
ら
宮

殿
か
ら
逃
げ
出
す
の
じ
ゃ
な
い
か
！
）
晏
云
く
、
「
何
處
か
尊
を
稱
せ
ざ
る
？
」
（
天
子
は
ど
こ
に
い
て
も
尊
貴
で
あ
る
）
孚
便

ち
回
り
て
師
に
擧
似
す
。
師
云
く
、
「
他
は
話
亦
た
在
ら
ん
。
」
（
か
れ
と
し
て
も
答
え
て
は
い
る
が
）
孚
云
く
、
「
老
漢

脚
跟
未
だ
地
に
點
ぜ
ず
。
」
（
『
雪
峯
語
錄
』
卷
下
）

な
お
、『
雪
峯
眞
覺
大
師
紀
年
錄
』
は
、
こ
の
話
を
光
化
三
年
（
九
〇
〇
）
條
に
繫
け
、
最
後
の
「
孚
云
：
老
漢
脚
跟
未
點

地
」
は
、「
孚
云
：
老
凍
膿
！
猶
有
郷
情
在
。
師
休
去
」
に
作
っ
て
い
る
。

神
晏
は
ま
ず
宮
殿
に
請
ぜ
ら
れ
、
大
師
號
を
授
け
ら
れ
て
か
ら
鼓
山
住
持
と
し
て
上
っ
た
の
で
あ
る
。
清
黃
任
『
鼓
山

志
』
に
よ
れ
ば
、
閩
王
王
審
知
が
「
定
慧
大
師
」
の
號
を
與
え
、「
廣
辯
圓
覺
聖
國
師
」
を
加
號
し
た
の
は
、
王
延
鈞
。

『
雪
峰
語
錄
』
が
「
晏
國
師
を
請
じ
て
鼓
山
に
住
せ
し
む
」
と
す
る
の
は
、
晏
國
師
と
呼
ぶ
の
が
通
説
と
な
っ
て
い
た
か
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ら
で
あ
ろ
う
。
な
お
『
大
慧
語
錄
』
卷
七
は
、「
王
大
王
向
雪
峰
會
裏
請
晏
監
寺

0

0

0

住
鼓
山
。
雪
峰
與
孚
山
送
出
門
…
…
」

（
Ｔ
四
七‒

八
四
〇
上
）

○
經
有
經
師
，
論
有
論
師
，
律
有
律
師
。
有
函
有
號
，
有
部
有
帙
，
各
有
人
傳
持　

經
律
論
の
三
藏
そ
れ
ぞ
れ
に
專
門
と
す

る
僧
が
い
る
こ
と
。
敎
學
は
學
僧
の
仕
事
で
あ
り
、
禪
僧
に
は
別
に
な
す
べ
き
任
務
が
あ
る
こ
と
を
い
う
。
た
だ
し
こ
れ

は
藥
山
惟
儼
の
語
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
。

其
院
主
僧
再
三
請
和
尚
爲
人
說
法
。
和
尚
一
二
度
不
許
，
第
三
度
方
始
得
許
。
院
主
便
歡
喜
，
先
報
大
衆
。
大
衆
喜

不
自
勝
，
打
鍾
上
來
。
僧
衆
纔
集
，
和
尚
關
却
門
，
便
歸
丈
室
。
院
主
在
外
責
曰
：
「
和
尚
適
來
許
某
甲
爲
人
，
如

今
因
什
摩
却
不
爲
人
？
賺
某
甲
！
」
師
曰
：
「
經
師マ

マ

自
有
經
師
在
，
論
師マ

マ

自
有
論
師
在
，
律
師マ

マ

自
有
律
師
在
。
院
主

怪
貧
道
什
摩
處
？
」
（
本
書
卷
四
「
藥
山
和
尚
章
」
）

○
若
是
佛
之
與
法
，
是
建
立
化
儀
；
禪
之
與
道
，
是
止
啼
之
說　
『
法
堂
玄
要
廣
集
』
は
「
古
人
道
」（
七
左
）
と
し
て
引

用
す
る
が
、
誰
の
言
說
か
は
未
詳
。『
景
德
傳
燈
錄
』
は
「
且
佛
法
是
建
立
敎
，
禪
道
乃
止
啼
之
說
」
に
作
る
。「
佛
之

與
法
」、「
禪
之
與
道
」
は
「
佛
法
」、「
禪
道
」
を
そ
れ
ぞ
れ
修
辭
的
に
四
字
句
に
整
え
た
い
い
か
た
で
、「
禪
道
」
は
禪

を
二
字
で
表
わ
し
た
口
語
、
し
た
が
っ
て
「
敎
」
と
「
禪
」
と
い
う
こ
と
（「
A
之
與
B
」
は
文
語
で
は
「
A
之
於
B
」）。

「
止
啼
之
說
」
は
、『
涅
槃
經
』
嬰
兒
行
品
に
も
と
づ
き
、
泣
く
子
を
あ
や
す
た
め
に
、
黃
色
い
葉
っ
ぱ
を
黃
金
と
詐
っ

て
與
え
た
と
い
う
話
（
北
本
『
涅
槃
經
』
卷
二
〇
、
T
一
二‒

四
八
五
中
）。
佛
敎
は
言
葉
に
よ
っ
て
人
を
善
な
る
生
活
に
導

く
敎
育
法
、
禪
は
言
葉
を
使
っ
て
も
た
だ
の
方
便
に
す
ぎ
な
い
。

○
在
有
破
有
，
居
空
叱
空
。
二
患
既
除
，
中
道
須
遣　
「
在
有
破
有
，
居
空
叱
空
」
は
「
有
」
と
「
空
」
と
も
に
破
し
退
け

る
こ
と
を
修
辭
的
に
四
字
二
句
で
言
っ
た
も
の
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
「
中
道
」
を
取
る
の
で
は
な
い
と
は
、「
中
道
」
と

は
言
っ
て
も
「
有
」
と
「
空
」
が
な
け
れ
ば
「
中
」
も
成
り
立
た
ぬ
ゆ
え
に
相
對
性
を
免
れ
ず
、「
有
」
と
「
空
」
の
中
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間
な
る
も
の
が
實
際
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
ら
依
據
す
る
に
足
ら
ず
、
と
い
う
禪
宗
の
論
理
。
す
で
に
神
會
が
「
今
言

中
邊
，
要
因
邊
義
立
，
若
其
不
立
邊
，
中
道
亦
不
立
」（『
問
答
雜
徴
義
』
簡
法
師
問
）、「
有
無
雙
遣
，
中
道
亦
亡
」（
同
、

武
皎
問
忠
禪
師
中
道
義
）
と
言
っ
て
い
る
。

ま
た
本
書
卷
四
「
丹
霞
和
尚
章
」
に
引
く
「
翫
珠
吟
」
に
も
言
う
、

二
邊

0

0

俱0

不
立
0

0

，
中
道
不
須
行

0

0

0

0

0

，
見
月
休
看
指
，
歸
家
罷
問
程
。
識
心
豈
測
佛
，
何
佛
更
堪
成
？

（
二
項
對
立
す
る
も
の
に
依
據
す
る
こ
と
は
な
い
。
と
い
っ
て
「
中
道
」
を
行
く
の
も
不
可
で
あ
る
。
直
接
に
月
を
見
た
な
ら
、
方

便
の
指
に
執
わ
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
家
に
歸
っ
た
な
ら
、
も
は
や
旅
程
を
問
題
に
す
る
必
要
は
な
い
。
心
を
識
る
こ
と
が
佛
を
知
る

手
段
で
は
な
い
。
こ
の
う
え
ど
ん
な
佛
に
な
ろ
う
と
す
る
の
か
？
）

ま
た
百
丈
懷
海
の
「
三
句
の
論
理
」
も
こ
れ
に
近
い
。

如
今
但
不
依
住
一
切
有
無
諸
法
，
亦
不
住
無
依
住
，
亦
不
作
不
依
住
知
解
，
是
名
大
善
知
識
。
（
『
百
丈
廣
錄
』
）

（
今
こ
そ
一
切
の
有
無
の
法
に
依
存
せ
ず
、
ま
た
依
存
す
る
も
の
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
も
依
存
せ
ず
、
ま
た
依
存
し
な
い
こ
と
が

よ
い
と
い
う
知
解
を
も
な
さ
な
い
。
こ
れ
こ
そ
が
大
善
知
識
で
あ
る
。
）

○
句
不
當
機
，
言
非
展
事
，
承
言
者
喪
，
滯
句
則
迷　

こ
の
四
句
は
前
二
句
が
條
件
句
で
後
二
句
が
結
果
を
表
わ
す
。
宋

代
に
な
る
と
洞
山
守
初
が
「
言
無
展
事
，
語
不
投
機
。
承
言
者
喪
，
滯
句
則
迷
」（『
古
尊
宿
語
要
』
卷
四
）
と
言
い
換
え
て

流
行
し
、
言
語
否
定
の
定
型
句
と
し
て
使
わ
れ
た
。
た
と
え
ば
大
慧
宗
杲
の
「
蘇
宜
人
請
普
說
」
で
は
「
言
無
展
事
謂

言
不
可
展
事
，
語
不
可
當
機
。
承
當
言
者
喪
眞
，
滯
在
句
下
時
迷
却
自
己
本
地
風
光
、
本
來
面
目
」
と
說
明
し
て
い
る

（『
四
卷
本
普
說
』
卷
二
）。

○
不
唱
言
前
，
寧
談
句
後
？　
「
言
前
」
は
「
聲
前
」
に
同
じ
で
、
言
葉
と
し
て
表
現
さ
れ
る
以
前
（
の
眞
如
佛
性
）。
い
っ

た
ん
言
葉
に
表
現
さ
れ
る
と
（
眞
如
佛
性
か
ら
は
）
離
れ
て
し
ま
う
。「
眞
如
佛
性
」
を
正
面
か
ら
言
擧
げ
す
る
こ
と
は
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禪
僧
の
能
事
で
は
な
い
し
、
方
便
を
語
る
こ
と
も
詮
な
き
わ
ざ
で
あ
る
。
本
書
卷
一
三
「
招
慶
和
尚
章
」
に
も
、

師
有
時
云
：
「
言
前
薦
得
，
辜
負
平
生
；
句
後
投
機
，
殊
乖
道
體
。
」
僧
便
問
：
「
爲
什
摩
却
如
此
？
」
師
云
：

「
汝
且
道
，
從
來
事
合
作
摩
生
？
」
（
第
三
五
則
）

（
師
は
あ
る
時
に
言
っ
た
、
「
釋
尊
が
敎
理
を
說
か
れ
る
前
の
意
を
受
け
止
め
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
自
己
の
修
行
を
な
い
が
し
ろ

に
す
る
も
の
。
佛
說
に
機
緣
の
契
合
を
求
め
る
こ
と
は
、
と
り
わ
け
道
の
本
體
か
ら
離
れ
る
も
の
だ
。
」
僧
が
問
う
た
、
「
ど
う
し

て
そ
う
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、
「
禪
の
本
分
事
と
は
何
か
、
き
み
は
分
か
っ
て
い
る
の
か
？
」
）

○
直
至
釋
迦
掩
室
，
淨
名
杜
口　
『
肇
論
』「
涅
槃
無
名
論
」
の
「
釋
迦
掩
室
於
摩
竭
，
淨
名
杜
口
於
毘
耶
」（
釋
迦
牟
尼
佛

は
マ
ガ
ダ
國
で
人
に
法
を
說
か
ず
、
維
摩
居
士
は
ヴ
ァ
イ
シ
ャ
ー
リ
ー
の
町
で
沈
黙
し
た
）
に
よ
る
。

○
大
士
梁
時
，
童
子
當
日
，
一
問
，
二
問
，
三
問
，
盡
有
人
了
也　
「
大
士
」
は
達
摩
大
師
、
梁
の
武
帝
と
の
問
答
で
「
不

識
」
と
言
っ
た
こ
と
を
指
す
（
あ
る
い
は
北
魏
嵩
山
少
林
寺
で
の
面
壁
九
年
）。「
童
子
」
は
無
言
菩
薩
の
こ
と
。「
一
問
，

二
問
，
三
問
」
は
無
言
菩
薩
の
故
事
に
も
と
づ
く
。『
大
方
等
大
集
經
』
卷
一
二
「
無
言
菩
薩
品
」
に
、

爾
時
，
金
剛
䐡
菩
薩
白
佛
言
：
「
世
尊
！
何
因
緣
故
，
無
言
菩
薩
名
無
言
也
？
」
佛
言
：
「
善
男
子
！
汝
自
諮
問
無

言
菩
薩
，
自
當
答
之
。
」
金
剛
䐡
菩
薩
即
問
無
言
菩
薩
：
「
善
男
子
！
何
因
緣
故
，
字
無
言
耶
？
」
無
言
菩
薩
默
然

0

0

0

0

0

0

而
住
0

0

。
二
問
0

0

、
三
問
亦
復
如
是

0

0

0

0

0

0

。
金
剛
䐡
言
：
「
善
男
子
！
何
故
不
答
？
」
無
言
菩
薩
言
：
「
我
求
言
辭
都
不
可

得
，
是
故
默
然
，
無
所
宣
說
。
」
（
T
一
三-

八
一
下
～
八
二
上
）

す
な
わ
ち
〈
眞
如
〉
を
言
い
表
わ
す
べ
き
言
葉
が
探
し
あ
て
ら
れ
な
い
ゆ
え
に
「
無
言
」
な
の
だ
と
い
う
。
し
た
が
っ
て

「
盡
有
人
了
也
」
は
、
達
摩
も
無
言
菩
薩
も
み
な
沈
黙
し
た
意
で
あ
る
。

○
時
有
人
禮
拜
。
師
云
：
高
聲
問
！　

學
云
：
諮
和
尚
。
師
便
喝
出　

僧
が
禮
拜
し
た
の
は
、「
お
敎
え
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」
と
い
う
儀
禮
の
動
作
。
し
か
し
神
晏
は
諸
佛
菩
薩
が
「
沈
黙
」
し
た
こ
と
を
言
っ
た
あ
と
、「
諸
仁
者
！
作
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摩
生
？
」
と
質
問
し
た
の
は
、「
そ
な
た
ら
は
沈
黙
し
て
す
ま
せ
て
よ
い
の
か
？
」
と
い
う
反
問
で
あ
っ
た
。
こ
こ
は
雪

峯
が
「
沈
黙
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
法
を
傳
え
る
」
方
法
に
倣
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
僧
を
試
す
つ
も
り
で
「
高

聲
に
問
え
！
」
と
言
う
と
、
僧
は
言
わ
れ
た
と
お
り
大
聲
で
「
和
尚
に
お
う
か
が
い
し
ま
す
！
」
と
言
っ
た
。
果
た
し

て
雪
峯
の
「
沈
黙
」
と
い
う
方
法
は
鼓
山
と
い
う
大
叢
林
で
も
適
用
で
き
ぬ
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
言
葉
と
沈
黙

の
「
問
則
有
過
，
不
問
則
又
乖
」（
本
書
卷
五
「
德
山
章
」）
を
ど
の
よ
う
に
乘
り
越
え
る
か
は
、
依
然
と
し
て
課
題
と

し
て
の
こ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
當
時
の
大
衆
化
し
た
僧
衆
の
レ
ヴ
ェ
ル
は
次
の
問
答
に
現
わ
れ
て
い
る
。
本
書
卷
一
一

「
保
福
和
尚
章
」
第
二
則
に
、

師
上
堂
云
：
「
有
人
問
話
，
高
聲
問
！
」
時
有
人
出
來
問
：
「
學
人
高
聲
問
，
請
和
尚
高
聲
答
。
」
師
云
：
「
道
什

摩
？
」
學
人
再
申
前
問
。
師
云
：
「
我
不
是
患
聾
。
」

（
師
は
上
堂
し
て
言
っ
た
、
「
質
問
す
る
な
ら
大
き
な
聲
で
問
え
！
」
そ
の
時
僧
が
前
に
出
て
言
っ
た
、
「
わ
た
く
し
は
大
聲
で
質
問

し
ま
す
。
師
も
大
聲
で
お
答
え
く
だ
さ
い
。
」
師
、
「
何
と
言
っ
た
の
か
？
」
僧
は
も
う
一
度
繰
り
返
し
た
。
師
、
「
わ
た
し
は
耳
が

わ
る
い
の
で
は
な
い
。
」
）

〔
四
〕
頌
一
首

師
頌
曰
：

「
直
下
猶
難
會
，
尋
言
轉
更
賖
。

擬
論
佛
與
祖
，
特
地
隔
天
涯
。」

【
訓
讀
】

師
は
頌
し
て
曰
く
、



96

『祖堂集』卷第一〇譯注（四） （禪文化研究所唐代語錄研究班）

「
直
下
す
ら
猶
お
會
し
難
き
に
、
言
を
尋
ぬ
れ
ば
轉う
た

た
更
に
賖と
お

し
。

佛
と
祖
と
を
論
ぜ
ん
と
擬ほ

っ

せ
ば
、
特
地
に
天
涯
を
隔
つ
。」

【
日
譯
】

師
は
偈
頌
で
敍
べ
た
。

「
た
だ
ち
に
會
得
す
る
も
の
だ
と
言
っ
て
さ
え
會
得
し
が
た
い
の
に
、

言
葉
に
よ
っ
て
會
得
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
い
よ
い
よ
遠
ざ
か
る
。

佛
と
は
何
か
、
祖
と
は
何
か
と
言
い
出
せ
ば
、

離
れ
る
ど
こ
ろ
で
は
な
い
、
天
の
果
て
ま
で
遠
の
く
。」

【
注
釋
】

〇
本
則
は
『
鼓
山
先
興
聖
國
師
和
尚
法
堂
玄
要
廣
集
』
偈
頌
七
首
の
第
一
首
（
二
五
左
）
に
見
え
、『
景
德
傳
燈
錄
』
卷

一
八
、『
宗
門
統
要
』
卷
九
、『
聯
燈
會
要
』
卷
二
四
、『
五
燈
會
元
』
卷
七
に
も
錄
さ
れ
て
い
る
。

『
景
德
傳
燈
錄
』
で
は
上
堂
說
法
の
な
か
で
こ
の
頌
を
敍
べ
て
い
る
（『
五
燈
會
元
』
に
據
っ
て
一
部
補
う
）。

「
…
…
鼓
山
自
住
三
十
餘
年
，
五
湖
四
海
來
者
，
向
高
山
頂
上
看
山
翫
水
，
未
見
一
人
快
利
通
得
［
箇
消
息
］
。
如
今

還
有
人
通
得
也
［
未
？
若
通
得
，
亦
］
不
昧
兄
弟
。
珍
重
！
」
乃
有
偈
示
衆
曰
：
「
直
下
猶
難
會
，
尋
言
轉
更
賖
。

若
論
佛
與
祖
，
特
地
隔
天
涯
。
」

（
「
…
…
わ
た
し
は
住
持
し
て
よ
り
三
十
餘
年
、
各
地
か
ら
來
參
し
た
者
た
ち
は
こ
の
鼓
山
の
頂
上
で
遊
山
玩
水
す
る
だ
け
で
、
一

人
と
し
て
怜
悧
に
見
解
を
持
っ
て
來
る
者
は
い
な
い
。
い
ま
諸
君
ら
の
な
か
に
見
解
を
差
し
出
せ
る
者
は
い
る
か
？

　
も
し
出
せ

た
な
ら
、
わ
た
し
の
說
法
も
諸
君
を
昧
ま
さ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
お
ん
み
大
切
に
さ
れ
よ
。
」
見
解
を
差
し
出
せ
る
者

が
い
な
い
の
を
見
て
、
偈
頌
で
敍
べ
た
、
「
…
…
」
）
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『
宗
門
統
要
』
で
は
新
到
僧
と
侍
者
に
偈
頌
の
意
味
を
問
う
構
成
で
あ
る
（『
聯
燈
會
要
』
は
こ
れ
に
據
っ
て
い
る
）。

福
州
鼓
山
神
晏
國
師
，
因
新
到
參
，
乃
云
：
「
直
下
猶
難
會
，
尋
言
轉
更
賖
。
若
論
佛
與
祖
，
特
地
隔
天
涯
。
上
座

作
麼
生
會
？
」
僧
無
語
，
擧
似
侍
者
云
：
「
某
甲
不
會
。
請
侍
者
代
一
轉
語
。
」
者
云
：
「
和
尚
與
麼
道
，
猶
隔
天

涯
在
。
」
僧
擧
似
師
。
師
喚
侍
者
來
，
問
：
「
你
爲
新
到
代
語
，
是
不
？
」
云
：
「
是
。
」
師
便
打
趂
出
院
。

（
福
州
鼓
山
神
晏
國
師
は
新
到
僧
が
來
た
の
を
見
て
言
っ
た
、
「
（
偈
頌
）
。
そ
な
た
は
ど
う
わ
か
っ
た
の
か
？
」
僧
は
答
え
ら
れ
な

か
っ
た
の
で
、
侍
者
に
話
し
た
、
「
わ
た
く
し
は
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ど
う
か
侍
者
よ
、
ど
う
答
え
る
べ
き
か
敎
え
て
く
だ
さ

い
。
」
侍
者
、
「
和
尚
の
そ
ん
な
言
い
か
た
で
は
、
『
天
の
果
て
ま
で
遠
の
い
て
い
る
』
と
言
え
。
」
僧
は
師
に
傳
え
た
。
師
は
侍
者

を
喚
ん
で
問
う
た
、
「
お
ま
え
が
新
到
僧
に
そ
う
い
う
答
え
か
た
を
敎
え
た
の
か
？
」
侍
者
、
「
は
い
。
」
師
は
侍
者
を
棒
で
打
っ

て
、
寺
か
ら
追
い
出
し
た
。
）

『
五
燈
會
元
』
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
と
『
宗
門
統
要
』
を
合
揉
し
て
一
則
に
構
成
し
て
い
る
。

「
…
…
鼓
山
自
住
三
十
餘
年
，
五
湖
四
海
來
者
，
向
高
山
頂
上
看
山
翫
水
，
未
見
一
人
快
利
通
得
箇
消
息
。
如
今
還

有
人
通
得
也
未
？
若
通
得
，
亦
不
昧
諸
兄
弟
。
若
無
，
不
如
散
去
。
珍
重
！
」
師
有
偈
曰
：
「
直
下
猶
難
會
，
尋
言

轉
更
賖
。
若
論
佛
與
祖
，
特
地
隔
天
涯
。
」
師
擧
問
僧
：
「
汝
作
麼
生
會
？
」
僧
無
語
，
乃
謂
侍
者
曰
：
「
某
甲
不

會
，
請
代
一
轉
語
。
」
者
曰
：
「
和
尚
與
麼
道
，
猶
隔
天
涯
在
。
」
僧
擧
似
師
。
師
喚
侍
者
，
問
：
「
汝
爲
這
僧
代

語
，
是
否
？
」
者
曰
：
「
是
。
」
師
便
打
趂
出
院
。

〇
直
下
猶
難
會
，
尋
言
轉
更
賖
。
擬
論
佛
與
祖
，
特
地
隔
天
涯　

押
韻
は
「
賖
」
麻
「
涯
」
佳
。「
涯
字
は
初
唐
か
ら
發
展

し
て
五
代
の
時
期
に
至
る
ま
で
實
際
の
讀
音
は
麻
韻
に
合
流
し
て
い
た
」（
劉
曉
南
『
宋
代
閩
音
考
』
九
八
頁
、
岳
麓
書

社
、
一
九
九
九
年
）。
こ
の
偈
に
つ
い
て
の
問
答
が
『
法
堂
玄
要
廣
集
』
に
あ
る
。

問
：
「
承
和
尚
有
言
，
〈
直
下
猶
難
會
，
尋
言
轉
更
賖
。
〉
如
何
是
直
下
事
？
」
師
云
：
「
賖
也
。
」
學
云
：
「
還
許
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學
人
進
步
也
無
？
」
師
便
喝
出
。
（
一
二
右
） 

（
問
う
、
「
和
尚
は
〈
た
だ
ち
に
會
得
す
る
も
の
だ
と
言
っ
て
さ
え
會
得
し
が
た
い
の
に
、
ま
し
て
言
葉
に
よ
っ
て
會
得
し
よ
う

と
す
れ
ば
、
い
よ
い
よ
遠
ざ
か
る
〉
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
〈
た
だ
ち
に
會
得
す
る
こ
と
〉
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
？
」
師
、

「
そ
れ
！
そ
の
よ
う
に
言
葉
で
考
え
る
の
を
〈
い
よ
い
よ
遠
ざ
か
る
〉
と
い
う
の
だ
。
」
僧
、
「
も
う
一
步
お
導
き
を
お
願
い
し
ま

す
。
」
師
は
怒
鳴
っ
て
追
い
出
し
た
。
）

問
：
「
如
何
是
直
下
事
？
」
師
云
：
「
尋
言
轉
更
賖
。
」
（
一
四
右
）

（
問
う
、
「
〈
た
だ
ち
に
會
得
す
る
こ
と
〉
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
？
」
師
、
「
〈
言
葉
に
よ
っ
て
會
得
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
い
よ

い
よ
遠
ざ
か
る
〉
。
」
）

問
：
「
如
何
是
直
下
事
？
」
師
云
：
「
莫
自
欺
！
」
學
云
：
「
不
自
欺
事
如
何
？
」
師
云
：
「
還
返
仄
麼
？
」

（
一
一
右
）

（
問
う
、
「
〈
た
だ
ち
に
會
得
す
る
こ
と
〉
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
？
」
師
、
「
自
分
を
馬
鹿
に
し
て
は
な
ら
ぬ
。
」
僧
、
「
自
分

を
馬
鹿
に
し
な
い
こ
と
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
？
」
師
、
「
き
み
は
寢
返
り
を
打
つ
か
？
」
）

こ
れ
が
千
五
百
衆
と
號
さ
れ
た
鼓
山
叢
林
の
内
實
で
あ
っ
た
。「
鼓
山
神
晏
章
」
は
以
上
の
上
堂
と
偈
頌
一
首
の
み
の
收

錄
で
終
わ
っ
て
い
る
。『
法
堂
玄
要
廣
集
』
と
い
う
語
錄
は
『
祖
堂
集
』
編
者
に
よ
っ
て
十
分
に
は
利
用
さ
れ
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
雪
峯
門
下
の
内
部
事
情
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

隆
壽
和
尚
章

〔
一
〕
行
歷

隆
壽
和
尚
嗣
雪
峯
，
在
漳
州
。
師
諱
紹
卿
，
姓
鄭
，
泉
州
莆
田
縣
人
也
。
師
號
興
法
大
師
。
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【
訓
讀
】

隆
壽
和
尚
は
雪
峯
に
嗣
ぎ
、
漳
州
に
在
り
。
師
は
諱
は
紹
卿
、
姓
は
鄭
、
泉
州
莆
田
縣
の
人
な
り
。
師
は
興
法
大
師
と

號
す
。

【
日
譯
】

隆
壽
和
尚
は
法
を
雪
峯
に
嗣
ぎ
、
漳
州
に
在
っ
た
。
師
は
諱
は
紹
卿
、
姓
は
鄭
と
い
い
、
泉
州
莆
田
縣
の
人
で
あ
る
。

師
は
興
法
大
師
と
號
し
た
。

【
注
釋
】

◯
隆
壽
和
尚
嗣
雪
峯
，
在
漳
州　

隆
壽
紹
卿
は
生
卒
年
未
詳
。『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
、『
聯
燈
會
要
』
卷
二
四
、『
五
燈

會
元
』
卷
七
に
も
機
緣
の
話
を
錄
す
。『
傳
法
正
宗
記
』
卷
七
に
は
名
前
の
み
見
え
る
。『
景
德
傳
燈
錄
』
に
「
幼
於
靈

巖
寺
習
經
論
。
講
業
既
就
，
而
深
慕
禪
那
」
と
あ
り
、「
靈
巖
寺
」
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
八
、
泉
州
龜
洋
無
了
が
十
八

の
時
に
剃
度
受
具
し
た
靈
巖
寺
で
あ
ろ
う
。
靈
巖
寺
は
黃
滔
『
黃
御
史
公
集
』
卷
五
「
莆
山
靈
巖
寺
碑
」（『
全
唐
文
』
卷

八
二
五
）
に
、
初
め
陳
永
定
二
年
（
五
五
八
）
に
金
仙
院
と
い
う
名
で
創
建
さ
れ
、
唐
景
雲
二
年
（
七
一
一
）
に
靈
巖
寺
と

賜
っ
た
と
い
う
。
後
に
北
宋
太
平
興
國
初
年
（
九
七
六
）
に
廣
化
寺
と
改
稱
し
今
日
に
至
る
。『
景
德
傳
燈
錄
』
で
は
つ
い

で
、「
乃
問
法
於
雪
峯
之
室
，
服
勤
數
載
，
從
緣
開
悟
」
と
し
て
そ
の
機
緣
を
載
せ
て
い
る
。

因
侍
經
行
，
見
芋
葉
動
，
雪
峯
指
動
葉
視
之
。
師
對
曰
：
「
紹
卿
甚
生
怕
怖
？
」
雪
峯
曰
：
「
是
汝
屋
裏
底
，
怕
怖

什
麼
？
」
師
於
是
洗
然
省
悟
，
頓
息
他
遊
。
尋
受
請
居
龍
溪
焉
。

（
雪
峯
和
尚
に
侍
し
て
步
い
て
い
た
時
、
芋

さ
と
い
もの

大
き
な
葉
が
搖
れ
て
い
る
の
が
見
え
た
。
雪
峯
は
葉
が
搖
れ
て
い
る
の
を
指
さ
し
注

意
を
促
し
た
。
師
、
「
わ
た
し
は
何
も
恐
れ
た
り
は
し
ま
せ
ん
。
」
雪
峯
、
「
搖
れ
て
い
る
の
は
き
み
の
心
だ
。
何
を
恐
れ
る
こ
と
が

あ
ろ
う
。
」
師
は
聞
い
て
、
さ
っ
ぱ
り
と
悟
っ
て
、
も
う
行
脚
を
や
め
、
雪
峯
の
も
と
で
修
行
を
つ
づ
け
た
。
の
ち
龍
溪
の
隆
壽
院
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晉
住
の
要
請
を
受
け
て
住
持
と
な
っ
た
。
）

雪
峯
が
葉
の
搖
れ
に
注
意
さ
せ
た
の
は
「
見
色
見
心
」
の
示
唆
で
あ
っ
た
。
紹
卿
は
葉
の
下
に
何
か
が
潛
ん
で
い
る
と

思
っ
て
「
わ
た
し
は
何
も
恐
く
な
い
」
と
言
っ
た
が
、
そ
れ
が
あ
ら
ぬ
恐
怖
心
だ
と
諭
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
「
心
の
本

質
」
を
悟
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
「
自
心
現
量
」
に
す
ぎ
な
い
が
、
雪
峯
は
「
見
色
見
心
」
の
示
唆
が
成
功
し

た
と
思
っ
て
印
可
し
た
。

◯
漳
州　

現
在
の
福
建
省
漳
州
市
。
右
の
『
景
德
傳
燈
錄
』
に
い
う
漳
州
の
「
龍
溪
」
を
指
す
。

◯
姓
鄭　
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
、『
五
燈
會
元
』
卷
七
は
「
陳
氏
」
に
作
る
。

◯
泉
州
莆
田
縣
人　

唐
代
の
泉
州
莆
田
縣
は
現
在
の
泉
州
市
東
北
の
莆
田
市
。

◯
師
號
興
法
大
師　
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
に
こ
の
こ
と
を
、「
漳
守
王
公
欽
尚
祖
風
，
爲
奏
紫
衣
師
名
」
と
言
う
。「
漳

守
王
公
」
は
未
詳
。
福
建
は
唐
末
黃
巢
の
亂
に
乘
じ
た
河
南
の
王
潮
が
汀
州
か
ら
侵
入
し
て
漳
州
、
泉
州
、
福
州
を
攻

略
し
、
建
州
、
汀
州
を
併
せ
て
、
景
福
二
年
（
八
九
三
）
に
福
建
五
州
を
領
有
し
、
王
氏
一
族
が
福
州
、
建
州
、
泉
州
刺
史

職
を
獨
占
し
た
。
漳
州
は
泉
州
刺
史
が
治
め
た
よ
う
で
あ
る
。

〔
二
〕
摩
尼
寶
殿

有
人
問
：
「
古
人
道
：
『
摩
尼
寶
殿
有
四
角
，
一
角
常
露
，
三
角
亦
然
。』
如
何
是
常
露
底
角
？
」
師
便
竪
起
拂
子
。

【
訓
讀
】

人
有
り
て
問
う
、「
古
人
道
う
、『
摩
尼
寶
殿
に
四
角
有
り
、
一
角
常
に
露
わ
る
れ
ば
、
三
角
も
亦
た
然
り
』
と
。
如
何

な
る
か
是
れ
常
に
露
わ
る
る
底
の
角
？
」
師
便
ち
拂
子
を
竪
起
す
。

【
日
譯
】
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あ
る
人
が
問
う
た
、「
古
人
は
、『
摩
尼
寶
殿
内
に
四
角
が
有
り
、
そ
の
一
角
が
常
に
見
え
て
い
る
な
ら
、
他
の
三
角
も

見
え
る
』
と
言
っ
て
い
ま
す
。
常
に
見
え
て
い
る
角
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？
」
師
は
た
だ
ち
に
拂
子
を
持
ち
あ
げ
た
。

【
注
釋
】

◯
本
則
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
、『
五
燈
會
元
』
卷
七
に
も
錄
す
る
。

◯
古
人
道
…
…
如
何
是
常
露
底
角
？　
「
摩
尼
寶
殿
」
は
寺
院
内
に
摩
尼
寶
珠
を
安
置
す
る
建
物
。
も
と
兜
率
天
に
あ
る
摩

尼
珠
で
造
ら
れ
た
彌
勒
菩
薩
の
寶
殿
に
由
來
す
る
（『
佛
說
觀
彌
勒
菩
薩
上
生
兜
率
天
經
』）。
本
則
の
問
答
が
基
づ
く
の

は
、『
佛
說
寶
積
三
昧
文
殊
師
利
菩
薩
問
法
身
經
』
に
見
え
る
佛
と
文
殊
の
次
の
問
答
で
あ
る
。

住
是
三
昧
中
，
無
不
見
諸
法
本
際
。
其
有
信
者
，
以
爲
得
印
。
所
語
如
言
，
摩
尼
寶
舍
有
四
角
，
從
一
角
視
，
悉
見

諸
角
，
無
所
缺
減
。
是
故
見
諸
本
際
。
（
Ｔ
一
二-

二
三
七
中
）

つ
ま
り
、
三
昧
中
に
あ
っ
て
諸
法
の
眞
實
が
見
え
る
の
は
、
ち
ょ
う
ど
摩
尼
寶
殿
の
一
角
か
ら
他
の
三
角
が
見
え
る
よ
う

な
も
の
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。『
宗
鏡
錄
』
卷
九
六
に
は
「
文
殊
菩
薩
問
法
身
經
云
」
と
し
て
引
か
れ
、
解
說
し
て
次

の
よ
う
に
言
う
。

釋
曰
：
若
了
一
心
本
際
，
何
法
不
通
？
以
諸
法
從
心
所
生
，
皆
同
一
際
。
住
此
際
中
，
一
一
圓
滿
。
擧
目
咸
是
，
何

待
意
思
？
智
不
能
知
，
言
不
能
及
。
故
云
：
金
剛
寶
藏
，
無
所
缺
減
。
（
Ｔ
四
八-

九
三
三
下
）

永
明
延
壽
は
こ
の
摩
尼
寶
殿
の
一
角
を
「
一
心
」
の
譬
え
と
見
て
、「
一
心
」
を
了
解
す
れ
ば
世
界
の
諸
法
の
本
際
が
把

握
せ
ら
れ
る
と
解
釋
し
た
。
本
則
で
は
「
如
何
是
常
露
底
角
？
」
と
問
う
て
い
る
が
、
こ
れ
は
つ
ま
り
常
に
顯
現
し
て
い

る
「
一
心
」
と
は
何
か
と
問
う
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

同
じ
問
答
に
次
の
も
の
が
あ
る
。

『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
「
福
州
蓮
華
山
永
福
院
超
證
大
師
從
弇
章
」
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問
：
「
摩
尼
殿
有
四
角
，
一
角
常
露
。
如
何
是
常
露
底
角
？
」
師
曰
：
「
不
可
更
點
。
」

（
答
え
、
「
常
に
現
わ
れ
て
い
る
ほ
か
に
、
指
し
示
す
こ
と
は
で
き
ぬ
。
」
）

『
景
德
傳
燈
錄
』》
卷
一
七
「
吉
州
禾
山
無
殷
禪
師
章
」

問
：
「
摩
尼
寶
殿
有
四
角
，
一
角
常
露
。
如
何
是
露
底
角
？
」
師
擧
手
曰
：
「
汝
打
，
我
却
問
。
汝
還
會
麼
？
」

曰
：
「
不
會
。
」
師
曰
：
「
汝
爭
解
打
得
我
？
」

（
…
…
師
は
手
を
擧
げ
て
言
っ
た
、
「
わ
た
し
を
打
つ
な
ら
、
き
み
に
問
お
う
。
わ
か
る
か
？
」
僧
、
「
わ
か
り
ま
せ
ん
。
」
師
、
「
き

み
は
わ
た
し
を
打
つ
な
ど
で
き
ぬ
。
」
）

禾
山
無
殷
は
「
一
心
」
の
は
た
ら
き
を
直
接
に
「
打
つ
」
作
用
と
し
て
答
え
た
の
で
あ
る
。

ま
た
雲
門
下
三
世
、
雪
竇
重
顯
の
師
で
あ
る
智
門
光
祚
の
語
に
次
の
も
の
が
あ
る
。

『
古
尊
宿
語
錄
』
卷
三
九
「
智
門
祚
禪
師
語
錄
」

問
：
「
承
敎
中
有
言
：
譬
如
摩
尼
寶
殿
，
三
角
常
隱
，
一
角
常
現
。
如
何
是
常
現
底
一
角
？
」
師
云
：
「
險
！
」

智
門
光
祚
は
「
そ
ん
な
定
型
化
し
た
問
い
は
、
き
み
の
命
取
り
に
な
る
ぞ
！
」
と
警
告
し
た
。

◯
師
便
竪
起
拂
子　
「
性
在
作
用
」
の
考
え
方
に
基
づ
く
、「
自
己
本
分
事
」
を
端
的
に
あ
ら
わ
す
動
作
。「『
祖
堂
集
』
卷
七

雪
峰
和
尚
章
譯
注
（
上
）」〔
一
四
〕「
拂
子
を
擧
げ
て
僧
に
示
す
」
參
照
（『
禪
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
三
一
號
、
二
〇
一
一

年
）。

〔
三
〕
齋
糧
に
一
粒
の
米
を
も
畜
え
ず

問
：
「
齋
糧
不
畜
一
粒
米
，
如
何
濟
得
萬
人
飢
？
」
云
：
「
俠
客
面
前
如
奪
釼
，
看
君
不
是
黠
兒
郎
。」

【
訓
讀
】
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問
う
、「
齋
糧
に
一
粒
の
米
を
も
畜
え
ず
。
如い
か
ん何
が
萬
人
の
飢
え
を
濟す
く

い
得
ん
？
」
云
く
：
「
俠
客
の
面
前
に
如も

し
釼
を

奪
わ
ば
、
看
る
に
君
は
是
れ
黠か

つ

兒じ

郎ろ
う

な
ら
ず
。」

【
日
譯
】

問
う
、「
齋
食
の
た
く
わ
え
に
一
粒
の
米
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
す
れ
ば
萬
人
の
飢
え
を
救
え
る
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、

「
俠
客
の
面
前
で
も
し
も
釼
を
奪
わ
れ
た
な
ら
、
見
た
と
こ
ろ
き
み
は
應
對
す
る
智
慧
は
な
さ
そ
う
だ
。」

【
注
釋
】

○
本
則
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
、『
五
燈
會
元
』
卷
七
に
も
錄
す
る
。

〇
問
：
齋
糧
不
畜
一
粒
米
，
如
何
濟
得
萬
人
飢
？　

本
則
の
前
句
原
文
は
「
良
禾
不
立
米
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
で
は
意
味
を

な
さ
な
い
の
で
、
福
州
東
禪
寺
版
『
景
德
傳
燈
錄
』（
齋
糧
不
畜
一
粒
）
を
案
じ
て
、
七
言
句
に
改
め
た
。
版
刻
の
さ
い

に
字
劃
の
繁
多
を
嫌
っ
て
刻
工
が
劃
數
の
少
な
い
字
に
替
え
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
こ
は
そ
の
例
で
あ
ろ
う
。「
齋
糧
」
と

い
う
か
ら
、
紹
卿
の
住
持
し
て
い
た
隆
壽
院
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
そ
う
い
う
寺
院
經
濟
上
の
問
い
で
は
な
い
よ
う
で

あ
る
。
南
嶽
懶
瓚
和
尚
の
「
樂
道
歌
」
に
、

兀ご
つ

然ね
ん

無
事
に
し
て
改
換
す
る
無
し
。
無
事
な
れ
ば
何
ぞ
一
段
を
論
ず
る
を
須も

ち

い
ん
？

直じ
き

心し
ん

に
し
て
散
亂
す
る
無
く
、
他
の
事
は
斷
ず
る
を
須も

ち

い
ず
。

過
去
は
已
に
過
ぎ
去
り
、
未
來
は
猶
お
算
す
る
莫
れ
。

兀
然
無
事
に
し
て
坐
す
。
何
ぞ
曾
て
人
の
喚
ぶ
も
の
有
ら
ん
？

向そ

と外
に
功
夫
を
覓
む
る
は
、
總
て
是
れ
癡
頑
漢
。

糧
は
一
粒
を
も
畜
え
ず
、
飯
に
逢
え
ば
但

た

知
だ

く
ら

（
原
文
作

，
據
祖
堂
集
改
）
う
の
み
。

世
間
の
多
事
の
人
、
相
い
趁お

う
も
渾す

べ

て
及
ば
ず
。
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我
は
生
天
を
樂ね

が

わ
ず
、
亦
た
福
田
を
愛
さ
ず
。

饑
え
來
れ
ば
飯
を
喫
し
、
困つ

か

れ
來
れ
ば
即
ち
眠
る
。

愚
人
は
我
を
笑
う
も
、
智
は
乃
ち
焉こ

れ

を
知
る
。

是
れ
癡
鈍
に
あ
ら
ず
、
本
體
如か

く
の
ご
と

然
し
。
（
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
三
〇
）

こ
れ
は
「
無
事
」
な
る
生
き
か
た
を
謳
歌
す
る
馬
祖
禪
の
典
型
的
な
表
現
で
、「
糧
は
一
粒
を
も
畜
え
ず
、
飯
に
逢
え
ば

但た知
だ

う
の
み
」、「
饑
え
來
れ
ば
飯
を
喫
し
、
困つ
か

れ
來
れ
ば
即
ち
眠
る
。
愚
人
は
我
を
笑
う
も
、
智
は
乃
ち
焉こ
れ

を
知

る
。
是
れ
癡
鈍
に
あ
ら
ず
、
本
體
如か

く
の
ご
と
然
し
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
「
齋
糧
不
畜
一
粒
米
」
と
い
う
句
を
用
い
て
僧
が

言
わ
ん
と
し
た
意
圖
で
、「
無
事
」
で
よ
い
の
か
と
い
う
問
い
か
け
で
あ
る
。

○
云
：
俠
客
面
前
如
奪
釼
，
看
君
不
是
黠
兒
郎　

こ
の
問
い
に
紹
卿
は
直
接
に
答
え
ず
、
譬
喩
を
持
ち
出
し
、
七
言
句
の
問

い
に
七
言
句
で
答
え
た
。
こ
う
い
う
問
い
に
は
主
題
に
對
す
る
深
刻
さ
は
な
い
。
一
粒
の
米
も
な
い
な
ら
萬
人
の
飢
え

を
救
え
る
道
理
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
う
い
う
問
い
に
は
譬
喩
を
用
い
て
、
僧
の
問
い
か
た
が
誤
っ
て
い
る
こ
と

を
諭
す
し
か
な
い
。「
俠
客
」
と
は
帶
劍
の
浪
人
を
い
う
（
宮
崎
市
定
「
游
俠
に
就
て
」、『
中
國
古
代
史
論
』
平
凡
社
選
書
、

一
九
八
八
年
）。「
路
逢
劍
客
須
呈
劍
，
不
是
詩
人
莫
說
詩
」（
劍
客
に
逢
え
ば
わ
が
劍
を
見
せ
技
量
で
お
相
手
す
る
が
、
詩
人

で
な
け
れ
ば
詩
を
作
っ
て
示
す
な
か
れ
。『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
二
「
陳
尊
宿
章
」）
と
言
わ
れ
る
。「
劍
客
の
前
で
自
分
の
劍
を

奪
わ
れ
た
な
ら
」、
も
う
斬
ら
れ
る
し
か
な
い
。
が
、
そ
こ
を
ど
う
切
り
拔
け
ら
れ
る
か
？　
「
き
み
は
そ
う
い
う
智
慧

者
で
は
な
い
よ
う
だ
。」「
黠
兒
郎
」
は
賢
い
若
者
。「
無
事
」
を
よ
し
と
し
な
い
な
ら
、
ど
う
生
き
よ
う
と
い
う
の
か
？

中
唐
馬
祖
の
時
代
か
ら
百
年
後
、
馬
祖
禪
の
再
檢
討
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
問
答
の
背
景
に
は
そ
の
問
題
意
識

が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
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安
國
和
尚
章

〔
一
〕
行
歷

安
國
和
尚
嗣
雪
峯
，
在
福
州
。
師
諱
弘
韜
，
姓
陳
，
泉
州
仙
遊
縣
人
也
。
初
誕
之
時
，
胎
衣
紫
色
。
朝
感
胡
僧
而
來
訪

之
，
志
求
出
家
，
遂
於
龍
華
寺
東
禪
，
依
師
染
剃
。
依
年
具
戒
，
便
詣
雪
峯
，
密
契
玄
關
。
尋
離
甌
越
，
遍
歷
楚
呉
，
後
再

入
雪
峯
。
雪
峯
纔
見
，
便
問
：
「
什
摩
處
來
？
」
師
云
：
「
江
西
來
。」
峯
云
：
「
什
摩
處
逢
見
達
摩
？
」
師
云
：
「
分
明

向
和
尚
道
。」
峯
云
：
「
道
什
摩
？
」
師
云
：
「
什
摩
處
去
來
？
」

【
訓
讀
】

安
國
和
尚
は
雪
峯
に
嗣
ぎ
、
福
州
に
在
り
。
師
は
諱
は
弘
韜
、
姓
は
陳
、
泉
州
仙
遊
縣
の
人
な
り
。
初
誕
の
時
、
胎
衣

紫
色
な
り
。
朝
に
胡
僧
の
之
れ
を
來
訪
す
る
に
感
じ
て
、
出
家
す
る
を
志も

と求
め
、
遂か
く

て
龍
華
寺
東
禪
に
於
い
て
、
師
に
依
り

て
染
剃
す
。
年
に
依
り
て
具
戒
し
、
便
ち
雪
峯
に
詣い

た

り
、
密み
つ

に
玄
關
に
契
う
。
尋つ
い

で
甌
越
を
離
れ
て
楚
呉
を
遍
歷
し
、
後
に

再
び
雪
峯
に
入
る
。
雪
峯
纔
か
に
見
る
や
、
便
ち
問
う
、「
什い

づ

こ
摩
處
よ
り
か
來き
た

る
？
」
師
云
く
、「
江
西
よ
り
來
る
。」
峯
云

く
、「
什
摩
處
に
か
達
摩
に
逢
見
せ
し
？
」
師
云
く
、「
分
明
に
和
尚
に
道い

え
り
。」
峯
云
く
、「
什な

ん摩
と
道
い
し
や
？
」
師
云

く
、「
什
摩
處
に
か
去
來
せ
る
？
」

【
日
譯
】

安
國
和
尚
は
、
雪
峯
の
法
を
嗣
ぎ
、
福
州
で
活
動
し
た
。
師
は
諱
は
弘
韜
、
姓
は
陳
、
泉
州
仙
遊
縣
の
人
で
あ
る
。
生

ま
れ
た
時
、
胎
衣
が
紫
色
で
あ
っ
た
。
あ
る
朝
、
西
域
の
僧
が
來
る
の
を
夢
に
見
て
、
出
家
し
よ
う
と
志
し
、
泉
州
の
龍
華

寺
の
東
禪
院
で
、
出
家
の
師
に
剃
髪
し
て
も
ら
っ
た
。
規
定
の
年
齡
に
達
し
て
受
戒
し
、
雪
峯
山
に
至
り
、
義
存
禪
師
の
禪

旨
を
綿
密
に
體
得
し
た
。
ま
も
な
く
し
て
閩
地
を
離
れ
、
楚
呉
の
地
を
行
脚
し
、
そ
の
後
再
び
雪
峯
山
に
入
っ
た
。
雪
峯

和
尚
は
見
る
や
、
た
だ
ち
に
問
う
た
、「
ど
こ
か
ら
來
た
の
か
？
」
師
、「
江
西
か
ら
來
ま
し
た
。」
雪
峯
、「
ど
こ
で
達
摩
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に
逢
っ
た
の
か
？
」
師
、「
和
尚
に
は
っ
き
り
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。」
雪
峰
が
い
う
、「
な
ん
と
言
っ
て
い
た
の
か
？
」
師
、

「
ど
こ
を
う
ろ
つ
い
て
い
た
の
か
！
」

【
注
釋
】

○
本
則
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
九
、『
五
燈
會
元
』
卷
七
、『
雪
峯
語
錄
』
卷
上
に
も
錄
す
る
。

『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
九
「
福
州
安
國
弘
瑫
禪
師
章
」

福
州
安
國
院
明
眞
大
師
弘
瑫
，
泉
州
人
也
，
姓
陳
氏
。
幼
絶
葷
茹
，
自
誓
出
家
。
於
龍
華
寺
東
禪
，
始
圓
戒
體
，
而

造
于
雪
峯
。
雪
峯
觀
其
少
㒞
，
堪
爲
法
器
，
乃
導
以
本
心
，
信
入
過
量
。
復
遍
參
禪
苑
，
獲
諸
方
三
昧
，
却
迴
雪

峯
。
雪
峯
問
：
「
什
麼
處
來
？
」
曰
：
「
江
西
來
。
」
雪
峯
曰
：
「
什
麼
處
見
達
磨
？
」
曰
：
「
分
明
向
和
尚
道
。
」

雪
峯
曰
：
「
道
什
麼
？
」
曰
：
「
什
麼
處
去
來
？
」

『
雪
峯
語
錄
』
卷
上

師
問
僧
：
「
什
麼
處
來
？
」
僧
云
：
「
江
西
來
。
」
師
云
：
「
什
麼
處
逢
見
達
磨
？
」
僧
云
：
「
達
磨
早
晚
離
此

間
？
」
長
慶
代
云
：
「
昨
夜
大
目
宿
。
」

○
安
國
和
尚
嗣
雪
峯
，
在
福
州　
「
安
國
」
は
玄
沙
師
備
の
住
し
た
福
州
懷
安
縣
安
國
院
。『
三
山
志
』
卷
三
八
懷
安
縣
「
安

國
寺
」
條
に
、

忠
信
里
。
始
曰
龍
邱
。
會
昌
例
廢
。
乾
寧
二
年
，
忠
懿
王
復
之
。
光
化
初
，
僧
師
備
自
雪
峯
來
居
焉
，
館
徒
常
千

人
，
高
麗
、
日
本
諸
僧
，
亦
有
至
者
。

と
あ
る
。
玄
沙
が
梁
開
平
二
年
（
九
〇
八
）
に
遷
化
し
た
あ
と
、
弟
子
の
慧
球
が
安
國
院
に
住
し
た
。『
景
德
傳
燈
錄
』
卷

二
一
「
福
州
臥
龍
山
安
國
院
慧
球
寂
照
禪
師
章
」
に
、

梁
開
平
二
年
，
玄
沙
將
示
滅
。
閩
帥
王
氏
遣
子
至
問
疾
，
仍
請
密
示
：
「
繼
踵
說
法
者
誰
乎
？
」
玄
沙
曰
：
「
球
子
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得
。
」

と
い
い
、
題
名
の
下
に
「
第
二
世
住
，
亦
曰
中
塔
」
と
あ
る
。
慧
球
の
示
寂
は
同
章
に
「
師
は
梁
乾
化
三
年
癸
酉
八
月

十
七
日
，
不
疾
而
逝
」
と
い
う
か
ら
、
安
國
弘
瑫
が
安
國
院
に
住
し
た
の
は
乾
化
三
年
（
九
一
三
）
以
降
で
あ
る
。『
三
山

志
』
卷
三
四
侯
官
縣
「
囷
山
廣
福
院
」
條
に
寺
碑
を
引
い
て
い
う
、

又
有
碑
云
：
「
王
氏
延
僧
弘
韜
於
安
國
寺
，
迨
終
以
禮
葬
之
，
今
囷
山
其
地
也
。
」

こ
れ
に
よ
る
と
、
弘
韜
は
の
ち
囷
山
に
轉
じ
そ
こ
で
遷
化
し
た
。

○
師
諱
弘
韜
，
姓
陳
，
泉
州
仙
遊
縣
人
也　

安
國
弘
韜
が
泉
州
の
仙
遊
縣
の
人
と
い
う
の
は
『
祖
堂
集
』
の
み
の
記
錄
で
あ

る
。

○
初
誕
之
時
，
胎
衣
紫
色　
「
生
ま
れ
て
來
た
と
き
、
胎
衣
が
紫
色
だ
っ
た
。」
こ
の
表
現
は
、
長
慶
慧
稜
の
傳
に
も
見
え

る
。『
宋
高
僧
傳
』
卷
一
三
「
後
唐
福
州
長
慶
院
慧
稜
傳
」
に
、「
釋
慧
稜
，
杭
州
海
鹽
人
也
。
俗
姓
孫
氏
。
初
誕
，
纏
紫

色
胎
衣
。」

○
朝
感
胡
僧
而
來
訪
之　

夢
に
胡
僧
の
お
告
げ
を
見
て
出
家
し
た
と
い
う
話
は
鼓
山
神
晏
の
傳
に
も
見
え
る
。
本
書
卷
一
〇

「
鼓
山
和
尚
章
」
に
、「
年
十
七
，
夢
一
胡
僧
告
云
：
『
出
家
時
至
。』
後
累
辭
親
愛
，
方
果
其
願
。
遂
依
衞
州
白
鹿
山
卯

齋
禪
院
道
規
禪
師
剃
落
。」

○
遂
於
龍
華
寺
東
禪
，
依
師
染
剃　

泉
州
仙
遊
縣
の
龍
華
寺
に
つ
い
て
は
次
の
記
載
が
あ
る
。

南
宋
李
俊
甫
『
莆
陽
比
事
』
卷
七

龍
華
寺
，
在
仙
遊
縣
西
南
。
隋
大
業
中
，
有
沙
門
自
丹
陽
來
立
庵
。
山
林
幽
邃
，
人
跡
不
到
。
有
白
龍
銜
白
蓮
華
，

自
空
中
來
獻
，
因
得
名
。
今
龍
井
、
龍
池
遺
跡
尚
存
（
詳
載
郡
志
并
寺
碑
記
）
。

南
宋
王
象
之
『
輿
地
紀
勝
』
卷
一
三
五
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龍
華
寺
，
在
仙
遊
縣
西
南
五
里
。
唐
垂
拱
二
年
置
。
舊
經
云
：
隋
大
業
中
，
有
潤
州
僧
卓
庵
于
此
。
人
跡
不
到
。
後

有
白
龍
銜
白
蓮
華
，
自
空
中
來
獻
，
因
以
爲
名
。
今
龍
井
、
龍
池
遺
跡
尚
存
，
別
爲
院
十
有
一
，
又
爲
庵
七
十
有

七
。

東
禪
院
は
十
一
所
置
か
れ
た
支
院
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。

○
峯
云
：
什
摩
處
逢
見
達
摩
？　

再
び
雪
峯
に
參
じ
た
時
、
雪
峯
は
問
う
た
、「
ど
こ
で
達
摩
に
出
逢
っ
た
の
か
？
」
こ

の
問
い
は
自
己
本
分
事
を
問
う
も
の
。
馬
祖
が
言
っ
た
よ
う
に
、
達
摩
大
師
は
中
國
に
來
て
「
佛
性
の
人
人
具
有
な

る
こ
と
」
を
直
指
し
た
。
し
た
が
っ
て
「
達
摩
に
出
逢
う
」
と
は
自
己
が
佛
で
あ
る
と
い
う
事
實
に
氣
づ
く
こ
と

で
あ
る
。「
き
み
は
い
つ
ど
こ
で
自
己
の
本
分
に
氣
づ
い
た
の
か
？
」
こ
の
問
い
の
諸
相
に
つ
い
て
は
「
雪
峯
和
尚

章
」〔
二
五
〕、〔
五
〇
〕
の
注
參
照
（「『
祖
堂
集
』
卷
七
雪
峰
和
尚
章
譯
注
」
上
下
、『
禪
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
三
一
、三
二
號
、

二
〇
一
一
、二
〇
一
三
年
）。

○
師
云
：
分
明
向
和
尚
道
。
峯
云
：
道
什
摩
？
師
云
：
什
摩
處
去
來
？　

弘
韜
は
雪
峯
の
問
い
に
は
直
接
に
答
え
ず
、
達
摩

の
雪
峯
へ
の
傳
言
と
し
て
、「
ど
こ
を
う
ろ
つ
い
て
い
た
の
か
！
」
と
言
っ
た
。
む
ろ
ん
こ
れ
は
弘
韜
の
雪
峯
へ
の
叱
責

の
語
で
あ
る
。「
和
尚
は
い
つ
ま
で
そ
ん
な
寢
言
を
言
っ
て
お
ら
れ
る
の
か
！
」「
達
摩
に
出
逢
う
」
と
は
「
自
己
の
本
分

に
目
覺
め
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
」
と
い
う
解
釋
が
、
弘
韜
が
行
脚
し
て
き
た
江
西
の
叢
林
で
は
す
で
に
常
識
化
し
て
い

て
、
む
し
ろ
「
自
己
佛
性
の
尊
貴
は
作
用
に
顯
わ
れ
る
も
の
だ
、
誰
か
に
敎
え
ら
れ
て
知
る
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
理

解
が
蔓
延
し
て
い
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
弘
韜
は
達
摩
の
傳
言
な
ど
と
言
っ
て
、
雪
峯
を
皮
肉
っ
た
の
で
あ
る
。

〔
二
〕
盡
乾
坤
は
是
れ
个
の
解
脱
の
門

又
因
一
日
，
峯
見
師
便
攔
胸
把
云
：
「
盡
乾
坤
是
个
解
脱
門
，
把
手
拽
教
伊
入
，
爭
奈
不
肯
入
！
」
師
云
：
「
和
尚
怪
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某
甲
不
得
！
」
峯
云
：
「
雖
然
如
此
，
爭
奈
背
後
如
許
多
師
僧
何
？
」
自
後
閩
王
欽
敬
，
請
住
安
國
，
闡
揚
宗
教
矣
。

【
訓
讀
】

又
た
因ち

な

み
に
一
日
、
峯
は
師
を
見
て
便
ち
攔ら
ん

胸き
ょ
うに
把つ
か

ん
で
云
く
、「
盡
乾
坤
は
是
れ
个ひ
と
つの
解
脱
の
門
な
り
。
手
を
把つ
か

み
拽ひ
き

い
て
伊か
れ

を
教し

て
入
ら
し
め
ん
と
す
る
も
、
入
る
を
肯が
え

ん
ぜ
ざ
る
を
爭い
か
ん奈
せ
ん
？
」
師
云
く
、「
和
尚
、
某そ
れ

甲が
し

を
怪と
が

め
得
ず
！
」

峯
云
く
、「
此か

く

の
如
し
と
雖い

然え
ど

も
、
背
後
の
如あ

許ま

た多
の
師
僧
を
爭い

奈か

ん何
せ
ん
？
」
自
そ
れ
よ
り
の
ち
後
、
閩
王
欽
敬
し
て
、
安
國
に
住
し
て

宗
教
を
闡せ

ん

揚よ
う

せ
ん
こ
と
を
請
う
。

【
日
譯
】

ま
た
あ
る
日
、
雪
峯
は
師
を
見
か
け
る
や
、
や
に
わ
に
胸
ぐ
ら
を
つ
か
ま
え
て
、「
世
界
の
全
體
が
解
脱
の
門
だ
。
わ
し

が
手
を
取
っ
て
そ
い
つ
を
引
っ
ぱ
り
入
れ
よ
う
と
し
て
お
る
の
に
、
入
ろ
う
と
せ
ぬ
の
を
ど
う
し
よ
う
も
な
い
！
」
師
は

言
っ
た
、「
和
尚
！　

わ
た
し
を
咎
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ぬ
ぞ
！
」
雪
峯
、「
わ
か
っ
た
。
だ
が
、
そ
な
た
の
後
ろ
に
多
く

の
僧
が
お
る
の
で
な
！
」
そ
の
の
ち
、
閩
王
は
師
を
尊
敬
し
、
安
國
院
に
招
い
て
根
本
の
教
え
を
開
示
宣
揚
す
る
こ
と
を
請

う
た
。

【
注
釋
】

○
本
則
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
九
、『
聯
燈
會
要
』
卷
二
四
、『
五
燈
會
元
』
卷
七
の
そ
れ
ぞ
れ
の
安
國
章
、
ま
た
『
雪
峯

語
錄
』
卷
下
（
弘
韜
の
名
を
出
さ
ず
）
に
も
錄
す
。

○
峯
見
師
便
攔
胸
把　

雪
峯
は
出
逢
い
が
し
ら
に
、
い
き
な
り
弘
韜
の
胸
ぐ
ら
を
つ
か
ま
え
た
。
雪
峯
が
弟
子
に
こ
の
作
略

を
使
う
の
は
、
相
手
に
構
え
る
隙
を
與
え
ず
、
い
わ
ゆ
る
「
父
母
未
生
以
前
の
本
來
人
」
を
直
接
に
呼
び
起
こ
す
意
圖

で
あ
る
。「
攔
胸
」
は
「
胸
の
と
こ
ろ
を
」、「
胸
め
が
け
て
」。「
攔
」
は
新
興
の
介
詞
（
馬
貝
加
『
近
代
漢
語
介
詞
』，
中
華
書

局
，
二
〇
〇
二
年
）。
本
卷
「
鼓
山
和
尚
章
」
に
「
後
遇
雪
峯
，
雪
峯
攔
胸
把
駐
云
：
『
是
什
摩
！
』」、
そ
の
注
參
照
。
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○
盡
乾
坤
是
个
解
脱
門
，
把
手
拽
教
伊
入
，
爭
奈
不
肯
入
？　
「
全
世
界
が
解
脱
の
門
で
あ
る
」
と
は
、
世
界
の
至
る
と
こ

ろ
に
解
脱
の
契
機
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。
す
な
わ
ち
外
界
の
境
に
ふ
れ
て
開
悟
の
體
驗
に
至
る
こ
と
。
た
と
え
ば
「
見
色

見
心
」、「
聞
聲
悟
道
」。「
そ
の
契
機
を
得
さ
せ
よ
う
と
、
わ
し
は
懇
切
に
手
を
引
い
て
導
い
て
お
る
の
に
、
そ
い
つ
が
入

ろ
う
と
し
な
い
の
は
、
ま
っ
た
く
如
何
と
も
し
が
た
い
」。「
伊
」
は
不
特
定
の
第
三
人
稱
。
千
七
百
衆
を
擁
す
る
雪
峯
山

の
住
持
と
し
て
、
接
化
に
手
を
燒
い
て
い
る
苦
慮
を
弘
韜
に
ぶ
つ
け
た
。

○
和
尚
怪
某
甲
不
得　
「
怪
」
は
責
怪
（
責
め
る
、
咎
め
る
）
の
義
、
口
語
。「
怪
某
甲
不
得
」
は
わ
た
し
を
責
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
意
（
不
可
能
、
不
適
切
）。
馬
祖
が
す
で
に
言
っ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。

一
切
衆
生
，
從
無
量
劫
來
，
不
出
法
性
三
昧
。
長
在
法
性
三
昧
中
，
著
衣
喫
飯
，
言
談
祇
對
。
六
根
運
用
，
一
切
施

爲
，
盡
是
法
性
。
不
解
返
源
，
隨
名
逐
相
，
迷
情
妄
起
，
造
種
種
業
。
若
能
一
念
返
照
，
全
體
聖
心
。
汝
等
諸
人
，

各
達
自
心
，
莫
記
吾
語
。
（
『
天
聖
廣
燈
錄
』
卷
八
）

（
す
べ
て
の
ひ
と
び
と
は
、
久
遠
の
昔
よ
り
今
に
至
る
ま
で
、
法
性
三
昧
［
ひ
ら
か
れ
た
悟
り
の
世
界
］
か
ら
は
み
出
た
こ
と
は
な

い
。
つ
ね
に
法
性
三
昧
の
た
だ
中
で
服
を
著
け
、
飯
を
喰
ら
い
、
人
と
語
り
、
應
對
し
て
い
る
の
だ
。
六
根
の
は
た
ら
き
、
あ
ら

ゆ
る
行
爲
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
法
性
に
叶
っ
て
い
る
。
し
か
る
に
こ
の
根
源
に
立
ち
返
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
、
表
面
的
な
名
前

や
形
を
追
い
求
め
、
む
や
み
に
迷
い
を
起
こ
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
を
造
る
。
し
か
し
も
し
一
瞬
で
も
氣
づ
き
返
り
見
た
な
ら
、

そ
の
と
た
ん
に
ま
る
ご
と
聖
人
の
心
で
あ
る
。
諸
君
よ
、
わ
た
し
の
言
葉
に
從
う
の
で
は
な
く
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
み
づ
か
ら
の

心
に
立
ち
至
る
の
だ
。
）

こ
れ
が
弘
韜
の
據
る
認
識
で
あ
ろ
う
。

○
雖
然
如
此
，
爭
奈
背
後
如
許
多
師
僧
何　

雪
峯
は
弘
韜
の
應
答
を
認
め
た
。
そ
の
う
え
で
、「
き
み
の
後
ろ
に
多
く
の
僧

が
い
る
か
ら
、
つ
い
愚
癡
を
言
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
、
す
ま
ぬ
」。
こ
こ
で
雪
峯
は
「
爭
奈
」、「
爭
奈
～
何
」（
あ
あ
、
ど
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う
し
よ
う
も
な
い
、
い
か
ん
と
も
し
が
た
い
）
を
連
發
し
て
い
る
。

○
自
後
閩
王
欽
敬
，
請
住
安
國
，
闡
揚
宗
教
矣　
『
景
德
傳
燈
錄
』
で
は
、
弘
韜
が
諸
方
遍
參
よ
り
雪
峯
山
に
歸
っ
て
か
ら
、

侯
官
縣
の
囷き

ん

山ざ
ん

に
住
し
、
の
ち
閩
王
の
命
で
懷
安
縣
の
安
國
寺
に
入
っ
た
と
す
る
が
、『
三
山
志
』
卷
三
四
で
は
逆
に

な
っ
て
い
る
。

師
受
請
止
囷
山
，
毳
徒
臻
集
。
後
閩
帥
嚮
師
道
德
，
命
居
安
國
寺
，
大
闡
玄
風
。
徒
餘
八
百
矣
。
（
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷

一
九
「 
福
州
安
國
院
明
眞
大
師
弘
瑫
章
」
）

囷
山
廣
福
院
。
九
功
里
，（
天
福
）
四
年
（
九
〇
四
）
置
。『
舊
記
』
云
：
「
在
釣
螺
江
側
。
詩
僧
有
朋
嘗
居
。」
又
有
碑

云
：
「
王
氏
延
僧
弘
韜
於
安
國
寺
，
迨
終
以
禮
葬
之
。
今
囷
山
，
其
地
也
。」（『
三
山
志
』
卷
三
四 

侯
官
縣
囷
山
）

　

『
三
山
志
』
に
引
く
寺
碑
に
よ
る
と
、
弘
韜
は
晩
年
に
王
氏
の
要
請
で
安
國
寺
か
ら
囷
山
廣
福
院
に
遷
り
、
そ
の
地
で
歿

し
た
。
王
氏
と
は
お
そ
ら
く
雪
峯
義
存
（
八
二
二
～
九
〇
八
）
に
歸
依
し
、
そ
の
弟
子
を
さ
か
ん
に
引
き
立
て
た
王
審
知

（
八
六
二
～
九
二
五
）
で
あ
ろ
う
。

〔
三
〕
如
何
な
る
か
是
れ
西
來
意
？

問
：
「
如
何
是
西
來
意
？
」
師
云
：
「
如
何
是
不
西
來
意
？
」
又
云
：
「
是
即
是
，
莫
錯
會
。」

【
訓
讀
】

問
う
、「
如
何
な
る
か
是
れ
西
來
意
？
」
師
云
く
、「
如
何
な
る
か
是
れ
西
來
せ
ざ
る
意
？
」
又
た
云
く
、「
是し

か

る
こ
と
は

即
ち
是し

か

る
も
、
錯
り
て
會
す
莫
れ
。」

【
日
譯
】

問
う
、「
達
摩
が
印
度
か
ら
來
た
意
圖
は
何
だ
っ
た
の
で
す
か
？
」
師
、「
達
摩
が
印
度
か
ら
來
な
か
っ
た
意
圖
は
何
で
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あ
ろ
う
か
？
」
又
た
別
に
言
っ
た
、「
そ
の
よ
う
に
問
う
て
も
よ
い
こ
と
は
よ
い
が
、
誤
解
し
て
は
な
ら
ぬ
。」

【
注
釋
】

◯
本
則
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
九
、『
五
燈
會
元
』
卷
七
に
も
採
ら
れ
る
が
、「
如
何
是
不
西
來
意
又
云
」
の
九
字
が
無

く
、「
問
：
如
何
是
西
來
意
？
師
曰
：
是
即
是
，
莫
錯
會
」
と
な
っ
て
い
る
。
同
旨
の
問
い
で
あ
っ
た
か
ら
一
則
に
ま
と

め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

◯
師
云
：
如
何
是
不
西
來
意
？　
「
西
來
意
」
と
は
達
摩
が
傳
え
た
「
自
己
の
心
が
佛
に
ほ
か
な
ら
ぬ
」（
即
心
即
佛
）
と
い

う
覺
醒
の
こ
と
で
あ
る
が
、
唐
代
の
禪
僧
は
こ
れ
を
問
う
こ
と
に
よ
っ
て
禪
の
思
想
を
明
確
に
し
て
き
た
の
で
あ
り
、
以

下
の
よ
う
な
問
答
が
交
わ
さ
れ
た
。

本
書
卷
五
「
雲
巖
和
尚
章
」（
第
五
則
）

道
吾
問
：
「
初
祖
未
到
此
土
時
，
還
有
祖
師
意
不
？
」
師
曰
：
「
有
。
」
吾
云
：
「
既
有
，
更
用
來
作
什
摩
？
」
師

曰
：
「
只
爲
有
，
所
以
來
。
」

同
卷
八
「
曹
山
和
尚
章
」（
第
三
七
則
）

問
：
「
三
乘
十
二
分
敎
還
有
祖
師
意
也
無
？
」
師
曰
：
「
有
。
」
僧
曰
：
「
既
有
祖
師
意
，
又
用
西
來
作
什
摩
？
」

師
云
：
「
只
爲
三
乘
十
二
分
敎
有
祖
師
意
，
所
以
西
來
。
」

　
（
こ
の
兩
則
の
問
答
は
、『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
四
「
藥
山
章
」
で
は
藥
山
の
話
頭
に
な
っ
て
い
る
。）

『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
五
「
投
子
大
同
章
」
に
次
の
話
頭
が
あ
る
。

問
：
「
達
磨
未
來
時
如
何
？
」
師
曰
：
「
徧
天
徧
地
。
」
曰
：
「
來
後
如
何
？
」
師
曰
：
「
蓋
覆
不
得
。
」 

「
祖
師
意
」（
自
己
に
具
わ
っ
た
心
が
佛
で
あ
る
）
は
達
摩
の
西
來
に
關
わ
り
な
く
、
も
と
も
と
佛
說
の
主
旨
と
も
合
致
し
、

東
土
に
す
で
に
有
っ
た
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
有
っ
た
の
な
ら
達
摩
が
傳
え
て
初
め
て
知
ら
れ
た
の
で
は
な
い
し
、
達
摩
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が
傳
え
た
の
で
は
な
い
。
こ
れ
を
「
達
摩
は
西
來
せ
ず
」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。
次
の
對
話
に
言
わ
れ
る
の
も
こ
の
意
味

で
あ
る
。

『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
四
「
道
吾
圓
智
章
」

問
：
「
如
何
是
祖
師
西
來
意
？
」
師
曰
：
「
東
土
不
曾
逢
。
」

「
達
摩
は
東
土
に
來
な
か
っ
た
」
と
身
を
も
っ
て
悟
っ
た
の
は
玄
沙
師
備
で
あ
る
。

本
書
卷
一
〇
「
玄
沙
和
尚
章
」（
第
三
則
）

雪
峯
一
日
諕
曰
：
「
備
頭
陀
未
曾
經
歷
諸
方
，
何
妨
看
一
轉
乎
？
」
如
是
得
四
度
。
師
見
和
尚
切
，
依
和
尚
處
分
，

裝
裹
一
切
了
，
恰
去
到
嶺
上
，
踢
著
石
頭
，
忽
然
大
悟
。
後
失
聲
云
：
「
達
摩
不
過
來
，
二
祖
不
傳
持
。
」
又
上
大

樹
，
望
見
江
西
了
云
：
「
奈
是
許
你
婆
！
」
便
歸
雪
峯
。

（
あ
る
日
、
雪
峯
が
誘
っ
て
言
う
、
「
備そ

頭な

陀た

は
ま
だ
諸
方
を
行
脚
し
て
お
ら
ぬ
が
、
ひ
と
わ
た
り
見
て
く
る
の
も
よ
か
ろ
う
。
」

こ
の
よ
う
に
勸
め
る
こ
と
四
度
に
も
及
ん
だ
。
雪
峯
の
親
身
な
勸
め
に
心
が
動
き
、
雪
峯
の
言
い
つ
け
通
り
に
旅
支
度
を
了お

え
、

ち
ょ
う
ど
山
の
頂
上
ま
で
來
た
と
き
、
石
に
け
つ
ま
ず
き
、
そ
の
痛
さ
に
ハ
ッ
と
大
悟
し
、
思
わ
ず
叫
ん
だ
、
「
達
摩
は
來
た
の
で

は
な
い
、
二
祖
は
受
け
傳
え
た
の
で
は
な
か
っ
た
！
」
そ
し
て
樹
に
登
り
、
江
西
の
方
を
遙
か
に
見
や
っ
て
言
っ
た
、
「
お
前
を
ど

う
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
ぞ
！
」
す
ぐ
に
雪
峯
に
引
き
返
し
た
。
）

「
達
摩
不
過
來
，
二
祖
不
傳
持
」
は
、
林
澂
撰
「
唐
福
州
安
國
禪
院
先
開
山
宗
一
大
師
碑
文
并
序
」
に
「
二
祖
不
往
西
天
，

達
磨
不
來
東
土
」
と
記
さ
れ
、『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
「
玄
沙
章
」
に
採
ら
れ
て
以
後
、
こ
れ
が
人
口
に
膾
炙
す
る
。

ま
た
鼓
山
神
晏
も
「
敎
排
不
到
，
祖
不
西
來
」（
敎
は
方
便
で
あ
る
か
ら
人
を
安
排
で
き
な
い
し
、
達
磨
は
西
來
し
な
か
っ
た
の
だ
。

『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
「
鼓
山
章
」）
と
言
う
。

こ
う
し
た
雪
峯
門
下
で
の
「
祖
師
不
西
來
」
を
受
け
て
、
安
國
和
尚
は
「
如
何
是
不
西
來
意
？
」
と
切
り
返
し
た
の
で
あ
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る
。

◯
又
云
：
是
即
是
，
莫
錯
會　
「
莫
錯
會
」
と
は
達
摩
が
傳
え
た
と
誤
解
し
て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
。
も
と
も
と
東
土
に

あ
り
、
誰
に
も
具
わ
っ
て
い
る
の
だ
。

〔
四
〕
機
を
盡
く
す

問
：
「
學
人
上
來
，
未
盡
其
機
。
請
師
盡
其
機
。」
師
良
久
，
學
人
禮
拜
。
師
云
：
「
忽
到
別
處
，
有
人
問
汝
，
作
摩
生

擧
？
」
學
云
：
「
終
不
敢
錯
擧
。」
師
云
：
「
未
出
門
便
見
笑
具
。」

【
訓
讀
】

問
う
、「
學
人
上
來
す
る
も
、
未
だ
其
の
機
を
盡
く
さ
ず
。
請
う
師
よ
其
の
機
を
盡
く
せ
。」
師
良
久
す
。
學
人
禮
拜
す
。

師
云
く
、「
忽も

し
別
處
に
到
り
、
人
有
り
て
汝
に
問
わ
ば
、
作い

か

ん
摩
生
が
擧
せ
ん
？
」
學
云
く
、「
終
に
敢
え
て
錯
っ
て
擧
せ

ず
。」
師
云
く
、「
未
だ
門
を
出
で
ざ
る
に
便
ち
笑
具
た
る
を
見
た
り
。」

【
日
譯
】

問
う
、「
わ
た
く
し
は
こ
こ
へ
來
て
、
ま
だ
力
量
を
發
揮
し
き
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
ど
う
か
師
よ
、
わ
が
力
量
を
發
揮
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。」
師
は
黙
っ
て
い
た
。
僧
は
禮
拜
し
た
。
師
、「
も
し
よ
そ
へ
行
っ
て
尋
ね
ら
れ
た
ら
、
今
の
や
り
と
り
を

ど
う
傳
え
る
の
か
？
」
僧
、「
決
し
て
誤
っ
て
傳
え
る
よ
う
な
こ
と
は
い
た
し
ま
せ
ん
。」
師
、「
ま
だ
門
を
出
て
も
い
な
い

の
に
、
も
う
一
場
の
お
笑
い
草
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。」

【
注
釋
】

○
本
則
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
九
、『
五
燈
會
元
』
卷
七
に
も
錄
し
、『
雪
峯
語
錄
』
卷
上
、
及
び
『
雪
峯
廣
錄
』
卷
上
で

は
雪
峯
と
學
人
の
問
答
と
な
っ
て
い
る
。
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○
問
：
學
人
上
來
，
未
盡
其
機
。
請
師
盡
其
機　
「
盡
機
」
は
力
量
、
本
分
を
發
揮
す
る
こ
と
。
師
資
は
叢
林
で
と
も
に
修

行
生
活
を
送
る
な
か
で
投
機
し
て
契
合
す
る
（
禪
僧
は
最
も
切
實
な
問
い
を
「
機
を
盡
く
し
て
」
問
い
、
師
は
そ
れ
に
答
え
て
、
開

悟
さ
せ
る
に
到
る
）
も
の
だ
と
い
う
了
解
が
あ
っ
た
。

本
書
卷
一
三
「
報
慈
和
尚
章
」（
第
一
二
則
）

問
：
「
諸
餘
則
不
問
，
請
師
盡
其
機
。
」
師
云
：
「
不
消
汝
三
拜
，
對
衆
道
却
！
」
僧
云
：
「
與
摩
則
深
領
尊
慈
。
」

師
云
：
「
若
是
別
處
，
則
柱
杖
到
來
。
」
學
云
：
「
和
尚
寧
不
與
摩
？
」
師
云
：
「
又
是
不
識
痛
痒
。
」

（
問
う
、
「
ほ
か
の
こ
と
は
問
い
ま
せ
ん
。
師
よ
、
わ
た
く
し
の
力
量
を
發
揮
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
」
師
、
「
三
拜
の
必
要
は
な
い
。

み
な
の
前
で
披
瀝
せ
よ
！
」
僧
、
「
そ
う
い
う
こ
と
で
し
た
ら
、
お
敎
え
を
深
く
受
け
止
め
ま
し
た
。
」
師
、
「
も
し
よ
そ
へ
行
っ
た

ら
、
棒
が
飛
ん
で
く
る
ぞ
。
」
僧
、
「
和
尚
は
ど
う
し
て
そ
う
し
て
く
だ
さ
ら
ぬ
の
で
す
か
？
」
師
、
「
と
ん
だ
鈍
感
者
だ
。
」
）

「
請
師
盡
其
機
」
な
ど
と
求
め
る
の
は
、
こ
の
程
度
の
質
問
で
あ
る
。『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
四
「
丹
霞
章
」
に
次
の
問
答

が
あ
る
。

師
問
僧
：
「
什
麼
處
宿
？
」
云
：
「
山
下
宿
。
」
師
曰
：
「
什
麼
處
喫
飯
？
」
曰
：
「
山
下
喫
飯
。
」
師
曰
：
「
將
飯

與
闍
梨
喫
底
人
，
還
具
眼
也
無
？
」
僧
無
對
。

長
慶
擧
問
保
福
：
「
將
飯
與
人
喫
，
感
恩
有
分
。
爲
什
麼
不
具
眼
？
」
保
福
云
：
「
施
者
受
者
，
二
倶
瞎
漢
。
」
長

慶
云
：
「
盡
其
機
來
，
又
作
麼
生
？
」
保
福
云
：
「
道
某
甲
瞎
，
得
麼
？
」

（
師
が
僧
に
問
う
た
、
「
昨
晩
は
ど
こ
に
泊
ま
っ
た
の
か
？
」
僧
、
「
山
下
で
泊
ま
り
ま
し
た
。
」
師
、
「
ど
こ
で
飯
を
食
べ
た
の

か
？
」
僧
、
「
山
下
で
食
べ
ま
し
た
。
」
師
、
「
そ
な
た
に
供
養
し
た
人
は
眼
が
つ
い
て
お
っ
た
か
？
」
僧
は
答
え
に
窮
し
た
。

長
慶
が
保
福
に
こ
の
話
を
し
て
問
う
た
、
「
供
養
に
あ
ず
か
っ
た
ら
、
當
然
恩
を
感
ず
る
も
の
だ
。
ど
う
し
て
眼
が
つ
い
て
い
な

か
っ
た
の
か
？
」
保
福
、
「
施
し
た
者
も
受
け
た
者
も
ド
メ
ク
ラ
だ
っ
た
の
で
す
。
」
長
慶
、
「
こ
の
僧
が
本
分
を
盡
く
し
て
丹
霞
和



116

『祖堂集』卷第一〇譯注（四） （禪文化研究所唐代語錄研究班）

尚
に
答
え
た
ら
、
ど
う
だ
っ
た
ろ
う
か
？
」
保
福
、
「
わ
た
く
し
を
無
眼
子
だ
と
で
も
思
っ
て
お
ら
れ
る
の
か
！
」
）

こ
こ
か
ら
「
機
を
盡
く
す
」
と
は
本
分
事
で
問
い
答
え
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

○
師
云
：
未
出
門
便
見
笑
具　
「
笑
具
」
は
お
笑
い
草
、
物
笑
い
の
種
。『
雲
門
廣
錄
』
卷
上
に
、

莫
道
今
日
瞞
諸
人
好
。
抑
不
得
已
，
向
諸
人
前
作
一
場
狼
藉
。
忽
被
明
眼
人
見
，
成
一
場
笑
具
。
如
今
避
不
得
也
。

（
今
日
は
諸
君
を
騙
し
た
な
ど
と
思
わ
ん
で
も
ら
い
た
い
。
や
む
を
え
ず
、
諸
君
の
前
で
一
場
の
狼
藉
を
見
せ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

も
し
明
眼
の
人
に
見
ら
れ
た
ら
、
お
笑
い
種
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
が
、
今
は
仕
方
が
な
い
。
）

〔
五
〕
達
摩
が
傳
え
た
心

問
：
「
如
何
是
達
摩
傳
底
心
？
」
師
云
：
「
素
非
後
胤
。」

【
訓
讀
】

問
う
、「
如
何
な
る
か
是
れ
達
摩
傳
う
る
底
の
心
？
」
師
云
く
、「
素も

と

よ
り
後こ
う

胤い
ん

に
非
ず
。」

【
日
譯
】

問
う
、「
達
摩
が
傳
え
た
心
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、「
わ
た
し
は
も
と
も
と
達
摩
の
後
裔
で
は
な
い
。」

【
注
釋
】

○
本
則
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
九
、『
五
燈
會
元
』
卷
七
に
も
錄
す
。

問
：
「
如
何
是
達
磨
傳
底
心
？
」
師
曰
：
「
素
非
後
躅0

。
」

○
如
何
是
達
摩
傳
底
心
？　

禪
の
根
本
は
何
か
と
い
う
問
い
の
變
奏
。
以
下
の
問
答
が
あ
る
。

『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
九
「
池
州
和
龍
山
壽
昌
院
守
訥
章
」

問
：
「
如
何
是
傳
底
心
？
」
師
曰
：
「
再
三
囑
汝
，
莫
向
人
說
。
」
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（
問
う
、
「
れ
い
の
傳
え
ら
れ
た
心
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、
「
何
度
も
言
っ
た
は
ず
だ
。
そ
ん
な
こ
と
を
人
に
言
う
な
！
」
）

『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
二
〇
「
撫
州
荷
玉
山
玄
悟
大
師
光
慧
章
」

問
：
「
如
何
是
密
傳
底
心
？
」
師
良
久
。
僧
曰
：
「
恁
麼
即
徒
勞
側
耳
。
」
師
喚
侍
者
云
：
「
來
燒
火
著
！
」

（
問
う
、
「
れ
い
の
綿
密
に
傳
え
ら
れ
た
心
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？
」
師
は
黙
っ
て
い
た
。
僧
、
「
そ
う
い
う
こ
と
で
し
た
ら
、
耳
を

傾
け
て
も
無
駄
で
す
ね
。
」
師
は
侍
者
を
呼
ん
で
言
い
つ
け
た
、
「
こ
っ
ち
に
來
て
爐
に
火
を
燃
や
せ
！
」
）

○
師
云
：
素
非
後
胤　
「
わ
た
し
は
も
と
も
と
達
摩
の
後
裔
で
は
な
い
」
と
は
、
本
書
卷
一
〇
「
玄
沙
和
尚
章
」（
第
三
則
）

に
「
達
摩
不
過
來
，
二
祖
不
傳
持
。」（
達
摩
は
來
た
の
で
は
な
い
、
二
祖
は
受
け
傳
え
た
の
で
は
な
か
っ
た
）
と
い
う
よ
う
に
、

自
己
に
も
と
も
と
具
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
に
は
、
達
摩
か
ら
傳
え
ら
れ
そ
れ
を
受
け
繼
い
で
い
る
の
で
は
な
い
。

「
達
摩
が
傳
え
た
心
」
な
る
も
の
を
措
定
し
て
自
己
の
外
に
求
め
て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
。
本
章
第
三
則
の
「
祖
師
不

西
來
意
」
が
「
祖
師
西
來
意
」
と
同
じ
く
「
自
己
の
心
が
佛
に
ほ
か
な
ら
な
い
」（
即
心
即
佛
）
と
い
う
の
と
同
じ
論
理
で

あ
ろ
う
。『
景
德
傳
燈
錄
』、『
五
燈
會
元
』
の
「
後
躅
」
は
後
代
に
の
こ
る
行
跡
の
こ
と
。「
達
摩
が
傳
え
た
心
」
は
そ
れ

自
體
が
後
代
に
顯
彰
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
と
い
う
意
味
。
な
お
「
後
躅
」
に
つ
い
て
は
、
本
書
卷
一
「
阿
難
尊

者
章
」
淨
修
禪
師
讃
に
「
飲
光
後
䠱
，
月
印
秋
江
」（「
䠱
」
は
原
字
漫
漶
。
敦
煌
遺
書
Ｓ
．一
六
三
五
『
泉
州
千
佛
新
著
諸
祖
師

頌
』
に
據
り
て
校
定
、
俗
「
躅
」
字
）。

〔
六
〕
一
齊
に
染
め
あ
げ
て
や
ろ
う

衆
參
，
師
云
：
「
若
有
白
納
衣
，
一
時
染
却
。」
於
時
衆
中
召
出
一
僧
，
當
陽
而
立
。
師
指
云
：
「
這
个
便
是
樣
子
也
。

還
有
人
得
相
似
摩
？
」
衆
皆
無
對
。

別
時
，
僧
侍
立
，
師
云
：
「
你
當
此
時
作
摩
生
？
」
僧
云
：
「
某
甲
向
前
僧
邊
立
云
：
『
還
得
相
似
摩
？
』」
師
云
：
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「
你
不
相
似
。」
學
人
云
：
「
爲
什
摩
不
相
似
？
」
師
云
：
「
你
帶
黑
。」

【
訓
讀
】

衆
參
ず
る
に
、
師
云
く
、「
若
し
白
納
衣
有
ら
ば
、
一
時
に
染
却
せ
ん
。」
時
に
於
い
て
衆
中
よ
り
一
僧
を
召よ

び
出
し
、

當
陽
に
立
た
し
む
。
師
指
さ
し
て
云
く
、「
這こ

れ个
ぞ
便
ち
是
れ
樣
子
な
り
。
還は

た
人
の
相
い
似
る
を
得
た
る
も
の
有
り
や
？
」

衆
皆
な
對こ

た

う
る
無
し
。

別
時
に
僧
侍
立
す
る
に
、
師
云
く
、「
你
、
此
の
時
に
當
た
り
て
は
作い

か

ん
摩
生
？
」
僧
云
く
、「
某そ
れ
が
し甲
は
向さ

き前
の
僧
邊
に
立

ち
て
云
わ
ん
、〈
還
た
相
い
似
る
を
得
た
る
や
？
〉」
師
云
く
、「
你
は
相
い
似
ず
。」
學
人
云
く
「
爲な

に
ゆ
え

什
摩
に
か
相
い
似
ざ

る
？
」
師
云
く
、「
你
は
黑
を
帶
ぶ
。」

【
日
譯
】

大
衆
が
參
集
し
、
師
は
言
っ
た
、「
白
納
衣
の
者
が
い
た
ら
一
齊
に
染
め
あ
げ
て
や
ろ
う
。」
そ
の
時
に
大
衆
の
な
か
か

ら
一
人
の
僧
を
呼
び
出
し
、
大
衆
の
正
面
に
立
た
せ
、
指
さ
し
て
言
う
、「
こ
れ
が
手
本
だ
。
他
に
似
た
者
は
お
ら
ぬ
か
？
」

大
衆
は
誰
も
何
も
言
え
ず
に
默
っ
て
い
た
。

別
時
に
僧
が
そ
ば
に
控
え
て
立
っ
て
い
た
。
師
、「
君
な
ら
そ
の
時
に
ど
う
す
る
か
？
」
僧
、「
私
な
ら
あ
の
僧
の
そ
ば

に
立
っ
て
『
似
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？
』
と
言
い
ま
す
。」
師
、「
君
は
似
て
お
ら
ぬ
。」
學
人
、「
な
ぜ
似
て
い
な
い
の
で
す

か
？
」
師
、「
君
の
納
衣
は
黑
い
。」

【
注
釋
】

○
本
話
は
本
書
の
み
の
收
錄
。

○
若
有
白
納
衣
，
一
時
染
却　

ま
だ
本
物
の
禪
僧
に
な
り
え
て
い
な
い
も
の
が
い
た
な
ら
、
一
齊
に
本
物
に
し
て
や
ろ
う
。

「
白
納
衣
を
染
却
し
て
や
ろ
う
」
と
い
う
の
だ
か
ら
、
こ
こ
に
言
わ
れ
る
「
白
納
（
衲
）
衣
」
は
、
本
色
に
な
れ
て
い
な



119

禅文化研究所紀要 第36号（令和5年5月）

い
衲
僧
の
こ
と
で
あ
り
、「
染
却
」
は
本
色
に
染
め
あ
げ
る
こ
と
。

○
於
時
衆
中
召
出
一
僧
，
當
陽
而
立　

一
人
の
僧
を
指
名
し
て
、
大
衆
の
前
面
に
立
た
せ
た
。
僧
に
「
性
在
作
用
」
を
演

じ
さ
せ
た
。「
當
陽
」
は
、
當
面
（
面
前
、
面
と
向
か
う
）
と
明
白
の
意
（
袁
賓
『
禪
宗
著
作
詞
語
匯
釋
』
五
一
頁
、
江
蘇
古
籍
出

版
社
。
雷
漢
卿
『
禪
籍
方
俗
詞
研
究
』
六
一
二
頁
、
巴
蜀
書
社
）
が
あ
る
が
、
こ
こ
は
前
者
。
安
國
は
「
這
个
便
是
樣
子
也
」
と

言
っ
て
い
る
か
ら
、
安
國
の
面
前
に
立
た
せ
た
の
で
は
な
く
、
大
衆
に
面
と
向
か
っ
て
立
た
せ
た
。『
無
門
關
』
第
四
〇

則
の
頌
、「
颺
下
笊
籬
并
木
杓
，
當
陽
一
突
絶
周
遮
。（
笊
も
柄
杓
も
投
げ
出
し
て
、
ま
っ
こ
う
か
ら
蹴
り
倒
し
て
葛
藤
を
絶
ち

切
っ
た
）」

○
這
个
便
是
樣
子
也
。
還
有
人
得
相
似
摩
？　

安
國
は
「
こ
れ
が
手
本
だ
」
と
い
う
だ
け
で
、「
白
納
衣
」
の
樣
子
な
の
か
、

「
染
却
」
し
た
と
こ
ろ
の
樣
子
な
の
か
を
言
わ
ず
、「
還
有
人
得
相
似
摩
？
」
と
そ
の
判
斷
を
僧
に
ゆ
だ
ね
た
。
つ
ま
り
、

安
國
の
接
化
の
意
圖
を
受
け
と
め
ら
れ
た
も
の
は
、
一
時
に
「
染
却
」
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
う
で
な
い
も
の
は
、
ま
だ

本
色
に
染
ま
っ
た
禪
僧
に
な
り
得
て
い
な
い
。

「
衆
中
召
出
一
僧
」
は
、
呼
ば
れ
て
出
て
き
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
は
た
ら
き
こ
そ
が
自
己
本
分
事
（
己
自
身
の
佛
性
の
は
た

ら
き
）
だ
と
い
う
こ
と
に
氣
づ
か
ず
、
た
だ
接
化
の
出
汁
に
さ
れ
た
だ
け
で
終
わ
っ
た
。

○
某
甲
向
前
僧
邊
立
云
：
還
得
相
似
摩
？　

わ
た
し
な
ら
出
て
い
っ
て
あ
の
僧
の
そ
ば
に
立
っ
て
、「
似
て
い
ま
す
か
？
」

と
言
い
ま
す
。
侍
立
の
僧
は
、
安
國
の
接
化
の
意
圖
を
察
し
て
、
逆
に
「
相
似
」
の
判
斷
を
安
國
の
方
に
振
り
向
け
る
こ

と
で
、
安
國
の
接
化
に
對
す
る
批
判
を
表
明
し
た
。

僧
問
：
「
如
何
是
本
來
身
？
」
師
云
：
「
擧
世
無
相
似
。」（
本
書
卷
一
四
「
杉
山
和
尚
章
」
第
五
則
）

（
僧
、
「
本
來
身
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
」
杉
山
、
「
こ
の
世
の
誰
も
似
た
者
は
お
ら
ぬ
。
」
（
本
來
身
は
こ
の
現
象
す

る
世
界
の
次
元
に
は
姿
を
現
わ
さ
ぬ
。
相
と
し
て
現
象
し
た
も
の
は
我
が
本
來
身
で
は
な
い
。
）
）
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○
師
云
：
你
不
相
似　

汝
は
「
衆
中
よ
り
召
び
出
し
た
一
僧
」
と
も
、
無
對
だ
っ
た
大
衆
と
も
似
て
お
ら
ぬ
。

○
師
云
：
你
帶
黑　

君
は
本
色
に
染
ま
っ
た
禪
僧
だ
。
僧
の
對
應
を
認
め
た
。

〔
七
〕
法
堂
の
東
角
に
立
つ

有
因
長
慶
在
招
慶
時
，
法
堂
東
角
立
次
，
云
：
「
者
裏
好
置
一
个
問
。」
時
有
人
便
問
：
「
和
尚
爲
什
摩
不
居
正
位
？
」

慶
云
：
「
爲
你
與
摩
來
。」
僧
云
：
「
只
今
作
摩
生
？
」
慶
云
：
「
用
你
眼
作
什
摩
？
」

師
因
擧
著
云
：
「
他
个
則
與
摩
。
別
是
个
道
理
，
只
今
作
摩
生
道
則
得
？
」
後
安
國
云
：
「
與
摩
則
大
衆
一
時
禮
拜
去

也
。」
師
亦
代
云
：
「
與
摩
則
大
衆
一
時
散
去
，
得
也
。」

【
訓
讀
】

有ま

た
因
み
に
長
慶
の
招
慶
に
在
り
し
時
、
法
堂
の
東
角
に
立
つ
次お
り

、
云
く
、「
者こ

こ裏
は
一
个
の
問
い
を
置い
た

す
に
好
し
。」

時
に
有
る
人
便
ち
問
う
、「
和
尚
は
爲な

に
ゆ
え

什
摩
に
か
正
位
に
居
ら
ざ
る
？
」
慶
云
く
、「
你
與か

く摩
來き
た

る
が
爲
な
り
。」
僧
云
く
、

「
只い

ま今
は
作い

か

ん
摩
生
？
」
慶
云
く
、「
你
の
眼
を
用
い
て
什な

ん摩
と
作
す
や
？
」

師
因
り
て
擧
著
し
て
云
く
、「
他か

れ个
は
則
ち
與
摩
な
り
。
別べ

つ
是
个
の
道
理
を
只い

ま今
作い

か
摩
生
に
道い

わ
ば
則
ち
得よ

き
や
？
」
後

安
國
云
く
、「
與か

く摩
な
れ
ば
則
ち
大
衆
は
一
時
に
禮
拜
し
去
ら
ん
。」
師
亦
た
代
わ
り
て
云
く
、「
與
摩
な
れ
ば
則
ち
大
衆
は

一
時
に
散
じ
去
れ
ば
得よ

し
。」

【
日
譯
】

ま
た
長
慶
和
尚
が
泉
州
招
慶
院
に
住
し
て
い
た
と
き
、
法
堂
の
東
の
隅
に
立
っ
て
言
っ
た
、「
こ
こ
な
ら
質
問
す
る
の
に

よ
い
。」
そ
の
時
、
あ
る
僧
が
問
う
た
、「
和
尚
は
ど
う
し
て
正
位
に
居
ら
れ
な
い
の
で
す
か
？
」
長
慶
、「
き
み
が
そ
ん
な

ふ
う
に
來
る
か
ら
だ
。」
僧
、「
で
は
今
は
ど
う
な
の
で
す
か
？
」
慶
云
く
、「
き
み
の
節
穴
の
眼
が
な
ん
の
役
に
た
つ
と
い
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う
の
か
？
」

師
が
こ
の
話
を
取
り
上
げ
て
言
っ
た
、「
長
慶
和
尚
は
こ
の
よ
う
に
言
わ
れ
た
。
し
か
し
別
の
理
解
を
わ
れ
わ
れ
な
ら
今

ど
う
言
え
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
？
」
後
安
國
が
言
っ
た
、「
そ
れ
な
ら
ば
大
衆
は
一
齊
に
禮
拜
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。」
師
も

代
わ
っ
て
言
っ
た
、「
そ
れ
な
ら
ば
大
衆
は
一
齊
に
出
て
行
っ
て
し
ま
え
ば
よ
い
。」

【
注
釋
】

○
本
則
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
九
、『
五
燈
會
元
』
卷
七
に
も
收
む
。

○
法
堂
東
角
立
次
，
云
：
者
裏
好
置
一
个
問　

長
慶
慧
稜
は
わ
ざ
と
法
堂
の
隅
に
立
っ
て
見
せ
て
言
っ
た
、「
わ
た
し
は
こ

こ
で
質
問
を
受
け
よ
う
」。「
正
位
」
に
居
ら
ぬ
こ
う
い
う
「
偏
位
」
に
あ
っ
て
こ
そ
、
方
便
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
正
位
」
と
は
法
身
の
次
元
に
お
い
て
「
純
粹
に
宗
乘
だ
け
を
擧
唱
す
る
」
こ
と
で
、
問
い
を
插
む
餘
地
は
な
い
と
い
う

こ
と
を
暗
に
示
し
た
。
長
慶
自
身
こ
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

師
謂
衆
曰
：
「
我
若
純
擧
唱
宗
乘
，
須
閉
却
法
堂
門
。
所
以
盡
法
無
民
。
」
時
有
僧
曰
：
「
不
怕
無
民
，
請
師
盡

法
。
」
師
曰
：
「
還
委
落
處
麼
？
」
（
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
「
長
慶
章
」
）

（
師
は
大
衆
に
言
っ
た
、
「
わ
た
し
が
も
し
純
粹
に
宗
乘
だ
け
を
擧
唱
し
た
な
ら
、
法
堂
の
門
を
閉
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
俗
に
〈
嚴
格

に
法
律
を
布
い
た
な
ら
、
民
は
み
な
逃
げ
出
し
て
し
ま
う
〉
と
言
わ
れ
る
と
お
り
だ
。
」
そ
の
時
僧
が
問
う
た
、
「
民
が
逃
げ
出
し

て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
嚴
格
に
法
律
を
布
い
て
く
だ
さ
い
。
」
師
、
「
き
み
は
結
果
が
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
か
分
か
っ
て
言
っ
て

い
る
の
か
？
」
）

「
純
粹
に
宗
乘
だ
け
を
擧
唱
す
る
」
と
は
、
眞
理
は
言
葉
で
言
い
留
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
し
た
が
っ
て
敎
え
る
こ
と

は
何
も
な
い
と
い
う
こ
と
。

○
時
有
人
便
問
：
和
尚
爲
什
摩
不
居
正
位
？
慶
云
：
爲
你
與
摩
來　

わ
た
し
が
「
正
位
」
に
立
た
ず
に
「
偏
位
」
に
立
っ



122

『祖堂集』卷第一〇譯注（四） （禪文化研究所唐代語錄研究班）

て
、
方
便
を
驅
使
す
る
側
に
い
る
の
は
、
き
み
の
よ
う
に
法
を
求
め
て
來
る
利
根
な
ら
ざ
る
者
が
い
る
か
ら
だ
。
長
慶
は

ま
た
次
に
よ
う
に
も
言
っ
て
い
る
。

上
堂
，
良
久
，
謂
衆
曰
：
「
還
有
人
相
悉
麼
？
若
不
相
悉
，
欺
謾
兄
弟
去
。
只
今
有
什
麼
事
，
莫
有
窒
塞
也
無
？
復

是
誰
家
屋
裏
事
？
不
肯
當
荷
，
更
待
何
時
？
若
是
利
根
參
學
，
不
到
這
裏
來
。
還
會
麼
？
」
（
同
）

（
上
堂
し
、
し
ば
し
沈
默
し
て
か
ら
言
っ
た
、
「
分
か
っ
て
く
れ
る
者
は
い
る
か
？
　
も
し
分
か
っ
て
く
れ
ぬ
な
ら
、
こ
う
し
た
だ

け
で
も
諸
君
を
馬
鹿
に
し
た
こ
と
に
な
る
。
今
何
が
あ
る
と
い
う
の
か
？
　
塞
が
れ
て
出
口
が
な
い
の
か
？
　
い
っ
た
い
誰
の
内

面
の
こ
と
な
の
か
？
　
そ
れ
を
引
き
受
け
よ
う
と
し
な
い
な
ら
、
い
つ
ま
で
待
つ
の
か
？
　
利
根
の
者
な
ら
ば
こ
こ
へ
は
來
な
い
。

わ
か
っ
て
い
る
か
？
」
）

「
正
位
」
に
つ
い
て
は
、『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
九
「
安
國
院
弘
瑫
章
」
に
次
の
よ
う
に
い
う
。

問
：
「
常
居
正
位
底
人
，
還
消
人
天
供
養
否
？
」
師
曰
：
「
消
不
得
。
」
曰
：
「
爲
什
麼
消
不
得
？
」
師
曰
：
「
是

什
麼
心
行
？
」
曰
：
「
什
麼
人
消
得
？
」
師
曰
：
「
著
衣
喫
飯
底
消
得
。
」

（
問
う
、
「
常
に
正
位
に
い
る
人
は
供
養
を
受
け
る
資
格
が
あ
り
ま
す
か
？
」
師
、
「
そ
の
資
格
は
な
い
。
」
僧
、
「
ど
う

し
て
資
格
が
な
い
の
で
す
か
？
」
師
、
「
き
み
は
自
分
の
問
い
が
わ
か
っ
て
い
る
の
か
？
」
僧
、
「
で
は
、
ど
う
い
う
人

な
ら
資
格
が
あ
る
の
で
す
か
？
」
師
、
「
衲
衣
を
著
て
飯
を
食
う
者
だ
。
」
）

「
居
正
位
底
人
」
と
は
す
な
わ
ち
「
法
身
」
を
指
す
。「
正
位
」
は
究
極
絶
對
の
法
身
の
次
元
、「
偏
位
」
は
方
便
の
手
を

差
し
伸
べ
て
問
答
が
で
き
る
。「
法
身
は
肉
身
と
は
異
な
る
次
元
の
存
在
で
あ
る
か
ら
、
供
養
を
享
受
で
き
な
い
。
著
衣

喫
飯
す
る
こ
の
五
蘊
の
肉
身
が
享
受
す
る
の
で
あ
る
」
と
答
え
た
。

同
主
題
の
問
答
が
も
う
一
則
あ
る
。『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
二
一
「
僊
宗
院
守
玭
章
」
に
、

僧
問
：
「
十
二
時
中
常
在
底
人
，
還
消
得
人
天
供
養
也
無
？
」
師
曰
：
「
消
不
得
。
」
僧
曰
：
「
爲
什
麼
消
不
得
？
」
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師
曰
：
「
爲
汝
常
在
。
」
僧
曰
：
「
只
如
常
不
在
底
人
，
還
消
得
也
無
？
」
師
曰
：
「
驢
年
去
。
」

（
問
う
、
「
常
に
（
正
位
に
）
い
る
人
は
供
養
を
受
け
る
資
格
が
あ
り
ま
す
か
？
」
師
、
「
そ
の
資
格
は
な
い
。
」
僧
、
「
ど
う
し
て
資

格
が
な
い
の
で
す
か
？
」
師
、
「
き
み
が
常
に
（
正
位
に
）
い
る
か
ら
だ
。
」
僧
、
「
で
は
、
ど
う
い
う
人
な
ら
資
格
が
あ
る
の
で
す

か
？
」
師
、
「
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
、
駄
目
だ
。
」
）

問
答
の
運
び
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
雪
峯
門
下
の
共
通
し
た
問
題
意
識
で
あ
ろ
う
。
僊
宗
は
「
常
在
（
正
位
）

底
人
」
を
理
想
と
す
る
相
手
の
僧
を
指
し
て
、「
供
養
を
受
け
る
資
格
が
な
い
」
の
は
「
爲
汝
常
在
」（
き
み
が
「
正
位
」
に

い
る
＝
そ
ん
な
妄
想
に
執
わ
れ
て
い
る
か
ら
だ
）
と
じ
か
に
答
え
、「
で
は
〈
常
不
在
（
正
位
）
底
人
〉
な
ら
よ
い
の
か
」
と
問

わ
れ
る
と
、
た
だ
ち
に
相
手
に
、「
そ
ん
な
こ
と
ば
か
り
頭
で
考
え
て
い
る
や
つ
は
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
駄
目
だ
！
」

と
突
き
放
し
た
の
で
あ
る
。

○
僧
云
：
只
今
作
摩
生
？
慶
云
：
用
你
眼
作
什
摩
？　

僧
は
長
慶
が
「
偏
位
」
に
立
っ
た
意
圖
を
よ
う
や
く
理
解
し
、「
で

は
、
わ
た
し
は
ど
う
質
問
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？
」
と
問
う
た
の
で
あ
る
が
、
こ
う
い
う
場
合
の
長
慶
は
嚴
し
い

對
應
を
す
る
。「
鈍
根
の
き
み
の
節
穴
の
眼
が
な
ん
の
役
に
立
つ
と
い
う
の
か
？　

そ
ん
な
節
穴
の
眼
で
訊
い
た
っ
て
ど

う
に
も
な
ら
ぬ
。」

○
師
因
擧
著
云
：
他
个
則
與
摩
。
別
是
个
道
理
，
只
今
作
摩
生
道
則
得
？　

安
國
は
長
慶
の
應
答
を
認
め
つ
つ
、
僧
に
代

わ
っ
て
長
慶
の
接
化
（
特
に
最
後
の
答
え
）
に
ど
う
應
ず
る
べ
き
か
（
代
語
）
を
安
國
院
の
僧
ら
に
問
う
た
。
す
な
わ
ち
、

長
慶
の
「
我
若
純
擧
唱
宗
乘
，
須
閉
却
法
堂
門
」（
私
が
も
っ
ぱ
ら
第
一
義
だ
け
の
法
を
說
い
て
い
た
な
ら
、
誰
も
手
掛
か
り
得
ら

れ
ず
、
わ
が
法
堂
に
は
學
僧
は
來
な
く
な
っ
て
、
法
堂
の
門
を
閉
ざ
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
だ
ろ
う
）
と
い
う
接
化
に
對
し
て
、「
わ
れ
わ
れ

な
ら
、
僧
に
代
わ
っ
て
長
慶
に
ど
う
言
っ
て
や
れ
ば
よ
か
ろ
う
か
？
」

「
他
个
」
は
「
他
一
个
（
道
理
）」（
長
慶
の
考
え
）
の
略
。『
景
德
傳
燈
錄
』
は
こ
こ
を
「
他
家
恁
麼
問
」（
長
慶
は
こ
の
よ
う
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に
問
う
た
）
に
作
る
。「
他
个
」
は
本
書
に
こ
こ
を
含
め
て
三
例
、
い
ず
れ
も
「
他
家
」
と
同
義
で
、
南
方
口
語
で
あ
ろ

う
。「
別
是
个
道
理
」（
別
の
考
え
）
の
「
別
是
」
は
「
別
」
を
二
音
節
化
し
た
口
語
で
、
名
詞
を
修
飾
す
る
用
法
。
本
書

卷
四
「
藥
山
章
」
に
、「
和
尚
一
言
堪
爲
後
來
是
標
牓
，
乞
和
尚
一
言
。」（
和
尚
の
お
言
葉
は
の
ち
の
手
本
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ

い
た
だ
き
た
い
。「
後
來
是
標
牓
」
＝
の
ち
の
手
本
）、
卷
一
九
「
香
嚴
和
尚
章
」
に
「
別
是
氣
（
擧
）
道
，
造
道
將
來
！
」（
別

の
言
い
か
た
を
作
っ
て
持
っ
て
こ
い
！　
「
別
是
擧
道
」
＝
べ
つ
の
言
い
か
た
）
と
い
う
句
と
同
じ
構
造
で
あ
る
。『
景
德
傳
燈
錄
』

は
「
別
是
箇
道
理
，
如
今
作
麼
生
道
？
」

○
後
安
國
云
：
與
摩
則
大
衆
一
時
禮
拜
去
也　
「
そ
う
い
う
こ
と
で
し
た
ら
、
大
衆
は
一
齊
に
感
謝
の
禮
拜
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。」
利
根
な
ら
ざ
る
參
學
者
の
爲
に
懇
切
的
確
に
方
便
す
る
長
慶
の
接
化
を
褒
め
る
。「
後
安
國
」
は
弘
瑫
の
法

を
繼
い
で
安
國
に
住
し
た
禪
僧
で
、
福
州
安
國
從
貴
禪
師
と
福
州
安
國
祥
和
尚
（
と
も
に
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
二
二
）
が
い
る

が
、
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。

○
師
亦
代
云
：
與
摩
則
大
衆
一
時
散
去
，
得
也　
「
そ
う
い
う
こ
と
で
し
た
ら
、
大
衆
は
一
齊
に
去
っ
て
い
っ
て
し
ま
い
ま

す
よ
」。
長
慶
の
言
葉
「
我
若
純
擧
唱
宗
乘
，
須
閉
却
法
堂
門
」
を
逆
手
に
取
っ
て
、「
純
ら
宗
乘
を
擧
唱
す
る
」
第
一
義

一
點
ば
り
の
接
化
は
通
用
し
な
い
が
、
さ
り
と
て
方
便
ば
か
り
で
は
大
衆
の
方
が
師
を
見
限
っ
て
、
却
っ
て
招
慶
院
の
法

堂
は
荒さ

び

れ
ま
す
ぞ
、
と
揶
揄
し
た
。
接
化
に
お
け
る
「
第
一
義
」
と
「
方
便
」
を
ど
う
實
踐
す
る
か
は
雪
峯
門
下
の
課
題

で
あ
っ
た
。
こ
こ
も
深
刻
な
反
省
と
い
う
よ
り
は
問
題
提
起
に
終
わ
っ
て
い
る
。
文
末
の
「
得
也
」
は
確
認
の
語
氣
で

あ
ろ
う
。
本
書
卷
四
「
藥
山
章
」
第
三
二
則
に
、「
和
尚
休
得
看
經
！
不
用
攤
人
，
得
也
。」（
經
を
讀
む
の
は
お
や
め
く
だ
さ

い
。
人
を
コ
ケ
に
し
な
い
で
い
た
だ
き
た
い
）
の
例
が
あ
り
、「
得
也
」
は
も
と
「
よ
ろ
し
い
」
の
意
。

本
書
卷
一
〇
「
長
慶
和
尚
章
」
の
「
淨
修
禪
師
讚
」
に
言
う
、

緇
黃
深
鄭
重
、
格
峻
實
難
當
。
盡
機
相
見
處
、
立
下
閉
僧
堂
。
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（
僧
も
道
士
も
深
く
重
ん
ず
る
、
そ
の
格
調
は
高
く
險
し
く
避
け
難
い
。
そ
の
機

は
た
ら
きを

出
し
切
っ
た
接
化
に
か
な
わ
な
け
れ
ば
、
た
ち

ど
こ
ろ
に
僧
堂
の
門
を
閉
ざ
さ
れ
た
。
）

こ
れ
は
文
僜
が
長
慶
の
禪
を
總
括
し
た
讚
で
あ
る
。
な
お
『
景
德
傳
燈
錄
』
で
は
、
後
安
國
と
師
（
安
國
）
の
評
語
が
逆

に
配
さ
れ
て
い
る
。

〔
八
〕
一
語
の
中
、
須
ら
く
得
失
の
兩
意
を
具
す
べ
し

師
在
衆
時
，
擧
國
師
碑
文
云
：
「
得
之
於
心
，
伊
蘭
作
栴
檀
之
樹
；
失
之
於
旨
，
甘
露
乃
蒺
藜
之
園
。」
師
拈
問
僧
：

「
一
語
之
中
，
須
具
得
失
兩
意
，
作
摩
生
道
？
」
僧
提
起
拳
頭
云
：
「
不
可
喚
作
拳
頭
。」
師
不
肯
，
自
拈
起
拳
頭
云
：
「
只

爲
喚
作
拳
頭
。」

【
訓
讀
】

師
は
衆
に
在
り
し
時
、
國
師
の
碑
文
を
擧
し
て
云
く
、「
之こ

れ
を
心
に
得
れ
ば
、
伊い

蘭ら
ん

は
栴せ
ん

檀だ
ん

の
樹
と
作な

り
、
之
れ
を

旨
に
失
え
ば
、
甘か

ん

露ろ

も
乃
ち
蒺し
つ

藜れ
い

の
園
。」
師
は
拈
じ
て
僧
に
問
う
、「
一
語
の
中
、
須
ら
く
得
失
の
兩
意
を
具
す
べ
し
、

作い

か

ん
摩
生
が
道
う
？
」
僧
は
拳こ
ぶ
し頭
を
提も
ち
あ起
げ
て
云
く
、「
喚
び
て
拳
頭
と
作
す
可
か
ら
ず
。」
師
は
肯う
べ
なわ
ず
、
自
ら
拳
頭
を
提
起

げ
て
云
く
、「
只
だ
喚
び
て
拳
頭
と
作
す
が
爲
な
り
。」

【
日
譯
】

師
が
大
衆
の
一
人
と
し
て
叢
林
で
修
行
し
て
い
た
と
き
、
慧
忠
國
師
の
碑
文
の
一
節
を
取
り
上
げ
た
、「
こ
れ
を
心
に
得

た
な
ら
、
伊
蘭
も
栴
檀
樹
と
な
り
、
こ
れ
を
言
葉
の
意
味
に
お
い
て
失
え
ば
、
甘
露
の
門
も
蒺
藜
の
園
と
な
る
。」
師
は
こ

れ
を
僧
に
示
し
て
問
う
た
、「
一
語
に
得
失
の
兩
意
を
兼
ね
備
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。
で
は
諸
君
は
ど
う
言
う
か
？
」
僧
は
拳こ

ぶ
しを

持
ち
上
げ
て
言
っ
た
、「
拳
と
呼
ん
で
は
な
ら
な
い
。」
師
は
認
め
ず
、
自
ら
拳
を
持
ち
上
げ
て
言
っ
た
、「
た
だ
拳
と
呼
ぶ
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か
ら
で
あ
る
。」

【
注
釋
】

○
本
則
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
九
、『
明
覺
禪
師
語
錄
』
卷
三
「
拈
古
」
第
五
一
則
（『
佛
果
擊
節
錄
』
第
三
六
則
）、『
宗
門

統
要
』
卷
九
、『
了
菴
清
欲
禪
師
語
錄
』
卷
四
、『
愚
庵
智
及
禪
師
語
錄
』
卷
五
、『
應
庵
曇
華
禪
師
語
錄
』
卷
四
、『
聯
燈

會
要
』
卷
二
四
、『
禪
門
拈
頌
集
』
卷
二
六
、『
五
燈
會
元
』
卷
七
に
も
收
む
。

○
師
在
衆
時　

お
そ
ら
く
雪
峯
門
下
で
修
行
し
て
い
た
頃
、「
見
色
即
見
心
」
が
檢
討
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

○
擧
國
師
碑
文
云
：
得
之
於
心
，
伊
蘭
作
栴
檀
之
樹
；
失
之
於
旨
，
甘
露
乃
蒺
藜
之
園　

草
堂
沙
門
飛
錫
（
生
卒
年
未
詳
）

の
撰
し
た
「
慧
忠
國
師
碑
文
」
が
あ
っ
た
が
傳
存
し
な
い
。『
祖
庭
事
苑
』
卷
一
「
青
蘿
夤
緣
」
條
（『
雪
竇
後
錄
』）
に

「
忠
國
師
碑
」
か
ら
五
節
を
引
き
、
そ
の
一
節
は
本
則
と
一
致
す
る
。『
宋
高
僧
傳
』
卷
九
「
唐
均
州
武
當
山
慧
忠
傳
」
は

飛
錫
の
碑
文
に
依
っ
て
書
か
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
「
得
之
於
心
，
伊
蘭
作
栴
檀
之
樹
；
失
之
於
指0

，
甘
露
乃
蒺
蔾
之

園
」
と
あ
り
、「
旨
」
を
「
指
」
に
作
る
。「
失
之
於
指
」
は
指
を
見
て
月
を
失
う
意
で
あ
る
が
、
對
句
と
し
て
は
本
則
の

「
旨
」
が
優
れ
る
。

辭
險
理
詣
，
折
彼
幔
幢
。
論
頓
也
不
留
朕
迹
，
語
漸
也
返
常
合
道
。
得
之
於
心
，
伊
蘭
作
栴
檀
之
樹
；
失
之
於
指
，

甘
露
乃
蒺
藜
之
園
。
（
Ｔ
五
〇-

七
六
二
下
）

（
言
葉
は
險
し
く
佛
理
は
深
く
、
論
議
で
は
相
手
を
屈
服
さ
せ
、
頓
悟
を
論
じ
て
は
言
葉
を
插
む
餘
地
な
く
、
漸
悟
を
論
じ
て
は
奇

拔
な
が
ら
道
に
適
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
〈
心
に
お
い
て
得
た
な
ら
ば
臭
花
の
伊
蘭
も
香
木
の
栴
檀
と
な
り
、
指
を
月
と
誤
れ
ば
甘

露
の
門
も
蒺
藜
の
園
と
な
る
〉
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
）

慧
忠
國
師
の
法
論
を
讚
え
た
一
節
で
あ
る
。

○
一
語
之
中
，
須
具
得
失
兩
意
，
作
摩
生
道
？　

心
に
得
た
あ
り
か
た
と
、
言
葉
に
執
わ
れ
て
眞
意
を
見
失
っ
た
あ
り
か
た
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の
兩
意
を
含
ん
だ
碑
文
の
一
節
を
、
一
句
で
ど
う
言
う
か
？

○
僧
提
起
拳
頭
云
：
不
可
喚
作
拳
頭　
「
こ
の
拳
（
對
境
、
色
）
を
見
て
も
、
拳
と
呼
ん
で
は
な
ら
な
い
」。
色
を
見
る
こ
と

は
同
時
に
我
が
心
を
見
て
い
る
の
で
あ
る
（
見
色
即
見
心
）
か
ら
、
拳
（
色
）
を
見
て
も
拳
と
呼
ん
で
は
な
ら
な
い
。
つ
ま

り
「
心
」
と
呼
ぶ
べ
き
な
の
だ
。

○
自
拈
起
拳
頭
云
：
只
爲
喚
作
拳
頭　
「
た
だ
拳
と
呼
ぶ
か
ら
で
あ
る
」。
安
國
は
こ
の
言
い
か
た
が
得
失
の
兩
意
を
含
ん
で

い
る
と
し
た
。
つ
ま
り
、
色
を
見
る
こ
と
は
同
時
に
心
を
見
て
い
る
（
そ
の
見
聞
覺
知
の
作
用
が
佛
性
の
發
露
で
あ
る
）
か
ら
、

「
心
」
と
呼
ぶ
べ
き
だ
。
拳
を
見
て
た
だ
拳
と
呼
ぶ
の
は
、
心
を
見
失
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
拳
を
見
て
同
時
に

心
を
見
た
と
し
て
も
、
現
前
に
あ
る
の
は
紛
れ
も
な
く
拳
な
の
で
あ
る
か
ら
、
拳
と
呼
ば
な
け
れ
ば
事
實
に
反
す
る
。
ゆ

え
に
拳
と
呼
ぶ
し
か
な
い
。
こ
れ
は
い
か
に
も
奇
を
衒
っ
た
論
理
で
あ
る
が
、
五
代
北
宋
期
に
竹
箆
を
例
に
提
起
さ
れ
た

「
背
觸
の
關
」
と
言
わ
れ
る
難
問
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
竹
箆
を
示
し
、「
こ
れ
を
竹
箆
と
呼
べ
ば
觸
れ
る
」
と
禁
じ
、「
竹

箆
と
呼
ば
ね
ば
背
く
」
と
封
じ
て
お
い
て
、「
で
は
き
み
な
ら
こ
れ
を
ど
う
呼
ぶ
の
か
」
と
問
う
。
大
慧
宗
杲
（
一
〇
八
九

～
一
一
六
三
）
が
こ
れ
を
愛
用
し
て
有
名
に
な
っ
た
（
衣
川
賢
次
「
竹
箆
子
の
話
―
禪
の
言
語
論
」『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第

一
七
六
册
、
二
〇
二
〇
年
參
照
）。
宋
代
に
は
本
則
を
引
用
し
た
評
論
が
見
ら
れ
る
が
、
雪
竇
重
顯
（
九
八
〇
～
一
〇
五
二
）
は

安
國
の
「
一
語
之
中
，
須
具
得
失
兩
意
」
を
「
無
繩
自
縛
漢
，
拳
頭
也
不
識
」（
こ
い
つ
は
妄
想
で
自
身
が
が
ん
じ
が
ら
め
だ
。

拳
さ
え
見
え
て
い
な
い
）
と
い
う
よ
う
な
あ
し
ら
い
か
た
で
、
ま
と
も
に
論
じ
て
は
い
な
い
。

〔
九
〕
活
人
の
劍
、
殺
人
の
刀

問
：
「
如
何
是
活
人
之
釼
？
」
師
曰
：
「
不
敢
瞎
却
汝
。」「
如
何
是
殺
人
之
刀
？
」
師
云
：
「
只
這
个
是
。」

【
訓
讀
】
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問
う
、「
如
何
な
る
か
是
れ
活
人
の
釼
？
」
師
曰
く
、「
敢
え
て
汝
を
瞎
却
せ
ず
。」「
如
何
な
る
か
是
れ
殺
人
の
刀
？
」

師
云
く
、「
只
だ
這こ个
れ
是し
か

り
。」

【
日
譯
】

問
う
、「〈
人
を
活
か
す
劍
〉
と
は
ど
う
い
う
も
の
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、「
わ
た
し
は
そ
な
た
の
眼
を
つ
ぶ
す
こ
と
な
ど

と
う
て
い
で
き
ぬ
。」「〈
人
を
殺
す
刀
〉
と
は
ど
う
い
う
も
の
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、「
い
ま
の
こ
れ
が
そ
う
だ
。」

【
注
釋
】

○
本
則
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
九
、『
五
燈
會
元
』
卷
七
に
も
收
む
。

○
問
：
如
何
是
活
人
之
釼
？
師
曰
：
不
敢
瞎
却
汝　
「
わ
た
し
が
敎
え
る
こ
と
で
そ
な
た
の
ま
っ
と
う
な
眼
を
つ
ぶ
す
よ

う
な
こ
と
は
し
な
い
と
い
う
こ
と
だ
」。「
不
敢
」
は
恐
ろ
し
く
て
で
き
な
い
。
本
書
卷
七
「
雪
峯
和
尚
章
」（
第
二
二
則
）

に
、

問
：
「
學
人
乍
入
叢
林
，
乞
師
指
示
。
」
師
云
：
「
寧
自
碎
身
如
微
塵
，
終
不
敢
瞎
却
一
个
師
僧
。
」

（
問
う
、
「
わ
た
く
し
は
叢
林
に
入
っ
た
ば
か
り
で
、
ど
う
修
行
す
べ
き
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
ご
指
示
く
だ
さ
い
。
」
師
、
「
た
と
い

わ
た
し
が
地
獄
へ
墮
ち
て
こ
の
身
が
粉
碎
さ
れ
よ
う
と
も
、
和
尚
さ
ん
の
ま
っ
と
う
な
眼
を
潰
す
な
ど
滅
相
も
な
い
こ
と
だ
。
」
）

○
如
何
是
殺
人
之
刀
？
師
云
：
只
這
个
是　

か
よ
う
に
不
毛
に
終
わ
っ
た
問
答
が
そ
れ
だ
。「
殺
人
之
刀
」
を
原
文
は
「
殺

之
人
刀
」
に
誤
る
。「
殺
人
刀
、
活
人
劍
」
は
「
秀
れ
た
禪
匠
が
修
行
者
を
切
磋
琢
磨
す
る
時
の
切
れ
味
を
釼
に
喩
え
る
」

（『
禪
語
辭
典
』）。
僧
は
そ
の
意
味
を
知
ら
な
い
の
で
は
な
く
、
安
國
の
接
化
を
問
う
た
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
安
易
さ
が

ば
っ
さ
り
や
ら
れ
る
は
め
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
禪
問
答
の
性
格
を
示
し
た
一
段
。「
只
這
个
是
」
は
法
身
な
ら
ざ
る
五

蘊
の
肉
身
を
提
示
す
る
禪
的
敎
理
の
用
法
が
あ
る
が
、
こ
こ
は
そ
う
い
う
文
脈
で
は
な
い
。
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〔
一
〇
〕
願
い
有
れ
ば
違
わ
ず

因
擧
：
《
西
域
記
》
云
：
「
西
天
有
賊
，
盜
佛
額
珠
，
欲
取
其
珠
，
佛
額
漸
高
取
不
得
。
遂
嘖
云
：
『
佛
因
中
有
願
：

我
成
佛
果
菩
提
，
願
濟
一
切
貧
乏
衆
生
。
如
今
何
得
違
於
本
願
，
不
與
我
珠
？
』
佛
遂
低
頭
與
珠
。」
師
拈
問
衆
：
「
向
這

裏
須
得
作
主
，
又
不
違
於
本
願
，
合
有
濟
人
，
作
摩
生
道
？
」
衆
無
對
。
師
代
云
：
「
有
願
不
違
。」
長
慶
云
：
「
適
來
豈

是
違
於
因
中
所
願
摩
！
」

【
訓
讀
】

因
み
に
擧
す
、『
西
域
記
』
に
云
く
、「
西
天
に
賊
有
り
、
佛
額
の
珠
を
盜
む
。
其
の
珠
を
取
ら
ん
と
欲
す
る
も
、
佛
額

漸し
だ

い
に
高
く
な
り
て
取
り
得
ず
。
遂か
く

て
嘖せ

め
て
云
く
、『
佛
は
因
中
に
願
有
り
、〈
我
れ
佛
果
菩
提
を
成
じ
て
、
願
わ
く
ば
一

切
の
貧
乏
な
る
衆
生
を
濟す

く

わ
ん
〉
と
。
如い

今ま

何
ぞ
本
願
に
違た
が

い
て
我
れ
に
珠
を
與
え
ざ
る
を
得
ん
！
』
佛
遂か
く

て
低て
い

頭づ

し
て
珠

を
與
う
。」
師
拈
じ
て
衆
に
問
う
、「
這こ

裏こ

に
向お

い
て
須す
べ
か得
ら
く
主
と
作
る
べ
し
。
又
た
本
願
に
違
わ
ず
、
合あ
わ

せ
て
人
を
濟す
く

う
こ
と
有
る
は
、
作い

か

ん
摩
生
が
道
わ
ん
？
」
衆
對こ
た

う
る
無
し
。
師
代
わ
っ
て
云
く
、「
願
い
有
ら
ば
違
わ
ざ
れ
。」
長
慶
云
く
、

「
適さ

き來
は
豈
に
是
れ
因
中
の
所
願
に
違
い
し
や
！
」

【
日
譯
】

あ
る
時
、
大
衆
に
『
大
唐
西
域
記
』
の
中
の
話
を
し
た
。「
印
度
の
盜
人
が
佛
像
の
額
の
珠
玉
を
盜
ん
だ
。
さ
い
し
ょ
そ

の
珠
玉
を
取
ろ
う
と
す
る
と
、
額
が
次
第
に
高
く
せ
り
上
が
っ
て
手
が
届
か
な
く
な
っ
た
。
盜
人
は
腹
を
立
て
て
、『
佛
陀

は
修
行
中
に
〈
わ
れ
は
菩
提
を
得
て
成
道
せ
ん
が
た
め
に
、
願
わ
く
ば
一
切
の
貧
乏
人
を
救
濟
せ
ん
〉
と
誓
い
を
立
て
た
の

に
、
あ
ろ
う
こ
と
か
、
今
に
な
っ
て
誓
い
を
破
っ
て
、
お
れ
に
珠
玉
を
く
れ
ぬ
と
は
！
』
と
言
っ
た
。
す
る
と
佛
像
は
頭
を

低
く
し
て
、
そ
の
珠
玉
を
與
え
た
と
い
う
。」
そ
し
て
大
衆
に
問
う
た
、「
さ
あ
、
こ
こ
で
主
體
性
を
も
っ
て
判
斷
せ
ね
ば
な

ら
ぬ
。
誓
い
を
破
ら
ず
、
ま
た
人
を
救
う
に
は
、
ど
う
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。」
誰
も
答
え
る
者
が
な
か
っ
た
。
師
は
代
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わ
っ
て
言
っ
た
、「
誓
い
を
立
て
た
ら
破
っ
て
は
な
ら
ぬ
。」
長
慶
慧
稜
が
言
っ
た
、「
さ
き
ほ
ど
言
っ
た
の
は
、
修
行
中
の

誓
い
を
破
ら
な
か
っ
た
話
で
す
ぞ
！
」

【
注
釋
】

○
本
則
は
他
に
收
錄
を
見
な
い
。

○
擧
《
西
域
記
》
云　
『
大
唐
西
域
記
』
卷
一
一
「
僧
伽
羅
國
」
の
條
の
次
の
記
述
の
前
半
を
取
意
し
た
も
の
。

佛
牙
精
舍
側
有
小
精
舍
，
亦
以
衆
寶
而
爲
瑩
飾
。
中
有
金
佛
像
，
此
國
先
王
等
身
而
鑄
，
肉
髻
則
貴
寶
飾
焉
。
其
後

有
盜
，
伺
欲
竊
取
，
而
重
門
周
檻
，
衞
守
清
切
。
盜
乃
鑿
通
孔
道
，
入
精
舍
而
穴
之
，
遂
欲
取
寶
，
像
漸
高
遠
。
其

盜
既
不
果
求
，
退
而
歎
曰
：
「
如
來
在
昔
，
修
菩
薩
行
，
起
廣
大
心
，
發
弘
誓
願
，
上
自
身
命
，
下
至
國
城
，
悲
愍

四
生
，
周
給
一
切
。
今
者
如
何
遺
像
悋
寶
？
靜
言
於
此
，
不
明
昔
行
。
」
像
乃
俯
首
而
授
寶
焉
。
是
盜
得
已
，
尋
持

貨
賣
，
人
或
見
者
，
咸
謂
之
曰
：
「
此
寶
乃
先
王
金
佛
像
頂
髻
寶
也
。
爾
從
何
獲
，
來
此
鬻
賣
？
」
遂
擒
以
白
王
。

王
問
所
從
得
，
盜
曰
：
「
佛
自
與
我
，
我
非
盜
也
。
」
王
以
爲
不
誠
，
命
使
觀
驗
，
像
猶
俯
首
。
王
覩
聖
靈
，
信
心

淳
固
，
不
罪
其
人
，
重
贖
其
寶
，
莊
嚴
像
髻
，
重
置
頂
焉
。
像
因
俯
首
，
以
至
於
今
。
」
（
Ｔ
五
一-

九
三
四
上
、
季
羨

林
等
『
大
唐
西
域
記
校
注
』
中
華
書
局
、
八
八
二
頁
、
一
九
八
五
年
）

（
佛
牙
精
舍
の
わ
き
に
小
さ
な
精
舍
が
あ
り
、
こ
こ
も
種
々
の
寶
石
で
飾
ら
れ
て
い
る
。
中
に
金
銅
佛
が
あ
る
が
、
こ
の
國
の
先
王

が
等
身
大
に
鑄
し
た
も
の
で
、
そ
の
肉
髻
は
寶
石
で
で
き
て
い
る
。
の
ち
に
盜
賊
が
そ
の
寶
石
を
見
て
盜
も
う
と
考
え
た
が
、
幾

重
に
も
門
と
圍
い
が
あ
り
、
守
衞
は
嚴
重
だ
っ
た
。
そ
こ
で
盜
賊
は
外
か
ら
穴
を
鑿
っ
て
精
舍
に
入
り
、
門
に
も
穴
を
あ
け
て
入

り
込
み
、
さ
て
そ
の
寶
石
を
取
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
佛
像
は
次
第
に
背
が
伸
び
て
、
手
が
届
か
な
く
な
っ
た
。
盜
賊
は
あ
き
ら

め
て
、
一
步
退
き
溜
息
を
つ
い
て
言
っ
た
、
「
如
來
は
昔
菩
薩
行
を
修
し
て
お
ら
れ
た
時
、
廣
大
な
る
慈
悲
心
を
起
こ
し
、
弘
大
な

る
誓
願
を
發
せ
ら
れ
て
、
ご
自
分
の
命
か
ら
國
城
に
至
る
ま
で
を
衆
生
救
濟
の
た
め
に
布
施
し
よ
う
と
さ
れ
た
。
そ
れ
な
の
に
今
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や
、
ど
う
し
て
こ
の
佛
像
は
寶
石
を
惜
し
む
の
か
？
　
あ
の
淨
語
は
も
う
お
忘
れ
な
の
か
？
」
す
る
と
佛
像
は
頭
を
低
く
し
て
寶

石
を
與
え
た
。
盜
賊
は
取
っ
た
あ
と
、
市
場
へ
持
っ
て
行
っ
て
賣
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
を
見
た
人
が
口
々
に
、
「
こ
の
寶
石

は
先
王
の
造
ら
れ
た
金
銅
佛
像
の
頂
髻
の
寶
石
じ
ゃ
な
い
か
。
お
ま
え
は
ど
こ
で
手
に
入
れ
て
、
こ
こ
で
賣
っ
て
い
る
の
か
？
」

と
言
っ
て
捕
ま
え
、
王
の
と
こ
ろ
へ
連
行
し
た
。
王
が
ど
こ
で
手
に
入
れ
た
の
か
と
問
う
と
、
盜
賊
は
「
佛
が
み
ず
か
ら
お
與
え

く
だ
さ
っ
た
も
の
で
、
お
れ
が
盜
ん
だ
も
ん
じ
ゃ
ご
ざ
ん
せ
ん
」
と
言
っ
た
。
王
は
嘘
を
申
し
立
て
て
い
る
と
見
て
、
役
人
に
檢

分
に
行
か
せ
た
と
こ
ろ
、
佛
像
は
頭
を
垂
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
王
は
こ
れ
ぞ
聖
人
の
慈
悲
の
し
わ
ざ
だ
と
感
じ
入
っ
て
、
信
仰

心
を
厚
く
し
、
罪
に
問
わ
ず
、
重
寶
で
贖
い
、
あ
ら
た
め
て
像
髻
を
こ
れ
で
莊
嚴
し
た
。
こ
の
頭
を
垂
れ
た
佛
像
は
今
も
あ
る
。
）

ほ
ぼ
同
じ
記
事
が
『
大
唐
大
慈
恩
寺
三
藏
法
師
傳
』
卷
四
に
も
見
え
る
。

其
側
又
有
精
舍
，
亦
以
雜
寶
莊
嚴
。
中
有
金
像
，
此
國
先
王
所
造
，
髻
有
寶
珠
，
無
知
其
價
。
後
有
人
欲
盜
此
珠
，

守
衞
堅
牢
，
無
由
得
入
，
乃
潛
穴
地
中
，
入
室
欲
取
，
而
像
形
漸
高
，
賊
不
能
及
。
却
而
言
曰
：
「
如
來
昔
修
菩

薩
道
，
爲
諸
衆
生
不
惜
軀
命
，
無
悋
國
城
，
何
以
今
日
反
慳
固
也
？
以
此
思
之
，
恐
往
言
無
實
。
」
像
乃
傴
身
授
珠
。

其
人
得
已
，
將
出
貨
賣
，
人
有
識
者
，
擒
之
送
王
。
王
問
所
得
。
賊
曰
：
「
佛
自
與
我
。
」
乃
具
說
所
由
。
王
自
觀

之
，
像
首
尚
低
。
王
覩
靈
聖
，
更
發
深
心
，
以
諸
珍
寶
於
賊
處
贖
珠
，
還
施
像
髻
。
今
猶
現
在
。
」
（
Ｔ
五
〇‒

二
四
二

下
、
『
大
唐
大
慈
恩
寺
三
藏
法
師
傳
』
中
外
交
通
史
籍
叢
刊
、
中
華
書
局
、
八
九
頁
、
一
九
八
三
年
）

ま
た
『
釋
迦
方
志
』
卷
下
「
古
僧
伽
羅
國
」
の
條
に
も
略
述
し
て
い
る
。

佛
牙
側
小
精
舍
中
金
銅
坐
像
，
肉
髻
上
安
奇
寶
。
昔
人
因
禮
見
寶
起
貪
，
夜
盜
不
及
像
首
，
乃
曰
：
「
佛
昔
輕
命

爲
生
，
今
何
悋
寶
乃
爾
？
」
像
乃
俯
首
與
之
。
後
王
知
而
不
罪
。
王
贖
其
寶
，
還
安
像
頂
，
至
今
低
首
。
」
（
Ｔ
五
一‒

九
六
七
上
、
『
釋
迦
方
志
』
中
外
交
通
史
籍
叢
刊
、
中
華
書
局
、
八
一
頁
、
一
九
八
三
年)

○
佛
因
中
有
願
：
我
成
佛
果
菩
提
，
願
濟
一
切
貧
乏
衆
生　
「
因
中
」
は
修
行
中
。「
成
佛
果
」
に
對
す
。「
あ
ら
ゆ
る
衆
生
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に
布
施
行
を
行
じ
て
救
濟
し
菩
提
を
得
ん
」。
佛
本
生
譚
中
に
須
大
拏
太
子
（『
六
度
集
經
』
卷
二
）
を
代
表
と
し
て
語
ら
れ

る
布
施
無
極
の
菩
薩
行
を
背
景
に
し
て
い
る
。

○
師
拈
問
衆
：
向
這
裏
須
得
作
主
，
又
不
違
於
本
願
，
合
有
濟
人
，
作
摩
生
道
？　

安
國
和
尚
は
こ
の
話
を
し
て
か
ら
、

大
衆
に
質
問
し
た
、「
さ
て
今
こ
こ
で
主
人
公
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
本
願
に
背
く
こ
と
な
く
、
し
か
も
人
を
も
救
濟

す
る
に
は
、
何
と
言
え
ば
よ
い
か
？
」「
須
得
（dei

）」
は
必
要
（
必
須
）
を
表
わ
す
副
詞
（
太
田
辰
夫
『
中
國
語
歷
史
文
法
』

一
九
七
頁
）。「
作
主
」
は
主
體
的
、
禪
的
に
解
釋
す
る
こ
と
。「
又
～
合
…
…
」
は
累
加
を
表
わ
す
連
詞
か
。

○
師
代
云
：
有
願
不
違　

こ
の
一
句
は
文
脈
か
ら
言
え
ば
、「
佛
が
本
願
を
立
て
た
な
ら
、
そ
れ
に
違
背
す
る
行
爲
は
せ
ぬ
」

と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
禪
宗
傳
承
の
語
に
「
佛
は
衆
生
の
願
い
に
違
わ
ず
」（
趙
州
、
大
慧
等
）
と
も
言
わ
れ
、
多
樣
に

解
釋
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
安
國
和
尚
の
問
い
が
「
諸
君
は
み
ず
か
ら
の
問
題
と
し
て
解
釋
せ
よ
」
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
か
ら
、「
禪
僧
と
し
て
の
初
心
を
貫
く
よ
う
に
せ
よ
」
と
言
う
の
で
あ
ろ
う
。

○
長
慶
云
：
適
來
豈
是
違
於
因
中
所
願
摩
！　

長
慶
は
安
國
の
說
敎
が
ま
し
さ
を
か
ら
か
っ
て
、「
さ
っ
き
言
っ
た
の
は
佛

が
修
行
中
の
誓
願
を
破
ら
な
か
っ
た
話
だ
ぜ
！
」「
豈
是
～
摩
！
」
は
口
語
の
反
語
形
式
。　

〔
一
一
〕
安
國
院
で
の
上
堂
と
問
答

師
上
堂
云
：
「
達
摩
道
：
『
吾
本
來
此
土
，
傳
敎
救
迷
情
。』
諸
人
且
道
，
是
什
摩
敎
？
莫
是
貝
多
之
敎
摩
？
若
是
貝
多

之
敎
，
自
是
摩
騰
、
竺
法
蘭
二
三
藏
，
漢
明
帝
永
平
年
中
已
來
了
也
。
既
不
是
此
敎
，
且
是
什
摩
敎
？
還
有
人
擇
得
摩
？
若

有
人
擇
得
，
便
出
來
看
；
若
無
人
擇
，
我
與
你
擇
：
這
个
便
是
納
僧
諳
會
處
，
得
摩
？
只
如
達
摩
與
摩
道
，
遇
著
本
色
行
脚

人
，
還
得
了
摩
？
汝
道
，
達
摩
愆
疣
在
什
摩
處
，
便
不
了
去
？
我
如
今
不
識
好
惡
，
顚
倒
與
汝
諸
和
尚
插
偈
、
歌
詠
、
告

報
，
尚
不
能
察
得
；
儻
若
依
於
正
令
，
汝
向
什
摩
處
會
去
？
何
不
抖
擻
眉
毛
，
著
些
子
精
彩
耶
？
盡
乾
坤
界
是
你
諸
人
家
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風
，
諸
人
一
時
體
取
！
還
有
人
體
得
摩
？
若
無
人
體
得
，
莫
只
與
摩
醉
慢
慢
底
，
有
什
摩
成
辦
時
？
大
須
努
力
！
」

時
有
人
問
：
「
承
師
有
言
：
盡
乾
坤
界
是
你
諸
人
家
風
。
學
人
到
這
裏
爲
什
摩
却
不
見
？
」
師
云
：
「
是
你
到
什
摩
處

却
不
見
？
」
學
云
：
「
請
師
指
旨
！
」
師
云
：
「
洎
放
過
。」

又
問
：
「
承
師
有
言
：
『
若
依
於
正
令
，
汝
向
什
摩
處
會
？
』
如
何
是
正
令
？
」
師
良
久
。
學
人
罔
措
。
師
云
：
「
不

信
道
：
向
什
摩
處
會
？
」

【
訓
讀
】

師
上
堂
し
て
云
く
、「
達
摩
道い

え
り
、『
吾
本も

と
此
の
土
に
來き
た

り
、
敎
え
を
傳
え
て
迷
情
を
救
う
』
と
。
諸
人
且し
ば
らく
道
え
、

是
れ
什な

ん摩
の
敎
え
ぞ
？　

是
れ
貝
多
の
敎
え
な
る
莫
き
や
？　

若も是
し
貝
多
の
敎
え
な
ら
ば
、
自も
と
よ是
り
摩
騰
・
竺
法
蘭
の
二
ふ
た
り

の
三
藏
、
漢
の
明
帝
永
平
年
中
に
已
に
來
り
了
れ
り
。
既
に
是
れ
此
の
敎
え
な
ら
ず
ん
ば
、
且し
ば
らく
是
れ
什
摩
の
敎
え
な
る

や
？　

還は

た
人
の
擇え
ら

び
得
る
も
の
有
り
や
？
若
し
人
の
擇
び
得
る
も
の
有
ら
ば
、
便
ち
出
で
來
り
看
よ
。
若
し
人
の
擇
ぶ
無

く
ん
ば
、
我
れ
你
ら
が
與た

め

に
擇
ば
ん
、
這こ

れ个
は
便
ち
是
れ
納
僧
の
諳し

り
會
す
る
處
な
り
と
、
得よ
ろ

し
き
や
？　

只
だ
達
摩
の

與か

く摩
道
え
る
が
如
き
、
本
色
の
行
脚
人
に
遇あ

著わ

ば
、
還は

た
了さ
と

る
を
得
た
る
や
？　

汝
道
え
、
達
摩
の
愆け
ん

疣ゆ
う

は
什い

ず

こ
摩
處
に
在
り

て
か
便
ち
了
り
去
ら
ざ
る
や
？　

我
如い

ま今
好
惡
を
識
ら
ず
、
顚
倒
し
て
汝
ら
諸
和
尚
の
與た
め

に
插
偈
し
、
歌
詠
し
、
告
報
す
る

す
ら
、
尚
お
察
得
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
儻も若
し
正
令
に
依
ら
ば
、
汝
什い

ず

こ
摩
處
に
向お

い
て
か
會
し
去
ら
ん
？　

何
ぞ
眉
毛
を
抖と

擻そ
う

し
、
些さ

し子
の
精
彩
を
著つ

け
ざ
る
？　

盡
乾
坤
界
は
是
れ
你
ら
諸
人
の
家
風
、
諸
人
一
時
に
體
取
せ
よ
！　

還は

た
人
の
體
得

す
る
も
の
有
り
や
？　

若
し
人
の
體
得
す
る
も
の
無
く
ん
ば
、
只
だ
與か

く摩
醉
慢
慢
底
な
る
莫
か
れ
、
什な

ん摩
の
成
じ
ょ
う

辦べ
ん

の
時
か
有

ら
ん
？　

大
い
に
須
ら
く
努
力
す
べ
し
。」

時
に
人
有
り
て
問
う
、「
承

う
け
た
ま
わる
に
師
に
言
有
り
、『
盡
乾
坤
界
は
是
れ
你
ら
諸
人
の
家
風
』
と
。
學
人
、
這こ

こ裏
に
到
っ
て

爲な
に
ゆ
え

什
摩
に
か
却
っ
て
見
え
ざ
る
？
」
師
云
く
、「
是
れ
你
什
摩
處
に
到
り
て
か
却
っ
て
見
え
ざ
る
？
」
學
云
く
、「
請
う
師
、
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指
旨
せ
よ
。」
師
云
く
、「
洎す
ん
でに
放
過
せ
ん
と
す
。」

又
た
問
う
、「
承
る
に
師
に
言
有
り
、『
若
し
正
令
に
依
ら
ば
、
汝
什
摩
處
に
向お

い
て
か
會
す
？
』
と
。
如
何
な
る
か
是

れ
正
令
？
」
師
良
久
す
。
學
人
措お

く
罔な

し
。
師
云
く
、「『
什
摩
處
に
向
い
て
か
會
す
？
』
と
道い

う
を
信
ぜ
ざ
る
や
？
」

【
日
譯
】

師
は
法
堂
で
說
法
し
て
言
っ
た
。「
達
摩
は
『
も
と
も
と
私
が
こ
の
國
に
來
た
の
は
、
敎
え
を
傳
え
て
迷
え
る
人
々
を
救

う
た
め
だ
』
と
言
っ
た
。
君
た
ち
、
ど
う
い
う
敎
え
な
の
か
言
っ
て
み
よ
。
經
典
に
書
か
れ
た
敎
え
で
あ
ろ
う
か
？　

も
し

經
典
に
書
か
れ
た
敎
え
な
ら
、
す
で
に
迦
葉
摩
騰
・
竺
法
蘭
と
い
う
二
人
の
三
藏
が
、
漢
の
明
帝
永
平
年
中
に
來
て
傳
え
て

い
る
。
そ
の
敎
え
で
な
い
な
ら
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う
敎
え
な
の
か
？　

ど
う
い
う
敎
え
な
の
か
言
え
る
者
は
い
る
か
？　

言
え
る
者
が
い
た
ら
進
み
出
よ
。
言
え
る
者
が
い
な
い
な
ら
、
わ
た
し
が
君
た
ち
に
言
っ
て
や
ろ
う
。
こ
れ
こ
そ
禪
僧
な
ら

ふ
だ
ん
か
ら
分
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
と
。
そ
う
言
っ
て
よ
い
か
？　

達
摩
が
こ
の
よ
う
に
言
っ
た
敎
え
は
、
本
色
の
修
行

者
な
ら
、
そ
の
人
は
わ
か
る
の
か
？　

わ
か
ら
な
い
な
ら
、
達
摩
の
誤
り
は
ど
こ
な
の
か
？　

諸
君
答
え
よ
。
わ
た
し
は

今
、
分
別
を
わ
き
ま
え
ず
、
顚
倒
し
て
君
た
ち
和
尚
の
た
め
に
偈
頌
を
作
り
、
歌
詠
し
、
說
き
聞
か
せ
て
や
っ
て
さ
え
、
な

お
察
知
で
き
な
い
の
に
、
も
し
原
則
ど
お
り
に
ま
と
も
に
行
な
っ
た
な
ら
、
君
た
ち
は
分
か
り
よ
う
が
な
か
ろ
う
。
ど
う
し

て
眉
を
跳
ね
上
げ
、
ち
ょ
っ
と
は
本
氣
で
や
ろ
う
と
せ
ぬ
の
か
？　

全
世
界
が
君
た
ち
の
家
風
で
あ
る
。
諸
君
、
い
ま
こ
そ

一
齊
に
そ
っ
く
り
摑
む
の
だ
。
そ
っ
く
り
摑
み
取
れ
る
も
の
は
い
る
か
？　

摑
み
取
れ
な
い
な
ら
、
醉
っ
ぱ
ら
い
の
よ
う
に

フ
ラ
フ
ラ
し
て
い
る
よ
う
で
は
い
け
な
い
。
い
つ
に
な
っ
た
ら
も
の
に
で
き
よ
う
？　

大
い
に
努
力
せ
よ
！
」

そ
の
と
き
、
あ
る
僧
が
問
う
た
、「
承
り
ま
す
に
、
和
尚
は
『
全
世
界
が
君
た
ち
の
家
風
で
あ
る
』
と
言
わ
れ
ま
し
た

が
、
こ
こ
に
來
ま
し
て
も
、
わ
た
く
し
に
は
ど
う
し
て
分
か
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、「
君
こ
そ
ど
こ
に
來
て
分
か

ら
な
い
と
い
う
の
か
？
」
僧
、「
ど
う
か
敎
え
て
く
だ
さ
い
。」
師
、「
あ
や
う
く
見
逃
す
と
こ
ろ
だ
っ
た
。」
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別
の
僧
が
問
う
た
、「
承
り
ま
す
に
、
和
尚
は
『
も
し
原
則
ど
お
り
に
ま
と
も
に
行
な
っ
た
な
ら
、
君
た
ち
は
分
か
り
よ

う
が
な
か
ろ
う
』
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、『
原
則
ど
お
り
に
ま
と
も
に
行
な
う
』
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？
」
師

は
沈
默
し
た
。
僧
は
取
り
つ
く
し
ま
が
な
か
っ
た
。
師
、「
分
か
り
よ
う
が
な
い
と
言
っ
た
と
お
り
だ
。」

【
注
釋
】

○
本
則
は
本
書
に
の
み
收
め
る
。

○
達
摩
道
：
吾
本
來
此
土
、
傳
敎
救
迷
情　

菩
提
達
摩
の
傳
法
偈
。
本
書
卷
二
「
菩
提
達
摩
和
尚
章
」、「
吾
本
來
此
土
，
傳

敎
救
迷
情
，
一
花
開
五
葉
，
結
菓
自
然
成
。」

○
貝
多
之
敎　

貝
多
羅
葉
（
經
典
）
に
書
か
れ
た
敎
え
。

○
自
是
摩
騰
、
竺
法
蘭
二
三
藏
，
漢
明
帝
永
平
年
中
已
來
了
也　

後
漢
の
永
平
年
間
（
五
八
～
七
五
）
に
明
帝
が
夢
に
金
人

を
見
、
目
醒
め
て
「
そ
れ
は
西
方
の
佛
で
あ
る
」
と
聞
き
、
人
を
印
度
に
遣
わ
し
て
佛
敎
を
求
め
さ
せ
、
迦
葉
摩
騰
と
竺

法
蘭
の
二
僧
を
中
國
に
迎
え
、
白
馬
寺
を
建
て
た
。『
四
十
二
章
經
』
な
ど
が
そ
の
時
に
翻
譯
さ
れ
た
（『
梁
高
僧
傳
』
卷
一

「
攝
摩
騰
傳
」、「
竺
法
蘭
傳
」）。

○
既
不
是
此
敎
，
且
是
什
摩
敎
？
還
有
人
擇
得
摩
？　

攝
摩
騰
や
竺
法
蘭
が
傳
え
た
經
典
に
書
か
れ
た
佛
陀
の
敎
え
で
な
い

な
ら
、
達
摩
が
傳
え
た
敎
え
と
は
何
で
あ
る
の
か
、「
こ
れ
こ
そ
が
そ
れ
だ
」
と
言
え
る
者
は
い
る
か
？

○
這
个
便
是
納
僧
諳
會
處
，
得
摩
？　

安
國
が
衲
僧
の
た
め
に
言
っ
て
や
っ
た
一
句
。「
そ
れ
こ
そ
が
君
た
ち
の
生
ま
れ
な

が
ら
に
し
て
分
か
っ
て
い
る
あ
り
方
だ
、
こ
う
言
っ
て
い
い
か
？
」「
納
（
衲
）
僧
」
は
禪
僧
の
こ
と
、
こ
こ
で
は
說
法

を
聞
い
て
い
る
修
行
者
。「
諳
會
處
」
は
、
人
か
ら
敎
え
て
も
ら
わ
な
く
て
も
分
か
っ
て
い
る
、
他
の
だ
れ
の
も
の
で
も

な
い
自
己
の
心
の
こ
と
。

○
只
如
達
摩
與
摩
道
，
遇
著
本
色
行
脚
人
，
還
得
了
摩
？　

達
摩
が
傳
え
た
敎
え
は
、
本
色
の
行
脚
人
な
ら
ば
、
人
か
ら
敎
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え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
分
か
っ
て
い
る
。「
只
如
～
摩
？
」
は
事
柄
を
取
り
上
げ
て
質
問
す
る
構
文
。

○
汝
道
，
達
摩
愆
疣
在
什
摩
處
，
便
不
了
去
？　

わ
か
ら
な
い
の
は
達
摩
に
過
ち
が
あ
る
の
で
は
な
い
。「
愆
疣
」
は
「
愆

尤
」
に
同
じ
。「
疣
」
は
「
尤
」
の
同
音
増
旁
字
。

○
我
如
今
不
識
好
惡
，
顚
倒
與
汝
諸
和
尚
插
偈
、
歌
詠
、
告
報
，
尚
不
能
察
得
；
儻
若
依
於
正
令
，
汝
向
什
摩
處
會
去
？　

わ
た
し
は
禪
僧
と
し
て
の
本
來
の
あ
り
方
を
顧
み
ず
に
（
不
識
好
惡
）
顚
倒
し
て
、
君
た
ち
の
た
め
に
あ
れ
こ
れ
方
便
し

て
や
っ
て
さ
え
、
君
た
ち
は
自
身
に
本
來
具
わ
っ
て
い
る
佛
な
る
心
を
察
知
で
き
な
い
の
に
、
ま
し
て
や
宗
乘
を
ズ
バ
リ

と
發
動
し
た
な
ら
、
何
の
手
が
か
り
も
な
く
な
っ
て
分
か
り
よ
う
が
な
い
だ
ろ
う
。「
插
偈
、
歌
詠
、
告
報
」
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
方
便
の
例
。「
正
令
」
は
政
府
の
法
令
、
こ
こ
で
は
宗
乘
。

『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
〇
「
長
沙
景
岑
章
」
に
、

我
若
一
向
擧
揚
宗
敎
，
法
堂
裏
須
草
深
一
丈
。
我
事
不
獲
已
，
所
以
向
汝
諸
人
道
：
盡
十
方
世
界
是
沙
門
眼
，
盡
十

方
世
界
是
沙
門
全
身
，
盡
十
方
世
界
是
自
己
光
明
，
盡
十
方
世
界
在
自
己
光
明
裏
，
盡
十
方
世
界
無
一
人
不
是
自

己
。（

も
し
宗
乘
を
そ
の
ま
ま
持
ち
出
し
た
ら
、
わ
が
法
堂
は
誰
も
い
な
く
な
っ
て
草
ぼ
う
ぼ
う
だ
。
や
む
を
得
ぬ
か
ら
諸
君
に
言
っ
て

や
る
の
だ
、
「
全
世
界
が
沙
門
の
眼
だ
。
全
世
界
が
沙
門
の
全
身
だ
。
全
世
界
が
自
己
の
光
明
で
あ
り
、
全
世
界
が
自
己
の
光
明
の

中
に
あ
り
、
全
世
界
の
誰
も
が
自
己
そ
の
も
の
で
あ
る
」
と
。
）

ま
た
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
「
玄
沙
師
備
章
」
に
、

我
如
今
恁
麼
方
便
助
汝
，
猶
尚
不
能
覯
得
。
可
中
純
擧
宗
乘
，
是
汝
向
什
麼
處
安
措
？
…
…
曹
谿
竪
拂
子
，
還
如
指

月
。
所
以
道
：
「
大
唐
國
内
宗
乘
中
事
，
未
曾
見
有
一
人
擧
唱
。
」
設
有
人
擧
唱
，
盡
大
地
人
失
却
性
命
，
如
無
孔

鐵
槌
相
似
，
一
時
亡
鋒
結
舌
去
。
汝
諸
人
賴
遇
我
不
惜
身
命
，
共
汝
顚
倒
知
見
，
隨
汝
狂
意
，
方
有
申
問
處
。
我
若



137

禅文化研究所紀要 第36号（令和5年5月）

不
共
汝
恁
麼
知
聞
去
，
汝
向
什
麼
處
得
見
我
？
會
麼
？
大
難
！
努
力
！
珍
重
！
」

（
私
が
今
こ
の
よ
う
に
方
便
し
て
說
い
て
君
た
ち
を
導
い
て
や
っ
て
さ
え
も
、
そ
れ
と
ピ
タ
リ
と
出
會
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
し

て
純
粹
に
宗
乘
を
擧
揚
し
よ
う
も
の
な
ら
、
君
た
ち
は
身
を
置
く
と
こ
ろ
な
ど
ど
こ
に
も
な
い
。
…
…
六
祖
が
拂
子
を
立
て
た
の

も
、
月
を
指
す
方
便
に
す
ぎ
な
い
。
ゆ
え
に
、
「
宗
乘
中
の
事
を
、
い
ま
だ
大
唐
國
内
に
一
人
と
し
て
擧
唱
し
た
も
の
は
い
な
い
」

と
言
わ
れ
る
の
だ
。
も
し
宗
乘
を
擧
唱
す
る
人
が
い
れ
ば
、
そ
の
人
が
命
取
り
に
な
る
の
は
も
と
よ
り
、
そ
れ
を
聽
い
た
盡
大
地

の
人
も
す
べ
て
命
取
り
だ
。
そ
れ
は
取
り
つ
く
し
ま
の
な
い
無
孔
の
鐵
槌
の
ご
と
き
も
の
、
い
っ
ぺ
ん
に
口
出
し
で
き
な
く
な
る
。

わ
た
し
は
君
た
ち
の
た
め
に
命
を
惜
し
ま
ず
、
君
た
ち
の
さ
か
さ
ま
の
知
見
解
會
に
つ
き
あ
い
、
狂
惑
し
た
心
に
つ
い
て
ま
わ
っ

て
や
る
の
に
出
會
っ
た
か
ら
こ
そ
、
や
っ
と
質
問
す
る
手
掛
か
り
が
で
き
た
の
だ
。
も
し
わ
た
し
が
君
た
ち
と
今
こ
こ
で
知
り
合

わ
な
け
れ
ば
、
ど
こ
で
わ
た
し
と
出
會
う
こ
と
が
で
き
よ
う
ぞ
？
　
わ
か
っ
た
か
？
　
難
し
い
ぞ
！
　
努
力
せ
よ
！
　
御
身
お
大

事
に
！
）

○
何
不
抖
擻
眉
毛
，
著
些
子
精
彩
耶
？　
「
抖
擻
眉
毛
」
の
用
例
は
目
下
見
い
出
せ
な
い
が
、「
眉
毛
を
眨そ
う

上じ
ょ
うす
」（
眉
毛
を
跳

ね
上
げ
眼
を
見
開
く
）、「
抖
擻
精
神
」（
氣
持
ち
を
奮
い
立
た
せ
る
）
と
同
じ
で
あ
ろ
う
。「
著
精
彩
」
は
、「
本
氣
に
な
っ
て
打

ち
込
む
」（『
禪
語
辭
典
』）。

○
盡
乾
坤
界
是
你
諸
人
家
風　

一
切
の
境
を
見
る
こ
と
は
、
自
己
の
一
心
に
一
切
の
境
が
映
り
こ
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
か

ら
、
境
を
見
る
こ
と
を
通
し
て
、
直
接
に
は
決
し
て
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
自
己
の
一
心
を
も
見
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
こ
と
に
氣
づ
け
ば
、
境
と
我
が
一
心
は
決
し
て
別
も
の
で
な
い
こ
と
が
自
覺
で
き
る
。
そ
の
自
覺
は
決
し
て
人
か
ら

敎
え
ら
れ
て
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
自
ら
が
境
を
見
て
我
が
心
を
明
ら
む
體
驗
に
よ
る
の
で
あ
り
、
個
人
的
な
も
の

で
あ
る
か
ら
「
家
風
」（
人
そ
れ
ぞ
れ
の
本
領
）
と
言
う
。

長
沙
景
岑
は
「
盡
十
方
世
界
是
沙
門
眼
，
盡
十
方
世
界
是
沙
門
全
身
，
盡
十
方
世
界
是
自
己
光
明
，
盡
十
方
世
界
在
自
己
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光
明
裏
，
盡
十
方
世
界
無
一
人
不
是
自
己
」
と
言
い
、
雪
峯
は
「
盡
乾
坤
大
地
是
你
」「
盡
乾
坤
是
箇
眼
」（『
雪
峯
語
錄
』

卷
上
）
と
言
い
、
玄
沙
は
「
盡
十
方
世
界
都
來
是
眞
實
［
人
］
之
體
」（
本
書
卷
一
〇
「
玄
沙
和
尚
章
」、
同
卷
一
二
「
中
塔
和
尚

章
」）
と
言
い
、
そ
れ
を
安
國
は
か
く
言
い
換
え
た
。

○
莫
只
與
摩
醉
慢
慢
底
，
有
什
摩
成
辦
時
？　
「
醉
慢
慢
底
」
は
、
醉
っ
ぱ
ら
っ
て
緩
慢
に
し
か
動
け
ぬ
人
。「
成
辦
」
は
、

も
の
に
す
る
、
成
就
す
る
。『
雲
門
廣
錄
』
卷
上
に
、「
眨
上
眉
毛
，
高
挂
鉢
囊
，
十
年
二
十
年
，
辦
取
徹
頭
，
莫
愁
不
成

辦
。」（
眉
毛
を
跳
ね
上
げ
て
眼
を
豁
開
し
、
高
く
鉢
囊
を
揭
げ
て
行
脚
す
る
こ
と
十
年
二
十
年
、
身
を
も
っ
て
徹
底
す
れ
ば
、
成
就
で
き

ぬ
か
と
思
い
煩
う
こ
と
莫
れ
。《
T
四
七-

五
四
七
中
》）

○
學
人
到
這
裏
爲
什
摩
却
不
見
？　
「
わ
た
く
し
は
和
尚
の
お
話
を
聽
い
て
も
、
ど
う
し
て
〈
盡
乾
坤
界
是
你
諸
人
家
風
〉

と
い
う
こ
と
が
分
か
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
」

○
是
你
到
什
摩
處
却
不
見　
「
君
こ
そ
ど
こ
へ
來
て
分
か
ら
な
い
な
ど
と
言
う
の
か
？
」

○
學
云
：
請
師
指
旨　
「
指
旨
」
は
「
指
示
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。「
旨
」（
章
母
旨
韻
上
聲
）、「
示
」（
船
母
至
韻
去
聲
）、
全
濁

聲
母
字
「
示
」
が
清
化
し
て
「
旨
」
と
書
か
れ
た
混
用
現
象
。

○
師
云
：
洎
放
過　
「
君
が
分
か
っ
て
お
ら
ぬ
こ
と
を
、
す
ん
で
に
見
逃
す
と
こ
ろ
だ
っ
た
。」
君
の
質
問
で
、
わ
た
し
の
話

が
み
な
に
納
得
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
と
知
っ
た
。
長
沙
景
岑
、
雪
峯
義
存
、
玄
沙
師
備
、
安
國
弘
韜
み
な
同
じ
理
を
祖

述
し
て
い
る
が
、
聽
い
て
た
だ
ち
に
悟
っ
た
僧
衆
は
い
な
か
っ
た
。
他
の
者
は
た
だ
黙
っ
て
い
た
だ
け
だ
っ
た
が
、
こ
の

僧
は
思
い
切
っ
て
質
問
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
こ
の
よ
う
に
言
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
僧
衆
へ
の
警
覺
で
も
あ

ろ
う
。

○
又
問　

前
の
僧
が
「
さ
ら
に
問
う
」
と
い
う
書
き
方
だ
が
、
別
の
僧
が
問
う
た
も
の
で
あ
る
。

○
師
良
久　

雪
峯
門
下
で
は
沈
黙
す
る
こ
と
が
第
一
義
を
示
す
行
爲
で
あ
り
、
正
令
（
宗
乘
）
の
擧
揚
で
あ
っ
た
。



139

禅文化研究所紀要 第36号（令和5年5月）

○
學
人
罔
措　
「
罔
措
」
は
「
罔
知
所
措
」
の
略
。「
何
が
な
ん
だ
か
ど
う
し
て
い
い
か
分
か
ら
ぬ
さ
ま
」。

○
師
云
：
不
信
道
：
向
什
摩
處
會
？　
「
正
令
（
宗
乘
）
を
擧
揚
す
る
な
ら
、
分
か
り
よ
う
が
な
い
と
言
っ
た
と
お
り
だ
。」

本
則
は
安
國
和
尚
の
上
堂
を
引
い
て
、
二
人
の
僧
の
質
問
を
附
し
て
い
る
が
、
安
國
院
數
百
の
修
行
僧
に
は
、
禪
の
基
本

的
な
思
想
が
一
向
に
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
な
お
「
信
道
」
の
「
道
」
は
接
尾

語
化
し
て
實
義
が
な
い
（
信
ず
る
）
こ
と
が
多
い
が
、
こ
こ
は
實
義
（
言
う
を
信
ず
る
）
が
殘
っ
て
い
る
。『
宏
智
廣
錄
』
卷

三
「
拈
古
」
第
九
〇
則
、

擧
：
陳
操
尚
書
與
衆
官
，
樓
上
遙
見
數
僧
從
遠
來
。
官
云
：
「
數
員
禪
客
。
」
陳
云
：
「
不
是
。
」
官
云
：
「
焉
知
不

是
？
」
陳
云
：
「
待
與
驗
過
。
」
僧
至
樓
下
。
陳
云
：
「
大
德
！
」
僧
擧
首
。
陳
云
：
「
不
信
道
：
不
是
。
」
官
罔

措
。
師
云
：
「
陳
尚
書
當
面
白
拈
，
瞞
長
蘆
一
點
不
得
。
」
（
Ｔ
四
八-

三
四
上
）

〔
一
二
〕
由な

お
一
問
を
缺
く

因
擧
：
六
祖
爲
行
者
時
，
到
劉
志
畧
家
，
夜
聽
尼
轉
《
涅
槃
經
》。
尼
便
問
行
者
：
「
還
讀
得
《
涅
槃
經
》
不
？
」
行
者

云
：
「
文
字
則
不
解
讀
，
只
解
說
義
。」
尼
便
將
所
疑
文
字
問
之
。
行
者
云
：
「
不
識
。」
尼
乃
輕
言
呵
云
：
「
文
字
尚
不

識
，
何
解
說
義
！
」
行
者
云
：
「
豈
不
聞
道
〈
諸
佛
理
論
，
不
干
文
字
〉
？
」
因
擧
次
，
師
云
：
「
由
缺
一
問
。」
便
問
：

「
如
何
是
不
干
文
字
理
論
底
事
？
」
師
云
：
「
什
摩
處
去
來
？
」

【
訓
讀
】

因
み
に
擧
す
、
六
祖
行
者
た
り
し
時
、
劉
志
畧
の
家
に
到
っ
て
、
夜
に
尼
の
『
涅
槃
經
』
を
轉
ず
る
を
聽
く
。
尼
便
ち

行
者
に
問
う
、「
還は

た
『
涅
槃
經
』
を
讀
み
得
る
や
？
」
行
者
云
く
：
「
文
字
は
則
ち
讀
む
こ
と
を
解よ

く
せ
ず
、
只
だ
義
を

說
く
を
解
く
す
る
の
み
。」
尼
便
ち
疑
う
所
の
文
字
を
將も

っ
て
之
に
問
う
。
行
者
云
く
、「
識
ら
ず
。」
尼
乃
ち
輕
言
し
呵
し
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て
云
く
、「
文
字
す
ら
尚
お
識
ら
ざ
る
に
、
何
ぞ
義
を
說
く
を
解よ

く
せ
ん
！
」
行
者
云
く
、「
豈
に
聞
道き

か
ず
や
、〈
諸
佛
の

理
論
は
、
文
字
に
干か

か

わ
ら
ず
〉
と
。」
因
み
に
擧
す
る
次お
り

、
師
云
く
、「
由な

お
一
問
を
缺
く
。」
便
ち
問
う
、「
如
何
な
る
か
是

れ
文
字
に
干
わ
ら
ざ
る
理
論
底
の
事
？
」
師
云
く
：
「
什い

ず

こ
摩
處
に
か
去
來
せ
る
？
」

【
日
譯
】

あ
る
時
つ
ぎ
の
故
事
を
語
っ
た
。
六
祖
が
行
者
で
あ
っ
た
時
、
劉
志
畧
の
家
に
行
き
、
夜
に
な
っ
て
尼
が
『
涅
槃
經
』

を
讀
ん
で
い
る
の
を
聽
い
て
い
た
。
尼
は
行
者
に
問
う
た
、「『
涅
槃
經
』
が
讀
め
る
の
で
す
か
？
」
行
者
、「
文
字
は
讀
む

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
意
味
を
說
く
こ
と
だ
け
は
で
き
ま
す
。」
尼
は
そ
こ
で
疑
問
の
文
字
を
た
ず
ね
た
。
行
者
、「
わ
か

り
ま
せ
ん
。」
尼
は
輕
蔑
の
言
葉
を
吐
い
て
言
っ
た
、「
文
字
さ
え
識
ら
な
い
で
、
ど
う
し
て
意
味
を
說
け
よ
う
か
？
」
行

者
、「『
諸
佛
の
理
論
は
文
字
の
知
識
に
關
わ
ら
ぬ
』
と
言
わ
れ
ま
す
ぞ
。」
以
上
の
故
事
を
語
っ
て
、
師
は
言
っ
た
、「
こ
こ

は
一
問
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
だ
。」
す
る
と
僧
が
問
う
た
、「
文
字
に
關
わ
ら
ぬ
理
論
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？
」
師
、

「
ど
こ
へ
行
っ
て
い
た
の
だ
！
」

【
注
釋
】

○
本
則
は
他
に
收
錄
を
見
な
い
。
劉
志
畧
と
尼
と
に
つ
い
て
は
、『
曹
溪
大
師
傳
』
が
初
出
で
あ
り
、『
宝
林
傳
』
卷
九
（
椎

名
宏
雄
「『
宝
林
傳
』
逸
文
の
研
究
」『
駒
澤
大
學
佛
教
學
部
論
集
』
第
十
一
號
）、『
宋
高
僧
傳
』
卷
八
「
慧
能
傳
」、『
景
徳
傳
燈

錄
』
卷
五
「
慧
能
章
」、『
傳
法
正
宗
記
』
卷
六
、『
釋
門
正
統
』
卷
八
「
慧
能
」、
徳
異
本
・
宗
寶
本
『
六
祖
壇
經
』
に
採

ら
れ
る
。『
慧
能
研
究
』
に
諸
本
を
對
照
し
て
い
て
詳
し
い
。
劉
志
畧
は
伝
不
祥
。
い
ま
『
景
德
伝
燈
錄
』
卷
五
「
慧
能

章
」
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

直
抵
韶
州
、
遇
高
行
士
劉
志
畧
，
結
爲
交
友
。
尼
無
盡
藏
者
，
即
志
略
之
姑
也
。
常
讃
《
涅
槃
経
》
。
師
暫
聽
之
，

即
爲
解
説
其
義
。
尼
遂
執
卷
問
字
，
師
曰
：
「
字
即
不
識
，
義
即
請
問
。
」
尼
曰
：
「
宇
尚
不
識
，
曷
能
會
義
？
」
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師
曰
：
「
諸
佛
妙
理
，
非
關
文
字
。
」
尼
驚
異
之
，
告
郷
里
耆
艾
曰
：
「
能
是
有
道
之
人
，
宜
請
供
養
。
」

○
諸
佛
理
論
，
不
干
文
字　

四
卷
『
楞
伽
經
』
卷
四
に
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

大
慧
よ
、
若
し
「
如
来
は
文
字
に
堕
ち
た
る
法
を
説
く
」
と
説
言
す
る
者
有
ら
ば
、
此
は
則
ち
妄
説
な
り
、
法
は
文

字
を
離
る
る
が
故
に
。
是
の
故
に
大
慧
よ
、
我
等
諸
佛
及
び
諸
菩
薩
は
、
一
字
も
説
か
ず
、
一
字
も
答
え
ず
。
所
以

の
者
は
何い

か

ん
？
　
法
は
文
字
を
離
る
る
が
故
な
り
。
（
Ｔ
一
六
‐
五
〇
六
下
）

○
師
云
：
由
缺
一
問
。
便
問
：
如
何
是
不
干
文
字
理
論
底
事
？
師
云
：
什
摩
處
去
來
？　
「
尼
は
こ
こ
で
一
問
す
べ
き
だ
っ

た
」
と
は
尼
に
對
す
る
語
で
あ
る
が
、
大
衆
に
對
し
て
問
う
た
も
の
で
も
あ
り
、
反
應
を
見
て
い
る
と
、
一
僧
が
師
の

意
を
受
け
て
質
問
し
た
。
安
國
は
「
什
摩
處
去
來
？
」（
ど
こ
に
行
っ
て
お
っ
た
の
だ
、
何
を
聞
い
て
い
た
の
だ
？
）
と
叱
っ
た
。

こ
れ
こ
そ
が
禪
宗
の
立
場
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
う
い
う
見
識
を
缺
い
た
僧
ば
か
り
で
あ
っ
た
の
が
、
當
時
の
禪

界
で
あ
っ
た
。

〔
一
三
〕
天
上
天
下
、
唯
我
獨
尊

師
與
長
慶
從
江
外
再
入
嶺
，
在
路
歇
次
，
因
擧
：
「
太
子
初
下
生
時
，
目
視
四
方
，
各
行
七
步
，
一
手
指
天
，
一
手
指

地
，
云
：
『
天
上
天
下
，
唯
我
獨
尊
。』」
慶
却
云
：
「
不
委
太
子
登
時
實
有
此
語
，
爲
復
是
結
集
家
語
？
直
饒
登
時
不
與
摩

道
，
便
是
目
視
四
方
，
猶
較

子
。」
師
問
：
「
什
摩
處
你
？
」
慶
云
：
「
深
領
闍
梨
此
一
問
。」
師
云
：
「
領
問
則
領
問
，

太
麁
生
！
」
慶
拈
得
柱
杖
，
行
三
兩
步
，
迴
頭
云
：
「
不
妨
是
麁

子
。」
師
云
：
「
不
錯
，
嫌
麁
。」

【
訓
讀
】

師
は
長
慶
と
江
外
從よ

り
再
び
嶺
に
入
り
、
路
に
在
り
て
歇や
す

み
し
次お
り

、
因ち
な

み
に
擧
す
、「
太
子
初
め
て
下あ

生し
ょ
うせ
し
時
、
四
方

を
目
視
し
、
各
お
の
行
く
こ
と
七
步
し
て
、
一
手
は
天
を
指
し
、
一
手
は
地
を
指
し
て
云
く
、『
天て

ん

上じ
ょ
う

天て
ん

下げ

、
唯ゆ
い

我が

獨ど
く

尊そ
ん

』

と
。」
慶
却か

え
って
云
く
、「
委し

ら
ず
太
子
は
登そ
の

時と
き

實
に
此
の
語
有
る
や
、
爲は

復た

是
れ
結
集
家
の
語
な
る
や
？　

直た

饒と

い
登
時
與か

摩く
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道い

わ
ず
と
も
、
便す
な
わ是
ち
四
方
を
目
視
す
る
は
、
猶
お

さ

子し

を
較た
が

う
。」
師
問
う
、「
什い

ず

こ
摩
處
ぞ
？
」
慶
云
く
、「
深
く
領
す
、

闍
梨
の
此
の
一
問
を
。」
師
云
く
、「
問
い
を
領
す
る
は
則
ち
問
い
を
領
す
る
も
、
太

は
な
は
だ
お
お
ざ
っ
ぱ

麁
生
な
り
！
」
慶
は
柱
杖
を
拈と得
り

て
行
く
こ
と
三
兩
步
し
、
頭
を
迴め

ぐ

ら
し
て
云
く
、「
不は

な

は
妨
是
だ
麁そ

な
る
こ
と

さ

子し

な
り
。」
師
云
く
、「
錯あ
や
また
ず
、
麁
な
る
を

嫌
う
。」

【
日
譯
】

師
は
長
慶
慧
稜
と
と
も
に
江
南
か
ら
再
び
福
建
に
入
り
、
そ
の
道
中
で
休
憩
し
た
時
、
次
の
こ
と
を
話
題
に
し
た
、「
太

子
が
初
め
て
下あ

生し
ょ
うし
た
時
、
四
方
を
つ
ぶ
さ
に
觀
察
し
て
、
東
西
南
北
そ
れ
ぞ
れ
に
七
步
步
き
、
片
方
の
手
は
天
を
指
さ

し
、
も
う
片
方
の
手
は
地
を
指
さ
し
て
、『
天
上
天
下
に
、
唯
だ
我
の
み
獨
り
尊
し
』
と
言
っ
た
。」
こ
れ
に
對
し
て
長
慶
が

言
っ
た
、「
太
子
は
そ
の
時
ほ
ん
と
う
に
こ
の
言
葉
を
言
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
と
も
敎
え
を
ま
と
め
た
者
た
ち
の
言

葉
で
し
ょ
う
か
？　

た
と
い
そ
の
時
こ
う
言
わ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
四
方
を
觀
察
し
た
の
は
、
や
は
り
今
ひ
と
つ
で
す

ね
。」
師
、「
ど
こ
が
？
」
長
慶
、「
和
尚
の
そ
の
問
い
を
深
く
受
け
と
め
ま
し
た
。」
師
、「
問
い
を
受
け
と
め
て
く
れ
た
の

は
よ
い
が
、
太
子
は
大
雜
把
だ
っ
た
。」
長
慶
は
拄
杖
を
つ
か
ん
で
、
數
步
步
き
、
振
り
返
っ
て
、「
確
か
に
ち
と
大
雜
把
で

し
た
。」
師
、「
間
違
い
な
い
、
大
雜
把
だ
。」

【
注
釋
】

○
本
則
は
本
書
に
の
み
收
錄
さ
れ
る
。

○
師
與
長
慶
從
江
外
再
入
嶺　

こ
こ
は
「
嶺
南
」
す
な
わ
ち
、
湖
南
・
江
西
と
福
建
の
間
、
廣
西
と
廣
東
の
間
に
あ
る
五
嶺

の
南
の
福
建
へ
歸
っ
た
こ
と
を
言
う
。
安
國
和
尚
は
雪
峯
義
存
禪
師
の
も
と
で
開
悟
し
て
か
ら
江
南
を
行
脚
し
、
再
び
雪

峯
山
へ
戻
っ
た
（
本
章
第
一
則
）。
本
則
に
よ
っ
て
そ
の
時
は
長
慶
慧
稜
と
結
伴
行
脚
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
本
書
本
卷
の

配
列
か
ら
安
國
が
兄
弟
子
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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○
天
上
天
下
，
唯
我
獨
尊　

釋
尊
誕
生
の
時
に
發
し
た
と
さ
れ
る
言
葉
で
、
故
事
は
『
修
行
本
起
經
』
卷
上
な
ど
の
佛
傳
に

見
え
（
た
だ
し
「
天
上
天
下
，
唯
我
爲
尊
」）、
の
ち
「
天
上
天
下
，
唯
我
獨
尊
」
と
い
う
句
に
定
著
し
た
。

本
書
卷
一
「
釋
迦
牟
尼
佛
章
」（
第
四
則
）

又
《
普
曜
經
》
云
：
「
佛
初
生
時
，
放
大
光
明
，
照
十
方
界
，
地
涌
金
蓮
，
自
然
捧
足
，
東
西
南
北
各
行
七
步
，
觀

察
四
方
，
一
手
指
天
，
一
手
指
地
，
作
師
子
吼
：
『
天
上
天
下
，
唯
我
獨
尊
。
』
」

こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
、
禪
宗
で
は
以
下
の
よ
う
な
獨
特
の
議
論
が
な
さ
れ
た
。

『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
五
「
舒
州
投
子
山
大
同
禪
師
章
」

問
：
「
天
上
天
下
，
唯
我
獨
尊
。
如
何
是
我
？
」
師
曰
：
「
推
倒
遮
老
胡
，
有
什
麼
過
！
」

（
「
〈
天
上
天
下
、
唯
我
獨
尊
〉
と
言
う
、
こ
の
我
と
は
な
に
か
？
」
師
、
「
こ
の
印
度
人
を
押
し
倒
し
て
や
っ
て
も
、
罪
に
は
な
ら

ぬ
」
。
）

『
雲
門
匡
眞
禪
師
廣
錄
』
卷
中

擧
：
「
世
尊
初
生
下
，
一
手
指
天
，
一
手
指
地
，
周
行
七
步
，
目
顧
四
方
，
云
：
『
天
上
天
下
，
唯
我
獨
尊
。
』
」
師

云
：
「
我
當
時
若
見
，
一
棒
打
殺
，
與
狗
子
喫
却
，
貴
圖
天
下
太
平
。
」
（
Ｔ
四
七-

五
六
〇
中
）

（
提
起
し
た
、
「
世
尊
が
下
生
さ
れ
た
時
、
手
で
天
を
指
し
、
地
を
指
し
、
ま
わ
り
を
七
步
步
き
、
四
方
を
觀
察
し
て
、
言
わ
れ
た
、

『
天
上
天
下
に
、
唯
だ
我
の
み
獨
り
尊
し
』
と
。
」
師
、
「
わ
た
し
が
も
し
そ
の
時
に
こ
れ
を
見
た
ら
、
棒
で
も
っ
て
擊
ち
殺
し
て
犬

に
喰
わ
せ
て
や
る
。
そ
れ
で
こ
そ
天
下
泰
平
だ
。
」
）

す
な
わ
ち
「
呵
佛
罵
祖
」。
佛
祖
の
世
上
の
權
威
を
疑
い
、
聖
性
を
剝
奪
す
る
典
型
的
な
表
現
で
あ
る
。

○
直
饒
登
時
不
與
摩
道
，
便
是
目
視
四
方
，
猶
較

子　
「
直
饒
～
猶
…
…
」
は
讓
步
の
句
。「
猶
較

子
」
は
「
や
は
り
少

し
劣
る
」
意
。「

」
は
『
龍
龕
手
鏡
』
に
「

，
息
邪
反
，
少
也
」
と
言
い
、「
些
」
と
同
音
同
義
の
俗
字
。
本
書
の
用



144

『祖堂集』卷第一〇譯注（四） （禪文化研究所唐代語錄研究班）

字
は
「
些
」
七
：
「

」
一
四
で
あ
る
。「

子
」
の
「
子
」
は
口
語
接
尾
辭
。「
釋
尊
が
實
際
に
は
〈
天
上
天
下
，
唯
我

獨
尊
〉
と
言
わ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、〈
目
視
四
方
〉
し
た
の
は
、
や
は
り
今
ひ
と
つ
だ
」
と
は
、
佛
傳
の
記
述
「
目
視

四
方
」
を
馬
祖
禪
の
「
性
在
作
用
」
說
（
人
間
の
感
覚
、
動
作
、
言
語
に
こ
そ
佛
性
が
顯
現
し
て
い
る
）
と
見
て
批
判
し
た
の
で

あ
る
。
事
実
、
佛
傳
や
佛
弟
子
傳
、
祖
師
傳
は
後
世
の
洪
州
宗
が
再
治
ま
た
は
創
作
し
て
、
そ
の
宗
旨
が
佛
陀
以
來
の
核

心
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
た
め
に
佛
敎
史
に
投
影
し
た
。
こ
こ
で
は
そ
れ
を
批
評
し
た
の
で
あ
る
。

○
什
摩
處
你
？　

句
末
の
「
你
」
は
承
前
疑
問
を
表
わ
す
句
末
助
詞
。
太
田
辰
夫
「『
祖
堂
集
』
語
法
概
說
」
に
、「〈
聻
〉、

〈
尼
〉、〈
你
〉
は
表
記
法
は
異
る
が
同
一
の
助
詞
と
お
も
わ
れ
る
。〈
聻
〉
は
『
廣
韻
』
で
〈
止
韻
，
乃
里
切
，
指
物
貌
〉

と
し
、〈
你
〉
と
同
音
。
現
代
語
で
疑
問
の
語
氣
の
〈
呢
〉
に
相
當
す
る
。『
祖
堂
集
』
に
〈
聻
〉
は
三
例
、
助
詞
の

〈
你
〉
は
四
例
、〈
尼
〉
は
一
例
あ
り
、
省
略
問
（
承
前
問
）
と
、
疑
問
語
氣
の
強
調
に
用
い
ら
れ
る
。」『
禅
語
辭
典
』
に

は
「
何
か
を
指
し
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
反
問
し
た
り
、
そ
れ
へ
の
注
意
を
促
し
た
り
す
る
間
投
詞
。」
安
國
は
「
ど
こ
が

〈
猶
較

子
〉
な
の
か
？
」
と
問
い
、
釋
尊
の
動
作
「
目
親
四
方
」
だ
け
が
「
性
在
作
用
」
で
な
い
こ
と
を
確
認
し
よ
う

と
し
た
の
で
あ
る
。

〇
深
領
闍
梨
此
一
問　

長
慶
が
「
釋
尊
は
〈
天
上
天
下
，
唯
我
獨
尊
〉
と
言
わ
な
か
っ
た
ほ
う
が
よ
か
っ
た
し
、〈
目
視
四

方
〉
も
や
は
り
よ
く
な
い
」
と
言
っ
た
の
を
、
安
國
が
「
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
」
と
指
摘
し
た
こ
と
を
長
慶
は
受
け
止
め

た
。

○
領
問
則
領
問
，
太
麁
生
！　
「
太
麁
生
！
」
の
「
太
～
生
」
は
程
度
を
超
え
る
こ
と
を
い
う
口
語
形
式
。「
麁
」
は
「
麤
」

の
略
體
、「
不
精
」
の
義
。『
干
祿
字
書
』
は
「
麤
」
を
正
字
、「
麁
」
を
通
字
と
す
る
。

○
慶
拈
得
柱
杖
，
行
三
兩
步
，
迴
頭
云
：
不
妨
是
麁

子
。
師
云
：
不
錯
，
嫌
麁　

長
慶
は
自
分
が
指
摘
し
た
〈
目
視
四

方
〉
だ
け
で
は
不
十
分
だ
と
安
國
に
言
わ
れ
た
の
で
、
太
子
の
動
作
を
模
倣
し
て
見
せ
、
太
子
の
動
作
す
べ
て
（「
天
上
天
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下
，
唯
我
独
尊
」、「
目
視
四
方
」、「
各
行
七
步
」）
が
「
性
在
作
用
」
だ
っ
た
と
確
認
し
た
。「
不
妨
是
」
は
「
は
な
は
だ
」、

「
確
か
に
」
を
い
う
口
語
。「
是
」
は
副
詞
に
附
し
て
口
語
接
尾
辭
化
し
た
字
。「
嫌
麁
」
の
「
嫌
」
は
嫌
疑
、
疑
う
意
。

「
～
の
嫌
い
が
あ
る
」
と
い
う
日
語
に
相
當
す
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
唐
末
の
禪
宗
で
は
釋
尊
の
誕
生
譚
を
「
性
在
作
用
」

說
の
實
踐
だ
っ
た
と
理
解
し
、
こ
れ
を
「
較

子
」「
太
麁
生
」、「
麁

子
」「
嫌
麁
」
と
批
判
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
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南
泉
と
趙
州

衣
川　

賢
次

南
泉
普
願
（
七
四
八
～
八
三
四
）
と
趙
州
從
諗
（
七
七
八
～
八
九
七
）。
こ
の
師
弟
二
人
の
對
話
一
一
則
が
『
趙
州
錄
』
冒
頭

に
收
錄
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
從
諗
和
尚
の
南
泉
普
願
門
下
へ
の
入
門
（
確
か
で
は
な
い
が
、
從
諗
十
八
歳
と
い
う
傳
承
が
あ
る
）

か
ら
普
願
禪
師
の
遷
化
（
太
和
八
年
、
八
三
四
）
ま
で
の
長
期
に
わ
た
る
南
泉
時
代
の
資
料
で
あ
る
が
、
こ
の
ほ
か
に
『
祖
堂

集
』、『
景
德
傳
燈
錄
』、『
聯
燈
會
要
』
等
の
燈
史
に
引
用
さ
れ
た
記
載
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
『
趙
州
錄
』
に
據
り
つ
つ
散
在

す
る
記
錄
を
補
っ
た
も
の
で
、『
趙
州
錄
』
が
基
本
資
料
で
あ
る
。

『
趙
州
錄
』
冒
頭
の
一
一
則
に
、「
趙
州
眞
際
禪
師
行
狀
」
か
ら
「
入
門
」
一
則
を
補
い
、『
趙
州
眞
際
禪
師
語
錄
之
餘
』

（『
古
尊
宿
語
録
』
巻
一
四
）
か
ら
「
水
牯
牛
を
牽
い
て
巡
堂
す
」
の
一
則
を
加
え
、
す
べ
て
一
三
則
を
從
諗
和
尚
の
南
泉
時
代
の

資
料
と
し
て
新
た
に
編
輯
し
、
以
下
の
よ
う
に
配
列
し
て
考
察
の
對
象
と
す
る
。

［
一
］　

在
南
泉
①
「
入
門
」

［
二
］　

在
南
泉
②
「
平
常
心
こ
そ
是
れ
道
な
り
」

［
三
］　

在
南
泉
③
「
明
と
暗
」

［
四
］　

在
南
泉
④
「
水
牯
牛
」

［
五
］　

在
南
泉
⑤
「
水
牯
牛
を
牽
い
て
巡
堂
す
」
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［
六
］　

在
南
泉
⑥
「
浴
牛
」

［
七
］　

在
南
泉
⑦
「
火
を
救
え
！
」

［
八
］　

在
南
泉
⑧
「
打
水
」

［
九
］　

在
南
泉
⑨
「
斬
猫
」

［
一
〇
］　

在
南
泉
⑩
「
異
類
」

［
一
一
］　

在
南
泉
⑪
「
四
句
百
非
」

［
一
二
］　

在
南
泉
⑫
「
灰
で
圍
む
」

［
一
三
］　

在
南
泉
⑬
「
心
は
佛
に
あ
ら
ず
、
智
は
道
に
あ
ら
ず
」

こ
こ
に
は
南
泉
と
趙
州
二
人
の
禪
思
想
の
違
い
が
鮮
明
に
現
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
何
を
意
味
す
る
の
か
を
考
え
た
い
。

從
諗
の
南
泉
門
下
へ
の
入
門
は
、『
趙
州
錄
』（
卷
上
）
に
附
す
る
「
趙
州
眞
際
禪
師
行
狀
」
お
よ
び
『
景
德
傳
燈
錄
』（
卷

一
〇
）
の
記
載
に
よ
る
と
、
從
諗
は
本
貫
曹
州
で
出
家
し
て
の
ち
、
そ
の
授
業
師
と
と
も
に
行
脚
し
て
南
泉
山
に
到
っ
た
。

師
初
隨
本
師
行
脚
到
南
泉
。
本
師
先
人
事
了
，
師
方
乃
人
事
。
南
泉
在
方
丈
内
臥
次
，
見
師
來
參
便
問
：
「
近
離
什

麼
處
？
」
師
云
：
「
瑞
像
院
。」
南
泉
云
：
「
還
見
瑞
像
麼
？
」
師
云
：
「
瑞
像
即
不
見
，
即
見
臥
如
來
。」
南
泉
乃

起
，
問
：
「
你
是
有
主
沙
彌
，
無
主
沙
彌
？
」
師
對
云
：
「
有
主
沙
彌
。」
泉
云
：
「
那
箇
是
你
主
？
」
師
云
：
「
孟

春
猶
寒
，
伏
惟
和
尚
尊
體
起
居
萬
福
！
」
泉
乃
喚
維
那
云
：
「
此
沙
彌
，
別
處
安
排
！
」［
一
］

（
師
は
本
師
の
行
脚
に
隨
侍
し
て
、
初
め
て
南
泉
に
到
っ
た
。
本
師
が
先
に
初
相
見
の
挨
拶
を
し
、
そ
れ
か
ら
師
が
挨
拶
を
し
た
。
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南
泉
は
ち
ょ
う
ど
方
丈
で
寢
そ
べ
っ
て
い
る
時
で
あ
っ
た
。
師
が
來
參
し
た
の
を
見
て
問
う
た
、「
こ
の
た
び
は
ど
こ
か
ら
來
た
の

か
？
」
師
、「
瑞
像
院
で
す
。」
南
泉
、「
瑞
像
を
見
た
か
？
」
師
、「
い
え
、
瑞
像
は
見
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
臥
せ
る
如
來
を
見
ま
し

た
。」
南
泉
は
聞
く
や
、
ガ
バ
ッ
と
起
き
上
が
っ
て
、
問
い
か
け
た
、「
お
ま
え
は
主
の
あ
る
沙
彌
か
、
主
の
な
い
沙
彌
か
？
」
師
、

「
主
の
あ
る
沙
彌
で
す
。」
南
泉
、「
ど
れ
が
お
ま
え
の
主
か
？
」
師
、「
孟
春
な
お
寒
く
、
伏
し
て
惟
お
も
ん
みる
に
和
尚
尊
體
、
起
居
萬
福
！
」

南
泉
は
維
那
を
呼
ん
で
言
い
つ
け
た
、「
こ
の
沙
彌
は
別
の
と
こ
ろ
へ
案
内
し
て
や
っ
て
く
れ
。」）

從
諗
と
そ
の
師
が
來
參
し
た
時
、
南
泉
は
方
丈
に
寢
そ
べ
っ
て
い
た
。
二
人
が
南
泉
山
に
到
著
し
た
の
は
非
時
の
お
り

で
あ
っ
た
。
從
諗
の
應
答
を
聞
い
て
、
寢
そ
べ
っ
た
ま
ま
相
見
の
挨
拶
を
受
け
て
い
た
南
泉
は
驚
い
て
起
ち
あ
が
り
、
問
答

を
し
、
初
相
見
の
從
諗
の
應
答
を
嘉
納
し
て
、
即
座
に
受
け
入
れ
る
こ
と
に
し
、
維
那
に
「
此
の
沙
彌
を
別
處
に
安
排
せ

よ
」
と
指
示
し
た
。
通
常
の
新
到
僧
は
僧
堂
に
起
居
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
利
根
を
見
込
ま
れ
た
從
諗
は
、
特
別
に

南
泉
禪
師
の
身
邊
近
く
に
あ
っ
て
直
接
指
導
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

南
泉
と
趙
州
の
對
話
の
上
揭
一
二
則
を
、（
一
）「
老
練
な
南
泉
と
青
年
客
氣
の
從
諗
」、（
二
）「
中
世
的
氣
風
の
南
泉
と
そ

の
批
判
者
從
諗
」
と
し
て
二
類
に
分
け
、
兩
者
の
思
想
的
な
立
ち
位
置
の
違
い
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

（
一
）
老
練
な
南
泉
と
青
年
客
氣
の
從
諗

（
1
）「
平
常
心
こ
そ
是
れ
道
な
り
」

師
問
南
泉
：
「
如
何
是
道
？
」
泉
云
：
「
平
常
心
是
。」
師
云
：
「
還
可
趣
向
不
？
」
泉
云
：
「
擬
即
乖
。」
師
云
：

「
不
擬
，
爭
知
是
道
？
」
泉
云
：
「
道
不
屬
知
不
知
。
知
是
妄
覺
，
不
知
是
無
記
。
若
眞
達
不
疑
之
道
，
猶
如
太
虛
，

廓
然
蕩
豁
。
豈
可
強
是
非
也
？
」
師
於
言
下
頓
悟
玄
旨
，
心
如
朗
月
。［
二
］
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（
師
は
南
泉
和
尚
に
問
う
た
、「
道
と
は
何
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
？
」
南
泉
、「
平
常
心
で
い
る
こ
と
こ
そ
が
そ
れ
だ
。」
師
、「
そ
れ

を
目
標
に
す
べ
き
も
の
で
し
ょ
う
か
？
」
南
泉
、「
目
標
に
し
た
と
た
ん
に
逸
れ
る
。」
師
、「
目
標
に
し
な
い
な
ら
、
そ
れ
が
道
だ
と

は
わ
か
ら
ぬ
の
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
か
？
」
南
泉
、「
道
は
わ
か
る
わ
か
ら
ぬ
に
關
わ
ら
ぬ
。
わ
か
る
と
は
妄
念
に
よ
る
錯
覺
で
あ
り
、

わ
か
ら
ぬ
と
は
昏
暗
で
あ
る
。
眞
に
疑
う
こ
と
な
き
道
に
達
し
た
な
ら
、
そ
の
心
は
大
空
の
よ
う
に
カ
ラ
リ
と
澄
ん
で
礙
げ
が
な
い
。

む
や
み
に
議
論
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。」
師
は
聽
い
て
奥
義
を
頓
悟
し
、
た
ち
ま
ち
滿
月
の
ご
と
き
澄
明
な
心
と
な
っ
た
。）

「
道
と
は
な
に
か
？
」
を
問
う
こ
と
は
入
門
段
階
で
、
從
諗
も
入
門
の
早
い
時
期
に
こ
れ
を
問
い
、
南
泉
の
答
え
「
平
常

心
で
い
る
こ
と
が
そ
れ
だ
」
を
聞
き
、
數
反
の
や
り
と
り
を
經
て
、「
道
」
を
詮
議
す
る
の
で
は
な
く
、「
平
常
心
」
で
生
き

る
こ
と
を
是
と
し
て
一
度
は
得
心
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
從
諗
は
「
道
」
に
つ
い
て
の
疑
問
が
な
お
解
消
せ
ず
、
以
後
も
た
び
た
び
南
泉
に
質
問
す
る
。

（
2
）「
明
と
暗
」

南
泉
上
堂
，
師
問
：
「
明
頭
合
，
暗
頭
合
？
」
泉
便
歸
方
丈
，
師
便
下
堂
云
：
「
這
老
和
尚
被
我
一
問
，
直
得
無
言

可
對
。」
首
座
云
：
「
莫
道
和
尚
無
語
，
自
是
上
座
不
會
。」
師
便
打
，
又
云
：
「
這
棒
合
是
堂
頭
老
漢
喫
。」［
三
］

（
南
泉
和
尚
が
上
堂
し
た
と
き
、
師
は
い
き
な
り
問
う
た
、「
和
尚
の
立
場
は
明
白
に
よ
っ
て
契
合
す
る
の
で
し
ょ
う
か
、
暗
黑
に

よ
っ
て
契
合
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？
」
南
泉
は
答
え
ず
、
さ
っ
さ
と
方
丈
に
歸
っ
た
。
師
は
法
堂
を
下
っ
て
言
っ
た
、「
こ
の
老
和

尚
、
お
れ
の
一
問
に
一
言
も
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
わ
い
。」
首
座
が
聞
い
て
、「
和
尚
が
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
思
っ
て
は
な
ら
ぬ
。

そ
な
た
こ
そ
わ
か
っ
て
お
ら
ぬ
の
だ
。」
師
は
首
座
を
ぶ
っ
叩
い
て
言
っ
た
、「
こ
の
棒
は
堂
頭
和
尚
が
喫く
ら

う
べ
き
も
の
だ
っ
た
の
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だ
。」）

「
道
は
明
白
な
も
の
か
、
暗
黑
な
も
の
か
？
」
從
諗
は
南
泉
に
確
認
し
よ
う
と
し
た
。
中
國
思
想
の
傳
統
で
は
「
道
」
と

は
、『
老
子
』
に
言
う
、「
道
の
名
づ
く
べ
き
は
常
の
道
に
非
ず
、
名
の
名
づ
く
べ
き
は
常
の
名
に
非
ず
」、
そ
の
道
は
「
玄

の
又
た
玄
」、
す
な
わ
ち
暗
黑
で
あ
る
。
僧
肇
『
肇
論
』
に
も
、「
釋
迦
は
室
を
摩ま

竭か
つ

に
掩お
お

い
、
淨
名
は
口
を
毘び

耶や

に
杜と
ざ

す
」。

こ
れ
ら
は
「
道
」
に
對
し
て
は
た
だ
沈
黙
す
る
の
み
と
い
う
暗
黑
の
面
を
言
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
三
祖
僧
璨
の
名
で
傳
わ

る
「
信
心
銘
」
の
冒
頭
に
、「
至
道
は
難
き
こ
と
無
し
、
唯
だ
揀け

ん

擇じ
ゃ
くを
嫌
う
。
但た

だ
憎
愛
す
る
こ
と
莫な

く
ん
ば
、
洞と
う

然ね
ん

と
し

て
明
白
な
り
。
毫ご

う

釐り

も
差た
が

わ
ば
、
天
地
の
ご
と
く
懸け
ん

隔か
く

す
」（『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
三
〇
）
と
言
う
の
は
、「
道
」
は
言
語
を
絶

し
た
暗
黑
な
る
當
體
で
あ
る
と
い
う
通
常
の
觀
念
を
反
轉
さ
せ
た
、
人
を
驚
か
す
宣
言
で
、
後
世
こ
れ
が
禪
宗
の
立
場
と
な

る
。
馬
祖
と
南
泉
が
「
平
常
心
こ
そ
是
れ
道
な
り
」
と
言
っ
た
の
は
明
白
の
面
を
言
っ
た
も
の
で
あ
る
。
馬
祖
の
「
即
心

是
佛
」、「
性
在
作
用
」
も
佛
性
（
道
）
は
わ
れ
わ
れ
の
心
に
他
な
ら
ず
、
そ
れ
は
見
聞
覺
知
、
言
語
作
用
に
顯
現
し
て
い
る

と
す
る
明
白
の
立
場
で
あ
る
。
趙
州
は
南
泉
に
「
師
は
道
を
明
白
な
も
の
と
す
る
立
場
か
、
暗
黑
な
る
も
の
と
す
る
立
場

か
？
」
と
問
う
た
の
で
あ
る
が
、
南
泉
の
「
平
常
心
こ
そ
是
れ
道
な
り
」
を
疑
う
意
圖
に
出
た
問
い
で
あ
る
。
前
の
則
で
は

「
師
は
言
下
に
於
い
て
玄
旨
を
頓
悟
し
、
心
は
朗
月
の
如
し
」
で
あ
っ
た
が
、
再
考
し
て
問
う
た
の
で
あ
る
。

南
泉
は
趙
州
の
問
い
に
、
避
け
て
答
え
ず
、
自
室
に
引
き
下
っ
た
。
南
泉
が
答
え
な
か
っ
た
の
は
、「
道
」
に
つ
い
て
の

議
論
は
畢
竟
戲
論
と
な
る
に
過
ぎ
ぬ
ゆ
え
に
、
對
應
を
避
け
た
の
で
あ
る
。
さ
き
に
は
問
わ
れ
て
、「
平
常
心
こ
そ
是
れ
道

な
り
」
と
方
便
と
し
て
言
っ
た
が
、
べ
つ
に
「（
道
は
）
心
で
も
、
佛
で
も
、
物
で
も
な
い
」
と
も
言
っ
て
い
る
（『
景
德
傳
燈

錄
』
卷
八
「
南
泉
章
」）。



152

南泉と趙州（衣川 賢次）

（
3
）「
四
句
百
非
」

師
問
南
泉
：
「
離
四
句
，
絕
百
非
外
，
請
師
道
。」
泉
便
歸
方
丈
。
師
云
：
「
這
老
和
尚
每
常
口
吧
吧
地
，
及
其
問

著
，
一
言
不
措
。」
侍
者
云
：
「
莫
道
和
尚
無
語
好
。」
師
便
打
一
掌
。［
一
一
］

（
師
は
南
泉
和
尚
に
問
う
た
、「
佛
教
學
の
論
理
表
現
を
使
わ
ず
に
、
そ
れ
を
言
い
留
め
て
く
だ
さ
い
。」
南
泉
和
尚
は
相
手
に
せ

ず
、
方
丈
へ
歸
っ
た
。
師
、「
こ
の
老
和
尚
め
！　

普
段
は
ペ
ラ
ペ
ラ
し
ゃ
べ
る
く
せ
に
、
お
れ
に
問
い
詰
め
ら
れ
た
ら
、
一
言
も

言
え
ぬ
と
は
！
」
侍
者
が
傍
か
ら
言
っ
た
、「
和
尚
が
何
も
言
わ
れ
な
か
っ
た
と
思
っ
て
は
い
か
ん
ぞ
。」
師
は
侍
者
の
顔
を
平
手
で

い
っ
ぱ
つ
打
っ
た
。）

南
泉
は
「
四
句
を
離
れ
、
百
非
を
絶
し
て
（「
祖
師
西
來
意
」
を
）
言
え
」
と
い
う
要
求
に
對
し
て
も
、
躊
躇
な
く
身
を
翻
し

て
方
丈
へ
歸
っ
た
。「
四
句
を
離
れ
、
百
非
を
絶
し
て
」
と
は
、「
い
か
な
る
陳
述
形
式
に
も
據
ら
ず
に
」
と
い
う
こ
と
で
、

し
か
も
「
言
葉
で
言
え
」
と
い
う
要
求
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
南
泉
の
言
う
「
智
の
到
ら
ざ
る
處
」
の
こ
と
で
あ
る
（「
智
の
到

ら
ざ
る
處
は
、
切
に
説
著
す
る
を
忌
む
。
説
著
せ
ば
則
ち
頭
角
生
ず
。
喚
ん
で
如
如
と
作
す
も
早つ

是と

に
變
ぜ
り
。
直
ち
に
須
ら
く
異
類
中
に
向お

い
て
行
か
ん
」

『
祖
堂
集
』
卷
一
六
「
南
泉
章
」）。
ゆ
え
に
、
南
泉
が
趙
州
の
問
い
を
受
け
て
、
馬
祖
ら
と
も
異
な
っ
て
相
手
に
せ
ず
、
さ
っ
さ
と

方
丈
に
歸
っ
た
の
は
、
南
泉
の
一
貫
し
た
態
度
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
不
滿
と
し
て
、
南
泉
を
詰
る
の
は
若
き
日
の
趙
州
和
尚

の
青
年
客
氣
を
傳
え
る
も
の
で
あ
る
。

（
4
）「
火
を
救
え
！
」

師
在
南
泉
作
爐
頭
。
大
衆
普
請
擇
菜
，
師
在
堂
内
叫
：
「
救
火
！　

救
火
！
」
大
衆
一
時
到
僧
堂
前
，
師
乃
關
却
僧
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堂
門
。
師
云
：
「
道
得
即
開
門
。」（「
師
云
道
得
即
開
門
」
七
字
，
據
『
景
德
傳
燈
錄
』，『
聯
燈
會
要
』
補
。）
大
衆
無
對
。
泉

乃
抛
鏁
匙
從
窻
内
入
堂
中
，
師
便
開
門
。［
七
］

（
師
は
南
泉
山
で
爐
頭
を
つ
と
め
て
い
た
。
一
山
の
僧
衆
が
み
な
總
出
で
野
菜
の
收
穫
に
取
り
か
か
っ
た
と
き
、
師
だ
け
は
僧
堂

内
に
い
て
大
聲
を
あ
げ
た
、「
火
事
だ
！　

火
事
だ
！
」
僧
衆
は
驚
い
て
い
っ
せ
い
に
僧
堂
の
前
ま
で
驅
け
つ
け
た
が
、
師
は
内
か
ら

閉
ざ
し
て
入
れ
さ
せ
な
か
っ
た
。
師
は
中
か
ら
言
っ
た
、「
一
言
言
え
た
ら
開
け
て
や
る
。」
僧
衆
は
右
往
左
往
す
る
ば
か
り
だ
っ
た
。

南
泉
和
尚
が
鑰か
ぎ

を
窓
か
ら
抛
り
入
れ
る
や
、
師
は
戸
を
開
け
た
。）

普
請
に
出
て
い
た
大
衆
は
、
僧
堂
が
火
事
だ
と
聞
い
て
い
っ
せ
い
に
驅
け
出
し
て
堂
前
に
來
た
。
趙
州
は
中
か
ら
錠
を

か
け
て
入
れ
な
い
よ
う
に
し
、「
言
え
た
ら
戸
を
開
け
る
」
と
言
っ
た
が
、
誰
も
對
應
で
き
な
か
っ
た
。
南
泉
は
そ
こ
で
鑰

を
窓
か
ら
投
げ
入
れ
る
と
、
趙
州
は
戸
を
開
け
た
。
こ
の
と
き
趙
州
は
五
百
衆
と
い
わ
れ
る
南
泉
山
の
爐
頭
の
職
に
あ
り
、

寺
田
の
普
請
に
は
從
わ
ず
、
僧
堂
内
で
自
己
が
管
理
す
べ
き
火
爐
に
關
し
て
失
火
の
狂
言
芝
居
を
打
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

行
爲
は
明
ら
か
に
管
理
さ
れ
た
叢
林
の
守
る
べ
き
規
矩
を
破
壞
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
い
う
制
度
へ
の
破
壞
衝
動
は
、

同
じ
く
若
い
こ
ろ
の
臨
濟
義
玄
（
？
～
八
六
六
）
に
も
見
ら
れ
る
（『
臨
濟
錄
』
三
「
普
請
」・
四
「
閉
目
坐
禪
」・
五
「
钁
」）。
臨
濟

の
場
合
も
興
味
ぶ
か
い
こ
と
に
、
師
た
る
黃
檗
は
若
い
臨
濟
の
普
請
放
棄
、
閉
目
坐
禪
、
禪
堂
坐
睡
と
い
う
叢
林
規
矩
へ
の

反
抗
に
對
し
、
却
っ
て
擁
護
し
て
い
る
。
趙
州
の
場
合
も
師
た
る
南
泉
は
窓
か
ら
錠
前
を
投
げ
入
れ
る
擧
に
出
て
、
外
か

ら
戸
を
開
け
さ
せ
ぬ
よ
う
に
し
、
却
っ
て
若
い
趙
州
の
行
爲
を
認
め
應
援
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
類
話
が
趙
州
に
も
う
一

則
（『
趙
州
錄
』
未
收
）
と
雪
峯
義
存
（
八
二
二
～
九
〇
八
）
に
も
あ
る
。
黃
檗
山
に
至
っ
た
趙
州
は
そ
こ
で
も
法
堂
放
火
の
狂

言
芝
居
を
打
ち
、
把
捉
さ
れ
て
意
圖
を
問
わ
れ
、
そ
れ
に
は
答
え
ず
、「
も
う
手
遲
れ
だ
！
」
と
言
い
放
っ
て
い
る
（『
景
德
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傳
燈
錄
』
卷
一
〇
「
趙
州
章
」）。
雪
峯
の
場
合
は
（『
玄
沙
廣
錄
』
卷
下
）
長
老
た
る
雪
峯
自
身
が
僧
堂
を
燒
く
と
い
う
芝
居
を
打

ち
、
却
っ
て
氣
性
の
激
し
い
玄
沙
師
備
に
「
和
尚
よ
！　

本
氣
で
や
れ
！
」
と
煽
動
さ
れ
て
い
る
（
こ
れ
を
「
救
火
投
薪
」
と

い
う
）。

馬
祖
の
創
始
し
た
新
興
禪
宗
は
、
百
年
の
あ
い
だ
に
池
州
南
泉
山
に
五
百
衆
、
江
西
の
洪
州
黃
檗
山
に
七
百
衆
、
福
建

の
福
州
雪
峯
山
に
一
千
七
百
衆
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
に
、
禪
宗
叢
林
と
し
て
膨
れ
あ
が
り
、
少
數
精
鋭
で
出
發
し
た
禪
宗
教

團
が
み
る
み
る
う
ち
に
佛
教
界
を
席
捲
し
、
そ
れ
自
身
が
ひ
と
つ
の
體
制
を
形
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。「
普
請
の
法
を
行

う
は
、
上
下
力
を
均
し
く
す
る
な
り
」（「
禪
門
規
式
」，『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
六
「
百
丈
章
」
附
錄
）
と
さ
れ
て
、
規
矩
に
循
っ
て
一
齊

に
作
務
を
行
な
う
時
に
、
若
い
氣
鋭
の
禪
僧
趙
州
が
反
抗
を
試
み
た
の
も
、
故
な
し
と
し
な
い
。「
一
言
言
え
た
ら
開
け
る
」

と
大
衆
に
迫
っ
た
の
も
、
こ
の
問
題
意
識
で
あ
ろ
う
。
南
泉
和
尚
も
體
制
化
し
た
叢
林
に
危
惧
を
抱
い
て
い
た
こ
と
を
趙
州

は
知
っ
て
、
僧
堂
の
門
を
開
け
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
若
き
趙
州
の
反
抗
を
老
練
な
南
泉
が
支
持
し
、
禪

宗
大
衆
化
へ
の
危
機
感
を
師
弟
が
共
有
し
て
い
る
こ
と
を
讀
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
5
）「
斬
猫
」

南
泉
東
西
兩
堂
爭
猫
兒
。
泉
來
堂
內
，
提
起
猫
兒
云
：
「
道
得
即
不
斬
，
道
不
得
即
斬
却
。」
大
衆
下
語
，
皆
不

契
泉
意
。
當
時
即
斬
却
猫
兒
了
。
至
晚
間
，
師
從
外
歸
來
，
問
訊
次
，
泉
乃
舉
前
話
了
，
云
：
「
你
作
麼
生
救
得
猫

兒
？
」
師
遂
將
一
隻
鞋
戴
在
頭
上
出
去
。
泉
云
：
「
子
若
在
，
救
得
猫
兒
。」［
九
］

（
南
泉
山
の
東
西
の
僧
堂
が
猫
の
こ
と
で
諍
い
を
起
こ
し
た
。
南
泉
和
尚
は
堂
内
に
入
っ
て
來
て
、
そ
の
猫
を
つ
ま
み
上
げ
て
言
っ

た
、「
さ
あ
、
言
え
た
ら
斬
ら
ぬ
、
言
え
な
か
っ
た
ら
斬
り
殺
す
ぞ
。」
僧
衆
は
い
ろ
い
ろ
と
言
っ
た
が
、
ど
れ
も
和
尚
の
意
に
契
わ
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な
か
っ
た
の
で
、
た
だ
ち
に
猫
を
斬
り
殺
し
て
し
ま
っ
た
。
晩
に
な
っ
て
、
師
が
外
出
か
ら
歸
っ
て
挨
拶
に
來
た
と
き
、
和
尚
は
そ

の
話
を
し
て
言
っ
た
、「
き
み
な
ら
ど
う
し
て
猫
を
助
け
て
や
れ
た
か
？
」
師
は
そ
こ
で
、
片
方
の
鞋
を
頭
の
上
に
載
せ
て
出
て
行
っ

た
。
和
尚
、「
そ
な
た
が
い
て
く
れ
た
ら
、
猫
を
助
け
て
や
れ
た
ろ
う
に
。」）

南
泉
山
の
僧
堂
で
猫
を
取
り
合
う
諍
い
が
起
こ
っ
た
時
、
南
泉
が
猫
を
摑
ん
で
堂
内
の
大
衆
に
「
言
え
た
ら
斬
ら
ぬ
、

言
え
な
か
っ
た
ら
斬
り
捨
て
る
」
と
問
い
、
僧
ら
は
い
ろ
い
ろ
答
え
た
が
、
ど
れ
も
南
泉
の
意
に
契
わ
な
か
っ
た
。
南
泉
は

た
だ
ち
に
猫
を
斬
っ
て
し
ま
っ
た
。
南
泉
が
僧
ら
に
期
待
し
た
の
は
ど
う
い
う
答
え
で
あ
っ
た
の
か
？　

一
方
の
所
有
を
證

明
す
る
説
明
で
あ
ろ
う
か
？　

諍
い
を
回
避
す
べ
き
だ
っ
た
と
い
う
辯
明
で
あ
ろ
う
か
？　

少
な
く
と
も
南
泉
の
手
か
ら

猫
を
救
い
得
る
一
句
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
南
泉
が
い
き
な
り
刀
（
僧
の
持
つ
剃
刀
）
を
持
っ
て
來
て
猫
を
捉
え
て

斬
っ
た
と
は
、
甚
だ
唐
突
な
展
開
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
猫
の
奪
い
合
い
の
仲
裁
と
は
異
な
る
南
泉
の
意
圖
が
あ
っ
た
と
考
え

ざ
る
を
得
な
い
。
南
泉
は
意
圖
し
て
殺
生
の
現
場
に
大
衆
を
追
い
込
み
、
殺
生
を
食
い
止
め
ら
れ
る
の
か
と
迫
っ
た
の
で
あ

る
。
夜
に
な
っ
て
外
か
ら
歸
っ
て
き
た
趙
州
に
、
南
泉
は
晝
間
の
出
來
事
を
話
し
、「
き
み
な
ら
ど
う
や
っ
て
猫
を
救
え
た

だ
ろ
う
か
？
」
と
問
う
た
。
明
ら
か
に
南
泉
は
猫
を
斬
っ
た
こ
と
を
後
悔
し
て
い
る
口
吻
で
あ
る
。
行
き
が
か
り
上
、
斬
ら

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
大
衆
を
殺
生
の
現
場
に
追
い
込
ん
で
、
救
出
さ
せ
る
芝
居
を
打
っ
た
つ
も
り
が
、
み
づ
か
ら
が
殺

生
に
手
を
染
め
て
し
ま
っ
た
と
い
う
後
悔
で
あ
ろ
う
。
趙
州
は
そ
こ
で
咄
嗟
に
、
片
方
の
鞋
（
皮
底
の
布
ぐ
つ
）
を
脱
い
で
頭

に
載
せ
、
そ
れ
を
南
泉
に
見
せ
て
、
何
も
言
わ
ず
に
出
て
行
っ
た
。
こ
れ
は
何
の
意
圖
か
？　

猫
は
す
で
に
斬
ら
れ
た
の
で

あ
る
。「
鞋
を
頭
に
載
せ
る
」
と
は
顚
倒
の
謂
で
あ
ろ
う
。
趙
州
は
南
泉
の
何
を
顚
倒
と
見
た
の
か
？　

猫
は
殺
さ
れ
、
今

あ
る
の
は
南
泉
の
後
悔
の
念
の
み
で
あ
る
。
不
殺
生
戒
は
も
と
よ
り
佛
教
徒
の
守
る
べ
き
五
戒
の
第
一
で
あ
っ
た
が
、
し
か

し
大
乘
佛
教
に
至
っ
て
、
す
べ
て
の
存
在
は
空
に
し
て
無
相
無
我
と
見
た
。
な
ら
ば
殺
生
は
畢
竟
、
戒
を
犯
し
た
と
い
う
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「
罪
」
の
意
識
の
問
題
に
歸
す
る
。
猫
を
「
生
き
物
」
と
見
れ
ば
殺
生
で
あ
る
が
、
實
體
の
な
い
空
な
る
存
在
と
見
れ
ば
殺

生
に
當
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
南
泉
は
猫
を
取
り
合
う
諍
い
と
聞
い
て
、
こ
の
問
題
を
提
起
し
よ
う
と
、
刀
を
つ
か
ん
で
僧
堂

へ
走
り
、
寺
院
に
あ
っ
て
殺
生
を
犯
す
か
も
知
れ
ぬ
と
い
う
切
羽
詰
ま
っ
た
芝
居
を
打
っ
た
。
し
か
し
そ
の
意
圖
は
空
振
り

に
終
わ
り
、
結
果
南
泉
は
み
づ
か
ら
苦
汁
を
飲
ま
ざ
る
を
得
ず
、
趙
州
に
そ
の
苦
衷
を
告
白
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
れ

が
南
泉
の
顚
倒
で
あ
ろ
う
。
趙
州
は
南
泉
の
意
圖
と
結
末
を
見
抜
き
、「
そ
れ
は
顚
倒
で
し
た
」
と
動
作
で
暗
示
し
て
出
て

行
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
も
は
や
師
弟
の
位
置
が
逆
轉
し
て
い
る
。

（
二
）
中
世
的
氣
風
の
南
泉
と
そ
の
批
判
者
從
諗

（
6
）「
灰
で
圍
む
」

南
泉
一
日
掩
却
方
丈
門
，
便
把
灰
圍
却
。
問
僧
云
：
「
道
得
即
開
門
。」
多
有
人
下
語
，
並
不
契
泉
意
。
師
云
：

「
蒼
天
，
蒼
天
！
」
泉
便
開
門
。［
一
二
］

（
南
泉
和
尚
は
あ
る
日
、
方
丈
の
戸
を
閉
め
て
し
ま
い
、
そ
の
前
を
灰
で
圍
ん
だ
。
そ
し
て
中
か
ら
言
っ
た
、「
ひ
と
こ
と
言
え
た

な
ら
、
戸
を
開
け
て
や
る
。」
多
く
の
僧
が
外
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
言
っ
た
が
、
ど
れ
も
和
尚
の
意
に
契
わ
な
か
っ
た
。
師
が
「
お
お
、

天
よ
！　

痛
ま
し
や
！
」
と
言
う
と
、
和
尚
は
戸
を
開
け
た
。）

南
泉
和
尚
が
自
室
の
方
丈
の
戸
を
閉
ざ
し
た
う
え
、
そ
の
外
に
灰
を
撒
い
て
圍
み
、
參
問
者
を
追
い
は
ら
う
擧
に
出
た
。

顔
之
推
『
顔
氏
家
訓
』
風
操
篇
に
江
南
と
河
北
の
葬
送
習
俗
の
違
い
を
敍
べ
た
一
節
が
あ
り
、
灰
を
門
前
に
撒
い
て
圍
む

の
は
江
南
河
北
を
通
じ
た
習
俗
で
あ
る
と
記
述
し
て
い
る
。
ま
た
『
莊
子
』
に
「（
死
者
の
出
た
家
で
は
）
門
に
桃
の
枝
を
揷
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し
、
そ
の
下
に
灰
を
連
ね
る
と
鬼
は
恐
れ
る
」（『
藝
文
類
聚
』
卷
八
六
引
佚
文
）
と
あ
り
、
南
宋
洪
邁
編
『
夷
堅
乙
志
』
卷
一

九
「
韓
氏
放
鬼
」
に
も
、「
長
江
、
浙
江
沿
岸
地
域
の
人
び
と
は
巫ふ

覡げ
き

と
鬼
神
を
信
じ
、
人
が
死
ぬ
と
そ
の
魄
が
歸
っ
て
來

る
と
信
ぜ
ら
れ
て
い
た
。
巫
が
占
っ
て
魄
の
歸
る
日
を
決
め
、
そ
の
日
に
な
る
と
一
家
の
人
は
み
な
外
に
出
て
避
け
る
の
で

あ
る
。
こ
れ
を
〈
避ひ

煞さ
い

〉
と
稱
し
て
い
る
。
柩
を
安
置
し
て
い
た
室
に
は
屈
強
な
下
男
か
僧
に
控
え
て
も
ら
い
、
地
面
に

灰
を
撒
く
。
翌
日
に
そ
の
跡
を
見
る
と
、
人
で
あ
っ
た
り
異
物
で
あ
っ
た
り
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。」（
中
華
書
局
、
一
九
八
一

年
）
と
言
い
、
古
く
か
ら
民
間
で
行
わ
れ
て
い
た
習
俗
で
、
俗
信
で
は
灰
に
辟へ
き

邪じ
ゃ

の
功
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
（
以
上
は
王
利

器
『
顔
氏
家
訓
集
解
』
増
補
本
注
所
引
）。
南
泉
和
尚
が
こ
こ
で
方
丈
の
戸
口
に
灰
を
撒
い
た
の
は
、
僧
衆
を
死
し
て
つ
き
ま
と

う
亡
靈
に
見
立
て
て
、
入
室
を
拒
絶
し
た
の
で
あ
る
。
南
泉
和
尚
が
「
一
句
言
え
た
ら
、
戸
を
開
け
よ
う
」
と
言
っ
た
の

は
、
南
泉
山
の
僧
衆
に
何
を
期
待
し
た
の
か
？　

入
室
し
て
參
問
請
益
す
る
こ
と
は
僧
衆
の
な
す
べ
き
喫
緊
の
事
で
は
あ
っ

た
が
、
南
泉
自
身
は
「
佛
は
道
を
會え

せ
ず
。
我
自
ら
修
行
せ
ん
。
知
を
用
い
て
作
い
か
ん
せ
ん麼
？
」（『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
二
八
「
南
泉
上
堂

語
」）
と
言
っ
た
。
こ
れ
が
南
泉
の
意
圖
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
對
し
て
趙
州
は
中
に
い
る
南
泉
和
尚
に
向
か
っ
て
、「
蒼
天
，
蒼
天
！
」
と
叫
ん
だ
。「
蒼
天
，
蒼
天
！
」（
お
お
、

天
よ
！　

痛
ま
し
や
！
）
と
は
死
者
を
弔
う
哀
辭
で
、
六
朝
時
代
河
北
の
習
俗
と
し
て
『
顔
氏
家
訓
』
風
操
篇
に
説
明
が
あ
る
。

こ
こ
で
趙
州
は
南
泉
和
尚
を
死
者
あ
つ
か
い
し
て
、「
和
尚
の
對
應
こ
そ
が
歎
か
る
べ
き
で
す
ぞ
」
と
應
じ
た
の
で
あ
る
。

南
泉
和
尚
は
逆
に
驚
い
て
、
つ
い
方
丈
の
戸
を
開
け
て
顔
を
出
し
て
し
ま
っ
た
。
ふ
た
り
し
て
兒
戯
に
類
す
る
應
酬
を
し
た

話
で
あ
る
が
、
禪
に
お
け
る
方
便
接
化
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
の
問
題
に
か
か
わ
る
一
則
で
あ
る
。

（
7
）「
水
牯
牛
」

師
問
南
泉
：
「
知
有
底
人
，
向
什
麼
處
去
？
」
泉
云
：
「
山
前
檀
越
家
作
一
頭
水
牯
牛
去
。」
師
云
：
「
謝
和
尚
指
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示
！
」
泉
云
：
「
昨
夜
三
更
月
到
窗
。」［
四
］

（
師
は
南
泉
に
問
う
た
、「〈
有
る
こ
と
を
知
る
〉
人
は
ど
こ
へ
行
く
の
で
し
ょ
う
か
？
」
南
泉
、「
山
下
の
檀
越
の
家
の
水
牯
牛
に

生
ま
れ
變
わ
る
。」
師
、「
お
答
え
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
南
泉
、「
昨
晩
眞
夜
中
に
月
が
窻
に
か
か
る
の
が
見
え
た
。」）

『
聯
燈
會
要
』
卷
四
「
南
泉
章
」
は
趙
州
の
問
い
を
「
和
尚
百
年
後
、
甚い

づ

こ
麼
處
に
か
去
く
？
」
と
す
る
。
ま
た
『
祖
堂

集
』
卷
一
六
「
南
泉
章
」、『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
八
「
南
泉
章
」
で
は
、
南
泉
臨
終
時
の
首
座
と
の
問
答
に
、
南
泉
は
自
身
の

死
後
水
牯
牛
に
生
ま
れ
か
わ
る
と
言
っ
て
い
る
。

「〈
有
る
こ
と
を
知
る
〉
人
」
と
い
う
目
的
語
を
わ
ざ
と
伏
せ
た
言
い
か
た
は
、
南
泉
が
初
め
て
使
っ
た
特
徴
あ
る
語
。

何
が
「
有
る
」
の
か
は
、
南
泉
が
説
法
で
よ
く
使
っ
て
い
た
か
ら
、
南
泉
山
で
は
了
解
さ
れ
て
い
た
。
南
泉
自
身
は
そ
れ
を

「
道
」、「
無
量
劫
來
不
變
異
の
性
」（
太
古
以
來
變
わ
る
こ
と
の
な
い
本
性
）
と
言
っ
て
い
る
。
南
泉
は
ま
た
、「
祖
佛
は
〈
有
る
こ

と
〉
を
知
ら
ぬ
。
貍
奴
白
牯
は
却
っ
て
〈
有
る
こ
と
〉
を
知
る
」（『
祖
堂
集
』
卷
一
六
「
南
泉
章
」）
と
言
っ
た
、
そ
の
「
祖
佛
」

と
は
ひ
と
び
と
が
觀
念
と
し
て
抱
い
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
か
れ
ら
は
「
衆
生
」
を
悟
ら
せ
救
濟
し
よ
う
と
種
々
の
方
便

を
め
ぐ
ら
す
。
そ
れ
は
南
泉
の
考
え
る
「
道
」
の
保
持
の
し
か
た
で
は
な
い
ゆ
え
に
、「
道
が
有
る
（「
道
」
を
保
持
す
る
）
こ
と

を
知
ら
ぬ
」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。「
貍
奴
白
牯
」（
猫
と
牛
）
は
、「
祖
佛
」
に
對
置
し
て
持
ち
出
さ
れ
た
も
の
で
、
か
れ
ら

に
は
煩
惱
が
な
く
、
祖
師
や
佛
陀
に
な
ろ
う
と
も
思
わ
ず
、「
衆
生
」
を
濟
度
し
よ
う
と
も
思
わ
ぬ
か
ら
、
却
っ
て
「
道
」

が
わ
か
っ
て
い
る
、
自
己
を
知
っ
て
い
る
の
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。「
水
牯
牛
」
は
耕
作
に
役
使
す
る
牡
の
水
牛
で
、
水
牛

に
轉
生
す
る
と
は
、
人
が
生
前
の
借
金
を
還
債
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
死
後
債
主
の
家
の
牛
と
な
っ
て
驅
使
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
還
債
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
畜
類
償
債
譚
」
で
あ
る
が
、
南
泉
が
水
牯
牛
に
生
ま
れ
變
わ
る
と
い
う
場
合
の
負
債
と
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は
、
出
家
者
が
信
者
か
ら
の
信
施
を
受
け
て
生
活
し
て
い
な
が
ら
、
禪
僧
と
し
て
施
主
に
報
ゆ
る
あ
り
う
べ
き
修
行
が
で
き

て
い
な
い
と
い
う
正
直
な
慙
愧
の
表
明
で
あ
ろ
う
。
趙
州
は
南
泉
の
正
直
な
告
白
と
し
て
こ
れ
を
受
け
止
め
、
心
に
銘
記
し

た
。

（
8
）「
水
牯
牛
を
牽
い
て
巡
堂
す
」

師
在
南
泉
時
，
泉
牽
一
頭
水
牯
牛
，
入
僧
堂
內
，
巡
堂
而
轉
。
首
座
乃
向
牛
背
上
三
拍
，
泉
便
休
去
。
師
後
將
一
束

草
安
首
座
面
前
，
首
座
無
對
。［
五
］

（
師
が
南
泉
山
に
い
た
時
、
南
泉
和
尚
が
一
頭
の
水
牯
牛
を
引
っ
張
っ
て
來
て
、
僧
堂
内
に
牛
を
入
れ
、
ぐ
る
り
と
一
巡
し
て
、
出

て
行
こ
う
と
し
た
。
堂
内
に
い
た
首
座
が
そ
の
牛
の
背
を
ポ
ン
ポ
ン
ポ
ン
と
三
度
手
で
打
つ
と
、
南
泉
和
尚
は
參
っ
て
し
ま
っ
た
。

師
は
あ
と
で
そ
の
こ
と
を
聞
く
と
、
秣
草
を
一
束
持
っ
て
首
座
の
と
こ
ろ
へ
行
き
、
そ
の
前
に
置
い
た
。
首
座
は
何
も
言
え
な
か
っ

た
。）

南
泉
和
尚
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
水
牯
牛
を
牽
い
て
僧
堂
内
を
一
巡
し
た
の
は
、
首
座
を
は
じ
め
僧
堂

で
坐
禪
を
し
て
い
る
僧
衆
に
、「
そ
う
し
た
坐
に
執
わ
れ
た
修
行
を
し
て
い
る
と
、
い
ず
れ
水
牯
牛
に
な
る
ぞ
！
」
と
い
う

警
告
で
あ
ろ
う
。
南
泉
は
「〈
有
る
こ
と
を
知
る
〉
底
の
人
は
什
麼
處
に
か
去
く
？
」（『
祖
堂
集
』
で
は
「
和
尚
百
年
後
、
什
摩
處
に

か
去
く
？
」）
と
問
わ
れ
て
、
南
泉
自
身
が
「
山
前
の
檀
越
家
に
一
頭
の
水
牯
牛
と
作な

り
去
ら
ん
」
と
言
っ
た
。
水
牯
牛
に
な

る
と
は
、
禪
僧
と
な
っ
て
信
施
に
恥
じ
な
い
修
行
生
活
を
送
ら
ず
、
そ
の
報
い
に
よ
っ
て
牛
に
生
ま
れ
變
わ
っ
て
償
債
す
る

こ
と
。
そ
れ
は
南
泉
の
自
己
へ
の
戒
め
で
あ
っ
た
。
首
座
が
牛
の
背
を
手
で
三
回
輕
く
敲
い
た
の
は
な
ぜ
か
？　
「
三
拍
」



160

南泉と趙州（衣川 賢次）

と
い
う
所
作
は
密
教
の
罪
業
消
滅
の
祈
禱
に
お
い
て
行
わ
れ
る
。
首
座
は
こ
の
所
作
に
よ
っ
て
南
泉
の
水
牯
牛
の
罪
を
祓
っ

て
や
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
趙
州
は
の
ち
南
泉
か
ら
こ
の
こ
と
を
聞
き
、
す
ぐ
に
草
を
一
束
持
っ
て
、
坐
禪
を
し
て
い
る
首
座

の
前
に
置
い
た
。
南
泉
和
尚
の
警
告
を
わ
が
事
と
し
て
受
け
止
め
ず
、
三
拍
す
る
所
作
で
罪
業
を
消
滅
さ
せ
た
つ
も
り
の

首
座
に
、「
そ
な
た
は
す
で
に
水
牯
牛
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
秣
草
を
喰
ら
え
！
」
と
ば
か
り
に
、
眼
の
前
に
置
い
て

や
っ
た
の
で
あ
る
。

（
9
）「
異
類
」

師
問
南
泉
：
「
異
即
不
問
，
如
何
是
類
？
」
泉
以
兩
手
托
地
，
師
便
踏
倒
，
却
歸
涅
槃
堂
内
，
叫
：
「
悔
，
悔
！
」

泉
聞
，
乃
令
人
去
問
：
「
悔
箇
什
麼
？
」
師
云
：
「
悔
不
剩
與
兩
踏
。」［
一
〇
］

（
師
は
南
泉
に
問
う
た
、「
異
は
問
い
ま
せ
ん
。
何
を
も
っ
て
類
と
な
さ
る
か
？
」
南
泉
は
兩
手
を
地
に
つ
け
四
つ
ん
這
い
に
な
っ

て
見
せ
た
。
す
る
と
師
は
脚
で
南
泉
を
蹴
り
倒
し
、
涅
槃
堂
内
に
歸
っ
て
、
大
聲
で
わ
め
い
た
、「
あ
あ
、
悔
し
い
、
悔
し
い
！
」
そ

の
聲
が
南
泉
に
聞
こ
え
た
の
で
、
人
を
遣
っ
て
問
い
た
だ
し
た
、「
何
を
悔
や
ん
で
お
る
の
か
？
」
師
、「
も
っ
と
何
度
も
蹴
り
倒
し

て
や
ら
な
か
っ
た
の
が
悔
し
い
。」）

南
泉
は
趙
州
の
問
い
に
對
し
て
、
異
類
（
畜
生
）
の
四
つ
ん
這
い
の
姿
勢
を
取
っ
て
答
え
と
し
た
。「
そ
ん
な
問
い
で
は
、

畜
生
に
生
ま
れ
變
わ
る
し
か
な
い
ぞ
！
」
趙
州
は
四
つ
ん
這
い
に
な
っ
て
畜
生
の
姿
を
し
て
見
せ
た
南
泉
和
尚
を
蹴
り
倒

し
、
走
っ
て
涅
槃
堂
へ
歸
っ
た
。
こ
こ
で
初
め
て
こ
の
問
答
が
な
さ
れ
た
情
況
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
趙
州
は
こ
の
時
、
病

ん
で
涅
槃
堂
に
起
居
し
て
い
た
の
で
あ
る
。「
死
ん
で
畜
生
に
生
ま
れ
變
わ
る
ぞ
！
」
と
い
う
南
泉
の
し
ぐ
さ
（
身
體
言
語
）
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に
、
趙
州
は
南
泉
を
蹴
り
倒
し
て
ま
だ
足
り
ず
、「
も
っ
と
蹴
っ
て
蹴
っ
て
蹴
り
ま
く
っ
て
や
れ
ば
よ
か
っ
た
」
と
言
っ
た
。

趙
州
が
か
く
も
怒
り
を
露
わ
に
し
た
の
は
な
ぜ
か
？　

こ
れ
ほ
ど
激
し
い
反
應
を
引
き
起
こ
し
た
の
は
、
趙
州
に
と
っ
て
死

が
現
實
的
に
迫
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
激
し
い
嫌
惡
は
「
地
獄
説
」
と
い
う
中
世
的
信
仰
へ
の
反
撥
で
あ
ろ
う
。
墮

地
獄
、
轉
生
、
六
道
輪
廻
と
い
う
迷
信
の
打
破
は
禪
宗
が
早
く
か
ら
揭
げ
た
旗
印
で
あ
っ
た
（
達
摩
の
『
二
入
四
行
論
』。
唐
代
の

作
と
さ
れ
る
）。
地
獄
は
中
世
の
佛
教
が
作
り
あ
げ
た
巨
大
な
暴
力
裝
置
で
あ
り
、
人
々
を
「
益
ま
す
惧お
そ

れ
て
法
を
奉
ず
」（『
冥

祥
記
』「
馬
虔
伯
」
條
）
と
い
う
情
況
に
陷
れ
た
。
禪
宗
は
そ
れ
が
人
間
の
作
り
出
し
た
迷
妄
に
過
ぎ
ぬ
こ
と
を
指
摘
し
た
の
で

あ
る
。
地
獄
が
妄
想
な
ら
ば
、
そ
の
對
極
に
あ
る
天
堂
は
む
ろ
ん
、
佛
教
學
上
の
佛
さ
え
も
妄
想
の
所
産
で
あ
る
。
臨
濟
義

玄
は
言
う
、「
夫か

の
眞
の
學が
く

道ど
う

人に
ん

の
如
き
は
、
並た

え
て
佛
を
取も
と

め
ず
、
菩
薩
、
羅
漢
を
取も
と

め
ず
、
三
界
の
殊
勝
を
取も
と

め
ず
し

て
、
逈け

い

然ね
ん

と
し
て
獨ど
く

脱だ
つ

し
、
物
の
與た
め

に
拘こ
う

せ
ら
れ
ず
。
乾け
ん

坤こ
ん

の
倒さ
か
し
ま覆
と
な
る
と
も
、
我
は
更た

え
て
疑
わ
ず
。
十
方
の
諸
佛
の

現げ
ん

前ぜ
ん

す
る
と
も
、
一い
ち

念ね
ん

た
り
と
も
心
の
喜
ぶ
こ
と
無
く
、
三さ
ん

塗づ

地
獄
の
頓
に
現あ
ら

わ
る
る
と
も
、
一い
ち

念ね
ん

た
り
と
も
心
の
怖お
そ

る
る

こ
と
無
し
。
何
に
緣よ

り
て
か
此か
く

の
如
く
な
る
？　

我
は
諸
法
の
空く
う

相そ
う

な
る
こ
と
、
變へ
ん

ず
れ
ば
即
ち
有
り
、
變
ぜ
ざ
れ
ば
即
ち

無
く
、
三さ

ん

界が
い

は
唯ゆ
い

心し
ん

、
萬ま
ん

法ぼ
う

は
唯ゆ
い

識し
き

な
る
を
見
れ
ば
な
り
」（『
臨
濟
錄
』
示
衆
七
）。
こ
れ
こ
そ
が
近
世
人
の
考
え
か
た
で
あ
っ

た
。南

泉
普
願
は
こ
の
よ
う
に
、「
灰
で
圍
む
」、「
水
牯
牛
に
生
ま
れ
變
わ
る
」
と
い
っ
た
中
世
的
な
土
俗
的
信
仰
の
氣
風
に

深
く
染
ま
っ
た
禪
僧
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
「
佛
陀
や
達
磨
よ
り
も
猫
や
牛
の
ほ
う
が
ま
し
だ
」
と
言
い
放
ち
、「
佛
教
に
依

存
す
る
の
で
は
な
く
、
ひ
と
り
孤
獨
に
修
行
し
て
、
佛
陀
が
法
を
説
き
出
す
以
前
の
、
太
古
よ
り
變
易
せ
ぬ
道
を
悟
れ
」
と

言
っ
た
徹
底
し
た
中
國
的
禪
僧
で
あ
っ
た
が
、
か
れ
自
身
も
濃
厚
な
中
世
的
迷
信
の
土
俗
信
仰
の
中
に
あ
っ
た
。
燈
史
に
は

か
れ
に
ま
つ
わ
る
そ
の
種
の
逸
話
が
記
錄
さ
れ
て
い
る
。
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師
有
一
日
法
堂
上
坐
，
忽
然
喝
一
聲
，
侍
者
驚
訝
，
上
和
尚
處
看
，
並
無
人
。
大
師
曰
：
「
汝
去
涅
槃
堂
裏
看
，
有

一
僧
死
也
無
？
」
侍
者
到
於
半
路
，
逢
見
涅
槃
堂
主
著
納
衣
走
上
來
，
侍
者
云
：
「
和
尚
教
專
甲
看
涅
槃
堂
裏
有
一

人
死
也
無
。」
堂
主
對
曰
：
「
適
來
有
一
僧
遷
化
，
特
來
報
和
尚
。」
兩
人
共
去
向
和
尚
説
。
停
騰
之
間
，
更
有
一
人

來
報
和
尚
云
：
「
適
來
遷
化
僧
却
來
也
！
」
和
尚
問
其
僧
：
「
病
僧
道
什
摩
？
」
其
僧
云
：
「
要
見
和
尚
。」
師
便
下

涅
槃
堂
裏
，
問
病
僧
：
「
適
來
什
摩
處
去
來
？
」
病
僧
云
：
「
冥
中
去
來
。」
師
曰
：
「
作
摩
生
？
」
僧
云
：
「
行
得

百
里
地
，
脚
手
登
痛
，
行
不
得
，
又
渴
水
。
忽
然
有
玉
女
，
喚
入
大
樓
臺
閣
上
。
某
甲
行
乏
辛
苦
，
欲
得
上
樓
閣
。
始

上
次
，
傍
有
一
个
老
和
尚
喝
某
甲
不
許
上
。
纔
聞
喝
聲
，
則
便
驚
訝
，
抽
身
仰
倒
。
今
日
再
得
見
和
尚
也
。」
師
喝
嘖

云
：
「
可
謂
好
樓
閣
！　

若
不
遇
老
僧
，
洎
入
火
客
屋
裏
造
猪
！
」
從
此
後
，
其
僧
修
福
作
利
益
，
日
夜
不
停
，
直
到

手
指
三
分
只
有
一
分
底
。
年
到
七
十
後
，
坐
化
而
去
也
。
呼
爲
南
泉
道
者
也
。（『
祖
堂
集
』
卷
一
六
「
南
泉
章
」）

（
師
は
あ
る
日
、
法
堂
に
坐
し
て
い
て
、
突
如
喝
聲
を
發
し
た
。
侍
者
は
び
っ
く
り
し
て
、
和
尚
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
見
た
が
、
ほ

か
に
誰
も
い
な
い
。
師
は
言
っ
た
、「
そ
な
た
は
涅
槃
堂
へ
行
っ
て
、
死
者
が
出
た
か
を
見
て
き
て
く
れ
。」
侍
者
が
途
中
ま
で
行
っ

た
と
こ
ろ
で
、
涅
槃
堂
主
が
衲
衣
を
著
け
て
走
っ
て
來
た
の
に
出
く
わ
し
た
。
侍
者
、「
和
尚
が
わ
た
し
に
涅
槃
堂
で
死
者
が
出
た

か
、
見
て
來
る
よ
う
に
言
わ
れ
た
の
で
す
。」
堂
主
、「
さ
き
ほ
ど
僧
が
遷
化
し
た
の
で
、
和
尚
に
報
告
に
參
っ
た
。」
そ
こ
で
二
人

し
て
和
尚
に
話
し
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
別
の
僧
が
報
告
に
來
た
。「
さ
っ
き
遷
化
し
た
僧
が
生
き
返
り
ま
し
た
！
」
和
尚
、「
病
氣

の
僧
は
何
と
言
っ
て
い
る
の
か
？
」
僧
、「
和
尚
に
お
目
に
か
か
り
た
い
と
の
こ
と
で
す
。」
師
は
さ
っ
そ
く
涅
槃
堂
へ
行
っ
て
、
病

僧
に
問
う
た
、「
さ
き
ほ
ど
は
ど
こ
へ
行
っ
て
い
た
の
か
？
」
病
僧
、「
冥
界
を
さ
ま
よ
っ
て
お
り
ま
し
た
。」
師
、「
そ
れ
で
、
ど
う

だ
っ
た
の
か
？
」
病
僧
、「
わ
た
く
し
、
百
里
ほ
ど
歩
い
た
と
こ
ろ
で
、
手
足
が
ひ
ど
く
痛
み
ま
し
て
、
そ
れ
以
上
歩
け
ず
、
ま
た
ひ

ど
く
喉
が
渴
い
て
い
ま
し
た
。
す
る
と
ふ
と
美
女
が
樓
閣
の
上
か
ら
上
が
っ
て
お
い
で
と
聲
を
か
け
て
來
ま
す
。
わ
た
く
し
は
く
た
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び
れ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
樓
閣
に
上
ろ
う
と
し
ま
し
た
。
上
が
り
始
め
た
そ
の
時
、
そ
ば
に
老
和
尚
が
現
わ
れ
て
、
わ
た
く
し
を

怒
鳴
っ
て
制
止
し
ま
す
。
怒
鳴
り
聲
を
聞
く
や
、
わ
た
し
は
び
っ
く
り
し
て
仰
向
け
に
ひ
っ
く
り
返
り
、
今
日
ふ
た
た
び
和
尚
に
お

目
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
た
次
第
で
す
。」
師
は
叱
責
し
て
言
っ
た
、「
た
い
し
た
樓
閣
よ
！　

も
し
そ
こ
で
わ
し
に
遇
わ
な
か
っ
た

ら
、
遊
廓
で
豚
に
な
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
ぞ
！
」
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
そ
の
僧
は
日
夜
懸
命
に
修
福
に
打
ち
込
み
、
指
が
三
分
の

一
に
な
る
ま
で
燃
指
供
養
を
し
て
、
七
十
歲
に
な
っ
て
坐
化
し
た
。
こ
れ
が
有
名
な
南
泉
道
者
と
呼
ば
れ
た
人
で
あ
る
。）

こ
れ
は
一
種
の
再
生
譚
で
、
南
泉
普
願
が
冥
界
を
行
き
來
す
る
靈
能
者
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
六
朝
か
ら
唐
代
に
か

け
て
『
法
華
經
』、『
金
剛
經
』
信
仰
が
産
み
出
し
、
さ
か
ん
に
唱
道
さ
れ
た
冥
界
説
話
の
世
界
で
あ
る
。

師
擬
取
明
日
遊
莊
舍
。
其
夜
土
地
神
先
報
莊
主
，
莊
主
乃
預
爲
備
。
師
到
問
莊
主
：
「
爭
知
老
僧
來
，
排
辦
如

此
？
」
莊
主
云
：
「
昨
夜
土
地
報
道
和
尚
今
日
來
。」
師
云
：
「
王
老
師
修
行
無
力
，
被
鬼
神
覷
見
！
」
有
僧
便
問
：

「
和
尚
既
是
善
知
識
，
爲
什
麼
被
鬼
神
覷
見
？
」
師
云
：
「
土
地
前
更
下
一
分
飯
。」（『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
八
「
南
泉
章
」）

（
師
は
翌
日
莊
田
へ
行
く
こ
と
に
し
た
。
前
の
晩
、
土
地
神
が
そ
の
こ
と
を
先
に
莊
主
に
傳
え
た
の
で
、
莊
主
は
準
備
を
し
て
待
っ

て
い
た
。
師
は
到
著
し
て
か
ら
莊
主
に
問
う
た
、「
ど
う
し
て
わ
し
が
來
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
、
こ
ん
な
に
準
備
が
で
き
た
の
か
？
」

莊
主
、「
昨
夜
土
地
神
が
今
日
の
和
尚
の
お
い
で
を
教
え
て
く
れ
た
の
で
す
。」
師
、「
あ
あ
！　

わ
し
の
修
行
は
無
力
だ
っ
た
！　

鬼

神
に
心
を
見
破
ら
れ
た
と
は
！
」
そ
の
時
あ
る
僧
が
問
う
た
、「
和
尚
の
よ
う
な
立
派
な
善
知
識
が
、
ど
う
し
て
鬼
神
に
心
を
見
破
ら

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、「
土
地
神
に
一
椀
の
飯
を
供
え
て
や
っ
て
く
れ
。」）
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何
と
し
た
こ
と
か
、
こ
れ
は
「
禪
修
行
に
よ
っ
て
鬼
神
を
驅
使
す
べ
き
な
の
に
、
逆
に
鬼
神
に
心
の
動
き
を
讀
ま
れ
た

と
は
情
け
な
い
」
と
言
わ
ん
が
ご
と
く
で
あ
る
。
こ
の
説
話
は
禪
修
行
が
神
通
力
を
得
る
神
秘
的
な
魔
術
で
あ
る
と
見
な
す

鬼
神
禪
の
南
北
朝
時
代
に
逆
戻
り
し
た
か
の
よ
う
な
、
い
か
に
も
中
世
的
な
話
で
あ
る
。

禪
宗
は
早
く
か
ら
「
地
獄
説
」
の
迷
妄
の
打
破
を
揭
げ
て
い
た
し
、
近
世
史
に
お
け
る
「
迷
信
排
除
」
は
「
中
世
否
定

の
精
神
」
の
重
要
な
一
環
で
あ
っ
た
（
宮
崎
市
定
「
世
界
史
序
説
」、『
ア
ジ
ア
史
論
』
中
公
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
）。
南
泉
に
見
ら
れ
る

「
水
牯
牛
へ
の
轉
生
」、「
畜
類
償
債
譚
」、「
灰
の
辟
邪
信
仰
」、「
鬼
神
禪
」
は
む
ろ
ん
南
泉
禪
の
主
體
で
は
な
い
が
、
か
れ

の
「
佛
教
が
生
み
出
さ
れ
る
以
前
の
地
平
に
お
い
て
、
ひ
と
り
孤
獨
に
修
行
せ
よ
」、「
太
古
よ
り
變
易
す
る
こ
と
な
き
道
を

悟
れ
」
と
い
う
回
歸
の
主
張
（「
近
世
史
的
發
展
は
多
く
古
代
の
復
興
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
揭
げ
る
」
宮
崎
市
定
、
同
上
）
は
、
當
時

の
佛
教
教
理
學
の
隆
盛
の
結
果
が
も
た
ら
し
た
人
間
的
解
脱
の
實
踐
か
ら
の
乖
離
と
國
家
庇
護
下
に
起
こ
っ
た
既
成
教
團
の

墮
落
に
對
し
て
發
せ
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
か
れ
の
思
想
に
は
な
お
も
中
世
的
な
土
俗
信
仰
の
色
彩
が
濃
厚
な
の
で

あ
っ
た
。
こ
れ
に
對
し
て
趙
州
が
こ
の
中
世
的
氣
風
を
嫌
惡
し
、
師
と
い
え
ど
も
容
赦
な
い
批
判
を
浴
び
せ
て
い
る
の
は
、

二
人
の
思
想
的
立
ち
位
置
の
違
い
を
鮮
や
か
に
示
し
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

で
は
「
中
世
的
」
な
南
泉
の
禪
に
對
す
る
趙
州
の
「
近
世
的
」
な
禪
思
想
は
ど
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
の
か
？　

こ
の

問
題
は
、「
趙
州
和
尚
の
行
脚
」、「
趙
州
觀
音
院
に
お
け
る
接
化
」
の
諸
則
の
研
究
を
踏
ま
え
て
考
察
す
べ
き
も
の
で
あ
る

が
、「
南
泉
山
で
の
修
行
時
代
」
に
お
け
る
南
泉
と
の
や
り
と
り
か
ら
、
馬
祖
の
「
即
心
即
佛
」
を
め
ぐ
る
南
泉
と
趙
州
の

對
話
の
意
味
を
考
え
て
み
た
い
。

（
10
）「
心
は
佛
に
あ
ら
ず
、
智
は
道
に
あ
ら
ず
」　

師
問
南
泉
云
：
「
心
不
是
佛
，
智
不
是
道
，
還
有
過
也
無
？
」
泉
云
：
「
有
。」
師
云
：
「
過
在
什
麼
處
？　

請
師
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道
。」
泉
遂
擧
，
師
便
出
去
。［
一
三
］

（
師
は
南
泉
和
尚
に
問
う
た
、「
和
尚
は
〈
心
は
佛
で
は
な
い
。
智
は
道
で
は
な
い
〉
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
誤
り
だ
っ
た
で
し
ょ

う
か
？
」
南
泉
、「
誤
り
だ
っ
た
。」
師
、「
ど
こ
が
誤
り
だ
っ
た
の
か
、
言
っ
て
く
だ
さ
い
。」
そ
こ
で
南
泉
が
言
お
う
と
し
た
と
た

ん
、
趙
州
は
さ
っ
と
出
て
行
っ
た
。）

「
心
不
是
佛
，
智
不
是
道
」
を
南
泉
の
句
と
し
て
趙
州
は
取
り
あ
げ
て
い
る
が
、
こ
の
句
が
言
わ
れ
た
背
景
に
は
次
の
よ

う
な
経
緯
が
あ
る
。
馬
祖
が
「
即
心
即
佛
」（
心
こ
そ
が
佛
で
あ
る
。「
即
心
是
佛
」、「
是
心
是
佛
」
と
も
言
う
）
を
創
唱
し
た
の
ち
、
こ

れ
が
テ
ー
ゼ
な
い
し
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
流
行
し
た
こ
と
に
危
惧
を
抱
い
た
馬
祖
は
、
あ
ら
た
め
て
「
非
心
，
非
佛
」（
そ
れ

は
心
で
は
な
い
、
そ
れ
は
佛
で
は
な
い
）
と
言
い
、
ま
た
「
不
是
心
，
不
是
佛
，
不
是
物
」（
そ
れ
は
心
で
は
な
い
、
そ
れ
は
佛
で
は
な
い
、
そ

れ
は
物
で
は
な
い
）
と
も
言
っ
た
（『
祖
堂
集
』
卷
一
六
「
南
泉
章
」）。「
即
心
即
佛
」
と
「
非
心
，
非
佛
」、「
不
是
心
，
不
是
佛
，
不

是
物
」
の
關
係
は
、
後
者
が
前
者
を
そ
れ
ぞ
れ
否
定
し
た
言
説
な
の
で
は
な
く
、
相
補
的
に
と
ら
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

「
即
心
即
佛
」
と
肯
定
的
に
言
う
の
も
、「
非
心
，
非
佛
」、「
不
是
心
，
不
是
佛
，
不
是
物
」
と
否
定
的
に
言
う
の
も
方
便

に
過
ぎ
ず
、「
道
」、「
本
性
」
そ
れ
自
體
と
は
關
わ
り
が
な
い
。
南
泉
が
「
心
不
是
佛
，
智
不
是
道
」
と
言
っ
た
の
も
同
じ

道
理
で
あ
る
。
南
泉
の
言
っ
た
「
心
不
是
佛
」
は
「
即
心
是
佛
」
の
否
定
の
形
で
あ
り
、「
智
不
是
道
」
は
知
解
の
否
定
で

あ
る
。
本
則
で
趙
州
が
「
還は

た
過と
が

有
り
や
？
」
と
問
う
た
の
は
、
南
泉
の
意
圖
を
知
っ
た
う
え
で
の
問
い
で
あ
ろ
う
。「
心

不
是
佛
，
智
不
是
道
」
と
言
っ
た
ば
か
り
に
、
ま
た
も
や
い
ら
ざ
る
葛
藤
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ゆ

え
に
趙
州
は
「
そ
の
よ
う
に
言
わ
れ
た
の
が
、
誤
り
だ
っ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
か
？
」
と
問
う
た
。
南
泉
は
み
ず
か
ら
、

「
そ
の
よ
う
に
言
っ
た
こ
と
は
誤
っ
て
い
た
」
と
認
め
、
趙
州
は
さ
ら
に
「
ど
こ
が
誤
り
か
、
ご
自
身
で
言
っ
て
く
だ
さ
い
」
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と
追
い
詰
め
た
。
南
泉
は
し
か
た
な
く
、
よ
け
い
な
説
明
の
言
葉
を
ま
た
言
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
何
か
を
言
お
う
と
し

た
と
こ
ろ
、
趙
州
は
さ
っ
と
出
て
行
っ
た
。「
お
わ
か
り
な
ら
、
も
う
け
っ
こ
う
で
す
。
こ
れ
以
上
言
わ
れ
な
く
と
も
」
と

い
う
つ
も
り
で
あ
ろ
う
。
こ
の
一
則
に
は
異
傳
が
あ
り
、
そ
こ
で
南
泉
は
趙
州
の
對
應
を
是
認
し
て
い
る
。

師
有
時
云
：
「
江
西
馬
祖
説
〈
即
心
即
佛
〉，
王
老
師
不
恁
麼
道
。〈
不
是
心
，
不
是
佛
，
不
是
物
。〉
恁
麼
道
，
還

有
過
麼
？
」
趙
州
禮
拜
而
出
。
時
有
一
僧
，
隨
問
趙
州
云
：
「
上
座
禮
拜
了
便
出
，
意
作
麼
生
？
」
趙
州
云
：
「
汝

却
問
取
和
尚
。」
僧
上
問
曰
：
「
適
來
諗
上
座
意
作
麼
生
？
」
師
云
：
「
他
却
領
得
老
僧
意
旨
。」（『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
八

「
南
泉
章
」）

（
師
は
あ
る
時
に
言
っ
た
、「
江
西
の
馬
祖
は
〈
心
こ
そ
が
佛
だ
〉
と
言
わ
れ
た
が
、
わ
た
し
は
そ
う
は
言
わ
ぬ
。〈
そ
れ
は
心
で
は

な
い
、
そ
れ
は
佛
で
は
な
い
、
そ
れ
は
物
で
は
な
い
〉。
こ
う
言
う
こ
と
に
誤
り
が
あ
る
だ
ろ
う
か
？
」
趙
州
は
聞
い
て
、
禮
拜
し
て

出
て
行
っ
た
。
そ
の
時
、
ひ
と
り
の
僧
が
追
っ
か
け
て
行
っ
て
訊
ね
た
、「
そ
な
た
が
禮
拜
し
て
出
て
行
っ
た
の
は
、
ど
う
い
う
つ
も

り
な
の
か
？
」
趙
州
、「
和
尚
に
訊
い
て
く
れ
。」
僧
は
方
丈
へ
行
っ
て
質
問
し
た
、「
さ
き
ほ
ど
諗
上
座
は
ど
う
い
う
つ
も
り
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
？
」
師
は
答
え
た
、「
か
れ
は
わ
た
し
の
氣
も
ち
を
受
け
と
め
て
く
れ
た
の
だ
。」）

趙
州
は
南
泉
に
、
過
ち
を
み
ず
か
ら
言
う
よ
う
に
仕
向
け
た
が
、
南
泉
は
巧
み
に
そ
れ
を
避
け
て
言
わ
ず
、
こ
こ
で

「
從
諗
は
わ
か
っ
て
い
た
」
と
だ
け
答
え
た
の
で
あ
る
。
趙
州
は
何
を
「
わ
か
っ
て
い
た
」
の
か
？　
「
道
」
に
つ
い
て
の
詮

議
に
は
陷
穽
が
あ
り
、「
道
と
は
し
か
じ
か
で
あ
る
」、
ま
た
「
道
と
は
し
か
じ
か
で
は
な
い
」
と
言
う
こ
と
は
、
畢
竟
戲
論

に
墮
す
る
ほ
か
な
く
、
不
毛
な
こ
と
が
明
ら
か
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
結
局
、『
趙
州
錄
』
の
冒
頭
に
、
趙
州
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が
南
泉
に
問
う
、「
如
何
な
る
か
是
れ
道
？
」
南
泉
云
く
、「
平
常
心
こ
そ
是
れ
道
な
り
」
の
問
答
が
あ
り
、
こ
れ
を
起
點
に

し
て
、
途
中
に
數
反
の
や
り
と
り
が
あ
り
、
再
び
こ
こ
へ
と
環
流
し
て
き
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
れ
は
必
要
な
過
程
で

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
一
巡
し
た
あ
と
は
、「
平
常
心
こ
そ
是
れ
な
り
」
に
得
心
し
て
、
か
く
生
き
る
の
み
で
あ
る
こ
と
が

確
信
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「
道
」
な
る
も
の
を
人
の
う
か
が
い
知
れ
ぬ
暗
黑
の
當
體
と
し
て
手
を
こ
ま
ぬ
く
か
、
も
し
く
は
「
道
」
の
體
得
に
至
る

氣
の
遠
く
な
る
底
の
、
踏
む
べ
き
到
達
不
可
能
な
多
く
の
階
梯
を
設
定
し
て
絶
望
的
に
歩
ま
せ
る
「
中
世
的
」
な
修
行
の
思

想
か
ら
、
馬
祖
の
「
即
心
即
佛
」、「
平
常
心
是
れ
道
な
り
」
は
「
道
」
を
明
白
な
も
の
、
到
達
可
能
と
言
う
よ
り
も
い
っ
そ

う
身
近
な
、
身
近
な
と
言
う
よ
り
も
よ
り
直
接
的
な
、
現
實
に
現
成
し
て
い
る
も
の
へ
と
轉
換
し
た
。
こ
れ
は
「
古
代
的
」

思
惟
「
道
は
人
に
遠
か
ら
ず
」（『
孟
子
』、『
中
庸
』）
を
媒
介
と
し
て
起
こ
っ
た
「
近
世
的
」
轉
換
と
言
っ
て
よ
い
も
の
で
あ
っ

た
。
た
だ
し
、「
平
常
心
こ
そ
是
れ
道
な
り
」
に
環
流
し
回
歸
し
た
と
言
っ
て
も
、
回
歸
し
た
地
平
は
こ
の
言
説
に
腰
を
落

ち
つ
け
て
留
ま
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
こ
こ
か
ら
が
「
平
常
心
こ
そ
是
れ
道
な
り
」
を
實
踐
す
る
、
眞
に
「
近

世
的
」
な
「
己
事
究
明
」
の
生
き
か
た
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。

【
附
記
】

本
論
は
今
年
四
月
よ
り
七
月
ま
で
十
五
回
に
わ
た
っ
て
、
禪
文
化
研
究
所
に
お
い
て
講
じ
た
『
趙
州
錄
』
の
最
終
回
で

「
趙
州
在
南
泉
」
の
ま
と
め
と
し
て
起
稿
發
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
十
四
回
の
講
義
の
『
趙
州
錄
』
譯
注
は
べ
つ
に
公
表
を

豫
定
し
て
い
る
。

（
二
〇
二
二
年
七
月
二
六
日
記
）
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三
章
　
水
の
現
成

一
節　

水
の
水
を
み
る
参
学

＊

水
は
強ご
う

弱に
ゃ
くに

あ
ら
ず
、
湿
乾
に
あ
ら
ず
、
動
静
に
あ
ら
ず
、
冷
暖
に
あ
ら
ず
、
有
無
に
あ
ら
ず
、
迷
悟
に
あ
ら
ざ
る

な
り
。
こ
り
て
は
金
剛
よ
り
も
か
た
し
、
た
れ
か
こ
れ
を
や
ぶ
ら
ん
。
融
じ
て
は
乳
水
よ
り
も
や
は
ら
か
な
り
、
た
れ

か
こ
れ
を
や
ぶ
ら
ん
。

し
か
あ
れ
ば
す
な
は
ち
、
現
成
所
有
の
功
徳
を
あ
や
し
む
こ
と
あ
た
は
ず
、
し
ば
ら
く
十
方
の
水
を
十
方
に
し
て
著

じ
ゃ
く

眼が
ん

看か
ん

す
べ
き
時
節
を
参
学
す
べ
し
。
人
天
の
、
水
を
み
る
と
き
の
み
の
参
学
に
あ
ら
ず
、
水
の
、
水
を
み
る
参
学
あ
り
。

水
の
、
水
を
修
証
す
る
が
ゆ
え
に
、
水
の
、
水
を
道
著
す
る
参
究
あ
り
。
自
己
の
、
自
己
に
相
逢
す
る
通
路
を
現
成
せ

し
む
べ
し
、
他
己
の
、
他
己
を
参
徹
す
る
活
路
を
進
退
す
べ
し
、
跳
出
す
べ
し
。

［
注
釈
］

○
金
剛　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
。
も
っ
と
も
硬
い
も
の
。

○
こ
り
て
は　
「
凝
り
て
」
は
固
ま
っ
て
。
こ
こ
で
は
凍
っ
て
。

○
融
じ
て
は　
「
融
じ
る
」
は
、
固
体
が
液
体
に
な
る
、
氷
や
雪
が
水
に
な
る
。

○
著
眼
看　

目
を
着
け
て
見
る
。
注
目
し
て
見
る
。

○
他
己　

道
元
の
造
語
。《
現
成
公
案
》
に
〈
自
己
の
身
心
お
よ
び
他
己
の
身
心
を
し
て
脱
落
せ
し
む
る
な
り
〉
と
初
出
。
他
者
の
自
分
自

身
。
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＊
道
元
用
例

〈
し
か
あ
る
に
よ
り
て
、
自
他
を
脱
落
す
る
な
り
。
さ
ら
に
自
己
を
参
徹
す
れ
ば
、
さ
き
よ
り
参
徹
他
己
な
り
。
よ
く
他
己
を
参
徹
す
れ

ば
、
さ
き
よ
り
参
徹
自
己
な
り
。
…
…
た
と
ひ
生
知
と
い
ふ
と
も
、
仏
祖
の
大
道
は
し
る
べ
き
に
あ
ら
ず
、
学
し
て
し
る
べ
き
な
り
。

自
己
を
体
達
し
、
他
己
を
体
達
す
る
仏
祖
の
大
道
な
り
。〉《
自
証
三
昧
》。

そ
の
他
、《
大
悟
》、《
密
語
》、《
面
授
》、《
眼
睛
》、《
祖
師
西
来
意
》、《
三
十
七
品
菩
提
分
法
》
に
出
る
。

【
現
代
語
訳
】

水
は
強か

た

い
の
で
も
弱
や
わ
ら
かい
の
で
も
な
く
、
乾
で
も
湿
で
も
な
く
、
動
で
も
静
で
も
な
く
、
冷
た
い
の
で
も
暖
か
い
の
で
も
な

く
、
有
で
も
無
で
も
な
く
、
迷
い
で
も
悟
り
で
も
な
い
の
で
あ
る
。
固
ま
れ
ば
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
よ
り
も
硬
い
、
だ
れ
が
こ

れ
を
壊
す
だ
ろ
う
か
（
壊
せ
な
い
）。
溶
け
れ
ば
乳
水
よ
り
も
や
わ
ら
か
で
あ
る
。
だ
れ
が
こ
れ
を
壊
す
だ
ろ
う
か
（
壊
せ
な

い
）。
こ
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
（
水
が
）
現
成
し
て
も
っ
て
い
る
働
き
を
不
審
に
お
も
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
あ
少
し
、
十

の
方
面
の
水
を
十
の
方
面
か
ら
し
っ
か
り
見
る
べ
き
時と

き節
を
学
ぶ
が
よ
い
。
人
や
天
人
が
水
を
見
る
時
だ
け
の
学
び
で
は
な

い
。
水
が
水
を
見
る
学
び
が
あ
り
、
水
が
水
を
修
証
す
る
の
だ
か
ら
、
水
が
水
を
言
表
す
る
と
い
う
究
め
方
も
あ
る
。
自
己

が
自
己
に
出
会
う
通
路
を
現
成
さ
せ
る
が
よ
い
、
他
己
が
他
己
を
参
じ
極
め
る
活
き
た
路
を
、
進
み
退
く
が
よ
い
、
跳
び
出

す
が
よ
い
。

【
諸
釈
の
検
討
】

田
中
『
道
元
』

『
聞
解
』
に
倣
い
「
対
峙
の
二
見
を
撃
攘
す
る
の
で
あ
る
」（
一
三
四
）
と
い
う
が
、
水
は
そ
の
一
例
で
は
な
い
。
ま
た
次
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の
よ
う
に
も
い
う
。

有
無
及
び
迷
悟
の
比
論
を
透
脱
し
て
、
強
弱
あ
り
湿
乾
あ
り
動
静
あ
り
冷
暖
あ
り
有
無
あ
り
迷
悟
あ
り
、
し
か
も

か
く
の
ご
と
く
な
り
と
い
へ
ど
も
、
例
え
ば
怒
濤
は
人
の
恐
怖
す
る
さ
中
に
逆
立
ち
き
た
り
、
池
は
人
の
わ
び
し
さ

の
う
ち
に
寂
然
と
し
て
静
か
で
あ
る
。
強
弱
に
あ
ら
ず
…
…
と
い
う
消
息
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以
上
は
言
い
難
い
。

（
一
三
五
）

よ
ろ
し
く
心
眼
を
開
い
て
、
十
方
の
水
を
十
方
の
ま
ま
に
し
て
著
眼
参
究
す
べ
き
時
節
で
あ
る
。
…
…
さ
ら
に
進
ん

で
、
水
の
水
を
見
、
水
の
水
を
修
証
す
る
境
地
に
直
入
し
て
、
水
を
し
て
水
の
自
己
を
道
著
せ
し
め
（
語
ら
し
め
）
ね

ば
な
ら
ぬ
。
…
…
水
の
水
を
修
証
す
る
と
い
う
意
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
山
の
山
を
参
学
す
る
風
光
を
詳
述
し
た
の
で

あ
る
か
ら
、
も
は
や
驚
倒
す
る
に
及
ば
ぬ
こ
と
で
あ
る
。（
一
三
八
）

「
路
」
な
る
が
故
に
進
退
と
言
っ
た
。
活
路
を
開
く
と
言
え
ば
、
辛
う
じ
て
開
く
の
で
あ
る
。
活
路
を
進
む
と
い
え

ば
、
右
の
辛
う
じ
て
開
く
喘
ぎ
の
声
は
消
え
る
。
し
か
も
進
む
の
み
を
知
っ
て
退
く
こ
と
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
な
お
身
心

の
自
在
を
欠
く
。
不
惜
身
命
を
知
っ
て
、
但
惜
身
命
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
進
む
こ
と
は
能
く
進
ん
で
も
、
能
く
退
く
こ
と

は
難
い
。
こ
の
故
に
、
活
路
を
進
退
す
べ
し
と
い
う
。（
一
四
〇
）

（
検
討
）

「
比
論
を
透
脱
し
て
、
強
弱
あ
り
湿
乾
あ
り
…
…
」
な
ど
道
元
の
言
葉
と
反
対
の
こ
と
を
、
道
元
に
な
り
か
わ
っ
た
よ
う

に
喋
喋
す
る
の
は
、
誤
り
。「
心
眼
を
開
く
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。〈
十
方
に
し
て
〉
と
は
「
十
方
の
ま
ま
に
し
て
」
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。「
水
の
水
を
修
証
す
る
境
地
に
直
入
」
と
い
う
が
、
だ
れ
が
直
入
す
る
の
か
。
道
元
は
主
語
を
水
と

明
確
に
い
っ
て
い
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
（
人
が
）
水
の
「
境
地
に
直
入
し
て
、
水
を
し
て
水
の
自
己
を
道
著
せ
し
む
る
」
こ

と
な
ど
あ
り
え
な
い
。
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つ
づ
く
「
活
路
を
進
む
」
以
下
も
、「
…
…
を
知
ら
ざ
れ
ば
」
と
い
う
主
語
は
だ
れ
で
あ
ろ
う
か
。
修
行
者
に
聞
こ
え
る
。

古
田
『
私
釈
』

こ
れ
は
つ
ま
り
同
じ
水
と
称
し
て
も
仏
祖
の
水
で
あ
る
限
り
は
強
弱
と
か
、
湿
乾
と
か
い
う
区
別
を
超
え
た
も
の
で

あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。（
五
六
）

「
十
方
の
水
」
は
水
の
あ
ら
ゆ
る
功
徳
を
い
っ
た
も
の
で
あ
り
、
水
の
堅
軟
の
相
な
ど
に
捉
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
す

べ
て
の
角
度
か
ら
水
に
著
眼
し
て
看
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
、
そ
う
し
た
機
会
を
得
る
よ
う
に
参
禅
学
道
に
つ
と
め

る
べ
き
で
あ
り
、
…
…
（
五
八
）　

こ
の
自
己
は
水
の
自
己
と
し
た
方
が
い
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
が
、
水
が
水
を
悟
る
時
、
…
…
自
己
と
佗
己
と
の
文

字
の
相
違
こ
そ
あ
れ
同
じ
こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
佗
己
も
水
の
佗
己
と
見
て
い
い
も
の
と
思
う
の
で
あ

る
。（
五
九
）

（
検
討
）

「
仏
祖
の
水
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。〈
十
方
の
水
〉
は
そ
う
い
う
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。〈
時
節
〉
は
「
機
会
」
と
い
う

よ
り
「
場
合
」
に
近
い
だ
ろ
う
。

「
こ
の
自
己
は
水
の
自
己
」
と
い
う
が
、〈
水
の
、
水
を
…
…
〉
は
す
で
に
い
わ
れ
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
自
己
の
問
題
へ
と

転
調
し
て
い
る
の
に
、
こ
れ
で
は
同
じ
に
な
る
。『
聞
解
』
や
田
中
『
道
元
』
に
影
響
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
自
己
と
佗

己
と
の
文
字
の
相
違
こ
そ
あ
れ
同
じ
こ
と
を
い
」
う
と
す
る
の
は
、
道
元
の
〈
自
己
〉〈
他
己
〉
に
ま
っ
た
く
暗
い
。
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安
谷
『
参
究
』

水
の
本
性
は
空
だ
。
一
切
の
対
立
を
絶
し
、
差
別
を
絶
し
て
い
る
。…
…
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
水
だ
け
の
話
で
は
な
い
。

自
己
も
他
己
も
、
天
地
万
物
も
、
そ
の
本
性
は
水
と
か
わ
り
は
な
い
。
た
だ
こ
れ
一
空
だ
。
性
空
だ
。
こ
れ
を
法
性
水

と
も
真
空
性
水
と
も
い
う
の
だ
。（
一
一
三
）

…
…
仏
法
は
自
他
の
成
仏
道
、
即
ち
解
脱
の
た
め
に
あ
る
の
だ
、
博
物
学
や
自
然
科
学
の
研
究
を
目
的
と
す
る
の
で

は
な
い
。
だ
か
ら
水
を
と
ら
え
来
た
っ
て
、
自
己
の
性
能
を
参
究
す
る
の
が
仏
弟
子
の
本
分
だ
。（
一
一
三
）

十
方
と
は
普
通
に
は
、
東
西
南
北
と
四
維
と
上
下
と
を
い
う
が
、
し
ば
ら
く
十
界
の
依
正
と
見
る
方
が
適
切
で
あ

り
、
実
際
的
で
あ
る
。（
一
一
四
―
一
一
五
）

自
己
が
自
己
を
修
証
す
る
の
だ
。
そ
れ
を
水
が
水
を
修
証
す
る
と
も
い
う
。
だ
か
ら
、
水
が
み
ず
か
ら
水
の
性
、

相
、
体
、
力
、
作
、
因
縁
等
を
道
著
し
、
開
演
し
、
説
法
す
る
と
い
う
参
究
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。（
一
一
五
）

自
己
と
い
う
と
、
わ
れ
わ
れ
は
自
分
だ
け
だ
と
思
っ
て
、
他
分
を
忘
れ
る
こ
と
が
多
い
か
ら
、
そ
れ
で
他
己
の
他
己

を
参
徹
す
る
活
路
と
、
か
さ
ね
て
し
め
さ
れ
る
の
だ
。
そ
し
て
進
退
し
、
跳
出
せ
し
む
べ
し
と
、
修
証
の
染
汚
を
払
拭

す
る
こ
と
を
、
き
び
し
く
命
じ
て
い
る
。（
一
一
六
）

（
検
討
）

『
啓
迪
』
の
「
只
の
水
で
は
な
く
、
仏
法
の
水
、
真
空
性
水
だ
か
ら
じ
ゃ
」（
一
一
二
）
を
あ
げ
つ
ら
う
が
、『
啓
迪
』
の
解

釈
は
『
聞
解
』
か
ら
来
て
い
る
。
し
か
し
、
自
分
も
「
水
の
本
性
は
空
だ
。
…
…
こ
れ
を
法
性
水
と
も
真
空
性
水
と
も
い
う

の
だ
」
と
い
う
。
道
元
は
空
だ
と
も
法
性
水
、
真
空
性
水
と
も
説
い
て
い
な
い
。

道
元
の
い
う
〈
水
の
水
を
見
る
参
学
〉
と
は
、
人
間
が
す
る
よ
う
に
「
性
、
相
、
体
、
力
、
作
、
因
縁
等
を
…
…
説
法
す

る
」
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。
ま
た
道
元
が
〈
他
己
〉
と
い
う
か
ら
と
い
っ
て
、
真
似
し
て
「
他
分
」
な
ど
と
い
っ
て
み
て
も
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は
じ
ま
ら
な
い
。
他
人
を
忘
れ
る
こ
と
が
多
い
か
ら
〈
他
己
〉
に
言
及
す
る
の
で
は
な
い
。
道
元
用
例
の
《
自
証
三
昧
》
に

も
垣
間
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
道
元
に
お
い
て
は
、
自
己
の
脱
落
、
参
徹
、
体
達
、
成
道
な
ど
は
他
己
、
森
羅
万
象
と
同
時
な

の
で
あ
る
。
自
己
即
万
法
だ
か
ら
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ま
、
同
時
と
い
え
よ
う
。〈
進
退
す
べ
し
、
跳

出
す
べ
し
〉
は
修
証
の
染
汚
を
払
拭
す
る
こ
と
だ
ろ
う
か
。

『
文
学
大
系
』・
頭
注

〈
し
ば
ら
く
十
方
の
水
を
…
…
時
節
を
参
学
す
べ
し
〉
に
つ
い
て
。

「
こ
の
水
は
水
上
行
の
水
で
あ
っ
て
、
人
間
生
活
の
中
で
み
と
め
ら
れ
て
い
る
水
で
は
な
い
」
と
い
う
が
、
ま
さ
に
私
た

ち
が
使
い
、
見
て
い
る
水
に
つ
い
て
、
そ
の
性
質
が
一
義
的
に
決
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。
お
な
じ
よ
う
に
〈
現

成
所
有
の
水
〉
に
つ
い
て
「
こ
の
絶
対
の
水
の
真
実
の
働
き
」
と
い
う
が
、「
絶
対 

」「
真
実
」
と
い
う
言
葉
は
使
わ
な
い

方
が
い
い
。

内
山
『
味
わ
う
』

こ
こ
に
い
わ
れ
る
水
は
仏
法
と
し
て
の
水
、
生
命
実
物
と
し
て
の
水
で
あ
っ
て
、
決
し
て
わ
れ
わ
れ
の
分
別
的
想
い

に
よ
っ
て
す
で
に
抽
象
概
念
化
さ
れ
た
水
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
点
を
よ
く
よ
く
知
っ
て
か
か
ら
ね
ば
、
以
下
の
話

が
わ
か
ら
な
い
。
…
…
二
つ
に
分
か
れ
る
以
前
の
生
命
実
物
と
し
て
の
水
と
は
大
乗
起
信
論
で
い
え
ば
、
こ
れ
は
真
如

の
話
を
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
場
合
「
強
弱
に
あ
ら
ず
、
湿
乾
に
あ
ら
ず
、
動
静
に
あ
ら
ず
、
冷
暖
に
あ
ら
ず
、
有

無
に
あ
ら
ず
、
迷
悟
に
あ
ら
ず
」
と
は
、
離
言
真
如
を
い
い
「
金
剛
よ
り
も
か
た
し
」
と
は
不
変
真
如
の
話
、
変
わ
ら

な
い
面
で
す
。
こ
れ
に
対
し
「
融
し
て
は
乳
水
よ
り
も
や
は
ら
か
な
り
」
と
は
、
随
縁
真
如
の
話
で
す
。
つ
ま
り
生
命
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実
物
は
分
別
や
言
葉
を
超
え
た
も
の
で
、
そ
の
働
き
の
面
か
ら
み
る
と
絶
対
に
固
い
も
の
で
あ
り
、
絶
対
に
変
わ
ら
な

い
面
が
あ
る
と
同
時
に
、
活
動
す
る
と
い
う
面
か
ら
い
え
ば
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
し
た
が
っ
て
活
動
す
る
。（
八
五
）

尽
十
方
界
の
水
は
尽
十
方
界
の
水
と
し
て
、
つ
ま
り
生
命
実
物
の
水
は
生
命
実
物
と
し
て
、
生
命
実
物
と
は
そ
う
い

う
も
の
だ
と
見
る
時
節
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
八
六
）

さ
ら
に
佗
己
と
い
え
ば
、
す
べ
て
が
佗
己
で
す
。
そ
の
尽
一
切
佗
己
が
、
尽
一
切
佗
己
に
深
ま
っ
て
い
く
道
に
通
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
そ
れ
さ
え
跳
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
に
か
に
摑
ま
っ
て
は
い
け
な
い
。（
八
七
）

（
検
討
）

『
聞
解
』
に
な
ら
っ
て
『
大
乗
起
信
論
』
の
真
如
で
こ
こ
の
水
を
説
明
す
る
こ
と
自
体
が
、
内
山
が
批
判
す
る
「
分
別
的

想
い
に
よ
っ
て
す
で
に
抽
象
概
念
化
さ
れ
た
水
」
そ
の
も
の
で
あ
る
。
道
元
は
こ
の
叙
述
で
は
じ
っ
さ
い
我
々
が
目
に
し
て

知
っ
て
い
る
水
に
つ
い
て
言
っ
て
い
る
。
内
山
が
こ
の
章
で
何
度
も
固
執
し
て
い
う
「
生
命
実
物
と
し
て
の
水
」
が
『
起
信

論
』
の
「
真
如
」
と
い
う
抽
象
概
念
で
あ
る
こ
と
を
、
心
に
留
め
た
い
。

〈
十
方
〉
は
「
尽
十
方
界
（
東
西
南
北
・
四
維
・
上
下
）」
で
は
あ
る
ま
い
。「
尽
十
方
界
の
水
が
生
命
実
物
の
水
」
と
い
う
こ

と
で
、
道
元
の
道
取
と
は
遥
か
に
離
れ
て
い
く
よ
う
に
お
も
え
る
。「
尽
一
切
佗
己
が
、
尽
一
切
佗
己
に
深
ま
っ
て
い
く
道
」

と
い
う
が
、
道
元
が
い
わ
な
い
そ
の
道
は
具
体
的
に
ど
う
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。

【
私
釈
】

〈
水
は
強
弱
に
あ
ら
ず
、
湿
乾
に
あ
ら
ず
、
動
静
に
あ
ら
ず
、
冷
暖
に
あ
ら
ず
、
有
無
に
あ
ら
ず
、
迷
悟
に
あ
ら
ざ
る
な

り
〉
に
つ
い
て
は
、〈
こ
の
大
海
、
ま
ろ
な
る
に
あ
ら
ず
、
方
な
る
に
あ
ら
ず
、
の
こ
れ
る
海
徳
、
つ
く
す
べ
か
ら
ざ
る
な

り
。
宮
殿
の
ご
と
し
、
瓔
珞
の
ご
と
し
〉《
現
成
公
案
》
と
い
わ
れ
る
の
と
似
た
よ
う
な
見
方
で
、
水
は
～
だ
、
と
「
水
」
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と
い
う
概
念
を
念
頭
に
お
い
て
、
あ
る
視
点
に
よ
っ
て
そ
の
性
質
や
形
状
を
一
義
的
に
言
う
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
示
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
、〈
十
方
の
水
を
十
方
に
し
て
著
眼
看
す
〉
と
い
う
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。
次
に
展
開
さ
れ

る
よ
う
に
、
い
っ
ぽ
う
で
は
水
ほ
ど
硬
い
も
の
は
な
い
が
、
ま
た
い
っ
ぽ
う
で
は
水
ほ
ど
や
わ
ら
か
い
も
の
は
な
い
、
い
っ

ぽ
う
で
鏡
の
よ
う
に
静
か
で
あ
り
、
い
っ
ぽ
う
で
さ
か
ま
く
怒
濤
ほ
ど
激
し
く
動
く
水
は
な
い
。
だ
れ
に
と
っ
て
も
、
水
を

一
義
的
に
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
義
的
で
は
な
い
こ
と
は
〈
強
弱
に
あ
ら
ず
、
湿
乾
に
あ
ら
ず
、
動
静
に
あ
ら

ず
、
冷
暖
に
あ
ら
ず
〉
と
い
う
こ
と
で
い
わ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、〈
有
無
に
あ
ら
ず
、
迷
悟
に
あ
ら
ざ
る
な
り
〉
と
い
わ

れ
る
こ
と
は
、
少
し
見
る
角
度
が
違
う
。

同
じ
よ
う
な
言
い
方
が
《
身
心
学
道
》
で
〈
山
河
大
地
等
、
こ
れ
有
無
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
大
小
に
あ
ら
ず
、
得
不
得
に
あ

ら
ず
、
識
不
識
に
あ
ら
ず
、
通
不
通
に
あ
ら
ず
、
悟
不
悟
に
変
ぜ
ず
〉
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
人
間
が
対
象
（
水
な
ど
の
性
質
）
を
ど
う
見
る
か
、
と
い
う
見
方
の
問
題
と
い
う
よ
り
も
、
そ
の
根
底
に
あ
る
、
そ

も
そ
も
対
象
と
み
ら
れ
て
い
る
も
の
（
水
）
は
ほ
ん
ら
い
、
い
か
な
る
人
間
の
感
覚
的
、
知
的
把
握
に
も
あ
り
の
ま
ま
に
は

と
ら
え
ら
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
道
元
は
一
義
的
な
見
方
を
批
判
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
人
間
の
見
方
や
扱
い
方
に
よ
ら
な
い
そ
の
も
の
（
水
な
ど
）
そ
の
ま
ま
の
あ
り
よ
う
を
展
開
す
る
方
向
を
示

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

水
は
～
だ
、
と
一
義
的
に
は
い
え
な
い
。
そ
の
例
が
具
体
的
に
挙
げ
ら
れ
る
。

〈
こ
り
て
は
金
剛
よ
り
も
か
た
し
、
た
れ
か
こ
れ
を
や
ぶ
ら
ん
。
融
じ
て
は
乳
水
よ
り
も
や
は
ら
か
な
り
、
た
れ
か
こ
れ

を
や
ぶ
ら
ん
〉

こ
う
い
わ
れ
る
よ
う
に
水
は
場
合
に
よ
り
、
例
え
ば
非
常
に
大
き
な
圧
力
を
か
け
れ
ば
物
理
的
に
水
で
金
属
を
切
断
で
き

る
ほ
ど
強
い
、
ま
さ
に
金
属
を
切
る
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
と
同
じ
働
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
最
強
」
と
い
う
比
較
の
問
題
で
は
な



179

禅文化研究所紀要 第36号（令和5年5月）

く
、
功
徳
、
す
ぐ
れ
た
働
き
と
し
て
そ
う
な
の
で
あ
る
。〈
や
は
ら
か
〉
と
い
わ
れ
る
化
学
的
特
性
と
し
て
も
お
そ
ら
く
水

が
も
っ
と
も
他
の
液
体
な
ど
と
親
和
性
を
も
つ
の
で
あ
る
。
沸
点
は
百
度
で
、
そ
れ
に
と
ど
か
な
く
て
も
容
易
に
気
化
す
る

な
ど
と
い
う
物
理
的
な
特
性
も
非
常
に
多
く
あ
っ
て
、
ほ
ん
と
う
に
「
水
」
の
功
徳
、
す
ぐ
れ
た
働
き
は
絶
大
で
あ
り
、
命

あ
ふ
れ
る
地
球
の
成
立
に
も
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
地
球
の
海
は
、
天
体
の
微
小
惑
星
や
ち
い
さ
な
氷
惑
星

が
降
り
注
が
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
地
よ
り
も
先
に
溶
岩
と
と
も
に
地
球
を
形
成
し
た
の
で
あ
り
、
最
初
の
生
命
体
も
強

酸
性
の
太
古
の
海
で
発
生
し
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
の
水
の
働
き
で
あ
る
。

〈
し
か
あ
れ
ば
す
な
わ
ち
現
成
所
有
の
功
徳
を
あ
や
し
む
こ
と
あ
た
は
ず
〉
の
〈
現
成
所
有
の
功
徳
〉
と
は
、
現
成
と
い

う
言
葉
に
よ
っ
て
、
人
間
の
見
方
、
認
識
、
覚
知
の
は
い
ら
な
い
水
そ
の
ま
ま
が
も
っ
て
い
る
優
れ
た
働
き
で
あ
り
、
そ
れ

は
こ
の
巻
冒
頭
の
〈
法
位
に
住
し
て
究
尽
の
功
徳
を
成
ぜ
り
〉
に
も
は
っ
き
り
と
伺
わ
れ
る
。

近
代
、
現
代
と
い
う
時
代
は
水
を
ど
う
見
て
き
た
の
か
。
産
業
革
命
に
お
い
て
水
蒸
気
の
力
、
蒸
気
機
関
が
決
定
的
な
役

割
を
果
た
し
た
。
し
か
し
、
人
間
は
そ
の
水
の
功
徳
を
い
わ
ず
、
人
間
の
力
を
誇
る
。
十
九
世
紀
中
葉
フ
ラ
ン
ス
の
官
僚
、

ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
シ
ュ
バ
リ
エ
は
い
う
。

そ
れ
自
身
で
は
弱
く
貧
弱
な
存
在
に
過
ぎ
な
い
人
類
は
、 

機
械
の
助
け
を
借
り
て
、
こ
の
無
限
の
地
球
の
上
に
手
を

広
げ
、
大
河
の
本
流
を
、 

荒
れ
狂
う
風
を
、
海
の
満
ち
引
き
を
我
が
も
の
と
す
る
。
機
械
に
よ
り
、
大
地
の
内
臓
か

ら
、 

そ
こ
に
埋
ま
っ
て
い
た
燃
料
と
金
属
を
引
き
出
し
、
さ
ら
に
は
、
そ
の
燃
料
と
金
属
を
渡
す
ま
い
と
頑
張
る
力
の

大
河
を
て
な
づ
け
る
。 

人
類
は
、
機
械
を
用
い
て
、
水
の
一
滴
一
滴
を
蒸
気
の
貯
水
池
に
変
え
、
力
の
貯
蔵
庫
に
す

る
。
地
球
の
わ
き
に
お
い
た
ら
一
つ
の
原
子
に
過
ぎ
な
い
人
類
が
、
そ
の
地
球
を
、
倦
む
こ
と
な
く
従
順
に
働
く
召
使

に
し
て
し
ま
う
。 

地
球
は
、
主
人
の
監
視
の
も
と
で
、
ど
ん
な
過
酷
な
労
働
も
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
。
人
間
の

こ
の
う
え
な
い
力
を
思
い
知
ら
せ
て
く
れ
る
も
の
、
そ
れ
は
鉄
道
の
上
で
荷
物
を
運
ぶ
た
め
に
考
え
出
さ
れ
た
あ
の
独
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特
の
形
の
蒸
気
機
関
に
他
な
ら
な
い
。（
山
本
義
隆
『
近
代
日
本
一
五
〇
年
』
四
〇
頁
、
岩
波
新
書2018

）

こ
の
よ
う
な
現
代
だ
か
ら
こ
そ
、《
山
水
経
》
の
参
学
が
必
要
な
の
だ
。

〈
十
方
の
水
を
…
…
時
節
を
参
学
す
べ
し
〉
の
〈
十
方
の
水
〉
と
は
、
金
剛
よ
り
硬
か
っ
た
り
、
何
よ
り
も
や
わ
ら
か

か
っ
た
り
、
水
蒸
気
だ
っ
た
り
と
い
う
水
の
様
々
な
様
態
を
い
う
と
解
釈
し
た
い
。
ま
た
〈
十
方
に
し
て
〉
の
方
は
、
す
ぐ

前
の
節
で
〈
人
天
の
水
を
み
る
と
き
の
み
の
参
学
に
あ
ら
ず
〉
と
い
わ
れ
、
ま
た
す
ぐ
後
の
二
節
一
で
〈
山
水
を
み
る
こ

と
、
種
類
に
し
た
が
ひ
て
不
同
あ
り
〉
と
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
人
天
か
ら
、
魚
・
餓
鬼
な
ど
と
い
う
様
々
な
主
体
に
着
目

し
て
、
す
な
わ
ち
〈
著
眼
看
す
べ
き
〉
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ま
た
〈
時
節
を
参
学
す
べ
し
〉
と
い
わ
れ
、
そ
の
〈
著
眼
看
〉

の
具
体
例
が
す
ぐ
後
の
二
節
一
、二
で
述
べ
ら
れ
る
。〈
…
…
す
べ
き
時
節
を
参
究
す
べ
し
〉
と
い
わ
れ
る
意
味
を
考
え
た

い
。〈

時
節
〉
と
い
う
言
葉
も
、
人
間
に
と
っ
て
の
時
間
的
事
柄
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
主
体
に
お
け
る
時
の
契
機
、
機
会

（
水
が
水
を
、
魚
が
海
を
な
ど
）
も
含
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
人
間
に
と
っ
て
で
あ
れ
ば
、
た
ん
に
一
面
的
な
水
の
働
き
（
た

と
え
ば
川
に
お
け
る
流
）
だ
け
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
有
時
、
雪
で
あ
り
、
有
時
、
雲
で
あ
り
、
有
時
、
血
液
で
あ
り
、
有

時
、
尿
で
あ
ろ
う
。
時
節
の
参
究
が
、
固
定
的
見
方
を
離
れ
さ
せ
、
自
ら
の
見
聞
覚
知
の
妥
当
性
を
疑
う
こ
と
に
な
り
、

ま
っ
さ
ら
な
目
を
要
請
す
る
が
、
そ
の
根
底
に
は
い
か
な
る
人
間
の
認
識
、
知
覚
も
水
そ
の
ま
ま
を
捉
え
得
な
い
と
い
う

「
水
」
に
対
す
る
畏
敬
が
あ
る
。
そ
れ
が
、
巻
冒
頭
の
〈
法
位
に
住
し
て
、
究
尽
の
、
功
徳
を
成
ぜ
り
〉
に
な
る
。

〈
水
の
、
水
を
修
証
す
る
が
ゆ
え
に
、
水
の
、
水
を
道
著
す
る
参
究
あ
り
。
自
己
の
、
自
己
に
相
逢
す
る
通
路
を
現
成
せ

し
む
べ
し
〉
は
、「
水
の
参
究
」
と
い
う
主
題
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
が
い
わ
れ
て
い
る
。〈
水
の
水
を
修
証
す
る
〉〈
水
の

水
を
道
著
す
る
〉
と
は
、
人
間
が
「
心
眼
を
開
い
て
」、
あ
る
い
は
「
生
命
実
物
と
し
て
」
見
る
一
切
の
あ
り
方
で
は
な
い
。

ど
こ
ま
で
も
水
が
、
そ
う
す
る
の
で
あ
る
。
人
間
は
仏
祖
で
あ
っ
て
も
悟
り
を
ひ
ら
い
て
も
、
人
で
あ
る
か
ぎ
り
、
水
の
そ
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の
ま
ま
を
参
究
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
水
が
水
を
修
証
す
る
よ
う
に
、
私
た
ち
（
自
己
）
は
、
自
己
を
修
証
し
、
自
己
に

会
う
ほ
か
な
い
。
水
の
修
証
と
自
己
の
修
証
の
関
係
は
、《
現
成
公
案
》
に
〈
自
己
を
な
ら
ふ
と
い
ふ
は
、
自
己
を
わ
す
る

る
な
り
。
自
己
を
わ
す
る
る
と
い
ふ
は
、
万
法
に
証
せ
ら
る
る
な
り
〉
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、〈
万
法
す
す
み
て
自
己
を
修

証
す
る
〉
と
き
、
同
時
に
〈
証
上
に
万
法
を
あ
ら
し
め
〉
る
、
と
い
う
よ
う
に
呼
応
す
る
と
道
元
は
い
う
。

自
己
が
自
己
に
出
会
う
道
、
そ
れ
は
ま
た
他
己
が
他
己
に
出
会
う
道
で
あ
る
。《
現
成
公
案
》
で
も
〈
万
法
に
証
せ
ら
る

る
と
い
ふ
は
、
自
己
の
身
心
お
よ
び
他
己
の
身
心
を
し
て
脱
落
せ
し
む
る
な
り
〉
と
い
わ
れ
た
。
自
己
が
身
心
脱
落
し
た
と

こ
ろ
は
、
同
時
に
他
己
が
脱
落
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。〈
自
己
の
自
己
に
相
逢
す
る
通
路
〉
は
お
の
づ
か
ら
〈
他
己
の
、
他

己
を
参
徹
す
る
〉
活
路
で
あ
る
。

通
路
、
活
路
と
い
う
「
路
」
と
い
う
言
葉
の
縁
語
と
し
て
〈
進
退
〉
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、〈
跳
出
〉
は
《
現
成
公

案
》
初
段
で
見
た
よ
う
に
「
超
出
」
で
は
な
い
。
こ
こ
で
も
「
進
退
を
跳
出
す
べ
し
」
と
は
い
わ
れ
て
い
な
い
。［
増
谷
訳
］

は
「
凡
俗
の
常
情
を
超
克
す
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
」（
一
七
）
と
い
う
が
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。〈
進
退
す
べ
し
、
跳

出
す
べ
し
〉
で
あ
る
。
そ
の
道
を
進
み
、
退
き
、
そ
し
て
跳
ね
出
る
、
と
い
う
上
下
縦
横
の
参
究
を
い
う
、
と
取
り
た
い
。

二
節　

水
お
の
づ
か
ら
見
成

＊

一
、お

ほ
よ
そ
山
水
を
み
る
こ
と
、
種
類
に
し
た
が
ひ
て
不
同
あ
り
。
い
は
ゆ
る
水
を
み
る
に
、
瓔
珞
と
み
る
も
の
あ

り
。
し
か
あ
れ
ど
も
、
瓔
珞
を
水
と
み
る
に
は
あ
ら
ず
。
わ
れ
ら
が
な
に
と
み
る
か
た
ち
を
、
か
れ
が
水
と
す
ら
ん
。

か
れ
が
瓔
珞
は
、
わ
れ
水
と
み
る
。
水
を
妙
華
と
み
る
あ
り
。
し
か
あ
れ
ど
、
華
を
水
と
も
ち
い
る
に
あ
ら
ず
。
鬼
は
、
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水
を
も
て
猛
み
ょ
う

火か

と
み
る
、
濃の
う

血け
つ

と
み
る
。
龍
魚
は
、
宮
殿
と
み
る
、
楼
台
と
み
る
。
あ
る
い
は
七し
っ

宝ぽ
う

摩ま

尼に

珠じ
ゅ

と
み
る
、

あ
る
い
は
樹
林
牆
壁
と
み
る
、
あ
る
い
は
清
浄
解
脱
の
法
性
と
み
る
、
あ
る
い
は
真
実
人
体
と
み
る
。
あ
る
い
は
身
相

心
性
と
み
る
。
人
間
、
こ
れ
を
水
と
み
る
、
殺せ

つ

活か
つ

の
因
縁
な
り
。

［
注
釈
］

○
い
は
ゆ
る
水
を
み
る
に
…
…
一
水
四
見
（
見
る
主
体
に
よ
っ
て
見
方
が
か
わ
る
た
と
え
）
の
典
拠
は
『
摂
大
乗
論
釈
』
巻
四　
「
一
者
成

就
相
違
識
相
智
。
如
餓
鬼
傍
生
及
諸
天
人
。
同
於
一
事
見
彼
所
識
有
差
別
故
。
…
…
釈
曰
。
…
…
謂
於
餓
鬼
自
業
変
異
増
上
力
故
。
所

見
江
河
皆
悉
充
満
膿
血
等
処
。
魚
等
傍
生
即
見
舎
宅
遊
従
道
路
。
天
見
種
種
宝
荘
厳
地
。
人
見
是
処
有
清
冷
水
波
浪
湍
涸
。
若
入
虚
空

無
辺
処
定
。
即
於
是
処
唯
見
虚
空
。
一
物
実
有
為
互
相
違
。
非
一
品
類
智
生
因
性
不
応
道
理
。
云
何
於
此
一
江
河
中
。
已
有
膿
血
屎
尿

充
満
。
持
刀
杖
人
両
岸
防
守
。
復
有
種
種
香
潔
舎
宅
。
清
浄
街
衢
衆
宝
厳
地
。
清
冷
美
水
波
浪
湍
洄
。
虚
空
定
境
。
若
許
外
物
。
都
無

実
性
。
一
切
皆
従
内
心
変
現
。
衆
事
皆
成
。（
一
に
は
相
違
識
の
相
智
を
成
就
す
。
餓
鬼
・
傍
生
及
び
諸
天
・
人
の
如
き
は
同
じ
く
一
事
に

於
い
て
見
る
に
、
か
の
所
識
、
差
別
有
る
が
故
に
。
…
…
釈
し
て
曰
く
。
…
…
謂
は
く
、
餓
鬼
に
於
い
て
は
、
自
業
の
変
異
増
上
力
の
故
に
、

見
る
所
の
江
河
は
皆
な
悉
く
膿
血
等
充
満
す
る
処
な
り
。
魚
等
の
傍
生
は
即
ち
舎
宅
・
遊
従
の
道
路
と
見
、
天
は
種
々
の
宝
の
荘
厳
せ
る
地

と
見
、
人
は
是
の
処
、
清
冷
の
水
あ
り
て
波
浪
の
湍た
ん

洄か
い

せ
る
を
見
、
も
し
虚
空
無
辺
所
定
に
入
る
も
の
は
、
即
ち
是
の
処
に
於
い
て
唯
だ
虚

空
を
見
る
。
…
…
訓
読
略
…
…
若
し
外
物
は
都
々
実
性
無
し
と
許
さ
ば
、
一
切
は
皆
な
内
心
よ
り
変
現
し
て
衆
事
皆
な
成
る
）」（
無
性
菩
薩

造
、
玄
奘
訳
、T

31,402c

）

○
瓔
珞　

イ
ン
ド
で
ビ
ー
ズ
や
貴
金
属
を
編
ん
で
作
っ
た
装
身
具
、
特
に
ネ
ッ
ク
レ
ス
。

前
の
注
釈
の
『
摂
大
乗
論
釈
』
に
よ
る
叙
述
は
《
現
成
公
案
》
で
も
〈
こ
の
大
海
、
ま
ろ
な
る
に
あ
ら
ず
、
…
…
瓔
珞
の
ご
と
し
〉
と
、

言
及
さ
れ
て
い
る
。

○
楼
台　

高
い
建
物
。
あ
る
い
は
四
阿
（
東
屋
）。
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○
摩
尼
（
宝
）
珠　

出
典
『
雑
阿
含
経
』
巻
二
十
七
（
七
二
二
）「
転
輪
聖
王
、
察
試
宝
珠
、
陰
雨
之
夜
、
将
四
種
兵
、
入
於
園
林
、
持
珠

前
導
、
光
明
照
耀
、
面
一
由
旬
。
是
為
転
輪
聖
王
出
興
于
世
、
摩
尼
宝
珠
現
於
世
間
。（
転
輪
聖
王
、
宝
珠
を
察た

め
し
み試
る
に
、
陰
雨
の
夜
に

四
種
の
兵
を
将ひ
き

い
て
園
林
に
入
り
、
珠
を
持
ち
て
前
導
す
る
に
、
光
明
照
耀
す
る
こ
と
、
一
由
旬
に
面
す
。
是
れ
転
輪
聖
王
、
世
に
出
興
す

る
が
た
め
に
、
摩
尼
宝
珠
、
世
間
に
現
わ
る
）」（T

2,194c

）

『
菩
薩
本
行
経
』
巻
下
「
大
海
龍
王
即
以
髻
中
摩
尼
宝
珠
、
以
上
菩
薩
（
大
海
の
龍
王
は
即
ち
髻
中
の
摩
尼
宝
珠
を
以
て
、
以
て
菩
薩
に
上

る
）」（T

3,124a
）。
如
意
宝
珠
と
も
。

○
殺
活　

生
き
る
か
死
ぬ
か
、
で
は
な
く
、
活
か
す
か
殺
す
か
。

＊
道
元
用
例

〈
た
と
ひ
捉
虚
空
の
好
手
な
り
と
も
、
虚
空
の
内
外
を
参
学
す
べ
し
、
虚
空
の
殺
活
を
参
学
す
べ
し
〉《
虚
空
》

【
現
代
語
訳
】

そ
う
じ
て
山
水
を
見
る
こ
と
は
（
見
る
主
体
の
）
種
類
に
よ
っ
て
同
じ
で
は
な
い
。
水
を
見
る
（
場
合
）
に
（
水
を
）
首
飾

り
と
み
る
も
の
が
あ
る
。
そ
う
で
は
あ
る
が
、（
そ
の
主
体
は
）
首
飾
り
を
水
と
見
る
の
で
は
な
い
。
私
た
ち
が
何
と
見
る
形

を
、
そ
の
主
体
は
水
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
（
そ
の
主
体
）
に
と
っ
て
の
首
飾
り
を
、
私
は
水
と
見
る
。
水
を
美
し
い

花
と
見
る
も
の
が
あ
る
。
そ
う
で
は
あ
る
が
（
か
れ
ら
は
）
花
を
水
と
し
て
用
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
鬼
は
水
を
猛
火
と
見

た
り
、
膿
血
と
見
る
。
龍
や
魚
は
（
水
を
）
宮
殿
と
見
た
り
、
高
い
建
物
と
見
る
。
あ
る
い
は
（
あ
る
主
体
は
水
を
）
七
宝
や

摩
尼
宝
珠
と
見
た
り
、
あ
る
い
は
樹
林
や
牆
壁
と
見
る
。
あ
る
い
は
（
あ
る
主
体
は
水
を
）
清
浄
な
解
脱
の
法
性
だ
と
見
た

り
、
あ
る
い
は
（
あ
る
主
体
は
水
を
）
真
実
の
人
体
だ
と
見
た
り
、
あ
る
い
は
（
あ
る
主
体
は
水
を
）
身
相
心
性
と
見
る
。
人
間

は
こ
れ
を
水
と
見
る
、（
水
を
ど
う
見
る
か
は
、
そ
の
主
体
を
）
殺
す
か
活
か
す
か
の
因
縁
で
あ
る
。
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【
諸
釈
の
検
討
】

田
中
『
道
元
』

い
ま
道
元
は
「
印
度
人
が
『
天
人
が
水
と
見
る
』
と
見
る
」
と
見
る
の
で
あ
る
。「
種
類
に
し
た
が
い
て
不
同
あ

り
」
だ
か
ら
、
わ
れ
ら
が
か
く
「
見
る
」
の
も
万
々
是
非
な
き
次
第
で
あ
る
。
然
る
に
、
道
元
は
、
印
度
の
風
俗
に
引

か
れ
、
右
の
道
理
を
知
る
や
知
ら
ず
や
、
つ
い
う
か
う
か
と
、
わ
れ
ら
の
仕
掛
け
た
穽

お
と
し
あ
なに
堕
ち
込
ん
だ
。「
み
る
も

の
」
に
種
類
が
あ
る
の
み
で
な
く
、
瓔
珞
が
す
で
に
し
て
種
類
に
よ
る
こ
と
を
、
つ
い
忘
れ
ん
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。

（
一
四
二
）

殺
活
の
因
縁
な
り
と
は
、
彼
に
あ
る
も
の
我
に
な
く
、
我
に
あ
る
も
の
彼
に
な
く
、
彼
此
の
不
同
な
る
こ
と
、
す
べ

て
業
見
知
見
に
因
っ
て
起
る
と
い
ふ
意
で
あ
る
。（
一
四
四
）

（
検
討
）

取
る
に
足
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、「
印
度
人
が
『
天
人
が
水
と
見
る
』」
な
ど
、
要
ら
ぬ
こ
と
で
あ
り
、
龍
魚
が
宮
殿
と

み
る
等
も
印
度
の
仏
典
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
を
［「『
と
見
る
』
と
見
る
」
と
見
る
］
な
ど
ま
っ
た
く
余
計
な
こ
と
。
ま
た

道
元
が
「
わ
れ
ら
の
仕
掛
け
た
穽
に
堕
ち
」
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
瓔
珞
の
種
類
な
ど
、
こ
こ
で
は
問
題
で
な

い
。「
殺
活
の
因
縁
」
の
説
明
の
ど
こ
に
「
殺
活
」
が
あ
る
の
か
。

古
田
『
私
釈
』

こ
こ
で
も
水
に
対
す
る
所
見
の
い
ず
れ
も
が
妄
見
で
あ
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。（
六
一
）

し
か
し
そ
れ
は
瓔
珞
と
思
い
込
ん
で
い
る
だ
け
の
こ
と
で
あ
っ
て
瓔
珞
が
実
は
水
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
な
い
の

で
あ
り
、「
瓔
珞
を
水
と
み
る
に
あ
ら
ず
」
と
い
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。（
六
二
）
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（
検
討
）

一
水
四
見
は
け
っ
し
て
妄
見
で
は
な
い
。
人
が
水
と
見
る
の
を
含
め
て
、
主
体
に
よ
っ
て
様
々
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

「
瓔
珞
が
実
は
水
」
な
の
で
は
な
く
、
逆
に
「
瓔
珞
を
水
と
み
る
の
で
は
な
い
」
で
あ
る
。
古
田
は
わ
た
し
た
ち
が
｛
そ
れ
｝

を
「
水
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
対
す
る
省
み
が
な
い
。
人
間
の
見
だ
け
が
ほ
ん
と
う
で
他
は
妄
見
と
思
う
か
ら
で
あ
ろ
う
。

安
谷
『
参
究
』

読
者
諸
君
も
、
一
水
四
見
を
作
り
話
だ
と
思
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
よ
。
業
感
縁
起
と
い
う
立
場
か
ら
い
う
と
、
宇
宙

は
全
部
業
感
縁
起
で
あ
る
。（
一
二
一
）

凡
見
凡
情
を
殺
し
て
、
本
来
の
自
己
に
復
活
す
る
よ
り
外
に
方
法
は
な
い
。
そ
の
殺
活
の
因
縁
と
な
る
の
が
上
来
示

し
た
水
の
参
究
で
あ
り
…
…
。（
一
二
二
）

（
検
討
）

「
業
感
縁
起
」
と
は
、
人
に
と
っ
て
世
界
の
諸
現
象
の
変
化
す
る
あ
り
様
は
、
人
（
衆
生
）
の
業
因
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の

で
あ
る
と
い
う
説
で
あ
り
、「
一
水
四
見
」
は
そ
れ
と
は
違
う
だ
ろ
う
。「
殺
活
」
は
、
凡
見
を
殺
し
、
本
来
の
自
己
に
活
き

る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。
ち
な
み
に
［
水
野
訳
］
は
、「（
水
を
）
活
か
す
も
殺
す
も
（
見
る
も
の
の
持
っ
て
い
る
）
因
縁

で
あ
る
。」（
二
三
七
）
と
す
る
。
岩
波
文
庫
脚
註
（
水
野
）
で
は
、「
水
を
殺
し
て
見
る
こ
と
も
あ
り
、
活
か
し
て
見
る
こ
と

も
あ
る
」
と
す
る
が
同
じ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
水
を
活
か
す
か
殺
す
か
で
は
あ
る
ま
い
。

内
山
『
味
わ
う
』

そ
う
い
う
さ
ま
ざ
ま
な
見
方
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
死
ん
だ
り
す
る
因
縁
に
よ
っ
て
生
ず
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る
。（
八
八
）

（
検
討
）

「
そ
れ
に
よ
っ
て
」
の
「
そ
れ
」
は
水
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
水
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
た
り
、
死
ん
だ
り
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

魚
に
と
っ
て
宮
殿
で
あ
る
こ
と
は
「
生
か
さ
れ
る
」
と
は
、
す
こ
し
違
う
し
、
鬼
が
「
猛
火
」
と
み
る
の
は
、
必
ず
し
も
そ

れ
で
死
ぬ
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
。

【
私
釈
】

こ
こ
は
、
一
章
三
節
の
〈
各
各
の
見
成
は
、
各
各
の
依
正
な
り
〉
を
敷
衍
し
た
も
の
だ
が
、
西
洋
の
認
識
論
よ
り
徹
底
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
西
洋
哲
学
で
い
う
認
識
論
は
、
人
間
の
認
識
に
限
ら
れ
て
い
る
。
譬
え
ば
カ
ン
ト
は
、
物
自
体

は
認
識
で
き
な
い
が
、
物
自
体
が
理
性
を
触
発
し
て
、
感
性
の
先
天
的
形
式
直
感
（
時
間
と
空
間
、
純
粋
直
感
）
を
通
し
て
外

か
ら
与
え
ら
れ
た
物
が
悟
性
の
先
天
的
形
式
（
範
疇
）
に
よ
っ
て
総
合
的
に
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
た
。
こ
れ
を
含

め
お
よ
そ
西
洋
の
認
識
論
は
、
人
間
の
認
識
論
で
あ
る
。
や
っ
と
現
代
の
生
物
学
的
知
見
か
ら
犬
の
認
識
（
眼
識
は
白
黒
だ

が
、
嗅
覚
が
優
れ
て
い
る
）、
コ
ウ
モ
リ
の
認
識
（
目
の
認
識
は
非
常
に
低
い
が
聴
覚
が
並
外
れ
て
す
ぐ
れ
て
い
る
）、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー

の
認
識
（
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
た
数
字
の
順
序
を
一
目
で
認
識
で
き
る
）
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
東
洋
で

は
、
人
間
は
し
ば
し
ば
相
対
化
さ
れ
る
が
、
人
間
の
知
見
（
認
識
）
に
つ
い
て
、
道
元
ほ
ど
徹
底
し
て
相
対
化
し
た
人
は
い

な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
章
の
四
節
二
で
ふ
た
た
び
〈
い
ま
学
仏
の
と
も
が
ら
、
水
を
な
ら
は
ん
と
き
、
ひ
と
す
ぢ

に
人
間
の
み
に
は
と
ど
こ
ほ
る
べ
か
ら
ず
〉
と
い
わ
れ
て
い
る
。

彼
ら
天
人
は
〈
瓔
珞
を
水
と
み
る
に
は
あ
ら
ず
〉、
す
な
わ
ち
私
達
の
見
る
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
天
人
が
水
と
み
る
の
で
は
な

い
。〈
わ
れ
ら
が
な
に
と
み
る
か
た
ち
を
、
か
れ
が
水
と
す
ら
ん
〉
と
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
は
ど
の
よ
う
に
見
え
る
も
の



187

禅文化研究所紀要 第36号（令和5年5月）

が
、
か
れ
ら
（
天
人
や
魚
）
に
と
っ
て
の
水
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
人
間
に
は
知
り
得
な
い
。
そ
れ

が
こ
の
章
の
四
節
二
で
〈
い
ま
人
間
に
は
、
海
の
こ
こ
ろ
、
江
の
こ
こ
ろ
を
ふ
か
く
水
と
知
見
せ
り
と
い
へ
ど
も
、
龍
魚
等

い
か
な
る
も
の
を
も
て
水
と
知
見
し
、
水
と
使
用
す
と
、
い
ま
だ
し
ら
ず
。
お
ろ
か
に
、
わ
が
水
と
知
見
す
る
を
、
い
づ
れ

の
た
ぐ
ひ
も
水
に
も
ち
い
る
ら
ん
、
と
認
ず
る
こ
と
な
か
れ
〉
と
言
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
は
、
水
を
何
と
み
る
か
を
、
主
体
に
関
わ
る
問
題
と
し
て
お
り
、
そ
の
主
体
の
中
に
鬼
や
天
人
な
ど
神
話
的
主
体
が

混
じ
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
現
代
で
も
十
分
に
通
用
す
る
認
識
論
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
人
間
の
認
識

の
限
界
、
限
定
を
示
す
こ
と
で
あ
る
。

主
体
の
諸
類
に
よ
っ
て
色
々
に
見
ら
れ
る
も
の
を
、
人
間
は
水
と
見
る
、
と
い
う
こ
と
が
〈
殺
活
の
因
縁
〉
で
あ
る
と
は

ど
う
い
う
こ
と
か
。

人
間
が
水
と
見
る
も
の
は
水
で
あ
る
、
と
言
っ
て
し
ま
っ
て
は
、
た
だ
の
凡
夫
の
普
通
の
見
方
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
凡
夫

の
見
解
を
揺
り
動
か
す
の
に
、
道
元
は
仏
教
教
義
な
ど
持
ち
出
し
「
真
空
の
性
水
」
だ
な
ど
と
は
言
わ
な
い
。
で
は
人
が
水

を
み
る
の
に
、
ど
の
よ
う
に
殺
活
の
因
縁
と
な
る
の
か
。「
殺
活
」
は
《
虚
空
》
の
用
例
の
文
脈
を
見
て
も
「
人
」
の
殺
活

で
あ
る
。
そ
れ
は
四
章
四
節
二
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
が
、
そ
れ
と
は
こ
と
な
る
が
「
殺
活
」
と
い
う
と
こ
ろ
だ
け
見
れ
ば
、

吉
州
青
原
惟
信
禅
師
の
次
の
よ
う
な
上
堂
語
が
参
考
に
な
ろ
う
。

「
老
僧
三
十
年
前
未
参
禅
時
。
見
山
是
山
見
水
是
水
。
及
至
後
来
親
見
知
識
有
箇
入
処
。
見
山
不
是
山
。
見
水
不
是
水
。

而
今
得
箇
休
歇
処
。
依
然
見
山
秖
是
山
。
見
水
秖
是
水
（
老
僧
三
十
年
前
、
未
だ
参
禅
せ
ざ
り
し
時
、
山
を
見
て
は
是
れ
山
、
水
を
見

て
は
是
れ
水
。
後
来
、
親
し
く
知
識
に
見
え
て
箇
の
入
処
あ
る
に
及お
よ
び
て至
は
、
山
を
見
て
は
是
れ
山
な
ら
ず
、
水
を
見
て
は
是
れ
水
な
ら
ず
。
而

今
、
箇
の
休
歇
の
処
を
得
て
は
、
依
然
、
山
を
見
て
は
秖
是
れ
山
、
水
を
見
て
は
秖
是
れ
水
な
る
の
み
）」。（『
続
伝
灯
録
』T

51,p614c

）

「
水
是
水
に
あ
ら
ず
」
と
い
う
の
は
、
惟
信
の
大
死
の
句
で
あ
り
、「
水
秖
こ
れ
水
」
は
そ
の
大
死
を
経
た
活
句
で
あ
り
、



188

正法眼蔵　第二十九　山水経　私釈　［下］（松岡 由香子）

そ
の
よ
う
な
こ
と
も
〈
殺
活
の
因
縁
〉
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

二
、す

で
に
随
類
の
所
見
不
同
な
り
、
し
ば
ら
く
こ
れ
を
疑
著
す
べ
し
。
一
境
を
み
る
に
諸
見
し
な
じ
な
な
り
と
や
せ

ん
、
諸
象
を
一
境
な
り
と
誤
錯
せ
り
と
や
せ
ん
、
功
夫
の
頂

に
さ
ら
に
功
夫
す
べ
し
。
し
か
あ
れ
ば
す
な
は
ち
、
修

証
弁
道
も
一
般
・
両
般
な
る
べ
か
ら
ず
、
究
竟
の
境
界
も
千
種
万
般
な
る
べ
き
な
り
。

さ
ら
に
こ
の
宗
旨
を
憶
想
す
る
に
、
諸
類
の
水
た
と
ひ
お
ほ
し
と
い
へ
ど
も
、
本
水
な
き
が
ご
と
し
、
諸
類
の
水
な

き
が
ご
と
し
。
し
か
あ
れ
ど
も
、
随
類
の
諸
水
、
そ
れ
心
に
よ
ら
ず
、
身
に
よ
ら
ず
、
業
よ
り
生
ぜ
ず
、
依
自
に
あ
ら

ず
、
依
他
に
あ
ら
ず
、
依
水
の
透
脱
あ
り
。
し
か
あ
れ
ば
、
水
は
地
・
水
・
火
・
風
・
空
識
等
に
あ
ら
ず
、
水
は
青
・

黄
・
赤
・
白
・
黒
等
に
あ
ら
ず
、
色
・
声
・
香
・
味
・
触
・
法
等
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
地
水
火
風
空
等
の
水
、
お
の
づ

か
ら
現
成
せ
り
。

［
注
釈
］

○
一
境　

一
つ
の
対
象
。

○
諸
象　

さ
ま
ざ
ま
な
認
識
さ
れ
た
形
。

○
一
般
・
両
般　

般
は
種
類
で
、
一
種
類
、
二
種
類
。

○
憶
想　

思
い
起
こ
す
、
思
い
量
る
。

○
地
・
水
・
火
・
風
・
空
識
等　

地
水
火
風
は
四
大
、
空
を
入
れ
て
五
大
。
識
を
入
れ
て
六
大
。
仏
教
に
お
け
る
物
質
を
構
成
し
て
い
る

要
素
。
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○
青し
ょ
う・
黄お
う

・
赤せ
き

・
白び
ゃ
く・
黒こ
く　

仏
教
に
お
け
る
五
色
、
五
大
色
、
五
正
色
と
も
い
う
。
そ
れ
に
性
質
な
ど
を
読
み
込
む
こ
と
も
あ
る
。

○
色
・
声
・
香
・
味
・
触
・
法　

六
境
す
な
わ
ち
六
根
六
識
の
対
象
。
人
間
の
知
覚
の
対
象
。

【
現
代
語
訳
】

す
で
に
（
主
体
の
）
種
類
に
し
た
が
っ
て
所
見
は
不
同
で
あ
る
。
し
ば
し
、
こ
れ
を
疑
っ
て
み
る
が
よ
い
。
一
つ
の
対
象

を
見
る
の
に
、
様
々
な
（
主
体
に
よ
る
）
見
方
は
種
々
あ
る
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
、
さ
ま
ざ
ま
に
認
識
さ
れ
た
形
を
、
一
つ

の
対
象
で
あ
る
と
間
違
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。（
こ
れ
に
つ
い
て
）
功
夫
を
究
め
た
う
え
に
も
、
さ
ら
に
功
夫
す
る
が
よ
い
。

こ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
修
証
や
弁
道
も
一
通
り
や
二
通
り
で
あ
る
は
ず
が
な
い
。
極
め
尽
く
し
た
境
界
も
千
種
も

万
種
も
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

さ
ら
に
こ
の
意
義
を
思
い
は
か
る
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
類
に
と
っ
て
の
水
は
、
た
と
え
多
い
と
い
っ
て
も
、「
本
当
の
水
」

と
い
う
も
の
は
な
い
よ
う
な
も
の
だ
。
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
に
と
っ
て
の
（
共
通
の
）
水
は
な
い
よ
う
な
も
の
だ
。
そ
う
で
は

あ
る
が
（
主
体
の
）
種
類
に
し
た
が
っ
て
の
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
水
（
と
認
識
さ
れ
た
も
の
）
は
、
そ
も
そ
も
心
に
因
る
の
で
は
な

く
、
身
に
依
る
の
で
は
な
く
、（
過
去
の
）
業
か
ら
生
じ
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
に
依
る
の
で
も
な
く
、
他
に
依
る
の
で
も
な

く
、
水
に
依
る
と
い
う
透
脱
が
あ
る
。

そ
う
で
あ
る
か
ら
「
水
」
は
地
水
火
風
空
識
等
（
の
物
質
的
六
大
）
で
は
な
い
、
水
は
青
黄
赤
白
黒
等
（
の
色
）
で
は
な
く
、

色
声
香
味
触
法
等
（
の
感
覚
知
覚
の
対
象
）
で
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
地
水
火
風
空
等
の
水
は
、
お
の
ず
か
ら
現
成
し
て
い

る
。
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【
諸
釈
の
検
討
】

田
中
『
道
元
』

し
ば
ら
く
こ
れ
を
疑
著
す
べ
し
と
は
、
凝
固
せ
る
常
見
的
独
断
の
根
幹
を
ゆ
す
ぶ
っ
て
、
大
動
揺
を
起
こ
さ
せ
る
活

作
略
で
あ
る
。
一
境
に
多
見
あ
る
か
、
多
境
に
一
見
あ
る
か
、
軽
々
し
く
独
断
し
て
は
な
ら
ぬ
。（
六
三
）

究
竟
の
果
上
に
千
種
万
般
あ
る
が
故
に
、
仏
仏
祖
祖
に
各
各
の
暖
皮
肉
が
あ
っ
て
、
断
じ
て
傀
儡
化
せ
ぬ
理
由
が
存

す
る
。
ま
た
こ
の
故
に
、
後
仏
に
仕
え
る
に
先
仏
の
と
き
の
二
番
煎
じ
を
以
て
し
て
は
な
ら
ぬ
理
由
も
存
す
る
。
さ
ら

に
な
お
、
こ
の
故
に
、
登
れ
ば
同
じ
峰
の
い
た
だ
き
と
楽
観
し
て
三
教
一
致
の
胡
説
を
乱
道
す
べ
か
ら
ざ
る
所
以
が
あ

る
。（
一
四
六
）

諸
註
を
案
じ
て
も
、
と
ん
と
合
点
が
ゆ
か
ぬ
か
ら
、
こ
こ
で
も
著
者
は
、
道
元
の
文
体
に
即
し
て
、
私
見
を
先
立
て

な
い
こ
と
と
し
た
い
。
従
来
説
き
来
っ
た
よ
う
に
、
諸
類
の
見
る
水
は
千
種
万
様
で
、
甚
だ
お
お
し
と
い
え
ど
も
、
本

来
の
水
と
い
う
も
の
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
水
が
あ
っ
て
、
こ
れ
を
瓔
珞
、
妙
華
、
濃
血
、
摩
尼
珠
、
宮
殿
等
と
見
る

と
い
う
ふ
う
に
述
べ
て
来
た
か
ら
、
も
と
も
と
一
な
る
水
（
本
水
）
が
あ
る
と
思
い
込
み
易
い
の
で
あ
る
が
、
誰
に
も

見
え
な
い
。
仮
令
、
見
え
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
、
そ
の
誰
か
も
矢
張
り
諸
類
の
中
の
一
つ
で
あ
る
か
ら
、
本
水
と
は
云

い
難
い
。…
…
そ
の
さ
ま
ざ
ま
に
多
い
水
と
は
別
に
、
本
来
の
水
が
あ
る
と
も
思
え
ぬ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
ご
と
し
、

と
い
う
の
は
、
非
常
に
含
み
の
大
き
い
言
葉
で
あ
っ
て
、
さ
し
迫
っ
て
き
め
つ
け
る
の
で
は
な
い
。
こ
う
い
う
と
き
に

真
空
性
水
な
ど
を
持
ち
出
し
て
説
き
な
す
の
は
、
随
分
可お

か笑
し
な
こ
と
で
あ
る
。（
一
五
一
―
一
五
二
）

諸
類
の
一
致
し
て
水
と
見
る
が
如
き
水
は
、
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
本
水
な
き
が
ご
と
し
を
、
さ
ら
に
別

の
言
葉
で
強
化
し
た
の
で
あ
る
。（
一
五
五
）
…
…
進
歩
や
錯
、
退
歩
や
錯
、
も
は
や
と
り
付
く
場
所
は
悉
く
奪
わ
れ
て

了
っ
た
。
百
尺
竿
頭
進
一
歩
の
と
き
は
、
ま
さ
し
く
今
で
あ
る
。
こ
れ
を
活
路
と
い
ふ
。
い
は
く
、
依
水
の
透
脱
あ
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り
。
自
他
及
び
能
所
の
右
往
左
往
で
、
諸
水
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
。
諸
水
は
諸
水
の
ま
ん
ま
で
諸
水
を
透
脱
す
る
。

諸
水
の
身
心
脱
落
で
あ
る
。（
一
五
六
）

か
く
の
ご
と
き
水
は
、
い
は
ゆ
る
四
大
五
蘊
の
水
で
は
な
い
。
…
…
水
は
地
水
火
風
空
の
水
を
透
脱
し
て
ゐ
る
け
れ

ど
も
、
地
水
火
風
空
の
水
と
し
て
お
の
づ
か
ら
現
成
し
て
い
る
。
さ
ら
に
転
じ
て
言
へ
ば
、
こ
こ
の
、
あ
ら
ざ
れ
ど
も

は
、
却
っ
て
、
あ
ら
ざ
る
が
ゆ
え
に
で
あ
る
。
透
脱
せ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
能
く
地
水
火
風
・
青
黄
赤
白
の
水
と
し
て
お
の

づ
か
ら
現
成
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。（
一
五
八
）

水
の
水
に
か
か
る
依
水
の
消
息
を
、
道
元
の
師
如
浄
は
、
風
鈴
に
託
し
て
次
の
や
う
に
云
う
た
。
渾
身
口
に
似
て
虚

空
に
掛
る
…
…
道
元
は
後
に
正
法
眼
蔵
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
の
中
に
こ
の
風
鈴
の
頌
を
挙
げ
て
、
仏
祖
嫡
嫡
の
談
般
若
な

り
、
と
書
い
て
ゐ
る
。
…
…
地
水
火
風
空
等
の
水
は
般
若
な
り
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
…
…
学
般
若
の
水
は
、
渾
身
水

に
し
て
水
に
掛
る
。（
一
五
九
―
一
六
二
）

（
検
討
）

最
初
は
、「
多
境
に
一
見
あ
る
か
」
と
い
わ
れ
る
が
、
本
文
は
〈
諸
象
を
一
境
な
り
と
誤
錯
〉
で
あ
っ
て
、「
多
境
」
つ
ま

り
「
多
く
の
対
象
」
で
は
な
く
「
諸
象
」、
つ
ま
り
「
い
ろ
い
ろ
に
認
識
さ
れ
て
い
る
形
」
を
、「
一
見
」
で
は
な
く
「
一

境
」
つ
ま
り
「
一
つ
の
対
象
」
と
誤
認
し
た
と
す
る
の
か
、
で
あ
る
。

続
い
て
「
究
竟
の
果
上
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
見
性
禅
で
い
う
四
百
八
十
か
の
公
案
を
通
っ
た
境
界
（
言
葉
や
動
作
に
よ
る

提
示
）
と
勘
違
い
し
た
と
思
わ
れ
、「
傀
儡
化
」
や
「
二
番
煎
じ
」
と
い
う
見
当
外
れ
な
解
釈
と
な
っ
て
い
る
。

「
諸
註
を
案
じ
て
も
」
以
下
は
、
は
じ
め
は
妥
当
な
解
釈
だ
ろ
う
。
小
さ
な
こ
と
だ
が
「
そ
の
さ
ま
ざ
ま
に
多
い
水
と
は

別
に
」
は
「
…
…
多
い
水
［
と
見
ら
れ
た
］
水
」
と
す
べ
き
だ
ろ
う
。「
ご
と
し
」
は
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。

「
諸
類
の
一
致
し
て
」
以
下
も
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、「
進
歩
や
錯
…
…
」
云
々
は
、
道
元
が
い
わ
な
い
ど
こ
ろ
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か
、
そ
の
前
に
〈
活
路
を
進
退
す
べ
し
〉
と
逆
な
こ
と
が
い
わ
れ
て
い
る
の
で
的
外
れ
で
あ
る
。

続
く
一
文
の
「
四
大
五
蘊
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
人
間
の
分
析
で
あ
っ
て
、
い
ま
の
水
と
は
無
関
係
で
あ
り
、〈
あ
ら
ざ

れ
ど
も
〉
の
解
釈
も
妥
当
と
は
思
わ
れ
な
い
。

ま
た
「
お
の
づ
か
ら
現
成
し
て
い
る
水
」
は
地
水
火
風
・
青
黄
赤
白
の
水
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
し
て
も
三
頁
も
費
や
し

て
、
如
浄
の
風
鈴
頌
を
喋
喋
と
述
べ
る
が
、
そ
の
頌
の
何
処
に
も
「
水
」
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
か
ろ
う
じ
て
《
摩
訶
般

若
波
羅
蜜
》
に
〈
ま
た
般
若
六
枚
あ
り
、
地
水
火
風
空
識
な
り
〉
と
言
及
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
結
び
つ
け
て
、
水
は
般
若

だ
と
い
う
の
は
、
屁
理
屈
も
甚
だ
し
い
。

古
田
『
私
釈
』

古
田
は
『
啓
迪
』
を
批
判
的
に
引
用
し
て
こ
う
い
う
。

若
し
も
所
見
不
同
の
差
別
の
立
場
に
あ
っ
て
水
を
見
る
限
り
に
あ
っ
て
は
、
ど
れ
が
真
実
で
ど
れ
が
虚
説
で
あ
る
か

と
言
う
区
別
だ
て
は
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
虚
説
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
り
、「
功
夫
の
頂

に
さ

ら
に
功
夫
す
べ
し
」
と
要
求
し
て
い
る
の
は
、
本
当
の
水
の
真
実
は
諸
見
不
同
の
差
別
の
世
界
を
突
破
し
た
と
こ
ろ
の

工
夫
に
あ
る
と
言
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。（
六
三
）

…
究
竟
の
境
界
も
千
種
万
般
で
あ
る
と
い
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
こ
の
違
い
を
た
だ
ち
に
水
を
見
る
に
つ
い
て

の
随
類
の
所
見
不
同
で
あ
る
の
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
と
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
修
証
弁
道
も
、
究
竟
の
境
界
も

い
ろ
い
ろ
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
水
の
水
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
で
、
瓔
珞
と
思
い
込
ん
で
い
た
り
、
妙
華

と
思
い
込
ん
だ
り
し
て
い
る
の
と
わ
け
が
違
う
の
で
あ
る
。（
六
四
）

…
…
本
水
す
な
わ
ち
本
来
の
水
の
水
た
る
も
の
を
見
て
い
な
い
の
で
あ
り
、
所
見
ま
ち
ま
ち
の
水
の
見
方
は
水
自
体
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に
は
関
り
の
な
い
も
の
と
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
修
証
弁
道
が
い
ろ
い
ろ
で
あ
り
、
究
竟
の
境
界
が
い
ろ

い
ろ
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
は
、
水
で
言
う
な
ら
ば
水
の
水
た
る
を
見
た
上
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
う
な
れ
ば
い
ろ
い
ろ

の
象か

た
どり
を
な
し
た
水
も
ひ
っ
き
ょ
う
は
一
水
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
…
…
諸
類
の
見
る
水
は
本
来
の
水
の
水
た
る

も
の
で
な
い
か
ら
、
諸
類
の
見
る
水
は
実
は
あ
る
よ
う
で
な
い
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
先
に
「
お
ほ
よ

そ
山
水
を
見
る
こ
と
種
類
に
し
た
が
ひ
て
不
同
あ
り
」
と
い
っ
て
い
る
が
、
か
か
る
所
見
不
同
の
水
は
結
論
と
し
て
は

水
と
し
て
な
い
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。（
六
五
）

「
し
か
あ
れ
ど
も
随
類
の
諸
水
」
と
あ
る
随
類
の
「
類
」
は
一
本
に
「
流
」
と
あ
る
が
、
随
流
と
す
る
の
は
ち
ょ
っ

と
面
白
い
の
で
あ
り
、
…
…
「
随
類
の
諸
水
」
は
も
し
水
が
あ
る
こ
と
と
す
る
と
前
後
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
こ

の
ま
ま
の
字
句
の
解
釈
で
は
い
さ
さ
か
お
か
し
い
こ
と
に
な
る
と
い
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
…
…『
啓
迪
』

は
こ
の
と
こ
ろ
を
「
さ
て
諸
類
の
所
見
に
依よ

っ

て
、
水
と
認
め
る
も
の
は
ま
ち
ま
ち
ぢ
ゃ
が
と
も
か
く
諸
類
水
だ
と
思
う

水
は
あ
る
、
だ
が
そ
の
水
は
真
空
性
水
だ
か
ら
、
心
に
依
っ
て
出
来
た
で
も
な
い
…
…
依
自
依
他
で
も
な
い
、
そ
れ
で

は
何
じ
ゃ
」
と
説
い
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
解
す
る
と
諸
類
所
見
の
ま
ち
ま
ち
の
も
の
が
、
そ
の
ま
ま
真
空
性
水
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
か
し
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
、「
随
類
の
諸
水
」
は
や
は
り
何
等
か
の
註
を
補
っ
て
解
釈
し

な
い
と
い
け
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
あ
る
。（
六
五
―
六
七
）

地
水
火
風
空
識
の
六
大
と
呼
ば
れ
る
そ
の
一
要
素
と
い
っ
た
存
在
で
も
な
く
、
青
黄
赤
白
黒
の
五
色
の
う
ち
、
白

が
水
に
配
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
そ
の
よ
う
な
五
色
と
し
て
の
存
在
で
も
な
く
、
色
声
香
味
触
法
の
六
塵
の
色
と
考
え

ら
れ
る
そ
の
よ
う
な
存
在
で
も
な
く
し
て
、
地
水
火
風
空
等
す
べ
て
水
な
ら
ざ
る
も
の
は
な
い
と
い
う
一
境
の
世
界
が

現
成
し
て
い
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
…
…
水
の
一
境
の
み
と
な
っ
た
と
こ
ろ
は
地
水
火
風
空
等
こ
れ
悉
く
水
で
あ
る
と

い
っ
て
も
差
し
支
え
な
い
の
で
あ
る
。『
御
抄
』
に
…
…
と
あ
り
、
ま
だ
悟
ら
な
い
凡
夫
の
立
場
と
、
悟
っ
た
聖
者
の
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立
場
と
で
は
水
を
見
る
見
方
の
相
違
が
あ
る
と
し
、
悟
っ
た
聖
者
の
立
場
に
あ
っ
て
は
地
水
火
風
空
等
の
そ
の
一
つ
で

あ
る
水
が
現
成
し
て
い
る
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
地
水
火
風
空
等
の
六
大
の
一
つ
の
水
の
み
を
選
ん
で
水
の
現

成
を
い
う
の
は
ど
の
よ
う
に
説
明
し
た
と
こ
ろ
で
や
は
り
「
水
は
地
水
火
風
空
識
等
に
あ
ら
ず
」
と
い
っ
て
い
る
こ
と

と
合
わ
な
い
の
で
あ
り
、「
地
水
火
風
空
等
の
水
」
は
地
水
火
風
空
等
の
な
か
の
一
つ
の
水
を
指
す
の
で
な
く
し
て
、

地
水
火
風
空
等
の
悉
く
が
水
で
あ
る
こ
と
を
い
っ
て
い
る
も
の
と
意
味
を
取
っ
た
方
が
適
切
で
は
あ
る
ま
い
か
。『
聞

解
』
は
…
…
文
意
す
こ
ぶ
る
曖
昧
で
あ
り
、
…
…
『
聞
解
』
の
説
い
て
い
る
と
こ
ろ
も
ど
う
も
は
っ
き
り
し
な
い
の
で

あ
る
。『
辨
註
』
は
、「
…
…
唯
是
一
実
相
無
性
の
心
を
此
処
に
通
路
を
了
逹
す
る
、
直
指
人
心
見
性
成
仏
な
り
」
と
釈

し
て
い
る
が
、
こ
の
釈
と
て
も
水
は
「
そ
れ
心
に
依
ら
ず
、
身
に
依
ら
ず
」
と
明
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、「
唯

是
一
実
相
無
性
ノ
心
」
と
い
う
の
が
第
一
に
お
か
し
い
こ
と
な
る
の
で
あ
り
、
…
…
（
六
七
―
六
九
）

（
検
討
）

最
初
の
文
に
つ
い
て
は
、
水
が
諸
類
に
と
っ
て
い
ろ
い
ろ
と
見
え
る
と
い
う
随
類
の
所
見
は
虚
説
で
は
な
い
。
そ
し
て
何

よ
り
道
元
は
「
本
当
の
水
」（「
本
来
の
水
」「
水
自
体
」「
一
水
」）
な
ど
は
な
い
、
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
後
に
〈
本
水
な

き
が
ご
と
し
〉
と
言
わ
れ
る
通
り
で
あ
る
。
的
外
れ
と
い
う
よ
り
、
本
文
と
逆
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。

ま
た
「
い
ろ
い
ろ
の
象か

た
どり
を
な
し
た
水
も
ひ
っ
き
ょ
う
は
一
水
に
外
な
ら
な
い
」
と
い
う
そ
の
「
水
」
は
、
人
間
が
水
と

見
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
所
見
以
外
に
「
一
水
」
も
「
水
自
体
」
も
な
い
。
あ
り
得
な
い
「
本
来
の
水
」
に
つ
い

て
、
人
に
「
水
の
水
た
る
を
見
」
る
こ
と
を
要
請
す
る
。
更
な
る
机
上
の
空
論
に
過
ぎ
な
い
。

「
随
類
の
諸
水
」
に
つ
い
て
自
分
（
あ
る
い
は
他
の
諸
釈
で
も
）
が
う
ま
く
解
釈
で
き
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
違
う
写
本
の

「
随
流
」
を
当
て
る
と
い
う
こ
と
は
厳
に
慎
む
べ
き
で
あ
る
。
写
本
を
調
べ
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
の
よ
う
に

解
釈
に
持
ち
込
む
こ
と
は
す
べ
き
で
な
い
。
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〈
地
水
火
風
空
等
〉
に
つ
い
て
「
地
水
火
風
空
等
す
べ
て
水
な
ら
ざ
る
も
の
は
な
い
と
い
う
一
境
の
世
界
」
と
い
う
が
、

そ
の
よ
う
な
も
の
を
道
元
は
説
い
て
い
な
い
。

安
谷
『
参
究
』

一
つ
の
も
の
を
、
い
ろ
い
ろ
ち
が
っ
た
も
の
と
見
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
、
い
ろ
い
ろ
ち
が
う
も
の

を
、
一
つ
の
も
の
だ
と
誤
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。（
一
二
三
）

祖
師
方
と
い
っ
て
も
眼
の
明
暗
、
境
界
の
浅
深
は
、
決
し
て
一
様
で
は
あ
る
ま
い
。（
一
二
四
）

…
…
う
っ
か
り
読
む
と
、
も
と
か
ら
一
定
の
水
と
い
う
も
の
が
あ
る
か
の
ご
と
く
、
誤
解
し
や
す
い
か
ら
、
そ
れ
で

本
水
な
し
と
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
な
ぜ
「
本
水
な
し
」
と
は
っ
き
り
お
書
き
に
な
ら
な
い
の
か
と
い

う
に
、
急
に
そ
う
い
う
と
、
わ
れ
わ
れ
が
び
っ
く
り
す
る
か
ら
だ
。（
一
二
七
）

…
…『
啓
迪
』
を
は
じ
め
、
雑
多
な
註
解
書
の
説
は
、
田
中
氏
の
言
う
通
り
、
ま
こ
と
に
お
か
し
な
話
で
あ
る
。「
諸

類
の
水
な
き
が
ご
と
し
」
…
…
諸
類
す
な
わ
ち
天
人
も
、
餓
鬼
も
、
人
間
も
、
龍
魚
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
見
る
よ
う
な
、

一
致
し
た
本
水
と
言
う
も
の
は
な
い
と
示
し
て
、
前
の
句
の
「
本
水
な
き
が
ご
と
し
」
を
、
再
び
明
ら
か
に
さ
れ
た
も

の
と
思
う
。（
一
二
八
）

…
…
そ
れ
ぞ
れ
の
流
類
に
随
っ
て
、
水
と
見
た
り
、
瓔
珞
と
見
た
り
、
濃
血
と
見
た
り
す
る
と
こ
ろ
の
諸
水
を
さ

す
。
そ
れ
ら
の
諸
水
は
、
そ
れ
ら
の
諸
類
の
身
、
心
、
業
、
自
、
他
等
の
因
縁
に
よ
っ
て
生
じ
た
仮
の
姿
で
あ
る
と
説

く
の
が
一
般
の
仏
教
の
説
で
あ
る
が
、
道
元
禅
師
は
、
そ
の
よ
う
な
仏
教
教
理
の
観
念
の
殻
に
と
じ
こ
も
っ
て
い
る
と

こ
ろ
の
、
わ
れ
わ
れ
の
頭
に
一
撃
を
加
え
て
、
そ
ん
な
も
の
で
は
な
い
ぞ
と
、
完
全
に
奪
っ
て
お
ら
れ
る
。
…
…
頭
が

白
紙
に
な
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
の
だ
。
白
紙
と
い
わ
れ
て
、
わ
か
ら
な
け
れ
ば
、
真
っ
黒
で
も
よ
い
。
な
ん
に
も
わ
か
ら
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な
く
な
っ
て
し
ま
え
ば
よ
い
の
だ
。
…
…
わ
れ
わ
れ
の
頭
を
白
紙
に
し
て
お
い
て
、
疾
風
迅
雷
「
依
水
の
透
脱
あ
り
9

9

」

と
直
示
し
て
い
る
。（
一
二
八
―
一
二
九
）

今
は
透
脱
せ
る
依
水
の
風
光
を
示
す
の
だ
か
ら
、
そ
れ
で
、「
し
か
あ
れ
ば
」
と
、
前
の
依
水
の
透
脱
を
う
け
て
、

そ
の
よ
う
な
凡
見
凡
情
の
型
に
は
、
は
ま
ら
な
い
と
い
う
の
で
、
あ
ら
ず
、
あ
ら
ず
と
、
一
切
の
ハ
メ
を
は
ず
し
て
し

ま
っ
て
、
お
の
ず
か
ら
な
る
水
を
現
成
せ
し
め
る
の
だ
。
…
…
そ
れ
ら
の
こ
と
を
一
切
透
脱
し
て
い
る
依
水
が
、
お
の

ず
か
ら
地
水
火
風
等
の
水
と
な
り
、
青
黄
赤
白
等
の
水
と
な
っ
て
現
成
し
て
い
る
の
だ
。
こ
こ
ら
の
妙
所
は
、
情
波
識

浪
を
静
め
、
深
く
禅
定
に
入
っ
て
、
よ
く
よ
く
味
わ
う
が
よ
い
。
頭
で
考
え
る
だ
け
で
は
、
ど
う
に
も
身
に
つ
か
な

い
。
一
切
皆
空
と
、
徹
底
目
が
さ
め
て
か
ら
の
ご
相
談
だ
。（
一
三
〇
）

（
検
討
）

最
初
の
文
は
田
中
に
倣
っ
た
文
で
あ
り
、
す
で
に
批
判
し
た
が
「
誤
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
」
を
付
け
た
だ
け
ま
し

で
あ
る
。
次
の
「
祖
師
方
…
…
」
も
田
中
と
同
類
の
解
釈
で
あ
る
。「
ご
と
し
」
に
つ
い
て
は
、
び
っ
く
り
す
る
か
ら
こ
う

言
っ
た
の
で
は
な
い
。

「『
啓
迪
』
を
は
じ
め
…
…
」
以
下
は
、「
諸
類
の
身
、
心
、
業
、
自
、
他
等
の
因
縁
に
よ
っ
て
生
じ
た
仮
の
姿
で
あ
る
と

説
く
の
が
一
般
の
仏
教
の
説
」
と
い
う
が
、
道
元
と
の
違
い
は
「
所
見
」
が
「
仮
の
姿
」
と
な
っ
て
い
る
だ
け
で
、
道
元
は

こ
こ
で
は
同
じ
こ
と
を
理
路
整
然
と
述
べ
て
い
る
。〈
あ
ら
ず
〉
は
、
随
類
の
諸
水
に
対
し
て
い
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
安
谷
の
い
う
こ
と
は
、
な
る
ほ
ど
、
見
性
禅
で
は
頭
を
白
紙
に
さ
せ
る
の
か
、
と
思
う
が
、
道
元
は
そ
の

よ
う
な
「
無
理
会
話
」
に
落
と
し
込
む
こ
と
を
、
二
章
二
節
で
厳
し
く
批
判
し
て
い
た
。

最
後
の
文
も
「
あ
ら
ず
、
あ
ら
ず
」
と
見
性
禅
で
、
何
を
言
っ
て
も
、
し
て
も
否
定
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
、
一
切
の
ハ

メ
を
外
す
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
ら
、
自
ら
な
る
水
を
現
成
せ
し
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。「
深
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く
禅
定
に
入
っ
て
」、「
一
切
皆
空
と
、
徹
底
目
が
さ
め
」
る
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
道
元
は
決
し
て
い
わ
な
い
。

内
山
『
味
わ
う
』

一
つ
の
も
の
を
見
る
の
に
い
ろ
い
ろ
な
見
方
が
あ
る
と
い
う
の
か
、
そ
れ
と
も
い
ろ
い
ろ
な
見
方
も
実
は
一
つ
の
も

の
な
の
か
。（
八
八
）

行
き
つ
く
と
こ
ろ
へ
行
き
つ
い
た
と
い
え
ば
、
み
ん
な
同
じ
と
こ
ろ
へ
行
き
つ
く
だ
ろ
う
と
思
う
が
、
そ
う
で
は
な

い
。
私
は
私
な
り
に
行
き
つ
い
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
皆
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
皆
さ
ん
な
り
に
行
き
つ
く
と
こ
ろ
が
あ
る
べ

き
で
す
。（
八
九
）

実
物
の
世
界
な
の
だ
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
、
あ
る
こ
と
は
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
な
い
と
い
え
ば
な
い
。
無
と

有
を
超
え
て
い
る
の
が
生
命
実
物
の
世
界
な
の
だ
か
ら
。（
九
〇
）

こ
れ
は
根
本
的
に
い
え
ば
、
無
相
と
い
う
こ
と
で
す
。
般
若
経
の
な
か
で
も
最
も
原
始
的
な
お
経
と
い
わ
れ
て
い

る
『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
に
は
、
無
相
と
い
う
言
葉
が
沢
山
で
て
い
る
。
…
…
道
元
禅
師
は
こ
こ
で
水
に
つ
い
て

提
唱
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
結
局
こ
の
金
剛
般
若
経
に
い
わ
れ
る
無
相
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
お
ら
れ
る
の
だ
。

「
依
水
の
透
脱
あ
り
」
で
、
水
が
水
を
透
脱
し
て
い
る
。
水
は
水
と
い
う
相
を
抜
け
出
て
し
ま
う
。
無
相
で
あ
る
が
故

に
実
相
で
あ
る
。
…
…
い
ま
の
生
命
実
物
と
し
て
の
水
は
如
来
の
水
な
の
だ
か
ら
、
地
水
火
風
空
識
や
青
黄
赤
白
黒
、

あ
る
い
は
色
声
香
味
触
法
等
と
い
う
よ
う
な
有
相
で
見
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
こ
に
ま
た
地
水
火
風
等
の
水
が

お
の
ず
か
ら
現
成
す
る
。
結
局
、
仏
法
と
し
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
実
物
の
水
が
現
成
す
る
の
で

す
。（
九
〇
―
九
一
）
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（
検
討
）

最
初
は
田
中
の
誤
り
を
、
安
谷
と
同
様
に
継
承
し
た
誤
り
で
あ
る
。
次
も
諸
釈
と
同
様
に
、
人
間
の
究
竟
の
境
界
が
い
ろ

い
ろ
あ
る
と
解
釈
し
た
誤
り
で
あ
る
。

つ
づ
い
て
は
、
水
の
話
で
あ
る
の
に
、
す
べ
て
「
生
命
実
物
」
の
話
に
な
っ
て
し
ま
う
。「
実
物
の
世
界
」
と
は
何
か
。

人
間
の
五
感
で
覚
知
さ
れ
る
も
の
は
、
依
正
に
よ
る
諸
類
の
見
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。

さ
ら
に
、
内
山
は
「
無
相
」
と
い
い
、『
聞
解
』
は
「
無
生
」
と
い
う
が
、
い
ず
れ
も
道
元
が
触
れ
て
い
な
い
教
学
で
あ

る
。
道
元
が
こ
こ
で
は
一
貫
し
て
「
水
」
を
説
い
て
い
る
の
に
、
け
っ
き
ょ
く
「
無
相
」
を
い
っ
て
い
る
と
は
恐
れ
入
る
。

い
っ
た
い
「
如
来
の
水
」
と
は
な
に
か
。「
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
超
え
た
と
こ
ろ
」
と
は
何
処
か
。「
実
物
の
水
」
と
は
何
か
。

わ
か
ら
な
い
用
語
を
使
っ
て
は
解
釈
に
な
ら
な
い
。

岩
波
文
庫
脚
註
は
〈
諸
類
の
水
な
き
が
ご
と
し
〉
に
対
し
て
「
そ
れ
ぞ
れ
の
水
が
他
か
ら
見
る
と
違
っ
て
い
る
の
だ
か

ら
、
あ
る
一
類
の
水
と
い
う
の
は
な
い
よ
う
な
も
の
だ
」
と
注
し
て
い
る
が
、
本
文
が
〈
諸
類
の
水
た
と
ひ
お
ほ
し
と
い
え

ど
も
〉
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
、
一
見
矛
盾
す
る
そ
の
表
現
を
合
理
化
す
る
た
め
に
な
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、〈
諸

類
の
水
〉
と
い
わ
れ
て
い
る
の
に
、「
あ
る
一
類
の
水
」
と
い
う
の
は
、
お
か
し
い
。

【
私
釈
】

〈
す
で
に
随
類
の
所
見
不
同
な
り
、
し
ば
ら
く
こ
れ
を
疑
著
す
べ
し
〉

本
文
は
、〈
す
で
に
〉
つ
ま
り
直
前
で
い
ろ
い
ろ
な
例
を
あ
げ
た
よ
う
に
、〈
諸
類
の
所
見
不
同
〉
す
な
わ
ち
、
天
人
、
鬼

な
ど
の
類
に
随
っ
て
水
を
ど
う
見
る
か
（
所
見
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
。
こ
れ
を
ど
う
考
え
た
ら
い
い
か
、
少
し
疑
っ
て
み

ろ
、
と
い
う
。
ど
の
よ
う
に
疑
う
か
。
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〈
一
境
を
み
る
に
諸
見
し
な
じ
な
な
り
と
や
せ
ん
、
諸
象
を
一
境
な
り
と
誤
錯
せ
り
と
や
せ
ん
〉
と
い
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
一
つ
の
対
象
（
一
境
＝
水
）
が
さ
ま
ざ
ま
に
見
え
る
（
諸
見
）
の
か
、（
瓔
珞
、
膿
血
な
ど
の
）
諸
象
を
、
一
境
（
一

つ
の
対
象
）
す
な
わ
ち
水
と
す
る
と
間
違
っ
た
の
か
、
と
道
元
は
問
う
。

前
半
は
、
一
水
四
見
の
例
を
あ
げ
た
よ
う
に
、
人
間
が
「
水
」
と
見
る
一
つ
の
対
象
（
境
）
に
対
す
る
見
は
、
諸
類
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
、
肯
定
さ
れ
よ
う
。
後
半
は
諸
象
、
つ
ま
り
瓔
珞
、
猛
火
や
摩
尼
宝
珠
な
ど

は
、
水
と
い
う
一
つ
の
対
象
（
一
境
）
で
は
な
い
こ
と
が
、
た
と
え
ば
、〈
人
間
、
こ
れ
を
水
と
み
る
〉
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
、
誤
り
で
あ
る
。
な
に
か
「
水
」
と
い
う
一
境
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
人
間
に
と
っ
て
の
水
と
い
う
「
一
境
」
が
あ
っ

て
も
、
そ
れ
は
「
人
間
に
と
っ
て
」
と
い
う
限
定
が
つ
い
て
い
る
。

〈
功
夫
の
頂

さ
ら
に
功
夫
す
べ
し
〉
と
は
、
こ
れ
が
ま
ち
が
い
や
す
い
点
で
あ
る
か
ら
と
こ
と
ん
ま
で
追
求
し
て
み
ろ
、

と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。
水
に
対
す
る
四
見
の
話
は
、
水
だ
け
で
は
な
く
、
わ
た
し
達
の
思
う
こ
と
、
分
か
る
こ
と
、
覚
る
こ

と
な
ど
す
べ
て
を
道
元
は
疑
え
と
い
う
、
そ
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

そ
れ
に
続
け
て
〈
し
か
あ
れ
ば
す
な
は
ち
、
修
証
弁
道
も
一
般
・
両
般
な
る
べ
か
ら
ず
、
究
竟
の
境
界
も
千
種
万
般
な
る

べ
き
な
り
〉
と
い
わ
れ
る
。

諸
釈
（
田
中
『
道
元
』、
安
谷
『
参
究
』、
内
山
『
味
わ
う
』）
は
、
色
々
な
禅
師
、
あ
る
い
は
修
行
者
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

「
究
竟
の
境
界
」
は
多
様
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
自
体
が
悟
り
の
段
階
を
い
う
臨
済
禅
の
見
方
で
あ
り
、
道

元
と
は
違
う
が
、
そ
れ
以
上
に
こ
こ
は
人
間
の
修
行
の
話
だ
ろ
う
か
。

わ
た
し
も
か
つ
て
、
こ
の
部
分
だ
け
を
切
り
離
し
て
、
仏
道
の
究
竟
は
千
差
万
別
だ
と
解
釈
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ

は
こ
の
部
分
の
前
後
を
よ
く
考
え
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
節
の
は
じ
め
、〈
お
ほ
よ
そ
山
水
を
み
る
こ
と
〉
か
ら
〈
こ
の
道
著
す
る
な
り
〉
ま
で
、
人
に
つ
い
て
は
〈
人
間
こ
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れ
を
水
と
み
る
〉
と
言
及
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
言
及
は
鬼
・
龍
魚
・
天
と
並
ぶ
も
の
で
別
格
で
は
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
こ
こ
は
人
間
の
修
証
の
話
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

前
の
と
こ
ろ
（
一
章
二
節
三
・
三
節
一
）
で
は
〈
青
山
も
運
歩
を
参
究
し
〉、〈
山
の
参
学
〉、〈
山
の
仏
祖
と
な
る
〉、
こ
の
章

の
一
節
で
は
は
っ
き
り
〈
人
天
の
、
水
を
み
る
と
き
の
み
の
参
学
に
あ
ら
ず
、
水
の
、
水
を
み
る
参
学
あ
り
。
水
の
、
水
を

修
証
す
る
が
ゆ
え
に
、
水
の
、
水
を
道
著
す
る
参
究
あ
り
〉
と
い
わ
れ
て
い
た
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、〈
修
証
弁
道
も
一
般
・

両
般
な
る
べ
か
ら
ず
〉
の
〈
一
般
・
両
般
〉
は
龍
魚
の
修
証
弁
道
、
山
の
修
証
弁
道
や
水
の
修
証
弁
道
と
と
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。
い
ろ
い
ろ
な
主
体
の
参
学
が
あ
る
か
ら
、〈
究
竟
の
境
界
も
千
種
万
般
な
る
〉
も
、
山
の
仏
祖
と
な
る
究
竟
の
境
界

も
あ
り
、
水
の
修
証
に
よ
る
究
竟
の
境
界
な
ど
種
々
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
あ
と
も
水
に
つ
い
て
の
叙
述
だ
け
で

あ
り
、
こ
こ
を
人
の
修
証
弁
道
、
究
竟
の
境
界
と
と
る
と
、
そ
こ
だ
け
浮
い
て
し
ま
う
。
そ
し
て
な
ぜ
こ
こ
に
そ
れ
が
言
わ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
も
分
か
ら
な
い
。
や
は
り
山
・
水
・
龍
・
魚
な
ど
の
修
証
、
究
竟
の
境
界
で
あ
ろ
う
、

〈
さ
ら
に
こ
の
宗
旨
を
憶
想
す
る
に
、
諸
類
の
水
た
と
ひ
お
ほ
し
と
い
へ
ど
も
、
本
水
な
き
が
ご
と
し
、
諸
類
の
水
な
き

が
ご
と
し
。
し
か
あ
れ
ど
も
、
随
類
の
諸
水
、
そ
れ
心
に
よ
ら
ず
〉
と
い
わ
れ
る
。〈
こ
の
宗
旨
〉
と
は
、〈
す
で
に
〉
以
下

で
述
べ
ら
れ
た
諸
類
に
よ
る
見
や
諸
類
に
と
っ
て
の
水
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
も
う
一
度
ま
と
め
の

よ
う
な
意
味
で
次
が
述
べ
ら
れ
る
。

〈
諸
類
の
水
た
と
ひ
お
ほ
し
〉
と
〈
諸
類
の
水
な
き
が
ご
と
し
〉
は
、
諸
類
の
水
が
あ
る
の
か
、
な
い
の
か
、
表
現
上
矛

盾
す
る
。
そ
こ
で
解
釈
を
入
れ
て
少
し
補
っ
て
み
た
い
。
最
初
の
〈
諸
類
の
水
〉
と
は
、
こ
の
節
の
一
で
〈
わ
れ
ら
が
、
な

に
と
み
る
か
た
ち
を
、
か
れ
が
水
と
す
ら
ん
〉
と
い
わ
れ
た
人
間
に
は
わ
か
ら
な
い
が
、
天
に
と
っ
て
何
か
が
水
で
あ
り
、

鬼
に
と
っ
て
も
何
か
が
水
で
あ
る
、
そ
の
よ
う
な
諸
類
の
水
は
い
ろ
い
ろ
た
く
さ
ん
あ
る
、
と
い
う
意
味
で
〈
た
と
ひ
お
ほ

し
と
い
へ
ど
も
〉
と
仮
定
の
言
葉
を
入
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
そ
の
よ
う
に
諸
類
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
「
水
と
さ
れ
る
も
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の
」
が
あ
っ
て
も
、
本
水
と
い
う
よ
う
な
一
つ
の
水
は
な
い
。
田
中
が
「
そ
の
さ
ま
ざ
ま
に
多
い
水
と
は
別
に
、
本
来
の
水

が
あ
る
と
も
思
え
ぬ
」（
一
五
一
）
と
い
う
通
り
で
あ
る
。

そ
れ
に
つ
づ
く
〈
諸
類
の
水
な
き
が
ご
と
し
〉
の
〈
諸
類
の
水
〉
と
は
植
物
が
水
と
見
、
魚
が
水
と
見
、
人
間
が
水
と
み

る
よ
う
な
〈
諸
類
（
＝
植
物
・
魚
・
人
間
に
共
通
）
の
水
〉
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
も
の
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
、〈
な
き
が
ご

と
し
〉
と
い
わ
れ
る
。
諸
類
に
共
通
の
水
は
な
い
か
ら
、
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
有
無
を
い
え
な
い
の
で
、〈
な
き
が
ご

と
し
〉
な
の
で
あ
ろ
う
。〈
ご
と
し
〉
の
含
み
は
田
中
が
指
摘
す
る
通
り
で
あ
る
。

〈
し
か
あ
れ
ど
も
、
随
類
の
諸
水
、
そ
れ
心
に
よ
ら
ず
、
身
に
よ
ら
ず
、
業
よ
り
生
ぜ
ず
、
依
自
に
あ
ら
ず
、
依
他
に
あ

ら
ず
、
依
水
の
透
脱
あ
り
〉

前
の
叙
述
を
逆
接
の
接
続
詞
〈
し
か
あ
れ
ど
も
〉
で
受
け
て
〈
随
類
の
諸
水
、
そ
れ
心
に
よ
ら
ず
…
…
〉
と
つ
づ
く
。
こ

れ
は
随
類
の
所
見
で
は
な
い
。
随
類
の
所
見
な
ら
ば
、〈
各
各
の
依
正
〉
で
あ
っ
て
、
心
に
よ
り
、
身
に
よ
り
…
…
と
い
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
は
〈
随
類
の
諸
水
〉、
つ
ま
り
諸
類
に
と
っ
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
水
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
最
初

の
〈
諸
類
の
水
た
と
ひ
お
ほ
し
〉
と
い
わ
れ
る
「
諸
類
の
水
」
と
〈
随
類
の
諸
水
〉
は
同
じ
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は

何
に
依
っ
て
と
は
言
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
人
間
に
と
っ
て
の
水
は
水
と
見
る
の
は
人
間
の
依
正
に
よ
る
が
、
水

と
見
て
い
る
も
の
が
何
に
よ
っ
て
い
る
か
、
は
分
か
ら
な
い
。H

₂O

に
よ
る
わ
け
で
も
あ
る
ま
い
。
ま
し
て
何
か
わ
か
ら

な
い
他
の
類
に
と
っ
て
の
水
は
何
に
よ
っ
て
い
る
と
も
言
え
な
い
。
人
間
の
思
慮
を
越
え
て
い
る
そ
の
こ
と
が
〈
依
水
の
透

脱
〉
と
い
わ
れ
る
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。

〈
依
水
の
透
脱
あ
り
〉
と
い
う
〈
透
脱
〉
は
、
こ
の
巻
で
す
で
に
五
回
出
て
お
り
、
さ
ら
に
も
う
一
回
出
る
。
こ
れ
ほ
ど

〈
透
脱
〉
が
多
い
の
は
、
こ
の
巻
が
〈
透
脱
〉
を
重
要
な
言
表
と
し
て
説
い
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
透
脱
と
い
う
事
態
は
、

感
覚
的
把
握
、
概
念
的
把
握
、
習
慣
的
把
握
を
抜
け
出
た
も
の
で
あ
る
。〈
脱
落
〉
が
主
に
人
間
の
全
体
（
自
己
）
に
対
し
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て
使
わ
れ
る
の
に
対
し
て
、
透
脱
は
人
間
の
対
境
な
ど
に
対
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
だ
ろ
う
、
そ
れ
ゆ
え
、〈
し
か

あ
れ
ば
、
水
は
地
・
水
・
火
・
風
・
空
識
等
に
あ
ら
ず
、
水
は
青
・
黄
・
赤
・
白
・
黒
等
に
あ
ら
ず
、
色
・
声
・
香
・
味
・

触
・
法
等
に
あ
ら
〉
ず
、
と
い
わ
れ
る
「
水
」
は
文
脈
か
ら
「
諸
類
の
水
」
と
な
る
。
人
間
の
判
断
を
超
え
る
「
諸
類
に

と
っ
て
の
水
」
は
、
何
か
依
っ
て
そ
う
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
何
に
依
る
か
と
い
う
「
問
い
」
に
答
え
ら
れ
な
い
。
お
よ
そ

考
え
う
る
か
ぎ
り
の
依
る
も
の
、
つ
ま
り
地
・
水
・
火
・
風
・
空
識
等
、
青
・
黄
・
赤
・
白
・
黒
等
、
色
・
声
・
香
・
味
・

触
・
法
等
は
「
あ
ら
ず
」
と
い
わ
れ
る
ほ
か
な
い
。
そ
の
よ
う
な
「
水
」
は
、
五
感
の
識
別
を
放
下
す
る
行
、
す
な
わ
ち
打

坐
に
お
い
て
、
人
間
の
感
覚
・
知
覚
・
判
断
・
認
識
に
よ
ら
な
い
水
と
し
て
現
成
す
る
。
そ
の
言
い
表
し
が
逆
接
の
接
続
詞

の
あ
と
に
〈
地
水
火
風
空
等
の
水
、
お
の
づ
か
ら
現
成
せ
り
〉
で
あ
る
。
仏
道
が
狙
う
と
こ
ろ
は
こ
れ
で
あ
り
、〈
諸
仏
の

大
道
、
そ
の
究
尽
す
る
と
こ
ろ
、
透
脱
な
り
、
現
成
な
り
、
そ
の
透
脱
と
い
ふ
は
、
あ
る
ひ
は
生
も
生
を
透
脱
し
、
死
も
死

を
透
脱
す
る
な
り
〉《
全
機
》
と
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

人
間
の
判
断
す
る
六
大
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
眼
識
よ
っ
て
知
覚
さ
れ
た
も
の
に
依
る
の
で
も
な
く
、
身
心
の
対
象
に
依

る
も
の
で
も
な
く
、（
諸
類
の
）
水
は
現
成
す
る
。

三
、か

く
の
ご
と
く
な
れ
ば
、
而
今
の
国
土
・
宮
殿
、
な
に
も
の
の
能
成
・
所
成
と
あ
き
ら
め
い
は
ん
こ
と
か
た
か
る
べ

し
。
空
輪
・
風
輪
に
か
か
れ
る
と
道
著
す
る
、
わ
が
ま
こ
と
に
あ
ら
ず
、
他
の
ま
こ
と
に
あ
ら
ず
、
小
見
の
測し

き

度た
く

を
擬

議
す
る
な
り
。
か
か
れ
る
と
こ
ろ
な
く
ば
住
す
べ
か
ら
ず
、
と
お
も
ふ
に
よ
り
て
、
こ
の
道
著
す
る
な
り
。
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［
注
釈
］

○
空
輪
・
風
輪　

出
典
『
華
厳
経
』
八
十
巻
本
。「
是
故
説
地
輪
依
水
輪
。
水
輪
依
風
輪
。
風
輪
依
虚
空
。
虚
空
無
所
依
。
雖
無
所
依
。
能

令
三
千
大
千
世
界
。
而
得
安
住
。（
是
の
故
に
、
地
輪
は
水
輪
に
依
り
、
水
輪
は
風
輪
に
依
り
、
風
輪
は
虚
空
に
依
り
、
虚
空
は
所
依
な

し
と
説
く
。
所
依
な
し
と
雖
も
、
よ
く
三
千
大
千
世
界
を
し
て
安
住
す
る
こ
と
を
得
せ
し
む
）」（T

10,264c

）
こ
こ
か
ら
風
輪
は
虚
空
、

す
な
わ
ち
空
輪
に
か
か
る
。『
倶
舎
論
』（T

29,57

）
に
も
似
た
よ
う
な
こ
と
を
説
く
。

○
擬
議　
「
擬
」
は
①
推
し
量
る
、
②
な
ぞ
ら
え
る
。「
議
」
は
①
相
談
す
る
、
②
是
非
を
評
論
す
る
。「
擬
議
」
で
①
思
い
め
ぐ
ら
す
、
さ

ま
ざ
ま
に
議
論
す
る
、
②
躊
躇
す
る
。

【
現
代
語
訳
】

こ
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
い
ま
こ
の
（
人
や
龍
魚
や
天
な
ど
が
見
る
）
国
土
や
宮
殿
は
、
な
に
が
作
っ
た
の
か
、
な
に
に

よ
っ
て
作
ら
れ
た
の
か
と
は
っ
き
り
言
表
す
る
こ
と
が
難
し
い
だ
ろ
う
。
空
輪
・
風
輪
（
の
上
）
に
（
水
輪
、
そ
の
上
に
地
輪

で
あ
る
国
土
が
）
懸
か
っ
て
い
る
と
い
う
の
も
、
自
分
の
（
確
か
め
た
）
真
実
で
は
な
く
、
他
人
の
（
確
か
め
た
）
真
実
で
も
な

い
、
狭
い
見
解
の
憶
測
を
思
い
め
ぐ
ら
す
の
で
あ
る
。
懸
か
る
所
が
な
け
れ
ば
、
留
ま
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
思
う

か
ら
、
こ
う
言
う
の
で
あ
る
。

【
諸
釈
の
検
討
】

田
中
『
道
元
』

か
く
の
ご
と
く
で
あ
る
か
ら
、
而
今
の
国
土
宮
殿
も
、
何
も
の
が
作
っ
た
何
も
の
が
作
ら
れ
た
か
、
能
所
明
ら
か

に
は
知
り
難
い
。
そ
れ
を
印
度
人
な
ど
は
、
世
界
生
成
の
上
か
ら
、
国
土
宮
殿
等
が
或
は
空
輪
に
掛
か
る
と
か
あ
る
い
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は
風
輪
に
掛
か
る
と
か
と
か
道
著
す
る
の
で
あ
る
が
、
み
ん
な
小
見
の
測
度
擬
議
で
、
言
う
人
も
ま
こ
と
で
な
く
、
聞

く
人
も
真
実
で
は
な
い
。
…
…
国
土
宮
殿
は
国
土
宮
殿
に
か
か
り
、
風
輪
は
風
輪
に
か
か
る
。
…
…
印
度
の
世
界
建

立
説
な
る
も
の
を
、
か
く
ま
で
に
深
く
洞
察
し
て
、
そ
の
作
り
ご
と
な
る
所
以
を
看
破
し
た
も
の
は
、
わ
が
国
学
を

除
い
て
は
他
に
類
例
が
な
い
。
誰
か
、
久
し
く
陥
穽
に
あ
る
沙
門
道
元
を
救
出
す
る
器
量
の
人
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

（
一
五
八
―
一
五
九
）

（
検
討
）

〈
わ
が
ま
こ
と
に
あ
ら
ず
、…
…
〉
は
、「
言
う
人
も
ま
こ
と
で
な
く
、
聞
く
人
も
真
実
で
は
な
い
」
と
は
取
れ
ま
い
。「
国

土
宮
殿
は
国
土
宮
殿
に
か
か
り
」
な
ど
と
い
う
こ
と
を
道
元
は
い
っ
て
い
な
い
し
、
そ
の
よ
う
に
読
む
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
ど
う
し
て
道
元
が
陥
穽
に
あ
る
の
か
。
先
に
田
中
は
「
印
度
人
が
『
天
人
が
水
と
見
る
』
と
見
る
」
な
ど
と
い
い
「
道

元
は
、
印
度
の
風
俗
に
引
か
れ
、
…
…
」（
一
四
二
）
と
印
度
を
差
別
し
た
が
、
こ
こ
で
も
田
中
の
「
印
度
」
に
対
す
る
差
別

観
が
明
白
で
あ
る
。
一
水
四
見
も
風
輪
空
輪
も
印
度
で
は
な
く
、
仏
典
の
説
で
あ
る
。

古
田
『
私
釈
』

国
土
、
宮
殿
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
龍
魚
が
水
を
宮
殿
と
思
い
込
ん
で
い
て
、
水
の
水
た
る
を
知
ら
な
い
こ
と
を
前

に
述
べ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
宮
殿
の
一
語
を
重
ね
て
こ
こ
に
挙
げ
た
も
の
に
違
い
な
い
が
、
水
だ
け
と
い
う
こ
と
に
な

れ
ば
、
宮
殿
即
水
で
あ
り
、
あ
る
い
は
国
土
即
水
と
し
て
も
い
い
の
で
あ
り
、
水
だ
け
の
唯
一
絶
対
の
世
界
に
あ
っ
て

は
能
所
の
区
別
な
ど
明
ら
め
い
う
こ
と
の
む
つ
か
し
い
こ
と
は
断
る
ま
で
も
な
い
の
で
あ
る
。
…
…
水
の
み
の
世
界
に

住
す
る
こ
と
を
知
ら
な
い
も
の
は
、
こ
の
空
輪
、
風
輪
等
の
構
成
に
か
か
っ
た
所
で
な
い
と
住
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
い
う
の
で
あ
る
。（
七
〇
）
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（
検
討
）

前
の
解
釈
で
「
水
の
み
の
世
界
」
と
い
う
間
違
い
を
犯
し
て
、
そ
れ
を
引
き
ず
っ
て
、
こ
こ
も
ま
っ
た
く
誤
っ
た
解

釈
を
し
て
い
る
。

安
谷
『
参
究
』

…
…
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
う
（
道
著
）
の
は
、
言
う
人
自
身
も
、
そ
れ
を
聞
く
他
の
人
々
も
、
と
も
に
真
実
で
は

な
い
。
…
…
現
代
人
は
イ
ン
ド
古
来
の
須
弥
山
説
を
笑
う
け
れ
ど
も
、
な
に
か
に
懸
か
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
の
位
地

を
保
て
な
い
と
思
う
考
え
方
に
は
共
通
の
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
だ
。
地
球
も
太
陽
も
、
他
の
天
体
も
、
す
べ
て
お
互
い

に
引
力
と
い
う
も
の
で
、
引
っ
張
り
合
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
位
地
を
保
ち
な
が
ら
、
自
転
公
転
を
し
て
い
る
の
だ
、

と
説
明
す
る
の
が
今
日
の
天
文
学
説
だ
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
れ
な
ら
、
空
輪
風
輪
に
懸
か
る
と
言
う
説
と
、
こ
の

点
、
五
十
歩
百
歩
の
論
で
は
あ
る
ま
い
か
。（
一
三
一
）

（
検
討
）

〈
わ
が
ま
こ
と
に
あ
ら
ず
…
…
〉
の
解
釈
は
田
中
を
踏
襲
し
て
の
誤
り
。
空
輪
・
風
輪
説
と
今
日
の
宇
宙
論
を
五
十
歩
百

歩
と
い
う
感
覚
は
変
で
あ
り
、
そ
れ
は
万
有
引
力
が
何
で
あ
る
か
知
ら
な
い
無
知
に
よ
ろ
う
。
万
有
引
力
は
何
か
に
懸
か
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
。
ま
た
須
弥
山
説
と
空
輪
・
風
輪
説
は
お
な
じ
で
は
な
く
、
そ
の
上
の
土
輪
（『
倶
舎
論
』
で
は
金
輪
）

上
に
あ
る
世
界
の
構
造
説
が
須
弥
山
説
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

内
山
『
味
わ
う
』

国
土
を
開
発
し
宮
殿
を
建
て
る
。
そ
れ
は
人
間
が
造
っ
た
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。
い
ま
で
い
え
ば
ジ
ェ
ッ
ト
機
、
宇
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宙
ロ
ケ
ッ
ト
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
い
っ
た
文
明
の
利
器
も
、
み
ん
な
人
間
が
造
っ
た
も
の
だ
と
思
う
。
だ
が
ほ
ん

と
う
は
誰
が
造
っ
た
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
と
い
う
。
生
命
実
物
と
は
、
造
っ
た
造
ら
れ
た
と
い
う
話
で
は
な

い
。
ジ
ェ
ッ
ト
機
が
飛
ぶ
の
は
燃
料
が
爆
発
す
る
か
ら
だ
。
し
か
し
そ
の
爆
発
す
る
力
は
人
間
が
造
っ
た
も
の
で
は
な

い
。
大
自
然
と
し
て
そ
う
い
う
も
の
な
の
だ
。
人
間
は
た
だ
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
た
だ
け
に
す
ぎ
な
い
。
さ
ら
に
そ
う

い
う
組
み
合
わ
せ
を
す
る
人
間
の
あ
た
ま
ぐ
る
み
、
本
当
は
大
自
然
の
力
な
の
で
「
な
に
も
の
の
能
成
所
成
と
あ
き
ら

め
い
は
ん
こ
と
か
た
か
る
べ
し
」
だ
。（
九
二
）

普
通
人
は
い
つ
も
何
か
根
拠
ら
し
い
も
の
に
、
依
り
か
か
っ
て
い
な
い
と
安
定
し
な
い
よ
う
な
気
分
を
持
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
需
要
が
あ
る
と
こ
ろ
、
ま
た
必
ず
誰
か
が
適
当
に
も
っ
と
も
ら
し
い
説
を
立
て
て
、
そ
れ
で
な
ん
と

な
く
そ
の
説
に
納
得
し
て
安
心
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
実
物
で
は
な
い
の
だ
。
そ
ん
な
も
の
に
依
り
か
か
っ

て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。（
九
三
）

（
検
討
）

最
初
か
ら
、〈
国
土
・
宮
殿
〉
を
人
間
の
実
際
の
国
土
宮
殿
で
あ
る
と
誤
読
し
て
、
そ
れ
に
対
し
て
解
釈
し
て
い
る
か
ら
、

面
白
い
解
釈
で
は
あ
る
が
全
部
外
れ
て
い
る
。
肝
心
な
こ
と
は
〈
か
く
の
ご
と
く
な
れ
ば
〉
の
内
容
が
分
か
っ
て
い
る
か
ど

う
か
、
で
あ
る
。
道
元
の
風
輪
空
輪
説
の
批
判
は
、
人
が
な
に
か
根
拠
に
よ
り
か
か
っ
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。

【
私
釈
】

〈
か
く
の
ご
と
く
な
れ
ば
、
而
今
の
国
土
・
宮
殿
、
な
に
も
の
の
能
成
・
所
成
と
あ
き
ら
め
い
は
ん
こ
と
か
た
か
る
べ
し
〉

の
〈
か
く
の
ご
と
く
な
れ
ば
〉
と
は
、
前
の
諸
類
の
所
見
不
同
を
受
け
て
、「
而
今
」、
い
ま
こ
こ
の
〈
国
土
・
宮
殿
〉
は
、
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天
人
に
と
っ
て
は
雲
に
よ
っ
て
成
り
、
龍
魚
に
と
っ
て
は
水
に
よ
っ
て
成
り
、
人
間
に
と
っ
て
は
土
や
木
や
石
で
な
る
な
ど

類
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
本
来
何
が
作
っ
た
の
か
、
何
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
の
か
、
な
ど
と
い
え
な
い
の
は
、
論
の

流
れ
か
ら
当
然
で
あ
る
。
今
、
人
間
が
み
て
国
土
・
宮
殿
で
あ
る
も
の
は
、
他
の
類
に
と
っ
て
何
で
あ
る
の
か
分
か
ら
な

い
。
そ
れ
は
〈
わ
れ
ら
が
な
に
と
み
る
か
た
ち
を
、
か
れ
が
水
と
す
ら
ん
〉
の
逆
で
あ
っ
て
「
わ
れ
ら
が
宮
殿
と
み
る
か
た

ち
を
、
か
れ
が
何
と
す
ら
ん
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
分
か
ら
な
い
こ
と
を
人
間
の
見
に
よ
っ
て
、〈
空
輪
風
輪
に
か

か
れ
り
と
道
著
す
る
〉
の
が
、『
華
厳
経
』
の
、
大
地
は
水
輪
に
か
か
り
、
水
輪
は
風
輪
に
か
か
り
、
風
輪
は
（
虚
）
空
輪

に
か
か
る
と
い
う
説
明
で
あ
る
。
こ
の
経
典
の
説
を
道
元
は
〈
わ
が
ま
こ
と
に
あ
ら
ず
、
他
の
ま
こ
と
に
あ
ら
ず
、
小
見
の

測
度
〉
と
し
て
疑
う
。
自
分
が
確
か
め
た
真
実
で
も
な
く
他
人
が
確
か
め
た
真
実
で
も
な
い
。
こ
の
よ
う
な
説
が
立
て
ら
れ

る
理
由
と
し
て
〈
か
か
れ
る
と
こ
ろ
な
く
ば
住
す
べ
か
ら
ず
、
と
お
も
ふ
に
よ
り
て
、
こ
の
道
著
す
る
な
り
〉
と
批
判
す

る
。
こ
れ
は
水
や
国
土
の
無
住
所
を
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
も
の
の
存
在
を
「
何
か
に
依
る
」
と
説
く
こ
と
、
同
じ
こ

と
だ
が
、「
も
の
の
能
成
・
所
成
」
を
い
う
こ
と
の
批
判
で
あ
り
、
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
人
間
の
見
だ
け
が
確
か
で

正
し
い
と
す
る
こ
と
へ
の
批
判
で
あ
る
。
人
間
の
見
、
お
よ
び
見
解
の
相
対
化
な
の
で
あ
る
。

三
節　

多
般
の
流

一
、仏

言
、
一
切
諸
法
、
畢
竟
解
脱
、
無
有
所
住
。〈
仏
言
く
、
一
切
諸
法
は
畢
竟
解
脱
に
し
て
、
所
住
有
る
こ
と
無
し
。〉

し
る
べ
し
、
解
脱
に
し
て
繋け

縛ば
く

な
し
と
い
へ
ど
も
、
諸
法
住
位
せ
り
。
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し
か
あ
る
に
、
人
間
の
水
を
み
る
に
、
流る

注ち
ゅ
うし

て
と
ど
ま
ら
ざ
る
と
み
る
一い
ち

途ず

あ
り
。
そ
の
流り
ゅ
うに

多
般
あ
り
、
こ
れ

人に
ん

見け
ん

の
一
端
な
り
。
い
は
ゆ
る
地
を
流る

通づ
う

し
、
空
を
流
通
し
、
上
方
に
流
通
し
、
下
方
に
流
通
す
。
一
曲
に
も
な
が
れ
、

九
淵
に
も
な
が
る
。
の
ぼ
り
て
雲
を
な
し
、
く
だ
り
て
ふ
ち
を
な
す
。

［
注
釈
］

○
仏
言
、
一
切
諸
法
…
…　

上
二
句
の
出
典
。

『
金
剛
上
味
陀
羅
尼
経
』　

一
切
諸
法
畢
竟
解
脱

0

0

0

0

0

0

0

0

。
故
説
為
痴
。
文
殊
師
利
。
若
一
切
法
畢
竟
解
脱
。
是
則
名
為
金
剛
上
味
陀
羅
尼
句

（
一
切
諸
法
は
畢
竟
解
脱
な
り
。
故
に
説
き
て
痴
と
為
す
。
文
殊
師
利
よ
。
若
し
一
切
法
、
畢
竟
解
脱
な
ら
ば
、
是
れ
則
ち
名
づ
け
て
金
剛

上
味
陀
羅
尼
句
と
為
す
）」（T

21.851b

）

第
三
句
の
〈
無
有
所
住
〉
の
出
典
。

『
大
宝
積
経
』
巻
四　
「
一
切
諸
法
。
無
有
所
住
。
亦
不
可
見
。
無
異
性
故
。
是
故
諸
法
。
無
住
無
依
（
一
切
諸
法
は
所
住
有
る
こ
と
無

し
、
亦
た
見
る
べ
か
ら
ず
、
異
性
無
き
が
故
な
り
。
是
の
故
に
諸
法
は
住
無
く
依
無
し
）」（T

11.21c

）

○
流
注　

流
れ
込
む
こ
と
。
ま
た
、
流
し
込
む
こ
と　

例
。「
譬
え
ば
大
河
の
長
遠
に
流
注
し
、
一
時
の
頃
に
於
い
て
両
岸
崩ほ
う

頽た
い

、
耳
の
水

に
填う
ず

め
ら
れ
、
忽
然
に
断
絶
す
る
が
如
し
」『
仏
本
行
集
経
』（T

3.748c

）

○
一
途　

①
ひ
と
す
じ
の
道
、
一
つ
の
方
法
。
②
同
じ
道
、
同
じ
方
法
。
③
ひ
た
す
ら
な
こ
と
。
こ
こ
で
は
①
の
意
味
。

○
流
通　

①
仏
教
語
で
は
、
教
え
が
伝
わ
り
広
ま
る
こ
と
。
②
物
事
に
詳
し
く
通
じ
て
い
る
こ
と
。
③
世
に
広
ま
り
通
用
す
る
こ
と
。
こ

こ
で
は
、
い
ず
れ
で
も
な
く
、
水
が
流
れ
行
く
こ
と
。

○
一
曲　

一
曲
が
り
し
た
川
と
い
う
意
味
だ
が
、
次
の
「
九
淵
」
に
掛
け
た
修
辞
。

○
九
淵　

出
典
①
『
弔
屈
原
賦
』（
漢
・
賈
誼
）「
九
淵
を
襲か
さ

ぬ
る
の
神
龍
、
沕ま
い

と
し
て
深
く
潜
ん
で
以
て
自
ら
珍
と
す
」。
き
わ
め
て
深
い
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淵
。
②
『
荘
子
』「
夫
千
金
之
珠
、
必
在
九
重
之
淵
、
而
驪
龍
頷
下
（
そ
れ
千
金
の
珠
は
、
必
ず
九
重
之
淵
に
し
て
、
驪
龍
の
頷
下
に
在

り
）」（
列
御
寇
篇
）。
九
つ
の
淵
。
い
ま
は
「
一
曲
」
に
対
す
る
「
九
淵
」
で
、
両
方
の
意
味
を
か
け
て
い
る
。

○
ふ
ち　
「
淵ふ
ち

」
で
水
が
深
く
た
た
え
ら
れ
た
所
。

【
現
代
語
訳
】

仏
が
言
わ
れ
た
、「
一
切
諸
法
は
究
極
的
に
解
脱
し
て
お
り
、
と
ど
ま
る
所
有
る
こ
と
な
し
」。

知
る
が
よ
い
、（
諸
法
は
）
解
脱
で
あ
っ
て
繋つ
な

ぎ
縛
る
も
の
は
な
い
と
は
い
っ
て
も
、
法
位
に
住
し
て
い
る
。

そ
う
で
あ
る
の
に
、
人
間
が
水
を
見
る
と
、
流
れ
入
っ
て
と
ど
ま
ら
な
い
と
み
る
一
つ
の
見
方
が
あ
る
。
そ
の
「
流
れ

る
」
と
い
う
こ
と
に
種
々
あ
る
。
こ
れ
は
人
間
の
見
方
の
一
端
で
あ
る
。
つ
ま
り
地
を
流
れ
行
き
、
空
を
流
れ
行
き
、
上

方
に
流
れ
行
き
、
下
方
に
流
れ
行
く
。
一
曲
が
り
の
川
に
も
流
れ
、
多
く
の
深
い
淵
に
も
流
れ
る
。
昇
っ
て
は
雲
と
な
り
、

下
っ
て
は
（
水
が
深
く
た
た
え
ら
れ
た
）
淵
と
な
る
。

【
諸
釈
の
検
討
】

田
中
『
道
元
』

仏
言
の
文
は
大
宝
積
経
㐧
八
十
七
巻
の
意
を
取
れ
る
も
の
、
維
摩
経
に
も
相
似
の
文
あ
り
、
仏
説
そ
の
ま
ま
の
引
証
で
な

い
と
い
ふ
。
そ
の
辺
の
と
こ
ろ
は
、
ま
だ
確
か
め
な
い
か
ら
著
者
に
は
よ
く
わ
か
ら
ぬ
。
た
だ
道
元
の
仏
言
く
に
は
、
経
典

そ
の
ま
ま
で
な
い
場
合
が
非
常
に
多
い
と
い
ふ
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。（
一
六
二
―
一
六
三
）

現
代
の
論
文
な
ど
で
は
、
人
の
文
を
引
用
す
る
と
き
は
、
多
く
「
…
…
」
を
施
す
。
こ
れ
は
厳
密
を
期
す
る
と
こ
ろ
か
ら

来
て
ゐ
る
ら
し
い
が
、
併
し
、
ど
こ
か
証
拠
物
件
を
つ
き
つ
け
る
よ
う
な
臭
ひ
が
あ
る
。
だ
か
ら
、
人
の
説
を
攻
撃
し
た
り
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論
争
し
た
り
す
る
と
き
、
つ
ま
り
係
争
の
と
き
に
、
こ
れ
が
沢
山
出
て
来
る
わ
け
で
あ
る
。
…
…
「
…
…
」
は
、
何
時
の
頃

に
誰
が
始
め
た
の
か
、
ま
だ
審
か
に
し
な
い
が
、
感
覚
と
し
て
は
、
明
か
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
“―
―
”や„

―
―
“
に
繋
が
っ

て
ゐ
る
。
こ
の
記
号
の
中
で
は
、
厳
密
な
写
実
主
義
を
と
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
写
実
主
義
に
果
た
し
て
真
相
を
伝
え
る
力

量
あ
り
や
、
ま
た
な
し
や
、
と
い
ふ
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。
…
…
ク
ォ
ー
テ
イ
シ
ョ
ン
・
マ
ー
ク
の
作
用
も
、
幾
分
こ
の
鍵

に
似
て
ゐ
る
。
こ
の
マ
ー
ク
を
輸
入
し
て
文
章
に
か
ぎ
を
施
す
や
う
に
な
っ
た
も
の
な
ら
、
本
場
以
上
の
あ
さ
ま
し
さ
で
あ

る
。（
一
六
四
―
一
六
五
）

諸
法
は
所
住
な
し
、
諸
法
は
住
位
せ
り
。
議
論
理
窟
の
と
げ
と
げ
し
た
人
々
は
直す

ぐ
に
矛
盾
と
い
ふ
。
こ
こ
は
矛
盾
ど
こ

ろ
で
は
な
く
、
無
所
住
な
れ
ば
こ
そ
住
法
位
の
活
鱍
々
地
が
あ
る
。
住
法
せ
ざ
る
解
脱
の
如
き
は
、
解
脱
に
繋
縛
さ
れ
た
解

脱
で
あ
る
。
こ
れ
を
空
縛
と
い
ふ
。（
一
六
六
）

…
…
諸
法
は
住
位
し
て
ゐ
る
の
に
、
人
間
の
凡
見
は
、
一
途
に
水
は
流
注
し
て
昼
夜
を
捨
て
ず
な
ど
と
い
ふ
。「
啓
迪
」

に
は
、
大
体
右
の
よ
う
に
解
釈
し
て
あ
る
。
著
者
は
、
こ
の
解
釈
を
採
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
あ
な
が
ち
に
凡
見
を
破
す
る
文

体
で
は
な
い
と
思
ふ
。
…
…
試
み
に
そ
の
多
般
な
る
有
様
を
言
は
ん
に
、
水
は
大
地
の
下
に
も
、
大
空
の
上
に
も
流
通
し
、

上
っ
て
は
雲
を
な
し
、
下
っ
て
は
淵
を
な
す
。
こ
れ
即
ち
住
法
位
の
活
鱍
々
地
で
あ
り
、
有
時
の
経
歴
で
あ
る
。（
一
六
六
―

一
六
七
）

（
検
討
）

田
中
は
道
元
が
経
典
引
用
が
そ
の
ま
ま
で
な
い
こ
と
を
褒
め
、
逆
に
一
般
に
論
文
の
引
用
の
厳
密
さ
の
要
求
に
対
し
て
そ

れ
を
批
判
す
る
。

し
か
し
、
道
元
は
実
際
に
は
経
典
な
ど
の
本
文
に
忠
実
な
人
で
あ
る
。《
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
》
巻
の
引
用
を
見
た
ら
よ
く

分
か
る
。
十
分
に
厳
密
に
経
典
を
引
用
し
て
、
そ
し
て
そ
の
中
で
自
分
の
思
想
と
は
齟
齬
す
る
詞
を
変
更
す
る
こ
と
も
あ
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る
。
こ
の
場
合
も
《
仏
性
》
巻
の
は
じ
め
の
句
も
、
経
典
の
二
つ
の
言
葉
を
つ
な
げ
て
用
い
て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
理
由

あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
経
文
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
実
に
自
由
に
解
釈
を
施
す
。
そ
れ
は
経
典
の
詞
に
対
す
る
厳
密

さ
と
共
存
し
て
い
る
。
今
の
場
合
も
前
の
二
句
と
、
第
三
句
は
、
そ
の
ま
ま
二
つ
の
経
典
に
あ
り
、
ま
さ
し
く
「
仏
言
」
で

あ
る
。
解
釈
者
が
探
せ
な
か
っ
た
だ
け
で
、
厳
密
で
な
い
か
ら
い
い
と
す
る
評
価
は
間
違
っ
て
い
る
。
自
分
の
誤
読
に
の
っ

て
、
文
献
学
が
何
た
る
か
も
知
ら
ず
、
余
分
な
こ
と
を
言
い
過
ぎ
る
。

ま
た
無
有
所
住
の
主
語
は
、
道
元
の
詞
か
ら
も
、
経
典
か
ら
も
紛
れ
も
な
く
〈
一
切
諸
法
〉
で
あ
り
、
解
脱
で
は
な
い
。

だ
か
ら
「
住
法
せ
ざ
る
解
脱
」
な
ど
考
え
ら
れ
な
い
。

凡
見
を
破
す
る
だ
け
で
は
な
い
と
い
う
の
は
、
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
水
の
地
形
に
よ
る
様
々
な
様
態
を
、
道

元
は
「
住
法
位
の
活
鱍
鱍
地
」
と
も
、「
有
時
の
経
歴
」
と
も
い
う
ま
い
。

古
田
『
私
釈
』

水
は
水
に
こ
そ
依
れ
決
し
て
何
か
に
依
っ
て
住と

ど

ま
る
と
こ
ろ
と
な
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
い
お
う
と
し
て
い
る
の
で
あ

る
。（
七
二
）

し
か
し
住と
ど

ま
る
所
が
な
い
と
い
っ
て
も
水
は
現
に
水
と
し
て
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
…
…
水
は
水
の
法
位
に
住
ま
っ
て

い
る
の
で
あ
り
、
水
の
水
た
る
こ
と
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。『
御
抄
』
に
…
…
『
聞
解
』
に

…
…
こ
の
よ
う
な
む
つ
か
し
い
論
理
を
展の

べ
る
の
は
却
っ
て
論
旨
の
混
乱
を
招
く
の
で
は
な
い
か
と
危
ぶ
む
の
で
あ
る
。

（
七
二
―
七
三
）

と
こ
ろ
で
「
そ
の
流
に
多
般
あ
り
、
こ
れ
人
見
の
一
端
な
り
」
と
あ
る
一
句
で
あ
る
が
、
一
本
に
は
こ
の
一
句
を
削
っ
て

い
る
よ
う
に
、
実
際
に
は
無
い
方
が
い
い
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
「
こ
れ
人
見
の
一
端
な
り
」
の
一
句
は
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こ
の
場
所
に
あ
っ
て
は
意
味
が
通
じ
に
く
い
の
で
あ
る
。『
私
記
』
に
…
…
『
聞
解
』
に
も
「
…
…
一
途
あ
り
」
に
す
ぐ
続

け
て
、「
こ
れ
人
見
の
一
端
な
り
」
の
一
句
が
あ
る
意
味
に
と
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
そ
う
取
る
よ
り
考
え
よ
う
が
な
い
の

で
あ
り
、
こ
の
「
こ
れ
人
見
の
一
端
な
り
」
の
一
句
は
「
一
途
あ
り
」
の
著

じ
ゃ
く

語ご

で
、
本
文
の
一
句
に
は
な
か
っ
た
か
も
知
れ

な
い
の
で
あ
る
。（
七
三
）

（
検
討
）

『
御
抄
』『
聞
解
』
を
批
判
す
る
の
は
い
い
が
、
自
分
の
解
釈
は
本
文
の
〈
一
切
諸
法
〉
を
無
視
し
て
水
を
主
語
と
し
て
解

釈
し
て
い
る
。
枉
げ
て
そ
の
解
釈
に
沿
っ
て
み
て
も
、「
住
法
位
」
の
解
釈
が
「
水
は
現
に
水
と
し
て
あ
る
」「
水
の
水
た
る

こ
と
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
い
わ
れ
る
。
法
位
に
住
す
る
と
は
、
そ
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

古
田
の
論
か
ら
い
え
ば
「
そ
の
流
に
多
般
あ
り
、
こ
れ
人
見
の
一
端
な
り
」
が
な
い
方
が
い
い
よ
う
だ
と
い
う
こ
と
に
な

る
が
、
道
元
の
本
文
を
ま
っ
と
う
に
解
釈
せ
ず
、
た
か
だ
か
自
分
が
見
た
「
一
本
」
に
よ
っ
て
、
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い

と
す
る
の
は
よ
く
な
い
。
真
蹟
も
あ
っ
て
、
こ
こ
に
あ
る
こ
と
は
動
か
し
が
た
い
。
古
田
の
鑑
定
し
た
当
時
で
も
、
そ
れ
が

真
蹟
に
近
い
こ
と
は
確
認
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
、
そ
こ
に
本
文
は
厳
然
と
こ
う
あ
る
の
に
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
言
え
る
の
だ
ろ

う
。

安
谷
『
参
究
』

『
啓
迪
』
に
は
、
こ
こ
で
西
有
禅
師
が
広
長
舌
を
振
っ
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
一
々
ご
尤
も
な
こ
と
で
、
禅
師
の

垂
示
を
深
く
拝
謝
す
る
の
み
で
あ
る
。
次
に
「
仏
言
云
々
」
に
対
す
る
田
中
氏
の
見
解
を
挙
げ
て
、
読
者
諸
賢
の
参
考

に
供
す
る
。
…
…
さ
て
、
一
切
諸
法
と
は
、
す
べ
て
の
存
在
を
さ
す
。
一
般
に
は
現
象
と
い
っ
て
い
る
。
現
象
と
は
、

あ
ら
わ
れ
た
か
た
ち
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
か
た
ち
が
、
ど
う
い
う
わ
け
で
あ
ら
わ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
現
象
と
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い
う
言
葉
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
浅
薄
な
言
葉
で
あ
る
。
浅
薄
な
言
葉
は
浅
薄
な
頭
か
ら
出

る
。
こ
の
よ
う
な
浅
薄
な
頭
か
ら
、
偶
然
と
い
う
馬
鹿
な
考
え
も
出
る
し
、
神
が
作
っ
た
と
い
う
考
え
も
出
て
く
る
。

仏
道
で
は
す
べ
て
の
現
象
を
諸
法
、
ま
た
は
万
法
と
よ
ん
で
い
る
。
法
と
は
法
則
の
義
で
あ
っ
て
、
因
縁
因
果
の

大
自
然
律
を
さ
す
の
で
あ
る
。
…
…
解
脱
と
い
う
こ
と
は
、
す
べ
て
の
も
の
か
ら
解
放
さ
れ
、
一
切
の
拘
束
を
脱
却
し

て
い
る
と
い
っ
た
よ
う
な
意
味
で
あ
っ
て
、
透
脱
ま
た
は
脱
落
と
も
い
い
、
自
由
無
碍
と
も
い
う
。
そ
れ
を
さ
ら
に
無

有
所
住
と
説
い
て
い
る
。
無
有
所
住
と
は
、
所
住
あ
る
こ
と
な
し
、
ま
た
は
住
す
る
と
こ
ろ
あ
る
こ
と
な
し
と
言
う
意

味
で
あ
っ
て
、
ど
こ
に
も
ひ
っ
か
か
っ
て
い
な
い
、
ど
こ
に
も
く
っ
つ
い
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
な
ら
勝
手

放
題
で
よ
い
か
と
い
う
に
、
ど
っ
こ
い
、
そ
う
は
い
か
な
い
。
い
や
、
勝
手
放
題
に
や
れ
ば
、
勝
手
放
題
に
や
っ
た
結

果
が
ま
ち
が
い
な
く
出
て
く
る
。
そ
れ
を
甘
ん
じ
て
受
け
る
覚
悟
な
ら
勝
手
放
題
に
お
や
り
な
さ
い
。
そ
れ
を
解
脱
と

も
、
無
所
住
と
も
い
う
の
だ
。
…
…
法
位
に
住
し
て
い
る
か
ら
無
所
住
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
矛
盾
と
思
う
の
は
、
無

住
の
住
と
言
う
こ
と
に
気
が
つ
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。
住
の
無
住
な
る
事
実
を
悟
れ
ば
、
文
句
な
し
に
受
け
と
れ
る
言

葉
で
あ
る
。

そ
の
流
れ
る
と
い
う
に
つ
い
て
も
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
こ
れ
は
人
間
の
見
解
と
い
う
も
の
に
、
人
間
が
こ
だ

わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
一
端
を
暴
露
し
て
い
る
の
で
あ
る
。（
一
三
四
―
一
三
七
）

（
検
討
）

『
啓
迪
』
を
安
谷
が
拝
謝
す
る
こ
と
も
あ
る
の
か
と
び
っ
く
り
す
る
。
と
こ
ろ
で
田
中
の
、
道
元
の
経
典
引
用
へ
の
感
想

を
十
二
行
に
亘
っ
て
引
用
し
て
い
る
意
図
は
何
だ
ろ
う
か
。

一
切
諸
法
の
説
明
を
勝
手
に
「
一
般
に
は
現
象
」
と
し
て
、
自
分
が
使
っ
た
そ
の
「
現
象
」
と
い
う
用
語
の
悪
口
を
い
う

が
、
そ
も
そ
も
そ
の
説
明
が
お
か
し
い
。
現
象
と
本
体
（
物
自
体
、
存
在
そ
の
も
の
）
と
は
対
に
な
る
概
念
で
あ
り
、「
諸
法
」
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は
そ
の
い
ず
れ
で
も
な
い
。
ま
た
、
そ
の
「
法
」
と
は
「
因
縁
因
果
の
大
自
然
律
」
だ
ろ
う
か
。
道
元
に
は
諸
法
に
対
し
て

そ
の
よ
う
な
理
解
を
も
っ
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
而
今
の
住
法
位
と
時
間
軸
を
必
要
と
す
る
因
果
、
因
縁
は
両
立
し
な

い
概
念
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
薪
と
灰
は
因
果
で
い
え
ば
、
薪
を
因
と
し
、
火
を
縁
と
し
て
、
次
第
に
灰
に
結
果
す
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
が
、
道
元
は
そ
の
よ
う
に
は
言
わ
な
い
。「
因
縁
」
と
い
う
言
葉
も
道
元
は
も
っ
ぱ
ら
仏
道
の
因
縁
に
限
る
よ

う
だ
。
列
挙
す
れ
ば
、
さ
と
り
の
因
縁
、
悟
道
の
因
縁
《
谿
声
山
色
》、
一
大
事
の
因
縁
《
諸
悪
莫
作
》、《
法
華
転
法
華
》、

行
履
の
因
縁
《
諸
悪
莫
作
》、
戒
の
因
縁
、
得
道
の
因
縁
《
袈
裟
功
徳
》、
嗣
法
の
因
縁
《
嗣
書
》、
安
居
の
因
縁
《
諸
法
実

相
》、
罪
業
の
因
縁
《
仏
経
》、
発
菩
提
心
の
因
縁
《
発
無
上
心
》
な
ど
。

ま
た
、
解
脱
と
無
所
住
を
同
意
語
と
し
て
お
り
、
そ
れ
も
お
か
し
い
が
、
解
脱
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
人
間
の
解
脱
と
し
て

い
ろ
い
ろ
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
経
典
に
は
〈
諸
法
畢
竟
解
脱
〉
と
い
っ
て
お
り
、
人
間
の
解
脱
の
こ
と
を
い
っ
て
お
ら

ず
、
人
間
が
無
所
住
だ
と
も
い
う
ま
い
。「
住
の
無
住
な
る
事
実
を
悟
」
る
な
ど
と
い
う
言
い
方
は
虚
し
く
響
く
。

ま
た
、〈
人
見
の
一
端
〉
と
し
て
描
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、「
人
間
の
見
解
と
い
う
も
の
に
、
人
間
が
こ
だ
わ
っ
て
い

る
」
と
す
る
。
同
様
の
言
い
方
が
す
ぐ
あ
と
で
〈
文
子
曰
く
〉
と
続
く
の
に
、
当
を
失
し
て
い
る
。

内
山
『
味
わ
う
』

一
切
諸
法
の
「
法
」
と
は
な
に
か
。
私
は
こ
れ
ま
で
に
法
と
は
な
に
か
を
繰
り
返
し
、
繰
り
返
し
述
べ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
私
と
言
う
自
己
は
あ
ら
ゆ
る
存
在
を
刻
々
、
生な

ま

に
生
命
体
験
す
る
こ
と
に
お
い
て
生
き
て
い
る
。
そ
し
て

あ
ら
ゆ
る
存
在
は
、
こ
の
刻
々
生
の
自
己
の
生
命
体
験
を
通
し
て
あ
る
。
こ
の
場
合
生
命
体
験
す
る
自
己
を
心
と
い

い
、
生
命
体
験
さ
れ
る
存
在
を
法
と
い
う
。
そ
れ
で
心
法
一
如
、
心
法
不
二
で
あ
る
。
心
と
法
と
は
別
物
で
は
な
い
。

（
九
五
）
…
…
畢
竟
解
脱
の
解
脱
も
、
繋
縛
と
解
脱
と
に
分
か
れ
る
以
前
。
繋
縛
を
捨
て
て
解
脱
す
る
と
言
う
こ
と
で
は



215

禅文化研究所紀要 第36号（令和5年5月）

な
い
。
…
…
だ
か
ら
繋
縛
が
い
く
ら
あ
っ
て
も
、
無
相
の
繋
縛
ぐ
る
み
住
法
位
、
そ
の
ま
ま
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

（
九
七
―
九
八
）

こ
こ
は
わ
れ
わ
れ
が
、
い
か
に
概
念
だ
け
で
し
か
、
も
の
を
見
て
い
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
水

で
も
液
体
と
称
し
て
、
流
れ
る
も
の
だ
と
決
め
て
い
る
が
、
ほ
ん
と
う
は
そ
う
で
は
な
い
。
ま
た
、
流
れ
る
と
い
う
こ

と
だ
け
で
も
、
い
ろ
い
ろ
と
あ
る
。（
九
九
）

（
検
討
）

「
法
」
の
説
明
は
優
れ
て
い
る
と
お
も
う
が
、
こ
こ
を
２
頁
以
上
「
生
命
実
物
」（
九
六
）
の
話
と
し
て
自
説
を
展
開
す
る

の
は
い
か
が
な
も
の
か
。

ま
た
、「
繋
縛
と
解
脱
に
分
か
れ
る
以
前
」
と
、
例
の
ご
と
く
な
ん
で
も
二
つ
に
分
か
れ
る
以
前
と
い
う
論
法
で
、
は
た

し
て
道
元
の
言
葉
が
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
そ
う
い
う
論
理
か
ら
は
〈
解
脱
に
し
て
繋
縛
な
し
と
い
え
ど
も
〉
な
ど
ま
っ

た
く
意
味
を
な
さ
な
く
な
ろ
う
。

こ
こ
で
描
写
さ
れ
て
い
る
水
の
様
子
は
概
念
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。

【
私
釈
】

〈
仏
言
、
一
切
諸
法
…
…
諸
法
住
位
せ
り
〉

　

ま
ず
、〈
仏
言
、
一
切
諸
法
…
…
〉
の
引
用
に
つ
い
て
、
田
中
の
よ
う
に
、
出
典
に
当
た
ら
ず
に
道
元
の
経
典
引
用
が
正

確
で
は
な
い
と
い
う
の
は
間
違
っ
て
い
る
し
、
ま
し
て
厳
密
な
引
用
よ
り
そ
の
方
が
い
い
と
す
る
の
は
、
二
重
の
間
違
い
で

あ
る
。
そ
の
（
検
討
）
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
道
元
の
経
典
引
用
は
正
確
で
あ
り
、
こ
こ
は
何
経
と
い
っ
て
い
な
い
が
、
仏

言
と
し
て
一
字
も
間
違
い
は
な
い
。
こ
こ
で
は
そ
の
両
方
の
句
が
必
要
だ
っ
た
か
ら
、
道
元
は
経
典
名
を
挙
げ
な
い
で
、
こ
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の
よ
う
に
書
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
『
御
聴
書
抄
』
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
経
文
の
「
無
有
所
住
」
と
道
元
の
「
住
法
位
」
と
い
う
詞
は
、
一
見
す
る

と
矛
盾
す
る
よ
う
に
見
え
る
。
だ
が
、
矛
盾
し
な
い
理
由
が
「
法
体
が
一
法
に
止
ま
ら
ぬ
道
理
が
、
無
有
所
住
と
云
わ
る
る

な
り
。
こ
の
道
理
は
又
諸
法
住
位
の
道
理
な
る
べ
し
」（『
正
法
眼
蔵
註
解
全
集
』
第
二
巻
、
二
五
九
頁
）
と
い
わ
れ
る
の
は
お
か

し
い
。「
法
体
」
と
は
諸
法
の
本
体
（
実
体
、
ダ
ル
マ
）
で
あ
る
が
、
こ
の
用
語
は
『
正
法
眼
蔵
』
に
も
『
永
平
広
録
』
に
も

な
い
。
法
体
な
ど
決
し
て
認
め
な
い
道
元
だ
か
ら
当
然
で
あ
る
。
ま
し
て
法
体
が
一
法
に
止
ま
ら
ぬ
、
な
ど
と
い
う
こ
と
は

で
き
ま
い
。
そ
れ
以
下
も
道
理
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
安
谷
の
「
無
住
の
住
」
も
説
明
に
な
ら
な
い
。

こ
こ
は
、
い
ま
ま
で
の
水
の
論
を
経
典
の
言
葉
で
締
め
る
大
事
な
箇
所
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
の
論
は
、
人
の
見
で
は
な
い
水
は
、
依
る
と
こ
ろ
な
く
自
ず
か
ら
現
成
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が

依
水
の
透
脱
で
あ
っ
た
。
水
だ
け
で
は
な
く
、
国
土
宮
殿
も
依
る
と
こ
ろ
な
く
、
能
所
な
く
現
成
す
る
と
い
わ
れ
た
。
そ

う
で
あ
れ
ば
そ
れ
ら
に
限
ら
ず
、
人
の
判
断
、
認
識
や
知
見
で
は
な
い
、〈
仏
言
〉
に
お
い
て
、
諸
法
（
い
ろ
い
ろ
な
あ
り
方
、

い
ろ
い
ろ
な
存
在
）
も
、
依
る
と
こ
ろ
な
く
透
脱
し
て
現
成
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
が
〈
一
切
諸
法
は
畢
竟
解
脱
し
て

所
住
あ
る
こ
と
な
し
〉
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
こ
の
巻
の
冒
頭
の
叙
述
と
同
じ
こ
と
と
し
て
繋
が
る
。
ど
の
よ
う
に
か
。

一
章
冒
頭
で
は
〈
而
今
の
山
水
…
…
法
位
に
住
し
て
究
尽
の
功
徳
を
成
ぜ
り
〉
と
い
わ
れ
て
い
た
。〈
而
今
の
山
水
〉
は

人
間
の
判
断
、
見
を
通
さ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、〈
畢
竟
解
脱
し
て
〉
い
る
、
そ
れ
ゆ
え
に
〈
究
尽
の
功
徳
を
成
〉
じ
て
い

る
と
い
え
る
が
、
し
か
も
〈
法
位
に
住
し
〉
て
い
る
。

法
位
に
住
し
な
が
ら
、
古
仏
に
よ
っ
て
〈
青
山
常
運
歩
〉〈
東
山
水
上
行
〉
と
い
わ
れ
た
よ
う
に
、
運
歩
は
や
む
こ
と
な

く
、
し
た
が
っ
て
〈
所
住
有
る
こ
と
無
し
〉
で
あ
る
。
山
だ
け
で
な
く
諸
法
は
、
解
脱
し
て
い
て
「
無
所
住
」
な
の
で
あ
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る
。〈

し
か
あ
る
に
、
人
間
の
水
を
み
る
に
、
流る

注ち
ゅ
うし
て
と
ど
ま
ら
ざ
る
と
み
る
一い
ち

途ず

あ
り
。
そ
の
流
に
多
般
あ
り
〉

人
間
の
目
で
見
る
こ
と
に
関
す
る
叙
述
に
は
〈
し
か
あ
る
に
〉
と
い
う
逆
接
で
続
く
。
こ
こ
は
、「
水
」
に
対
す
る
人
間

の
見
方
、
そ
れ
も
そ
れ
ほ
ど
特
別
で
は
な
い
見
方
を
「
流
れ
て
と
ど
ま
ら
な
い
」
と
挙
げ
て
い
る
。
人
が
水
を
見
る
ば
あ

い
、
当
た
り
前
な
水
の
様
子
で
あ
る
が
、
そ
の
「
流
れ
て
と
ど
ま
ら
な
い
」
と
い
う
一
つ
の
あ
り
方
に
も
〈
そ
の
流
に
多
般

あ
り
〉
と
い
わ
れ
る
。
さ
ら
に
間
違
え
な
い
よ
う
に
念
を
押
し
て
〈
こ
れ
人
見
の
一
端
な
り
〉
と
補
わ
れ
て
こ
う
い
わ
れ

る
。〈

地
を
流
通
し
、
空
を
流
通
し
、
上
方
に
流
通
し
、
下
方
に
流
通
す
。
一
曲
に
も
な
が
れ
、
九
淵
に
も
な
が
る
。
の
ぼ
り

て
雲
を
な
し
、
く
だ
り
て
ふ
ち
を
な
す
〉

人
間
が
見
れ
ば
「
水
の
流
通
」
は
当
た
り
前
で
あ
り
、
一
曲
が
り
の
河
川
に
も
流
れ
れ
ば
、
深
い
淵
に
も
な
る
。〈
の
ぼ

り
て
雲
を
な
〉
す
こ
と
も
人
の
普
通
の
認
識
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
は
、
凡
見
（『
啓
迪
』）
で
も
概
念
（
内
山
）
で
も

な
い
。「
こ
だ
わ
っ
て
い
る
」（
安
谷
）
わ
け
で
も
な
い
。
人
が
見
た
水
の
働
き
の
一
つ
で
あ
る
流
通
の
素
晴
ら
し
さ
の
叙
述

で
あ
る
。

二
、文

子
曰
、
水
之
道
、
上
天
為
雨
露
、
下
地
為
江
河
。〈
文も

ん

子し

に
曰
く
、
水
の
道
、
天
に
上
り
て
は
雨
露
と
為な

り
、
地

に
下
り
て
は
江
河
と
為な

る
。〉



218

正法眼蔵　第二十九　山水経　私釈　［下］（松岡 由香子）

い
ま
俗
の
い
ふ
と
こ
ろ
、
な
ほ
か
く
の
ご
と
し
。
仏
祖
の
児
孫
と
称
せ
ん
と
も
が
ら
、
俗
よ
り
も
く
ら
か
ら
ん
は
、

も
と
も
は
づ
べ
し
。
い
は
く
、
水
の
道
は
、
水
の
所
知
覚
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
水
よ
く
現げ

ん

行ぎ
ょ
うす
。
水
の
不
知
覚
に
あ
ら

ざ
れ
ど
も
、
水
よ
く
現
行
す
る
な
り
。

上じ
ょ
う

天て
ん

為い

雨う

露ろ

、
と
い
ふ
。
し
る
べ
し
、
水
は
、
い
く
そ
ば
く
の
上
天
・
上
方
へ
も
の
ぼ
り
て
雨
露
を
な
す
な
り
。

雨
露
は
、
世
界
に
し
た
が
ふ
て
し
な
じ
な
な
り
。
水
の
い
た
ら
ざ
る
と
こ
ろ
あ
る
と
い
ふ
は
、
小
乗
声
聞
教
な
り
、
あ

る
ひ
は
外
道
の
邪
教
な
り
。
水
は
火
焔
裏
に
も
い
た
る
な
り
、
心
念
・
思
量
・
分
別
裏
に
も
い
た
る
な
り
、
覚
智
・
仏

性
裏
に
も
い
た
る
な
り
。

［
注
釈
］

○
文
子　

書
名
。『
老
子
』
を
敷
衍
し
た
も
の
で
二
巻
、
唐
代
に
『
通
玄
真
経
』
と
呼
ば
れ
る
も
、
老
子
の
弟
子
の
文
子
の
作
で
は
な
く
、

後
代
の
偽
書
と
い
わ
れ
る
。

○
水
之
道
…
…　

出
典
『
文
子
』
道
原
章
「
上
天
為
雨
露
、
下
地
為
潤
沢
」。
文
言
は
、
テ
キ
ス
ト
と
下
の
二
字
が
異
な
る
。

『
正
法
眼
蔵
渉
典
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
出
る
。「
稽
古
略
の
巻
二
に
出
ず
。
…
…
文
中
子
四
巻
、
今
世
に
行
わ
る
。
文
子
云
、
水
之
道
、

上
天
為
雨
露
、
下
地
為
江
河
、
…
…
（
文
子
云
く
、
水
の
道
、
天
に
上
り
て
は
雨
露
と
為
り
、
地
に
下
り
て
は
江
河
と
為
る
）」（
三
〇
〇
）。

「
文
中
子
」
と
は
、
中
国
・
隋
代
の
儒
学
者
で
あ
る
王
通
と
、
そ
の
門
弟
子
た
ち
と
の
対
話
を
記
録
し
た
と
さ
れ
る
書
物
（
十
巻
）
で
、

儒
教
の
も
の
で
あ
り
、『
文
子
』
が
老
荘
思
想
で
あ
る
の
と
は
異
な
る
。
な
お
『
釈
氏
稽
古
略
』（T

49,809c-810b

）
に
は
こ
の
話
は
見

え
な
い
。

○
知
覚　

感
覚
器
官
を
通
し
て
外
部
を
知
る
働
き
。

＊
道
元
用
例
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〈
諸
仏
の
つ
ね
に
こ
の
な
か
に
住
持
た
る
、
各
各
の
方
面
に
知
覚
を
の
こ
さ
ず
。
群
生
の
と
こ
し
な
へ
に
こ
の
な
か
に
使
用
す
る
、
各
各

の
知
覚
に
方
面
あ
ら
は
れ
ず
。〉《
辦
道
話
》

〈
お
ほ
く
風
火
の
動
著
を
仏
性
の
知
覚
と
お
も
へ
る
〉《
仏
性
》、〈
こ
の
法
起
、
か
つ
て
起
を
の
こ
す
に
あ
ら
ず
。
こ
の
ゆ
え
に
、
起
は

知
覚
に
あ
ら
ず
、
知
見
に
あ
ら
ず
、〉《
海
印
三
昧
》
等
。

○
現
行　
「
現
」
は
、
実
際
に
存
在
し
た
り
、
実
際
に
行
わ
れ
た
り
す
る
あ
り
さ
ま
を
表
す
語
で
あ
り
、
実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
現

に
運
用
し
て
い
る
こ
と
。『
正
法
眼
蔵
』
の
中
で
こ
こ
だ
け
に
使
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
実
際
に
流
れ
行
く
こ
と
か
。

○
い
く
そ
ば
く　
「
い
く
そ
」
は
幾
十
で
、「
ば
く
」
は
許ば
か
りで
、「
い
く
そ
ば
く
」
は
「
ど
ん
な
に
多
く
の
」
の
意
。

○
上
天　

①
天
空
、
②
天
帝
、
上
帝
、
③
冬
の
天
な
ど
。
こ
こ
で
は
①
の
意
。

○
覚
智
・
仏
性
裏　
「
覚
智
仏
性
」
裏
と
取
る
か
、
覚
智
お
よ
び
仏
性
裏
と
取
る
か
、
の
問
題
が
あ
る
。
今
は
後
者
と
取
る
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、「
仏
性
」
も
「
覚
智
」
も
道
元
が
肯
定
的
に
使
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

【
現
代
語
訳
】

『
文
子
』
に
い
う
、「
水
の
道
は
、
天
に
上
っ
て
は
雨
露
と
な
り
、
地
に
下
っ
て
は
江
河
と
な
る
」
と
。
い
ま
世
間
の
者
が

い
う
こ
と
す
ら
も
、
こ
の
よ
う
で
あ
る
。
仏
祖
の
子
孫
だ
と
自
称
す
る
連
中
が
、
世
俗
の
人
よ
り
も
暗
愚
で
あ
る
の
は
な
に

よ
り
も
恥
ず
べ
き
だ
。
い
っ
て
い
る
こ
と
は
、
水
の
道
は
水
が
知
覚
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
水
は
実
際
に
よ
く

流
れ
行
き
、
水
が
知
覚
し
な
い
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
水
は
実
際
に
（
上
方
下
方
な
ど
に
）
よ
く
流
れ
行
く
の
で
あ
る
。

「
上
天
為
雨
露
」
と
い
う
。
し
る
が
よ
い
、
水
は
ど
れ
ほ
ど
か
遥
か
の
天
空
、
上
方
へ
も
昇
っ
て
雨
露
を
形
成
す
る
の
で

あ
る
。「
雨
露
」
は
、（
諸
類
の
）
世
界
に
し
た
が
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
水
が
至
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
う
の
は
、

小
乗
・
声
聞
の
教
え
で
あ
り
、
あ
る
い
は
仏
道
以
外
の
誤
っ
た
教
え
で
あ
る
。
水
は
火
焔
の
内
に
も
至
る
の
で
あ
る
。
心
念
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や
思
量
・
分
別
の
内
に
も
至
る
の
で
あ
り
、
覚
智
・
仏
性
の
内
に
も
い
た
る
の
で
あ
る
。

【
諸
釈
の
検
討
】

田
中
『
道
元
』

文
中
子
四
巻
に
、
次
の
や
う
に
あ
る
と
い
ふ
。
た
だ
何
と
な
く
面
白
く
、
道
元
が
か
や
う
な
外
典
に
も
親
し
ん
だ
こ

と
は
、
さ
ら
に
一
層
興
味
深
い
か
ら
、
書
き
加
え
て
置
き
た
い
。
文
子
云
く
、
水
之
道
、
天
に
上
り
て
雨
露
と
為
り
、

地
に
下
り
て
江
河
と
為
る
、
水
の
北
を
陽
と
曰
ひ
、
水
の
南
を
陰
と
曰
ふ
、
水
山
石
の
間
に
出
づ
る
を
潾
と
曰
ひ
、

…
…
水
神
を
天
呉
と
曰
ふ
。
―
―
水
の
許
多
般
な
る
、
推
し
て
知
る
べ
し
で
あ
る
。
な
ほ
雲
、
霧
…
…
淡
水
、
鹹
水
、

硬
水
、
軟
水
等
が
あ
り
、
水
を
微
細
な
ら
し
む
る
こ
と
極
ま
れ
ば
分
か
れ
て
二
と
な
る
。
一
を
水
素
と
曰
ひ
、
他
を
酸

素
と
い
ふ
等
も
あ
る
。（
一
六
八
―
一
六
九
）

水
は
み
づ
か
ら
自
己
の
働
き
を
知
覚
す
る
と
否
と
に
拘
ら
ず
、
…
…
諸
類
の
世
界
に
従
っ
て
或
は
妙
華
、
或
は
濃
血

と
い
ふ
ふ
う
に
し
な
じ
な
で
あ
る
。（
一
七
〇
―
一
七
一
）

水
の
至
ら
ぬ
と
こ
ろ
あ
り
と
思
ふ
の
は
、
小
乗
声
聞
の
説
に
過
ぎ
ぬ
。
…
…
性
水
の
周
遍
法
界
な
る
を
思
ふ
べ
き
で

あ
る
。
…
…
水
は
悪
夢
の
中
に
至
り
、
仏
辺
窠
窟
の
腐
水
に
も
至
り
、
…
…
ち
な
み
に
、
現
成
公
案
の
巻
に
次
の
一
節

が
あ
る
。
…
…
い
ま
参
学
の
人
は
、
身
心
を
励
ま
し
て
、
風
と
い
ふ
は
水
と
い
わ
ん
が
ご
と
し
と
い
ふ
ほ
ど
の
志
気
を

以
て
著
眼
見
さ
れ
た
い
。
―
麻
浴
山
宝
徹
禅
師
…
…
。（
一
七
二
―
一
七
三
）

（
検
討
）

『
渉
典
録
』
に
よ
る
「
文
中
子
四
巻
」
の
文
を
長
々
と
引
用
す
る
が
、
そ
の
内
容
は
水
に
つ
い
て
の
表
面
的
な
描
写
に
過

ぎ
ず
、
さ
ら
に
自
説
の
水
の
種
類
を
並
べ
る
が
関
係
あ
る
ま
い
。「
水
は
み
づ
か
ら
自
己
の
働
き
を
知
覚
」
と
い
う
が
、
本
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文
で
は
、「
水
の
道
は
水
が
知
覚
」
と
い
わ
れ
て
お
り
、「
水
は
み
づ
か
ら
自
己
の
働
き
」
は
関
係
な
い
。
ま
た
〈
世
界
に
し

た
が
ふ
て
〉
を
『
御
聴
書
抄
』
に
倣
っ
て
一
見
四
水
の
こ
と
と
す
る
の
は
妥
当
で
は
な
い
。
主
語
は
「
雨
露
」
で
あ
り
、
再

説
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
『
辨
註
』
に
倣
っ
た
「
性
水
」
云
々
も
関
係
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
〈
水
の
い
た
ら
ざ
る

と
こ
ろ
〉
が
な
い
、
と
あ
る
か
ら
と
言
っ
て
、「
悪
夢
の
中
に
至
り
」
な
ど
何
で
も
挙
げ
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

ま
た
宝
徹
禅
師
の
話
は
修
証
不
二
の
譬
え
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
修
証
の
話
で
も
譬
え
で
も
な
く
、「
水
」
の
参
究
で
あ
り
、

混
同
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

古
田
『
私
釈
』

水
の
道
は
水
自
身
が
上
方
へ
と
か
、
下
方
へ
と
か
こ
の
知
覚
す
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
通
じ
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、

ま
た
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
知
覚
し
な
い
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
通
じ
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
水
は
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
何

処
へ
も
流
れ
去
る
の
で
あ
る
。（
七
四
）

（
検
討
）

だ
い
た
い
原
文
通
り
な
ぞ
っ
て
い
る
が
、「
現
行
」
は
「
通
じ
る
」
と
い
う
よ
り
、
実
際
に
行
く
、
流
れ
る
と
い
う
こ
と

だ
ろ
う
。

安
谷
『
参
究
』

安
谷
も
、
田
中
に
よ
る
『
文
中
子
』
の
文
章
を
二
十
行
に
亘
っ
て
引
用
し
て
い
る
が
、
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
。
ま
た
こ
う

い
う
。

こ
こ
で
い
う
水
と
は
、
真
空
性
水
の
こ
と
だ
。
性
空
の
こ
と
だ
。
真
の
自
己
の
こ
と
だ
。
宇
宙
は
自
己
の
千
変
万
化
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だ
。
虚
空
の
軽
業
だ
。
火
に
も
な
れ
る
。
水
に
も
な
れ
る
。
…
…
（
一
四
一
）

（
検
討
）

道
元
は
「
水
」
の
こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、「
性
水
」、「
性
空
」
も
「
自
己
」
も
「
宇
宙
」
も
関
係
な
い
。
宇

宙
が
自
己
の
千
変
万
化
と
い
う
こ
と
で
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
な
る
。

内
山
『
味
わ
う
』

こ
う
い
う
こ
と
も
、
今
日
の
科
学
知
識
を
も
っ
て
い
る
わ
れ
わ
れ
か
ら
す
れ
ば
別
に
不
思
議
で
は
な
い
。
地
球
上
に

あ
る
す
べ
て
が
水
分
を
含
ん
で
い
る
し
、
生
命
は
水
の
な
か
に
生
じ
た
も
の
な
の
だ
か
ら
、
心
念
思
量
分
別
裏
に
あ
る

の
も
当
然
だ
し
、
生
命
実
物
そ
の
も
の
に
あ
る
の
も
当
然
で
す
。（
一
〇
一
）

（
検
討
）

水
が
い
た
ら
な
い
と
こ
ろ
は
な
い
、
と
い
う
の
は
、
地
球
上
で
は
今
日
の
科
学
知
識
で
も
あ
る
程
度
は
妥
当
す
る
か
も
し

れ
な
い
が
、〈
心
念
・
思
量
・
分
別
裏
に
も
い
た
る
〉
の
は
、「
わ
れ
わ
れ
か
ら
す
れ
ば
」
当
然
だ
ろ
う
か
。
と
て
も
そ
う
は

思
え
な
い
。

【
私
釈
】

〈
文
子
曰
く
…
…
い
ま
俗
の
い
ふ
と
こ
ろ
、
な
ほ
か
く
の
ご
と
し
〉
と
、
こ
の
段
落
は
始
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
「
俗
」
は
、
俗
世
間
の
人
、
俗
人
と
い
う
意
味
で
は
あ
る
ま
い
。
文
子
は
（
偽
書
だ
と
し
て
も
）
老
子
の
弟
子
で
あ

り
、
道
教
で
は
聖
人
賢
人
で
あ
る
。
仏
教
で
は
な
い
と
い
う
意
味
で
の
「
俗
」
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
〈
仏
祖
の
児
孫
と
称
せ

ん
と
も
が
ら
、
俗
よ
り
も
く
ら
か
ら
ん
は
、
も
と
も
は
づ
べ
し
〉
と
い
う
が
、
ど
う
し
て
こ
こ
で
仏
典
を
引
か
ず
『
文
子
』



223

禅文化研究所紀要 第36号（令和5年5月）

を
引
い
た
の
か
。
じ
つ
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
る
仏
典
は
ほ
ぼ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
仏
典
は
人
間
自
身
（
自
己
）
を
問

題
に
し
て
、
人
と
環
境
、
あ
る
い
は
自
然
と
か
の
関
わ
り
を
ほ
と
ん
ど
問
題
に
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
山
水
」
を
主
題

に
す
る
道
元
は
、
仏
教
史
上
き
わ
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
思
惟
を
な
し
て
い
る
と
言
え
る
。「
山
水
」
と
は
、
中
国
、
日
本
で
は

山
と
水
と
い
う
意
味
だ
け
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
「
自
然
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
に
限
ら
ず
冒
頭

（
一
章
一
節
三
）
か
ら
〈
乗
雲
の
道
徳
…
…
順
風
の
妙
功
〉
と
『
荘
子
』
が
引
か
れ
て
い
た
。

し
か
し
、【
注
釈
】
で
み
た
よ
う
に
、
こ
こ
に
は
出
典
の
問
題
が
あ
る
。
引
か
れ
て
い
る
の
は
『
稽
古
略
』
の
「
文
中
子
」

の
言
葉
「
水
之
道
、
上
天
為
雨
露
、
下
地
為
江
河
」
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
直
前
に
〈
人
見
の
一
端
な
り
。
い
は
ゆ
る
地
を

流る

通づ
う

し
、
空
を
流
通
し
、
上
方
に
流
通
し
、
下
方
に
流
通
す
。
一
曲
に
も
な
が
れ
、
九
淵
に
も
な
が
る
。
の
ぼ
り
て
雲
を
な

し
、
く
だ
り
て
ふ
ち
を
な
す
〉
と
い
わ
れ
て
い
た
こ
と
と
同
じ
で
あ
り
、
む
し
ろ
、
よ
り
平
板
で
常
識
的
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。こ

の
よ
う
な
き
わ
め
て
当
た
り
前
の
言
説
に
対
し
て
、〈
仏
祖
の
児
孫
と
称
せ
ん
と
も
が
ら
、
俗
よ
り
も
く
ら
か
ら
ん
は
、

も
と
も
は
づ
べ
し
〉
と
い
う
の
は
、
す
こ
し
奇
妙
で
あ
る
。
仏
祖
の
児
孫
で
な
く
て
も
、
だ
れ
で
も
昔
か
ら
知
っ
て
い
る
よ

う
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
す
る
道
元
の
拈
提
は
、〈
水
の
い
た
ら
ざ
る
と
こ
ろ
〉
な
し
と
し
、〈
心
念
・
思
量
・
分
別
裏

に
も
い
た
る
な
り
、
覚
知
・
仏
性
裏
に
も
い
た
る
〉
と
、
こ
こ
の
『
文
子
』
の
テ
キ
ス
ト
が
ま
っ
た
く
言
っ
て
い
な
い
こ
と

に
言
及
し
て
い
く
。

私
は
思
う
、
道
元
は
、
以
前
に
『
稽
古
略
』
で
は
な
く
、『
文
子
』
を
見
て
、
水
の
働
き
が
精
神
面
に
ま
で
及
ぶ
広
大
深

淵
な
も
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

『
文
子
』
道
原
章
七
に
は
次
の
よ
う
に
出
る
。

天
下
莫
柔
弱
於
水
、
水
為
道
也
、
広
不
可
極
、
深
不
可
測
、
長
極
無
藭
。
遠
淪
無
涯
、
息
耗
減
益
、
過
於
不
訾
、
上
天
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為
雨
露
、
下
地
為
潤
沢
。
万
物
不
得
不
生
、
百
事
不
得
不
成
。（
天
下
に
水
よ
り
柔
弱
な
る
は
な
く
、
水
、
道
と
な
る
也
。
広
き
こ
と

極
ま
り
な
く
、
深
き
こ
と
測
る
べ
か
ら
ず
、
長
き
こ
と
、
無
藭
を
極
む
。
遠
き
こ
と
無
涯
に
淪い

る
。
息ふ

え
耗へ

り
減
じ
益ま

し
、
訾は

か

ら
れ
ざ
る
に
過つ

う

ず
。
天
に
上
り
て
は
雨
露
と
な
り
、
地
に
下
っ
て
は
潤
沢
と
な
る
。
万
物
得
ざ
れ
ば
生
ぜ
ず
、
百
事
得
ざ
れ
ば
成
ら
ず
。）

こ
れ
は
三
章
一
節
の
〈
融
じ
て
は
乳
水
よ
り
も
や
は
ら
か
な
り
〉
と
響
き
あ
い
、「
上
天
為
雨
露
、
下
地
為
」
は
、
テ
キ

ス
ト
と
同
じ
で
あ
る
。「
潤
沢
」
が
テ
キ
ス
ト
で
は
「
江
河
」
と
な
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
「
深
不
可
測
、
長
極
無

究
。
遠
淪
無
涯
」
は
直
前
の
〈
一
曲
に
も
な
が
れ
、
九
淵
に
も
な
が
る
。
の
ぼ
り
て
雲
を
な
し
、
く
だ
り
て
ふ
ち
を
な
す
〉

と
も
呼
応
す
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
道
元
は
自
分
が
覚
え
て
い
る
『
文
子
』
か
ら
、
着
想
を
得
て
書
い
て
い
っ
た
が
、
そ
の
原
典
が
見
出
せ
な
く

て
『
稽
古
略
』
の
「
文
中
子
」
を
使
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

『
文
子
』
で
あ
れ
ば
、
水
の
精
神
面
に
お
け
る
影
響
に
も
説
き
及
ぶ
。

道
原
章
一
に
、「
功
徳
」
と
い
う
用
語
が
的
中
す
る
よ
う
な
水
の
働
き
が
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

「
水
流
而
不
止
、
与
物
終
始
。
風
興
雲
蒸
、
雷
声
雨
降
、
並
応
無
窮
、
已
雕
已
琢
、
還
復
於
樸
。
無
為
為
之
而
合
乎
生
死
、

無
為
言
之
而
通
乎
徳
、
恬
愉
無
矜
而
得
乎
和
、
有
万
不
同
而
便
乎
生
。
和
陰
陽
、
節
四
時
、
調
五
行
、
潤
乎
草
木
、
浸
乎
金

石
、
禽
獸
碩
大
、
毫
毛
潤
沢
、
鳥
卵
不
敗
、
獣
胎
不
殰
（
水
流
れ
て
止
ま
ず
、
物
と
終
始
す
。
風
興
り
、
雲
蒸
し
、
雷
声な

り
雨
降
り
、

並
び
応
じ
て
窮
ま
る
無
し
。
已
に
雕き
ざ

み
已
に
琢み

が

き
、
ま
た
樸
に
復
す
。
無
為
に
し
て
之
を
為
し
、
生
死
に
合
す
る
な
り
、
無
為
に
し
て
之
を
言

い
、
徳
に
通
ず
。
恬
愉
し
て
矜ほ
こ

る
無
く
し
て
和
を
得
、
万よ

ろ
ずに

同
じ
か
ら
ざ
る
有
り
て
、
生
に
便べ

ん

あ
り
。
陰
陽
を
和
し
て
、
四
時
を
節の

っ
とり

五
行
を

調と
と
のう

。
草
木
を
潤
し
、
金
石
を
浸
す
。
禽
獣
碩せ

き

大
し
、
毫
毛
潤
沢
す
。
鳥
卵
敗
れ
ず
、
獣
胎
殰や

ぶ

れ
ず
）」。

こ
の
『
文
子
』
で
は
、
水
自
体
の
精
神
的
な
作
用
を
、「
已
に
雕き

ざ

み
已
に
琢み
が

き
、
ま
た
樸
に
復
す
」
と
あ
る
。
た
だ
、
岩

を
刻
み
、
石
を
磨
く
だ
け
で
は
な
く
、
お
の
れ
を
磨
く
こ
と
も
、
無
垢
な
そ
の
ま
ま
に
な
る
こ
と
も
含
ま
れ
よ
う
。「
無
為
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に
し
て
之
を
為
し
、
生
死
に
合
す
る
な
り
、
無
為
に
し
て
之
を
言
い
、
徳
に
通
ず
。
恬
愉
し
て
矜ほ
こ

る
無
く
し
て
和
を
得
」
は

ま
さ
に
精
神
的
な
働
き
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
水
の
働
き
と
し
て
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
『
文
子
』
の
思
想
を
見
る
と

き
、
道
元
が
〈
心
念
・
思
量
・
分
別
裏
に
も
い
た
る
な
り
、
覚
智
仏
性
裏
に
も
い
た
る
な
り
〉
と
い
う
の
も
す
な
お
に
肯
定

で
き
る
。『
文
子
』
で
は
水
が
精
神
面
を
含
め
て
す
べ
て
の
自
然
の
調
和
を
形
作
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
い
う
『
文
子
』
の
言
な
ら
ば
、〈
仏
祖
の
児
孫
と
称
せ
ん
と
も
が
ら
、
俗
よ
り
も
く
ら
か
ら
ん
は
、
も
と
も
は
づ
べ

し
〉
と
い
う
の
も
、
そ
の
通
り
だ
と
う
な
ず
け
る
。

も
っ
と
も
こ
れ
は
私
の
憶
測
の
域
を
出
な
い
。
少
し
テ
キ
ス
ト
に
そ
っ
て
解
釈
し
て
い
こ
う
。

〈
水
の
道
は
、
水
の
所
知
覚
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
水
よ
く
現
行
す
。
水
の
不
知
覚
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
水
よ
く
現
行
す
る
〉

と
い
う
。〈
所
知
覚
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
〉、〈
不
知
覚
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
〉
と
い
う
の
は
、
水
は
勝
手
に
ど
こ
に
で
も
流
れ
る

わ
け
で
は
な
く
、
水
の
道
と
し
て
、
あ
る
目
的
地
（
池
や
川
、
海
）
に
流
れ
る
。
人
が
目
的
地
に
行
こ
う
と
す
れ
ば
、
道
を

知
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
水
は
道
す
じ
を
知
っ
て
い
る
の
か
、
知
ら
な
い
の
か
分
か
ら
な
い
が
、
間
違
い
な
く
山

筋
に
そ
っ
て
上
っ
て
い
き
、
あ
る
い
は
低
地
に
そ
っ
て
下
っ
て
い
く
、
と
い
う
こ
と
を
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
普
通
は
水
に

そ
も
そ
も
「
知
覚
」
を
認
め
な
い
。
け
れ
ど
道
元
は
そ
の
よ
う
な
決
め
つ
け
は
し
な
い
で
、
不
知
覚
か
知
覚
し
て
い
る
か
分

か
ら
な
い
け
ど
、
と
い
う
人
間
の
見
に
留
保
を
つ
け
た
言
い
方
を
し
て
い
る
。

〈
現
行
〉
に
は
実
際
に
行
く
、
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
る
。
現
代
科
学
で
は
、
水
は
水
蒸
気
に
な
れ
ば
体
積
が
増
え
て
軽

く
な
り
、
気
流
に
の
っ
て
、
あ
る
い
は
山
に
沿
っ
て
上
に
行
く
な
ど
説
明
が
つ
く
だ
ろ
う
が
、
文
子
の
頃
、
あ
る
い
は
道
元

の
頃
に
は
、
そ
れ
は
分
か
ら
な
い
。

ま
た
次
の
〈
上
天
為
雨
露
…
…
雨
露
は
、
世
界
に
し
た
が
ふ
て
し
な
じ
な
な
り
〉
の
初
め
の
叙
述
は
、
水
が
ど
こ
ま
で

も
上
っ
て
雨
露
に
な
る
と
い
う
。
こ
れ
は
わ
か
り
や
す
い
だ
ろ
う
。
つ
づ
く
言
葉
は
「
水
」
が
、
で
は
な
く
、〈
雨
露
〉
が
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世
界
に
し
た
が
っ
て
品
々
で
あ
る
と
い
う
。「
雨
露
」
が
主
語
な
の
だ
か
ら
一
水
四
見
を
再
論
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
こ

れ
は
、
例
と
し
て
は
何
も
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
た
と
え
ば
「
雨
露
」
は
、
山
に
と
っ
て
は
衣
か
も
し
れ
な
い
し
、
鳥
に

と
っ
て
は
飲
料
水
か
も
し
れ
な
い
。「
雨
露
」
は
天
人
に
と
っ
て
は
〈
天
、
曼
陀
羅
華
を
雨
ふ
ら
す
〉《
梅
花
》
と
あ
る
よ
う

に
、
華
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
い
う
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

〈
水
の
い
た
ら
ざ
る
と
こ
ろ
あ
る
と
い
ふ
は
、
小
乗
声
聞
教
な
り
、
あ
る
ひ
は
外
道
の
邪
教
な
り
〉
に
つ
い
て
、『
御
聴
書

抄
』
に
は
「
倶
舎
等
に
は
水
の
到
ら
ざ
る
所
を
た
て
」
と
い
う
が
、
瞥
見
し
た
限
り
、
そ
の
よ
う
な
記
述
は
な
い
。
お
そ
ら

く
倶
舎
論
や
阿
毘
達
磨
で
は
、
五
蘊
や
六
識
で
さ
え
、
そ
れ
自
体
で
実
在
す
る
ダ
ル
マ
（
法
）
と
す
る
の
だ
か
ら
、
ま
し
て

水
な
ど
四
大
は
物
質
を
構
成
す
る
元
素
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
実
体
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
が
混
じ
り
合
う
こ
と
は
な

い
と
す
る
の
だ
ろ
う
。

〈
水
は
火
焔
裏
に
も
い
た
る
な
り
〉
と
い
う
の
は
、
現
代
的
に
は
盛
ん
に
燃
え
て
い
る
も
の
に
水
を
か
け
る
と
、
水
が
急

に
水
蒸
気
と
な
っ
て
火
焔
が
い
っ
そ
う
大
き
く
な
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
火
と
水
蒸
気
が
と
も
に
あ
る
と
い
う
よ
う
な

現
象
を
指
す
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
い
う
解
釈
も
あ
り
だ
と
は
思
う
が
、
道
元
の
時
代
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
よ
う

な
合
理
的
説
明
よ
り
も
、
道
元
が
『
文
子
』
に
な
ら
っ
て
「
水
」
を
人
間
世
界
だ
け
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
存
在

し
て
、
そ
の
働
き
が
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
及
ぶ
と
考
え
た
と
い
う
方
が
わ
か
り
や
す
い
。『
文
子
』
は
精
神
的
な
水
の
作
用
だ

け
で
は
な
く
、「
草
木
を
潤
し
、
金
石
を
浸
す
。
禽
獣
碩
大
（
大
き
く
立
派
に
）
し
、
毫
毛
潤
沢
す
。
鳥
卵
敗
れ
ず
、
獣
胎
殰

せ
ず
」
と
草
木
、
金
石
、
鳥
獣
に
浸
透
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
繁
殖
が
可
能
に
な
る
も
の
と
し
て
い
る
。
タ
ー
レ
ス
の
「
万
物

は
水
で
あ
る
」
に
近
い
思
想
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
火
で
あ
れ
、
金
属
で
あ
れ
、
何
処
に
も
水
が
あ
る
と
道
元
が
捉
え

る
の
も
道
理
で
あ
ろ
う
。

〈
心
念
・
思
量
・
分
別
裏
に
も
い
た
る
な
り
、
覚
知
・
仏
性
裏
に
も
い
た
る
な
り
〉
は
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
精
神
的
働
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き
も
水
の
作
用
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
道
元
に
も
、
た
と
え
ば
〈
大
悟
仏
あ
り
、
大
悟
地
水
火
風
空
あ
り
〉《
大
悟
》

と
か
〈
水
沫
泡
焔
こ
れ
心
な
り
〉《
三
界
唯
心
》
と
も
い
っ
て
、
あ
た
か
も
水
も
「
心
」
で
あ
る
か
の
よ
う
な
叙
述
も
あ
る
。

ま
た
関
連
す
る
道
元
の
言
葉
に
〈
い
た
づ
ら
に
風
火
の
動
著
す
る
心
意
識
を
仏
性
の
覚
知
覚
了
と
お
も
へ
り
〉《
仏
性
》

が
あ
る
。
こ
の
と
き
は
未
だ
《
仏
性
》
は
示
衆
さ
れ
て
い
な
い
が
、〈
風
火
の
動
著
す
る
心
意
識
〉
と
は
、
生
き
て
い
る
こ

と
を
四
大
（
地
水
火
風
）
が
散
ら
ば
ら
な
い
状
態
と
捉
え
、〈
風
火
未
散
〉
と
い
わ
れ
た
か
ら
、「
風
火
地
水
の
動
著
す
る
心

意
識
」
と
も
い
え
て
、〈（
水
は
）
覚
智
・
仏
性
裏
に
も
い
た
る
な
り
〉
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
説
明
よ

り
、『
文
子
』
本
文
の
「
精
神
作
用
を
含
む
万
物
に
浸
透
す
る
水
」
思
想
か
ら
き
て
い
る
と
見
た
方
が
良
い
と
思
わ
れ
る
。

三
、下げ

地ち

為い

江ご
う

河が

。
し
る
べ
し
、
水
の
下
地
す
る
と
き
、
江
河
を
な
す
な
り
。
江
河
の
精
、
よ
く
賢
人
と
な
る
。
い
ま
凡

愚
・
庸よ

う

流る

の
お
も
は
く
は
、
水
は
か
な
ら
ず
江
河
・
海
川
に
あ
る
と
お
も
へ
り
。
し
か
に
は
あ
ら
ず
、
水
の
な
か
に
江

海
を
な
せ
り
。
し
か
あ
れ
ば
、
江
海
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
に
も
水
は
あ
り
。
水
の
下
地
す
る
と
き
、
江
海
の
功
を
な
す
の
み

な
り
。

ま
た
水
の
、
江
海
を
な
し
つ
る
と
こ
ろ
な
れ
ば
、
世
界
あ
る
べ
か
ら
ず
、
仏
土
あ
る
べ
か
ら
ず
、
と
学
す
べ
か
ら

ず
。
一
滴
の
な
か
に
も
、
無
量
の
仏
国
土
現
成
な
り
。
し
か
あ
れ
ば
、
仏
土
の
な
か
に
水
あ
る
に
あ
ら
ず
、
水
裏
に
仏

土
あ
る
に
あ
ら
ず
。
水
の
所
在
、
す
で
に
三
際
に
か
か
は
れ
ず
、
法
界
に
か
か
は
れ
ず
。
し
か
も
か
く
の
ご
と
く
な
り

と
い
へ
ど
も
、
水す

い

現げ
ん

成じ
ょ
うの
公
案
な
り
。

［
注
釈
］
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○
江
河　
「
江
」
は
大
き
な
川
で
海
や
湖
な
ど
の
陸
地
に
入
り
込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
、
例
え
ば
揚
子
江
（
長
江
の
揚
州
付
近
）。「
河
」
は
土

地
を
貫
通
し
て
流
れ
る
自
然
の
水
路
で
小
さ
い
の
が
川
、
大
き
い
の
が
河
。「
江
河
」
で
揚
子
江
と
黄
河
を
指
す
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
こ

で
は
大
き
な
河
。

○
精　

①
生
命
の
根
源
に
あ
る
も
の
。（
人
間
以
外
の
）
こ
こ
ろ
、
た
ま
し
い
。
精
神
。
②
ま
こ
と
、
ま
ご
こ
ろ
。
③
神
、
も
の
の
け
、
な

ど
。
こ
こ
で
は
①
か
③
の
意
味
。
河
村
本
・
頭
注
の
「
精
髄
（
水
の
普
遍
の
事
実
）」
は
採
ら
な
い
。『
文
学
大
系
』
頭
注
は
「
江
河
の

精
」
を
「
こ
こ
で
は
普
遍
絶
対
の
水
を
い
う
」
と
あ
る
が
、
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。

○
庸
流　

庸
は
①
並
み
、
平
凡
。
②
愚
か
。
し
た
が
っ
て
庸
流
は
ふ
つ
う
の
あ
り
方
で
、
凡
愚
と
ほ
ぼ
同
じ
。

○
な
せ
り　

な
す
（
動
詞
す
る
、
行
う
、
作
る
、
用
い
る
な
ど
）
の
已
然
形
「
な
せ
」
＋
助
動
詞
「
り
」（
動
作
、
作
用
の
結
果
の
継
続
。
し

て
い
る
、
し
て
あ
る
）
の
終
止
形
。　

○
功　

①
成
し
遂
げ
た
仕
事
、
て
が
ら
、
②
経
験
・
仕
事
な
ど
の
蓄
積
。
年
功
な
ど
。
こ
こ
で
は
①
の
意
味
。

○
な
し
つ
る　

な
す
（
動
詞
）
の
連
用
形
＋
完
了
の
助
動
詞
「
つ
」
の
連
体
形
。

○
水
裏　
「
裏
」
は
も
の
や
心
の
内
側
、「
水
裏
」
は
水
の
中
、
水
の
内
部
。

○
三
際　

現
在
・
過
去
・
未
来
。　

○
法
界　

①
存
在
す
る
も
の
の
世
界
、
全
宇
宙
。
②
真
理
そ
の
も
の
。
す
べ
て
の
あ
り
方
の
根
源
。
真
如
・
実
相
と
同
義
。
こ
こ
で
は
す

ぐ
後
に
〈
四
大
・
五
大
・
六
大
等
の
行
処
に
よ
り
て
、
し
ば
ら
く
方
隅
法
界
を
建
立
す
る
の
み
な
り
〉
と
い
わ
れ
て
い
る
か
ら
①
の
意

味
。

【
現
代
語
訳
】

「
下
地
為
江
河
」
と
い
う
。
し
る
が
よ
い
、
水
が
地
に
下
る
と
き
、
江
河
を
つ
く
る
の
で
あ
る
。
江
や
大
河
の
魂
魄
は
、
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賢
人
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
ま
愚
か
な
凡
人
が
思
う
に
は
、
水
は
か
な
ら
ず
江
河
や
海
や
川
に
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

そ
う
な
の
で
は
な
い
、
水
の
中
に
江
や
海
は
で
き
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
江
や
海
で
は
な
い
と
こ
ろ
に
も
水
は
あ

る
。
水
が
地
に
下
る
時
、
江
や
海
と
い
う
仕
事
を
す
る
だ
け
で
あ
る
。

ま
た
水
が
江
や
海
を
つ
く
っ
た
と
こ
ろ
だ
か
ら
、
そ
こ
に
は
（
地
水
火
風
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
）
世
界
は
あ
る
は
ず
が
な
い
、

仏
土
が
あ
る
は
ず
が
な
い
と
学
ん
で
は
い
け
な
い
。
一
滴
の
（
水
）
の
中
に
も
無
量
の
仏
国
土
が
現
成
す
る
の
で
あ
る
。
そ

う
で
あ
る
か
ら
仏
土
の
中
に
水
が
あ
る
の
で
は
な
い
、
水
の
内
部
に
仏
土
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
水
の
所
在
は
す
で
に
（
時

間
的
）
現
在
・
過
去
・
未
来
に
関
わ
ら
ず
、（
空
間
的
）
全
世
界
に
関
ら
な
い
。
し
か
も
こ
の
よ
う
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
水

は
現
成
の
公
案
で
あ
る
。

【
諸
釈
の
検
討
】

田
中
『
道
元
』

凡
夫
の
あ
ら
か
じ
め
あ
り
と
思
ふ
江
河
に
、
賢
人
を
生
む
力
の
な
い
の
は
、
蓋
し
当
然
で
あ
る
。
然
る
に
、
水
の

下
地
と
同
時
現
成
な
る
江
河
は
、
凝
っ
て
精
と
な
り
賢
人
と
な
る
。
…
…
江
河
の
精
よ
く
賢
人
と
な
る
、
に
つ
い
て
は

渉
典
録
も
続
貂
も
沈
黙
し
て
ゐ
る
。
た
だ
聞
解
だ
け
に
出
典
を
探
し
た
と
お
ぼ
し
き
形
跡
が
見
え
る
が
、
甚
だ
不
適
切

で
、
一
向
に
要
領
を
得
ぬ
か
ら
、
こ
れ
は
断
念
す
る
。（
一
七
五
）

水
を
世
界
の
一
隅
に
擬
す
る
と
き
、
そ
の
世
界
と
は
あ
ら
か
じ
め
横
た
は
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
水
の
江

海
を
な
す
の
は
、
既
成
の
世
界
に
既
成
の
江
海
一
枚
を
添
加
す
る
の
み
で
あ
る
。
と
も
に
、
わ
が
生
命
と
は
か
か
わ
り

な
き
点
景
に
過
ぎ
ぬ
。
水
に
世
界
あ
る
べ
か
ら
ず
、
仏
土
あ
る
べ
か
ら
ず
と
い
ふ
思
ひ
は
、
こ
こ
か
ら
生
ず
る
の
で
あ

る
。
世
界
な
く
国
土
な
き
水
は
、
わ
が
生
命
と
は
何
等
の
繫
り
も
な
い
。
…
…
道
元
の
道
は
、
一
茎
の
草
に
も
一
掬
の
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水
に
も
、
世
界
す
な
は
ち
仏
国
土
の
現
成
を
学
す
る
に
あ
る
。
一
滴
の
な
か
に
も
無
量
の
仏
国
土
現
成
な
り
、
と
い
う

の
は
、
人
を
し
て
お
の
ず
か
ら
そ
の
生
命
の
根
源
に
立
ち
還
ら
し
め
る
言
葉
で
あ
る
。
坐
禅
儀
の
巻
に
、
容
身
の
地
を

護
持
す
べ
し
、
と
あ
る
の
は
、
坐
禅
の
作
法
で
あ
る
が
、
そ
の
作
法
は
、
尺
寸
の
地
に
も
世
界
す
な
は
ち
仏
国
土
あ
り

と
い
ふ
と
こ
ろ
か
ら
来
て
ゐ
る
。（
一
七
七
―
一
七
八
）

し
か
あ
れ
ば
、
仏
土
の
な
か
に
水
あ
る
に
あ
ら
ず
…
…
。
こ
れ
は
既
成
の
見
解
を
打
破
す
る
の
で
あ
る
。
水
に
世
界

あ
る
べ
か
ら
ず
、
仏
土
あ
る
べ
か
ら
ず
と
学
す
べ
か
ら
ず
、
と
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
一
句
は
直
ぐ
に
了
知
出
来
る
。
そ

れ
で
、
つ
ぎ
に
は
水
裏
に
仏
土
あ
り
、
と
な
る
の
が
当
然
で
あ
る
や
う
に
思
は
れ
る
。
…
…
然
る
に
、
そ
の
舌
の
根
も

い
ま
だ
乾
か
ぬ
う
ち
に
、
水
裏
に
仏
土
あ
る
に
あ
ら
ず
、
と
い
ふ
。
道
元
狂
気
せ
り
と
言
い
難
い
な
ら
ば
、
天
桂
和
尚

の
例
の
故
智
に
な
ら
う
て
、
筆
写
の
誤
り
と
い
ふ
べ
き
か
。
こ
れ
は
こ
の
巻
だ
け
を
見
て
も
わ
か
ら
ぬ
こ
と
で
、
眼
蔵

全
体
の
上
か
ら
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
誤
写
な
ど
の
類
で
は
な
く
、
眼
蔵
の
思
惟
の
一
大
特
色
を
な
す
も

の
で
あ
る
。
か
や
う
な
表
出
を
と
る
場
合
が
、
道
元
に
は
度
々
あ
る
。
か
や
う
な
表
出
を
と
る
道
元
の
意
図
を
考
へ
て

見
る
に
、
し
か
あ
れ
ば
仏
土
の
中
に
水
あ
る
に
あ
ら
ず
…
…
と
書
い
て
ゆ
く
間
は
、
道
元
も
水
裏
に
仏
土
あ
り
と
い
う

風
に
も
っ
て
行
く
気
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
ぬ
。
途
中
で
気
を
変
へ
た
の
で
あ
る
。
何
故
変
へ
た
か
と
い
ふ
に
、
水
裏

に
仏
土
あ
り
は
、
凡
見
の
打
破
で
、
既
に
十
分
に
説
き
去
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
而
も
こ
の
命
題
に
執
着
す
れ
ば
、

や
が
て
断
見
を
醞
醸
す
る
こ
と
と
な
る
。（
一
七
九
―
一
八
〇
）

古
仏
の
道
得
に
固
著
し
て
断
見
に
陥
る
の
は
、
実
は
固
著
が
不
徹
底
だ
か
ら
で
あ
る
。
…
…
徹
底
固
著
の
た
め
に

は
、
他
の
道
得
を
す
べ
て
、
仮
令
そ
れ
ら
が
他
の
仏
々
祖
々
の
道
得
で
あ
ら
う
と
も
仮
令
自
己
の
金
科
玉
条
で
あ
ら
う

と
も
、
す
べ
て
、
あ
ら
ず
あ
ら
ず
底
の
獅
子
奮
迅
の
勇
を
以
て
徹
底
離
却
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
つ
い
先
刻
打
ち
立
て
た
自

己
の
金
科
玉
条
を
、
惜
し
げ
も
な
く
瓦
解
せ
し
め
て
、
而
も
そ
の
態
勢
に
い
さ
さ
か
の
紊
れ
も
生
じ
な
い
の
が
、
こ
の
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行
文
の
大
変
な
力
量
で
あ
る
。
…
…
途
中
で
気
を
変
へ
た
の
は
、
い
わ
ゆ
る
気
ま
ぐ
れ
で
は
な
い
。
か
う
い
ふ
行
文
の

運
び
か
た
は
、
道
元
の
平
素
に
養
う
て
倦
む
こ
と
な
き
老
婆
親
切
心
の
現
成
で
あ
る
。（
一
八
一
―
一
八
二
）

水
の
所
在
は
、
そ
れ
ら
に
拘
ら
ず
（
か
か
わ
れ
ず
は
、
既
に
一
度
出
た
が
、
眼
蔵
に
は
屢
々
見
受
け
ら
れ
る
）、
し
か
も
水
現

成
の
公
案
な
り
。
―
―
三
際
法
界
に
繋
縛
さ
れ
ず
と
い
へ
ど
も
、
三
際
法
界
の
処
処
に
現
成
し
て
覆
蔵
す
る
と
こ
ろ
が

な
い
。
故
に
現
成
の
公
案
な
り
と
い
う
。
公
案
は
、
も
と
法
令
の
義
、
隠
し
た
り
枉
げ
た
り
紛
れ
た
り
す
る
こ
と
は
出

来
ぬ
と
い
ふ
意
義
を
有
す
る
。（
一
八
三
）

（
検
討
）

「
凡
夫
の
あ
ら
か
じ
め
あ
り
と
思
う
江
河
…
…
」
と
い
う
が
、
本
文
で
は
凡
愚
は
〈
水
は
か
な
ら
ず
江
河
・
海
川
に
あ
る
〉

と
思
う
の
で
あ
る
。
ま
た
本
文
は
〈
よ
く
賢
人
と
な
る
〉
で
切
れ
て
、〈
い
ま
凡
愚
…
…
〉
は
〈
し
か
に
は
あ
ら
ず
…
…
〉

と
い
う
文
に
続
い
て
い
る
。

〈
世
界
あ
る
べ
か
ら
ず
、
仏
土
あ
る
べ
か
ら
ず
、
と
学
す
べ
か
ら
ず
〉
の
解
釈
も
、「
わ
が
生
命
」
と
の
関
係
を
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
い
る
が
、
道
元
に
は
そ
の
よ
う
な
観
点
は
な
い
。〈
一
滴
の
な
か
に
も
、
無
量
の
仏
国
土
現
成
な
り
〉
が
、

な
ぜ
人
が
生
命
の
根
源
に
立
ち
返
ら
し
め
る
言
葉
で
あ
る
の
か
、
分
か
ら
な
い
。《
坐
禅
儀
》
の
描
写
は
そ
の
理
由
に
は
な

ら
な
い
。〈
容
身
の
地
〉
を
仏
国
土
と
す
る
の
は
、
ま
だ
仏
国
土
を
人
間
が
考
え
る
（
土
）
地
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

〈
仏
土
の
な
か
に
水
あ
る
に
あ
ら
ず
〉
は
、「
す
ぐ
了
知
出
来
る
」
と
い
う
が
、
水
に
〈
仏
土
あ
る
べ
か
ら
ず
、
と
学
す
べ

か
ら
ず
〉
で
あ
れ
ば
、
水
に
仏
土
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
水
は
い
た
ら
な
い
と
こ
ろ
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
仏
土
に
水
が
あ
っ

て
も
お
か
し
く
な
い
。
だ
か
ら
、「
す
ぐ
了
知
出
来
る
」
こ
と
で
は
な
い
。
も
し
〈
仏
土
の
な
か
に
水
あ
る
に
あ
ら
ず
〉
を
、

（
一
滴
の
）
水
の
中
に
仏
土
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
当
然
仏
土
の
中
に
水
は
な
い
、
と
物
質
的
水
や
土
と
い
う
前
提
で
い
う
な

ら
、「
水
裏
に
仏
土
あ
り
と
な
る
の
が
当
然
」
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
田
中
は
勝
手
に
そ
の
よ
う
に
思
い
込
み
、
道
元
が
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そ
う
し
て
い
な
い
意
図
を
、「
道
元
狂
気
せ
り
と
言
い
難
い
な
ら
ば
、
天
桂
和
尚
の
例
の
故
智
に
な
ろ
う
て
、
筆
写
の
誤
り

と
い
ふ
べ
き
か
」
と
芝
居
じ
み
た
こ
と
を
い
っ
て
、「
そ
れ
は
誤
写
な
ど
の
類
で
は
な
く
、
眼
蔵
の
思
惟
の
一
大
特
色
を
な

す
も
の
」
で
あ
る
と
い
い
、
そ
れ
を
「
途
中
で
気
を
変
え
た
の
で
あ
る
」（
一
八
〇
）
と
結
論
し
て
と
延
々
と
四
頁
に
亘
っ
て

書
き
連
ね
る
。
は
じ
め
の
自
分
の
解
釈
が
間
違
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
最
後
は
〈
三
際
に
か
か
わ
れ
ず
、
法
界
に
か
か
わ
れ
ず
〉
と
い
わ
れ
て
い
る
の
に
「
三
際
法
界
の
処
処
に
現
成
し

て
」
と
三
際
、
法
界
の
中
で
現
成
す
る
と
し
て
お
り
、
誤
り
で
あ
る
。

古
田
『
私
釈
』

「
賢
人
」
は
次
の
句
に
凡
愚
―
―
庸
流
と
あ
る
こ
と
に
対
し
て
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
江
河
を
な
す
と
い
っ
て

も
凡
庸
の
も
の
が
水
は
下
っ
て
江
河
海
川
と
な
す
と
考
え
る
の
と
は
わ
け
が
違
う
こ
と
を
い
う
た
め
に
、
賢
人
の
語
を

用
い
た
も
の
に
違
い
な
か
ろ
う
が
…
…
水
が
地
上
に
流
れ
て
江
河
海
川
を
な
し
た
と
思
う
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
実
際

は
そ
う
で
は
な
く
水
が
あ
っ
て
こ
そ
江
河
海
川
を
な
す
の
で
あ
る
か
ら
「
水
の
中
に
江
海
を
な
せ
り
」
と
見
る
の
が
正

し
い
の
で
あ
る
。（
七
六
―
七
七
）

ま
た
水
が
江
河
海
川
を
な
し
た
と
い
う
が
、
江
河
海
川
は
世
界
の
一
部
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
一
部
の

う
ち
に
は
世
界
が
あ
る
は
ず
は
な
い
と
か
、
仏
土
が
あ
る
は
ず
は
な
い
と
思
う
か
も
知
れ
な
い
も
の
の
、
そ
う
思
っ
て

は
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
江
河
海
川
ど
こ
ろ
か
水
の
一
滴
に
も
無
量
の
仏
国
土
が
現
成
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
水
は
局

量
せ
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
全
世
界
を
包
ん
で
水
の
流
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
と
て
は
な
い
の
で
あ

る
。
そ
れ
で
あ
る
か
ら
仏
土
の
う
ち
に
水
が
あ
る
と
か
、
水
の
う
ち
に
仏
土
が
あ
る
と
か
い
ず
れ
か
の
一
方
に
入
れ
よ

う
と
い
う
の
で
は
大
小
の
考
え
が
つ
き
纏
っ
て
や
は
り
局
量
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
、
水
は
局
量
で
き
な
い
の
で
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あ
る
か
ら
、「
水
の
所
在
、
す
で
に
三
際
に
か
か
は
れ
ず
、
法
界
に
か
か
は
れ
ず
」
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
。（
七
七
）

（
検
討
）

後
に
「
凡
愚
」
が
く
る
か
ら
「
賢
人
」
を
出
し
た
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
文
脈
が
違
う
の
だ
か
ら
、
い
え
ま
い
。
こ
こ
は

「
水
は
局
量
で
き
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
い
お
う
と
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
水
が
局
量
で
き
な
い
こ
と
と
、
一
滴
の
水
に

無
量
の
仏
国
土
が
現
成
す
る
こ
と
と
は
、
ど
う
つ
な
が
る
の
だ
ろ
う
か
。「
い
ず
れ
か
の
一
方
に
入
れ
よ
う
と
い
う
の

で
は
大
小
の
考
え
が
つ
き
纏
」
う
、
と
い
う
の
は
一
理
あ
ろ
う
。
水
が
局
量
で
き
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
が
三
際

や
法
界
に
関
わ
ら
な
い
こ
と
に
は
な
る
ま
い
。
量
や
場
所
が
限
定
で
き
な
い
も
の
、
例
え
ば
空
や
光
な
ど
は
三
際
、
法

界
に
関
わ
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

安
谷
『
参
究
』

『
啓
迪
』
に
は
「
河
の
水
な
ど
と
云
て
、
海
や
河
が
あ
っ
て
水
が
あ
る
と
思
ふ
て
居
る
、
さ
う
で
は
な
い
、
水
が

あ
っ
て
海
や
河
が
あ
る
じ
ゃ
」
と
、
こ
こ
で
変
な
理
屈
を
言
っ
て
い
る
が
、
こ
う
い
う
見
解
を
凡
見
と
い
い
、
妄
想
と

い
う
の
だ
。
…
…
「
江
河
の
精
、
よ
く
賢
人
と
な
る
」
の
一
句
は
実
に
味
わ
い
の
あ
る
お
言
葉
だ
。（
一
四
四
）

そ
し
て
、
船
子
徳
誠
の
如
き
、
玄
沙
の
出
家
以
前
の
如
き
、
岩
頭
の
晩
年
の
如
き
、
こ
の
一
句
に
つ
い
て
、
思
い
当

る
こ
と
が
実
に
多
い
。
俗
の
中
に
お
い
て
も
、
太
公
望
の
渭
水
に
釣
す
る
が
如
き
、
漁
父
と
屈
原
と
の
問
答
の
如
き
、

枚
挙
に
い
と
ま
な
い
で
あ
ろ
う
。
…
…
水
が
江
河
海
川
に
あ
る
と
お
も
う
の
を
打
ち
消
す
の
で
は
な
い
。
た
だ
「
か
な

ら
ず
」
を
打
ち
消
し
て
い
る
の
だ
。
…
…
「
水
の
な
か
に
江
海
を
な
せ
り
。」
前
の
打
消
し
は
、
こ
の
お
言
葉
を
出
す

た
め
だ
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
お
言
葉
を
、
ま
た
見
そ
こ
な
っ
て
、
前
の
打
消
し
の
見
そ
こ
な
い
と
合
流
し
て
、「
水
が
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あ
っ
て
、
そ
れ
で
江
海
が
で
き
る
の
で
、
は
じ
め
か
ら
江
海
が
あ
っ
て
、
そ
こ
へ
水
が
来
る
の
で
は
な
い
」
と
い
う
意

味
だ
と
誤
解
す
る
。
こ
の
誤
解
か
ら
、
前
に
指
摘
し
た
『
啓
迪
』
の
よ
う
な
、
変
な
理
屈
を
い
う
こ
と
に
な
る
。
元

来
、
こ
の
水
は
凡
夫
の
見
た
水
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
水
も
は
い
る
け
れ
ど
も
、
法
界
を
究
尽
し
た
水
だ
。
而
今

の
山
水
だ
。
仏
道
の
水
だ
。
い
や
、
水
道
の
水
だ
。
そ
れ
が
朕
兆
未
萌
の
自
己
だ
。
こ
れ
を
仏
教
教
理
の
き
ま
り
文
句

で
い
え
ば
、
真
如
法
性
と
い
う
水
だ
。『
倶
舎
論
』
で
は
こ
の
水
を
業
と
い
い
、『
唯
識
論
』
で
は
こ
れ
を
識
と
い
い
、

『
起
信
論
』
で
は
こ
れ
を
心
と
い
い
、『
涅
槃
経
』
で
は
こ
れ
を
仏
性
と
い
い
、『
法
華
経
』
で
は
こ
れ
を
実
相
ま
た
は

妙
法
と
い
う
。
禅
門
で
は
こ
れ
を
無
字
、
隻
手
、
麻
三
斤
、
本
来
の
自
己
等
と
い
う
の
だ
。（
一
四
五
―
一
四
六
）

ま
た
水
で
江
海
が
で
き
て
い
る
の
だ
か
ら
、
水
の
中
に
は
い
ろ
い
ろ
な
外
の
世
界
が
な
い
と
か
、
仏
国
土
が
な
い
と

か
い
う
よ
う
に
考
え
て
は
な
ら
な
い
。
一
滴
の
水
の
中
に
も
無
量
の
仏
国
土
が
現
成
し
て
い
る
。
こ
れ
を
頭
に
描
き
や

す
く
い
え
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
一
念
心
の
中
に
、
十
界
が
全
部
は
い
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。（
一
四
六
）

一
滴
の
水
の
中
に
…
…
こ
れ
を
思
想
的
に
、
理
論
的
に
論
証
す
る
こ
と
は
、
さ
ま
で
困
難
な
こ
と
で
は
な
い
。
華
厳

の
事
事
無
碍
法
界
の
説
明
は
十
分
に
こ
れ
を
論
証
し
て
い
る
。
禅
門
で
は
三
祖
大
師
が
『
信
心
銘
』
の
中
で
「
一
即
一

切
、
一
切
即
一
。」
と
、
す
こ
ぶ
る
簡
単
明
瞭
に
示
し
て
い
る
。
…
…
こ
の
活
消
息
を
活
捉
す
る
に
は
、
一
滴
の
水
に

全
身
心
を
全
挙
し
て
参
ず
る
よ
り
外
に
方
法
は
な
い
。（
一
四
七
）

…
…
も
っ
と
ズ
バ
リ
言
う
と
、
水
が
仏
土
だ
。
水
の
こ
と
を
仏
土
と
い
う
の
だ
。（
一
四
八
）

（
検
討
）

最
初
の
『
啓
迪
』
の
批
判
は
妥
当
だ
ろ
う
。〈
江
河
の
精
、
よ
く
賢
人
と
な
る
〉
が
ど
う
し
て
絶
妙
な
の
か
、
分
か
ら
な

い
。
安
谷
が
続
け
て
書
い
て
い
る
、
こ
の
段
落
で
は
何
の
関
係
も
な
い
禅
僧
や
賢
人
の
話
の
伏
線
と
し
て
、「
実
に
味
わ
い

の
あ
る
」
と
付
け
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
ら
の
禅
師
た
ち
の
こ
と
を
こ
こ
で
述
べ
る
必
要
は
ま
っ
た
く
な
い
。
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〈
水
の
な
か
に
江
海
を
な
せ
り
〉
を
出
し
た
の
は
「
か
な
ら
ず
」
を
打
ち
消
す
た
め
だ
と
い
う
の
は
、
妥
当
だ
ろ
う
か
。

「
か
な
ら
ず
」
が
な
く
て
も
文
意
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。「
水
の
な
か
に
江
海
を
な
せ
り
」
の
水
は
「
凡
夫
の
見
た
水
で
は

な
い
」
と
す
る
が
、
で
は
ど
ん
な
水
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
「
法
界
を
究
尽
し
た
水
だ
。
…
…
」
と
な
ん
だ
か
、
手
品

を
見
せ
る
よ
う
に
次
々
に
観
念
的
な
言
葉
を
出
し
て
く
る
が
、
ま
っ
た
く
的
外
れ
で
あ
ろ
う
。
ま
し
て
「
禅
門
で
は
」
以

下
、
こ
こ
に
揚
げ
ら
れ
た
仏
教
概
念
（
真
如
法
性
・
業
・
識
・
心
・
仏
性
・
実
相
）
の
ど
れ
も
道
元
は
首
肯
し
て
い
な
い
。

「
一
滴
の
水
の
中
に
無
量
の
仏
国
土
が
現
成
」
は
、
理
論
的
に
果
た
し
て
事
事
無
碍
法
界
（
現
象
界
の
一
切
の
事
象
が
互
い
に

作
用
し
合
い
、
融
即
し
て
い
る
こ
と
）
や
、「
一
即
一
切
、
一
切
即
一
」
で
説
明
で
き
る
の
か
。
事
事
無
碍
法
界
と
は
別
の
こ
と

だ
ろ
う
し
、「
一
滴
水
」
に
参
じ
る
と
い
う
よ
う
な
問
題
で
は
な
か
ろ
う
。

内
山
『
味
わ
う
』　

こ
こ
で
水
と
い
う
の
はH

₂O
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
て
は
い
け
な
い
。
生
命
実
物
と
し
て
の
水
を
見
て
い
な
け

れ
ば
意
味
が
解
ら
な
い
。（
一
〇
二
）

生
命
実
物
と
い
う
水
と
し
て
は
、
そ
の
一
滴
の
中
に
も
無
量
の
仏
国
土
が
あ
る
。
そ
の
も
の
が
仏
国
土
で
あ
る
。

…
…
生
命
実
物
は
過
去
現
在
未
来
に
か
か
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
三
際
の
中
に
水
が
あ
る
の
で
は
な
く
、

三
際
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
生
命
実
物
と
し
て
の
水
が
あ
る
。
法
界
と
は
分
別
さ
れ
た
世
界
を
指
す
。
生
命
実
物
と
し
て

の
こ
の
水
は
ま
た
そ
う
い
う
世
界
に
も
か
か
わ
ら
な
い
。
し
か
も
そ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
水
現
成
の
公
案
―
絶
対
事

実
、
絶
対
の
実
物
と
し
て
の
水
で
あ
る
。（
一
〇
二
）

（
検
討
）

「
生
命
実
物
と
し
て
の
水
」
と
い
う
が
、
そ
の
意
味
が
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
る
。
こ
の
道
元
の
テ
キ
ス
ト
の
ど
こ
に
「
生
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命
実
物
と
し
て
の
水
」
が
説
か
れ
て
い
る
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。〈
本
水
な
き
が
ご
と
し
〉
と
い
わ
れ
て
い
る
の
に
「
絶
対

の
実
物
と
し
て
の
水
」
と
は
な
ん
だ
ろ
う
。
言
葉
の
遊
び
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

【
私
釈
】

〈
下
地
為
江
河
。
し
る
べ
し
、
水
の
下
地
す
る
と
き
、
江
河
を
な
す
な
り
〉

道
元
は
、「
下
地
為
江
河
」
を
こ
う
読
み
下
す
。「
地
を
下
る
と
き
」
で
は
な
く
、〈
下
地
す
る
と
き
〉
と
い
う
。
そ
こ
に

は
水
が
た
だ
地
面
の
上
を
下
っ
て
い
く
と
は
違
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
。
水
が
集
ま
っ
て
川
と
な
る
の
で
は
な
く
、
地
面

に
染
み
込
ん
で
い
き
、
地
い
っ
ぱ
い
に
ひ
ろ
が
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。〈
江
河
を
な
す
〉
は
後
の
〈
水
中
に
江
海
を

な
せ
り
〉〈
江
海
の
功
を
な
す
〉
か
ら
、
水
が
江
河
と
な
る
の
で
は
な
く
、
水
が
江
河
を
つ
く
る
と
い
う
水
の
働
き
を
響
か

せ
て
い
る
。
こ
の
表
現
が
大
切
な
こ
と
は
、
こ
の
段
落
の
最
後
に
も
〈
水
の
下
地
す
る
と
き
、
江
海
の
功
を
な
す
の
み
な

り
〉
と
、
重
ね
て
言
わ
れ
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
。

〈
江
河
の
精
、
よ
く
賢
人
と
な
る
〉
に
つ
い
て
は
、『
山
海
経
』
の
よ
う
な
中
国
の
故
事
に
出
典
を
求
め
る
必
要
は
な
い
。

こ
の
段
落
で
は
何
も
触
れ
ら
れ
な
い
が
次
章
三
節
で
水
と
賢
人
聖
人
の
話
が
出
る
。
そ
の
伏
線
と
し
て
こ
こ
に
出
し
た
の
だ

ろ
う
。

〈
い
ま
凡
愚
・
庸
流
の
お
も
は
く
は
、
水
は
か
な
ら
ず
江
河
・
海
川
に
あ
る
と
お
も
へ
り
。
し
か
に
は
あ
ら
ず
、
水
の
な

か
に
江
海
を
な
せ
り
。
し
か
あ
れ
ば
、
江
海
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
に
も
水
は
あ
り
〉
に
つ
い
て
は
、〈
水
の
下
地
す
る
〉
を
考
え

れ
ば
理
解
で
き
よ
う
。
ふ
つ
う
人
は
、
水
が
集
ま
っ
て
小
川
に
な
り
、
江
河
・
海
に
な
る
と
考
え
る
。
だ
か
ら
水
は
き
ま
っ

て
〈
江
河
・
海
川
に
あ
る
〉
と
思
う
。
し
か
し
、
水
が
〈
下
地
す
る
〉
の
で
あ
れ
ば
、
地
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
水
は
あ
る
。

そ
れ
は
科
学
的
な
事
実
で
も
あ
る
。
雨
の
ほ
と
ん
ど
は
ひ
ろ
く
地
表
に
吸
収
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
地
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面
の
水
に
お
い
て
江
海
が
で
き
る
の
で
あ
る
。〈
水
の
な
か
に
江
海
を
な
せ
り
〉
は
、「
水
が
あ
っ
て
こ
そ
江
河
海
川
を
な

す
」（
古
田
）
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
前
の
三
節
二
で
〈
水
の
い
た
ら
ざ
る
と
こ
ろ
あ
る
と
い
ふ
は
、
小
乗
声
聞
教
な
り
、

あ
る
ひ
は
外
道
の
邪
教
な
り
〉
と
い
わ
れ
た
通
り
で
あ
る
。
よ
く
い
わ
れ
る
「
山
は
海
の
ふ
る
さ
と
」
と
い
う
の
も
そ
れ
で

あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
当
然
〈
江
海
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
に
も
水
は
あ
り
〉
と
な
る
。
そ
の
一
部
が
〈
下
地
す
る
と
き
、
江
海

の
功
を
な
す
〉
の
で
あ
ろ
う
。

〈
ま
た
水
の
、
江
海
を
な
し
つ
る
と
こ
ろ
な
れ
ば
、
世
界
あ
る
べ
か
ら
ず
、
仏
土
あ
る
べ
か
ら
ず
、
と
学
す
べ
か
ら
ず
。

一
滴
の
な
か
に
も
無
量
の
仏
国
土
現
成
な
り
〉

た
ぶ
ん
こ
こ
か
ら
道
元
の
思
惟
は
、
人
の
「
見
」
と
し
て
の
水
、
道
教
な
ど
の
〈
俗
の
い
ふ
と
こ
ろ
〉
の
水
を
超
え
て
い

く
。人

の
見
で
あ
れ
ば
、
世
界
地
図
を
描
く
時
そ
う
す
る
よ
う
に
、
江
海
で
あ
る
と
こ
ろ
は
、
世
界
や
国
土
で
は
な
い
。
ま
し

て
仏
土
な
ど
が
あ
る
は
ず
は
な
い
。
あ
る
い
は
、
水
を
江
海
の
構
成
要
素
、
物
質
と
し
て
見
る
な
ら
ば
、
水
と
い
う
物
質
の

中
に
世
界
や
仏
土
が
あ
る
は
ず
が
な
い
、
と
思
う
。
し
か
し
、
道
元
は
そ
う
学
ん
で
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
。
ど
う
学
ぶ
べ

き
か
。

〈
一
滴
の
な
か
に
も
無
量
の
仏
国
土
現
成
な
り
〉
と
道
元
は
い
う
。
こ
の
〈
一
滴
〉
は
、
す
で
に
た
ん
な
る
物
質
と
し
て

の
水
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
仏
道
の
も
の
の
見
方
は
《
現
成
公
案
》
で
こ
の
よ
う
に
い
わ
れ
た
。

〈
こ
の
大
海
、
ま
ろ
な
る
に
あ
ら
ず
、
方
な
る
に
あ
ら
ず
、
の
こ
れ
る
海
徳
、
つ
く
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
宮
殿
と
し
、

瓔
珞
の
ご
と
し
。
た
だ
わ
が
ま
な
こ
の
お
よ
ぶ
と
こ
ろ
、
し
ば
ら
く
ま
ろ
に
み
ゆ
る
の
み
な
り
。
か
れ
が
ご
と
く
、
万
法
も

ま
た
し
か
あ
り
。
…
…
の
こ
り
の
海
徳
・
山
徳
お
ほ
く
き
わ
ま
り
な
く
、
よ
も
の
世
界
あ
る
こ
と
を
し
る
べ
し
。
か
た
は
ら

の
み
か
く
の
ご
と
く
あ
る
に
あ
ら
ず
、
直
下
も
一
滴
も
し
か
あ
る
、
と
し
る
べ
し
〉
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こ
れ
は
「
海
」
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
自
分
の
見
や
人
見
は
、
ほ
ん
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
、
知
ら
な
い
こ
と
は

限
り
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。〈
一
滴
〉
も
ま
た
そ
う
だ
、
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
今
の
テ
キ
ス
ト
は
そ
こ
を
〈
一
滴
の

な
か
に
も
無
量
の
仏
国
土
現
成
な
り
〉
と
い
う
。
う
っ
か
り
、「
仏
国
土
」
と
い
う
と
、
例
え
ば
西
方
阿
弥
陀
仏
国
の
仏
土

が
そ
の
一
つ
だ
と
思
う
。
そ
の
国
に
は
仏
や
菩
薩
や
鳥
や
華
な
ど
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
ん
な
仏
国
土
が
一
滴
に
水
の
中
に
あ

る
は
ず
は
な
い
と
思
う
が
、
道
元
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
「
仏
国
土
」
と
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

《
洗
浄
》
巻
は
、
東
司
（
ト
イ
レ
）
で
い
か
に
痾
屎
送
尿
す
る
か
を
説
く
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
手
を
洗
浄
し
た
あ
と
、

〈
香
木
を
宝
瓶
形
に
つ
く
れ
り
。
…
…
こ
れ
を
両
掌
を
あ
は
せ
て
も
み
あ
は
す
れ
ば
、
そ
の
香
気
お
の
づ
か
ら
両
手
に
薫
ず
。

絆
を
竿
に
か
く
る
と
き
、
お
な
じ
く
う
へ
に
か
け
か
さ
ね
て
、
絆
と
絆
と
み
だ
ら
し
め
、
乱
縷
せ
し
む
る
こ
と
な
か
れ
。
か

く
の
ご
と
く
す
る
、
み
な
こ
れ
浄
仏
国
土
な
り
、
荘
厳
仏
国
な
り
〉
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
は
仏
国
土
が
静
的
に
「
存
在
す

る
」
の
で
は
な
く
、
如
法
な
所
作
の
中
に
現
成
す
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
〈
仏
土
と
い
ふ
は
、
眼
睛
裏
な
り
〉

《
光
明
》
と
仏
の
眼
の
中
に
八
万
四
千
の
仏
国
土
が
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
も
仏
道
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
現
成
す

る
、
主
体
を
離
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
い
う
。
さ
と
り
は
《
現
成
公
案
》
で
は
月
に
喩
え
ら
れ
た
が
、
そ
こ
で
は
〈
全

月
も
弥
天
も
、
く
さ
の
露
に
も
や
ど
り
、
一
滴
の
水
に
も
や
ど
る
〉
と
い
わ
れ
た
。
さ
と
り
の
世
界
は
仏
国
土
で
あ
り
、
そ

れ
が
「
一
滴
の
水
」
に
や
ど
る
と
い
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、〈
一
滴
の
な
か
に
も
無
量
の
仏
国
土
現
成
な
り
〉
と
い
う
こ
と

も
仏
道
の
修
証
に
は
あ
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
一
滴
の
水
の
仏
国
土
現
成
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、〈
仏
土
の
な
か
に
水
あ
る
に
あ
ら
ず
、
水
裏
に
仏
土
あ
る

に
あ
ら
ず
〉
と
い
わ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
仏
国
土
は
仏
道
が
修
証
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
現
成
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の

（
仏
土
の
）
中
に
な
に
か
が
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は
水
の
内
部
に
あ
る
と
か
い
え
る
よ
う
な
物
質
的
な
も
の
で
は
な
い
。〈
水

裏
〉
は
水
の
内
部
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
用
語
に
そ
の
水
が
物
質
的
な
も
の
を
い
っ
て
い
る
こ
と
が
含
意
さ
れ
て
い
る
。
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以
上
の
よ
う
に
〈
仏
土
〉
が
説
か
れ
て
き
て
、
は
じ
め
て
こ
こ
で
い
わ
れ
て
い
る
「
水
」
が
『
文
子
』
の
水
を
も
超
え
る

仏
道
の
水
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。
そ
の
仏
道
の
水
は
、
こ
の
巻
の
冒
頭
に
〈
而
今
の
山
水
は
〉
と
い
わ
れ
た
水
で
あ

る
。
そ
れ
は
す
で
に
「
山
」
を
め
ぐ
っ
て
解
釈
し
た
よ
う
に
、
打
坐
の
と
こ
ろ
に
現
成
す
る
水
で
あ
り
、
そ
の
水
の
所
在
は

人
間
の
感
覚
、
知
覚
、
判
断
の
は
い
ら
な
い
水
、
い
や
そ
の
六
識
の
元
に
あ
る
末
那
識
を
超
え
、
時
間
・
空
間
と
い
う
感
覚

の
先
天
的
範
疇
を
含
む
阿
頼
耶
識
さ
え
も
超
え
る
。〈
而
今
の
水
〉
は
、
三
際
、
す
な
わ
ち
過
去
・
現
在
・
未
来
に
か
か
わ

ら
ず
、
空
間
と
し
て
の
法
界
に
も
関
わ
ら
な
い
。
し
か
し
、
時
間
・
空
間
に
か
か
わ
ら
な
い
と
い
っ
て
も
「
空
」
で
あ
る
わ

け
で
は
な
い
。
そ
れ
が
〈
し
か
も
か
く
の
ご
と
く
な
り
と
い
へ
ど
も
〉
と
逆
接
で
受
け
ら
れ
て
〈
水
現
成
の
公
案
な
り
〉
と

結
論
さ
れ
る
。
現
成
公
案
の
水
は
、
も
は
や
い
か
な
る
人
間
の
思
い
の
入
ら
な
い
、
人
見
を
離
れ
た
水
で
あ
る
。
い
わ
ば
、

水
こ
れ
み
ず
で
あ
る
。

四
節　

仏
道
の
水

一
、仏

祖
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
は
、
水
か
な
ら
ず
い
た
る
。
水
の
い
た
る
と
こ
ろ
、
仏
祖
か
な
ら
ず
現
成
す
る
な
り
。
こ

れ
に
よ
り
て
、
仏
祖
か
な
ら
ず
水
を
拈ね

ん

じ
て
身し
ん

心じ
ん

と
し
、
思
量
と
せ
り
。

し
か
あ
れ
ば
す
な
は
ち
、
水
は
か
み
に
の
ぼ
ら
ず
と
い
ふ
は
、
内な

い

外げ

の
典て
ん

籍じ
ゃ
くに

あ
ら
ず
。
水す
い

之し

道ど
う

は
、
上
下
・
縦
横

に
通
達
す
る
な
り
。
し
か
あ
る
に
、
仏
経
の
な
か
に
、
火
風
は
上か

み

に
の
ぼ
り
、
地
水
は
下し
も

に
く
だ
る
。
こ
の
上
下
は
、

参
学
す
る
と
こ
ろ
あ
り
（
テ
キ
ス
ト
は
「
な
り
」
と
あ
る
が
、
直
筆
本
に
よ
り
「
あ
り
」）。
い
は
ゆ
る
、
仏
道
の
上
下
を
参

学
す
る
な
り
。
い
は
ゆ
る
、
地
水
の
ゆ
く
と
こ
ろ
を
下げ

と
す
る
な
り
、
下
を
地
水
の
ゆ
く
と
こ
ろ
と
す
る
に
あ
ら
ず
。

火
風
の
ゆ
く
と
こ
ろ
は
上じ

ょ
うな

り
。
法
界
か
な
ら
ず
し
も
上
じ
ょ
う

下げ

四し

維ゆ
い

の
量
に
か
か
は
る
べ
か
ら
ざ
れ
ど
も
、
四
大
・
五
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大
・
六
大
等
の
行
処
に
よ
り
て
、
し
ば
ら
く
方
隅
法ほ
っ

界か
い

を
建こ
ん

立り
ゅ
うす
る
の
み
な
り
。
無
想
天
は
、
か
み
、
阿
鼻
獄
は
、
し

も
、
と
せ
る
に
あ
ら
ず
。
阿
鼻
も
尽
法
界
な
り
、
無
想
も
尽
法
界
な
り
。

［
注
釈
］

○
内
外
の
典
籍　
内
典
は
仏
教
の
書
物
。
外
典
は
仏
教
以
外
の
書
物
で
、
こ
こ
で
は
中
国
の
道
教
・
儒
教
の
典
籍
を
考
え
て
い
よ
う
。

○
仏
経
の
な
か　
『
金
光
明
経
』
空
品
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
地
水
火
風
、
合
集
成
立
、
随
時
増
減
、
共
相
残
害
、
猶
如
四
蛇
、
同
処
一

篋
、
四
大
蚖
蛇
、
其
性
各
異
、
二
上
二
下
、
諸
方
亦
二
、
如
是
蛇
大
、
悉
滅
無
余
、
地
水
二
蛇
、
其
性
沈
下
、
風
火
二
蛇
、
性
軽
上
升
。

（
地
水
火
風
、
合
集
し
て
成
立
し
、
随
時
増
減
す
。
共
に
相
い
残
害
す
る
こ
と
、
猶
お
四
蛇
の
、
同
じ
く
処
一
篋
に
処お

る
が
如
し
。
四
大
の

蚖
蛇
、
其
の
性
各
異
な
り
。
二
は
上
り
、
二
は
下
る
、
諸
方
も
亦
た
二
に
し
て
、
是
の
如
き
の
蛇
大
、
悉
く
滅
し
て
余
り
無
し
、
地
水
の
二

蛇
、
其
の
性
、
沈
下
し
、
風
火
の
二
蛇
、
性
軽
く
し
て
上
升
す
。）（T

16,0340b

）

○
四
維　

巽た
つ
み（

東
南
）
坤
ひ
つ
じ
さ
る（

西
南
）
艮
う
し
と
ら（

東
北
）
乾い
ぬ
い（

北
西
）
の
四
つ
の
方
位
、
東
西
南
北
は
四
方
。

＊
道
元
用
例

〈
東
西
南
北
四
維
上
下
を
、
十
方
と
い
ふ
〉《
身
心
学
道
》

し
か
し
、「
東
西
南
北
」
＝
［
水
野
訳
］、
内
山
『
味
わ
う
』、「
四
方
」
＝
『
御
聴
書
抄
』［
増
谷
訳
］
な
ど
と
誤
る
も
の
が
多
い
。

○
五
大
・
六
大　

地
水
火
風
の
四
大
に
空
を
加
え
て
五
大
、
識
を
加
え
て
さ
ら
に
六
大
。
物
質
の
構
成
要
素
。

○
行
処　

ゆ
く
と
こ
ろ
。

○
方
隅　
「
方
」
は
四
方
八
方
十
方
な
ど
、「
隅
」
も
四よ

隅す
み

、
八や

隅す
み

な
ど
と
使
う
。「
方
隅
」
で
、
四
方
、
方
角
と
い
う
意
味
と
、
一
部
分
と

い
う
意
味
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
先
の
東
西
南
北
四
維
上
下
を
い
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

○
阿
鼻　

阿
鼻
地
獄
、
無
間
地
獄
の
音
写
。
苦
を
受
け
る
こ
と
が
間
断
な
い
と
こ
ろ
。

○
無
想　

色
界
で
あ
る
四
禅
天
の
第
四
の
無
想
天
。
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【
現
代
語
訳
】

仏
祖
が
到
達
す
る
と
こ
ろ
に
は
、
水
が
か
な
ら
ず
い
た
る
。
水
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
は
、
仏
祖
が
か
な
ら
ず
現
成
す
る
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
仏
祖
は
か
な
ら
ず
水
を
取
り
上
げ
て
身
心
と
し
思
量
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
水
は
上
に
の
ぼ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
仏
教
や
他
宗
教
の
書
物
に
は
な
い
。
水
の
道

は
上
下
縦
横
に
通
達
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
の
に
仏
経
の
な
か
に
、
火
と
風
は
上
に
の
ぼ
り
、
地
と
水
は
下
に

く
だ
る
（
と
あ
る
）。
こ
の
「
上
下
」
と
い
う
こ
と
は
学
ぶ
と
こ
ろ
が
あ
る
。
つ
ま
り
は
仏
道
の
上
下
を
学
ぶ
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
地
・
水
の
ゆ
く
と
こ
ろ
を
下
と
す
る
の
で
あ
る
。
下
を
地
・
水
の
ゆ
く
と
こ
ろ
と
す
る
の
で
は
な
い
。
火
・
風
の
ゆ
く

と
こ
ろ
は
上
で
あ
る
。
法
界
は
か
な
ら
ず
し
も
上
下
や
四
維
（
巽
・
坤
・
艮
・
乾
）
の
量
に
関
係
す
る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど

も
、（
地
水
火
風
の
）
四
大
、（
四
大
に
空
を
加
え
た
）
五
大
、（
五
大
に
識
を
加
え
た
）
六
大
等
の
行
く
処
に
よ
っ
て
、
か
り
に
方

隅
や
法
界
を
建
立
す
る
だ
け
で
あ
る
。
無
想
天
は
上
、
阿
鼻
地
獄
は
下
と
す
る
の
で
は
な
い
。
阿
鼻
（
地
獄
）
も
そ
れ
で
尽

法
界
で
あ
り
、
無
想
（
天
）
も
そ
れ
で
尽
法
界
で
あ
る
。

【
諸
釈
の
検
討
】

田
中
『
道
元
』

こ
こ
で
、
仏
土
の
な
か
に
水
な
く
、
水
の
中
に
仏
土
な
き
所
以
が
明
ら
め
ら
れ
る
。
山
水
は
古
仏
の
道
現
成
な
り
、

と
い
ふ
の
が
、
こ
の
一
巻
の
眼
睛
で
あ
り
、
骨
髄
で
あ
る
。

―
―
こ
れ
に
よ
り
て
仏
祖
か
な
ら
ず
水
を
拈
じ
て
（
中
略
）
…
…
水
を
拈
じ
て
身
心
と
し
思
量
と
せ
り
、
と
は
ま
こ

と
に
絶
妙
の
一
句
、
こ
こ
に
道
元
の
面
目
が
あ
る
。
…
…
併
し
、
外
典
を
引
用
し
て
か
く
ま
で
精
緻
に
拈
提
せ
る
も
の

は
、
眼
蔵
中
に
も
あ
ま
り
例
が
な
い
。
そ
の
意
味
か
ら
も
、
こ
の
一
節
は
珍
し
い
文
章
で
あ
る
。
一
見
極
く
常
識
的
な
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文
子
曰
く
の
僅
か
十
三
字
が
、
何
時
の
間
に
か
、
化
し
て
仏
祖
道
の
水
を
註
釈
し
て
余
蘊
が
な
い
の
で
あ
る
。
道
元
の

驚
嘆
す
べ
き
力
量
で
あ
る
。（
一
八
四
）

一
体
、
何
の
必
要
が
あ
っ
て
道
元
は
、
こ
の
や
う
に
あ
げ
つ
ら
ふ
の
で
あ
る
か
。
…
…
第
一
に
は
、
…
…
金
光
明
経

空
品
に
は
、
地
水
火
風
の
四
大
に
各
々
蛇
が
ゐ
て
、
地
水
の
二
蛇
は
其
の
性
沈
下
。
風
火
の
二
蛇
は
其
の
性
上
昇
、
と

あ
る
。
…
…
さ
て
、
こ
の
仏
説
は
前
に
明
ら
め
た
こ
と
と
矛
盾
で
は
な
い
か
な
ど
と
い
う
者
が
必
ず
出
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
備
え
て
、
仏
説
の
上
下
は
、
汝
の
造
作
せ
る
上
下
と
は
異
な
る
と
い
う
ふ
の
で
あ
る
。
…
…
第
二
に
…
…
さ
う

い
ふ
徒
輩
は
、
往
々
に
し
て
、
破
邪
は
あ
る
が
顕
正
が
な
い
と
か
、
旧
物
の
破
壊
は
あ
る
が
建
設
的
で
は
な
い
と
か
云

ふ
に
決
ま
っ
て
ゐ
る
。
こ
れ
に
備
え
て
、
自
然
見
の
上
下
を
排
除
し
た
後
、
お
も
む
ろ
に
仏
道
の
上
下
を
建
立
す
る
の

で
あ
る
。
方
隅
法
界
を
建
立
す
る
な
り
、
と
い
ふ
言
葉
が
、
こ
の
第
二
の
動
機
を
明
示
し
て
い
る
。
第
三
に
、
傍
観
者

の
戯
論
を
、
こ
こ
で
徹
底
的
に
殲
滅
す
る
の
で
あ
る
。
地
水
の
ゆ
く
と
こ
ろ
を
下
と
す
る
な
り
、
下
を
地
水
の
ゆ
く
と

こ
ろ
と
す
る
に
あ
ら
ず
、
火
風
の
ゆ
く
と
こ
ろ
は
上
な
り
、
と
い
う
言
葉
が
そ
れ
を
示
し
て
ゐ
る
。（
一
八
六
―
一
八
八
）

（
検
討
）

た
し
か
に
外
典
を
こ
の
よ
う
に
詳
し
く
解
釈
す
る
の
は
例
を
見
な
い
が
、
そ
こ
に
は
山
水
が
仏
典
に
説
か
れ
な
い
と
い
う

理
由
が
あ
る
。
ま
た
解
釈
が
欠
落
し
た
ま
ま
「
絶
妙
の
一
句
」「
道
元
の
驚
嘆
す
べ
き
力
量
」
と
い
う
道
元
賛
美
は
、
意
味

が
な
い
。

道
元
が
こ
の
論
を
展
開
す
る
理
由
が
あ
げ
ら
れ
て
い
て
、
第
一
、
第
二
は
そ
う
い
え
る
だ
ろ
う
。
道
元
の
い
う
〈
仏
道
の

水
〉
と
は
違
う
見
解
は
、
経
典
の
普
通
の
読
み
で
あ
っ
て
、
理
由
の
第
三
に
あ
げ
ら
れ
る
「
傍
観
者
の
戯
論
」
で
は
な
い

し
、
そ
れ
を
道
元
は
い
わ
ば
ま
げ
て
独
自
に
解
釈
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、「
徹
底
的
に
殲
滅
」
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
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古
田
『
私
釈
』

仏
祖
と
水
と
は
一
体
の
も
の
で
あ
り
、
水
の
現
成
は
仏
祖
の
現
成
で
あ
り
、
仏
祖
は
こ
の
よ
う
な
水
を
も
っ
て
身
心

と
し
、
思
量
と
す
る
の
で
あ
る
。
天
人
が
水
を
瓔
珞
と
思
い
込
ん
で
い
る
よ
う
に
人
間
も
た
だ
水
だ
と
思
い
込
ん
で
い

て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
水
に
対
し
て
の
仏
見
を
ひ
ら
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。（
七
八
）

…
…
し
か
る
に
金
光
明
経
と
い
う
仏
典
の
う
ち
に
…
…
、
仏
道
の
上
下
を
い
っ
て
い
る
こ
と
を
参
究
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。…
…
地
水
の
ゆ
く
と
こ
ろ
を
逆
に
上
と
名
づ
け
て
も
差
支
え
な
い
の
で
あ
る
。『
御
抄
』
に
「
…
…

此
上
は
打
ち
か
へ
て
、
上
下
を
云
は
む
、
更
不
可
有
相
違
な
り
」
と
い
っ
て
い
る
が
、
ま
さ
に
こ
の
註
釈
の
如
く
で
あ

り
、
こ
の
仏
経
に
説
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
誤
認
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。（
七
九
―
八
〇
）

阿
鼻
地
獄
が
下
方
に
あ
っ
て
、
そ
こ
に
陥
ち
て
行
く
の
で
は
な
く
て
、
陥
ち
て
行
く
と
こ
ろ
す
べ
て
阿
鼻
地
獄
の
下

方
で
あ
る
と
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。「
し
ば
ら
く
方
隅
法
界
を
建
立
す
る
の
み
な
り
」
と
あ
る
方
隅
法
界

は
、
唯
方
隅
と
の
み
い
っ
て
い
な
い
点
に
一
語
の
意
味
深
か
い
も
の
の
あ
る
の
で
あ
り
、
道
元
は
、
こ
の
語
法
に
つ
い

て
何
事
も
語
っ
て
い
な
い
が
、
充
分
に
こ
の
語
の
内
含
す
る
と
こ
ろ
を
汲
ん
で
理
解
す
べ
き
も
の
の
よ
う
に
窺
う
の
で

あ
る
。（
八
〇
―
八
一
）

（
検
討
）

「
仏
祖
と
水
と
は
一
体
の
も
の
」
と
は
、
道
元
の
本
文
か
ら
は
言
え
な
い
。「
こ
の
よ
う
な
水
を
も
っ
て
身
心
と
し
、
思
量

と
す
る
」
と
い
う
が
、
本
文
は
〈
水
を
拈
じ
て
〉
つ
ま
り
、「
取
り
上
げ
て
」
と
い
っ
て
い
る
。

次
の
「
上
下
」
の
段
落
の
は
じ
め
は
田
中
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、〈
地
水
の
ゆ
く
と
こ
ろ
〉
を
上
と
し
て
も
よ

い
と
い
う
『
御
抄
』
の
誤
釈
に
の
っ
て
は
、
誤
り
の
上
塗
り
で
あ
る
。
阿
鼻
地
獄
の
下
に
陥
ち
る
、
と
い
う
解
釈
は
妥
当
で

は
な
い
。
ま
た
〈
方
隅
法
界
〉
の
ど
こ
が
「
意
味
深
い
も
の
」
な
の
か
、
こ
の
語
の
「
内
含
す
る
と
こ
ろ
」
が
あ
る
の
か
、
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分
か
ら
な
い
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
な
く
て
は
解
釈
に
な
ら
な
い
が
、「
法
界
」
に
つ
い
て
そ
の
「
上
下
四
維
」
と
の
関
係

が
い
わ
れ
た
の
だ
か
ら
、〈
方
隅
法
界
〉
と
い
っ
た
ま
で
だ
と
思
わ
れ
る
。

安
谷
『
参
究
』

仏
さ
ま
の
ま
し
ま
す
と
こ
ろ
に
は
、
必
ず
法
が
あ
る
。
法
の
あ
る
と
こ
ろ
に
は
、
仏
さ
ま
が
必
ず
現
成
す
る
と

い
っ
た
ら
、
わ
か
り
よ
い
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
観
念
論
に
慣
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
に
せ
も
の
ば
か
り
、
つ
か
ん
で
い

る
癖
が
つ
い
て
い
る
か
ら
だ
。
こ
れ
に
よ
り
て
、
仏
は
必
ず
法
を
拈
じ
て
自
己
の
身
心
と
し
、
思
想
信
仰
と
す
る
と

い
っ
た
ら
、
こ
れ
も
異
存
は
な
い
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
そ
れ
で
は
死
句
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
で
道
元
禅
師
が
、

わ
れ
わ
れ
に
、
な
ま
水
を
飲
ま
せ
て
、
死
馬
に
む
ち
う
っ
て
、
起
死
回
生
せ
し
め
て
下
さ
る
の
だ
。（
こ
の
後
田
中
氏
の

「
道
元
」
一
八
三
―
一
八
五
ペ
ー
ジ
を
引
用
す
る
）（
一
四
九
―
一
五
〇
）

（
検
討
）

最
初
の
と
こ
ろ
は
、「
法
」
と
「
水
」
は
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
は
思
わ
れ
な
い
の
に
、
言
い
換
え
て
観
念
論
に

し
て
い
る
の
は
自
分
で
あ
り
、
次
も
自
分
が
、〈
仏
祖
〉
を
「
仏
」
に
、
水
を
「
法
」
に
、
と
よ
り
観
念
的
に
言
い
換
え
て

自
分
で
死
句
を
作
り
出
し
て
い
る
か
に
見
え
る
。

内
山
『
味
わ
う
』

要
す
る
に
仏
様
と
水
と
は
一
つ
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。（
一
〇
五
）

道
元
禅
師
は
こ
の
『
山
水
経
』
巻
を
通
じ
て
、
あ
ま
り
に
も
、
分
別
に
馴
ら
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
わ
れ
わ
れ
の
概

念
ボ
ケ
を
、
一
つ
、
一
つ
、
は
が
そ
う
と
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
水
と
い
っ
て
も
わ
れ
わ
れ
が
い
う
水
と
決
ま
っ
た
も



245

禅文化研究所紀要 第36号（令和5年5月）

の
で
な
い
と
い
う
こ
と
、
同
時
に
上
下
と
い
っ
て
も
普
通
に
考
え
る
よ
う
な
概
念
的
な
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
。

今
の
時
代
な
ら
科
学
的
に
考
え
、
地
球
の
こ
っ
ち
が
上
、
あ
っ
ち
が
下
と
決
ま
っ
た
も
の
で
な
い
と
い
う
こ
と
は
解
り

や
す
い
か
ら
不
思
議
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
う
い
う
科
学
的
知
識
を
な
に
も
も
た
ぬ
時
代
に
、
こ
の
上
と
下
と
の
問

題
を
「
参
学
す
る
と
こ
ろ
あ
り
」
と
説
か
れ
た
の
は
、
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

「
い
は
ゆ
る
仏
道
の
上
下
を
参
学
す
る
な
り
」　

い
つ
も
い
う
よ
う
に
、
仏
法
に
お
け
る
概
念
の
使
い
方
は
中
途
半
端

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
メ
ダ
カ
は
小
さ
い
、
鯨
は
お
お
き
い
と
い
っ
て
も
、
鯨
は
太
平
洋
に
較
べ
た
ら
湖
に
住
む
オ
タ
マ

ジ
ャ
ク
シ
み
た
い
な
も
の
だ
。
…
…
そ
ん
な
意
味
で
大
、
小
と
い
う
言
葉
の
使
い
方
は
、
仏
法
で
は
決
し
て
し
な
い
。

（
一
〇
六
）

（
検
討
）

　

最
初
の
誤
り
は
す
で
に
古
田
の
（
検
討
）
で
述
べ
た
。
次
の
段
落
は
、
安
谷
と
同
様
な
わ
れ
わ
れ
の
概
念
ボ
ケ
を
は
が
す

の
で
は
な
く
、
あ
る
仏
経
の
「
火
風
は
上
に
の
ぼ
り
、
地
水
は
下
に
く
だ
る
」
と
い
う
説
と
、
水
は
十
方
に
い
た
る
と
い
う

内
外
の
典
籍
の
説
を
、
ど
う
会
通
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
で
説
い
て
い
る
。
ま
た
こ
こ
は
大
小
で
は
な
く
、
上
下
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
。

【
私
釈
】

〈
仏
祖
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
は
、
水
か
な
ら
ず
い
た
る
〉
と
道
元
は
い
う
。
水
の
い
た
ら
な
い
と
こ
ろ
は
な
い
、
と
す
で

に
述
べ
ら
れ
た
の
だ
か
ら
当
然
だ
が
、「
仏
祖
」
と
い
う
限
定
に
よ
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
を
言
お
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。中

国
仏
教
に
お
い
て
、
訳
僧
、
義
解
僧
な
ど
は
大
都
市
に
住
し
た
が
、
坐
禅
を
行
ず
る
「
仏
祖
」
と
い
わ
れ
る
人
々
は
多
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く
山
に
住
ん
だ
。
山
に
は
必
ず
水
が
伴
う
。
一
章
二
章
で
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
た
し
か
に
「
仏
祖
」
が
至

る
と
こ
ろ
に
は
、
実
際
に
水
が
至
る
し
、
そ
の
水
の
至
る
と
こ
ろ
で
は
、
仏
祖
が
坐
禅
に
お
い
て
、
仏
と
し
て
現
成
す
る
、

つ
ま
り
〈
水
の
い
た
る
と
こ
ろ
、
仏
祖
か
な
ら
ず
現
成
す
る
〉
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
な
に
も
仏
祖
と
水
が
一
つ
（
古
田
、
内

山
）
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。〈
仏
祖
か
な
ら
ず
水
を
拈
じ
て
〉
と
い
う
の
は
、『
聞
解
』
が
仏
祖
の
開
悟
の
契
機
と
な
っ

た
水
を
取
り
あ
げ
た
問
答
だ
け
で
は
な
か
ろ
う
。
朝
起
き
れ
ば
、
洗
面
の
た
め
水
を
取
り
上
げ
、
典
座
は
そ
の
供
す
る
粥
、

斎
、
そ
し
て
茶
礼
で
水
を
取
り
上
げ
て
使
用
し
、
あ
る
い
は
浴
司
で
水
を
浴
び
、
東
司
で
水
を
使
っ
て
洗
浄
し
、
水
で
浣
洗

し
た
衣
を
着
る
。
そ
れ
ら
が
〈
水
を
拈
じ
て
身
心
と
し
〉
と
い
わ
れ
る
内
実
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ま
た
す
で
に
前
節
の
二
で

水
が
〈
心
念
・
思
量
・
分
別
裏
に
も
い
た
る
〉
と
い
わ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
水
を
拈
じ
て
〈
思
量
と
せ
り
〉
も
頷
く
こ
と

が
で
き
よ
う
。
そ
の
〈
思
量
〉
の
内
実
は
『
聞
解
』
が
揚
げ
た
玄
沙
や
法
眼
・
雪
峯
の
水
の
拈
提
と
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う

が
、
日
常
の
思
量
、
分
別
で
も
あ
ろ
う
。
仏
祖
を
は
じ
め
、
僧
侶
の
実
際
の
修
行
生
活
に
水
は
ぜ
っ
た
い
に
欠
か
せ
な
い
の

で
「
水
」
が
拈
提
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

次
の
〈
し
か
あ
れ
ば
す
な
は
ち
〉
以
下
の
叙
述
は
、
こ
こ
ま
で
主
に
『
文
子
』
に
よ
っ
て
水
を
参
学
し
て
き
た
が
、
な
ぜ

仏
教
の
典
籍
で
は
な
い
の
か
、
と
い
う
問
題
を
め
ぐ
っ
て
い
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
仏
教
に
お
い
て
水
（
地
火
風
）
を

参
究
す
る
と
い
う
伝
統
は
、
イ
ン
ド
に
も
中
国
に
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。
仏
教
は
徹
頭
徹
尾
、
人
間
、
自
己
を
問
題
に
し
て
お

り
、
四
大
、
五
蘊
、
十
二
処
、
十
八
界
も
す
べ
て
人
間
を
分
析
し
た
も
の
で
、
人
間
の
肉
体
、
認
識
器
官
、
感
覚
器
官
、
感

覚
の
対
象
の
叙
述
で
あ
る
。
水
を
含
む
四
大
も
「
四
大
和
合
」（
雑
阿
一
〇
七
九
）
で
人
が
胎
内
に
形
成
さ
れ
、
そ
の
世
界
観

も
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
八
海
な
ど
か
ら
借
用
し
た
阿
耨
達
池
や
八
功
徳
水
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

い
っ
ぽ
う
中
国
で
は
地
（
土
）
水
火
は
、
五
行
（
木
・
火
・
土
・
金
・
水
）
の
構
成
要
素
と
し
て
非
常
に
重
要
な
概
念
で
あ

り
、
暦
や
占
い
や
風
水
な
ど
さ
ま
ざ
ま
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
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道
元
が
水
に
つ
い
て
の
仏
典
を
取
り
上
げ
よ
う
に
も
、
そ
の
よ
う
な
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

〈
水
は
か
み
に
の
ぼ
ら
ず
と
い
ふ
は
、
内
外
の
典
籍
に
あ
ら
ず
。
水
之
道
は
、
上
下
・
縦
横
に
通
達
す
る
な
り
〉
と
い
う

叙
述
は
、
い
ま
ま
で
の
道
元
の
論
述
の
内
容
で
あ
る
。
違
う
の
は
〈
内
外
の
典
籍
に
あ
ら
ず
〉
だ
け
で
あ
る
。
仏
教
の
経
論

か
ら
こ
の
よ
う
な
叙
述
を
し
て
い
る
も
の
を
引
く
べ
き
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
な
い
。
む
し
ろ
矛
盾
す
る
こ
と
が
書
か
れ

て
い
る
の
が
『
渉
典
続
貂
』
の
指
摘
の
と
お
り
『
金
光
明
経
』
で
あ
る
。

〈
し
か
あ
る
に
〉
以
下
の
叙
述
は
、
田
中
が
「
仏
説
は
前
に
明
ら
め
た
こ
と
と
矛
盾
で
は
な
い
か
な
ど
と
い
う
の
が
必
ず

で
る
」
と
い
う
よ
う
な
推
測
も
で
き
る
が
、
私
に
は
道
元
の
周
り
に
そ
の
よ
う
な
知
識
を
も
つ
人
、
道
元
を
批
判
し
よ
う
と

す
る
優
れ
た
人
が
い
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
む
し
ろ
道
元
自
身
が
水
に
つ
い
て
説
か
れ
る
経
典
を
調
べ
て
『
金
光
明
経
』
の

叙
述
を
知
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
以
下
は
道
元
自
身
が
〈
水
之
道
は
、
上
下
・
縦
横
に
通
達
す
る
〉
と
い
う
こ
れ

ま
で
の
叙
述
と
、
こ
の
〈
仏
経
〉
を
ど
う
会
通
（
経
典
間
の
相
違
す
る
異
説
に
つ
い
て
、
矛
盾
の
な
い
解
釈
を
導
き
出
し
、
深
く
そ
の

主
旨
を
明
ら
か
に
し
、
共
通
な
趣
意
を
見
出
す
）
さ
せ
る
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
そ
の
経
の
内
容
を
ま
と
め
て
道
元
は
〈
火

風
は
上
に
の
ぼ
り
、
地
水
は
下
に
く
だ
る
〉
と
指
摘
す
る
。
す
で
に
諸
釈
に
も
あ
る
よ
う
に
、
経
に
よ
れ
ば
「
地
と
水
」
と

「
火
と
風
」
の
各
々
二
蛇
が
い
て
「
地
水
」
は
「
そ
の
性
は
沈
下
」
で
あ
り
、「
火
風
」
は
「
そ
の
性
は
上
昇
」
と
説
か
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
会
通
す
る
か
。
道
元
は
〈
こ
の
上
下
は
、
参
学
す
る
と
こ
ろ
あ
り
。
い
は
ゆ
る
、
仏
道
の
上
下
を
参

学
す
る
な
り
〉
と
い
う
。
な
ん
と
明
晰
な
会
通
の
方
法
で
あ
ろ
う
か
。
か
ん
が
え
れ
ば
、
上
下
、
左
右
と
い
う
の
は
、
ど
こ

か
基
点
を
決
め
て
そ
こ
か
ら
実
際
の
方
向
が
決
ま
る
相
対
的
な
も
の
で
あ
る
。
上
下
の
決
ま
っ
た
方
向
は
な
く
、
定
ま
っ
た

四
維
上
下
は
な
い
。
人
間
で
考
え
れ
ば
、
地
上
の
一
点
か
ら
み
て
上
下
が
い
え
る
の
だ
が
、
そ
れ
と
て
今
日
の
知
見
か
ら
い

え
ば
、
相
対
的
な
も
の
で
、
地
球
の
反
対
側
で
は
逆
に
な
る
。
わ
た
し
は
な
ぜ
日
本
を
「
極
東
」
と
い
う
の
か
不
思
議
に
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思
っ
て
い
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
に
住
ん
で
、
な
る
ほ
ど
日
本
は
極
東
で
、
イ
ラ
ク
・
イ
ラ
ン
は
中
東
な
の
だ
な
、
と
分
か
っ

た
。
イ
ギ
リ
ス
（
欧
州
）
か
ら
見
れ
ば
な
る
ほ
ど
そ
う
で
あ
る
。「
極
東
」
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
発
の
言
葉
な
の
だ
。

し
た
が
っ
て
、
道
元
が
〈
仏
道
の
上
下
を
参
学
す
る
〉
と
い
う
の
は
、
妥
当
な
方
法
で
あ
る
。

そ
こ
で
経
典
の
解
釈
と
し
て
〈
い
は
ゆ
る
、
地
水
の
ゆ
く
と
こ
ろ
を
下
と
す
る
な
り
、
下
を
地
水
の
ゆ
く
と
こ
ろ
と
す
る

に
あ
ら
ず
。
火
風
の
ゆ
く
と
こ
ろ
は
上
な
り
〉
と
い
う
。
な
る
ほ
ど
、
仏
道
で
は
〈
地
水
の
行
く
と
こ
ろ
を
下
〉
と
し
て
も

経
典
と
齟
齬
し
な
い
。
し
か
も
こ
う
す
れ
ば
、（
地
）
水
は
上
下
四
維
い
ず
れ
の
方
向
に
も
い
け
て
、
水
は
縦
横
に
通
達
す

る
。
水
の
行
っ
た
と
こ
ろ
が
「
下
」
な
の
で
あ
る
か
ら
、
下
の
位
置
が
変
わ
る
だ
け
で
あ
る
。
意
表
を
つ
い
た
す
ば
ら
し
い

解
釈
だ
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。　

〈
法
界
か
な
ら
ず
し
も
上
下
四
維
の
量
に
か
か
は
る
べ
か
ら
ざ
れ
ど
も
、
四
大
・
五
大
・
六
大
等
の
行
処
に
よ
り
て
、
し

ば
ら
く
方
隅
法
界
を
建
立
す
る
の
み
な
り
〉　

つ
づ
い
て
ま
と
め
ら
れ
る
言
葉
が
こ
れ
で
あ
る
。
四
大
の
行
く
処
に
よ
っ
て
上
下
の
「
方
」
が
決
ま
る
こ
と
は
、「
地
水
」

「
火
風
」
で
道
元
が
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
あ
と
、「
隅
」
と
も
い
え
る
「
四
維
」
に
つ
い
て
も
、
五
大
で
加
わ
る
「
空
」、

六
大
で
加
わ
る
「
識
」
を
入
れ
て
色
々
な
「
隅
」
ま
で
決
ま
る
と
い
う
。

実
際
に
中
国
の
五
行
で
は
、
水
を
北
、
火
を
南
、
木
を
東
、
金
を
西
、
真
中
を
土
と
す
る
。
水
金
は
乾
（
北
西
）
で
あ
り
、

金
火
は
坤
（
南
西
）、
合
わ
せ
て
乾
坤
で
あ
る
。
水
木
は
艮
（
北
東
）、
木
火
は
巽
（
南
東
）
で
、
ま
さ
に
中
国
で
は
五
大
（
行
）

に
よ
っ
て
四
維
を
建
て
て
い
る
。
道
元
は
こ
の
よ
う
な
知
識
も
あ
っ
て
、
こ
う
言
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
〈
仏
道
の
上
下
〉
は
、
人
間
中
心
の
見
方
が
偏
っ
た
一
つ
の
も
の
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
自
覚
さ
せ
、
人
間
の

見
を
徹
底
的
に
相
対
化
さ
せ
る
。
打
坐
は
自
ら
の
思
量
、
判
断
、
感
覚
・
知
見
・
解
会
を
完
全
に
放
棄
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
こ
れ
ほ
ど
人
間
の
思
量
分
別
を
無
化
す
る
教
え
は
、
仏
法
の
ほ
か
に
は
な
い
だ
ろ
う
。
思
索
を
放
棄
し
て
い
く
思
索
の
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道
で
あ
る
。

〈
無
想
天
は
、
か
み
、
阿
鼻
獄
は
、
し
も
、
と
せ
る
に
あ
ら
ず
。
阿
鼻
も
尽
法
界
な
り
、
無
想
も
尽
法
界
な
り
〉
は
、〈
仏

道
の
上
下
〉
か
ら
み
れ
ば
当
然
の
帰
結
で
あ
る
。
人
間
を
中
心
に
す
る
か
ら
こ
そ
「
天
」
を
上
、「
地
獄
」
は
地
の
下
に
あ

る
と
考
え
る
が
、
人
間
を
離
れ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
方
位
上
下
は
な
い
。
す
べ
て
〈
し
ば
ら
く
方
隅
法
界
を
建
立
す
る
の

み
〉
で
あ
る
。
さ
ら
に
無
想
天
や
阿
鼻
地
獄
に
限
ら
ず
、
す
べ
て
の
一
つ
一
つ
が
尽
法
界
で
あ
る
。
私
た
ち
も
尽
十
方
界
真

実
人
体
で
あ
る
。

二
、し

か
あ
る
に
、
龍
魚
の
、
水
を
宮
殿
と
み
る
と
き
、
人
の
、
宮
殿
を
み
る
が
ご
と
く
な
る
べ
し
、
さ
ら
に
な
が
れ
ゆ

く
と
知
見
す
べ
か
ら
ず
。
も
し
傍
観
あ
り
て
、
な
ん
ぢ
が
宮
殿
は
流
水
な
り
と
為
説
せ
ん
と
き
は
、
わ
れ
ら
が
い
ま
山

流
の
道
著
を
聞
著
す
る
が
ご
と
く
、
龍
魚
た
ち
ま
ち
に
驚
疑
す
べ
き
な
り
。
さ
ら
に
宮
殿
・
楼ろ

う

閣か
く

の
欄ら
ん

階か
い

・
露ろ

柱ち
ゅ
うは
、

か
く
の
ご
と
く
の
説
著
あ
り
と
保ほ

う

任に
ん

す
る
こ
と
も
あ
ら
ん
。
こ
の
料
理
、
し
づ
か
に
お
も
ひ
き
た
り
、
お
も
ひ
も
て
ゆ

く
べ
し
。
こ
の
辺
表
に
透
脱
を
学
せ
ざ
れ
ば
、
凡
夫
の
身し

ん

心じ
ん

を
解
脱
せ
る
に
あ
ら
ず
、
仏
祖
の
国
土
を
究ぐ
う

尽じ
ん

せ
る
に
あ

ら
ず
、
凡
夫
の
国
土
を
究
尽
せ
る
に
あ
ら
ず
、
凡
夫
の
宮
殿
を
究
尽
せ
る
に
あ
ら
ず
。

い
ま
人
間
に
は
、
海
の
こ
こ
ろ
、
江
の
こ
こ
ろ
を
、
ふ
か
く
水
と
知
見
せ
り
と
い
へ
ど
も
、
龍
魚
等
、
い
か
な
る
も

の
を
も
て
水
と
知
見
し
、
水
と
使
用
す
と
、
い
ま
だ
し
ら
ず
。
お
ろ
か
に
、
わ
が
水
と
知
見
す
る
を
、
い
づ
れ
の
た
ぐ

ひ
も
水
に
も
ち
い
る
ら
ん
、
と
認
ず
る
こ
と
な
か
れ
。



250

正法眼蔵　第二十九　山水経　私釈　［下］（松岡 由香子）

い
ま
学
仏
の
と
も
が
ら
、
水
を
な
ら
は
ん
と
き
、
ひ
と
す
ぢ
に
人じ
ん

間か
ん

の
み
に
は
と
ど
こ
ほ
る
べ
か
ら
ず
、
す
す
み
て

仏
道
の
み
づ
を
参
学
す
べ
し
。
仏
祖
の
も
ち
い
る
と
こ
ろ
の
水
は
、
わ
れ
ら
こ
れ
を
な
に
と
か
所
見
す
る
と
参
学
す
べ

き
な
り
。
仏
祖
の
屋
裏
、
ま
た
水
あ
り
や
水
な
し
や
と
参
学
す
べ
き
な
り
。

［
注
釈
］

○
楼
閣　

高
い
建
物
。
道
元
も
〈
こ
の
夜
は
微
月
わ
づ
か
に
楼
閣
よ
り
も
り
き
た
り
杜
鵑
し
き
り
に
な
く
〉《
諸
法
実
相
》
と
使
い
、
寺
院

に
も
あ
っ
た
。

○
欄
階　

欄
干
と
階
段
。
建
物
の
外
に
つ
い
て
い
る
構
造
物
。「
欄
階
」
は
禅
宗
資
料
の
管
見
に
は
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
が
、「
欄
干
」
へ

の
言
及
は
、『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
二
七
に
〈
鷂
子
趁
鴿
子
飛
向
仏
殿
欄
干
上
顫
（
鷂
子
、
鴿
子
を
趁お

う
に
、
飛
ん
で
仏
殿
の
欄
干
上
に

向お

い
て
顫ふ

る

う
）〉
と
あ
る
。「
階
」
に
つ
い
て
は
『
永
平
広
録
』
に
〈
仏
殿
階
前
狗
尿
天
（
仏
殿
の
階
前
、
狗
、
天
に
尿
す
）〉（
上
堂

四
〇
五
）
と
あ
っ
て
、
仏
殿
に
も
付
属
し
て
い
た
。

○
露
柱　

む
き
出
し
の
柱
。『
正
法
眼
蔵
』
に
も
〈
法
を
お
も
く
す
る
は
、
た
と
ひ
露
柱
な
り
と
も
、
た
と
ひ
灯
籠
な
り
と
も
、
た
と
ひ
諸

仏
な
り
と
も
、
…
…
露
柱
に
問
取
し
、
牆
壁
を
し
て
も
参
究
す
べ
し
〉《
礼
拝
得
髄
》
な
ど
、
寺
院
で
よ
く
目
に
す
る
丸
柱
で
あ
る
。

○
保
任　

道
元
が
好
む
熟
語
で
『
正
法
眼
蔵
』
に
七
十
回
以
上
使
わ
れ
る
。
禅
宗
の
用
語
と
し
て
道
元
も
〈
師
（
芙
蓉
山
霊
訓
禅
師
）
曰
、

如
何
保
任
、
帰
宗
云
、
一
翳
在
眼
、
空
華
乱
墜
〉《
空
華
》
な
ど
と
引
用
す
る
。
①
「
保
」
も
「
任
」
も
、「
た
も
つ
」
と
い
う
意
味
か

ら
、
保
つ
と
い
う
意
味
。
法
を
保
任
す
る
、
自
己
を
保
任
す
る
な
ど
。
②
「
保
」
も
「
任
」
も
、
請
け
合
う
、
保
証
す
る
と
い
う
意
味

も
あ
る
。〈
仏
祖
の
保
任
す
る
即
心
是
仏
〉《
即
心
是
仏
》、〈
難
思
議
の
法
華
と
保
任
す
べ
し
〉《
法
華
転
法
華
》
な
ど
。
こ
こ
で
は
②
の

意
味
だ
ろ
う
。

○
料
理　

①
物
事
を
整
え
お
さ
め
る
こ
と
。
き
り
も
り
す
る
、
対
処
の
仕
方
（
森
本
『
花
開
』）。
②
世
話
を
す
る
。
③
助
け
合
う
。
④
食
を
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調
理
す
る
。
こ
こ
で
は
①
の
意
味
。「
東
君
料
理
山
家
春
（
東
君
〔
春
の
神
〕
料
理
す
、
山
家
の
春
）」『
宏
智
広
録
』（T

47,47b

）

○
辺
表　
「
辺
」
は
あ
た
り
、
ほ
と
り
、
そ
ば
、
あ
る
も
の
を
中
心
に
し
て
「
そ
の
付
近
」。「
表
」
は
外
か
ら
見
え
る
部
分
、
手
本
な
ど
。

「
極
小
同
大
、
忘
絶
境
界
。
極
大
同
小
、
不
見
辺
表
」（『
信
心
銘
』）。〔
水
野
訳
〕
は
「
と
こ
ろ
」
と
ふ
り
が
な
を
す
る
。

『
正
法
眼
蔵
』
で
は
次
と
二
例
の
み
で
、「
あ
た
り
、
ほ
と
り
」
の
意
味
。

は
る
か
に
迷
悟
の
辺
表
を
超
越
せ
り
。《
発
菩
提
心
》

『
永
平
広
録
』
偈
頌
第
二
十
四
〈
穿
天
括
地
無
辺
表
、
峭
魏
魏
地
満
霊
光
〉。「
無
辺
表
」
は
ほ
と
り
が
な
い
、
際
が
な
い
。

○
こ
こ
ろ　

道
元
は
人
間
以
外
の
も
の
の
「
こ
こ
ろ
」
に
言
及
し
て
い
る
。
か
な
ら
ず
ひ
ら
が
な
で
「
こ
こ
ろ
」
で
あ
る
。

＊
道
元
用
例

〈
は
る
に
さ
き
だ
ち
て
、
は
る
の
こ
こ
ろ
を
漏
泄
す
る
な
り
〉《
眼
睛
》、〈
た
と
ひ
山
の
こ
こ
ろ
を
あ
き
ら
む
と
も
、
さ
ら
に
水
の
こ
こ

ろ
を
あ
き
ら
む
べ
し
〉《
自
証
三
昧
》。〈
又
春
は
た
だ
春
な
が
ら
の
こ
こ
ろ
〉、〈
は
る
の
こ
こ
ろ
、
あ
き
の
こ
ゑ
あ
り
〉、〈
い
は
ゆ
る
、

う
を
に
あ
ら
ざ
れ
ば
う
を
の
こ
こ
ろ
を
し
ら
ず
〉、〈
人
の
魚
の
こ
こ
ろ
を
し
ら
ぬ
と
、
人
の
と
り
の
こ
こ
ろ
を
し
ら
ぬ
と
の
み
お
も
へ

る
は
〉《
唯
仏
与
仏
》
な
ど
。［
水
野
訳
］
は
「
～
と
し
て
の
あ
り
か
た
」
と
す
る
が
、
取
ら
な
い
。

○
仏
祖
の
屋
裏　
「
屋
裏
」
の
「
裏
」
は
こ
こ
で
は
場
所
に
つ
く
接
尾
語
。
住
ま
う
所
。「
仏
祖
の
屋
裏
」
は
仏
祖
の
住
ま
う
所
が
原
義
で

あ
る
が
、
道
元
用
例
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
「
仏
祖
の
と
こ
ろ
」「
仏
祖
の
居
る
と
こ
ろ
」
で
通
る
。

＊
道
元
用
例　

〈
仏
祖
の
屋
裏
に
、
承
当
あ
り
〉《
看
経
》、〈
仏
祖
屋
裏
児
、
み
だ
り
に
仏
祖
の
大
道
を
〉《
仏
道
》、〈
仏
祖
の
屋
裏
に
は
、
茶
飯
こ
れ
家

常
な
り
〉《
家
常
》、〈
仏
祖
の
屋
裏
に
大
尊
貴
生
な
る
は
結
跏
趺
坐
な
り
〉《
三
昧
王
三
昧
》、〈
仏
祖
の
屋
裏
、
人
さ
だ
め
て
坐
夏
安
居

三
月
つ
と
む
べ
し
〉《
安
居
》、〈
す
で
に
仏
祖
屋
裏
の
仙
陀
婆
、
ひ
そ
か
に
漏
泄
し
て
〉《
王
索
仙
陀
婆
》、〈
ひ
と
り
仏
祖
の
屋
裡
に
正

伝
せ
り
〉《
供
養
諸
仏
》、〈
こ
の
見
解
は
、
仏
祖
の
屋
裡
に
お
き
が
た
き
な
り
〉《
深
信
因
果
》。
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【
現
代
語
訳
】

そ
う
で
あ
る
の
に
、
龍
や
魚
が
水
を
宮
殿
と
み
る
時
は
、
人
が
宮
殿
を
見
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
け
っ
し
て
流
れ
て
い

く
と
知
り
理
解
す
る
は
ず
は
な
い
。
も
し
傍
観
者
が
い
て
、
お
前
の
宮
殿
は
流
れ
る
水
で
あ
る
と
説
く
と
き
は
、
私
た
ち
が

い
ま
「
山
流
」
と
い
う
の
を
聞
く
よ
う
に
、
龍
や
魚
は
た
ち
ま
ち
に
驚
き
疑
う
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
宮
殿
や

（
寺
院
に
見
ら
れ
る
）
高
い
建
物
、
欄
干
や
階
段
、
丸
柱
は
、
こ
の
よ
う
に
説
く
こ
と
が
あ
る
と
請
け
合
う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ

う
。
こ
の
対
処
の
仕
方
を
、
静
か
に
何
度
も
思
い
、
さ
ら
に
思
い
つ
づ
け
る
が
よ
い
。
こ
う
い
う
あ
た
り
で
「
透
脱
」
を
学

ば
な
け
れ
ば
、
凡
夫
の
身
心
を
解
脱
し
た
の
で
は
な
く
、
仏
祖
の
国
土
を
究
尽
し
た
の
で
は
な
く
、
凡
夫
の
国
土
を
究
尽
し

た
の
で
は
な
く
、
凡
夫
の
宮
殿
を
究
尽
し
た
の
で
は
な
い
。

い
ま
人
の
間
で
は
海
の
内
面
、
大
河
の
内
面
を
水
で
あ
る
と
深
く
知
っ
て
理
解
し
た
と
い
っ
て
も
、
龍
や
魚
等
は
、
ど
ん

な
も
の
を
も
っ
て
、
水
だ
と
知
っ
て
理
解
し
、
水
と
し
て
使
用
し
て
い
る
の
か
は
、
い
ま
だ
知
ら
な
い
。
愚
か
に
（
人
間
で

あ
る
自
分
が
）
水
で
あ
る
と
知
り
理
解
し
た
も
の
を
、
ど
ん
な
種
類
の
も
の
も
水
と
し
て
用
い
る
だ
ろ
う
と
認
識
し
て
は
な

ら
な
い
。

い
ま
仏
法
を
学
ぶ
人
々
は
、
水
を
学
ぶ
時
に
、
ひ
た
す
ら
に
人
の
間
（
の
水
の
こ
と
）
だ
け
に
滞
っ
て
は
い
け
な
い
。
す

す
ん
で
仏
道
の
「
み
ず
」
を
学
ぶ
が
よ
い
、
仏
祖
が
用
い
る
と
こ
ろ
の
水
は
、
わ
れ
わ
れ
が
そ
れ
を
何
で
あ
る
と
見
る
だ
ろ

う
か
、
と
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
。
仏
祖
の
居
る
と
こ
ろ
は
、
ま
た
水
が
あ
る
だ
ろ
う
か
、
水
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
学
ぶ
べ
き
で

あ
る
。



253

禅文化研究所紀要 第36号（令和5年5月）

【
諸
釈
の
検
討
】

田
中
『
道
元
』

も
し
か
す
る
と
、
汝
の
宮
殿
楼
閣
に
あ
る
欄
干
階
段
露
柱
は
悉
く
流
水
ぞ
と
云
は
れ
て
も
、
か
く
の
ご
と
く
の
説
著

あ
り
と
保
任
す
る
龍
魚
が
ゐ
る
か
も
し
れ
ぬ
。（
一
九
三
）

前
の
一
節
で
行
処
と
言
っ
た
か
ら
、
し
か
あ
る
に
、
と
筆
を
起
こ
し
て
傍
観
者
の
説
著
を
注
ぎ
込
み
、
こ
の
流
れ
に

乗
っ
て
行
処
傍
観
と
も
に
透
脱
す
る
の
機
を
描
破
す
る
趣
き
で
あ
る
。
こ
の
展
事
投
機
の
言
葉
を
前
に
し
て
は
、
流
山

も
東
山
水
上
行
も
、
さ
ら
に
は
青
山
常
運
歩
の
語
も
、
悉
く
顔
色
を
失
う
て
戦
慄
を
禁
じ
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
か
く
の

如
く
の
道
得
あ
り
と
保
任
す
る
龍
魚
あ
り
、
か
く
の
如
く
の
道
得
を
脱
落
せ
る
古
仏
あ
り
、
階
祖
・
雲
門
い
か
で
か
青

山
東
山
の
皮
肉
骨
髄
、
修
証
活
計
に
透
脱
な
ら
ん
。（
一
九
四
）

料
理
は
思
料
理
会
の
意
で
あ
る
。
…
…
仏
祖
の
国
土
な
る
も
の
が
世
界
の
一
隅
に
あ
っ
て
何
か
い
み
じ
き
景
勝
の
特

地
を
占
め
て
ゐ
る
と
い
ふ
思
ひ
を
払
拭
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
凡
夫
の
国
土
宮
殿
を
究
尽
出
来
な
け
れ
ば
、
仏
祖
の
国
土
も

究
尽
す
べ
か
ら
ざ
る
道
理
で
あ
る
。
こ
の
一
節
な
ど
も
、
古
人
の
注
意
の
八
方
の
隅
々
に
及
ん
だ
文
章
で
あ
る
か
ら
、

お
ろ
そ
か
に
読
み
流
す
べ
き
で
な
い
と
い
う
感
が
深
い
。（
一
九
四
―
一
九
五
）

人
間
の
水
と
い
ふ
の
は
、
当
世
流
に
言
へ
ば
、
世
界
人
類
の
水
と
か
普
遍
妥
当
な
る
水
と
い
ふ
ほ
ど
の
意
味
に
な

る
。
…
…
煩
悩
具
足
の
水
は
、
百
年
河
清
を
待
つ
と
い
へ
ど
も
、
仏
祖
の
水
と
は
な
ら
ぬ
。
両
者
各
々
対
峙
し
て
、
そ

の
占
む
る
と
こ
ろ
の
境
界
縄
張
り
を
争
ふ
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
而
も
天
地
懸
隔
、
両
者
を
つ
な
ぐ
橋
梁
は
存
し
な

い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
ゑ
に
、
仏
祖
の
挙
拈
す
る
水
は
、
天
上
人
間
の
眼
を
以
て
度
量
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。

（
一
九
五
―
一
九
六
）
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（
検
討
）

龍
魚
が
〈
説
著
あ
り
と
保
任
す
る
〉
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
。「
し
か
あ
る
に
」
以
下
の
解
釈
は
お
よ
そ
道
理
の
あ
る

文
章
と
は
思
え
な
い
。〈
し
か
あ
る
に
〉
は
、
前
の
文
章
の
〈
行
処
〉
と
も
ど
こ
と
も
つ
な
が
ら
ず
、
む
し
ろ
前
々
節
一
・
二

の
〈
お
ほ
よ
そ
山
水
を
み
る
こ
と
、
種
類
に
し
た
が
ひ
て
不
同
あ
り
…
…
依
水
の
透
脱
あ
り
〉
に
す
な
お
に
繋
が
る
。
そ
れ

を
「
行
処
傍
観
と
も
に
透
脱
す
る
の
機
を
描
破
す
る
趣
き
で
あ
る
。
こ
の
展
事
投
機
の
言
葉
」
と
褒
め
上
げ
る
の
は
ま
っ
た

く
妥
当
で
は
あ
る
ま
い
。

「
か
く
の
如
く
の
道
得
を
脱
落
せ
る
古
仏
あ
り
」
と
は
道
元
を
指
す
の
か
分
か
ら
な
い
が
、「
階
祖
、
雲
門
い
か
で
か
青
山

東
山
の
皮
肉
骨
髄
、
修
証
活
計
に
透
脱
な
ら
ん
」
と
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
高
慢
な
言
い
方
な
こ
と
だ
ろ
う
。
雲
門
に

対
し
て
道
元
が
言
っ
た
〈
雲
門
い
か
で
か
東
山
の
皮
肉
骨
髄
、
修
証
活
計
に
透
脱
な
ら
ん
〉
で
さ
え
、
不
遜
の
趣
き
が
あ
っ

て
、
そ
う
と
う
思
量
を
要
す
る
容
易
な
ら
ぬ
文
で
あ
る
の
に
、
ど
う
し
て
田
中
が
雲
門
の
み
な
ら
ず
、
芙
蓉
道
楷
な
ど
の
仏

祖
に
対
し
て
批
判
の
口
が
き
け
る
の
か
、
理
解
に
苦
し
む
。
田
中
は
道
元
の
雲
門
批
判
に
対
し
て
は
「
雲
門
を
貶
す
れ
ば
貶

す
る
だ
け
、
雲
門
の
言
葉
は
輝
く
の
で
あ
る
か
ら
、
実
を
い
え
ば
、
こ
の
上
も
な
く
雲
門
を
卓
上
（
す
ぐ
れ
て
い
る
と
）
し
た

言
葉
で
あ
る
」（
一
〇
一
）
と
言
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
「
料
理
」
と
い
う
熟
語
に
は
こ
の
よ
う
な
意
味
は
な
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
世
界
の
一
隅
に
仏
祖
の
国
土
が
あ
る
、
な

ど
と
考
え
る
人
は
い
な
い
。
凡
夫
の
国
土
と
仏
祖
の
国
土
に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
に
「
注
意
の
八
方
の
隅
々
に
及
ん
」
で
い

る
の
か
。
凡
夫
や
仏
祖
の
国
土
を
究
尽
す
る
こ
と
が
問
題
な
の
で
は
な
く
、〈
こ
の
辺
表
に
透
脱
を
学
〉
す
こ
と
が
大
事
な

の
で
あ
る
。
凡
夫
の
云
々
と
仏
祖
の
云
々
の
参
究
の
前
後
や
優
劣
を
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。〈
人
間
の
水
〉
は
「
普
遍

妥
当
な
る
水
」
や
「
煩
悩
具
足
の
水
」
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
そ
れ
は
「
仏
祖
の
水
」
と
天
地
懸
隔
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
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古
田
『
私
釈
』

と
こ
ろ
が
や
が
て
龍
魚
は
宮
殿
は
流
水
で
あ
る
と
聞
い
た
こ
と
よ
り
、
宮
殿
楼
閣
の
欄
階
や
露
柱
も
人
間
は
流
水
と

説
く
で
あ
ろ
う
と
傍
観
者
の
よ
う
に
会
得
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
料
理
、
す
な
わ
ち
道
理
は
静
か
に
よ

く
よ
く
思
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
水
は
流
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は
山
は
流
れ
な
い
も
の
で

あ
る
と
か
と
い
っ
た
辺
見
を
透
脱
す
る
こ
と
を
学
ぶ
の
で
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
凡
夫
の
身
心
を
解
脱
し
た
の
で
も
な
け

れ
ば
…
…
人
間
の
見
解
も
龍
魚
の
見
解
と
あ
ま
り
隔
た
ら
な
い
の
で
あ
り
、
か
か
る
見
解
か
ら
出
て
な
い
人
間
は
凡
夫

の
身
心
を
解
脱
し
た
も
の
と
は
さ
れ
な
い
し
…
…
。「
辺
表
に
透
脱
」
と
は
『
聞
解
』
に
…
…
人
は
水
を
と
こ
し
な
え

に
流
る
と
見
る
こ
と
を
辺
と
解
し
て
い
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
し
、『
啓
迪
』
に
は
…
…
流
不
流
の
二

辺
と
し
て
い
る
の
は
、
穏
当
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、「
こ
の
辺
表
に
透
脱
」
に
つ
い
て
は
、
一
応
如
上
の

私
釈
を
試
み
る
こ
と
に
し
て
お
き
た
い
の
で
あ
る
。
辺
表
は
わ
ざ
わ
ざ
断
る
ま
で
も
な
く
、
辺
の
表
で
あ
り
、
そ
の
表

に
透
脱
す
る
こ
と
を
学
ば
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。（
八
二
―
八
三
）

「
海
の
こ
こ
ろ
江
の
こ
こ
ろ
を
ふ
か
く
」
と
あ
る
こ
こ
ろ
と
は
、
海
や
江
の
ふ
か
い
と
こ
ろ
の
し
ん

0

0

を
指
し
て
い
っ

た
も
の
で
あ
ろ
う
が
…
…
。（
八
三
）

こ
こ
で
「
仏
道
の
水
」
と
い
い
、
或
は
「
仏
祖
の
も
ち
ゐ
る
と
こ
ろ
の
水
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
換
言
す
れ
ば
本

水
、
す
な
わ
ち
本
来
の
水
の
水
た
る
水
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
し
て
い
る
と
し
て
も
い
い
の
で
あ
り
、
そ
の
水
の
水

た
る
も
の
を
究
め
知
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。（
八
五
）

…
…
水
の
水
た
る
こ
と
を
究
め
ら
れ
た
世
界
に
あ
っ
て
は
、
天
人
が
水
を
瓔
珞
と
誤
認
す
る
よ
う
な
水
も
な
け
れ

ば
、
人
間
が
唯
単
に
水
と
見
て
い
る
水
も
な
い
の
で
あ
り
、
そ
の
点
に
関
し
て
は
「
水
な
し
」
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い

し
、
水
の
水
た
る
水
は
存
す
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、「
水
あ
り
」
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
こ
の
水
の
有
無
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の
わ
か
れ
め
を
参
学
す
べ
き
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
こ
と
の
意
に
取
っ
て
お
き
た
い
の
で
あ
る
。（
八
六
）

（
検
討
）

傍
観
（
者
）
は
、
龍
魚
に
説
い
た
の
で
あ
っ
て
、
龍
魚
が
傍
観
者
の
よ
う
に
会
得
し
た
の
で
も
な
い
。
次
は
〈
か
く
の
ご

と
く
の
説
著
〉
の
主
体
は
人
間
で
、
内
容
は
「
流
水
」
だ
ろ
う
か
、〈
保
任
す
る
〉
主
体
は
龍
魚
だ
ろ
う
か
。
料
理
は
道
理

で
は
な
い
。〈
辺
表
〉
は
、
流
れ
る
流
れ
な
い
な
ど
の
「
辺
見
」
で
は
な
か
ろ
う
。
さ
ら
に
「
辺
の
表
で
あ
り
、
そ
の
表
」

と
解
説
す
る
が
、
ど
う
い
う
こ
と
か
不
明
。〈
こ
こ
ろ
〉
は
「
し
ん
（
芯
？
）」
だ
ろ
う
か
。

ま
た
道
元
は
は
っ
き
り
、〈
本
水
な
き
が
ご
と
し
、
諸
類
の
水
な
き
が
ご
と
し
〉
と
い
っ
て
い
る
の
で
、「
水
の
水
た
る

水
」
な
ど
は
存
在
し
な
い
。
こ
こ
は
水
が
あ
る
か
な
い
か
、
と
問
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。「
仏
祖
の
屋
裏
に
水
が
あ
る

か
な
い
か
、
参
究
せ
よ
」
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

安
谷
『
参
究
』

（
龍
魚
の
中
に
は
）
わ
れ
わ
れ
の
宮
殿
楼
閣
の
欄
干
や
階
段
や
柱
は
、
お
説
の
通
り
流
水
で
あ
る
、
と
確
保
し
、
自
任

し
て
い
る
も
の
も
、
さ
ら
に
一
箇
や
半
箇
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。（
一
五
九
）

こ
の
辺
表
と
あ
る
の
は
、
ま
え
の
料
理
の
辺
表
だ
。
辺
は
辺
際
で
あ
り
、
表
は
表
裏
の
表
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
雲

表
（
雲
の
上
、
雲
の
か
な
た
、
雲
外
＝
筆
者
）
と
で
も
い
っ
た
よ
う
な
趣
が
あ
る
と
思
う
。
上
に
の
べ
た
龍
魚
宮
殿
の
辺
際

表
裏
も
、
し
ず
か
に
…
…
。
仏
祖
の
国
土
と
い
う
も
の
が
、
別
に
存
在
す
る
と
思
っ
た
ら
、
そ
れ
は
ち
が
う
と
い
う
こ

と
は
、
従
来
す
で
に
説
き
了
っ
て
い
る
か
ら
、
仏
祖
の
国
土
と
は
、
凡
夫
の
国
土
の
こ
と
で
あ
り
、
凡
夫
の
宮
殿
の
こ

と
で
あ
り
、
自
己
の
身
心
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
、
読
み
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。
…
…
海
の
こ
こ
ろ
、
江
の
こ
こ

ろ
と
は
、
波
心
湖
心
な
ど
と
い
っ
て
、
海
の
中
、
江
の
中
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
が
生
ま
れ
て
か
ら
こ
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の
か
た
、
習
い
覚
え
た
後
天
的
の
知
識
経
験
と
い
う
も
の
に
、
ふ
か
く
と
ら
わ
れ
て
、
朕
兆
未
萌
の
自
己
な
る
天
真
の

水
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
悪
夢
の
業
病
を
、
覚
破
さ
せ
て
下
さ
る
た
め
の
、
大
慈
大
悲
の
説
示
で
あ
る
。（
一
六
〇
―

一
六
一
）

…
…
人
間
界
の
水
と
は
別
に
、
仏
道
の
水
と
い
う
も
の
が
あ
る
と
い
う
の
で
は
な
い
。
人
間
界
の
水
を
し
ら
べ
る
に

つ
い
て
も
、
進
ん
で
仏
道
的
に
参
究
せ
よ
、
水
に
よ
っ
て
水
の
仏
祖
道
を
信
解
行
証
入
す
る
よ
う
に
参
究
せ
よ
と
い
う

こ
と
だ
。（
一
六
一
）

「
…
…
水
な
し
や
と
参
究
す
べ
き
な
り
。」
も
試
験
問
題
だ
、
答
え
を
こ
こ
に
書
い
て
し
ま
っ
た
ら
参
究
に
な
ら
な
い

か
ら
差
し
ひ
か
え
る
。（
一
六
二
）

（
検
討
）

（
龍
魚
の
な
か
に
は
）
に
つ
い
て
は
、
田
中
や
古
田
と
似
た
解
釈
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
す
で
に
検
討
し
批
判
し
た
。「
辺
表
」

を
雲
表
、
辺
際
表
裏
と
解
釈
す
る
の
は
誤
り
だ
ろ
う
。
仏
祖
の
国
土
が
凡
夫
の
国
土
で
自
己
の
身
心
だ
な
ど
と
は
い
え
ま

い
。「
凡
夫
の
国
土
」
な
ら
ば
ふ
つ
う
の
人
が
考
え
る
国
土
で
、
そ
の
大
き
な
場
に
自
分
（
自
己
）
の
身
心
も
あ
る
と
思
う
だ

ろ
う
。〈
海
の
こ
こ
ろ
〉
は
、「
波
心
湖
心
」
と
い
う
の
が
あ
る
と
い
う
が
、「
波
心
」
は
川
や
湖
の
中
央
の
意
で
あ
り
、「
湖

心
」
も
そ
う
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
と
は
無
関
係
。

人
間
界
の
水
と
は
別
に
仏
道
の
水
が
あ
る
の
で
は
な
い
、
と
は
い
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、〈
人
間
の
み
に
は
と
ど
こ
ほ

る
べ
か
ら
ず
、
す
す
み
て
仏
道
の
み
づ
を
〉
と
い
う
語
調
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。〈
水
あ
り
や
水
な
し
や
と
参
学
〉
す
る

こ
と
に
関
し
て
は
、『
辨
註
』
を
真
似
て
答
を
書
い
た
ら
ダ
メ
だ
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
。
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内
山
『
味
わ
う
』

「
さ
ら
に
…
…
」
こ
の
文
章
は
私
に
は
よ
く
解
か
り
ま
せ
ん
が
、
…
…
と
い
わ
れ
て
も
驚
か
な
い
魚
も
い
る
だ
ろ
う
、

と
い
う
意
味
ら
し
い
。
…
…
料
理
と
は
処
理
の
意
味
で
、
そ
う
い
う
道
理
を
考
え
る
こ
と
。
つ
ま
り
わ
れ
わ
れ
が
水
と

思
っ
て
い
る
も
の
で
も
、
そ
う
簡
単
に
水
と
決
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
あ
た
り
の
道
理
を
よ
く
よ
く
考
慮
し

て
、
透
脱
と
い
う
こ
と
を
ほ
ん
と
う
に
学
ば
な
け
れ
ば
、
概
念
を
ぶ
ち
破
っ
た
と
こ
ろ
の
生
命
実
物
に
出
会
う
こ
と
は

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

…
…
だ
い
た
い
人
間
の
心
に
映
っ
た
海
や
川
を
、
水
だ
と
思
い
込
ん
で
い
て
も
、
水
に
住
ん
で
い
る
魚
は
ど
う
い
う

も
の
を
水
だ
と
思
い
、
水
と
し
て
使
用
し
て
い
る
か
は
解
か
ら
な
い
。
だ
か
ら
「
水
」
と
い
う
概
念
を
固
定
さ
せ
て
、

水
そ
の
も
の
だ
と
お
も
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
。（
一
〇
九
）

私
の
表
現
で
い
え
ば
、
人
間
的
見
方
を
手
放
し
に
し
て
、
生
命
実
物
と
し
て
の
水
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
仏
道
の
水
、
仏
祖
の
も
ち
い
る
と
こ
ろ
の
水
と
は
、
そ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
生
命
実
物
と

は
、
な
に
か
コ
ロ
ッ
と
し
た
も
の
が
あ
る
と
思
っ
て
は
間
違
い
で
す
。
…
…
つ
ま
る
と
こ
ろ
「
ア
タ
マ
の
手
放
し
」
と

い
う
一
事
。
言
い
換
え
れ
ば
、
坐
禅
し
た
世
界
で
す
。（
一
一
〇
）

（
検
討
）

前
半
は
、
田
中
な
ど
の
意
見
を
い
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
す
で
に
批
判
し
た
。「
料
理
」
を
「
処
理
」
と
し
て
い
る
の

に
、
ど
う
し
て
道
理
を
考
え
る
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
料
理
は
宮
殿
楼
閣
欄
階
露
柱
に
つ
い
て
い
わ
れ
て
い
て
、

水
に
つ
い
て
で
は
な
い
。
後
半
は
〈
海
の
こ
こ
ろ
〉
を
「
人
間
の
心
に
映
っ
た
海
」
と
し
て
い
る
が
、
違
う
だ
ろ
う
。〈
仏

道
の
み
づ
〉
と
は
、「
生
命
実
物
と
し
て
の
水
を
見
」
る
で
は
、
し
っ
く
り
し
な
い
が
、
後
で
「『
ア
タ
マ
手
放
し
』
と
い
う

一
事
」
と
し
て
い
る
の
は
妥
当
だ
ろ
う
。



259

禅文化研究所紀要 第36号（令和5年5月）

【
私
釈
】

〈
し
か
あ
る
に
、
龍
魚
の
、
水
を
宮
殿
と
み
る
と
き
、
人
の
、
宮
殿
を
み
る
が
ご
と
く
な
る
べ
し
、
さ
ら
に
な
が
れ
ゆ
く

と
知
見
す
べ
か
ら
ず
。
も
し
傍
観
あ
り
て
、
な
ん
ぢ
が
宮
殿
は
流
水
な
り
と
為
説
せ
ん
と
き
は
、
わ
れ
ら
が
い
ま
山
流
の
道

著
を
聞
著
す
る
が
ご
と
く
、
龍
魚
た
ち
ま
ち
に
驚
疑
す
べ
き
な
り
〉。

最
初
の
〈
し
か
あ
る
に
〉
は
、
な
に
か
こ
の
直
前
よ
り
も
三
章
二
節
の
一
水
四
見
の
結
び
の
〈
依
水
の
透
脱
あ
り
〉
に
続

く
よ
う
な
書
き
振
り
で
あ
る
。
だ
が
前
と
は
違
っ
た
角
度
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

で
は
こ
こ
で
新
し
く
出
さ
れ
た
問
題
は
何
か
。
龍
魚
が
水
を
宮
殿
と
見
て
い
る
と
き
は
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ

う
、
と
い
う
こ
と
が
問
わ
れ
て
い
る
。「
傍
観
」
は
、
龍
魚
と
も
人
間
と
も
仏
と
も
特
定
せ
ず
に
「
誰
か
」
と
い
う
ほ
ど
の

意
味
だ
ろ
う
。
だ
れ
か
が
、
人
間
が
水
を
見
る
の
と
同
じ
よ
う
に
「
流
れ
て
い
る
」
と
い
っ
た
ら
龍
魚
は
驚
く
と
説
明
さ
れ

る
。
龍
魚
に
と
っ
て
は
人
間
の
い
う
「
水
」
は
住
み
か
と
す
る
宮
殿
で
あ
り
、
流
れ
い
く
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

〈
さ
ら
に
宮
殿
・
楼
閣
の
欄
階
・
露
柱
は
、
か
く
の
ご
と
く
の
説
著
あ
り
と
保
任
す
る
こ
と
も
あ
ら
ん
〉
の
〈
か
く
の
ご

と
く
〉
と
は
何
を
指
し
、
説
著
は
だ
れ
が
説
著
す
る
の
か
、
ま
た
だ
れ
が
保
任
す
る
の
だ
ろ
う
。
こ
の
前
に
出
る
〈
説
〉
は

傍
観
の
い
う
〈
な
ん
ぢ
が
宮
殿
は
流
水
な
り
〉
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
指
す
と
考
え
る
と
、
前
に
傍
観
が
説
い
た
よ
う

に
「
宮
殿
楼
閣
の
欄
階
・
露
柱
も
流
れ
る
」
と
説
く
こ
と
に
な
る
こ
と
と
い
え
よ
う
。『
聞
解
』『
辨
註
』
以
外
の
ど
の
解
釈

も
そ
う
で
あ
る
。

で
は
〈
保
任
す
る
こ
と
も
あ
〉
る
の
は
誰
で
あ
ろ
う
か
。『
聞
解
』、『
私
記
』、
田
中
、
安
谷
の
い
う
よ
う
に
龍
魚
だ
ろ
う

か
。そ

れ
で
は
、
田
中
が
い
う
よ
う
に
「
か
く
の
ご
と
く
の
説
著
あ
り
と
保
任
す
る
龍
魚
が
い
る
か
も
し
れ
ぬ
」
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
安
谷
の
よ
う
に
「
一
箇
や
半
箇
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
は
た
し
て
「
宮
殿
・
楼
閣
の
欄
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階
露
柱
は
流
れ
る
」
と
い
う
こ
と
を
普
通
の
龍
魚
は
驚
く
が
、
驚
か
な
い
龍
魚
も
あ
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
だ
ろ

う
か
。
そ
れ
が
〈
こ
の
料
理
、
し
づ
か
に
お
も
ひ
き
た
り
、
お
も
ひ
も
て
ゆ
く
べ
し
〉
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
は
ず
が

な
い
で
は
な
い
か
。

〈
さ
ら
に
宮
殿
・
楼
閣
の
欄
階
露
柱
は
〉
と
は
、
人
間
と
り
わ
け
今
聴
取
し
て
い
る
僧
侶
た
ち
に
と
っ
て
、
日
常
に
目
に

す
る
居
住
す
る
構
造
物
で
あ
る
。「
流
れ
る
は
ず
は
な
い
」
と
思
わ
れ
て
い
る
〈
宮
殿
・
楼
閣
の
欄
階
露
柱
〉
は
、
傍
観
者

が
い
っ
た
よ
う
に
「
流
れ
行
く
」
と
説
著
さ
れ
る
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
そ
の
よ
う
に
保
任
、
す
な
わ
ち
承
認
す
る
人
も
あ
ろ

う
、
と
い
う
意
味
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
保
任
す
る
の
は
や
は
り
人
間
で
あ
る
。
人
間
以
外
の
傍
観
が
、
た
と
え
そ
の
よ
う

に
言
っ
て
も
、
龍
魚
の
よ
う
に
驚
く
の
で
は
な
く
、
あ
る
い
は
そ
う
見
え
る
の
だ
ろ
う
と
承
認
す
る
ひ
と
も
あ
ろ
う
、
と
解

し
た
い
。〈
保
任
す
る
こ
と
も
あ
ら
ん
＝
あ
ろ
う
〉
と
い
う
推
量
形
で
書
か
れ
る
の
は
、
ど
ん
な
傍
観
が
そ
の
よ
う
に
説
く

か
は
、
分
か
ら
ず
、
ど
ん
な
人
が
保
任
す
る
（
う
け
あ
う
）
か
分
か
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

〈
こ
の
料
理
、
し
づ
か
に
お
も
ひ
き
た
り
、
お
も
ひ
も
て
ゆ
く
べ
し
〉。
こ
の
料
理
、
つ
ま
り
こ
の
捌
き
方
、
対
処
の
仕
方

を
、
静
か
に
何
度
も
つ
ら
つ
ら
思
い
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
道
元
は
い
う
。
こ
の
対
処
の
仕
方
と
は
、
人
間
の
知
見
で
は
水

で
あ
る
も
の
が
、
龍
魚
に
と
っ
て
は
、
水
と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
宮
殿
だ
と
知
見
さ
れ
て
お
り
、
同
様
に
人
間
に
は
不
動

の
宮
殿
・
楼
閣
の
欄
階
・
露
柱
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
の
に
、「
流
れ
行
く
」
と
説
く
も
の
が
い
て
も
、
そ
れ
は
彼
に
は
そ
う

見
え
る
の
で
あ
る
か
ら
、
承
認
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
人
間
に
と
っ
て
の
「
あ
る
も
の
」
は
、
他
の
類
に

と
っ
て
ま
っ
た
く
異
質
な
何
か
で
あ
ろ
う
と
い
う
、
人
間
の
知
見
を
疑
い
、
い
ち
い
ち
具
体
的
に
検
証
す
る
こ
と
を
い
う
の

で
あ
ろ
う
。

〈
こ
の
辺
表
に
透
脱
を
学
せ
ざ
れ
ば
、
凡
夫
の
身
心
を
解
脱
せ
る
に
あ
ら
ず
〉。

〈
こ
の
辺
表
〉
つ
ま
り
、
こ
の
辺
り
の
例
、
人
間
が
水
と
知
見
す
る
も
の
は
龍
魚
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
に
あ
る
か
と
い
う
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参
究
、
あ
る
い
は
人
間
に
と
っ
て
宮
殿
・
楼
閣
・
欄
階
・
露
柱
と
見
え
る
も
の
は
、
他
の
類
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
も
の

か
、
と
い
う
思
い
巡
ら
し
に
お
い
て
、〈
透
脱
〉
を
学
ば
な
い
な
ら
、
凡
夫
の
身
心
を
解
脱
で
き
な
い
、
と
い
う
。〈
透
脱
〉

は
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
感
覚
的
把
握
、
概
念
的
把
握
、
習
慣
的
把
握
を
抜
け
出
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
人
間
の
知
見
を
徹

底
的
に
疑
っ
て
、
具
体
的
な
も
の
（
水
、
山
）
に
即
し
て
透
脱
と
い
う
こ
と
を
学
ぶ
、
す
な
わ
ち
身
心
に
修
証
し
な
け
れ
ば
、

〈
凡
夫
の
身
心
を
解
脱
せ
る
に
あ
ら
ず
〉
と
い
わ
れ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
こ
こ
を
透
脱
す
れ
ば
、
仏
で
あ
る
。
凡
夫
の
身
心

を
解
脱
で
き
な
い
な
ら
、
仏
に
な
っ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
当
然
〈
仏
祖
の
国
土
を
究
尽
せ
る
に
あ
ら
ず
〉
と
い
わ
れ
る
。
仏

祖
ど
こ
ろ
か
〈
凡
夫
の
国
土
を
究
尽
せ
る
に
あ
ら
ず
、
凡
夫
の
宮
殿
を
究
尽
せ
る
に
あ
ら
ず
〉
と
、
人
間
世
界
の
こ
と
も
究

め
て
い
な
い
の
だ
と
言
わ
れ
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
人
間
の
宮
殿
国
土
に
つ
い
て
、
他
の
類
は
ど
う
見
る
か
と
い
う
参
究
が

あ
っ
て
は
じ
め
て
、
人
間
の
国
土
宮
殿
を
究
尽
し
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
海
に
つ
い
て
も
人
間
は
確
か
に

目
で
見
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
究
尽
し
て
い
な
い
。
そ
こ
を
道
元
は
舟
に
の
っ
て
大
海
に
出
る
こ
と
が
で
き

て
、
海
は
水
平
で
は
な
く
丸
い
！
と
い
う
知
見
に
達
し
て
も
〈
た
だ
ま
ろ
に
の
み
み
ゆ
。
さ
ら
に
こ
と
な
る
相
、
み
ゆ
る
こ

と
な
し
。
し
か
あ
れ
ど
、
こ
の
大
海
、
ま
ろ
な
る
に
あ
ら
ず
、
方
な
る
に
あ
ら
ず
、
の
こ
れ
る
海
徳
、
つ
く
す
べ
か
ら
ざ
る

な
り
〉《
現
成
公
案
》
と
い
っ
た
の
で
あ
る
。

〈
い
ま
人
間
に
は
、
海
の
こ
こ
ろ
、
江
の
こ
こ
ろ
を
、
ふ
か
く
水
と
知
見
せ
り
と
い
へ
ど
も
、
龍
魚
等
、
い
か
な
る
も
の

を
も
て
水
と
知
見
し
、
水
と
使
用
す
と
、
い
ま
だ
し
ら
ず
。
お
ろ
か
に
、
わ
が
水
と
知
見
す
る
を
、
い
づ
れ
の
た
ぐ
ひ
も
水

に
も
ち
い
る
ら
ん
、
と
認
ず
る
こ
と
な
か
れ
〉。

こ
の
〈
海
の
こ
こ
ろ
、
江
の
こ
こ
ろ
〉
は
、
ど
う
解
釈
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。
道
元
が
〈
山
の
こ
こ
ろ
〉、〈
は
る
の
こ
こ

ろ
〉〈
水
の
こ
こ
ろ
〉
な
ど
と
使
っ
た
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
が
、
多
く
は
「
心し

ん

」
と
と
っ
て
、『
聞
解
』
は
「
底
」
と

し
、
古
田
は
「
深
い
と
こ
ろ
の
し
ん
」、
安
谷
は
「
中
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ど
れ
も
場
所
を
示
す
言
葉
で
、
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外
れ
て
い
る
。『
私
記
』
の
「
お
も
ひ
」
が
一
番
ま
し
で
あ
る
。

道
元
は
春
の
こ
こ
ろ
、
う
を
の
こ
こ
ろ
、
と
り
の
こ
こ
ろ
、
山
の
こ
こ
ろ
、
水
の
こ
こ
ろ
を
い
う
が
、
い
ず
れ
も
ひ
ら
が

な
で
あ
る
。〈
こ
こ
ろ
〉
を
「
内
面
」
と
し
て
み
た
が
「
は
る
の
内
面
を
漏
泄
す
る
」、「
山
の
内
面
を
あ
き
ら
む
と
も
、
さ

ら
に
水
の
内
面
を
」、「
春
は
た
だ
春
な
が
ら
の
内
面
」
な
ど
と
な
り
、
や
は
り
な
に
か
ず
れ
て
お
か
し
い
。〈
海
の
こ
こ
ろ
、

江
の
こ
こ
ろ
〉
は
〈
ふ
か
く
知
見
〉
す
る
と
い
う
表
現
に
ふ
さ
わ
し
い
あ
る
種
の
レ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
ろ
う
。「
海
や
江
を
水

と
知
見
す
る
」
と
い
っ
た
の
で
は
、
い
か
に
も
安
易
な
知
見
に
な
っ
て
し
ま
う
。
レ
ト
リ
ッ
ク
で
は
あ
ろ
う
が
、
こ
う
い
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
海
や
江
に
即
し
た
、
寄
り
添
っ
た
知
見
と
で
も
い
う
趣
き
が
出
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
こ
こ
は
、
た
と
え
そ
の
よ
う
に
人
間
が
海
や
江
に
よ
り
そ
っ
て
、
水
と
し
て
知
っ
て
了
解
し
て
い
て
も
、
龍

魚
た
ち
は
、
ど
ん
な
も
の
を
水
だ
と
知
見
し
、
水
と
し
て
使
用
し
て
い
る
か
、
人
間
に
は
分
か
ら
な
い
か
ら
、
人
間
が
知
っ

て
い
る
水
を
、
他
の
生
類
も
水
と
し
て
使
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
は
い
け
な
い
、
と
い
う
。

〈
い
ま
学
仏
の
と
も
が
ら
、
水
を
な
ら
は
ん
と
き
、
ひ
と
す
ぢ
に
人じ

ん

間か
ん

の
み
に
は
と
ど
こ
ほ
る
べ
か
ら
ず
、
す
す
み
て
仏

道
の
み
づ
を
参
学
す
べ
し
。
仏
祖
の
も
ち
い
る
と
こ
ろ
の
水
は
、
わ
れ
ら
こ
れ
を
な
に
と
か
所
見
す
る
と
参
学
す
べ
き
な

り
〉。今

度
は
人
間
が
水
と
み
て
い
る
龍
魚
の
宮
殿
な
ど
ば
か
り
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
龍
魚
が
水
と
み
て
い
る
も
の
に
つ
い
て

の
参
究
を
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、「
水
」
の
働
き
を
人
間
は
知
っ
て
い
る
が
、
人
間
以
外
の
龍
魚
・

天
人
な
ど
は
、
何
を
水
と
同
じ
よ
う
な
働
き
を
も
つ
も
の
と
し
て
い
る
か
、
知
り
得
な
い
。
ゆ
え
に
人
間
の
知
見
は
、
そ
の

身
心
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
た
も
の
で
一
斑
で
し
か
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。〈
龍
魚
等
、
い
か
な
る
も
の
を
も
て
水
と
知

見
し
、
水
と
使
用
す
と
、
い
ま
だ
し
ら
ず
〉
と
い
わ
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。

考
え
れ
ば
、
人
間
は
、
特
に
近
世
い
ら
い
、
人
間
以
外
の
他
の
類
の
「
こ
こ
ろ
」
を
考
え
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
山



263

禅文化研究所紀要 第36号（令和5年5月）

の
こ
こ
ろ
、
生
活
、
海
の
心
、
生
活
が
か
え
り
み
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
山
の
荒
廃
、
海
の
荒
廃
は
、
と
り
か
え
し
の
つ
か
な

い
と
こ
ろ
ま
で
進
ん
で
い
る
。〈
海
の
こ
こ
ろ
〉〈
江
の
こ
こ
ろ
〉
を
、
真
剣
に
考
え
る
べ
き
と
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。
魚
の

こ
こ
ろ
、
雪
の
こ
こ
ろ
は
、
わ
ず
か
に
詩
人
金
子
み
す
ゞ
に
よ
っ
て
こ
う
詠
わ
れ
て
い
る
。

「
大
漁
」

朝
や
け
小
や
け
だ
／
大
漁
だ
／
大
ば
い
わ
し
の
／
大
漁
だ
。

浜
は
祭
り
の
／
よ
う
だ
け
ど
／
海
の
な
か
で
は
／
何
万
の
／
い
わ
し
の
と
む
ら
い
／
す
る
だ
ろ
う
。

「
積
っ
た
雪
」

上
の
雪
／
さ
む
か
ろ
な
。
／
つ
め
た
い
月
が
さ
し
て
い
て
。

下
の
雪
／
重
か
ろ
な
。
／
何
百
人
も
の
せ
て
い
て
。

中
の
雪
／
さ
み
し
か
ろ
な
。
／
空
も
地じ

べ
た面
も
み
え
な
い
で
。

〈
す
す
み
て
仏
道
の
み
づ
を
参
学
す
べ
し
。
仏
祖
の
も
ち
い
る
と
こ
ろ
の
水
は
、
わ
れ
ら
こ
れ
を
な
に
と
か
所
見
す
る
と

参
学
す
べ
き
な
り
。
仏
祖
の
屋
裏
、
ま
た
水
あ
り
や
水
な
し
や
と
参
学
す
べ
き
な
り
〉。

人
が
人
間
以
外
の
水
を
参
学
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
仏
道
の
水
し
か
な
い
の
で
、〈
す
す
み
て
仏
道
の
み
づ
を
参
学
す

べ
し
〉
と
い
わ
れ
る
。

そ
の
水
に
つ
い
て
『
聞
書
』
は
「
五
大
の
中
の
水
と
不
可
思
［
思
う
べ
か
ら
ず
］、
非
如
人
間
界
也
［
人
間
界
の
如
く
に

は
非
ざ
る
な
り
］、
水
雨
露
と
な
る
事
あ
り
、
甘
露
に
て
ふ
る
事
も
あ
り
、
修
羅
道
に
は
弓
箭
に
て
ふ
る
事
も
あ
る
べ
し
」

と
い
う
が
、
そ
れ
ら
も
ま
た
、
人
間
界
の
水
の
概
念
、
す
な
わ
ち
「
上
か
ら
降
る
も
の
」
の
上
で
の
話
で
あ
り
、
甘
露
も
弓

箭
も
、
そ
の
概
念
の
範
囲
の
憶
測
で
あ
る
。

こ
こ
は
〈
仏
道
の
み
づ
を
参
学
〉
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
参
学
の
要
の
一
つ
が
、〈
仏
祖
の
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も
ち
い
る
と
こ
ろ
の
水
は
、
わ
れ
ら
こ
れ
を
な
に
と
か
所
見
す
る
〉
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

〈
仏
祖
の
も
ち
い
る
と
こ
ろ
の
水
〉
で
、
道
元
が
具
体
的
に
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
か
は
分
か
ら
な
い
。
水
を
問
答

に
用
い
る
例
は
例
え
ば
次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
。

「
問
、
如
何
是
大
涅
槃
、
祖
云
、
急
。
師
云
、
急
箇
什
麼
。
祖
云
、
看
水
。（
問
う
、「
如
何
な
る
か
、
是
れ
大
涅
槃
」、
祖

（
馬
祖
）
云
く
、「
急
」。
師
（
宝
徹
）
云
く
、「
箇
什
麼
に
か
急
な
る
」。
祖
云
く
、「
水
を
看
よ
」、
と
）」（『
景
徳
伝
灯
録
』
巻

七
麻
浴
山
宝
徹
章
〉。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
「
仏
祖
の
も
ち
い
る
水
」
と
も
思
え
な
い
。
す
ぐ
前
の
四
節
の
一
で
〈
仏
祖
の
い
た
る
と

こ
ろ
に
は
、
水
か
な
ら
ず
い
た
る
…
…
仏
祖
か
な
ら
ず
水
を
拈
じ
て
身
心
と
し
、
思
量
と
せ
り
〉
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
な

水
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
「
水
」
は
、
は
た
し
て
仏
祖
屋
裏
の
水
、
仏
祖
の
と
こ
ろ
の
水
と
し
て
あ
る
の
か
、
そ
の
よ
う

な
水
は
な
い
の
か
。
そ
う
い
う
よ
う
に
参
究
せ
よ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
は
た
し
て
、
安
谷
の
い
う
よ
う
に
〈
答
え
を

こ
こ
に
書
い
て
し
ま
っ
た
ら
参
究
に
な
ら
な
い
〉
と
い
う
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
答
え
が
一
つ
あ
る
、
と
い
う
よ

う
な
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

四
章
　
山
水
と
賢
聖

一
節　

賢
聖
と
山

＊

山
は
、
超
古
超
今
よ
り
大だ
い

聖し
ょ
うの

所し
ょ

居ご

な
り
。
賢
人
・
聖
人
、
と
も
に
山
を
堂ど
う

奥お
う

と
せ
り
、
山
を
身し
ん

心じ
ん

と
せ
り
。
賢

人
・
聖
人
に
よ
り
て
、
山
は
現
成
せ
る
な
り
。
お
ほ
よ
そ
、
山
は
、
い
く
そ
ば
く
の
大
聖
・
大
賢
い
り
あ
つ
ま
れ
る
ら

ん
と
お
ぼ
ゆ
れ
ど
も
、
山
は
、
い
り
ぬ
る
よ
り
こ
の
か
た
は
、
一い

ち

人に
ん

に
あ
ふ
一
人
も
な
き
な
り
、
た
だ
山
の
活
計
の
現
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成
す
る
の
み
な
り
。
さ
ら
に
い
り
き
た
り
つ
る
蹤
し
ょ
う

跡せ
き

、
な
ほ
の
こ
ら
ず
。
世
間
に
て
山
を
の
ぞ
む
時
節
と
、
山
中
に
て

山
に
あ
ふ
時
節
と
、
頂
ち
ょ
う
ね
い

・
眼が
ん

睛ぜ
い

、
は
る
か
に
こ
と
な
り
、（
テ
キ
ス
ト
は
句
点
。
で
は
な
く
読
点
、）
不
流
の
憶
想
、
お

よ
び
不
流
の
知
見
も
、
龍
魚
の
知
見
と
一い
っ

斉せ
い

な
る
べ
か
ら
ず
。
人
天
の
、
自
界
に
と
こ
ろ
を
う
る
、
他
類
こ
れ
を
疑
著

し
、
あ
る
ひ
は
疑
著
に
お
よ
ば
ず
。

し
か
あ
れ
ば
、
山
流
の
句
を
仏
祖
に
学
す
べ
し
、
驚
疑
に
ま
か
す
べ
か
ら
ず
。
拈ね

ん

一い
ち

こ
れ
流
な
り
、
拈
一
は
こ
れ
不

流
な
り
。
一
回
は
流
な
り
、
一
回
は
不
流
な
り
。
こ
の
参
究
な
き
が
ご
と
き
は
、
如
来
正
法
輪
に
あ
ら
ず
。

古
仏
い
は
く
、
欲
得
不
招
無
間
業
、
莫
謗
如
来
正
法
輪
〈
無む

間け
ん

の
業ご
う

を
招
か
ざ
る
こ
と
を
得
ん
と
欲お
も

わ
ば
、
如
来
の

正
法
輪
を
謗
ず
る
こ
と
莫な

か

れ
〉。

こ
の
道ど

う

を
皮
肉
骨
髄
に
銘
す
べ
し
、
身し
ん

心じ
ん

依え

正し
ょ
うに

銘
す
べ
し
、
空く
う

に
銘
す
べ
し
、
色し
き

に
銘
す
べ
し
。
若
に
ゃ
く

樹じ
ゅ

・
若
に
ゃ
く

石せ
き

に

銘
せ
り
、
若

に
ゃ
く

田で
ん

・
若
に
ゃ
く

里り

に
銘
せ
り
。

［
注
釈
］

○
堂
奧　

①
堂
の
奥
ま
っ
た
と
こ
ろ
。
②
学
問
な
ど
の
奥
深
い
と
こ
ろ
、
奥
義
。
③
師
の
居
所
。

＊
道
元
用
例

〈
堂
奥
に
い
る
と
い
ら
ざ
る
と
、
師
決
を
き
く
と
き
か
ざ
る
と
あ
り
〉《
行
持
》。
主
に
②
の
意
。

〈
徹
地
の
堂
奥
は
、
初
心
の
浅
識
に
あ
ら
ず
〉《
谿
声
山
色
》
②
の
意
な
ど
。

〈
こ
れ
よ
り
堂
奥
に
い
る
、
執
侍
八
年
、
勤
労
千
万
〉《
行
持
》。
③
の
意
。

〈
ほ
し
き
ま
ま
に
堂
奥
に
出
入
し
て
〉《
梅
花
》
③
の
意
。

○
さ
ら
に　

下
に
打
消
の
語
を
伴
っ
て
「
け
っ
し
て
、
ま
っ
た
く
、
全
然
」。
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○
頂

・
眼
睛　
「
頂

」
は
頭
の
頂
上
で
最
高
の
と
こ
ろ
、「
眼
睛
」
は
目
の
玉
で
、
肝
要
の
と
こ
ろ
を
見
る
も
の
。
両
方
で
、
非
常
に

大
切
な
肝
所
。

＊
道
元
用
例

〈
転
法
輪
な
り
と
い
へ
ど
も
、
一
切
諸
仏
一
切
諸
祖
の
頂

眼
睛
な
り
〉《
仏
性
》、〈
頂

眼
睛
い
ま
に
震
旦
国
に
遍
界
せ
り
〉《
三
昧
王

三
昧
》、〈
仏
祖
の
眼
睛
頂

を
拈
来
し
て
、
九
夏
の
日
月
と
せ
り
。
安
居
こ
れ
仏
祖
の
皮
肉
骨
髄
、
心
識
身
体
な
り
、
頂

眼
睛
な
り
、

拳
頭
鼻
孔
な
り
〉《
安
居
》
な
ど
。　

○
こ
と
な
り　
「
こ
と
な
る
」
の
連
用
形
、
文
を
途
中
で
中
止
す
る
と
き
の
形
。
テ
キ
ス
ト
は
こ
こ
に
句
点
を
打
つ
が
、
連
用
形
だ
か
ら

読
点
と
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
こ
を
読
点
と
す
る
の
は
古
田
『
私
釈
』
の
み
。『
註
解
全
書
』
は
す
べ
て
読
点
で
句
点
が
な
い
の
で
論
外
。

［
増
谷
訳
］
も
句
点
で
あ
る
。。

○
憶
想　

思
い
込
み
。

○
欲
得
不
招
無
間
業
…
…　
『
証
道
歌
』（『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
三
十
）
の
後
半
の
一
節
。

「
欲
得
不
招
無
間
業
。
莫
謗
如
来
正
法
輪
。（
無
間
業
を
招
か
ざ
る
こ
と
を
得
ん
と
欲
せ
ば
、
如
来
の
正
法
輪
を
謗
す
る
こ
と
な
か
れ
。

T
51

、p461a

）」。

○
如
来
正
法
輪　

仏
の
正
し
い
説
法
。

○
若
樹
・
若
石　

雪
山
童
子
が
羅
刹
に
よ
っ
て
教
え
ら
れ
た
四
句
を
羅
刹
（
虎
）
に
食
わ
れ
る
前
に
木
や
石
に
記
し
た
故
事
。「
然
後
処
処

若
石
若
壁
若
樹
若
道
書
写
此
偈
。（
然
る
後
に
処
処
、
若
し
は
石
、
若
し
は
壁
、
若
し
は
樹
、
若
し
は
道
に
、
こ
の
偈
を
書
写
す
）」（『
涅

槃
経
』
聖
行
品T

12,451a

）。

○
若
田
・
若
里　
『
法
華
経
』
随
喜
功
徳
品　
「
聞
是
経
随
喜
已
。
従
法
会
出
至
於
余
処
。
若
在
僧
坊
若
空
閑
地
。
若
城
邑
巷
陌
聚
落
田
里
。

如
其
所
聞
。
為
父
母
宗
親
善
友
知
識
随
力
演
説
。（
こ
の
経
を
聞
き
て
随
喜
し
已
り
、
法
会
よ
り
出
で
て
余
処
に
至
る
。
若
し
は
僧
坊
に
在
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り
、
若
し
は
空
閑
の
地
、
若
し
は
城
邑
・
巷
陌
・
聚
落
・
田
里
に
し
て
、
其
の
所
聞
の
如
く
、
父
母
・
宗
親
・
善
友
・
知
識
の
為
に
力
に
随

い
て
演
説
せ
ん
）」（T

9,p46c

））。
ど
こ
に
い
て
も
、
と
い
う
意
味
。

＊
道
元
用
例

〈
し
か
あ
れ
ば
、
若
樹
若
石
も
と
か
ま
し
と
ね
が
ひ
、
若
田
若
里
も
と
か
ま
し
と
も
と
む
べ
し
〉《
礼
拝
得
髄
》

○
銘
せ
り　

せ
り
は
「
せ
」
は
サ
変
動
詞
「
す
」
の
未
然
形
＋
「
り
」
は
助
動
詞
「
り
」
の
終
止
形
。「
り
」
の
意
味
は
①
完
了
、
②
動
作

作
用
の
結
果
の
存
続
、
③
動
作
作
用
の
継
続
。
こ
こ
で
は
②
か
③
の
意
。［
水
野
訳
］
岩
波
文
庫
、［
増
谷
訳
］
本
文
、
安
谷
『
参
究
』

本
文
、
森
本
『
花
開
』、
内
山
『
味
わ
う
』
は
「
ぜ
り
」
と
し
て
い
る
が
、
動
詞
は
「
ず
」
で
は
な
く
「
す
」
な
の
で
、「
せ
り
」
が
い

い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
は
最
初
の
「
皮
肉
骨
髄
に
銘
す
べ
し
」
を
「
銘
ず
べ
し
」
と
し
て
い
る
。

【
現
代
語
訳
】

山
は
古
今
を
越
え
た
悠
久
か
ら
の
大
聖
人
の
居
所
で
あ
る
。
賢
人
も
聖
人
も
と
も
に
山
を
居
所
と
し
、
山
を
身
心
と
し

た
。
賢
人
や
聖
人
に
よ
っ
て
山
は
現
成
し
た
の
で
あ
る
。
い
っ
た
い
山
は
ど
れ
だ
け
多
く
の
大
聖
人
や
大
賢
人
が
入
り
集

ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
が
、
山
に
は
、（
人
が
）
入
っ
て
し
ま
っ
て
か
ら
は
、
一
人
の
会
う
人
も
い
な
い
の
で

あ
り
、
た
だ
山
の
活
き
た
働
き
が
現
成
す
る
だ
け
で
あ
る
。（
聖
人
た
ち
が
）
山
に
入
り
来
っ
た
と
い
う
跡あ
と

形か
た

す
ら
ま
っ
た
く

残
っ
て
い
な
い
。
世
間
に
お
い
て
山
を
遠
く
か
ら
見
る
時
と
、
山
中
に
お
い
て
山
に
逢
う
時
と
は
、
そ
の
大
事
な
肝か

ん

所ど
こ
ろの

見

方
が
ま
っ
た
く
違
っ
て
い
て
、（
山
は
）
流
れ
な
い
と
い
う
思
い
込
み
、
お
よ
び
（
山
は
）
流
れ
な
い
と
知
る
理
解
も
、（
水
は

不
流
だ
と
思
う
）
龍
や
魚
の
知
る
理
解
と
斉
し
い
は
ず
は
な
い
。
人
間
や
天
人
は
、
自
ら
の
世
界
に
所
を
得
て
い
る
が
、
他

の
生
類
は
あ
る
も
の
は
こ
れ
を
疑
い
、
あ
る
い
は
疑
お
う
と
し
な
い
。

そ
う
で
あ
る
か
ら
「
山
流
」
の
句
を
仏
祖
に
学
ぶ
が
よ
い
。（
山
流
と
聞
い
て
）
驚
き
疑
う
気
持
ち
に
任
せ
て
は
な
ら
な
い
。
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一
つ
を
取
り
上
げ
る
と
そ
れ
は
「
流
」
で
あ
り
、
ま
た
一
つ
を
取
り
上
げ
る
と
そ
れ
は
「
不
流
」
で
あ
る
。
一
回
は
「
流
」

で
あ
り
、（
ま
た
別
の
）
一
回
は
「
不
流
」
で
あ
る
。
こ
の
参
究
が
な
い
よ
う
な
ら
ば
、
そ
れ
は
如
来
の
正
し
い
説
法
で
は
な

い
。古

仏
が
い
う
に
は
、「
無
間
業
を
招
か
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
思
え
ば
、
如
来
の
正
し
い
説
法
を
誹
謗
し
て
は
な
ら
な

い
」。
こ
の
言
葉
を
皮
肉
骨
髄
に
は
っ
き
り
記
す
が
よ
い
、
身
と
心
、
主
体
と
環
境
に
は
っ
き
り
記
す
が
よ
い
、
空く

う

に
は
っ

き
り
記
す
が
よ
い
、
色
に
は
っ
き
り
記
す
が
よ
い
。
樹
や
石
に
は
っ
き
り
記
さ
れ
て
あ
る
、
田
や
里
に
も
は
っ
き
り
記
さ
れ

て
あ
る
。

（
検
討
）

田
中
『
道
元
』

釈
迦
は
雪
山
に
坐
す
る
こ
と
六
年
、
達
磨
は
叢
林
に
面
壁
す
る
こ
と
九
年
、
龍
山
、
大
梅
、
南
泉
、
芙
蓉
等
は
山

を
出
で
ざ
る
こ
と
各
々
三
十
年
四
十
年
。
山
に
住
す
る
と
は
、
山
を
堂
奥
と
し
、
山
を
身
心
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。

（
一
九
七
）

一
人
入
れ
ば
…
…
、
二
人
入
れ
ば
二
人
の
身
心
が
山
に
化
し
て
、
つ
い
に
互
い
に
相
逢
う
こ
と
が
出
来
な
い
。
…
…

見
る
人
も
な
く
見
ら
れ
る
山
も
な
い
の
で
あ
る
。
…
…
不
流
と
云
っ
て
も
、
流
水
を
宮
殿
と
見
て
安
心
し
た
よ
う
な
顔

付
で
ゐ
る
龍
魚
の
凡
見
と
ひ
と
し
か
る
べ
き
で
は
な
い
。（
一
九
八
―
一
九
九
）

古
仏
も
し
山
を
ひ
と
ひ
ね
り
す
れ
ば
、
山
流
を
現
成
す
る
。
東
山
水
上
行
が
、
す
な
わ
ち
こ
れ
で
あ
る
。
併
し
、
古

仏
は
な
ほ
拈
ず
る
。
す
な
わ
ち
再
度
拈
ず
れ
ば
、
山
不
流
を
現
成
す
る
。
一
回
目
は
流
、
二
回
目
は
不
流
。
し
か
も
古

仏
雲
門
は
山
流
の
み
を
道い

う
た
。
然
ら
ば
雲
門
は
、
た
だ
一
た
び
拈
じ
た
だ
け
で
、
再
び
拈
ず
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の



269

禅文化研究所紀要 第36号（令和5年5月）

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
雲
門
が
遠
慮
し
た
の
か
、
雲
門
に
そ
れ
だ
け
の
余
力
が
な
か
っ
た
の
か
、
雲
門
は
そ
の
要
を
認

め
な
か
っ
た
の
か
、
こ
こ
が
参
究
の
し
ど
こ
ろ
で
あ
る
。（
二
〇
〇
）

…
…
常
に
一
方
を
証
す
れ
ば
、
一
方
は
く
ら
し
、
で
あ
る
。
す
べ
て
を
明
る
み
に
出
す
こ
と
は
、
す
べ
て
を
形
骸
化

す
る
こ
と
と
全
然
同
じ
作
用
で
あ
る
。
…
…
故
に
、
雲
門
は
全
知
を
求
め
な
か
っ
た
。
彼
が
さ
ら
に
再
び
拈
じ
て
不
流

を
言
は
な
か
っ
た
の
は
、
蓋
し
当
然
で
あ
る
。
こ
れ
は
雲
門
の
遠
慮
で
あ
る
。（
二
〇
一
）

否
、
す
で
に
し
て
銘
し
畢
れ
り
。
故
に
、
若
樹
・
若
石
に
銘
せ
り
、
若
田
・
若
里
に
銘
せ
り
、
と
い
ふ
。「
べ
し
」

は
、
な
ほ
い
は
ゆ
る
当
為
や
理
念
に
陥
る
危
惧
を
孕
み
、
い
ま
だ
銘
せ
ざ
る
時
間
て
ふ
［
と
い
う
］
間
隙
を
許
そ
う
と

す
る
。「
せ
り
」
は
、
こ
の
思
い
を
乗
り
越
え
て
驀
地
に
身
を
挺
し
た
心
持
で
あ
る
。（
二
〇
五
）

（
検
討
）

田
中
が
例
を
挙
げ
た
仏
や
山
居
の
禅
師
た
ち
に
、
道
元
は
言
及
し
な
い
し
、〈
聖
人
〉
は
そ
も
そ
も
老
荘
思
想
に
お
け
る

敬
称
で
あ
り
、
解
釈
し
す
ぎ
で
は
な
か
ろ
う
か
。〈
山
を
身
心
と
〉
す
る
、
と
は
身
心
が
山
に
化
す
る
こ
と
だ
ろ
う
か
。
山

は
入
っ
た
人
が
山
に
化
す
か
ら
、
一
人
に
も
会
え
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
龍
魚
の
見
は
凡
見
で
は
な
い
。
龍
魚
も
水
を
不
流
と

見
る
が
、
そ
の
知
見
と
人
間
が
山
を
不
流
と
見
る
の
は
ま
っ
た
く
違
う
と
い
う
の
で
あ
る
。「
拈
一
」
は
一
つ
を
取
り
上
げ

る
と
い
う
意
味
で
あ
り
、「
ひ
と
ひ
ね
り
」
で
は
な
い
。

雲
門
は
山
流
の
み
を
い
っ
た
だ
ろ
う
か
。「
山
是
山
」
と
も
言
っ
て
い
る
が
こ
れ
は
山
流
で
は
な
い
。〈
一
方
を
証
す
れ

ば
、
一
方
は
く
ら
し
〉《
現
成
公
案
》
を
引
い
て
、
雲
門
は
遠
慮
に
よ
っ
て
山
流
の
み
を
言
っ
た
と
高
く
評
価
す
る
が
、
道

元
は
「
流
」
の
み
で
は
だ
め
で
、
一
回
は
「
不
流
」
と
言
表
す
べ
き
だ
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
雲
門
の
評
価
は
三
章
四

節
節
二
で
「
…
…
階
祖
、
雲
門
い
か
で
か
青
山
東
山
の
皮
肉
骨
髄
、
修
証
活
計
に
透
脱
な
ら
ん
」（
一
九
四
）
と
、
道
元
の
口
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を
借
り
て
こ
き
下
ろ
し
た
こ
と
は
ど
う
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
べ
し
」
と
「
せ
り
」
の
違
い
を
指
摘
し
て
い
る
点
は
評
価

で
き
る
が
、「
せ
り
」
に
「
驀
地
に
身
を
挺
し
た
」
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
が
汲
み
と
れ
る
だ
ろ
う
か
。

古
田
『
私
釈
』

聖
人
賢
人
の
見
る
山
は
、「
依
水
の
透
脱
」
と
い
う
こ
と
が
水
の
場
合
に
い
わ
れ
た
よ
う
に
、
そ
の
表
現
を
か
り
て

説
く
な
ら
ば
依
山
の
透
脱
と
も
い
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
山
で
あ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
山
は
、
自
ら
依
る
こ
と
な
し
に

は
、
―
―
こ
う
い
う
言
葉
も
避
け
た
い
が
―
―
何
物
に
も
依
存
す
る
こ
と
な
く
し
て
透
脱
し
て
い
る
山
な
の
で
あ
る
。

山
は
こ
の
よ
う
な
山
で
あ
っ
て
こ
そ
「
現
成
せ
る
な
り
」
で
、
山
の
山
た
る
も
の
と
し
て
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ

る
。
…
…
い
ず
れ
の
人
々
も
「
山
を
身
心
」
と
し
て
仕
舞
っ
て
山
以
外
に
姿
を
と
ど
め
な
い
た
め
に
、
会
う
に
も
会
い

よ
う
が
な
い
の
で
あ
る
。（
八
八
）

「
地
水
火
風
空
等
の
水
お
の
づ
か
ら
現
成
せ
り
」
と
水
に
つ
い
て
述
べ
た
際
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
お
の
ず
か
ら

0

0

0

0

0

が
重

要
で
あ
る
の
で
あ
り
、
山
は
や
は
り
お
の
ず
か
ら
現
成
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
山
は
山
が
お
の
ず
か
ら
そ
う
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。（
八
八
―
八
九
）

こ
こ
で
「
山
中
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
山
水
経
の
初
め
の
方
に
す
で
に
使
っ
て
い
る
一
語
で
重
ね
て
説
明
す
る
ま

で
も
な
い
が
、「
仏
道
の
水
」、「
仏
祖
の
も
ち
い
る
と
こ
ろ
の
水
」
と
水
の
水
た
る
水
の
こ
と
を
説
い
て
い
る
そ
の
仏

道
と
か
、
仏
祖
と
か
に
相
当
す
る
も
の
と
こ
の
一
語
の
意
味
と
解
し
て
も
い
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
頂

眼
睛
は
る
か
に
こ
と
な
り
」
は
、
か
つ
て
山
の
功
徳
を
述
べ
る
に
際
し
て
、「
現
成
す
る
眼
睛
あ
ら
ん
と
き
」

と
か
、「
功
徳
の
見
現
成
の
頂

を
う
と
も
」
と
か
い
う
用
語
が
あ
っ
て
、
山
の
見
方
の
相
違
を
い
う
の
に
こ
の
語
を

も
っ
て
し
て
お
り
、
お
そ
ら
く
こ
こ
で
も
山
に
対
し
て
の
見
方
が
世
間
と
山
中
と
で
は
遥
か
に
違
う
こ
と
を
い
っ
て
い
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る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。（
八
九
―
九
〇
）

山
は
流
れ
な
い
と
憶
想
し
た
り
、
或
は
山
は
流
れ
な
い
も
の
だ
と
知
見
し
た
り
す
る
こ
と
で
あ
り
、
か
よ
う
に

憶
っ
た
り
、
見
た
り
す
る
こ
と
は
、
龍
魚
が
水
を
宮
殿
と
見
、
水
は
流
れ
な
い
も
の
と
見
る
の
と
同
じ
こ
と
で
あ
り
、

山
は
決
し
て
流
れ
な
い
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
山
は
水
が
流
れ
る
よ
う
に
「
山
流
」
す
る
の
で
あ
る
。

さ
て
問
題
は
「
一
斉
な
る
べ
か
ら
ず
」
と
あ
る
こ
と
で
、
一
斉
、
即
ち
同
じ
で
は
な
い
と
す
る
と
論
旨
が
通
ら
な
い

の
で
あ
り
、
無
理
に
通
す
と
す
れ
ば
こ
ぢ

0

0

つ
け
に
な
る
の
で
あ
り
、
こ
の
「
な
る
べ
か
ら
ず
」
は
何
か
の
間
違
と
せ
ざ

る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。（
九
〇
）

山
が
流
れ
な
い
と
す
る
に
つ
い
て
は
、
龍
魚
の
見
解
を
出
で
な
い
よ
う
な
意
味
で
山
が
流
れ
な
い
と
す
る
の
で
は
な

く
、「
山
は
そ
な
は
る
べ
き
功
徳
の
虧
闕
す
る
こ
と
な
し
、
こ
の
ゆ
ゑ
に
常
安
住
な
り
、
常
運
歩
な
り
」
と
山
水
経
の

初
め
に
あ
っ
た
よ
う
に
常
安
住
、
す
な
わ
ち
流
れ
な
い
と
見
な
く
て
は
な
ら
な
い
面
も
あ
る
の
で
あ
り
、
…
…
（
九
三
）

「
銘
す
べ
し
」
と
述
べ
る
と
と
も
に
「
銘
せ
り
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
過
去
よ
り
未
来
に
向
っ
て
一
切
時
に
銘
し

て
忘
ら
る
べ
き
で
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
っ
て
い
る
も
の
と
窺
わ
れ
る
が
、
…
…
。（
九
五
）

（
検
討
）

聖
人
賢
人
の
見
る
山
は
「
何
物
に
も
依
存
す
る
こ
と
な
く
し
て
透
脱
し
て
い
る
山
」
と
す
る
が
、
こ
こ
は
山
と
人
と
の
関

係
が
テ
ー
マ
で
あ
り
、
た
だ
ち
に
は
っ
き
り
〈
賢
人
・
聖
人
に
よ
り
て
、
山
は
現
成
せ
る
な
り
〉
と
い
わ
れ
て
い
る
。
人

「
に
依
り
て
」
で
あ
っ
て
、
古
田
の
説
明
は
間
違
い
で
あ
る
。〈
頂

・
眼
睛
〉
は
、
そ
の
と
お
り
で
あ
ろ
う
。〈
憶
想
〉
や

〈
知
見
〉
の
解
釈
も
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。

〈
山
中
〉
が
、
こ
の
巻
の
初
め
の
方
で
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘
は
妥
当
だ
が
、
そ
こ
で
〈
山
中
と
は
世
界
裏
の
華
開
〉
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と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
仏
祖
や
仏
道
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。
さ
と
り
が
開
か
れ
た
と
こ
ろ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。〈
一

人
に
あ
ふ
一
人
も
な
き
な
り
〉
の
解
釈
は
『
御
抄
』
や
田
中
と
同
様
で
あ
り
、
す
で
に
批
判
し
た
。〈
一
斉
な
る
べ
か
ら
ず
〉

が
、
論
理
的
に
お
か
し
い
と
い
う
こ
と
を
、
こ
の
後
も
九
行
に
亘
っ
て
縷
々
述
べ
て
い
る
が
、
直
筆
本
も
あ
る
本
文
を
間
違

い
だ
と
す
る
の
は
論
外
で
あ
る
。
古
田
自
身
が
九
三
頁
で
、
龍
魚
の
見
解
を
超
え
出
た
山
の
「
常
安
住
」、
す
な
わ
ち
不
流

を
指
摘
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
当
然
〈
一
斉
な
る
べ
か
ら
ず
〉
な
の
に
、
そ
れ
に
気
が
つ
か
な
い
の
だ
ろ
う
か
。〈
銘
す
べ

し
〉
と
い
う
当
為
の
助
動
詞
が
つ
い
た
文
と
、〈
銘
せ
り
〉
と
い
う
完
了
の
助
動
詞
が
つ
い
た
文
に
よ
っ
て
、「
過
去
よ
り
未

来
に
向
か
っ
て
一
切
時
」
と
は
た
し
て
い
え
る
だ
ろ
う
か
。

安
谷
『
参
究
』

（『
啓
迪
』
な
ど
が
山
と
聖
賢
と
一
体
無
二
だ
と
い
う
の
を
批
判
し
て
）
山
に
は
聖
人
や
賢
人
な
ど
は
一
人
も
居
ら
ん
ぞ
。
た

だ
猿
や
熊
が
い
る
だ
け
だ
。
修
行
の
未
熟
の
者
が
山
に
這
入
る
と
、
単
な
る
動
物
に
な
っ
て
し
ま
う
ぞ
。
永
平
の

児
孫
は
必
ず
叢
林
に
在
っ
て
修
行
せ
よ
。
山
居
は
絶
対
に
許
さ
ん
ぞ
と
、
外
の
と
こ
ろ
で
は
仰
せ
に
な
っ
て
い
る
。

（
一
六
六
）

見
性
し
て
平
等
性
智
が
開
け
た
と
い
う
の
は
、
不
流
に
徹
し
た
こ
と
だ
。
さ
ら
に
妙
観
察
智
が
開
け
て
、
流
に
徹
す

る
の
だ
。（
一
六
八
）

一
回
は
流
な
り
、
一
回
は
不
流
な
り
と
、
如
来
の
正
法
輪
を
示
し
た
。
…
…
雪
山
童
子
が
、「
諸
行
無
常
、
是
生
滅

法
、
寂
滅
々
已
、
寂
滅
為
楽
。」
の
四
句
の
偈
を
夜
叉
か
ら
聞
い
て
、
た
だ
ち
に
自
己
の
指
を
か
ん
で
血
を
出
し
、
そ

の
偈
を
若
樹
若
石
に
銘
記
し
て
、
夜
叉
の
口
に
躍
り
込
ん
だ
と
い
う
因
縁
が
あ
る
。
先
人
す
で
に
か
く
の
ご
と
く
身
命

を
惜
し
ま
ず
。
わ
れ
も
ま
た
と
い
う
志
気
を
奮
い
起
こ
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
お
言
葉
で
あ
る
。（
一
六
九
）
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（
検
討
）

山
に
聖
人
は
い
な
い
と
い
う
が
、
山
は
〈
大
聖
の
所
居
〉
で
あ
る
か
ら
、
道
元
に
と
っ
て
居
な
い
は
ず
は
な
い
。
山
居
と

叢
林
（
禅
修
行
す
る
道
場
）
は
対
立
す
る
も
の
で
は
ま
っ
た
く
な
い
。
永
平
寺
は
山
居
で
あ
り
叢
林
で
あ
る
。
叢
林
は
阿
蘭
若

（
梵ara ṇya
＝
森
林
の
意
味
で
、
イ
ン
ド
初
期
仏
教
で
僧
侶
の
生
活
、
修
行
す
る
場
）
か
ら
き
た
言
葉
で
あ
る
。
道
元
の
居
た
と
こ
ろ

は
、
深
草
の
興
聖
寺
、
越
前
の
吉
峰
寺
、
永
平
寺
み
な
山
居
で
あ
り
、
叢
林
で
あ
る
。
仏
教
の
寺
院
が
町
に
あ
っ
て
も
「
～

山
～
寺
」
と
称
す
る
の
も
、
寺
院
の
在
処
が
一
般
に
「
山
」
だ
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
来
て
い
る
。
安
谷
師
は
「
山
に
入
る
」

を
、
な
に
か
独
り
で
山
ご
も
り
で
も
す
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
道
元
が
「
山
居
は
絶
対
に
許
さ
ん

ぞ
」
と
ど
こ
で
言
っ
て
い
る
の
か
。『
永
平
広
録
』
第
十
巻
偈
頌
の
「
山
居
の
偈
」
は
、
山
居
し
な
い
で
は
作
れ
な
い
。「
見

性
し
て
…
…
智
が
開
け
た
」
と
い
う
が
、
道
元
は
見
性
を
嫌
い
、
い
か
な
る
智
が
開
け
た
と
も
い
わ
な
い
。
人
間
の
智
は
徹

頭
徹
尾
一
面
的
な
も
の
に
過
ぎ
ず
、
仏
智
と
は
無
関
係
で
あ
り
、
ま
さ
に
そ
の
こ
と
こ
そ
、
道
元
が
こ
こ
で
言
い
た
い
こ
と

で
あ
る
。

ま
た
雪
山
童
子
の
偈
に
言
及
す
る
の
は
い
い
が
、
焦
点
は
古
仏
（
永
嘉
玄
覚
）
の
偈
、
あ
る
い
は
〈
拈
一
…
…
〉
と
い
う

如
来
正
法
輪
を
「
若
樹
若
石
に
銘
記
し
」
た
よ
う
に
我
々
が
銘
記
す
べ
し
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
不
惜
身
命
で
は
な
い
。

内
山
『
味
わ
う
』

こ
こ
で
い
う
山
は
、
古
今
を
絶
し
て
の
話
で
す
。
つ
ま
り
生
命
実
物
と
し
て
の
山
だ
か
ら
「
大
聖
の
所
居
」
と
い
う

表
現
が
出
て
く
る
。
賢
人
聖
人
が
「
山
を
身
心
と
せ
り
」、
賢
人
聖
人
に
よ
っ
て
「
山
は
現
成
せ
る
な
り
」
と
い
う
表

現
も
で
て
く
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
こ
の
生
命
実
物
と
し
て
の
山
は
生
死
不
二
、
迷
悟
一
如
、
尽
地
尽
法
界
、
一
顆
の

明
珠
と
い
う
山
で
す
。（
一
一
二
）
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「
世
間
に
て
山
を
の
ぞ
む
時
節
と
山
中
に
て
山
に
あ
ふ
時
節
…
…
」
正
法
眼
蔵
《
三
昧
王
三
昧
》
の
巻
に
「
ま
さ
に

し
る
べ
し
坐
の
尽
界
と
余
の
尽
界
と
、
は
る
か
に
こ
と
な
り
、
こ
の
道
理
を
あ
き
ら
め
て
、
仏
祖
の
発
心
修
行
菩
提
涅

槃
を
弁
肯
す
る
な
り
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ほ
ん
と
う
に
坐
禅
の
世
界
と
、
坐
禅
し
な
い
世
界
と
は
、
ま
っ
た
く
違
う
。

（
一
一
三
）

…
…
ほ
ん
と
う
の
仏
法
を
「
謗
す
る
莫な
か

れ
」
―
―
悪
口
を
言
っ
て
は
な
ら
な
い
。
山
が
水
の
上
を
行
く
は
ず
は
な

い
、
な
ど
と
言
っ
て
は
な
ら
な
い
。
要
は
生
命
実
物
を
生
命
実
物
と
し
て
見
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

（
一
一
七
）

（
検
討
）

内
山
が
い
う
「
生
命
実
物
と
し
て
の
山
」
と
は
な
ん
だ
ろ
う
か
。
な
に
に
で
も
「
生
命
実
物
」
を
つ
け
る
が
、
た
ん
な
る

お
題
目
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
。
た
だ
〈
山
中
に
て
山
に
あ
ふ
時
節
〉
を
、
坐
の
尽
界
と
い
う
の
は
、
間
違
っ
て
は
い
ま
い

が
、
説
明
が
あ
ま
り
に
も
足
り
な
さ
過
ぎ
る
。
ま
た
「
謗
す
る
莫
れ
」
は
〈
如
来
の
正
法
輪
〉
が
目
的
語
で
あ
り
、
そ
の
内

実
は
〈
拈
一
は
…
…
〉
で
あ
ろ
う
。

【
私
釈
】

こ
の
節
は
、
自
己
と
諸
法
の
関
わ
り
合
い
と
い
う
道
元
の
き
わ
め
て
独
自
な
基
本
思
想
が
、
聖
人
と
山
の
関
わ
り
と
し
て

展
開
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
「
人
の
知
見
」
の
一
面
性
（
な
い
し
虚
仮
）
の
問
題
が
、
万
法
と
の
関
わ
り
で
出
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

ま
ず
、
ふ
つ
う
な
ら
「
山
は
古
今
よ
り
…
…
」
と
い
う
と
こ
ろ
を
、〈
山
は
、
超
古
超
今
よ
り
大
聖
の
所
居
な
り
〉
と
い

わ
れ
て
、
こ
の
「
山
」
が
私
た
ち
の
ふ
つ
う
の
時
間
空
間
の
中
に
あ
る
山
で
は
な
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
、『
那
一
宝
』
の
い
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う
よ
う
に
、
こ
の
巻
冒
頭
の
〈
而
今
の
山
水
は
…
…
空
刧
已
前
の
消
息
な
る
が
ゆ
え
に
〉
と
響
き
あ
う
。

〈
賢
人
・
聖
人
、
と
も
に
山
を
堂
奥
と
せ
り
、
山
を
身
心
と
せ
り
〉
と
は
、
続
く
二
節
で
、
広
成
子
が
言
及
さ
れ
る
か
ら
、

道
教
の
〈
賢
人
〉
も
念
頭
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
前
に
も
指
摘
し
た
通
り
、
仏
教
で
は
山
川
を
主
題
と
す
る
故
事
や
説
話
が

少
な
い
の
に
対
し
て
、
道
教
で
は
、
非
常
に
多
い
。
も
っ
と
も
安
谷
が
い
う
よ
う
に
仏
教
に
も
「
仏
の
こ
と
を
大
聖
と
い

う
。
そ
し
て
そ
の
下
に
十
聖
三
賢
を
案
配
す
る
教
学
が
あ
る
」（
一
六
五
）
の
で
あ
る
。
賢
人
聖
人
の
居
所
が
山
で
あ
る
こ
と

は
、
洋
の
東
西
を
問
わ
な
い
。
例
え
ば
、
エ
ジ
プ
ト
の
シ
ナ
イ
山
、
ギ
リ
シ
ャ
の
ア
ト
ス
山
、
チ
ベ
ッ
ト
の
カ
イ
ラ
ス
山
、

富
士
山
な
ど
に
は
、
修
道
院
や
寺
社
が
多
く
建
て
ら
れ
て
い
て
、
修
行
者
や
巡
礼
者
が
居
る
。

〈
山
を
堂
奥
と
せ
り
〉
の
「
堂
奥
」
は
建
物
の
奥
ま
っ
た
所
と
い
う
意
味
だ
け
で
な
く
、
奥
義
と
い
う
意
味
を
も
つ
こ
と

か
ら
、
た
だ
居
場
所
と
し
て
の
山
で
は
な
く
、
山
を
そ
の
奥
義
と
す
る
と
い
う
思
想
が
関
わ
っ
て
く
る
。
さ
ら
に
〈
山
を
身

心
と
せ
り
〉
で
、
は
じ
め
て
修
行
と
か
か
わ
る
。〈
山
を
身
心
と
せ
り
〉
と
は
『
御
抄
』
の
よ
う
に
賢
聖
の
姿
が
全
山
で
あ

る
、
つ
ま
り
自
己
が
山
だ
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
あ
る
い
は
、
自
己
の
心
が
山
で
あ
り
一
切
法
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
教

学
的
な
こ
と
で
は
ま
っ
た
く
な
い
。

そ
れ
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
。《
唯
仏
与
仏
》
に
は
〈
尽
大
地
を
わ
れ
ら
が
か
り
に
あ
ら
ざ
り
け
る
ま
こ

と
し
き
身
に
て
あ
り
け
る
と
は
し
る
べ
し
〉
と
い
わ
れ
、
尽
大
地
が
わ
れ
ら
の
身
だ
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
〈
山
河
大
地
を
ひ

と
し
き
わ
が
生
な
り
と
い
へ
り
け
り
と
、
あ
き
ら
む
べ
し
〉
と
も
続
け
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
〈
仏
の
行
は
、
尽
大
地
と
お
な

じ
く
お
こ
な
ひ
、
尽
衆
生
と
も
に
お
こ
な
ふ
〉
と
い
う
仏
の
行
に
お
い
て
成
就
し
て
い
る
。
同
じ
こ
と
が
《
発
無
上
心
》
で

は
〈
仏
道
の
身
心
は
草
木
瓦
礫
な
り
、
風
雨
水
火
な
り
、
こ
れ
を
め
ぐ
ら
し
て
仏
道
な
ら
し
む
る
、
す
な
は
ち
発
心
な
り
〉

と
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
こ
と
が
こ
こ
で
は
山
が
主
題
だ
か
ら
〈
賢
人
・
聖
人
に
よ
り
て
、
山
は
現
成
せ
る
な
り
〉
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
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ろ
う
。「
聖
人
」
は
、
仏
や
仏
祖
も
含
意
し
よ
う
。
そ
れ
は
、
多
く
の
解
釈
が
な
し
て
い
る
よ
う
な
山
と
聖
人
が
同
じ
で
あ

る
と
か
、「
即
」
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
よ
う
な
一
枚
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
賢
人
聖
人
に
よ
っ
て
山
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
一

方
的
に
賢
人
聖
人
の
働
き
が
あ
っ
て
山
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
山
の
働
き
に
よ
っ
て
人
が
仏
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
も
う
一

方
に
は
あ
る
。〈
渓
声
山
色
に
あ
ら
ざ
れ
ば
拈
華
も
開
演
せ
ず
、
得
髄
も
依
位
せ
ざ
る
べ
し
〉《
渓
声
山
色
》
と
言
わ
れ
る
通

り
で
あ
る
。
山
と
人
と
の
修
証
に
お
け
る
豊
か
な
響
き
合
い
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
い
っ
ぽ
う
で
〈
万
法
す
す
み
て
自
己

を
修
証
す
る
〉《
現
成
公
案
》
こ
と
が
あ
り
、
他
方
で
〈
わ
が
い
ま
尽
力
経
歴
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
一
法
一
物
を
も
現
成
す
る

こ
と
な
し
〉《
有
時
》
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
は
自
己
と
言
っ
て
も
自
己
が
脱
落
し
た
と
こ
ろ
、
山
と
い
っ
て
も
透
脱

の
山
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
双
方
に
お
け
る
人
間
の
見
方
が
脱
落
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
一
章
二
節
二
で
〈
青
山
す
で
に
有

情
に
あ
ら
ず
、
非
情
に
あ
ら
ず
。
自
己
す
で
に
有
情
に
あ
ら
ず
、
非
情
に
あ
ら
ず
〉
と
い
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

〈
お
ほ
よ
そ
、
山
は
、
い
く
そ
ば
く
の
大
聖
・
大
賢
い
り
あ
つ
ま
れ
る
ら
ん
と
お
ぼ
ゆ
れ
ど
も
、
山
は
、
い
り
ぬ
る
よ
り

こ
の
か
た
は
、
一
人
に
あ
ふ
一
人
も
な
き
な
り
。
た
だ
山
の
活
計
の
現
成
す
る
の
み
な
り
、
さ
ら
に
い
り
き
た
り
つ
る
蹤

跡
、
な
ほ
の
こ
ら
ず
〉。

次
は
「
山
に
入
る
」
と
い
う
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
の
説
示
で
あ
る
。〈
山
は
、
い
く
そ
ば
く
の
大
聖
・
大
賢
い
り
あ
つ
ま
れ

る
ら
ん
と
お
ぼ
ゆ
れ
ど
も
〉
と
は
、
山
は
聖
人
の
居
る
と
こ
ろ
だ
か
ら
、
ど
れ
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
聖
人
、
賢
人
た
ち
が
山

に
入
っ
た
の
か
と
お
も
う
が
、
と
い
わ
れ
る
。「
山
に
入
る
」
と
は
、
た
だ
歩
い
て
山
に
入
る
と
い
う
よ
り
以
上
の
意
味
が

あ
ろ
う
。《
身
心
学
道
》
で
は
〈
踰
城
し
入
山
す
る
、
出
一
心
、
入
一
心
な
り
。
山
の
所
入
な
る
、
思
量
箇
不
思
量
底
な
り
。

世
の
所
捨
な
る
、
非
思
量
な
り
〉
と
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、〈
山
は
、
い
り
ぬ
る
よ
り
こ
の
か
た
〉
と
い
う
の
は
、
仏

道
に
入
る
こ
と
、
つ
ま
り
仏
道
を
修
証
す
る
こ
と
も
含
意
さ
れ
よ
う
。

〈
い
り
ぬ
る
よ
り
こ
の
か
た
は
、
一
人
に
あ
ふ
一
人
も
な
き
な
り
〉
と
い
わ
れ
る
の
は
な
ぜ
か
。
諸
釈
の
よ
う
に
山
に
入
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れ
ば
も
は
や
山
に
な
っ
て
い
て
、
人
で
は
な
い
か
ら
、
人
に
は
会
わ
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
。
山
に
入
れ

ば
、
す
な
わ
ち
仏
道
を
修
証
し
て
仏
に
な
れ
ば
、
も
は
や
人
と
し
て
の
個
人
は
脱
落
し
て
、〈
過
去
・
現
在
・
未
来
の
諸
仏
、

と
も
に
ほ
と
け
と
な
る
と
き
は
、
か
な
ら
ず
釈
迦
牟
尼
仏
と
な
る
な
り
〉《
即
心
是
仏
》
と
い
わ
れ
て
、〈
一
人
〉
と
い
う
個

人
は
な
く
な
る
。
個
人
が
な
い
の
だ
か
ら
〈
一
人
に
あ
ふ
一
人
も
な
き
な
り
〉
は
当
然
で
あ
る
。
仏
道
の
証
は
、
自
分
も
他

人
も
覚
知
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、〈
一
人
に
あ
ふ
〉
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
ず
、
人
の
知
見
・
認
識
・
覚
知
の
絶
え
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
そ
こ
は
〈
た
だ
山
の
活
計
の
現
成
す
る
の
み
な
り
〉
で
あ
る
。
山
の
活
計
は
、
人
の
不
覚
不
知
の
行
仏
で
も

あ
る
。

〈
さ
ら
に
い
り
き
た
り
つ
る
蹤
跡
、
な
ほ
の
こ
ら
ず
〉
の
〈
い
り
き
た
り
つ
る
蹤
跡
〉
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
山
に
入
っ

た
と
い
う
跡
と
さ
と
っ
た
と
い
う
跡
と
い
う
二
重
の
意
味
が
か
け
ら
れ
て
い
よ
う
。
そ
れ
が
残
ら
な
い
と
い
う
の
は
、《
谿

声
山
色
》
で
〈
恁
麼
時
の
而
今
は
、
吾
も
不
知
な
り
、
誰
も
不
識
な
り
、
汝
も
不
期
な
り
、
仏
眼
も
覷
不
見
な
り
。
人
慮
あ

に
測
度
せ
ん
や
〉
と
冒
頭
に
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
と
重
な
る
。

道
元
の
仏
法
の
大
き
な
特
徴
は
、「
悟
っ
た
」
と
い
う
覚
知
の
体
験
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
自
分
に
も
な
い
し
、
誰
か
が

お
前
は
悟
っ
た
と
指
摘
す
る
こ
と
も
な
い
。《
唯
仏
与
仏
》
で
〈
ひ
と
り
仏
に
さ
と
ら
る
る
ゆ
ゑ
に
、
唯
仏
与
仏
、
乃
能
究

尽
と
い
ふ
。
…
…
さ
と
り
ぬ
る
を
り
は
、
い
か
に
あ
り
け
る
ゆ
ゑ
に
さ
と
り
た
り
と
お
ぼ
え
ぬ
な
り
〉
と
い
わ
れ
て
い
る
。

〈
世
間
に
て
山
を
の
ぞ
む
時
節
と
、
山
中
に
て
山
に
あ
ふ
時
節
と
頂

・
眼
睛
は
る
か
に
こ
と
な
り
、
不
流
の
憶
想
、
お

よ
び
不
流
の
知
見
も
、
龍
魚
の
知
見
と
一
斉
な
る
べ
か
ら
ず
〉。

世
間
で
山
を
望
む
の
は
、
普
通
に
生
活
し
て
い
る
場
か
ら
山
を
遠
く
見
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
山
を
眺
め
る

人
は
、
山
は
不
動
だ
と
見
る
。「
動
ぜ
ざ
る
こ
と
山
の
如
し
」
と
い
わ
れ
る
通
り
で
あ
る
。
で
は
〈
山
中
〉
と
は
何
か
。
一

章
二
節
二
で
〈
山
中
と
は
世
界
裏
の
華
開
な
り
〉
と
い
わ
れ
て
い
た
。
仏
道
に
お
い
て
人
の
さ
と
り
が
成
就
す
る
こ
と
は
、
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道
元
に
お
い
て
〈
華
開
世
界
起
（
華
開
い
て
世
界
起
こ
る
）〉《
梅
花
》
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、〈
山
中
〉
は
、〈
ひ
と
の
さ
と
り

を
う
る
〉《
現
成
公
案
》
こ
と
を
も
意
味
し
て
い
る
。
さ
と
り
に
お
い
て
〈
山
に
あ
ふ
時
節
〉
は
、〈
山
中
人
は
不
覚
不
知

な
り
〉（
一
章
二
節
二
）
で
あ
る
。〈
山
中
人
は
不
覚
不
知
〉
と
い
う
状
況
が
い
か
な
る
こ
と
か
は
後
に
述
べ
る
こ
と
に
し
て
、

そ
こ
で
は
、
世
間
で
山
を
遠
く
見
る
見
方
と
は
、〈
頂

・
眼
睛
は
る
か
に
こ
と
な
〉
る
の
は
、
当
然
で
あ
る
。

〈
は
る
か
に
こ
と
な
り
〉
の
〈
こ
と
な
り
〉
は
、「
こ
と
な
る
」
の
連
用
形
で
、
文
を
い
っ
た
ん
切
る
働
き
を
す
る
が
、
そ

れ
は
次
の
文
に
続
く
。

〈
不
流
の
憶
想
、
お
よ
び
不
流
の
知
見
も
、
龍
魚
の
知
見
と
一い

っ

斉せ
い

な
る
べ
か
ら
ず
。
人
天
の
、
自
界
に
と
こ
ろ
を
う
る
、

他
類
こ
れ
を
疑
著
し
、
あ
る
ひ
は
疑
著
に
お
よ
ば
ず
〉。

〈
不
流
の
憶
想
、
お
よ
び
不
流
の
知
見
〉
が
、
も
し
龍
魚
と
一
斉
で
あ
る
な
ら
ば
、
た
ん
に
龍
魚
が
水
を
自
ら
が
住
ん
で

い
る
宮
殿
だ
か
ら
不
流
と
す
る
知
見
、
す
な
わ
ち
〈
各
各
の
依
正
〉
に
す
ぎ
ず
、
龍
魚
と
い
う
主
体
（
正
）
の
環
境
（
依
）

と
し
て
の
水
を
不
流
と
見
る
の
と
同
様
、
人
間
と
い
う
主
体
（
正
）
に
対
す
る
環
境
（
依
）
と
し
て
の
山
が
不
流
で
あ
る
と

い
う
の
と
ひ
と
し
く
な
る
。〈
一
斉
な
る
べ
か
ら
ず
〉
と
あ
っ
て
、
そ
れ
と
同
じ
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
だ
。「
憶
想
」
も

「
知
見
」
も
よ
い
意
味
で
道
元
が
つ
か
う
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
が
、
そ
れ
で
も
山
が
「
不
流
」
で
あ
る
と
い
う
憶
想
や
知
見

は
、
依
正
の
関
係
で
な
い
視
点
が
必
要
で
あ
る
。
仏
道
で
は
ど
の
よ
う
な
意
味
で
不
流
な
の
だ
ろ
う
か
。

た
と
え
ば
、
こ
の
巻
冒
頭
に
〈
法
位
に
住
し
て
〉
と
い
わ
れ
た
山
の
住
法
位
は
い
わ
ば
、
山
の
「
不
流
」
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
は
一
種
の
知
見
で
あ
る
。

〈
人
天
の
、
自
界
に
と
こ
ろ
を
う
る
、
他
類
こ
れ
を
疑
著
し
、
あ
る
ひ
は
疑
著
に
お
よ
ば
す
〉
と
は
、
他
釈
と
同
じ
よ
う

に
、
天
人
も
人
間
も
そ
れ
ぞ
れ
が
定
ま
っ
た
一
定
の
居
所
、（
不
流
の
）
天
界
や
大
地
と
い
う
自
界
を
得
て
い
る
け
れ
ど
も
、

そ
れ
は
他
の
類
（
た
と
え
ば
龍
魚
）
に
と
っ
て
は
、
は
た
し
て
そ
れ
が
居
所
な
の
か
と
、
疑
う
こ
と
も
あ
ろ
う
し
、
疑
わ
な
い
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こ
と
も
あ
ろ
う
。
龍
魚
の
想
い
は
人
間
に
は
分
か
ら
な
い
し
、
他
類
の
想
い
も
分
か
ら
な
い
。

〈
し
か
あ
れ
ば
、
山
流
の
句
を
仏
祖
に
学
す
べ
し
、
驚
疑
に
ま
か
す
べ
か
ら
ず
。
拈
一
は
こ
れ
流
な
り
、
拈
一
こ
れ
不
流

な
り
。
一
回
は
流
な
り
、
一
回
は
不
流
な
り
。
こ
の
参
究
な
き
が
ご
と
き
は
、
如
来
正
法
輪
に
あ
ら
ず
〉。

山
の
「
不
流
」
は
す
ぐ
認
め
ら
れ
る
が
、
山
の
「
流
」
を
聞
け
ば
、
人
は
驚
き
疑
う
。
そ
こ
を
道
元
は
〈
し
か
あ
れ
ば
山

流
の
句
を
仏
祖
に
学
す
べ
し
、
驚
疑
に
ま
か
す
べ
か
ら
ず
〉
と
い
う
。
仏
祖
に
学
す
と
は
、
古
仏
の
い
う
〈
青
山
常
運
歩
〉

〈
東
山
水
上
行
〉
で
あ
る
。
し
か
し
、
山
の
流
だ
け
が
古
仏
の
知
見
で
は
な
か
っ
た
。
す
で
に
み
た
よ
う
に
龍
魚
の
不
流
と

は
一
斉
で
は
な
い
古
仏
の
「
山
の
不
流
」
が
あ
っ
た
。
一
章
二
節
一
に
言
わ
れ
る
〈
山
は
、
そ
な
は
る
べ
き
功
徳
の
虧
闕
す

る
こ
と
な
し
。
こ
の
ゆ
え
に
常
安
住
な
り
〉
も
山
の
不
流
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
で
は
す
ぐ
続
け
て
〈
常
運
歩
な
り
〉
と
あ
っ

た
。そ

れ
を
道
元
は
〈
拈
一
は
こ
れ
流
な
り
、
拈
一
は
こ
れ
不
流
な
り
。
一
回
は
流
な
り
、
一
回
は
不
流
な
り
〉
と
言
う
。
似

た
よ
う
な
言
い
方
は
《
谿
声
山
色
》
に
も
〈
山
流
山
不
流
よ
り
学
入
の
門
を
開
す
べ
し
〉
と
あ
る
。
少
し
観
点
は
異
な
る

が
、
善
慧
大
士
は
「
人
従
橋
上
過
、
橋
流
水
不
流
（
人
橋
上
よ
り
過
ぐ
る
に
、
橋
流
れ
て
川
流
れ
ず
）」（『
景
徳
伝
灯
録
』T

51,430b

）

と
い
っ
た
。
水
の
不
流
で
あ
り
、
橋
の
上
か
ら
下
の
水
を
静
止
し
た
も
の
と
見
れ
ば
、
橋
が
流
れ
て
水
は
流
れ
な
い
の
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
錯
覚
も
あ
る
。

さ
ら
に
道
元
は
〈
一
回
は
流
な
り
、
一
回
は
不
流
な
り
。
こ
の
参
究
な
き
が
ご
と
き
は
、
如
来
正
法
輪
に
あ
ら
ず
〉
と
い

う
。い

っ
た
い
、〈
拈
一
は
こ
れ
流
な
り
、
拈
一
は
こ
れ
不
流
な
り
。
一
回
は
流
な
り
、
一
回
は
不
流
な
り
〉
が
ど
う
し
て
、

如
来
の
正
法
輪
と
い
う
ほ
ど
大
事
な
の
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
は
次
の
二
つ
の
理
由
に
お
い
て
「
如
来
の
正
法
輪
」
と
い
わ
れ
て
い
よ
う
。
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一
つ
は
、
人
間
の
六
根
六
識
に
お
け
る
認
識
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
対
象
を
細
か
く
把
握
し
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
そ

の
対
象
は
限
定
さ
れ
て
く
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
よ
う
に
認
識
し
、
把
握
し
て
も
、
そ
れ
は
対
象
の
一
端
、
一
面
だ
け
で
あ

る
。〈
一
方
を
証
す
る
時
は
一
方
は
く
ら
し
〉《
現
成
公
案
》
と
い
わ
れ
る
通
り
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
自
然
科
学
を
は
じ
め
と

し
て
、
人
は
対
象
を
す
べ
て
認
識
し
う
る
と
考
え
、
人
間
の
感
覚
器
官
や
そ
れ
を
拡
大
し
た
機
械
に
よ
る
認
識
に
す
ぎ
な
い

の
に
、
そ
れ
を
理
解
し
た
と
誤
る
。
人
間
の
知
見
の
根
源
的
限
界
の
自
覚
が
〈
拈
一
は
こ
れ
流
な
り
、
拈
一
は
こ
れ
不
流
な

り
〉
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
付
随
し
て
言
語
に
よ
る
把
握
、
言
語
に
よ
る
認
識
の
限
界
の
問
題
、
そ
の
一
面
性
の
問
題
が
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
問
題
と
し
て
〈
拈
一
は
こ
れ
流
な
り
、
拈
一
は
こ
れ
不
流
〉
を
み
る
と
、
た
と
え
ば
馬
祖
は
自
己
の
外
に
仏

を
求
め
る
間
違
い
を
糾
す
た
め
に
「
即
心
是
仏
」
と
い
っ
た
が
、
そ
の
言
表
が
知
れ
渡
り
、
手
垢
が
つ
く
と
、
元
来
の
問
題

提
起
は
忘
れ
ら
れ
言
葉
は
腐
る
。
そ
こ
で
「
非
心
非
仏
」
と
い
い
、
あ
る
い
は
「
不
是
心
不
是
仏
」
と
も
い
っ
た
。（『
景
徳

伝
灯
録
』
馬
祖
章T

51,246a

）

あ
る
い
は
薬
山
の
問
い
に
馬
祖
は
「
有
時
教
伊
揚
眉
瞬
目
、
有
時
不
教
伊
揚
眉
瞬
目
。
有
時
教
伊
揚
眉
瞬
目
者
是
、
有
時

教
伊
揚
眉
瞬
目
者
不
是
」
と
い
い
、
薬
山
は
言
下
に
大
悟
し
た
と
い
う
（『
大
慧
普
覚
禅
師
語
録
』T

47,904a

）。

趙
州
は
、「
狗
子
に
仏
性
が
あ
る
か
」
と
の
問
い
に
、
拈
一
は
有
、
拈
一
は
無
と
答
え
て
い
る
。（『
永
平
広
録
』
二
二
六

〈
上
堂
。
僧
問
趙
州
、
狗
子
還
有
仏
性
也
無
。
州
云
、
有
。
又
僧
問
、
狗
子
還
有
仏
性
也
無
。
州
云
、
無
〉。

ど
ち
ら
か
一
方
の
言
い
方
で
は
、
必
ず
固
定
化
が
起
こ
り
、
認
識
は
誤
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
を
避
け
る
た
め
、
道
元
は

肯
定
と
否
定
を
続
け
て
示
す
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
〈
会
取
し
不
会
取
す
る
〉《
仏
性
》、〈
不
会
一
句
な
り
、
会
取
一
句
な

り
〉《
授
記
》、〈
仏
祖
の
屋
裏
に
承
当
あ
り
、
不
承
当
あ
り
〉《
看
経
》、〈
渓
声
山
色
を
現
成
せ
し
め
、
現
成
せ
し
め
ざ
る
こ

と
は
〉《
渓
声
山
色
》、〈
不
行
あ
り
と
も
参
ず
べ
し
、
不
行
な
し
と
も
参
ず
べ
し
〉《
坐
禅
箴
》
な
ど
で
あ
り
、
こ
れ
ら
も
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「
拈
一
は
流
、
拈
一
不
流
」
と
同
じ
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
、
論
理
に
は
な
ら
ず
知
解
さ
れ
る
こ
と
を
拒
否
す
る
参
究
の
や
り
方
が
「
如
来
の
正
法
輪
」
と
い
わ
れ
る
の

だ
ろ
う
か
。

も
う
一
つ
は
、
も
っ
と
根
源
的
な
問
題
か
も
し
れ
な
い
が
、「
流
・
不
流
」
の
問
題
は
、
避
け
が
た
く
動
・
不
動
、
去
と

来
と
い
う
時
の
問
題
が
か
か
わ
る
。
山
の
流
は
「
運
歩
」
と
い
わ
れ
た
が
、
そ
れ
は
動
い
て
い
る
と
い
う
事
態
で
あ
る
。
動

い
て
い
る
と
い
え
ば
宇
宙
の
一
切
が
動
い
て
い
る
。
じ
っ
と
寝
て
一
切
動
か
ず
に
い
て
も
、
そ
の
人
を
乗
せ
て
地
球
は
１
日

で
一
回
転
す
る
速
度
で
う
ご
い
て
い
る
。
そ
の
動
き
は
空
間
的
な
も
の
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
人
は
何
も
し
な
く
て
も
確
実
に

毎
日
老
い
て
い
く
。
刻
一
刻
変
化
し
つ
づ
け
る
。
生
じ
た
一
切
の
も
の
は
、
滅
に
む
か
っ
て
絶
え
ず
変
化
し
て
い
る
。
芽
を

出
し
た
草
木
も
絶
え
ず
成
長
し
、
花
咲
き
実
り
そ
し
て
枯
れ
て
い
く
。
け
れ
ど
も
、
刻
一
刻
の
変
化
は
、
ど
こ
か
変
化
し
て

い
る
も
の
の
外
部
か
ら
見
ら
れ
て
そ
う
な
の
で
あ
る
。
私
は
、
い
つ
も
変
化
し
て
い
て
固
定
し
た
「
私
」
は
な
い
と
い
っ
て

も
、
い
っ
ぽ
う
で
私
に
と
っ
て
の
私
は
常
に
「
有
る
」
と
も
い
え
る
。
常
に
生
き
て
い
る
私
、
呼
吸
し
て
い
る
私
、
も
の
を

書
い
て
い
る
私
、
な
に
も
し
て
い
な
い
私
が
有
る
。
そ
の
「
有
」
に
焦
点
を
あ
て
れ
ば
、〈
灰
は
の
ち
、
薪
は
さ
き
と
見
取

す
べ
か
ら
ず
。
し
る
べ
し
、
薪
は
薪
の
法
位
に
住
し
て
、
さ
き
あ
り
、
の
ち
あ
り
。
前
後
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
前
後
際
断
せ

り
。
灰
は
灰
の
法
位
に
あ
り
て
、
後
あ
り
、
先
あ
り
〉《
現
成
公
案
》
と
な
る
。
し
か
し
、
見
方
に
よ
っ
て
は
薪
は
不
断
に

灰
に
な
り
つ
つ
あ
る
、
と
も
い
え
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
「
住
法
位
」
が
大
事
な
の
で
あ
る
。《
現
成
公
案
》
は
〈
か
の
薪
、

は
い
と
な
り
ぬ
る
の
ち
、
さ
ら
に
薪
と
な
ら
ざ
る
が
ご
と
く
、
人
の
し
ぬ
る
の
ち
、
さ
ら
に
生
と
な
ら
ず
。
し
か
あ
る
を
、

生
の
死
に
な
る
と
い
は
ざ
る
は
、
仏
法
の
さ
だ
ま
れ
る
な
ら
ひ
な
り
、
こ
の
ゆ
ゑ
に
不
生
と
い
ふ
。
死
の
生
に
な
ら
ざ
る
、

法
輪
の
さ
だ
ま
れ
る
仏
転
な
り
〉
と
、「
不
生
」
は
「
法
輪
」
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
生
死
無
常
迅
速
で
あ
り
、
且
つ

不
生
で
あ
る
。



282

正法眼蔵　第二十九　山水経　私釈　［下］（松岡 由香子）

こ
の
「
法
輪
」
と
《
山
水
経
》
で
の
〈
如
来
正
法
輪
〉
と
は
ま
さ
し
く
呼
応
す
る
。
如
来
の
正
し
い
教
え
は
、
一
般
に
は

金
科
玉
条
の
よ
う
な
一
つ
の
命
題
に
思
わ
る
。
だ
か
ら
〈
拈
一
は
こ
れ
流
な
り
、
拈
一
は
こ
れ
不
流
な
り
。
一
回
は
流
な

り
、
一
回
は
不
流
な
り
〉
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
如
来
の
常
法
を
誹
謗
す
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
道
元
は
逆

に
、〈
拈
一
は
こ
れ
流
な
り
、
拈
一
は
こ
れ
不
流
な
り
。
一
回
は
流
な
り
、
一
回
は
不
流
な
り
〉
と
い
う
参
究
こ
そ
が
如
来

正
法
輪
で
あ
る
と
い
う
。

〈
古
仏
い
は
く
、
欲
得
不
招
無
間
業
、
莫
謗
如
来
正
法
輪
。

こ
の
道
を
皮
肉
骨
髄
に
銘
す
べ
し
、
身
心
依
正
に
銘
す
べ
し
、
空
に
銘
す
べ
し
、
色
に
銘
す
べ
し
。
若
樹
・
若
石
に
銘
せ

り
、
若
田
・
若
里
に
銘
せ
り
。〉

こ
の
「
道
」
と
は
、
古
仏
の
「
欲
得
…
…
」
と
い
う
句
で
は
な
く
、
そ
の
句
の
「
如
来
の
正
法
輪
」
の
内
実
で
あ
る
〈
拈

一
は
こ
れ
流
な
り
、
拈
一
は
こ
れ
不
流
な
り
…
…
〉
で
あ
る
。
そ
し
て
無
間
業
を
受
け
た
く
な
い
な
ら
、
そ
れ
を
誹
謗
す
る

な
、
と
い
う
。
さ
ら
に
そ
れ
を
『
涅
槃
経
』
や
『
法
華
経
』
を
引
い
て
、
肝
に
銘
じ
、
骨
に
徹
し
て
身
心
に
銘
記
せ
よ
、
あ

ら
ゆ
る
所
に
銘
記
せ
よ
と
迫
り
、
す
で
に
石
や
樹
や
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
に
書
き
付
け
ら
れ
て
い
る
、
と
す
る
。

〈
拈
一
は
こ
れ
流
な
り
、
拈
一
は
こ
れ
不
流
な
り
〉
の
根
本
に
は
、
一
切
が
常
で
は
な
い
、
と
い
う
洞
察
が
あ
る
。
三
法

印
の
一
つ
「
無
常
」
で
あ
る
。
そ
の
洞
察
は
、
物
を
い
っ
さ
い
固
定
（
常
）
し
な
い
こ
と
で
あ
り
、
大
乗
仏
教
で
は
「
空
」

と
表
現
さ
れ
る
。
道
元
も
〈
永
嘉
真
覚
大
師
云
、
諸
行
無
常
一
切
空
、
即
是
如
来
大
円
覚
〉《
三
十
七
品
菩
提
分
法
》
と
引

い
て
い
る
。
去
来
す
な
わ
ち
「
行
く
」
と
か
「
去
る
」
が
成
立
す
る
の
は
、
行
く
何
か
固
定
し
た
も
の
を
考
え
る
か
ら
で
あ

る
。
私
が
行
く
、
と
い
え
ば
、「
私
」
が
変
わ
ら
な
い
も
の
と
し
て
前
提
さ
れ
て
い
る
。
実
際
は
い
き
（
行
き
、
生
き
）
つ
つ

あ
る
私
し
か
な
い
。
い
や
、
そ
も
そ
も
「
私
」
と
主
語
に
な
る
も
の
は
あ
り
え
な
い
。
環
境
と
呼
応
し
つ
つ
変
化
し
つ
づ
け

る
事
態
だ
け
が
あ
る
の
で
、
変
化
し
な
い
真
の
自
己
（
ダ
ル
マ
、
我

ア
ー
ト
マ
ン、

仏
性
）
な
ど
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
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「
流
不
流
」
の
問
題
は
、
こ
の
よ
う
に
無
常
や
空
の
問
題
で
あ
り
、
無
常
・
無
我
と
い
う
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
の
さ
と
り

の
内
実
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
〈
如
来
正
法
輪
〉
で
あ
る
。
だ
か
ら
本
章
四
節
一
で
〈
一
水
の
流
を
参
究
し
不
流
を
参
究
す

る
に
、
万
法
の
究
尽
た
ち
ま
ち
に
現
成
す
る
な
り
〉
と
、
非
常
に
重
要
な
眼
目
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
節　

山
を
愛
す

お
ほ
よ
そ
、
山
は
国
界
に
属
せ
り
と
い
へ
ど
も
、
山
を
愛
す
る
人
に
属
す
る
な
り
。
山
か
な
ら
ず
主
を
愛
す
る
と

き
、
聖
賢
・
高
徳
、
や
ま
に
い
る
な
り
。
聖
賢
、
や
ま
に
す
む
と
き
、
や
ま
、
こ
れ
に
属
す
る
が
ゆ
え
に
、
樹じ

ゅ

石せ
き

鬱う
つ

茂も

な
り
、
禽き
ん

獣じ
ゅ
う

霊れ
い

秀し
ゅ
うな

り
。
こ
れ
聖
賢
の
徳
を
か
う
ぶ
ら
し
む
る
ゆ
え
な
り
。
し
る
べ
し
、
山
は
賢
を
こ
の
む
実
あ
り
、

聖
を
こ
の
む
実
あ
り
。

帝
者
お
ほ
く
山
に
幸こ

う

し
て
、
賢
人
を
拝
し
、
大
聖
を
拝
問
す
る
は
、
古
今
の
勝
し
ょ
う

躅ち
ょ
くな

り
。
こ
の
と
き
、
師し

礼れ
い

を
も
て

う
や
ま
ふ
、
民
間
の
法
に
準
ず
る
こ
と
な
し
。
聖

し
ょ
う

化け

の
お
よ
ぶ
と
こ
ろ
、
ま
た
く
山
賢
を
強ご
う

為い

す
る
こ
と
な
し
。
山
の
、

人
間
を
は
な
れ
た
る
こ
と
、
し
り
ぬ
べ
し
。
崆こ

う

峒と
う

・
華か

封ほ
う

の
そ
の
か
み
、
黄
帝
こ
れ
を
拝は
い

請し
ょ
うす
る
に
、
膝し
っ

行こ
う

し
て
、
叩こ
う

頭と
う

し
て
、
広こ
う

成せ
い

に
と
ふ
し
な
り
。
釈
迦
牟
尼
仏
、
か
つ
て
父
王
の
宮
を
い
で
て
山
へ
い
れ
り
。
し
か
あ
れ
ど
も
、
父
王
、

や
ま
を
う
ら
み
ず
。
父
王
、
や
ま
に
あ
り
て
太
子
を
お
し
ふ
る
と
も
が
ら
を
、
あ
や
し
ま
ず
。
十
二
年
の
修し

ゅ

道ど
う

、
お
ほ

く
山
に
あ
り
。
法
王
の
運う

ん

啓け
い

も
在
山
な
り
。
ま
こ
と
に
輪り
ん

王お
う

、
な
ほ
山
を
強ご
う

為い

せ
ず
。

し
る
べ
し
、
山
は
人
間
の
さ
か
ひ
に
あ
ら
ず
、
上
天
の
さ
か
ひ
に
あ
ら
ず
。
人に

ん

慮り
ょ

の
測し
き

度た
く

を
も
て
、
山
を
知
見
す
べ

か
ら
ず.

も
し
人
間
の
流り
ゅ
うに
比
準
せ
ず
ば
、
た
れ
か
山
流
、
山
不
流
等
を
疑
著
せ
ん
。
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［
注
釈
］

○
国
界　

こ
の
世
の
一
切
の
生
類
を
住
ま
わ
せ
て
い
る
山
河
大
地
な
ど
を
い
う
。
国
土
世
間
、
器
世
界
と
ほ
ぼ
同
じ
。
有
情
（
衆
生
）
世

間
の
対
語
。「
国
の
境
界
内
」（［
水
野
訳
］）
で
は
な
い
。

○
か
う
ぶ
ら
し
む
る　

動
詞
「
か
う
ぶ
る
」（
被
る
、
蒙
る
、
受
け
る
、
い
た
だ
く
）
の
未
然
形
＋
助
動
詞
（
使
役
）「
せ
む
」
の
連
体
形
。

い
た
だ
か
せ
る
、
蒙
ら
せ
る
。

○
実　

誠
実
な
気
持
ち
。
ま
こ
と
、
ま
ご
こ
ろ
。

○
勝
躅　

す
ぐ
れ
た
事
跡
。
勝
れ
た
足
跡
。

○
強
為
す
る　

強
い
て
さ
せ
る
、
無
理
矢
理
さ
せ
る
。
道
元
は
「
強
為
」
を
『
正
法
眼
蔵
』
で
十
六
回
用
い
て
い
る
。
こ
こ
で
は
動
詞
で

あ
る
が
、
六
回
は
名
詞
で
あ
り
、「
云
為
」
と
対
語
に
な
る
場
合
が
あ
る
。
例
〈
こ
れ
自
己
の
強
為
に
あ
ら
ず
、
威
儀
の
云
為
な
り
〉。

《
洗
浄
》。
禅
宗
で
独
特
の
用
法
で
使
わ
れ
て
き
た
。

用
例

「
師
乃
云
。
道
無
疑
滞
。
法
本
随
縁
。
事
豈
強
為
（
道
、
疑
滞
無
く
、
法
、
本
と
縁
に
随
う
。
事
、
豈
に
強
為
せ
ん
や
）」『
黄
龍
慧
南
禅
師

語
録
』（T

47,633c

）。

「
頌
曰
。
宗
説
般
般
尽
強
為
。
流
伝
耳
口
便
支
離
。
種
田
摶
飯
家
常
事
（
頌
し
て
曰
く
、
宗
説
般
般
、
尽
く
強
為
な
り
。
流
伝
す
れ
ば
耳

口
、
便
ち
支
離
。
田
を
種
え
、
飯
を
摶ま
る

む
る
は
家
常
の
事
な
り
。）」『
宏
智
禅
師
広
録
』（T

48.19c

）
な
ど
。

○
人
間　
「
じ
ん
か
ん
」
と
読
み
、
人
間
社
会
、
世
間
。

○
崆
峒　

出
典
『
荘
子
』
在
宥
篇
。「
黄
帝
立
為
天
子
十
九
年
、
令
行
天
下
、
聞
広
成
子
在
於
崆
峒
（
空
同
）
之
上
。
…
…
広
成
子
南
首
而

臥
。
黄
帝
順
下
風
、
膝
行
而
進
、
再
拝
稽
首
而
問
（
黄
帝
、
立
ち
て
天
子
為
る
こ
と
十
九
年
、
令
は
天
下
に
行
わ
る
、
広
成
子
の
崆
峒
の

上
に
在
る
を
聞
く
。
…
…
広
成
子
、
南
首
し
て
臥
す
。
黄
帝
、
下
風
に
順し
た
がい

、
膝
行
し
て
進
み
、
再
拝
稽
首
し
て
問
う
）」。
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ま
た
《
古
鏡
》
に
こ
う
引
用
さ
れ
る
。〈
軒
轅
黄
帝
膝
行
進
崆
峒
、
問
道
乎
広
成
子
。
于
時
広
成
子
曰
、
鏡
是
陰
陽
本
、
治
身
長
久
、
自

有
三
鏡
〉（
軒
轅
黄
帝
、
膝
行
し
て
崆
峒
に
進
ん
で
道
を
広
成
子
に
問
う
。
時
に
広
成
子
曰
く
、「
鏡
は
是
れ
陰
陽
の
本
、
身
を
治
め
て

長
久
な
り
。
自
ら
三
鏡
あ
り
…
…
。」
た
だ
し
、
鏡
の
こ
と
は
『
荘
子
』
に
は
な
い
。

○
華
封　
『
荘
子
』
天
地
篇
「
堯
観
乎
華
。
華
封
人
曰
、
…
…
封
人
去
之
、
堯
随
之
曰
、
請
問
、
封
人
曰
、
退
已
（
堯
、
華
に
観あ

そ

ぶ
。
華
の

封さ
き
も
り人
曰
く
、
…
…
封
人
之
を
去
る
。
堯
こ
れ
に
随し

た
がい
て
曰
く
、
請
い
問
わ
ん
と
。
封
人
曰
く
、
退
か
ん
已の

み

）」。

＊
道
元
用
例

『
永
平
広
録
』
巻
八
法
語
「
俗
猶
有
崆
峒
・
華
封
之
拝
請
、
順
風
・
乗
雲
之
詞
、
播
于
百
世
（
俗
、
猶
お
崆
峒
・
華
封
の
拝
請
有
り
、
順

風
・
乗
雲
の
詞
、
百
世
に
播し

く
）」。

○
拝
請　

敬
っ
て
教
え
を
請
う
。

○
膝
行　

畏
れ
敬
う
気
持
ち
を
表
す
た
め
、
貴
人
の
前
な
ど
で
ひ
ざ
ま
ず
い
て
膝
で
進
退
す
る
こ
と
。

○
叩
頭　

頭
で
地
を
叩
く
意
味
で
、
頭
を
地
に
着
け
て
拝
礼
す
る
こ
と
。

○
と
ふ
し　

と
ふ
（
問
う
）
動
詞
（
連
用
形
の
「
と
ひ
」
と
な
る
の
が
普
通
）
＋
過
去
の
助
動
詞
「
き
」
の
連
体
形
「
し
」。

○
十
二
年
の
修
道　

通
説
は
出
家
し
て
か
ら
成
道
ま
で
を
六
年
と
す
る
。
道
元
は
『
普
勧
坐
禅
儀
』
で
「
矧
彼
祇
園
之
為
生
知
兮
、
端
坐

六
年
之
蹤
跡
可
見
（
い
わ
ん
や
彼
の
祇
園
の
生
知
た
る
、
端
坐
六
年
の
蹤
跡
見
る
べ
し
）」
と
六
年
と
し
て
い
る
の
に
、
こ
こ
で
は
〈
十
二

年
の
修
道
〉
と
い
う
。

『
渉
典
続
貂
』
は
「
普
曜
経
云
、
世
尊
十
九
出
家
、
十
二
年
修
道
、
卅
成
道
。
瑞
応
経
、
中
本
起
経
、
因
果
経
、
大
論
、
併
同
焉
」

（
三
〇
七
）
と
挙
げ
る
。
し
か
し
、『
普
曜
経
』
を
は
じ
め
、
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
経
典
で
十
九
歳
で
出
家
し
、
十
二
年
間
修
道
し
て
、

三
十
歳
で
成
道
と
い
う
記
事
は
な
い
。
失
訳
『
般
泥
洹
経
』
に
の
み
「
昔
我
出
家
、
十
有
二
年
、
道
成
得
仏
、
開
説
経
法
、
但
五
十
載

（
昔
、
我
、
出
家
し
て
十
有
二
年
、
道
成
じ
て
仏
を
得
、
経
法
を
開
き
説
く
は
、
但
五
十
載
な
り
。T

1,187c

）」
と
あ
る
。
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○
法
王
運
啓　

お
そ
ら
く
は
「
法
王
啓
運
」
の
こ
と
で
あ
り
、
法
王
が
仏
法
を
開
示
（
説
法
）
す
る
こ
と
。『
維
摩
経
』
仏
国
品
の
冒
頭
の

「
一
時
」
に
僧
肇
が
「
法
王
啓
運
嘉
集
之
時
也
。（
法
王
が
説
法
さ
れ
る
め
で
た
い
集
会
）」（『
注
維
摩
詰
経
』、
な
お
『
渉
典
続
貂
』
に
既

に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
成
道
と
解
し
た
の
は
誤
り
）
と
注
し
た
こ
と
に
よ
り
、
以
後
の
さ
ま
ざ
ま
な
注
疏
に
踏
襲
さ
れ
る
が
、「「
法
王

運
啓
」
あ
る
い
は
「
運
啓
」
の
語
は
見
当
た
ら
な
い
。
日
本
に
は
、「
法
王
運
啓
」
は
道
元
を
含
め
て
三
例
あ
り
、
空
海
撰
『
大
和
尚
奉

為
平
安
城
太
上
天
皇
潅
頂
文
』
に
見
え
る
「
幸
遇
諸
仏
応
化
金
輪
運
啓
之
朝
」（T

78,0001c

）
を
入
れ
れ
ば
、「
運
啓
」
は
四
例
で
あ
る
。

道
元
以
前
の
一
一
五
四
年
成
立
の
『
行
林
抄
』
第
十
五
に
「
一
代
諸
教
、
悉
雖
無
非
釈
迦
所
説
、
四
十
餘
年
、
未
顕
真
実
。
如
来
本
意
、

於
此
為
足
。（
一
代
諸
教
は
、
悉
く
釈
迦
の
所
説
に
非
ざ
る
無
き
と
雖
も
、
四
十
餘
年
、
未
だ
真
実
を
顕
わ
さ
ず
。
如
来
の
本
意
は
、
唯
だ

法
王
運
啓
の
嘉
会
の
時
、
鷲
峰
山
に
至
り
て
、
一
円
の
機
に
対
し
て
、
正
直
に
方
便
を
捨
て
、
但
だ
一
乗
道
を
説
く
に
在
り
。
出
世
の
本
意

は
、
此
に
於
い
て
足た

り
為た

り
）（T

76.127b

）
と
あ
り
、
道
元
は
こ
れ
に
な
ら
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
日
本
の
「
法
王
運
啓
」
は
「
法
王
啓

運
」
の
意
で
使
わ
れ
て
い
る
。

○
さ
か
ひ　

境
、
境
界
。

○
比
準　
「
比
」
は
比
べ
る
、「
準
」
は
推
し
量
る
意
味
が
あ
る
の
で
、
比
べ
て
推
し
量
る
。

【
現
代
語
訳
】

総
じ
て
、
山
は
国
土
世
間
に
属
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
、
山
を
愛
す
る
人
に
属
す
る
の
で
あ
る
。
山
が
た
し
か
に
そ
の

主
人
を
愛
す
る
と
き
、
聖
人
や
賢
人
、
高
徳
の
人
は
、
や
ま
に
入
る
の
で
あ
る
。
聖
人
賢
人
が
や
ま
に
住
む
と
き
は
、
や
ま

が
彼
ら
に
属
す
る
た
め
に
、
樹
が
鬱
蒼
と
し
、
石
も
古
色
蒼
然
と
な
る
の
で
あ
り
、
鳥
や
け
も
の
も
霊
気
を
帯
び
立
派
で
あ

る
。
こ
れ
は
聖
人
賢
人
が
徳
を
蒙
ら
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
る
が
よ
い
、
山
は
賢
を
好
む
ま
こ
と
が
あ
る
、
聖き

よ

い
も
の
を
好

む
ま
こ
と
が
あ
る
。
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帝
者
が
よ
く
山
に
行
幸
し
て
賢
人
を
礼
拝
し
、
大
聖
人
を
拝
問
す
る
の
は
、
昔
か
ら
今
に
い
た
る
優
れ
た
あ
り
方
で
あ

る
。
こ
の
と
き
師
に
対
す
る
礼
を
以
て
敬
う
の
は
、
民
間
の
法
に
準
ず
る
こ
と
で
は
な
い
。
聖
人
の
影
響
が
及
ぶ
と
こ
ろ
で

あ
り
、
山
が
賢
者
を
強
い
て
そ
う
さ
せ
る
こ
と
は
な
い
。
山
が
人
間
社
会
を
離
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
が
よ
い
。
崆
峒
や
華

封
（
を
訪
ね
た
）
そ
の
昔
、
黄
帝
が
彼
（
聖
人
で
あ
る
広
成
子
）
を
敬
っ
て
教
え
を
請
う
の
に
、
膝
で
い
ざ
っ
て
行
き
、
頭
を
地

に
つ
け
て
礼
拝
し
て
広
成
子
に
問
う
た
の
で
あ
る
。
釈
迦
牟
尼
仏
は
、
か
つ
て
父
王
の
王
宮
を
出
て
山
に
入
っ
た
。
そ
う
で

は
あ
る
け
れ
ど
も
、
父
王
は
（
そ
の
）
や
ま
を
恨
ま
な
い
。
父
王
は
や
ま
に
居
て
太
子
を
教
え
る
人
々
を
と
が
め
な
い
。（
釈

迦
の
成
道
ま
で
）
十
二
年
間
の
修
道
は
、
よ
く
山
に
居
た
。
法
王
（
大
乗
の
教
主
で
あ
る
釈
迦
）
が
法
を
開
示
さ
れ
た
の
も
、
山

に
居
た
の
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
転
輪
聖
王
で
さ
え
、
山
を
無
理
じ
い
は
し
な
い
。

し
る
が
よ
い
、
山
は
人
間
社
会
の
境
界
で
は
な
い
し
、
上
天
の
境
界
で
は
な
い
。
人
間
の
思
い
計
ら
う
推
測
を
も
っ
て
山

を
知
り
理
解
し
て
は
な
ら
な
い
。
も
し
人
間
社
会
の
「
流
れ
る
」（
と
い
う
言
葉
）
に
比
べ
る
こ
と
が
な
い
な
ら
ば
、
い
っ
た

い
誰
が
「
山
流
・
山
不
流
」
等
を
疑
う
だ
ろ
う
か
（
疑
い
は
し
な
い
）。

【
諸
訳
の
検
討
】

田
中
『
道
元
』

山
と
聖
賢
と
の
親
し
い
有
様
を
説
い
た
一
節
で
あ
る
。
…
…
互
ひ
に
思
い
思
は
れ
る
恋
慕
の
情
を
い
う
た
も
の
で
あ
る
。

道
元
に
、
今
日
山
に
帰
る
に
雲
喜
気
あ
り
、
山
を
愛
す
る
の
愛
初
よ
り
甚
だ
し
、
の
言
あ
る
所
以
で
あ
る
。
釈
迦
が
父
王
の

宮
殿
を
出
た
の
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
山
の
し
わ
ざ
で
あ
る
が
、
父
王
は
自
分
の
子
を
吸
引
し
さ
っ
た
と
こ
ろ
の
山
に
対
し

て
、
そ
の
尽
き
ぬ
恨
み
を
一
口
も
し
な
か
っ
た
。
…
…
人
の
山
に
入
る
は
、
人
の
入
る
と
こ
ろ
を
山
と
い
ふ
な
り
。
道
元
、

果
た
し
て
こ
の
一
句
を
許
す
や
否
や
。（
二
〇
六
―
二
〇
七
）
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或
は
、
こ
れ
を
許
す
。
何
故
な
ら
ば
山
は
凡
夫
の
あ
ら
か
じ
め
造
作
し
て
か
く
の
ご
と
く
あ
ら
し
め
た
山
で
は
な
い
か
ら

で
あ
る
。
…
…
し
か
し
、
或
は
こ
れ
を
許
さ
ぬ
。
何
故
な
ら
ば
、
人
の
入
る
と
こ
ろ
を
山
と
い
ふ
の
一
句
に
よ
っ
て
、
道
元

の
山
は
崩
壊
に
瀕
す
る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
、
人
あ
っ
て
志
を
立
て
、
入
る
べ
き
と
こ
ろ
に
入
る
な
ら
ば
、
若
田
若
里
も
山

と
な
り
、
く
さ
む
ら
も
山
と
な
り
、
市
井
も
山
と
な
る
。
道
元
に
、
市
井
を
山
と
認
ず
る
大
度
あ
り
や
、
ま
た
な
し
や
。
蓋

し
、
こ
れ
を
認
ず
れ
ば
、
山
は
沙
門
の
山
で
は
な
く
、
い
は
ゆ
る
賢
聖
の
山
で
も
な
く
な
る
。
…
…
そ
の
刹
那
に
道
元
の
皮

肉
骨
髄
は
、
そ
の
い
の
ち
を
失
墜
す
る
。
明
ら
か
に
古
仏
は
死
し
て
、
再
び
立
つ
こ
と
は
出
来
ぬ
。（
二
〇
八
）

帝
者
お
ほ
く
山
に
…
…
勝
躅
な
り
、
の
語
に
は
古
仏
の
死
臭
が
漾た
だ
よう
て
ゐ
る
。
古
今
の
勝
躅
と
嘆
じ
た
感
動
は
、
い
ま
で

は
色
褪
せ
て
、
そ
の
感
動
を
再
び
新
た
な
ら
し
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
…
…
か
か
る
局
量
の
山
を
打
破
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
と
き
、
古
仏
も
仏
祖
道
も
一
朝
の
夢
と
化
し
、
…
…
沙
門
道
元
も
、
自
己
の
発
す
る
死
臭
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
、
安

ら
か
に
静
か
に
、
そ
の
陥
っ
た
と
い
ふ
黄
泉
に
眠
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
沙
門
道
元
の
徹
底
死
は
、
醇
乎
た
る
日
本

人
道
元
の
誕
生
で
あ
る
。（
二
〇
八
―
二
〇
九
）

神
代
の
巻
を
神
代
の
実
事
と
し
て
信
じ
奉
る
と
い
ふ
態
度
を
、
し
っ
か
り
と
教
へ
て
く
れ
た
の
は
道
元
で
あ
っ
た
。

（
二
一
二
）

し
か
も
、
わ
れ
ら
は
、
飽
く
ま
で
道
元
を
日
本
人
と
し
、
日
本
を
証
せ
る
先
哲
と
す
る
。
道
元
を
醇
化
す
る
こ
と
が
抑
へ

難
い
一
念
と
な
る
の
は
、
こ
れ
が
た
め
で
あ
る
。（
二
一
三
）

…
…
天
子
を
迎
え
て
寝
て
を
る
な
ど
と
は
無
礼
千
万
な
奴
で
あ
る
。
黄
帝
は
え
ら
い
帝
王
と
し
て
聞
こ
え
て
ゐ
る
が
、
下

風
に
立
っ
て
膝
行
す
る
な
ど
と
は
言
語
道
断
で
あ
る
。
と
に
角
、
こ
ん
な
こ
と
は
古
今
の
勝
躅
で
は
な
い
。
支
那
だ
か
ら
、

こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ぬ
が
…
…
（
二
一
五
）
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（
検
討
）

道
元
は
田
中
の
い
う
よ
う
に
、
帰
山
の
句
（『
永
平
広
録
』
二
五
一
）
に
も
「
愛
」
と
い
う
詞
を
用
い
て
山
を
愛
し
た
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
田
中
は
道
元
が
聖
人
の
居
所
を
山
と
す
る
こ
と
が
非
常
に
気
に
入
ら
な
い
。
そ
し
て
「
人
の
入
る
と
こ
ろ

を
山
と
い
ふ
の
一
句
」
を
勝
手
に
拵
え
上
げ
、
そ
れ
で
道
元
の
山
が
崩
壊
す
る
と
、
次
々
に
妄
想
を
逞
し
く
す
る
。「
小
隠

は
野
に
隠
れ
、
大
隠
は
市
に
隠
る
」（
王
康
琚
「
反
招
隠
詩
」）
と
い
う
言
葉
は
あ
る
が
、
道
元
は
そ
の
よ
う
な
立
場
を
取
ら
な

か
っ
た
。
道
元
は
実
際
の
山
が
人
間
に
及
ぼ
す
影
響
（
功
徳
）
を
非
常
に
高
く
評
価
す
る
か
ら
こ
そ
、
山
に
こ
だ
わ
る
の
で

あ
る
が
、
田
中
に
は
そ
の
眼
目
が
見
失
わ
れ
て
い
る
。

「
帝
者
お
ほ
く
山
に
…
…
」
以
降
、
六
頁
に
亘
る
日
本
神
道
賛
美
は
、
戦
前
と
は
い
え
、「
道
元
を
醇
化
す
る
」
な
ど
と
思

い
上
が
り
、
道
元
が
「
神
代
の
巻
を
神
代
の
実
事
と
し
て
信
じ
」
る
こ
と
を
教
え
た
な
ど
デ
タ
ラ
メ
を
い
い
、
道
元
も
仏
道

も
こ
き
お
ろ
す
酷
い
も
の
で
あ
る
。「
天
子
」
す
な
わ
ち
時
の
権
力
者
を
賢
聖
よ
り
も
上
位
に
置
き
、「
支
那
だ
か
ら
…
…
」

と
今
で
は
差
別
的
用
語
と
さ
れ
る
言
葉
を
使
っ
て
憚
ら
な
い
の
は
、
ま
こ
と
に
恥
ず
か
し
い
。
彼
の
書
『
道
元
』
は
、
道
元

の
思
想
が
皇
国
思
想
の
鼓
吹
に
使
わ
れ
た
一
例
で
あ
る
が
、
今
も
道
元
研
究
者
で
も
あ
る
長
谷
川
三
千
子
は
日
本
会
議
の
代

表
委
員
の
一
人
。

古
田
『
私
釈
』

…
…
東
山
水
上
行
で
い
え
ば
水
の
水
た
る
を
究
め
知
っ
た
人
は
同
時
に
山
の
山
た
る
を
究
め
知
っ
た
人
で
も
あ
り
、

人
と
山
と
水
と
は
三
者
即
一
で
、
別
々
の
も
の
で
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
即
一
で
あ
る
点
、
人
が
山
を
愛
す
る
と

い
っ
て
も
、
山
が
人
を
愛
す
る
と
い
っ
て
も
変
り
は
な
い
の
で
あ
り
…
…
聖
賢
高
徳
と
呼
ば
れ
る
人
は
山
に
入
っ
て
山

と
一
体
と
な
る
の
で
あ
る
。（
九
六
）
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い
か
に
帝
王
の
聖
化
が
及
ん
だ
に
し
て
も
山
賢
を
無
理
に
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
あ
り
…
…
（
九
七
）

…
…
山
賢
と
も
い
う
べ
き
広
成
子
を
訪
ね
た
と
き
世
俗
の
権
威
を
も
っ
て
し
て
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た

一
由
来
を
の
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。（
九
八
）

法
王
は
釈
尊
の
こ
と
で
あ
り
、
運
啓
は
成
道
の
こ
と
で
あ
る
。
…
…
人
間
の
思
慮
分
別
か
ら
測
度
す
る
か
ら
流
不
流

の
議
論
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
山
は
そ
の
よ
う
な
議
論
と
は
無
関
係
に
…
…
す
べ
て
の
功
徳
を
具
現
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
龍
魚
の
知
見
の
よ
う
に
不
流
で
は
な
く
し
て
山
は
流
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
う
か
と
い
っ
て
も
人
間
が
水
を
眺
め
て

流
れ
て
い
る
と
お
も
っ
て
い
る
よ
う
に
流
れ
て
い
る
だ
け
で
も
な
い
の
で
あ
り
、
山
は
常
安
住
・
常
運
歩
で
あ
り
、
流

不
流
に
擬
著
す
べ
き
も
の
は
な
い
の
で
あ
る
。（
九
九
）

（
検
討
）

「
人
と
山
と
水
」
の
即
一
は
伝
統
解
釈
を
承
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
そ
う
解
釈
で
き
な
い
こ
と
は
す
で
に
論
じ
た
。
水

や
山
を
「
究
め
知
っ
た
人
」
と
い
う
が
、
人
間
が
山
や
水
を
究
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
こ
そ
、
後
で
〈
山
は
人
間
の
さ

か
ひ
に
あ
ら
ず
…
…
人
慮
の
測
度
を
も
て
、
山
を
知
見
す
べ
か
ら
ず
〉
と
い
わ
れ
る
。〈
聖
化
〉
は
帝
王
の
聖
化
が
及
ん
だ

の
で
は
な
く
、
聖
人
賢
人
の
感
化
で
あ
っ
て
、
文
意
は
黄
帝
が
広
成
子
を
拝
請
す
る
の
に
膝
行
な
ど
し
た
の
は
、
山
が
聖
人

賢
人
に
強
い
て
為
し
た
こ
と
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
山
賢
」
で
は
な
く
、「
山
」
が
主
語
で
、「
賢
」
は
目
的

語
で
あ
る
。
黄
帝
は
広
成
子
を
世
俗
の
権
威
で
ど
う
こ
う
し
よ
う
と
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
龍
魚
は
水
を
不
流
と
い
う
の
で

あ
る
が
、
こ
の
書
き
方
で
は
龍
魚
は
山
が
不
流
と
い
う
知
見
に
聞
こ
え
る
。「
人
間
が
水
を
眺
め
て
流
れ
て
い
る
と
お
も
っ

て
い
る
よ
う
に
」
と
い
う
が
、
水
の
こ
と
は
こ
こ
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
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安
谷
『
参
究
』

普
通
の
山
林
経
営
で
も
同
じ
こ
と
で
、
山
を
愛
す
る
人
が
い
る
と
、
そ
の
山
は
立
派
に
な
る
け
れ
ど
も
、
山
を
愛
し

な
い
人
が
持
つ
と
、
そ
の
山
は
荒
れ
放
題
に
な
る
。
人
と
境
は
い
つ
も
一
つ
だ
。
こ
れ
も
理
屈
で
は
な
く
て
事
実
だ
。

（
一
七
二
）

聖
天
子
の
徳
化
が
ゆ
き
わ
た
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
山
居
の
聖
賢
を
、
権
力
で
強
制
す
る
よ
う
な
こ
と
は
全
く
な

い
。（
一
七
三
）

「
運
啓
」
と
あ
る
の
は
、
法
運
の
啓
発
と
で
も
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
で
、
こ
こ
で
は
主
と
し
て
釈
尊
の
成
道
を
さ
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
…
…
浄
飯
王
も
太
子
が
山
に
這
入
ら
れ
た
の
を
、
無
理
に
山
か
ら
引
き
戻
そ
う
と
は
、
な
さ
ら

な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
「
輪
王
な
ほ
山
を
強
為
せ
ず
」
と
仰
せ
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
…
…
も
し
人
間
流
に

比
し
て
山
を
考
え
た
り
、
人
間
流
に
準
じ
て
山
を
考
え
た
り
し
な
け
れ
ば
、
だ
れ
で
も
山
流
山
不
流
を
疑
う
こ
と
は
な

い
じ
ゃ
な
い
か
。（
一
七
五
―
一
七
六
）

（
検
討
）

「
山
を
愛
す
る
人
が
い
る
と
…
…
」
と
い
う
の
は
、
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。〈
聖
化
〉
を
「
聖
天
子
の
徳
化
」
と
い
う
こ
と

の
批
判
は
、
前
の
古
田
の
検
討
で
述
べ
た
。〈
山
賢
〉
も
古
田
で
検
討
し
た
よ
う
に
「
山
居
の
聖
賢
」
で
は
な
い
。〈
運
啓
〉

も
古
田
の
解
釈
に
引
き
ず
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
浄
飯
王
を
転
輪
聖
王
と
は
い
う
ま
い
。
ま
た
〈
人
間
の
流
〉
と
は
、「
人

間
流
」
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。

内
山
『
味
わ
う
』

法
王
の
運
啓
と
は
、
運
を
ひ
ら
く
、
つ
ま
り
お
釈
迦
さ
ま
が
成
道
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。（
一
二
〇
）
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つ
ま
り
山
と
い
う
も
の
は
、
生
命
実
物
を
学
ぶ
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
人
間
的
世
界
の
話
で
は
な
く
、
人
間
の
生
存
的

尺
度
で
山
を
見
て
は
い
け
な
い
。
も
し
抽
象
概
念
を
実
在
化
す
る
人
間
の
頭
で
見
る
の
で
な
け
れ
ば
、
山
が
流
れ
て
い

る
と
い
っ
て
も
、
山
が
流
れ
て
い
な
い
と
い
っ
て
も
、
疑
う
と
こ
ろ
は
な
い
。（
一
二
〇
）

（
検
討
）

〈
運
啓
〉
の
こ
の
解
釈
は
、
た
び
た
び
出
て
お
り
、
古
釈
に
依
存
す
る
こ
と
が
危
う
い
一
例
で
あ
る
。〈
人
間
の
流
〉
は

「
人
間
の
生
存
的
尺
度
」
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。
ま
た
人
間
の
頭
は
「
抽
象
概
念
を
実
在
化
」
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

【
私
釈
】

〈
お
ほ
よ
そ
、
山
は
国
界
に
属
せ
り
と
い
へ
ど
も
、
山
を
愛
す
る
人
に
属
す
る
な
り
〉
と
道
元
は
い
う
。「
国
界
」
と
い
う

の
は
山
河
大
地
を
含
ん
だ
器
世
間
、
無
情
世
間
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
山
が
国
界
に
属
す
る
の
は
自
明
で
あ
る
。
そ
れ
を

〈
山
を
愛
す
る
人
に
属
す
る
〉
と
い
う
の
は
、
山
を
愛
す
る
人
は
人
間
で
有
情
で
あ
る
か
ら
、
山
は
有
情
（
衆
生
）
世
間
に
属

す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
道
元
は
こ
れ
ま
で
も
〈
山
の
山
児
を
生
ず
る
時
節
あ
り
、
山
の
仏
祖
と
な
る
道
理
〉（
一
章
三
節

一
）
な
ど
と
山
を
生
命
や
感
情
を
も
っ
た
有
情
の
よ
う
に
描
写
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。〈
愛
す
る
〉
と
い
う
言
葉
は
、
キ
リ

ス
ト
教
で
は
大
切
な
根
本
語
で
あ
る
が
、
仏
教
で
は
悪
い
意
味
が
大
部
分
で
あ
り
、
愛
欲
、
愛
執
、
渇
愛
、
我
愛
、
貪
愛
、

愛
著
、
愛
利
、
愛
名
な
ど
い
ず
れ
も
迷
の
あ
り
さ
ま
で
あ
り
、
良
い
意
味
は
慈
愛
、
愛あ

い

楽ぎ
ょ
う、
愛
語
な
ど
と
少
な
い
。
特
に
渇

愛
（taṇhā

タ
ン
ハ
ー
）
は
、
十
二
縁
起
の
最
初
に
無
明
と
共
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
根
本
的
迷
妄
で
あ
る
。
だ
が
道
元
は
「
山

を
愛
す
る
」
と
い
う
。
山
だ
け
で
な
く
、
道
元
が
「
愛
す
る
」
と
積
極
的
に
使
う
の
は
、
草
菴
白
屋
、
林
間
、
結
跏
趺
坐
、

坐
禅
、
真
龍
な
ど
、
そ
れ
に
自
己
で
あ
る
。

〈
草
菴
白
屋
は
、
古
聖
の
所
住
な
り
、
古
聖
の
所
愛
な
り
〉、〈
古
人
の
樹
下
に
居
し
、
林
間
に
す
む
、
在
家
出
家
と
も
に
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愛
す
る
所
住
な
り
〉、〈
唐
宣
宗
皇
帝
は
、
…
…
よ
の
つ
ね
に
結
跏
趺
坐
を
愛
す
、
…
…
い
ま
の
人
の
坐
禅
を
愛
す
る
あ
る
は
〉

以
上
《
行
持
》、〈
彫
龍
を
愛
す
る
よ
り
、
す
す
み
て
真
龍
を
愛
す
べ
し
〉《
坐
禅
箴
》、〈
こ
の
行
持
あ
ら
ん
身
心
み
づ
か
ら

も
愛
す
べ
し
〉《
行
持
》、〈
選
に
あ
た
ら
ん
自
己
と
し
て
は
、
自
愛
し
つ
べ
し
〉《
礼
拝
得
髄
》、〈
た
と
ひ
自
己
な
り
と
い
え

ど
も
、
た
ふ
と
ぶ
べ
し
、
愛
す
べ
し
〉《
伝
衣
》

つ
ま
り
自
己
以
外
は
坐
禅
に
関
す
る
こ
と
と
居
所
な
の
で
あ
る
。
道
元
の
居
所
は
洛
中
で
は
な
く
、
深
草
や
越
前
の
山
中

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
山
に
対
す
る
「
愛
」
は
山
居
の
偈
に
〈
我
、
山
を
愛
す
る
時
、
山
、
主
を
愛
す
〉
が
あ
る
し
、
田
中
が

引
用
し
た
鎌
倉
か
ら
の
帰
山
上
堂
も
あ
り
、
さ
ら
に
「
尽
未
来
際
、
吉
祥
山
を
離
れ
ざ
る
示
衆
」
で
も
、
最
後
は
〈
古
仏
の

修
行
、
多
く
山
に
あ
り
、
春
秋
冬
夏
ま
た
山
に
居
す
、
永
平
古い

に
し
えの
蹤
跡
を
慕
わ
ん
と
欲
し
て
、
十
二
時
中
常
に
山
に
在
り
〉

と
な
っ
て
い
る
。
ど
ん
な
に
山
の
自
然
、
た
た
ず
ま
い
を
道
元
が
愛
し
た
か
が
分
か
る
。

〈
山
か
な
ら
ず
主
を
愛
す
る
と
き
、
聖
賢
・
高
徳
、
や
ま
に
い
る
な
り
。
聖
賢
や
ま
に
す
む
と
き
、
や
ま
、
こ
れ
に
属
す

る
が
ゆ
え
に
、
樹
石
鬱
茂
な
り
、
禽
獣
霊
秀
な
り
。
こ
れ
聖
賢
の
徳
を
か
う
ぶ
ら
し
む
る
ゆ
え
な
り
。
し
る
べ
し
、
山
は
賢

を
こ
の
む
実
あ
り
、
聖
を
こ
の
む
実
あ
り
〉
は
、
山
と
聖
賢
の
相
互
の
愛
情
、
相
互
影
響
を
描
写
し
て
い
る
。
山
が
国
界
と

い
う
よ
り
、
有
情
界
に
属
す
る
か
ら
、
山
が
人
を
愛
す
る
の
で
あ
る
。
樹
石
鬱
茂
で
あ
り
、
禽
獣
霊
秀
な
の
は
、
や
ま
に
住

む
賢
聖
の
徳
の
感
化
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
節
で
は
〈
山
〉
十
二
回
と
〈
や
ま
〉
五
回
が
使
わ
れ
る
が
、
特
に
区
別
し
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。

〈
聖
賢
や
ま
に
〉
が
「
聖
賢
山
に
」
と
な
れ
ば
、
山
の
名
前
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
、〈
父
王
、
や
ま
を
〉
を

「
父
王
山
を
」
と
し
な
い
の
も
、
同
様
の
理
由
で
あ
ろ
う
。

〈
帝
者
お
ほ
く
山
に
幸
し
て
、
賢
人
を
拝
し
、
大
聖
を
拝
問
す
る
は
、
古
今
の
勝
躅
な
り
。
こ
の
と
き
、
師
礼
を
も
て
う

や
ま
ふ
、
民
間
の
法
に
準
ず
る
こ
と
な
し
。
聖
化
の
お
よ
ぶ
と
こ
ろ
、
ま
た
く
山
賢
を
強
為
す
る
こ
と
な
し
。
山
の
、
人
間
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を
は
な
れ
た
る
こ
と
、
し
り
ぬ
べ
し
。
崆
峒
・
華
封
の
そ
の
か
み
、
黄
帝
こ
れ
を
拝
請
す
る
に
、
膝
行
し
て
、
叩
頭
し
て
、

広
成
に
と
ふ
し
な
り
〉

次
に
山
に
い
る
聖
人
を
黄
帝
が
訪
問
し
た
事
跡
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
こ
で
も
目
を
つ
け
る
べ
き
一
句
は
、〈
聖
化
の
お
よ

ぶ
と
こ
ろ
、
ま
た
く
山
賢
を
強
為
す
る
こ
と
な
し
。
山
の
、
人
間
を
は
な
れ
た
る
こ
と
し
り
ぬ
べ
し
〉
で
あ
る
。
前
に
言
及

し
た
ほ
と
ん
ど
の
解
釈
（
古
田
、
安
谷
、
森
本
『
花
開
』）
が
、〈
聖
化
〉
を
帝
王
の
徳
化
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
文
脈
、
あ
る

い
は
《
山
水
経
》
の
ど
こ
に
も
帝
王
の
徳
な
ど
を
思
わ
せ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
田
中
の
皇
国
思
想
は
言
語
道
断
だ
と
し
て

も
、
み
な
世
俗
の
帝
王
に
徳
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
は
本
文
に
〈
聖
賢
の
徳
を
か
う
ぶ
ら
し
む
る
ゆ
え

な
り
〉
と
あ
り
、〈
聖
化
〉
が
「
聖
人
賢
人
の
徳
」
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
よ
う
が
な
い
。
ま
た
「
山
賢
」
と
熟
語
に
取
る
解

釈
が
多
い
（「
賢
聖
の
山
」
田
中
、「
山
賢
と
も
い
う
べ
き
広
成
子
」
古
田
、「
山
居
の
聖
賢
」
安
谷
、「『
山
』
の
賢
者
」
森
本
）
が
、
こ
こ

は
、
テ
キ
ス
ト
と
は
異
な
る
が
、「
山
」
で
読
点
が
打
た
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
こ
で
切
れ
て
「
山
」
が
主
語
と
な
り
、
目

的
語
が
〈
賢
を
〉
と
な
り
、
賢
聖
の
感
化
力
が
そ
う
す
る
の
で
あ
っ
て
、
山
が
強
い
て
賢
者
に
帝
王
に
拝
す
る
よ
う
に
さ
せ

て
い
る
の
で
は
な
い
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

ま
た
〈
山
の
、
人
間
を
は
な
れ
た
る
こ
と
、
し
り
ぬ
べ
し
〉
と
い
わ
れ
る
の
は
、
山
と
人
と
の
相
互
影
響
と
い
っ
て
も
、

直
接
、
山
と
人
が
、
互
い
に
何
か
を
為
す
の
で
は
な
い
。
山
が
人
を
強
為
し
な
い
の
は
、
山
は
人
間
と
隔
絶
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

〈
釈
迦
牟
尼
仏
、
か
つ
て
父
王
の
宮
を
い
で
て
山
へ
い
れ
り
。
し
か
あ
れ
ど
も
、
父
王
、
や
ま
を
う
ら
み
ず
。
父
王
、
や

ま
に
あ
り
て
太
子
を
を
お
し
ふ
る
と
も
が
ら
を
、
あ
や
し
ま
ず
。
十
二
年
の
修
道
お
ほ
く
山
に
あ
り
。
法
王
の
運
啓
も
在
山

な
り
〉。

つ
い
で
、
や
っ
と
外
典
で
は
な
く
仏
典
の
釈
迦
の
父
王
と
山
の
事
跡
が
語
ら
れ
る
。
だ
が
、
註
釈
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
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十
二
年
山
で
修
行
し
た
と
い
う
よ
う
な
記
載
は
稀
で
あ
る
。
そ
れ
を
記
す
『
般
泥
洹
経
』
に
も
山
で
の
修
行
は
い
わ
れ
て
い

な
い
。「
運
啓
」
は
、
道
元
が
見
た
可
能
性
の
あ
る
『
行
林
抄
』（
そ
の
出
典
の
『
維
摩
詰
経
註
』
で
は
「
啓
運
」）
の
用
法
通
り
、

教
主
（
法
王
）
が
鷲
峰
（
霊
鷲
）
山
に
出
か
け
て
説
法
し
た
こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
道
元
が
な
ん
と
か
山
と
仏
と
の
関
連

の
語
句
を
、
外
典
以
外
の
記
載
と
し
て
仏
典
を
探
し
て
加
え
た
と
思
わ
れ
る
。

じ
っ
さ
い
に
は
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
は
故
郷
カ
ピ
ラ
ヴ
ァ
ス
ト
ゥ
か
ら
大
都
市
国
家
マ
ガ
ダ
に
向
か
っ
て
出
奔
し
た
。
私

は
カ
ピ
ラ
ヴ
ァ
ス
ト
ゥ
を
訪
ね
た
時
、
ゴ
ー
タ
マ
が
北
に
聳
え
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
に
向
か
っ
て
で
は
な
く
、
南
下
し
て
都
会
に

赴
い
た
こ
と
に
、
深
い
感
銘
を
覚
え
た
記
憶
が
あ
る
。
世
を
捨
て
る
の
で
は
な
く
、
小
国
家
群
が
大
帝
国
へ
呑
み
込
ま
れ
て

い
く
大
変
化
の
時
代
に
あ
っ
て
、
歴
史
的
社
会
的
問
題
の
只
中
に
身
を
お
い
た
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

〈
ま
こ
と
に
輪
王
、
な
ほ
山
を
強
為
せ
ず
。
し
る
べ
し
、
山
は
人
間
の
さ
か
ひ
に
あ
ら
ず
、
上
天
の
さ
か
ひ
に
あ
ら
ず
。
人

慮
の
測
度
を
も
て
、
山
を
知
見
す
べ
か
ら
ず
、
も
し
人
間
の
流
に
比
準
せ
ず
ば
、
た
れ
か
山
流
、
山
不
流
等
を
疑
著
せ
ん
〉

山
は
〈
人じ

ん

間か
ん

を
は
な
れ
〉
て
い
る
こ
と
が
い
わ
れ
た
が
、
こ
こ
で
ふ
た
た
び
〈
山
は
人
間
の
さ
か
ひ
に
あ
ら
ず
…
…
〉
と

人
間
の
境
界
で
も
天
の
境
界
で
も
な
い
、
と
い
わ
れ
る
。
山
と
人
間
の
隔
絶
は
人
間
の
側
か
ら
い
わ
れ
る
と
き
、〈
輪
王
、

な
ほ
山
を
強
為
せ
ず
〉
と
な
る
。〈
せ
ず
〉
と
い
う
の
は
、
そ
も
そ
も
転
輪
聖
王
で
さ
え
そ
れ
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

山
と
人
間
は
そ
の
境
界
が
異
な
る
。
だ
か
ら
人
間
の
慮
知
や
推
測
を
も
っ
て
は
山
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
同
じ
よ
う

な
こ
と
が
、
山
の
〈
流
〉
に
関
し
て
、
人
間
の
知
見
す
る
〈
流
〉
に
比
べ
推
し
量
る
こ
と
が
な
か
っ
た
ら
、
そ
も
そ
も
〈
山

流
、
山
不
流
等
〉
を
う
ん
ぬ
ん
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
人
が
見
て
い
る
山
、
知
っ
て
い
る
山
は
、
如
実

の
山
で
は
な
い
の
だ
。
そ
の
こ
と
は
最
後
の
段
落
で
言
及
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
も
し
〈
人
間
の
流
〉
が
、
人
間
が
知
見
す
る
流
で
は
な
く
人
間
自
身
の
流
を
指
す
と
し
た
ら
、
ど
う
解
釈
で
き

よ
う
か
。
人
間
が
〈
流
〉
で
あ
る
こ
と
は
、〈
人
、
舟
に
の
り
て
ゆ
く
に
、
目
を
め
ぐ
ら
し
て
き
し
を
み
れ
ば
、
き
し
の
う
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つ
る
と
あ
や
ま
る
。
め
を
し
た
し
く
ふ
ね
に
つ
く
れ
ば
、
ふ
ね
の
す
す
む
を
し
る
〉《
現
成
公
案
》
と
あ
る
よ
う
に
、
人
が

移
る
、
人
は
流
な
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
《
都
機
》
で
は
次
の
よ
う
に
諸
法
と
自
己
の
双
方
の
「
流
」
が
言
わ
れ
る
。〈
舟

と
岸
と
同
時
同
道
し
て
同
歩
同
運
す
る
こ
と
、
起
止
に
あ
ら
ず
、
流
転
に
あ
ら
ず
…
…
〉。

人
と
万
物
も
同
時
同
道
し
て
同
歩
同
運
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
ど
ち
ら
か
が
止
ま
っ
た
り
、
運
動
し
た
り
し
て
い
る
の

で
は
な
い
。
あ
る
い
は
〈
人
物
身
心
の
無
常
な
る
こ
れ
仏
性
な
り
〉《
仏
性
》
と
人
の
身
心
の
無
常
が
い
わ
れ
、
十
二
巻
本

で
は
〈
わ
れ
ら
が
寿
行
、
生
滅
刹
那
、
流
転
捷
疾
な
る
こ
と
、
か
く
の
ご
と
し
〉《
発
菩
提
心
》
と
人
の
生
涯
の
流
が
い
わ

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
の
余
地
が
皆
無
だ
と
も
思
え
な
い
。
一
章
二
節
に
〈
山
の
運
歩
は
人
の
運
歩
の
ご
と
く
な
る
べ
き

が
ゆ
え
に
、
人
間
の
行
歩
に
お
な
じ
く
み
え
ざ
れ
ば
と
て
、
山
の
運
歩
を
う
た
が
ふ
こ
と
な
か
れ
。
…
…
自
己
の
運
歩
を
し

ら
ん
が
ご
と
き
、
ま
さ
に
青
山
の
運
歩
を
も
し
る
べ
き
な
り
〉
と
い
わ
れ
て
い
た
。
山
の
運
歩
は
、
山
の
流
で
あ
る
。
自
己

の
運
歩
は
人
間
の
流
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
人
間
の
〈
流
〉
と
比
べ
る
こ
と
が
な
い
な
ら
、
山
の
流
・
不
流
も
、
疑
問

に
思
っ
て
参
究
す
る
こ
と
も
な
い
だ
ろ
う
、
と
言
わ
れ
て
い
る
。

三
節　

賢
聖
と
水

あ
る
ひ
は
む
か
し
よ
り
の
賢
人
・
聖
人
、
ま
ま
に
水
に
す
む
も
あ
り
。
水
に
す
む
と
き
、
魚
を
つ
る
あ
り
、
人
を
つ

る
あ
り
、
道
を
つ
る
あ
り
。
こ
れ
と
も
に
、
古
来
、
水
中
の
風
流
な
り
。
さ
ら
に
す
す
み
て
、
自
己
を
つ
る
あ
る
べ
し
、

釣
を
つ
る
あ
る
べ
し
、
釣
に
つ
ら
る
る
あ
る
べ
し
、
道ど

う

に
つ
ら
る
る
あ
る
べ
し
。

む
か
し
徳と

く

誠じ
ょ
う

和
尚
、
た
ち
ま
ち
に
薬
山
を
は
な
れ
て
江
心
に
す
み
し
、
す
な
は
ち
華
亭
江
の
賢
聖
を
え
た
る
な
り
。

魚
を
つ
ら
ざ
ら
ん
や
、
人
を
つ
ら
ざ
ら
ん
や
、
水
を
つ
ら
ざ
ら
ん
や
、
み
づ
か
ら
を
つ
ら
ざ
ら
ん
や
。
人
の
、
徳
誠
を

み
る
こ
と
を
う
る
は
、
徳
誠
な
り
。
徳
誠
の
、
人
を
接
す
る
は
、
人
に
あ
ふ
な
り
。
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［
注
釈
］

○
ま
ま
に　
「
間
間
に
」、
と
き
ど
き
、
と
き
た
ま
の
意
。『
文
学
大
系
』
は
「
い
く
ら
で
も
あ
る
」
と
注
し
て
い
る
が
、
古
語
辞
典
に
そ
の

よ
う
な
用
法
は
な
い
。

○
魚
を
つ
る
あ
り　

例
え
ば
玄
沙
師
備
、
南
台
江
の
漁
師
で
あ
っ
た
。《
一
顆
明
珠
》
参
照
。

○
人
を
つ
る
あ
り　

後
に
出
る
船
子
徳
誠
が
夾
山
善
会
を
得
た
こ
と
な
ど
。『
渉
典
続
貂
』（
三
〇
八
）
は
『
五
灯
会
元
』
巻
七
、
岩
頭
章

（X
80n1565

、233a
）
を
も
引
く
。

○
道
を
つ
る　
『
渉
典
続
貂
』
は
「
洞
山
、
視
影
於
過
水
。
東
坡
、
聞
流
於
廬
山
」（
三
〇
八
）
を
引
く
が
、
両
方
と
も
「
釣
る
」
と
い
う

契
機
は
な
い
の
で
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
。

○
風
流　

①
遺
風
、
な
ご
り
。
②
雅
や
か
な
こ
と
、
高
尚
な
お
も
む
き
。
③
態
度
。
④
様
子
な
ど
。
こ
こ
で
は
①
と
②
を
あ
わ
せ
た
よ
う

な
意
味
か
。

○
釣
に
つ
ら
る
る
あ
る
べ
し　

釣
に
於
い
て
、
釣
ら
れ
る
、
と
解
せ
ば
、
例
え
ば
太
公
望
。
渭い

水す
い

で
釣
を
し
て
い
て
、
周
の
文
王
に
見
い

だ
さ
れ
た
。

○
徳
誠
和
尚　

薬
山
の
法
嗣
（
生
没
年
不
詳
）。

「
華
亭
船
子
和
尚
、
名
徳
誠
。 

嗣
薬
山
。
嘗
於
華
亭
。
呉
江
汎
一
小
舟
、
時
謂
之
船
子
和
尚
（
華
亭
船
子
和
尚
。
名
は
徳
誠
。
薬
山
に
嗣

ぐ
。
か
つ
て
華
亭
に
お
い
て
呉
江
に
一
小
舟
を
汎う
か

ぶ
。
時
に
之
を
船
子
和
尚
と
謂
う
）」（『
景
徳
伝
灯
録
』T

51,p315b

）。

○
江
心　

大
き
な
河
の
中
心　

こ
こ
で
は
呉
松
江
の
中
心
。
呉
松
江
は
唐
代
に
は
川
幅
が
一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
あ
っ
た
。
上
海
で
黄
浦

江
と
合
流
。

○
華
亭　

中
国
上
海
市
松
江
区
の
古
称
。『
聯
灯
会
要
』
に
「
秀
州
華
亭
船
子
徳
誠
禅
師
」
と
あ
る
。
秀
州
は
今
の
浙
江
省
嘉
興
市
か
ら
上

海
市
呉
淞
江
以
南
の
地
区
。
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○
華
亭
江
の
賢
聖　

夾
山
善
会
禅
師
を
指
す
。

「
師
嘗
謂
同
参
道
吾
曰
。
他
後
有
霊
利
坐
主
指
一
箇
来
。
道
吾
後
激
勉
京
口
和
尚
善
会
参
礼
師
。
師
問
曰
。
坐
主
住
甚
寺
。
会
曰
。
寺
即

不
住
。
住
即
不
似
。
師
曰
。
不
似
似
箇
什
麼
。
会
曰
。
目
前
無
相
似
。
師
曰
。
何
処
学
得
来
。
曰
。
非
耳
目
之
所
到
。
師
笑
曰
。
一
句

合
頭
語
万
劫
繋
驢
橛
。
垂
糸
千
尺
意
在
深
潭
。
離
鉤
三
寸
速
道
速
道
。
会
擬
開
口
。
師
便
以
篙
撞
在
水
中
。
因
而
大
悟
。
師
当
下
棄
舟

而
逝
。
莫
知
其
終
（
師
、
か
つ
て
同
参
の
道
吾
に
謂
い
て
曰
く
、
他
後
に
霊
利
の
坐
主
あ
ら
ば
一
箇
を
指む

か

わ
し
め
来
れ
。
道
吾
は
後
に
京
口

和
尚
善
会
を
激
勉
し
て
師
に
参
礼
せ
し
む
。
師
、
問
い
て
曰
く
、
坐
主
は
甚
の
寺
に
住
す
る
や
。
会
曰
。
寺
は
即
ち
住
さ
ず
。
住
せ
ば
即
ち

似
ず
。
師
曰
く
、
似
ざ
る
は
箇
の
甚な

に麼
に
か
似
ざ
る
。
会
曰
く
、
目
前
相
い
似
る
無
し
。
師
曰
く
、
何
処
よ
り
か
学
得
し
来
る
。
曰
く
、
耳

目
の
到
る
所
に
非
ず
。
師
笑
っ
て
曰
く
、
一
句
合
頭
の
語
、
万
劫
の
繋
驢
橛
。
糸
を
垂
れ
て
千
尺
、
意
は
深
潭
に
あ
り
。
鉤は
り

を
離
れ
て
三

寸
、
速
か
に
道
え
、
速
か
に
道
え
。
会
、
開
口
を
擬
す
。
師
、
便
ち
篙さ
お

を
も
っ
て
水
中
に
撞
在
す
る
に
、
因
り
て
大
悟
す
。
師
、
当
下
に
舟

を
棄
て
て
逝
き
、
そ
の
終
り
を
知
ら
ず
）」（『
景
徳
伝
灯
録
』T

51,315b

）。

な
お
『
聯
灯
会
要
』
巻
二
十
一
に
も
詳
し
く
出
て
、『
永
平
広
録
』
巻
八
法
語
八
に
載
る
の
は
そ
れ
に
近
い
。

○
ざ
ら
ん
や　

打
消
の
助
動
詞
「
ず
」
の
未
然
形
「
ざ
ら
」
＋
推
量
の
助
動
詞
「
む
」
＋
係
助
詞
「
や
」（
反
語
）
～
し
な
い
こ
と
が
あ

ろ
う
か
。

【
現
代
語
訳
】

あ
る
い
は
、
昔
か
ら
賢
人
や
聖
人
は
、
時
々
水
（
辺
）
に
住
む
者
も
い
る
。（
か
れ
ら
が
）
水
（
辺
）
に
住
む
折
に
、
魚
を
釣

る
者
が
あ
り
、
人
を
釣
る
者
が
あ
り
、
道
を
釣
る
者
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
み
な
昔
か
ら
の
水
中
の
高
尚
な
遺
風
で
あ
る
。
さ

ら
に
す
す
ん
で
自
己
を
釣
る
者
が
あ
る
だ
ろ
う
、
釣
を
釣
る
者
が
あ
る
だ
ろ
う
、
釣
に
釣
ら
れ
る
者
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
道

に
釣
ら
れ
る
者
が
あ
る
だ
ろ
う
。

む
か
し
徳
誠
和
尚
は
、（
法
を
得
て
か
ら
会
昌
の
廃
仏
の
た
め
）
た
だ
ち
に
薬
山
を
は
な
れ
て
、
大
き
な
河
の
真
中
に
（
船
を
浮



299

禅文化研究所紀要 第36号（令和5年5月）

か
べ
て
）
住
ん
だ
、
そ
の
華
亭
江
の
賢
聖
（
夾
山
）
を
得
た
の
で
あ
る
。
魚
を
釣
ら
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
、
人
を
釣
ら
な
い

こ
と
が
あ
ろ
う
か
、
水
を
釣
ら
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
、
み
ず
か
ら
を
釣
ら
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
人
（
夾
山
）
が
徳
誠

に
相
見
で
き
た
の
は
、
徳
誠
（
が
し
か
る
べ
き
人
だ
か
ら
）
で
あ
る
。
徳
誠
が
人
（
夾
山
）
を
接
得
す
る
の
は
、（
法
を
伝
え
る
し

か
る
べ
き
）
人
に
会
う
の
で
あ
る
。

【
諸
釈
の
検
討
】

田
中
『
道
元
』

こ
の
一
節
は
、「
啓
迪
」
の
提
唱
が
説
き
得
て
妙
を
極
め
て
ゐ
る
か
ら
、
そ
の
要
を
記
し
て
置
く
。
…
…

さ
ら
に
蛇
足
す
る
な
ら
ば
、
人
を
つ
る
あ
り
、
道
を
つ
る
あ
り
、
の
と
こ
ろ
で
、
人
と
道
と
の
一
如
を
学
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。
道
元
が
、
こ
れ
人
に
逢
ふ
な
り
、
と
い
ふ
と
き
の
人
は
、
そ
う
い
ふ
人
で
あ
る
。（
二
一
八
―
二
一
九
）

自
己
を
つ
る
あ
る
べ
し
、
釣
を
つ
る
あ
る
べ
し
は
、
確
か
に
能
所
の
対
峙
を
払
う
言
葉
、
言
ひ
か
へ
る
と
自
己
が
釣

に
な
り
き
る
消
息
で
あ
る
。
…
…
釣
に
つ
ら
る
る
あ
る
べ
し
、
道
に
つ
ら
る
る
あ
る
べ
し
。
…
…
こ
れ
は
能
所
を
払
っ

て
、
さ
ら
に
こ
れ
を
透
脱
す
る
言
葉
で
あ
る
…
…
山
に
入
る
の
で
は
な
く
、
山
に
引
か
れ
て
、
わ
が
身
あ
り
と
も
思
わ

ぬ
。
こ
れ
を
釣
に
つ
ら
れ
、
道
に
釣
ら
れ
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
た
だ
わ
が
身
を
も
心
を
も
、
は
な
ち
わ
す
れ
て
、
仏

の
い
へ
に
な
げ
い
れ
て
、
仏
の
か
た
よ
り
お
こ
な
は
れ
て
、
こ
れ
に
し
た
が
ひ
も
て
ゆ
く
…
…
生
死
の
巻
に
は
、
か
や

う
な
言
葉
が
あ
る
。
こ
の
心
持
は
、
依
水
の
透
脱
を
学
す
る
と
き
、
す
で
に
十
分
に
用
意
し
た
か
ら
、
す
ら
り
と
通
れ

る
筈
で
あ
る
。（
二
二
〇
―
二
二
一
）

人
と
は
夾
山
の
意
を
こ
め
た
言
葉
で
あ
る
。
夾
山
が
徳
誠
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
夾
山
も
と
よ
り
徳
誠
な
り

し
が
故
で
あ
ら
う
。
師
資
一
枚
と
い
ひ
、
師
勝
資
強
と
い
ふ
の
は
、
こ
の
消
息
で
あ
る
。
…
…
接
す
る
は
接
得
す
る
こ
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と
、
一
箇
半
箇
を
打
出
す
る
こ
と
で
あ
る
。（
二
二
五
）

（
検
討
）

は
じ
め
は
『
御
聴
書
抄
』
の
能
所
の
二
を
立
て
な
い
と
い
う
解
釈
と
似
た
よ
う
な
も
の
だ
が
、「
人
と
道
と
の
一
如
」
な

ど
は
道
元
は
説
い
て
い
な
い
。〈
道
に
つ
ら
る
る
〉
を
《
生
死
》
巻
で
解
釈
す
る
の
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
人
と
は
夾

山
の
…
…
」
以
下
は
妥
当
だ
ろ
う
。
た
だ
「
夾
山
も
と
よ
り
徳
誠
な
」
り
と
い
う
言
い
方
は
誤
解
を
招
く
。［
水
野
訳
］
が

「
徳
誠
に
会
う
こ
と
が
で
き
た
の
は
、（
善
会
が
）
徳
誠
だ
っ
た
の
で
あ
る
」
と
あ
る
の
は
、
そ
の
誤
解
の
継
承
だ
と
思
わ
れ

る
。

古
田
『
私
釈
』

釣
ら
れ
た
魚
も
水
の
功
徳
で
あ
り
、
釣
る
人
も
水
の
功
徳
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
釣
る
も
の
釣
ら
れ
る
も
の
も
即
一
で

あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
、
人
が
魚
を
釣
る
と
い
う
こ
と
は
、
人
を
釣
る
と
い
っ
て
も
い
い
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
。「
道
を
つ
る
あ
り
」
は
、
…
…
人
間
の
思
慮
分
別
の
測
度
の
及
ば
な
い
と
こ
ろ
を
説
こ
う
と
す
る
だ
け
に
重

ね
て
こ
う
も
い
っ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。（
一
〇
〇
）

釣
る
も
の
と
釣
ら
れ
る
も
の
と
が
一
体
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
一
体
に
な
っ
た
も
の
が
遺
存
し
て
い
る
の
で
は

「
釣
を
つ
る
」
と
は
い
わ
れ
な
い
の
で
あ
り
、
そ
の
一
体
と
な
っ
た
も
の
さ
え
も
釣
る
な
か
に
融
没
し
て
い
る
の
で
な

く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。（
一
〇
一
）

こ
こ
の
と
こ
ろ
を
『
聞
解
』
に
よ
る
と
…
…
真
の
空
性
水
と
呼
ば
れ
る
水
が
特
別
に
あ
る
と
す
る
と
、
と
か
く
誤
解

を
招
き
や
す
く
な
る
の
で
こ
う
い
う
こ
と
は
い
わ
な
い
方
が
無
難
で
は
な
い
か
と
思
う
し
、
ま
た
妥
当
の
よ
う
で
も
な

い
の
で
取
ら
な
い
方
が
い
い
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
い
わ
ん
と
す
る
趣
意
は
了
解
で
き
よ
う
。『
御
抄
』
は
徳
誠
と
夾
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山
と
の
出
会
い
を
記
し
た
後
に
「
魚
は
魚
を
つ
り
、
水
は
水
を
つ
り
、
人
は
人
を
つ
る
」
と
極
め
て
簡
略
に
こ
の
と
こ

ろ
を
ふ
れ
て
い
る
が
、「
魚
は
」「
水
は
」「
人
は
」
と
し
た
の
で
は
、
原
文
の
意
に
合
わ
な
い
の
で
あ
り
、
徳
誠
が
魚

を
つ
り
、
水
を
つ
り
、
人
を
つ
り
、
徳
誠
が
徳
誠
を
つ
る
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。（
一
〇
三
―
一
〇
四
）

『
私
記
』
の
解
釈
は
徳
誠
と
夾
山
の
間
の
嗣
法
の
消
息
を
伝
え
る
説
明
と
し
て
は
面
白
い
が
、
こ
の
場
合
は
徳
誠
と

夾
山
と
の
間
の
嗣
法
の
消
息
を
述
べ
る
の
が
趣
旨
で
は
な
い
の
で
、『
私
記
』
の
よ
う
な
解
釈
に
だ
け
と
ど
ま
る
の
は

一
考
を
要
す
る
の
で
あ
り
、『
御
抄
』
の
よ
う
に
こ
の
所
を
釈
し
た
方
が
適
切
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。（
一
〇
四
）

（
検
討
）

古
田
も
能
所
一
体
（
釣
る
人
と
釣
ら
れ
た
魚
）
を
金
科
玉
条
に
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
だ
が
道
元
に
は
能
所
一

体
と
い
う
発
想
は
な
い
。
諸
法
と
自
己
の
相
互
の
関
わ
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
水
に
ち
な
ん
で
「
釣
る
」
と
い
う
か
か
わ
り

を
軸
に
展
開
し
て
い
る
の
に
、
そ
れ
が
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。
水
に
ち
な
む
「
釣
り
」
の
特
筆
す
べ
き
も
の
が
、
徳
誠
が
水

を
機
縁
に
夾
山
に
道
を
伝
え
た
と
い
う
「
嗣
法
の
消
息
」
で
あ
る
。「
人
を
つ
ら
ん
や
」「
道
に
つ
ら
る
る
」「
み
づ
か
ら
を

つ
る
」
な
ど
は
、
こ
の
因
縁
を
め
ぐ
っ
て
意
味
を
も
つ
言
葉
で
あ
る
。
そ
れ
が
ま
っ
た
く
見
ら
れ
て
い
な
い
。

安
谷
『
参
究
』

　

人
を
釣
る
こ
と
は
比
較
的
た
や
す
い
が
、
自
己
を
釣
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
人
の
欠
点
は
み
え
る
が
、
自
己
の
欠

点
は
な
か
な
か
見
え
に
く
い
。　

…
…
そ
れ
か
ら
、
只
管
打
坐
は
金
鱗
に
適
す
る
坐
禅
だ
。
今
日
の
め
だ
か
は
、
公
案

の
餌
を
ぶ
ら
さ
げ
て
さ
え
、
な
か
な
か
食
い
つ
い
て
こ
な
い
。
そ
れ
で
禅
宗
禅
な
し
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
…
…
「
釣
を

つ
る
」
と
は
、
坐
禅
が
坐
禅
す
る
こ
と
だ
。「
釣
に
つ
ら
る
る
」
と
は
、
坐
禅
に
坐
禅
を
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
だ
。「
道
に

つ
ら
る
る
」
と
は
仏
道
に
引
廻
さ
れ
る
こ
と
だ
。（
一
七
八
）
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（
検
討
）

安
谷
師
は
「
釣
る
」
と
い
う
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
の
か
。「
欠
点
を
見
る
こ
と
」
で
は
あ
る
ま
い
し
、
後

は
「
坐
禅
を
す
る
こ
と
」
と
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
両
者
と
も
に
テ
キ
ス
ト
に
は
ま
っ
た
く
な
い
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に

「
釣
る
」
は
、
何
か
を
得
る
こ
と
を
含
意
し
て
い
る
な
ら
、
や
は
り
坐
禅
が
さ
と
り
を
得
る
た
め
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。

と
は
い
え
「
坐
禅
に
坐
禅
を
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
」
と
か
「
仏
道
に
引
廻
さ
れ
る
こ
と
だ
」
と
い
わ
れ
る
と
、
安
谷
氏
も
こ
の

よ
う
に
も
い
う
の
か
、
と
感
心
し
た
。

内
山
『
味
わ
う
』

さ
ら
に
「
道
を
つ
る
あ
り
」
と
は
、
…
…
い
ま
洞
山
良
价
は
こ
の
道
理
を
水
の
中
で
釣
っ
た
の
で
あ
る
。
…
…
「
さ

ら
に
す
す
み
て
自
己
を
つ
る
あ
る
べ
し
」
と
い
う
。
つ
ま
り
尽
有
尽
界
の
自
己
が
尽
有
尽
界
の
自
己
を
釣
る
。
ま
た

「
つ
り
を
つ
る
あ
る
べ
し
」
で
、
釣
り
そ
の
も
の
も
釣
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
私
の
表
現
で
い
え
ば
、
生
命
の

深
さ
を
深
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。「
つ
り
に
つ
ら
る
る
あ
る
べ
し
」
と
は
、
そ
う
い
う
深
さ
を
つ
る
の
は
、
実

は
、
釣
る
も
の
と
釣
ら
れ
る
も
の
分
れ
る
以
前
に
釣
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
「
道
に
つ
ら
る
る
あ
る
べ
し
」
と

は
、
証
上
に
修
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
こ
う
い
う
自
己
ぎ
り
の
自
己
、
尽
有
尽
界
時
々
で
あ
る
の
に
、
な
お
そ
れ
を
深
め

つ
つ
修
行
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。（
一
二
三
―
一
二
四
）

夾
山
が
徳
誠
を
見
る
と
い
う
の
は
、
徳
誠
の
自
己
を
得
る
こ
と
で
あ
り
、
つ
ぎ
に
「
徳
誠
の
人
を
接
す
る
は
人
に
あ

ふ
な
り
」
と
は
、
徳
誠
が
夾
山
に
接
す
る
の
は
…
…
真
実
の
人
に
出
会
う
と
い
う
こ
と
で
す
。（
一
二
五
）

（
検
討
）

「
道
を
つ
る
」
に
『
渉
典
続
貂
』
の
洞
山
の
過
水
の
偈
を
あ
げ
て
い
る
が
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
。「
道
に
つ
ら
る
る
」
を
証
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上
の
修
と
し
て
い
る
が
、
ま
だ
安
谷
の
「
仏
道
に
引
き
回
さ
れ
る
」
方
が
適
切
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ま
た
徳
誠
の
と
こ
ろ
は

『
聞
解
』
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
徳
誠
が
夾
山
を
得
た
こ
と
に
言
及
し
て
い
な
い
。〈
人
の
、
徳
誠
を
み
る
こ
と
を
う
る
〉

を
、
正
し
く
夾
山
が
徳
誠
を
見
る
と
し
て
い
る
の
に
、〈
人
を
得
る
〉
の
「
人
」
が
夾
山
で
は
な
く
、
自
己
に
な
っ
て
お
り
、

〈
人
に
あ
ふ
な
り
〉
の
「
人
」
が
「
真
実
の
人
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
〈
接
す
る
〉
を
接
得
す
る
と
解
さ
な
い
か
ら
で
あ
ろ

う
。

【
私
釈
】

　

こ
こ
で
は
前
の
、
山
と
聖
人
賢
人
の
関
わ
り
か
ら
転
じ
て
、
水
と
聖
人
、
賢
人
の
関
わ
り
の
話
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

〈
あ
る
ひ
は
む
か
し
よ
り
の
賢
人
・
聖
人
、
ま
ま
に
水
に
す
む
も
あ
り
〉

水
と
聖
人
・
賢
人
と
い
え
ば
、
道
元
も
い
ろ
い
ろ
な
禅
師
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
。

〈
水
に
す
む
と
き
、
魚
を
つ
る
あ
り
、
人
を
つ
る
あ
り
、
道
を
つ
る
あ
り
。
こ
れ
と
も
に
、
古
来
水
中
の
風
流
な
り
〉
と
、

水
と
人
と
の
関
わ
り
は
「
釣
る
」
こ
と
に
し
ぼ
ら
れ
て
い
く
。「
釣
る
」
と
い
う
言
葉
を
出
す
の
は
、
釣
り
は
仕
掛
け
を
し

て
魚
な
ど
を
「
得
る
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
イ
エ
ス
も
漁
師
ペ
テ
ロ
に
「
人
間
を
と
る
漁
師
に
し
よ
う
」

（
マ
ル
コ
１
：
１
７
）
と
い
っ
た
。
今
で
も
人
を
引
き
抜
く
と
き
に
「
一
本
釣
り
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、「
釣
る
」
は
、
人
を

得
る
と
き
に
よ
く
使
わ
れ
る
。

〈
魚
を
つ
る
あ
り
〉
は
玄
沙
、
あ
る
い
は
太
公
望
（
賢
人
）
な
ど
が
思
い
当
た
ろ
う
。〈
人
を
つ
る
あ
り
〉
は
の
ち
に
詳
し

く
出
る
船
子
徳
誠
な
ど
で
あ
ろ
う
。〈
道
を
つ
る
あ
り
〉
は
ど
う
だ
ろ
う
。〈
道
を
つ
る
〉
は
、
徳
誠
の
［
注
釈
］
で
引
用
し

た
よ
う
に
、「
糸
を
垂
れ
て
千
尺
、
意
は
深
潭
に
あ
り
。
鉤は

り

を
離
れ
て
三
寸
、
速
か
に
道
え
、
速
か
に
道
え
」
と
い
わ
れ
て
、

夾
山
が
得
道
し
た
こ
と
を
指
す
と
も
い
え
る
。
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〈
さ
ら
に
す
す
み
て
、
自
己
を
つ
る
あ
る
べ
し
、
釣
を
つ
る
あ
る
べ
し
、
釣
に
つ
ら
る
る
あ
る
べ
し
、
道
に
つ
ら
る
る
あ

る
べ
し
〉
と
道
元
は
続
け
る
。
こ
の
よ
う
な
展
開
に
、
道
元
の
言
葉
に
対
す
る
感
覚
の
鋭
さ
、
そ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
の
参
究
と
い
う
態
度
に
い
ま
さ
ら
な
が
ら
驚
く
。

〈
自
己
を
つ
る
〉
と
は
、
釣
る
と
い
う
行
為
が
、
静
か
に
鉤
を
垂
れ
、
功
夫
し
て
魚
を
自
分
の
も
の
に
す
る
こ
と
と
す
れ

ば
、
坐
禅
に
お
い
て
功
夫
し
て
、
真
の
自
己
を
、
と
い
う
よ
り
は
自
己
の
身
心
脱
落
を
得
る
こ
と
と
も
解
せ
よ
う
。〈
釣
を

つ
る
あ
る
べ
し
〉
は
、
仏
道
の
「
釣
り
」
が
、
そ
の
よ
う
な
坐
禅
功
夫
で
あ
れ
ば
、
安
谷
の
い
う
よ
う
に
坐
禅
を
坐
禅
に
お

い
て
功
夫
す
る
こ
と
が
〈
釣
を
つ
る
〉
と
い
え
よ
う
か
。
あ
る
い
は
〈
諸
仏
か
な
ら
ず
威
儀
を
行
足
す
、
こ
れ
行
仏
な
り
〉

《
行
仏
威
儀
》
も
、
仏
が
仏
を
行
ず
る
の
で
あ
る
か
ら
、
釣
（
仏
）
を
つ
る
（
行
仏
）
と
も
い
え
よ
う
か
。〈
釣
に
つ
ら
る
る

あ
る
べ
し
〉
と
は
、
釣
り
（
坐
禅
功
夫
）
に
修
行
者
が
釣
ら
れ
る
、
引
っ
張
ら
れ
る
、
坐
禅
か
ら
引
き
ま
わ
さ
れ
る
、
あ
る

い
は
坐
禅
工
夫
に
人
生
を
つ
い
や
さ
せ
ら
れ
る
、
坐
禅
、
坐
禅
で
一
生
を
棒
に
振
る
（
沢
木
興
道
老
師
）
と
い
う
こ
と
で
も
あ

ろ
う
か
。〈
道
に
つ
ら
る
る
あ
る
べ
し
〉
と
は
、
仏
道
に
入
る
こ
と
を
、
う
ま
く
言
い
表
し
て
い
る
感
じ
が
す
る
。
仏
道
と

は
自
分
で
入
っ
た
と
い
う
よ
り
は
、
釈
迦
の
姿
に
引
か
れ
、
あ
る
い
は
経
典
の
言
句
に
引
か
れ
、
あ
る
い
は
禅
師
の
言
葉
に

ひ
っ
か
か
り
、
そ
の
よ
う
に
仏
道
に
釣
ら
れ
た
と
も
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
。

〈
む
か
し
徳
誠
和
尚
、
た
ち
ま
ち
に
薬
山
を
は
な
れ
て
江
心
に
す
み
し
、
す
な
は
ち
華
亭
江
の
賢
聖
を
え
た
る
な
り
〉。

こ
こ
は
「
人
を
つ
る
」
例
と
し
て
徳
誠
が
挙
げ
ら
れ
、
彼
が
華
亭
の
江
で
、
賢
聖
で
あ
る
夾
山
善
会
を
得
た
と
い
わ
れ

る
。〈

魚
を
つ
ら
ざ
ら
ん
や
、
人
を
つ
ら
ざ
ら
ん
や
、
水
を
つ
ら
ざ
ら
ん
や
、
み
づ
か
ら
を
つ
ら
ざ
ら
ん
や
。
人
の
、
徳
誠
を

み
る
こ
と
を
う
る
は
、
徳
誠
な
り
。
徳
誠
の
、
人
を
接
す
る
は
、
人
に
あ
ふ
な
り
〉

〈
つ
ら
ざ
ら
ん
や
〉
と
は
、
釣
ら
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
と
い
う
反
語
で
あ
り
、
必
ず
釣
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
篙さ

お
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を
も
っ
て
い
た
な
ら
魚
も
釣
れ
た
に
違
い
な
い
。
こ
こ
で
あ
ら
た
に
〈
水
を
つ
ら
ざ
ら
ん
や
〉
と
出
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て

道
元
が
何
を
考
え
て
い
た
の
か
は
、
分
か
ら
な
い
。
人
を
釣
る
、
と
は
夾
山
を
釣
っ
た
こ
と
で
あ
る
。〈
み
づ
か
ら
を
つ
ら

ざ
ら
ん
や
〉
と
い
う
の
は
、
そ
の
こ
と
で
徳
誠
（
自
ら
）
の
唯
一
の
仕
事
、
法
を
伝
え
る
と
い
う
こ
と
を
果
た
し
た
こ
と
を

い
う
の
だ
ろ
う
か
。
自
己
の
使
命
を
果
た
し
た
わ
け
で
、
大
事
了
畢
し
て
自
ら
逝
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

次
の
〈
人
の
、
徳
誠
を
み
る
こ
と
を
う
る
は
、
徳
誠
な
り
。
徳
誠
の
、
人
を
接
す
る
は
、
人
に
あ
ふ
な
り
〉
の
「
人
」
は

夾
山
に
ほ
か
な
ら
ず
、〈
み
る
こ
と
を
う
る
〉
と
は
、
た
ん
に
目
で
見
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、「
正
師
に

ま
み
え
る
」
と
い
う
重
い
意
味
で
あ
る
。〈
…
…
み
る
こ
と
を
う
る
は
、
徳
誠
な
り
〉
と
は
、
一
見
奇
妙
な
文
で
あ
る
。
し

か
し
、
夾
山
が
正
師
（
徳
誠
）
に
ま
み
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
徳
誠
だ
か
ら
で
あ
る
、
と
「
だ
か
ら
」
を
補
え
ば
す
な

お
に
理
解
で
き
る
。
夾
山
が
徳
誠
を
師
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
徳
誠
（
が
し
か
る
べ
き
人
）
だ
か
ら
で
あ
る
。
師
に

ま
み
え
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
は
、
師
勝
資
強
で
ど
ち
ら
も
す
ぐ
れ
て
い
な
い
と
か
な
わ
な
い
。
こ
こ
で
は
そ
の
こ
と
を

〈
人
の
徳
誠
を
み
る
こ
と
を
う
る
は
徳
誠
な
り
〉
と
、
ま
ず
徳
誠
の
勝
れ
て
い
る
こ
と
を
い
い
、
次
に
〈
徳
誠
の
人
を
接
す

る
は
人
に
あ
ふ
な
り
〉
と
い
う
、
最
初
の
〈
人
を
接
す
る
〉
の
「
人
」
は
夾
山
で
あ
り
、
次
の
〈
人
に
あ
う
〉
の
「
人
」
も

夾
山
で
あ
る
。
夾
山
が
「
法
を
託
す
る
に
足
る
、
嗣
法
に
堪
え
る
し
か
る
べ
き
人
」
と
い
う
意
味
で
あ
っ
て
、
夾
山
の
勝
れ

て
い
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
水
の
ほ
と
り
で
、
す
ぐ
れ
た
二
人
の
人
に
よ
っ
て
嗣
法
が
成
就
し
た
出
来
事
で

あ
る
。
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四
節　

二
重
世
界

　
　
　

一
、世

界
に
水
あ
り
と
い
ふ
の
み
に
あ
ら
ず
、
水
界
に
世
界
あ
り
。
水
中
の
、
か
く
の
ご
と
く
あ
る
の
み
に
あ
ら
ず
、
雲

中
に
も
有う

情じ
ょ
う

世
界
あ
り
、
風
中
に
も
有
情
世
界
あ
り
、
火
中
に
も
有
情
世
界
あ
り
、
地
中
に
も
有
情
世
界
あ
り
、
法
界

中
に
も
有
情
世
界
あ
り
、
一い

っ

茎き
ょ
う

草そ
う

中
に
も
有
情
世
界
あ
り
、
一い
ち

拄し
ゅ

杖じ
ょ
う

中
に
も
有
情
世
界
あ
り
。
有
情
世
界
あ
る
が
ご

と
き
は
、
そ
の
と
こ
ろ
、
か
な
ら
ず
仏
祖
世
界
あ
り
。
か
く
の
ご
と
く
の
道
理
、
よ
く
よ
く
参
学
す
べ
し
。

し
か
あ
れ
ば
、
水
は
こ
れ
真
龍
の
宮
な
り
、
流る

落ら
く

に
あ
ら
ず
。
流
の
み
な
り
と
認
ず
る
は
、
流
の
こ
と
ば
、
水
を
謗

ず
る
な
り
。
た
と
へ
ば
、
非
流
と
強
為
す
る
が
ゆ
え
に
。
水
は
水
の
如
是
実
相
の
み
な
り
、
水
是
水
功
徳
な
り
、
流
に

あ
ら
ず
。
一
水
の
流
を
参
究
し
、
不
流
を
参
究
す
る
に
、
万
法
の
究
尽
、
た
ち
ま
ち
に
現
成
す
る
な
り
。

［
注
釈
］

○
水
界
に
世
界
あ
り
…
…　
『
渉
典
続
貂
』
に
は
、
次
々
に
関
連
す
る
経
論
を
出
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
は
及
ば
な
い
だ
ろ
う
。

○
法
界　

部
派
仏
教
で
は
十
八
界
の
一
つ
で
意
識
の
対
象
。
法
境
と
も
い
う
。
大
乗
仏
教
で
は
法
の
根
源
の
意
味
も
あ
り
、
真
如
、
法
身

と
同
義

○
真
龍　
《
坐
禅
箴
》
に
は
〈
彫
龍
を
愛
す
る
よ
り
す
す
み
て
真
龍
を
愛
す
べ
し
〉
と
あ
り
、
そ
こ
で
は
真
龍
は
、
仏
で
あ
る
坐
禅
を
し
て

い
る
修
行
者
の
意
で
あ
ろ
う
。

【
現
代
語
訳
】

世
界
に
水
が
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
、
水
の
境
界
に
世
界
が
あ
る
。
水
中
が
こ
の
よ
う
に
あ
る
だ
け
で
は
な
い
。
雲

中
に
も
有
情
の
世
界
が
あ
り
、
風
中
に
も
有
情
の
世
界
が
あ
り
、
火
中
に
も
有
情
の
世
界
が
あ
り
、
地
中
に
も
有
情
の
世
界
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あ
り
、
法
界
中
に
も
有
情
の
世
界
あ
り
、
一
本
の
草
の
中
に
も
有
情
の
世
界
あ
り
、
一
本
の
拄
杖
の
中
に
も
有
情
の
世
界
が

あ
る
。
有
情
の
世
界
が
あ
る
よ
う
な
と
こ
ろ
は
、
そ
こ
に
は
か
な
ら
ず
仏
祖
世
界
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
道
理
を
よ
く
よ
く

参
学
す
る
が
よ
い
。

こ
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
水
こ
そ
は
真
龍
の
宮
殿
で
あ
る
。「
流
れ
落
ち
る
」
で
は
な
い
。「
流
」
だ
け
で
あ
る
と
認
識

す
る
の
は
、「
流
」
と
い
う
言
葉
が
水
を
誹
謗
す
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
非
流
」
と
強
い
て
す
る
の
で
あ
る
か
ら
。
水

は
水
の
あ
る
が
ま
ま
の
如
実
の
姿
だ
け
で
あ
る
。（
あ
る
が
ま
ま
の
）
水
是
水
の
働
き
で
あ
る
。「
流
」
で
は
な
い
。
一
水
の

「
流
」
を
参
究
し
、「
不
流
」
を
参
究
す
る
と
こ
ろ
に
、
あ
ら
ゆ
る
法
の
究
尽
が
た
ち
ま
ち
に
現
成
す
る
の
で
あ
る
。

【
諸
釈
の
検
討
】

田
中
『
道
元
』

…
…
道
元
は
一
顆
明
珠
の
巻
に
、
不
釣
自
上
の
金
鱗
を
不
待
と
言
ふ
。
釣
ら
れ
て
漸
く
上
が
っ
て
来
る
や
う
な
も

の
は
目
高
の
流
類
で
あ
る
。
不
釣
自
上
す
な
わ
ち
釣
ら
れ
ざ
る
に
早
く
も
自
ら
上
っ
て
来
る
ぴ
ち
ぴ
ち
し
た
も
の
に
し

て
、
初
め
て
金
鱗
で
あ
る
。
み
づ
か
ら
に
釣
ら
れ
釣
に
釣
ら
れ
る
と
い
ふ
の
は
、
そ
れ
す
ら
も
待
た
な
い
呼
吸
で
あ

る
。
故
に
不
待
と
い
ふ
。
こ
の
不
待
を
不
待
す
る
道
元
の
言
葉
を
不
待
せ
よ
。（
二
二
六
）　

水
は
龍
魚
の
宮
殿
に
あ
ら
ず
、
真
龍
の
宮
殿
な
り
、
と
い
ふ
意
で
あ
る
。
故
に
不
流
。
流
落
に
あ
ら
ず
と
は
、
こ

の
不
流
で
あ
る
。
次
の
言
葉
は
、
人
天
の
い
は
ゆ
る
流
は
真
龍
の
不
流
を
謗
ず
る
な
り
と
い
ふ
意
で
あ
る
。
こ
の
不

流
は
、
人
天
の
い
は
ゆ
る
不
流
で
は
な
い
。
人
天
の
非
流
は
、
非
流
と
強
為
し
、
非
流
に
繋
縛
さ
れ
る
非
流
で
あ
る
。

（
二
二
九
）
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（
検
討
）

田
中
は
道
元
が
ま
っ
た
く
い
わ
な
い
「
不
待
」
を
論
じ
て
い
る
。
ま
た
〈
世
界
に
み
ず
あ
り
と
い
ふ
の
み
に
あ
ら
ず

…
…
〉
の
段
落
に
つ
い
て
、
ま
っ
た
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
蘇
東
坡
に
つ
い
て
三
頁
（
二
二
六
―
二
二
八
）
に
わ
た
っ
て
言
及

し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
解
釈
で
も
な
ん
で
も
な
い
。

「
龍
魚
の
宮
殿
」
と
「
真
龍
の
宮
殿
」
を
区
別
す
る
の
は
い
い
が
、
龍
魚
の
宮
殿
な
ら
「
不
流
」
で
あ
る
の
に
、
真
龍
も

「
故
に
不
流
」
で
同
じ
と
し
て
い
る
が
、
本
文
で
は
〈
非
流
〉
と
違
う
詞
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

し
か
も
本
文
は
〈
一
水
の
流
を
参
究
し
、
不
流
を
参
究
す
る
〉
以
外
に
ど
こ
に
も
「
不
流
」
と
は
い
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ

を
「
人
天
の
不
流
」
で
は
な
い
と
、
そ
れ
こ
そ
強
為
し
て
、
次
は
「
人
天
の
非
流
」
と
い
い
か
え
て
、「
非
流
に
繋
縛
さ
れ

る
非
流
」
な
ど
と
い
う
。
人
天
に
か
ん
し
て
は
何
も
い
わ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
〈
水
を
謗
ず
る
〉
と
い
わ
れ
て
い
る
の
に
、

「
不
流
を
謗
ず
る
」
と
読
み
替
え
る
。
ど
こ
か
ら
「
人
天
の
非
流
」
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
。
本
文
に
忠
実
に
解
釈
す
る
べ
き

で
あ
る
。

古
田
『
私
釈
』

…
…
雲
中
に
も
、
風
中
に
も
火
中
に
も
、
地
中
に
も
生
類
の
住
む
世
界
が
あ
る
の
で
あ
り
、
…
…
一
拄
杖
の
う
ち

に
も
そ
の
世
界
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
「
有
情
世
界
あ
る
が
ご
と
き
は
、
そ
の
と
こ
ろ
か
な
ら
ず
仏
祖
世
界
あ

り
」
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
有
情
世
界
は
た
だ
の
有
情
世
界
に
と
ど
ま
り
よ
う
が
な
い
の
で
あ
る
。「
か
な
ら
ず
」

と
は
有
情
世
界
か
ら
仏
祖
世
界
の
離
れ
よ
う
の
な
い
必
然
的
な
相
即
関
係
を
い
っ
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
一
語
は
見
の

が
さ
れ
で
は
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
…
…
（
一
〇
六
）

ま
ず
「
し
か
あ
れ
ば
」
で
あ
る
が
、
こ
の
語
句
は
前
に
「
有
情
世
界
あ
る
が
ご
と
き
は
、
そ
の
と
こ
ろ
か
な
ら
ず
仏
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祖
世
界
あ
り
」
と
あ
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
そ
れ
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
た
意
味
の
こ
と
を
述
べ
た
も
の
に
違
い
な
い
の

で
あ
る
。
従
っ
て
真
龍
の
宮
と
は
、
そ
の
仏
祖
世
界
に
関
連
し
て
い
わ
れ
て
い
る
も
の
と
見
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で

あ
り
、『
聞
解
』
に
「
こ
の
真
龍
は
仏
々
祖
々
を
云
ふ
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
仏
祖
の
宮
殿
の
意
と
み
な
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
…
…
こ
こ
で
「
水
は
こ
れ
真
龍
の
宮
」
と
し
て
い
る
水
は
、
さ
き
に
「
仏
祖
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
は
、
水

か
な
ら
ず
い
た
る
、
水
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
は
、
仏
祖
か
な
ら
ず
現
成
す
る
な
り
」
と
述
べ
て
い
た
よ
う
な
水
で
あ

り
、
水
と
仏
祖
と
が
別
々
で
な
い
水
で
あ
り
、
た
だ
の
水
と
は
も
と
よ
り
区
別
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

…
…
『
辨
註
』
に
も
指
摘
し
て
い
る
如
く
に
、
た
と
え
ば
「
山
を
」
非
流
と
強
為
す
る
が
ゆ
え
に
と
「
山
を
」
の
二
字

を
補
っ
て
解
し
た
ら
わ
か
り
よ
い
よ
う
で
あ
り
、
…
…
（
一
〇
七
―
一
〇
八
）

「
一
水
」
は
仏
祖
の
一
水
で
、
こ
の
一
水
の
流
は
た
だ
の
水
の
流
と
ど
の
よ
う
に
異
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
参
究

し
、
ま
た
こ
の
一
水
の
流
は
た
だ
の
水
が
流
れ
て
い
る
よ
う
に
は
流
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
参
究
す
る
な
ら

ば
、
問
題
は
た
だ
に
一
水
上
の
こ
と
で
は
な
く
、
万
法
に
拘か

か

っ
て
く
る
の
で
あ
り
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
こ
の
参

究
を
契
機
と
し
て
究
め
尽
く
し
て
現
成
す
る
に
至
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

…
…
さ
て
こ
の
一
段
の
う
ち
に
あ
っ
て
「
流
落
に
あ
ら
ず
」、「
流
に
あ
ら
ず
」
と
あ
る
語
句
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

こ
の
語
句
が
あ
る
た
め
に
先
覚
者
も
こ
の
一
段
を
通
解
す
る
の
に
大
い
に
苦
し
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。（
一
〇
九
）

道
元
は
こ
の
場
合
に
か
ぎ
っ
て
流
不
流
を
い
う
に
は
「
非
流
」
の
語
を
用
い
て
い
て
、「
…
…
の
水
の
流
れ
て
い
る

よ
う
に
は
流
れ
て
い
な
い

0

0

0

0

0

0

」
と
い
う
意
味
を
「
流
に
あ
ら
ず
」
と
い
っ
て
、
意
識
的
に
区
別
し
て
い
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
も
ま
た
憶
測
し
た
い
の
で
あ
る
。

一
体
、
こ
の
一
段
（
筆
者
＝
流
落
に
あ
ら
ず
…
…
万
法
の
究
尽
た
ち
ま
ち
に
現
成
す
る
な
り
）
位
、
山
水
経
の
う
ち
に
あ
っ

て
難
渋
な
と
こ
ろ
は
な
い
の
で
あ
り
…
…
（
一
〇
九
―
一
一
〇
）
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（
検
討
）

道
元
の
本
文
は
水
界
、（
雲
、
風
、
火
、
地
）
中
に
も
、
乃
至
一
拄
杖
に
も
有
情
世
界
が
あ
り
、
有
情
世
界
が
あ
る
と
こ
ろ

は
仏
祖
世
界
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
地
水
火
風
と
い
う
い
わ
ゆ
る
有
情
世
界
で
な
い
と
こ
ろ
に
「
有
情
世
界
あ
り
」
と
い

わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
意
味
が
あ
っ
て
、
た
ん
に
地
水
火
風
の
中
に
生
類
の
住
む
世
界
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

「
有
情
世
界
か
ら
仏
祖
世
界
」
の
「
必
然
的
な
相
即
関
係
」
と
い
う
と
、
そ
の
表
現
に
な
に
か
い
つ
も
成
立
し
て
い
る
関
係

の
よ
う
な
趣
き
を
感
じ
る
。
道
元
は
〈
青
山
の
運
歩
、
自
己
の
運
歩
、
あ
き
ら
か
に
検
点
す
べ
き
な
り
〉
と
自
己
の
参
学
と

不
離
な
山
の
参
学
を
い
っ
て
い
る
。
ま
た
「
水
と
仏
祖
と
が
別
々
で
な
い
水
」
と
は
何
か
。「
山
を
」
の
二
字
の
添
加
は
、

こ
こ
は
水
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
の
で
妥
当
で
は
な
い
が
、
自
分
が
理
解
で
き
な
い
と
道
元
の
本
文
を
変
え
よ
う
と
す
る

の
は
誤
り
で
あ
る
。〈
一
水
〉
は
、
ど
う
し
て
「
仏
祖
の
一
水
」
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

古
田
は
〈
流
に
あ
ら
ず
〉
を
「
水
の
流
れ
て
い
る
よ
う
に
は
流
れ
て
い
な
い
」
と
し
て
〈
不
流
〉
と
の
違
い
を
指
摘
し

て
、
道
元
が
意
識
し
て
流
で
も
不
流
で
も
な
く
〈
非
流
〉
を
使
っ
た
と
推
測
す
る
。
た
し
か
に
こ
こ
で
は
〈
非
流
〉、〈
流
に

あ
ら
ず
〉
と
い
わ
れ
、〈
不
流
〉
は
一
回
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
指
摘
は
妥
当
し
よ
う
。

安
谷
『
参
究
』

一
滴
の
水
の
中
に
全
宇
宙
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
納
得
で
き
た
ら
、
水
中
だ
け
の
こ
と
で
は
な
く
、
一
片
の
雲
の
中

に
も
、
風
の
中
に
も
、
火
の
中
に
も
、
土
の
中
に
も
、
一
茎
草
の
中
に
も
、
一
拄
杖
の
中
に
も
、
一
挙
手
一
投
足
の
中

に
も
、
一
切
法
（
現
象
）
の
中
に
、
有
情
世
界
も
非
情
世
界
も
あ
る
こ
と
が
納
得
で
き
る
。
本
文
に
は
非
情
世
界
の
事

は
書
い
て
な
い
？
な
る
ほ
ど
そ
う
だ
。
だ
が
こ
れ
は
私
の
お
ま
け
だ
よ
。
有
情
の
外
に
非
情
は
な
い
。
有
情
と
非
情
と

二
つ
に
分
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
消
息
は
、
す
で
に
第
三
段
の
「
青
山
こ
れ
有
情
に
あ
ら
ず
、
非
情
に
あ
ら
ず
」
の
と
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こ
ろ
で
十
分
説
き
尽
く
し
て
あ
る
が
…
…
（
一
八
八
）

有
情
世
界
が
あ
れ
ば
、
そ
の
世
界
に
は
仏
祖
が
か
な
ら
ず
出
現
な
さ
る
。
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
で
あ
り
、
汝
等
汝
等マ
マ

皆
当

作
仏
だ
か
ら
、
仏
祖
の
出
現
を
疑
う
余
地
は
な
い
。

…
…
水
は
真
龍
の
宮
殿
だ
、
衲
僧
の
宮
殿
だ
、
自
己
の
宮
殿
だ
、
い
や
、
朕
兆
未
萌
の
自
己
だ
。
流
落
で
は
な
い
。
…
…

流
落
と
い
う
言
葉
が
水
を
誹
謗
す
る
こ
と
に
な
る
ぞ
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
、
人
間
が
流
れ
る
水
と
見
て
い
る
水
を
、
無
理
に

流
れ
な
い
と
、
人
間
に
押
し
つ
け
る
と
同
じ
よ
う
に
、
真
龍
の
宮
殿
た
る
水
を
誹
謗
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。
…
…

水
は
水
の
如
是
相
だ
。
如
是
の
姿
だ
。
わ
れ
わ
れ
が
た
だ
そ
れ
を
水
と
見
て
い
る
だ
け
の
こ
と
だ
。
流
と
も
不
流
と
も
、

液
体
と
も
、
固
体
と
も
、
気
体
と
も
き
ま
っ
て
は
い
な
い
。（
一
八
九
）

（
検
討
）

一
滴
の
水
に
全
宇
宙
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
と
、
地
水
火
風
に
有
情
世
界
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
違
う
し
、「
有
情
の
他

に
非
情
は
な
い
」
と
、
は
た
し
て
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
有
情
の
対
語
は
無
情
で
あ
る
。
有
情
世
界
に
は
仏
祖
が
か
な
ら
ず

出
現
す
る
と
い
う
の
も
、
そ
の
理
由
が
は
た
し
て
「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
」
だ
か
ら
だ
ろ
う
か
。「
真
龍
の
宮
殿
」
が
ど
う

し
て
「
衲
僧
の
宮
殿
だ
、
自
己
の
宮
殿
だ
」
と
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
道
元
の
趣
旨
に
は
な
い
何
を
い
い
た
い
の
だ
ろ
う
か
。

「
流
落
と
い
う
言
葉
が
水
を
誹
謗
す
る
」
の
で
は
な
く
、〈
流
の
こ
と
ば
水
を
謗
ず
る
な
り
〉
で
あ
る
。

内
山
『
味
わ
う
』

有
情
世
界
と
は
、
わ
れ
わ
れ
人
間
の
人
間
的
分
別
的
世
界
を
い
う
。…
…
そ
う
い
う
人
間
的
分
別
世
界
が
あ
る
以
上
、

そ
こ
に
分
別
世
界
を
超
え
た
仏
祖
の
世
界
が
必
ず
あ
る
。
生
命
実
物
が
必
ず
存
在
す
る
。（
一
二
五
）
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「
真
龍
」
と
は
、
こ
こ
で
は
真
実
の
仏
法
者
を
表
現
し
た
言
葉
で
す
。
こ
れ
ま
で
味
わ
っ
て
き
た
よ
う
な
道
理
を
よ

く
参
学
す
れ
ば
、
水
と
い
う
の
は
、
ほ
ん
と
う
の
仏
法
を
行
ず
る
宮
（
殿
）
だ
と
解
る
。「
流
落
」
と
は
お
ち
ぶ
れ
る

と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
た
言
葉
で
、
流
落
に
あ
ら
ず
と
は
落
ち
ぶ
れ
た
よ
う
な
見
方
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
。
し
た
が
っ
て
流
と
言
う
言
葉
を
使
え
ば
、
水
を
謗
す
る
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
流
は
非
流
と
対
立
す
る
か
ら

だ
。
要
は
水
と
言
え
ば
水
の
実
物
だ
け
。
水
を
見
る
と
き
は
そ
の
生
命
実
物
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
一
二
六
）

（
検
討
）

有
情
世
界
は
道
元
の
用
例
を
引
く
ま
で
も
な
く
、「
人
間
的
分
別
的
世
界
」
で
は
な
か
ろ
う
。
有
情
世
界
に
は
、
動
物

も
植
物
も
生
類
す
べ
て
が
は
い
る
か
ら
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
そ
の
よ
う
な
意
味
で
も
な
か
ろ
う
。
水
（
地
火
風
）
の
な
か
に

「
人
間
の
分
別
的
世
界
」
が
あ
る
、
で
は
文
意
を
な
さ
な
い
。
こ
の
水
が
「
ほ
ん
と
う
の
仏
法
を
行
ず
る
宮
」
だ
と
い
う
の

も
、
意
味
が
よ
く
分
か
ら
な
い
。「
流
落
」
の
解
釈
も
的
を
え
て
い
な
か
ろ
う
。

【
私
釈
】

こ
こ
を
ど
う
区
切
る
か
は
諸
釈
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。『
正
法
眼
蔵
註
解
全
書
』
の
編
集
は
〈
お
ほ
よ
そ
山
は
国

界
に
〉
か
ら
〈
徳
誠
の
人
を
接
す
る
は
、
人
に
あ
ふ
な
り
〉
を
一
段
落
と
し
、
そ
の
後
を
細
か
く
五
つ
に
区
切
る
。
こ
の
切

り
方
で
は
最
初
に
山
と
水
の
言
及
を
含
め
て
い
て
長
す
ぎ
よ
う
。
田
中
『
道
元
』
は
〈
お
ほ
よ
そ
山
は
国
界
に
〉
よ
り
か
な

り
前
の
段
落
の
途
中
と
思
わ
れ
る
〈
一
回
は
流
な
り
〉
か
ら
は
じ
ま
り
、
ず
っ
と
先
の
〈
法
王
の
運
啓
も
在
山
な
り
〉
ま
で

を
第
三
節
そ
の
一
と
し
、
そ
の
二
を
〈
ま
こ
と
に
輪
王
〉
か
ら
始
め
、
そ
の
三
を
〈
人
を
釣
り
〉
か
ら
終
わ
り
ま
で
と
し
て

い
て
、
理
解
に
苦
し
む
。［
増
谷
訳
］
は
〈
お
ほ
よ
そ
山
は
国
界
に
〉
よ
り
ず
っ
と
前
の
〈
山
は
超
古
超
今
よ
り
〉
を
一
段

落
、〈
あ
る
ひ
は
む
か
し
よ
り
〉
か
ら
最
後
ま
で
を
一
段
落
と
す
る
。
岩
波
文
庫
は
［
増
谷
訳
］
の
後
の
一
段
を
、〈
山
も
宝
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に
か
く
る
る
山
あ
り
〉
か
ら
と
そ
の
前
と
の
二
つ
に
分
け
る
。

こ
こ
で
用
い
た
切
り
方
は
、
最
初
は
、「
水
に
つ
い
て
」
と
「
山
に
つ
い
て
」
で
別
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、〈
お
ほ
よ

そ
山
は
国
界
に
〉
か
ら
は
山
に
つ
い
て
の
段
落
、〈
あ
る
ひ
は
む
か
し
よ
り
…
…
徳
誠
の
人
を
接
す
る
は
、
人
に
あ
ふ
な
り
〉

に
続
い
て
〈
世
界
に
水
あ
り
と
〉
を
同
じ
水
に
つ
い
て
の
段
落
と
し
、〈
山
も
宝
に
…
…
〉
か
ら
ふ
た
た
び
山
に
つ
い
て
の

段
落
だ
ろ
う
と
思
っ
た
が
、
内
容
を
吟
味
す
る
と
〈
世
界
に
水
あ
り
と
…
…
〉
と
、〈
山
も
宝
に
…
…
〉
は
、
同
じ
主
題
す

な
わ
ち
人
間
に
映
ず
る
世
界
と
如
実
の
世
界
と
い
う
二
重
世
界
を
、
水
と
山
と
い
う
二
つ
の
面
か
ら
言
っ
て
い
る
の
に
気
が

つ
き
、
先
の
水
に
つ
い
て
の
参
究
の
続
き
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ
こ
〈
世
界
に
水
あ
り
と
〉
か
ら
新
し
い
章
と
し
た
。

〈
世
界
に
水
あ
り
と
い
ふ
の
み
に
あ
ら
ず
、
水
界
に
世
界
あ
り
。
水
中
の
、
か
く
の
ご
と
く
あ
る
の
み
に
あ
ら
ず
、
雲
中

に
も
有
情
世
界
あ
り
、
風
中
に
も
有
情
世
界
あ
り
、
火
中
に
も
有
情
世
界
あ
り
、
地
中
に
も
有
情
世
界
あ
り
、
法
界
中
に
も

有
情
世
界
あ
り
、
一
茎
草
中
に
も
有
情
世
界
あ
り
、
一
拄
杖
中
に
も
有
情
世
界
あ
り
〉

さ
て
、
世
界
に
水
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
水
界
に
世
界
が
あ
る
と
い
う
の
は
、
つ
い
三
章
二
節
一
の
〈
お
ほ
よ
そ
山
水
を

見
る
こ
と
、
種
類
に
し
た
が
ひ
て
不
同
あ
り
〉
と
、
同
じ
よ
う
な
水
中
の
龍
魚
の
世
界
の
こ
と
か
と
思
っ
て
し
ま
う
。

し
か
し
、
続
け
て
〈
水
中
の
、
か
く
の
ご
と
く
あ
る
の
み
に
あ
ら
ず
、
雲
中
に
も
有
情
世
界
あ
り
〉
と
い
わ
れ
、
そ
の
後

〈
…
…
に
も
有
情
世
界
あ
り
〉
と
い
う
表
現
が
風
中
、
火
中
、
地
中
、
そ
し
て
法
界
中
、
一
茎
草
中
、
一
拄
杖
中
と
六
回
続

く
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
〈
水
界
に
世
界
あ
り
〉
は
、
水
界
に
有
情
世
界
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
列
挙
さ
れ
る
四
大
の
み
な

ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
有
情
世
界
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
随
類
の
所
見
と
は
別
の
話
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

〈
水
界
に
世
界
あ
り
〉
の
「
水
」
は
無
情
（
非
情
）
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
有
情
の
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
、
と
い
う
解
釈
が
多
い
。
例
え
ば
、『
御
抄
』
は
「
仏
道
の
水
中
に
世
界
あ
る
」
と
い
い
、『
聞
解
』
は
「
こ
の
真
龍
は
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仏
々
祖
々
を
云
ふ
」
と
す
る
。
し
か
し
、
道
元
は
水
界
に
は
龍
の
世
界
、
魚
の
世
界
、
貝
の
世
界
、
水
草
の
世
界
、
海
老
の

世
界
な
ど
無
数
に
あ
る
有
情
世
界
、
つ
ま
り
生
類
の
世
界
を
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
雲
中
の
衆
生
世
界
と
は
、
雲
に
乗

る
天
女
が
描
か
れ
て
い
る
か
ら
に
は
、
天
女
、
天
子
が
住
む
世
界
も
考
え
ら
れ
よ
う
。〈
風
中
に
も
有
情
世
界
あ
り
〉
は
風

の
中
に
は
蝶
や
鳥
の
世
界
、
バ
ッ
タ
や
目
に
見
え
ぬ
カ
ビ
や
胞
子
の
世
界
も
あ
ろ
う
。〈
火
中
に
も
有
情
世
界
あ
り
〉
と
は
、

火
の
中
に
は
閻
魔
大
王
を
は
じ
め
と
す
る
獄
卒
の
世
界
も
あ
ろ
う
し
、〈
三
世
諸
仏
在
火
焔
裏
、
転
大
法
輪
〉《
行
仏
威
儀
》

と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
地
中
に
は
蚯
蚓
の
世
界
、
モ
グ
ラ
の
世
界
の
み
な
ら
ず
無
限
の
微
生
物
の
世
界
が
あ
る
。
地
中
を
す

こ
し
地
上
に
広
げ
れ
ば
、
無
数
の
諸
動
物
の
世
界
が
あ
る
。〈
法
界
中
に
も
有
情
世
界
あ
り
、
一
茎
草
中
に
も
有
情
世
界
あ

り
、
一
拄
杖
中
に
も
有
情
世
界
あ
り
〉
と
続
け
ら
れ
る
。〈
法
界
中
に
も
有
情
世
界
あ
り
〉
は
、
法
界
が
意
識
の
対
象
で
あ

る
か
ら
少
し
意
外
で
あ
る
が
、〈
一
茎
草
中
に
も
有
情
世
界
あ
り
〉
は
、〈
一
茎
草
量
、
あ
き
ら
か
に
仏
祖
心
量
な
り
〉《
行

仏
威
儀
》
と
も
い
わ
れ
る
。〈
一
拄
杖
中
に
も
〉
は
、
雲
門
に
「
拄
杖
を
以
て
指
し
て
云
く
、
乾
坤
大
地
・
微
塵
の
諸
仏
、

総
て
裏こ

こ許
に
在
り
」（T

51,358a

）
と
い
う
詞
も
あ
る
。
だ
か
ら
有
情
世
界
が
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。
要
は
四
大
や
法
界
、
一

茎
草
や
拄
杖
な
ど
人
間
が
無
情
と
み
な
す
も
の
も
、
そ
れ
は
人
間
の
知
見
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
巻
で
繰

り
返
し
説
か
れ
る
の
は
人
間
の
見
の
一
面
性
、
不
完
全
性
で
あ
る
。

無
情
界
に
有
情
世
界
が
あ
る
こ
と
は
《
無
情
説
法
》
で
次
の
よ
う
に
の
べ
ら
れ
る
。

〈
無
情
界
に
は
草
木
・
樹
林
あ
り
や
な
し
や
、
無
情
界
は
有
情
界
に
ま
じ
は
れ
り
や
い
な
や
。
し
か
あ
る
を
、
草
木
・
瓦

礫
を
認
じ
て
無
情
と
す
る
は
不
遍
学
な
り
、
無
情
を
認
じ
て
草
木
瓦
礫
と
す
る
は
、
不
参
飽
な
り
。
た
と
ひ
い
ま
、
人
間
の

所
見
の
草
木
等
を
認
じ
て
、
無
情
に
擬
せ
ん
と
す
と
も
、
草
木
等
も
凡
慮
の
は
か
る
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
。
ゆ
え
い
か
ん
と
な

れ
ば
、
天
上
・
人
間
の
樹
林
、
は
る
か
に
殊
異
あ
り
、
中
国
・
辺
地
の
所
生
、
ひ
と
し
き
に
あ
ら
ず
、
海
裏
・
山
間
の
草

木
、
み
な
不
同
な
り
。
い
は
ん
や
空
に
お
ふ
る
樹
木
あ
り
、
雲
に
お
ふ
る
樹
木
あ
り
。
風
火
等
の
な
か
に
所
生
長
の
百
草
万
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樹
、
お
ほ
よ
そ
有
情
と
学
し
つ
べ
き
あ
り
、
無
情
と
認
ぜ
ら
れ
ざ
る
あ
り
、
草
木
の
人
畜
の
ご
と
く
な
る
あ
り
有
情
無
情
い

ま
だ
あ
き
ら
め
ざ
る
な
り
。
い
は
ん
や
仙
家
の
樹
石
・
華
果
・
湯
水
等
、
み
る
に
疑
著
お
よ
ば
ず
と
も
、
説
著
せ
ん
に
、
か

た
か
ら
ん
や
。
た
だ
わ
づ
か
に
神
州
一
国
の
草
木
を
み
、
日
本
一
州
の
草
木
を
慣
習
し
て
、
万
方
・
尽
界
も
か
く
の
ご
と
く

あ
る
べ
し
、
と
擬
議
・
商
量
す
る
こ
と
な
か
れ
〉

無
情
世
界
に
有
情
世
界
が
あ
る
と
い
う
の
は
、〈
有
情
世
界
あ
る
が
ご
と
き
は
、
そ
の
と
こ
ろ
か
な
ら
ず
仏
祖
世
界
あ
り
〉

と
し
て
、
世
界
を
仏
祖
世
界
に
転
換
し
う
る
こ
と
を
言
い
た
い
た
め
で
あ
る
。

そ
う
で
は
あ
る
が
、
無
情
世
界
に
有
情
世
界
が
あ
る
と
い
う
指
摘
は
当
時
の
人
の
無
情
世
界
の
見
方
を
批
判
し
て
い
る
だ

け
で
は
な
い
。
お
よ
そ
有
史
以
来
、
人
間
の
知
見
、
思
慮
は
も
っ
ぱ
ら
人
間
だ
け
を
標
準
と
し
、
人
間
だ
け
の
有
効
．
無
効

と
い
う
基
準
で
自
然
を
考
え
て
き
た
。
そ
の
結
末
が
今
日
の
地
球
環
境
破
壊
で
あ
る
。
人
間
の
役
に
立
つ
こ
と
だ
け
を
考
え

て
地
上
の
、
大
は
動
物
か
ら
小
は
昆
虫
に
い
た
る
ま
で
、
無
情
世
界
と
い
う
こ
と
で
、
ど
れ
ほ
ど
多
く
の
種
を
滅
ぼ
し
て
き

た
こ
と
か
。
海
も
同
じ
で
あ
り
、
海
に
無
数
の
生
類
、
有
情
が
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
人
間
は
彼
ら
を
死
滅
さ
せ
、
人
間
の
行

為
に
よ
っ
て
雲
や
大
気
の
生
類
も
死
滅
し
て
い
る
。
い
ま
こ
そ
人
間
中
心
主
義
か
ら
脱
却
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
に
は

人
間
の
知
見
の
不
十
分
さ
が
ど
こ
ま
で
も
自
覚
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
道
元
が
、
無
情
世
界
に
お
け
る
有
情
（
衆
生
）

世
界
を
い
う
の
は
、
た
ん
に
有
情
を
認
識
し
大
切
に
す
る
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
界
を
仏
世
界
に

転
換
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。

〈
有
情
世
界
あ
る
が
ご
と
き
は
、
そ
の
と
こ
ろ
、
か
な
ら
ず
仏
祖
世
界
あ
り
。
か
く
の
ご
と
く
の
道
理
よ
く
よ
く
参
学
す

べ
し
〉
は
、
有
情
世
界
と
仏
祖
世
界
の
相
即
関
係
（
古
田
）
や
、
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
で
成
仏
す
る
（
安
谷
）
と
か
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
ま
し
て
水
に
住
む
龍
女
の
成
仏
な
ど
で
は
な
い
。

い
ま
ま
で
〈
山
の
仏
祖
と
な
る
〉
と
い
わ
れ
、〈
水
の
、
水
を
み
る
参
学
〉、〈
水
の
、
水
を
修
証
す
る
〉
と
非
情
の
修
証



316

正法眼蔵　第二十九　山水経　私釈　［下］（松岡 由香子）

が
言
及
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
は
、
わ
た
し
た
ち
が
見
る
山
川
草
木
な
ど
が
成
仏
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ

の
見
る
山
川
草
木
は
、
人
の
目
や
耳
に
よ
る
管
見
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
そ
の
「
山
川
草
木
」
が
成
仏
す
る
こ
と
は
な

い
。
わ
れ
わ
れ
自
身
の
見
が
止
ん
だ
と
こ
ろ
に
こ
そ
、〈
山
の
仏
祖
と
な
る
〉
と
い
う
事
態
が
成
就
す
る
。〈
有
情
世
界
あ
る

が
ご
と
き
は
、
そ
の
と
こ
ろ
か
な
ら
ず
仏
祖
世
界
あ
り
〉
と
は
そ
う
い
う
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。

と
は
い
え
山
や
水
は
有
情
世
界
で
は
な
い
。
山
水
が
仏
祖
世
界
に
な
る
こ
と
こ
そ
、〈
か
く
の
ご
と
く
の
道
理
、
よ
く
よ

く
参
学
す
べ
し
〉
の
内
実
で
あ
ろ
う
。
無
情
の
も
の
が
仏
祖
世
界
に
な
る
こ
と
を
を
示
す
の
が
《
辦
道
話
》
の
次
の
く
だ
り

で
あ
ろ
う
。

〈
も
し
人
、
一
時
な
り
と
い
ふ
と
も
、
三
業
に
仏
印
を
標
し
、
三
昧
に
端
坐
す
る
と
き
、
遍
法
界
み
な
仏
印
と
な
り
、
尽

虚
空
こ
と
ご
と
く
さ
と
り
と
な
る
。
…
…
諸
法
み
な
正
覚
を
証
会
し
、
万
物
と
も
に
仏
身
を
使
用
し
て
、
す
み
や
か
に
証
会

の
辺
際
を
一
超
し
て
、
覚
樹
王
に
端
坐
し
、
一
時
に
無
等
等
の
大
法
輪
を
転
じ
、
究
竟
無
為
の
深
般
若
を
開
演
す
。
…
…
こ

の
と
き
、
十
方
法
界
の
土
地
・
草
木
・
牆
壁
・
瓦
礫
、
み
な
仏
事
を
な
す
を
も
て
、
そ
の
お
こ
す
と
こ
ろ
の
風
水
の
利
益

…
…
〉

一
人
の
坐
禅
の
時
、
土
地
・
草
木
・
牆
壁
・
瓦
礫
が
仏
祖
世
界
と
な
り
、
山
水
だ
け
で
は
な
く
、
万
物
と
も
に
成
仏
し
て

法
を
説
く
。
こ
の
道
元
の
最
初
期
の
直
感
と
も
い
え
る
詩
的
な
壮
大
な
さ
と
り
の
情
景
が
、
こ
の
《
山
水
経
》
に
も
響
い
て

い
る
の
だ
ろ
う
。

道
元
は
、
こ
の
よ
う
に
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
人
間
が
頭
で
把
握
す
る
水
や
山
や
仏
を
徹
底
的
に
脱
構
築
し
て
い
く
。

〈
し
か
あ
れ
ば
、
水
は
こ
れ
真
龍
の
宮
殿
な
り
、
流
落
に
あ
ら
ず
。
流
の
み
な
り
と
認
ず
る
は
、
流
の
こ
と
ば
、
水
を
謗

す
る
な
り
。
た
と
へ
ば
、
非
流
と
強
為
す
る
が
ゆ
え
に
。
水
は
水
の
如
是
実
相
の
み
な
り
、
水
是
水
功
徳
な
り
、
流
に
あ
ら

ず
。
一
水
の
流
を
参
究
し
、
不
流
を
参
究
す
る
に
、
万
法
の
究
尽
、
た
ち
ま
ち
に
現
成
す
る
な
り
。〉
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〈
し
か
あ
れ
ば
〉
以
下
は
、
古
田
が
い
う
よ
う
に
仏
祖
世
界
に
関
連
し
て
い
て
、
前
の
水
の
叙
述
と
は
趣
が
異
な
る
。
そ

れ
が
〈
水
は
真
龍
の
宮
〉
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
真
龍
は
諸
釈
も
指
摘
す
る
よ
う
に
仏
を
含
意
す
る
。
真
龍
の
住
む
水
、
す

な
わ
ち
仏
祖
に
お
け
る
「
水
」
を
、
ふ
つ
う
魚
が
住
む
水
を
人
間
が
み
る
よ
う
に
、〈
流
落
〉
す
な
わ
ち
流
れ
落
ち
る
水
と

み
て
〈
流
の
み
な
り
〉
と
す
る
の
は
、
そ
の
水
を
誹
謗
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
。
で
は
真
龍
の
宮
で
あ
る
水
、
仏
祖
の
水

は
、
い
っ
た
い
何
で
あ
り
、
ど
う
表
現
す
れ
ば
い
い
の
か
。
そ
れ
は
真
龍
で
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
人
間

が
見
る
「
流
」
と
い
う
水
で
は
な
か
ろ
う
。〈
た
と
へ
ば
非
流
と
強
為
す
る
が
ゆ
え
に
〉
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
そ
れ
を
強
い

て
い
う
な
ら
「
非
流
」
と
で
も
い
う
ほ
か
な
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。〈
非
流
〉
が
（
真
龍
の
）
水
に
つ
い
て
い
わ
れ
て
い
る

の
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
の
に
、「
山
を
」
を
補
う
べ
き
だ
と
い
う
『
辨
註
』
や
古
田
は
論
外
で
あ
る
。

人
間
の
見
る
〈
流
〉
で
も
龍
魚
が
見
る
〈
不
流
〉
で
も
な
い
。
強
い
て
〈
非
流
〉
と
し
て
も
、
ぴ
た
り
で
は
な
い
。
ど
う

と
も
人
間
の
詞
で
表
現
で
き
な
い
そ
の
水
は
〈
水
は
水
の
如
是
実
相
の
み
な
り
、
水
是
水
功
徳
な
り
〉
と
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
打
坐
の
と
こ
ろ
で
現
成
す
る
人
間
の
五
感
や
認
識
を
離
れ
た
あ
る
が
ま
ま
の
水
で
あ
ろ
う
。〈
水
は
水
の
如
是
実

相
の
み
な
り
〉
で
あ
る
。〈
水
是
水
〉
に
つ
い
て
は
次
の
二
に
古
仏
の
〈
水
是
水
〉
と
し
て
〈
山
是
山
〉
と
と
も
に
言
及
さ

れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
消
息
は
〈
山
是
山
〉
の
参
究
に
ゆ
ず
ろ
う
。

水
の
参
学
は
、
三
章
一
節
で
〈
水
の
、
水
を
み
る
参
学
あ
り
。
水
の
、
水
に
修
証
す
る
が
ゆ
え
に
、
水
の
、
水
を
道
著
す

る
参
究
あ
り
。
自
己
の
、
自
己
に
相
逢
す
る
通
路
を
現
成
せ
し
む
べ
し
〉
と
い
わ
れ
た
よ
う
に
、
自
己
の
参
学
な
し
に
は
現

成
し
な
い
。

そ
の
参
究
が
〈
一
水
の
流
を
参
究
し
、
不
流
を
参
究
す
る
〉
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
一
回
は
流
、
一
回
は
不
流
」

こ
そ
〈
如
来
正
法
輪
〉
で
あ
り
、
人
間
の
知
見
の
脱
落
で
あ
る
。
そ
こ
が
〈
万
法
の
究
尽
、
た
ち
ま
ち
に
現
成
す
る
な
り
〉

と
結
ば
れ
る
。
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二
、山

も
宝
に
か
く
る
る
山
あ
り
、
沢
に
か
く
る
る
山
あ
り
、
空
に
か
く
る
る
山
あ
り
、
山
に
か
く
る
る
山
あ
り
。
蔵
に

蔵
山
す
る
参
学
あ
り
。

古
仏
云
く
、
山
是
山
、
水
是
水
。

こ
の
道
取
は
、
や
ま
、
こ
れ
や
ま
、
と
い
ふ
に
あ
ら
ず
、
山
こ
れ
や
ま
、
と
い
ふ
な
り
。
し
か
あ
れ
ば
、
や
ま
を
参

究
す
べ
し
。
山
を
参
究
す
れ
ば
、
山
に
功
夫
な
り
。
か
く
の
ご
と
く
の
山
水
、
お
の
づ
か
ら
、
賢
を
な
し
、
聖
を
な
す

な
り
。

正
法
眼
蔵
山
水
経
第
二
十
九

　

爾
時
仁
治
元
年
庚
子
十
月
十
八
日
干
時
在
観
音
導
利
興
聖
宝
林
寺
示
衆

［
注
釈
］

○
宝
に
か
く
る
る
山　
『
渉
典
続
貂
』
に
次
の
『
宝
蔵
論
』
を
引
く
。「
天
地
之
内
、
宇
宙
之
間
、
中
有
一
宝
、
秘
在
形
山
（
天
地
の
内
、
宇

宙
の
間
、
中
に
一
宝
有
り
て
、
秘
し
て
形
山
に
在
り
）」。
岩
波
文
庫
脚
注
の
「
宝
山
の
中
に
入
る
に
」（『
大
智
度
論
』
一
）
は
、
無
関
係
。

○
沢
に
か
く
る
る
山　
『
渉
典
続
貂
』
に
『
荘
子
』
大
宗
師
篇
「
蔵
山
於
沢
（
山
を
沢
に
蔵か

く

す
）」
と
あ
る
。
こ
の
「
山
」
は
「
汕あ
み

」
で
あ

る
と
い
う
が
、
道
元
は
字
義
通
り
、
山
と
受
け
取
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
『
荘
子
』
の
段
落
に
は
「
若
し
夫そ

れ
天
下
を
天
下
に
蔵か
く

さ
ば
、

而す
な
わち

遯の
が

る
る
所
を
得
ず
」
と
あ
る
。
本
文
が
〈
山
に
か
く
る
る
山
あ
り
。
蔵
に
蔵
山
す
る
参
学
あ
り
〉
と
続
く
の
も
、
こ
の
句
の
影
響

で
あ
ろ
う
。　

○
古
仏　

こ
こ
で
は
雲
門
を
指
す
。

○
山
是
山
水
是
水　

出
典
『
雲
門
広
録
』。
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「
上
堂
云
。
諸
和
尚
子
莫
妄
想
。
天
是
天
地
是
地
。
山
是
山
水
是
水
。
僧
是
僧
俗
是
俗
。（
上
堂
し
て
云
く
、
諸
和
尚
子
よ
、
妄
想
す
る
莫

れ
。
天
は
是
れ
天
、
地
は
是
れ
地
。
山
は
是
れ
山
、
水
は
是
れ
水
。
僧
は
是
れ
僧
、
俗
は
是
れ
俗
）」（T

47,547c

）。

○
や
ま
、
こ
れ
や
ま
、
と
い
ふ
に
あ
ら
ず
、
山
こ
れ
や
ま
、
と
い
ふ
な
り
。

参
考
「
吉
州
青
原
惟
信
禅
師
（
石
霜
楚
円
（
九
八
六
～
一
〇
三
九
）
の
弟
子
の
黄
龍
慧
南
の
弟
子
の
晦
堂
祖
心
の
法
嗣
）
上
堂
。
老
僧
三
十

年
前
未
参
禅
時
。
見
山
是
山
見
水
是
水
。
及
至
後
来
親
見
知
識
有
箇
入
処
。
見
山
不
是
山
。
見
水
不
是
水
。
而
今
得
箇
休
歇
処
。
依
然

見
山
祇
是
山
。
見
水
祇
是
水
。
大
衆
這
三
般
見
解
是
同
是
別
。（
老
僧
、
三
十
年
前
、
未
だ
参
禅
せ
ざ
る
時
。
山
を
見
る
に
是
れ
山
、
水
を

見
る
に
是
れ
水
な
り
。
及
び
後
来
、
親
し
く
知
識
に
見
ゆ
る
に
箇
の
入
処
有
る
に
至
り
て
、
山
を
見
る
に
是
山
な
ら
ず
。
水
を
見
る
に
是
れ

水
な
ら
ず
。
而
今
、
箇
の
休
歇
の
処
を
得
て
、
依
然
と
し
て
山
を
見
る
に
祇
だ
是
れ
山
、
水
を
見
る
に
祇
だ
是
れ
水
な
り
。
大
衆
、
這
の
三

般
の
見
解
、
是
れ
同
な
り
や
是
れ
別
な
り
や
。」『
続
伝
灯
録
』T

51,614c

）『
聞
書
』『
聞
解
』
に
も
引
く
。
た
だ
、
道
元
の
当
該
箇
所
と

は
無
関
係
だ
ろ
う
。

○
山
に
工
夫　

こ
の
「
に
」
は
格
助
詞
で
①
動
作
・
状
態
の
存
す
る
場
所
、
②
…
…
存
す
る
時
、
③
動
作
の
至
り
及
ぶ
と
こ
ろ
を
示
す
、

な
ど
あ
り
、
こ
こ
は
③
の
意
に
と
る
。

○
お
の
づ
か
ら　

こ
こ
で
は
、
自
身
の
手
で
、
み
ず
か
ら
、
自
力
で
の
意
。

○
〜
を
な
す　
「
～
を
成
す
」
と
い
う
用
法
は
、
三
章
三
節
三
〈（
水
の
）
江
河
を
な
す
な
り
〉
と
使
わ
れ
て
い
た
。

【
現
代
語
訳
】

山
も
宝
に
隠
れ
る
山
が
あ
る
、
沢
に
隠
れ
る
山
が
あ
る
、
空そ

ら

に
隠
れ
る
山
が
あ
る
、
山
に
隠
れ
る
山
が
あ
る
。
蔵
（
隠
れ

る
）
に
蔵
山
す
る
と
い
う
学
び
方
も
あ
る
。
古
仏
が
い
う
、「
山
是
山
、
水
是
水
」。
こ
の
言
表
は
、「
や
ま
、
こ
れ
や
ま
」

と
い
う
の
で
は
な
い
、「
山
こ
れ
や
ま
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
「
や
ま
」
を
修
行
し
見
究
め
る
が
よ
い
。

山
を
修
行
し
見
究
め
れ
ば
、
山
に
［
対
し
て
の
］
功
夫
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
山
水
は
、
み
ず
か
ら
賢
と
成
り
、
聖
と
成
る
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の
で
あ
る
。

【
諸
釈
の
検
討
】

田
中
『
道
元
』

山
も
宝
に
か
く
る
る
山
あ
り
云
々
。
聞
解
に
は
、
須
弥
山
は
四
宝
所
成
で
…
…
沢
に
か
く
る
る
山
あ
り
云
々
。
こ

れ
は
諸
註
一
致
し
て
荘
子
の
蔵
山
於
沢
を
挙
げ
る
。
山
水
経
の
巻
に
荘
子
を
思
わ
せ
る
言
葉
が
幾
度
か
出
た
。
道
元
が

表
現
の
上
で
荘
子
を
用
ゐ
た
の
は
興
味
が
深
い
。
私
記
、
御
抄
に
は
、
意
を
汲
ん
で
以
宝
為
山
、
以
沢
為
山
、
以
空
為

山
の
道
理
と
あ
る
。
本
文
の
意
は
確
か
に
さ
う
で
あ
る
。
若
田
若
里
も
山
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
も
、
す
で
に
道
元
に
は

昭
々
乎
た
る
も
の
が
あ
っ
た
。
蔵
に
蔵
山
す
る
の
蔵
は
、
か
く
る
る
の
意
で
あ
る
。
山
が
山
に
蔵
る
る
が
故
に
、
蔵
る

る
処
な
く
、
蔵
れ
た
蹤
跡
は
微
塵
も
残
ら
な
い
。
古
仏
云
、
山
是
山
水
是
水
の
こ
れ
は
聞
解
に
青
原
の
語
を
引
い
て
あ

る
。
そ
れ
を
要
約
す
る
と
…
…
。（
二
三
〇
）

こ
の
山
是
山
水
是
水
に
類
す
る
古
仏
の
言
葉
は
、
他
に
も
随
分
沢
山
あ
る
。
文
意
つ
い
て
は
、
従
来
養
い
来
っ
た
参

学
眼
を
以
っ
て
透
過
出
来
る
や
否
を
照
顧
す
る
の
み
で
あ
る
。
…
…
こ
の
一
句
を
而
今
の
山
水
裡
に
読
破
す
る
時
、
道

元
の
皮
肉
い
さ
さ
か
模
索
せ
る
か
、
骨
髄
い
さ
さ
か
焦
躁
せ
る
か
、
道い

は
じ
道
は
じ
わ
れ
も
道
は
じ
と
道
ふ
こ
と
は
、

す
な
わ
ち
不
得
。（
二
三
一
）

（
検
討
）

「
諸
註
一
致
し
て
荘
子
の
蔵
山
於
沢
を
挙
げ
る
」
の
は
、
適
切
だ
ろ
う
。
た
だ
『
御
抄
』『
私
記
』
に
賛
意
を
表
し
て
い
る

が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
要
す
る
に
何
を
以
て
も
す
べ
て
「
山
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
う
で
は
な
か
ろ
う
。「
文
意
に
つ
い

て
は
」
以
下
は
ま
っ
た
く
解
釈
し
て
お
ら
ず
、
ご
ま
か
し
に
過
ぎ
ま
い
。
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古
田
『
私
釈
』

…
…
し
か
し
「
山
に
か
く
る
る
山
」
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
る
こ
と
を
知
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
か

く
し
て
い
る
山
と
か
く
さ
れ
て
い
る
山
と
が
一
つ
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
大
き
い
も
の
に
小
さ
い
も
の
が
入
る
と

い
う
の
で
は
な
く
て
、
同
じ
も
の
が
同
じ
も
の
に
合
一
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
山
に
か
く
る
る
山
」
と
は
蔵か

く

れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
山
が
山
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
山
で
あ
る
と
い
っ
て
も
い
い
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を

「
蔵
に
蔵
山
す
る
」
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
山
の
有
り
方
を
知
る
に
は
こ
の
「
蔵
に
蔵
山
」
し
た
山
の
有
り
方

ま
で
究
明
し
て
知
る
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
…
…
「
た
だ
山
の
活
計
の
現
成
す
る
の
み
な
り
」
と
い
わ

れ
た
が
、
そ
の
山
は
「
山
に
か
く
る
る
」
山
と
し
て
あ
る
山
で
、
大
き
い
山
で
も
な
け
れ
ば
小
さ
い
山
で
も
な
い
の
で

あ
る
。（
一
一
二
）

…
…
前
の
「
山
是
山
と
い
ふ
」
の
「
い
ふ
」
は
凡
夫
の
所
談
、
後
の
「
山
是
山
と
い
ふ
」
の
「
い
ふ
」
は
仏
祖
の
所

談
で
あ
る
と
見
た
ら
わ
か
り
い
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

「
山
を
参
究
す
れ
ば
山
に
功
夫
な
り
」
は
『
御
抄
』
に
「
山
に
功
夫
な
り
と
云
、
こ
の
詞
す
こ
し
何
と
や
ら
む
、
ち

が
ひ
た
る
様
に
き
こ
ゆ
」
と
あ
っ
て
用
語
に
何
か
間
違
い
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
が
、「
山
に
功
夫
」
と

あ
る
一
語
は
見
方
に
よ
っ
て
は
は
な
は
だ
意
味
深
く
思
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
山
是
山
が
情
謂
の
世
界
で
い
わ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
と
す
る
と
、
山
を
山
で
あ
る
と
工
夫
す
る
人
の
立
場
は
い
わ
れ
な
い
の
が
至
当
で
あ
り
、
山
に
功
夫
す
る

そ
の
山
だ
け
が
現
成
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
用
語
は
極
め
て
面
白
い
の
で
あ
る
。（
一
一
三
）

（
検
討
）

〈
山
に
か
く
る
る
山
〉
の
解
釈
は
能
所
が
一
つ
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
的
を
外
し
て
い
る
し
、〈
蔵
に
蔵
山
す

る
〉
は
〈
山
に
か
く
る
る
山
〉
と
同
じ
こ
と
で
あ
り
、「
山
が
山
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
山
」
と
い
う
の
は
、
違
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う
だ
ろ
う
。
二
つ
の
句
を
同
じ
と
す
る
の
は
後
述
す
る
テ
キ
ス
ト
の
問
題
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
凡
夫
の
所
談
、
仏
祖
の
所
談

と
す
れ
ば
、
た
し
か
に
分
か
り
や
す
い
が
、
そ
の
内
実
こ
そ
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
ま
た
〈
山
に
功
夫
な
り
〉
の
『
御
抄
』

の
解
釈
は
、
そ
の
あ
と
こ
の
表
現
を
評
価
し
て
「
山
の
、
と
も
、
山
を
と
も
い
は
ば
、
猶
、
山
与と

人
の
格
別
な
る
よ
う
に
可

聞
」
と
つ
づ
い
て
い
る
こ
と
を
見
落
と
し
て
い
る
。

安
谷
『
参
究
』

安
谷
は
、
田
中
『
道
元
』
の
こ
の
【
諸
釈
の
検
討
】
に
抜
き
書
き
し
た
最
初
か
ら
最
後
ま
で
す
べ
て
を
引
用
し
て
「
白
雲

（
安
谷
）
曰
く
、
言
句
を
拈
弄
し
得
て
妙
」
と
い
い
、
次
の
よ
う
に
論
ず
る
。

山
に
参
学
し
、
山
を
参
究
す
れ
ば
、
山
が
山
の
功
徳
を
蒙
ら
し
め
る
か
ら
、
そ
の
功
徳
の
扶
け
に
よ
っ
て
、
山
に
相

見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
自
己
に
相
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
さ
ら
に
進
ん
で
、
山
を
呑
却
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
…
…
も
ち
ろ
ん
物
質
の
蒲
団
を
坐
破
す
る
だ
け
で
は
、
定
力
は
進
む
が
、
而
今
の
山
水
に
は
相
見
は
で
き

な
い
。
各
自
が
頭
の
中
に
つ
く
ね
こ
ん
で
あ
る
旧
知
旧
見
と
言
う
蒲
団
、
知
見
解
会
と
い
う
蒲
団
を
完
全
に
坐
破
し
、

大
死
一
番
、
絶
後
に
再
び
よ
み
が
え
っ
て
、
は
じ
め
て
体
得
で
き
る
世
界
で
あ
る
。（
一
九
三
）

（
検
討
）

田
中
を
評
価
す
る
理
由
が
よ
く
分
か
ら
な
い
。「
山
に
相
見
」
と
か
「
山
を
呑
却
」
と
か
、
意
味
が
は
っ
き
り
分
か
ら
な

い
こ
と
を
い
っ
て
も
解
釈
に
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
た
し
か
に
旧
知
旧
見
、
知
見
解
会
で
は
な
い
世
界
が
開
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
そ
れ
は
「
大
死
一
番
」
と
い
う
よ
う
な
体
験
を
通
し
て
だ
ろ
う
か
。
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内
山
『
味
わ
う
』

は
じ
め
の
「
山
是
山
」
と
は
普
通
わ
れ
わ
れ
が
山
は
山
だ
と
い
う
。
同
一
物
だ
と
思
う
。
昨
日
の
山
も
今
日
の
山
も

同
じ
だ
と
思
う
。
と
こ
ろ
が
仏
教
の
世
界
で
は
諸
行
無
常
、
時
々
刻
々
、
一
瞬
前
の
山
と
一
瞬
あ
と
の
山
と
は
違
う
。

…
…
あ
と
の
「
山
是
山
」
と
は
、
そ
う
い
う
意
味
で
の
生
命
実
物
と
し
て
の
山
是
山
で
す
。
こ
の
場
合
は
山
は
山
と
し

て
固
定
し
た
相
が
な
い
。
諸
法
実
相
の
山
は
無
相
で
す
。
山
を
参
究
す
る
に
は
こ
の
よ
う
に
参
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
自
己
尽
有
尽
界
の
山
を
深
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
山
の
功
夫
な
り
」
と
は
、
そ
う

い
う
修
行
を
す
る
こ
と
。
誰
で
も
が
生
命
実
物
を
生
き
て
い
る
の
だ
。
だ
か
ら
そ
の
実
物
か
ら
常
に
浮
い
た
よ
う
な
生

き
か
た
は
や
め
に
し
て
、
実
物
を
ち
ゃ
ん
と
踏
ま
え
て
、
い
か
に
そ
の
実
物
を
発
現
す
る
か
と
い
う
方
向
で
生
き
て
い

く
。
こ
れ
が
「
証
上
の
修
」
で
あ
り
、「
か
く
の
ご
と
く
の
山
水
、
お
の
づ
か
ら
賢
を
な
し
聖
を
な
す
な
り
」
で
あ
る
。

（
一
二
七
―
一
二
八
）

（
検
討
）

後
に
述
べ
る
よ
う
に
彼
ら
の
見
た
テ
キ
ス
ト
が
仮
名
の
「
や
ま
」
を
使
っ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
に
な
る

が
、
内
実
は
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。「
山
に
功
夫
な
り
」
を
「
山
の
功
夫
な
り
」
と
読
ん
で
解
釈
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
内

山
の
い
う
「
修
証
」
と
最
後
の
句
が
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
る
か
解
釈
さ
れ
て
い
な
い
。

【
私
釈
】

ま
ず
テ
キ
ス
ト
の
問
題
で
あ
る
が
、
本
文
の
よ
う
に
読
ん
で
い
る
の
は
森
本
『
読
解
』、
岩
波
文
庫
、［
水
野
訳
］（
春
秋

社
）、［
増
谷
訳
］
で
あ
り
、『
註
解
全
書
』
を
は
じ
め
、
田
中
『
道
元
』、
古
田
『
私
釈
』、
安
谷
『
参
究
』、
内
山
『
味
わ

う
』
は
す
べ
て
ひ
ら
が
な
の
「
や
ま
」
を
使
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
以
前
の
岩
波
文
庫
『
正
法
眼
蔵
』（
衛
藤
即
応
）
で
は
、
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「
や
ま
」
は
な
く
、
す
べ
て
「
山
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
本
山
版
も
そ
う
な
の
だ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
最
後
の

〈
山
是
山
水
是
水
〉
の
解
釈
が
ど
れ
も
や
や
お
か
し
い
の
は
、
半
分
は
テ
キ
ス
ト
の
せ
い
だ
と
も
い
え
る
。

〈
山
も
宝
に
か
く
る
る
山
あ
り
、
沢
に
か
く
る
る
山
あ
り
、
空
に
か
く
る
る
山
あ
り
、
山
に
か
く
る
る
山
あ
り
、
蔵
に
蔵

山
す
る
参
学
あ
り
〉

さ
て
、
最
初
に
〈
～
に
か
く
る
る
山
あ
り
〉
が
四
回
説
か
れ
る
。
こ
れ
は
い
ろ
い
ろ
な
物
に
隠
れ
る
山
が
あ
る
、
と
い
う

よ
う
な
こ
と
を
い
う
の
で
は
な
い
。
山
は
人
の
目
に
見
え
て
い
る
山
だ
け
で
は
な
く
「
か
く
れ
る
山
」
が
あ
る
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
を
「
注
釈
」
に
出
し
た
よ
う
な
経
典
、
外
典
な
ど
の
記
載
か
ら
色
々
に
表
現
し
て
い
る
。

た
だ
山
が
さ
ま
ざ
ま
に
あ
る
、
と
い
う
こ
と
な
ら
ば
、
例
え
ば
《
身
心
学
道
》
に
〈
山
も
お
ほ
か
る
べ
し
、
大
須
弥
・
小

須
弥
あ
り
。
横
に
処
せ
る
あ
り
、
豎
に
処
せ
る
あ
り
。
三
千
界
あ
り
、
無
量
国
あ
り
、
色
に
か
か
る
あ
り
、
空
に
か
か
る
あ

り
〉
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
は
そ
の
よ
う
な
意
味
で
い
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
し
、
ま
し
て
「
宝
を
以
て
山
と
為
し

…
…
」（『
御
聴
書
抄
』
田
中
『
道
元
』
安
谷
『
参
究
』）
と
い
う
よ
う
な
何
か
を
以
て
山
と
す
る
と
か
、
な
ん
で
も
山
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
も
な
い
。

大
事
な
の
は
〈
山
に
か
く
る
る
山
〉
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
、
山
が
山
を
見
な
い
、
見
え
な
い
（『
聞
解
』、
古
田
『
私
釈
』）

の
で
は
な
く
、「（
眼
に
見
え
る
）
山
に
か
く
れ
る
山
」
で
あ
る
。〈
蔵
に
蔵
山
す
る
参
学
あ
り
〉
は
「
蔵か
く

れ
る
」
と
い
う
あ
り

方
に
「
蔵
れ
る
山
」
に
つ
い
て
の
参
究
が
あ
る
と
と
り
た
い
。〈
蔵
〉
と
は
、
こ
の
私
た
ち
の
五
根
六
識
に
よ
る
知
見
が
か

え
っ
て
「
隠
す
」
と
い
う
働
き
を
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
私
た
ち
の
隠
す
は
た
ら
き
で
隠
れ
た
山
に
対
す
る
参
究
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

〈
古
仏
い
は
く
、
山
是
山
、
水
是
水
。
こ
の
道
取
は
、
や
ま
、
こ
れ
や
ま
、
と
い
ふ
に
あ
ら
ず
、
山
こ
れ
や
ま
、
と
い
ふ

な
り
。
し
か
あ
れ
ば
、
や
ま
を
参
究
す
べ
し
。
山
を
参
究
す
れ
ば
、
山
に
功
夫
な
り
。
か
く
の
ご
と
く
の
山
水
、
お
の
づ
か
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ら
賢
を
な
し
、
聖
を
な
す
な
り
〉

次
の
〈
古
仏
い
は
く
、
山
是
山
水
是
水
〉
は
、
雲
門
の
句
で
あ
る
。
こ
こ
で
雲
門
が
ど
の
よ
う
な
意
味
で
こ
の
句
を
い
っ

た
か
、
と
い
う
こ
と
は
、
こ
こ
で
の
問
題
で
は
な
い
。

し
か
し
、
い
ち
お
う
触
れ
て
お
こ
う
。
雲
門
の
上
堂
で
、「
諸
和
尚
子
よ
、
妄
想
す
る
莫
れ
。
天
は
是
れ
天
、
地
は
是
れ

地
。
山
は
是
れ
山
…
…
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
和
尚
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
妄
想
す
る
の
か
。
雲
門
自
身
が
か
つ
て
「
拄
杖
」

に
対
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
た
。

「
我
、
尋ひ

ご
ろ常
、
汝な
ん
じに
向
て
道い

う
。
微
塵
刹
土
中
の
三
世
諸
仏
・
西
天
二
十
八
祖
・
唐
土
六
祖
は
、
尽
く
拄
杖
頭
に
在
り
て

説
法
し
、
神
通
変
現
し
、
声
十
方
に
応
じ
、
縦
横
す
る
に
一
任
す
。
爾な

ん
じ、
還は

た
会
す
や
…
…
」（『
雲
門
広
録
』T

47,550a‒b

）

そ
の
よ
う
に
説
い
て
き
た
雲
門
は
、
そ
れ
を
根
本
的
に
悔
悟
し
て
違
う
説
き
方
に
変
わ
る
。

「
我
、
尋ひ

ご
ろ常
道い

う
、
一
切
の
声
は
是
れ
仏
声
。
一
切
の
色
は
是
れ
仏
色
。
尽
大
地
は
是
れ
法
身
。
枉む
な

し
く
箇
の
仏
法
中
の

見
を
作
す
。
如た

だ
い
ま今
、
拄
杖
を
見
れ
ば
但
だ
喚
ん
で
拄
杖
と
作
し
、
屋
を
見
れ
ば
但
だ
喚
ん
で
屋
と
作
す
」（
同559a

）。

い
ま
ま
で
は
、
む
な
し
く
仏
法
中
の
見
を
や
ら
か
し
て
、
い
ろ
い
ろ
言
っ
て
き
た
が
、「
こ
れ
か
ら
は
Ａ
を
見
れ
ば
、
た

だ
Ａ
と
い
う
」
と
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
同
音
異
曲
の
説
法
は
『
雲
門
広
録
』
に
多
く
あ
る
（
同556b

、558a

）。
そ
し
て

『
碧
巌
録
』
に
は
「
山
是
山
、
水
是
水
」
が
多
く
引
用
さ
れ
る
。

こ
こ
か
ら
、
雲
門
が
「
妄
想
す
る
莫
れ
」
と
い
う
の
が
、
い
か
な
る
仏
法
上
の
見
も
作
す
な
、
と
い
う
意
味
だ
と
分
か

る
。
仏
法
上
の
見
を
入
れ
な
い
「
山
是
山
」
な
の
で
あ
る
。

〈
古
仏
い
は
く
、
山
是
山
、
水
是
水
〉
に
は
、
密
か
に
「
莫
妄
想
」
が
鳴
り
響
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
雲
門
の
発
言
意
図
を
思
う
と
、『
聞
書
』
の
「
山
を
仏
法
に
て
見
る
と
き
こ
そ
、
山
是
山
、
水
是
水
」、『
御

聴
書
抄
』
の
「
仏
祖
所
談
の
山
水
な
る
べ
し
」、
田
中
の
「
若
田
若
里
も
山
」、
古
田
の
「
仏
祖
の
所
談
」、
安
谷
の
「
山
に
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相
見
、
自
己
に
相
見
、
山
を
呑
却
」、
内
山
の
「
自
己
尽
有
尽
界
の
山
」
な
ど
す
べ
て
「
仏
法
上
の
見
」
で
は
あ
る
ま
い
か

と
思
え
て
く
る
。

も
っ
と
も
、
以
上
の
詮
索
は
い
ま
の
本
文
に
は
関
係
は
な
い
。

〈
こ
の
道
取
は
、
や
ま
、
こ
れ
や
ま
、
と
い
ふ
に
あ
ら
ず
、
山
こ
れ
や
ま
、
と
い
ふ
な
り
〉
こ
そ
が
、
こ
こ
で
参
究
す
べ

き
な
の
で
あ
る
。
先
に
〈
山
に
か
く
る
る
山
〉
を
「（
眼
に
見
え
る
）
山
に
か
く
れ
る
山
」
と
し
た
。
人
の
目
に
見
え
る
山
を

「
や
ま
」
と
す
る
と
「
山
」
は
か
く
れ
て
い
る
【
山
】
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
〈
や
ま
、
こ
れ
や
ま
、
と
い
ふ
に
あ
ら
ず
〉

は
、「
わ
れ
わ
れ
が
見
る
山
は
、
わ
れ
わ
れ
が
見
る
山
だ
、
と
い
う
の
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
で
は
〈
山
こ
れ

や
ま
〉
は
、「【
山
】
は
、
わ
れ
わ
れ
が
見
る
山
だ
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、【
山
】
と
は
な
に
か
。
そ
れ
は
、
人
が
見
る

山
と
別
物
で
は
な
い
が
、
人
が
見
る
山
に
か
く
れ
た
【
山
】
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
山
を
見
て
も
、
か
く
れ
た
【
山
】
は
見

え
な
い
。
だ
か
ら
こ
う
言
わ
れ
る
。

〈
し
か
あ
れ
ば
山
を
参
究
す
べ
し
。
山
を
参
究
す
れ
ば
山
に
功
夫
な
り
〉

〈
や
ま
〉
は
、
わ
れ
わ
れ
人
間
の
眼
、
眼
識
、
言
語
、
認
識
に
よ
っ
て
山
で
あ
る
と
知
見
さ
れ
た
山
で
あ
る
。
で
は

〈【
山
】
を
参
究
す
〉
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。
人
間
の
眼
、
眼
識
、
言
語
、
経
験
を
用
い
な
い
で
【
山
】
を
み
る
し

か
な
い
が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
し
て
可
能
に
な
る
の
か
。
そ
れ
こ
そ
が
坐
禅
の
工
夫
で
あ
る
。

道
元
は
い
う
、〈
眼
睛
被
人
換
却
木
槵
子
了
也
。
鼻
孔
被
人
換
却
竹
筒
了
也
、
髑
髏
被
人
借
作
屎
杓
了
也
（
眼
睛
、
人
に
木

槵
子
に
換
却
せ
ら
れ
了
れ
り
。
鼻
孔
、
人
に
竹
筒
に
換
却
せ
ら
れ
了
り
ぬ
、
髑
髏
、
人
に
借
り
て
屎
杓
と
作
さ
れ
了
り
ぬ
）〉《
仏
向
上
事
》。

こ
れ
は
ま
さ
し
く
坐
禅
の
工
夫
で
あ
り
、
眼
を
黒
い
木
の
実
に
替
え
る
、
す
な
わ
ち
眼
識
が
働
か
な
い
よ
う
に
し
、
鼻
は

竹
筒
に
替
え
て
空
気
が
通
る
だ
け
の
も
の
と
し
て
嗅
覚
が
働
か
な
い
よ
う
に
し
、
頭
の
骨
は
肥
く
み
柄
杓
に
替
え
て
脳
の
働

き
で
あ
る
言
語
に
よ
る
認
識
を
働
か
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。〈
山
を
参
究
す
れ
ば
、
山
に
功
夫
な
り
〉
と
い
わ
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れ
、
山
に
対
し
て
坐
禅
の
功
夫
を
す
れ
ば
、
山
の
知
見
は
な
く
な
り
、〈
人
慮
の
測
度
〉
を
や
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ

に
現
成
す
る
も
の
こ
そ
【
山
】
な
の
で
あ
る
。「
山
こ
れ
や
ま
」
の
現
成
で
あ
る
。
そ
の
同
じ
消
息
は
、〈
和
尚
し
め
す
に
い

は
く
、
清
浄
本
然
、
云
何
忽
生
山
河
大
地
（
や
ま
）。
こ
こ
に
し
り
ぬ
、
清
浄
本
然
な
る
山
河
大
地
（【
山
】）
を
、
山
河
大
地

（
や
ま
）
と
あ
や
ま
る
べ
き
に
あ
ら
ず
。
し
か
る
を
、
経
師
、
か
つ
て
ゆ
め
に
も
き
か
ざ
れ
ば
、
山
河
大
地
（【
山
】）
と
し
ら

ざ
る
な
り
〉《
谿
声
山
色
》
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
人
間
の
知
見
の
〈
や
ま
〉
と
、
そ
れ
を
離
れ
た
と
き
現
成
す
る
【
山
】
の
二
重
性
は
、
大
燈
国
師
が
、「
億
劫
相
別

れ
て
、
し
か
も
須し

ゅ

臾ゆ

も
離
れ
ず
、
尽
日
相
対
し
て
、
し
か
も
刹
那
も
対
せ
ず
」
と
言
っ
た
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
お
け
る
人
の

知
見
の
世
界
と
如
実
の
世
界
の
二
重
性
で
あ
る
。
山
水
に
か
ぎ
ら
ず
万
法
が
そ
う
で
あ
る
。

こ
の
巻
は
〈
か
く
の
ご
と
く
の
山
水
、
お
の
づ
か
ら
賢
を
な
し
聖
を
な
す
な
り
〉
と
結
ば
れ
る
。
テ
キ
ス
ト
は
「
か
く
の

ご
と
く
、
山
水
」
と
す
る
が
、
真
跡
「
山
水
経
」
に
よ
っ
て
「
か
く
の
ご
と
く
山
水
」
と
す
る
。
岩
波
文
庫
も
そ
う
で
あ

る
。〈

か
く
の
ご
と
く
の
山
水
〉
と
は
、
人
間
の
知
見
で
は
な
い
山
水
、
如
実
の
山
水
で
あ
り
、
そ
れ
は
お
よ
そ
人
間
の
知
見

や
関
わ
り
な
し
で
、
自
ら
〈
賢
を
な
し
聖
を
な
す
〉
の
で
あ
る
。「
賢
を
な
し
、
聖
を
な
す
」
と
は
三
章
三
節
三
に
〈
水
の

な
か
に
江
海
を
な
せ
り
。
…
…
江
海
の
功
を
な
す
の
み
な
り
〉
と
つ
か
わ
れ
て
い
た
「
な
す
」
で
あ
り
、
山
が
賢
と
な
り
、

や
ま
が
聖
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
四
章
に
は
賢
人
四
回
・
聖
人
三
回
、
大
聖
三
回
、
聖
賢
二
回
、
賢
二
回
、
大
賢
、
賢

聖
、
聖
・
聖
化
が
各
一
回
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。〈
賢
を
な
し
、
聖
を
な
す
な
り
〉
と
結
ば
れ
る
の
は
自
然
で
あ
ろ
う
。

四
章
一
節
の
〈
山
は
、
超
古
超
今
よ
り
大
聖
の
所
居
な
り
。
賢
人
・
聖
人
、
と
も
に
山
を
堂
奥
と
せ
り
〉
に
対
す
る
結
び

に
ふ
さ
わ
し
く
〈
か
く
の
ご
と
く
の
山
水
、
お
の
づ
か
ら
賢
を
な
し
、
聖
を
な
す
な
り
〉
な
の
で
あ
る
。
人
と
山
の
響
き
合

い
で
あ
る
。
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道
元
は
、
美
し
い
山
水
に
囲
ま
れ
た
日
本
で
、
山
を
愛
し
、
お
よ
そ
仏
祖
で
い
ち
ば
ん
、
仏
法
と
し
て
こ
の
山
水
を
参
究

で
き
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

し
か
し
、
道
元
が
愛
で
た
山
水
は
、
今
の
日
本
に
は
な
い
。
世
界
に
も
な
い
。
山
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
で
、
ア
マ
ゾ
ン
で
、
イ
タ
リ
ア
で
、
山
火
事
に
よ
っ
て
焦
土
と
化
し
、
青
山
常
運
歩
で
き
な
い
。
河
は
温
暖
化
で
水
も

流
れ
ず
干
上
が
っ
て
川
底
が
露
呈
し
て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
恐
竜
の
足
跡
が
、
ス
ペ
イ
ン
で
は
古
代
の
列
柱
石
が
、
中
国
で
は

仏
像
が
、
セ
ル
ビ
ア
の
ド
ナ
ウ
川
で
は
ナ
チ
・
ド
イ
ツ
の
戦
艦
が
露
出
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
坐
禅
し
、〈
山
こ
れ
や
ま
〉
を
現
成
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

『
正
法
眼
蔵
』《
山
水
経
》
㐧
二
十
九
（
に
編
集
）
は
仁
治
元
年
庚
子
十
月
十
八
日
に
観
音
導
利
興
聖
宝
林
寺
で
示
衆
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
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京
都
臨
済
宗
各
本
山
寺
院
の
「
〇
〇
面づ
ら

」
に
つ
い
て

―
―
「
妙
心
寺
の
算
盤
面
」
由
来
試
論
―
―

加
藤　

一
寧

は
じ
め
に

京
都
の
臨
済
宗
の
本
山
寺
院
は
、
そ
の
特
徴
を
と
ら
え
て
「
〇
〇
面づ

ら

」
と
称
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
『
京
都
・
観
光
文
化

検
定
試
験 

公
式
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
』「
初
版
」「
改
訂
版
」「
増
補
版
」（
淡
交
社
、
二
〇
〇
四
・
二
〇
〇
五
・
二
〇
一
〇
、
以
下
、

三
つ
の
版
を
ま
と
め
て
【
旧
版
】
と
略
称
。
な
お
頁
数
は
「
増
補
版
」
に
拠
る
）
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

① 

茶
道
と
の
関
わ
り
が
深
く
、
千
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
聚じ
ゅ

光こ
う

院い
ん

を
は
じ
め
、
ほ
と
ん
ど
の
塔
頭
に
茶
室
が
あ
り
、
俗
に

「
大
徳
寺
の
茶ち

ゃ

面づ
ら

」
と
称
さ
れ
る
（
九
五
頁
）

② 

武
家
の
信
仰
が
篤
く
、「
南
禅
寺
の
武ぶ

家け

面づ
ら

」
と
称
さ
れ
た
（
一
〇
一
頁
）

③ 

俗
に
「
建
仁
寺
の
学が

く

問も
ん

面づ
ら

」
と
い
わ
れ
、
詩
文
芸
術
に
秀
で
た
禅
僧
を
輩
出
、
五
山
文
学
と
称
さ
れ
る
文
芸
を
創
り

出
し
た
（
一
〇
三
頁
）

④ 

寺
名
は
規
模
を
東
大
寺
に
、
教
行
を
興
福
寺
に
な
ら
っ
て
、
東
福
寺
と
付
け
ら
れ
た
。
建
武
元
年
（
一
三
三
四
）
に
は

京
都
五
山
の
第
三
位
、
大
伽
藍
を
有
す
る
寺
と
な
り
、
俗
に
「
東
福
寺
の
伽が

藍ら
ん

面づ
ら

」
と
い
わ
れ
た
（
一
〇
五
頁
）

⑤ 

徹
底
し
た
組
織
運
営
を
得
意
と
し
、
臨
済
宗
き
っ
て
の
巨
大
教
団
を
形
成
し
た
足
跡
か
ら
俗
に
「
妙
心
寺
の
算そ
ろ

盤ば
ん

面づ
ら

」
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と
称
さ
れ
た
（
一
〇
八
頁
）

し
か
し
、
私
は
こ
う
し
た
「
〇
〇
面
」
に
関
し
て
三
つ
の
疑
問
を
抱
く
。

第
一
に
、
京
都
の
臨
済
宗
の
本
山
寺
院
に
は
、
他
に
も
相
国
寺
や
天
龍
寺
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、【
旧
版
】
に
は
、
こ
の

二
ヶ
寺
の
「
〇
〇
面
」
に
関
す
る
記
載
が
な
い
。
そ
れ
は
な
ぜ
な
の
か
。
少
な
く
と
も
相
国
寺
に
つ
い
て
は
、
後
掲
の
よ
う

に
「
相
国
寺
の
声
明
面
」
が
多
く
の
書
籍
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
以
上
、【
旧
版
】
は
そ
の
理
由
を
説
明
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

第
二
に
、「
京
都
・
観
光
文
化
検
定
試
験
」
い
わ
ゆ
る
「
京
都
検
定
」
に
お
い
て
⑴
、
か
つ
て
は
毎
年
「
〇
〇
面
」
に
関

す
る
出
題
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
数
年
の
間
に
、
そ
の
出
題
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
な
の
か
。
具
体
的

に
は
、「
京
都
検
定
」
の
第
一
回
か
ら
第
七
回
（
二
〇
〇
四
～
一
〇
）
ま
で
は
「
〇
〇
面
」
に
関
す
る
出
題
が
あ
っ
た
が
、
第

八
回
（
二
〇
一
一
）
以
後
―
た
だ
し
第
一
一
回
「
京
都
検
定
」
三
級
試
験
（
二
〇
一
四
）
は
唯
一
の
例
外
だ
が
―
、
第
一
九
回

（
二
〇
二
一
）
に
至
る
ま
で
、
そ
の
出
題
は
な
い
⑵
。

も
っ
と
も
第
一
三
回
「
京
都
検
定
」（
二
〇
一
六
）
以
後
に
つ
い
て
は
、『
京
都
・
観
光
文
化
検
定
試
験 

公
式
テ
キ
ス
ト

ブ
ッ
ク
』（
以
下
『
公
式
テ
キ
ス
ト
』
と
略
す
）
の
「
新
版
」（
淡
交
社
、
二
〇
一
六
、
以
下
、【
新
版
】
と
略
称
）
と
【
旧
版
】
の
違
い

を
も
っ
て
説
明
で
き
る
。【
旧
版
】
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
「
〇
〇
面
」
が
、【
新
版
】
で
は
全
て
削
除
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
⑶
。
そ
し
て
「
京
都
検
定
実
施
要
項
」
に
よ
る
と
、
出
題
は
『
公
式
テ
キ
ス
ト
』
に
準
拠
す
る
の
だ
か
ら
⑷
、【
新
版
】
で

削
除
さ
れ
た
「
〇
〇
面
」
が
、
平
成
二
八
年
（
二
〇
一
六
）
以
後
の
「
京
都
検
定
」
で
出
題
さ
れ
る
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な

い
。第

三
の
疑
問
は
、
前
掲
①
～
⑤
の
傍
線
部
に
よ
る
と
、「
〇
〇
面
」
は
俗
称
と
な
る
が
、
他
の
書
籍
で
は
そ
の
表
現
に
違

い
が
あ
る
。
後
掲
の
よ
う
に
、
京
童
の
口く

ち

遊ず
さ
みや
京
童
の
囃は
や

子し

言
葉
で
あ
っ
た
と
記
す
も
の
も
あ
れ
ば
、
あ
だ
名
・
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
で
あ
っ
た
と
記
す
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
諺
・
俚
諺
で
あ
っ
た
と
記
す
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
な
の
か
。
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一
、「
〇
〇
面
」
の
用
例
の
検
討

か
か
る
三
つ
の
疑
問
を
解
決
す
る
に
は
、
時
間
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
「
〇
〇
面
」
の
用
例
を
収
集
し
、
そ
の
変
遷
や
由
来

を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
も
「
〇
〇
面
」
に
関
す
る
言
説
は
多
い
。
も
ち
ろ
ん
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
に
言
及
す
る
必
要
な
ど
全
く
な
い
と
の
批
判
が
あ
る
の
も
承
知
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も
特
に
大

学
で
専
門
教
育
を
受
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
人
物
や
図
書
館
員
な
ど
の
専
門
家
が
発
信
す
る
「
〇
〇
面
」
に
関
す
る
情
報

は
、
そ
の
影
響
も
大
き
い
た
め
、
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
の
大
半
が
当
然
な
す
べ
き
考
証
の
手
続
き
を
怠
っ
て
い
る
こ
と
だ
け

は
一
旦
指
摘
し
て
お
か
ざ
る
を
え
な
い
⑸
。

以
下
、
繁
雑
に
な
る
が
、
根
拠
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、「
〇
〇
面
」
の
用
例
を
列
挙
す
る
。
た
だ
こ
の
調
べ
は
網
羅
的

で
な
い
だ
け
で
な
く
、
偏
り
も
あ
る
。
た
と
え
ば
戦
後
か
ら
一
九
六
〇
年
代
前
半
の
用
例
を
私
は
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
そ
う
し
た
不
備
・
偏
り
は
承
知
し
つ
つ
も
、
そ
の
結
果
を
最
初
に
表
Ⅰ
に
ま
と
め
、
判
明
し
た
三
点
に
つ
い
て
述

べ
て
お
こ
う
。



表
Ⅰ

書
名
な
ど

年
月

大
徳
寺

南
禅
寺
建
仁
寺
東
福
寺

妙
心
寺

天
龍
寺

相
国
寺
由
来
（
発
生
時
期
）

他

平
成
【
新
版
】（『
京
都
・
観
光
文
化
検
定
試
験 

公
式

テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
』「
新
版
」）

二
〇
一
六

《
1
》
三
井
記
念
美
術
館 

土
曜
講
座
「
瑞
巌
寺

の
歴
史
と
文
化
」

二
〇
一
六

茶
面

貴
人
面
学
問
面
伽
藍
面

算
盤
面

武
家
面

声
明
面

俗
称

《
2
》
山
折
哲
雄
監
修
『
あ
な
た
の
知
ら
な
い

栄
西
と
臨
済
宗
』

二
〇
一
四

茶
面

武
家
面
学
問
面
伽
藍
面

算
盤
面

羅
漢
面

声
明
面

家
風

《
3
》
～
《
5
》・《
7
》『
古
寺
巡
礼 

京
都
（
新

版
）』

 

二
〇
〇
六･

二
〇
〇
七
・

 

二
〇
〇
九

茶
面

公
卿
面
学
問
面

学
者
面
伽
藍
面

算
盤
面

声
明
面
諺
・
京
童
の
囃
子

言
葉
・
あ
だ
名
・

京
童
の
口
遊

【
旧
版
】（『
京
都
・
観
光
文
化
検
定
試
験 
公
式

テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
』「
初
版
」「
改
訂
版
」「
増

補
版
」）

 

二
〇
〇
四･

二
〇
〇
五
・

 

二
〇
一
〇

茶
面

武
家
面
学
問
面
伽
藍
面

算
盤
面

俗
称

《
8
》
竹
貫
元
勝
『
京
都
の
禅
寺
散
歩
』

一
九
九
四

茶
面

学
問
面
伽
藍
面

算
盤
面

武
家
面

声
明
面

俗
称

《
9
》
藤
井
宗
哲
『
禅
寺
の
食
卓 

―
宗
哲
和
尚

の
精
進
料
理 

―
』

一
九
九
二

茶
の
湯
面

姫
面

山
門
面

算
盤
面

羅
漢
面

称
名
面
各
山
の
特
色
を
ヒ

ヤ
カ
シ
含
み
に
い

う
禅
門
で
の
言
い

方

《
6
》
司
馬
遼
太
郎
「
連
載
紀
行
第
八
六
二
回

街
道
を
ゆ
く 

大
徳
寺
散
歩
①
紫
野
」

一
九
八
九

茶
面

伽
藍
面

算
盤
面

武
家
面

あ
だ
名

昭
和
《
10
》《
11
》『
国
史
大
辞
典
』

一
九
八
五
・
一
九
九
六

学
問
面

算
盤
面

俗
称

《
12
》
～
《
14
》『
大
百
科
事
典
』

一
九
八
五

茶
面

伽
藍
面

算
盤
面

俗
称

《
15
》
～
《
18
》『
古
寺
巡
礼 

京
都
（
旧
版
）』

一
九
七
六
・
一
九
七
七

茶
人
面

武
家
面

役
人
面
学
問
面
伽
藍
面

算
盤
面

武
家
面

声
明
面

京
童
の
つ
け
た
あ

だ
名
・
京
都
の
各

山
の
特
徴
を
揶
揄

的
に
呼
び
な
ら
わ

す
言
い
方
・
俗

称
・
江
戸
時
代



《
19
》
泉
澄
一
「
天
龍
寺
第
二
〇
九
世
・
中
山

玄
中
和
尚
に
つ
い
て
」

一
九
七
三

学
問
面

俗
称

《
20
》
荻
須
純
道
「
妙
心
寺
の
そ
ろ
ば
ん
づ
ら
」

一
九
七
二

茶
人
面

僧
録
面
学
者
面
伽
藍
面

算
盤
面

武
家
面

声
明
面
各
本
山
禅
寺
の
特

色
を
と
ら
え
て
批

評
し
た
卑
語

《
21
》『
京
都
の
歴
史
三　

近
世
の
胎
動
』

一
九
六
八

茶
面

学
問
面
伽
藍
面

算
盤
面

声
明
面

京
童
説

《
22
》
近
重
真
澄
『
茶
道
百
話
』

一
九
四
二

お
茶
人
面

俚
諺

《
23
》
山
田
霊
林
『
禅
学
入
門
の
書
』

一
九
三
七

茶
の
湯
面

算
盤
面

伽
藍
面

声
明
面

徳
川
時
代

《
24
》「
一
頁
人
物
評
論
、
尾
関
本
孝
」

一
九
三
四

伽
藍
面

俗
称

大
正
《
25
》
村
田
無
道
「
妙
心
寺
の
算
盤
面
」（『
参

禅
実
話
』）

一
九
一
六
．
七

茶
の
湯
面

算
盤
面

伽
藍
面

声
明
面
京
都
の
臨
済
宗
七

本
山
の
中
の
言
い

草

《
27
》
村
田
無
道
「
雑
簒 

寺
院
経
済
と
雪
江
和

尚
」

一
九
一
六
．
一

茶
の
湯
面

算
盤
面

伽
藍
面

声
明
面

称
名
面
京
都
の
臨
済
宗
七

本
山
の
中
の
言
い

草

《
28
》
村
田
何
休
「
妙
心
寺
の
算
盤
面
」（『
新

布
教
』
二
八
号
）

一
九
一
五
．
一
二

算
盤
面

伽
藍
面

声
明
面

称
名
面
京
都
の
臨
済
宗
七

本
山
の
中
の
言
い

草

《
26
》
村
田
何
休
「
妙
心
寺
の
算
盤
面
」（『
日

本
及
日
本
人　

臨
時
増
刊
第
六
六
五
号　

郷
土

光
華
号
』）

一
九
一
五
．
一
〇 

算
盤
面

伽
藍
面

声
明
面

称
名
面
京
都
の
臨
済
宗
七

本
山
の
中
の
言
い

草

明
治
《
30
》
花
園
隱
士
「
妙
心
寺
史
談
（
六
）」

一
九
一
一

茶
の
湯
面

算
盤
面

俗
称

《
29
》
何
休
菴
主
人
「
妙
心
寺
の
算
盤
面
」

（『
正
法
輪
』
二
五
六
号
）

一
九
〇
八

算
盤
面

称
名
面
京
都
の
臨
済
宗
七

本
山
の
中
の
言
い

草

《
31
》
燕
處
子
「
何
故
に
本
山
は
不
信
用
な
る
か
」

一
九
〇
五

算
盤
的
・
算
盤
主

義

《 

》
内
の
番
号
は
本
稿
内
で
の
史
料
番
号
。*

本
山
寺
院
の
配
列
は
、【
旧
版
】
掲
載
の
頁
数
の
順
に
よ
る
。*

網
掛
け
は
、
1･

2
ヶ
寺
の
「
〇
〇
面
」
の
み
を
取
り
上
げ
て
い
る
も
の
。

*

「
古
寺
巡
礼
」
な
ど
の
シ
リ
ー
ズ
も
の
は
、
一
つ
に
ま
と
め
た
。
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第
一
に
「
〇
〇
面
」
は
、【
旧
版
】
に
記
さ
れ
る
「
茶
面
」「
武
家
面
」「
学
問
面
」「
伽
藍
面
」「
算
盤
面
」、
そ
の
他
に

相
国
寺
の
「
声
明
面
」
が
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
他
に
も
南
禅
寺
の
「
貴
人
面
」「
公
卿
面
」「
役
人
面
」「
僧
録

面
」・
建
仁
寺
の
「
姫
面
」・
東
福
寺
の
「
山
門
面
」・
天
龍
寺
の
「
羅
漢
面
」
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
【
旧
版
】
と
は
や
や

異
な
る
用
例
と
し
て
、
大
徳
寺
の
「
茶
人
面
」「
お
茶
人
面
」「
茶
の
湯
面
」・
建
仁
寺
の
「
学
者
面
」
が
見
つ
け
ら
れ
た
。

さ
ら
に
相
国
寺
の
「
声
明
面
」
と
同
音
の
「
称
名
面
」
も
発
見
さ
れ
た
。

第
二
に
「
〇
〇
面
」
と
本
山
寺
院
の
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
も
、【
旧
版
】
の
組
み
合
わ
せ
が
唯
一
の
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
た
と
え
ば
天
龍
寺
の
場
合
、『
公
式
テ
キ
ス
ト
』
に
「
〇
〇
面
」
の
記
載
は
な
い
が
、「
武
家
面
」「
羅
漢
面
」「
学
問

面
」「
伽
藍
面
」
と
組
み
合
わ
さ
れ
る
用
例
が
確
認
で
き
た
。

第
三
に
【
旧
版
】
は
「
〇
〇
面
」
を
俗
称
と
す
る
。
ま
た
後
掲
の
よ
う
に
「
〇
〇
面
」
が
江
戸
時
代
に
出
現
し
た
と
推

測
す
る
書
籍
も
あ
る
。
し
か
し
用
例
か
ら
は
、
明
治
時
代
に
俗
で
は
な
い
禅
僧
た
ち
が
使
い
は
じ
め
、
そ
の
後
、
出
版
物
な

ど
に
よ
っ
て
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

尚
、
以
下
に
掲
げ
る
用
例
に
つ
い
て
は
、【
旧
版
】
の
「
○
○
面
」・
相
国
寺
の
「
声
明
面
」
と
の
異
同
を
主
に
付
記
す
る
。

１
、
平
成
～
昭
和
四
〇
年
代

《
１
》
三
井
記
念
美
術
館 

土
曜
講
座
「
瑞
巌
寺
の
歴
史
と
文
化
」（
二
〇
一
六
）
⑹

（
妙
心
寺
の
算
盤
面
以
外
の
―
加
藤
補
）
他
の
禅
寺
の
ツ
ラ
を
紹
介
…
…
東
福
寺
は
大
き
な
伽
藍
が
あ
り
、
一
〇
〇
人
座
れ

る
禅
堂
が
あ
る
の
で
伽
藍
面
と
言
わ
れ
た
。
大
徳
寺
は
千
利
休
を
は
じ
め
と
し
た
茶
人
が
参
禅
し
た
こ
と
で
名
が
知
ら

れ
て
い
る
の
で
、
茶
面
と
言
わ
れ
る
。
天
龍
寺
は
足
利
尊
氏
が
ス
ポ
ン
サ
ー
な
の
で
武
家
面
。
南
禅
寺
は
皇
室
が
ス
ポ

ン
サ
ー
な
の
で
貴
人
面
。
相
国
寺
は
声
明
面
（
し
ょ
う
み
ょ
う
づ
ら
）、
建
仁
寺
は
学
問
面
（
五
山
文
学
は
相
国
寺
と
建
仁
寺
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を
中
心
に
発
展
し
た
）

天
龍
寺
を
「
武
家
面
」、
南
禅
寺
を
「
貴
人
面
」
と
す
る
。

《
２
》
山
折
哲
雄
監
修
『
あ
な
た
の
知
ら
な
い
栄
西
と
臨
済
宗
』（
洋
泉
社
、
二
〇
一
四
）

こ
こ
で
は
「
〇
〇
面
」
の
箇
所
の
み
を
抜
粋
す
る
。

「
建
仁
寺
の
学
問
面
」・「
東
福
寺
の
伽
藍
面
」（
六
三
頁
）「
南
禅
寺
の
武
家
面
」・「
天
龍
寺
の
羅
漢
面
」・「
相
国
寺
の
声

明
面
」・「
大
徳
寺
の
茶
面
」（
六
四
頁
）「
妙
心
寺
の
算
盤
面
」（
六
五
頁
）

天
龍
寺
を
「
羅
漢
面
」
と
す
る
。
ま
た
「
○
○
面
」
を
「
家
風
」（
六
三
頁
）
と
す
る
。

以
下
、『
古
寺
巡
礼 

京
都
（
新
版
）』（
淡
交
社
）
の
記
述
を
掲
げ
る
。

《
３
》
村
井
康
彦
「
妙
心
寺
の
〈
算
盤
面
〉
雪
江
宗
深
の
事
績
」（『
古
寺
巡
礼 

京
都
三
一　

妙
心
寺
（
新
版
）』
二
〇
〇
九
、
一
一

一
頁
）
⑺

雪
江
の
設
け
た
礎
石
の
上
に
し
っ
か
り
と
組
み
立
て
ら
れ
た
寺
院
経
済
組
織
の
ゆ
え
に
、
い
つ
し
か
巷
間
で
、「
妙
心

寺
の
算
盤
面
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
む
べ
な
る
か
な
で
あ
る
。
こ
の
諺
を
耳
に
す
る
時
、
わ
た
く
し
た

ち
は
、
そ
の
も
と
に
な
っ
た
雪
江
宗
深
ら
の
智
慧
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
起
こ
し
た
い
も
の
だ
。

「
〇
〇
面
」
を
諺
と
す
る
。

《
４
》
山
田
宗
敏
「
本
朝
無
双
之
禅
苑　

大
徳
寺
」（『
古
寺
巡
礼 

京
都
一
七　

大
徳
寺
（
新
版
）』
二
〇
〇
七
、
九
九
頁
）

京き
ょ
う

童わ
ら
べの
囃は
や

子し

言
葉
の
「
大
徳
寺
の
茶ち
ゃ

面づ
ら

」「
妙
心
寺
の
算そ
ろ

盤ば
ん

面づ
ら

」（
南
禅
寺
の
公
卿
面
、
東
福
寺
の
伽
藍
面
、
建
仁
寺
の
学
者
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面
、
相
国
寺
の
声

し
ょ
う

明み
ょ
う

面
）
は
こ
の
辺
よ
り
の
消
息
で
あ
ろ
う
。

南
禅
寺
を
「
公
卿
面
」、
建
仁
寺
を
「
学
者
面
」
と
す
る
。
ま
た
「
〇
〇
面
」
を
京
童
の
囃
子
言
葉
と
す
る
。

《
５
》
蔵
田
敏
明
「
大
徳
寺 

文
学
散
歩
」（
前
掲
『
古
寺
巡
礼 

京
都
一
七　

大
徳
寺
（
新
版
）』
一
〇
八
頁
）

司
馬
遼
太
郎
は
、『
街
道
を
ゆ
く
』
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
…
…
（
中
略
）
…
…
村
田
珠し
ゅ

光こ
う

・
千
利
休
以
来
、

茶
道
の
本
山
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
た
め
に
、「
大
徳
寺
の
茶
づ
ら
」
と
よ
ば
れ
た
。
禅
僧
で
あ
り
な
が
ら
し
き
り
に

茶
の
話
を
す
る
、
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
つ
い
た
あ
だ
な
だ
ろ
う
が
、
こ
の
こ
と
が
大
徳
寺
の
え
が
た
い
個
性
を
も
つ

く
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

「
〇
〇
面
」
を
あ
だ
名
と
す
る
。

さ
て
年
代
が
飛
ぶ
が
、
一
旦
《
５
》
に
引
用
さ
れ
る
『
街
道
を
ゆ
く
』
を
確
認
す
る
。

《
６
》
司
馬
遼
太
郎
「
連
載
紀
行
第
八
六
二
回　

街
道
を
ゆ
く 

大
徳
寺
散
歩
①
紫
む
ら
さ
き

野の

」（『
週
刊
朝
日
』
一
九
八
九
年
四
月
七

日
号
、
八
二
・
八
三
頁
） 

⑻

こ
こ
で
は
「
〇
〇
面
」
の
箇
所
の
み
を
抜
粋
す
る
。

「
東
福
寺
の
伽が

藍ら
ん

づ
ら
」「
天
龍
寺
の
武
家
づ
ら
」「
妙
心
寺
の
そ
ろ
ば
ん
づ
ら
」「
大
徳
寺
の
茶
づ
ら
」（
八
三
頁
）。

司
馬
遼
太
郎
は
、
京
都
の
臨
済
宗
各
本
山
寺
院
に
つ
い
て
説
明
し
、
そ
の
中
の
四
ヶ
寺
に
つ
い
て
は
「
〇
〇
面
」
と
称

さ
れ
て
い
る
と
記
す
が
、
し
か
し
建
仁
寺
・
南
禅
寺
の
「
〇
〇
面
」
に
は
言
及
し
な
い
。
ま
た
相
国
寺
に
つ
い
て
は
、
本
山

寺
院
と
し
て
と
り
あ
げ
も
し
な
い
。
私
見
で
は
、『
公
式
テ
キ
ス
ト
』
が
「
相
国
寺
の
声
明
面
」
を
載
せ
な
い
の
も
、
こ
う

し
た
と
り
扱
わ
れ
方
が
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
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《
７
》
村
井
康
彦
「
東
福
寺
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
」（『
古
寺
巡
礼 

京
都
三　

東
福
寺
（
新
版
）』
二
〇
〇
六
、
一
〇
二
頁
） 

⑼

京
都
の
禅
寺
、
こ
と
に
臨
済
宗
寺
院
に
は
独
特
の
愛
称
と
い
う
か
〝
あ
だ
名
〟
が
付
け
ら
れ
て
い
て
、
寺
の
特
徴
が
巧

み
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
「
×
×
面づ

ら

」
と
は
よ
く
言
っ
た
も
の
だ
が
、
諷
刺
を
得
意
と
す
る
京
き
ょ
う

童わ
ら
べの
口く
ち

遊ず
さ
みの

伝
統
で
あ
ろ
う
。
相
国
寺
の
声

し
ょ
う

明み
ょ
う

面づ
ら

、
建
仁
寺
の
学が
く

問も
ん

面づ
ら

、
大
徳
寺
の
茶ち
ゃ

面づ
ら

、
妙
心
寺
の
算そ
ろ

盤ば
ん

面づ
ら

、
東
福
寺
の
伽が

藍ら
ん

面づ
ら

と
い
っ
た
調
子
で
あ
る
。

「
〇
〇
面
」
を
あ
だ
名
と
し
、
そ
の
由
来
を
京
童
の
口
遊
と
す
る
。
た
だ
南
禅
寺
の
「
〇
〇
面
」
に
は
言
及
し
な
い
。

《
８
》
竹
貫
元
勝
『
京
都
の
禅
寺
散
歩
』（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
四
）

こ
こ
で
は
「
〇
〇
面
」
の
箇
所
の
み
を
抜
粋
す
る
。

「
建
仁
寺
の
学
問
面
」（
二
一
頁
）「
東
福
寺
の
伽
藍
面
」（
四
五
頁
）「
大
徳
寺
の
茶
面
」（
一
〇
三
頁
）。「
妙
心
寺
の
そ
ろ

ば
ん
面
」（
一
三
四
頁
）「
天
龍
寺
の
武
家
面
」（
一
八
三
頁
）「
相
国
寺
の
声
明
面
」（
二
〇
七
頁
）

天
龍
寺
を
「
武
家
面
」
と
す
る
。
し
か
し
南
禅
寺
の
「
〇
〇
面
」
に
は
言
及
し
な
い
。
ま
た
「
〇
〇
面
」
を
俗
称
と
見

な
す
。
た
と
え
ば
「
人
呼
ん
で
〈
東
福
寺
の
伽
藍
面
〉
と
い
う
」（
四
五
頁
）
と
記
し
て
い
る
。
た
だ
「
妙
心
寺
の
算
盤
面
」

の
由
来
に
関
し
て
は
、「〈
妙
心
寺
の
そ
ろ
ば
ん
面
〉
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
こ
う
し
た
（
四
本
庵
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
会
計
監

査
委
員
が
出
納
監
査
を
厳
重
に
行
っ
た
と
い
う
―
加
藤
補
）
経
済
管
理
に
始
ま
る
。
も
っ
と
も
〈
そ
ろ
ば
ん
面
〉
と
は
、
妙
心
寺
の
住

持
と
な
る
と
き
に
、
多
額
の
経
費
が
か
か
り
、
そ
の
経
費
を
作
れ
な
い
人
の
た
め
に
、
妙
心
寺
が
金
銭
を
貸
し
出
し
、
利
子

を
稼
い
だ
か
ら
と
、
い
う
話
も
あ
る
」（
一
三
四
頁
）
と
記
す
。

《
９
》
藤
井
宗
哲
『
禅
寺
の
食
卓 

―
宗
哲
和
尚
の
精
進
料
理
―
』（
鈴
木
出
版
、
一
九
九
二
、
八
一
頁
）。
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昔
か
ら
禅
門
で
は
「
大
徳
寺
の
茶
の
湯
面
」
と
い
う
。
そ
の
伝
で
い
く
と
、「
妙
心
寺
の
そ
ろ
ば
ん
面
」「
建
仁
寺
の
姫

面
」「
東
福
寺
の
山
門
面
」「
天
竜
寺
の
羅
漢
面
」「
相

し
ょ
う

国こ
く

寺じ

の
称
し
ょ
う

名み
ょ
う

面づ
ら

」
な
ど
と
い
う
の
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
山
の

特
色
を
あ
る
種
の
ヒ
ヤ
カ
シ
を
も
含
め
て
そ
う
い
う
の
で
あ
る
。

大
徳
寺
を
「
茶
の
湯
面
」、
建
仁
寺
を
「
姫
面
」、
東
福
寺
を
「
山
門
面
」、
天
龍
寺
を
「
羅
漢
面
」、
相
国
寺
を
「
称
名

面
」
と
す
る
。
た
だ
南
禅
寺
の
「
〇
〇
面
」
に
は
言
及
し
な
い
。
こ
の
う
ち
「
姫
面
」「
山
門
面
」
は
他
に
そ
の
例
を
見
な

い
。
ま
た
「
〇
〇
面
」
を
「
禅
門
で
…
…
お
山
の
特
色
を
あ
る
種
の
ヒ
ヤ
カ
シ
を
も
含
め
て
そ
う
い
う
」
と
す
る
。

以
下
、『
国
史
大
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
）
の
用
例
で
あ
る
。

《
10
》「
建
仁
寺
」（『
国
史
大
辞
典
』
五
巻
、
一
九
八
五
、
二
一
〇
頁
）

室
町
時
代
の
最
盛
時
に
は
、
塔
頭
寺
院
五
十
余
を
か
ぞ
え
、
栄
西
の
法
系
黄
竜
派
の
ほ
か
諸
派
の
僧
が
集
ま
り
、
参
禅

の
傍
ら
詩
文
を
勉
学
し
、
文
筆
僧
が
多
く
「
学
問
づ
ら
」
の
称
が
あ
っ
た
。

《
11
》「
妙
心
寺
文
書
」（『
国
史
大
辞
典
』
一
五
巻
上
、
一
九
九
六
、
一
五
七
頁
）

俗
に
「
そ
ろ
ば
ん
面
」
と
い
わ
れ
、
妙
心
寺
は
寺
院
経
営
に
優
れ
て
い
た
と
さ
れ
、
そ
の
関
係
の
文
書
が
多
い
が
、
と

り
わ
け
元
亀
―
元
和
期
の
会
計
簿
と
も
い
う
べ
き
米
銭
納
下
帳
（
日
単
簿
）
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
こ
で
他
の
辞
典
類
も
確
認
す
る
。

《
12
》「
大
徳
寺
」（『
大
百
科
事
典
』
九
巻
、
平
凡
社
、
一
九
八
五
、
四
〇
頁
）
⑽

ま
た
村
田
珠
光
は
、
侘
び
茶
の
創
始
に
あ
た
っ
て
一
休
に
参
禅
し
、
こ
れ
以
後
、
茶
人
の
大
徳
寺
禅
へ
の
傾
倒
が
盛
ん
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に
な
り
、
当
寺
は
近
世
侘
び
茶
の
隆
盛
の
結
節
点
の
役
割
を
果
た
し
、
大
徳
寺
の
「
茶
づ
ら
」
と
世
間
に
評
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

《
13
》「
東
福
寺
」（『
大
百
科
事
典
』
一
〇
巻
、
平
凡
社
、
一
九
八
五
、
六
八
六
頁
）

当
寺
は
他
の
五
山
の
よ
う
に
全
山
炎
上
と
い
っ
た
災
厄
に
遭
遇
す
る
こ
と
な
く
、
大
伽
藍
の
形
態
が
明
治
初
年
ま
で
維

持
さ
れ
た
の
で
、「
東
福
寺
の
伽が

藍ら
ん

面づ
ら

」
と
呼
ば
れ
た
。

《
14
》「
妙
心
寺
」（『
大
百
科
事
典
』
一
四
巻
、
平
凡
社
、
一
九
八
五
、
五
二
四
頁
）

室
町
中
期
か
ら
幕
末
に
至
る
膨
大
な
量
の
会
計
簿
『
正
法
山
妙
心
禅
寺
米
銭
納
下
帳
』
が
残
さ
れ
て
、
中
世
近
世
の
経

済
史
の
貴
重
な
史
料
と
な
っ
て
い
る
。
健
全
な
禅
は
安
定
し
た
寺
院
経
済
を
基
礎
に
し
て
成
立
す
る
と
い
う
当
寺
の
伝

統
は
、
禅
を
茶
道
に
密
着
さ
せ
た
大
徳
寺
の
禅
を
評
し
て
「
大
徳
寺
の
茶
づ
ら
」
と
い
う
の
に
対
し
て
、「
妙
心
寺
の

そ
ろ
ば
ん
づ
ら
」
と
い
う
呼
称
を
世
間
に
生
む
も
と
と
な
っ
た
。

管
見
で
は
、
辞
典
類
に
は
《
10
》
～
《
14
》
の
用
例
し
か
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
唯
一
「
妙
心
寺
の
算
盤
面
」
だ
け

が
両
辞
典
に
共
通
す
る
。
ま
た
「
南
禅
寺
の
武
家
面
」「
相
国
寺
の
声
明
面
」
は
両
辞
典
に
採
ら
れ
て
い
な
い
。

以
下
、『
古
寺
巡
礼 

京
都
（
旧
版
）』（
淡
交
社
）
か
ら
列
挙
す
る
。

《
15
》
杉
森
久
英
「
南
禅
寺
」（『
古
寺
巡
礼 

京
都
一
二　

南
禅
寺
』
一
九
七
七
、
六
九
頁
）

京
童
は
む
か
し
か
ら
皮
肉
な
人
間
観
察
家
が
そ
ろ
っ
て
い
て
、
信
仰
と
求
道
の
場
で
あ
る
寺
院
に
、
そ
れ
ぞ
れ
現
世
的

性
格
に
応
じ
た
綽
名
を
つ
け
た
。
妙
心
寺
の
算
盤
面づ

ら

、
大
徳
寺
の
茶
人
面
、
東
福
寺
の
伽
藍
面
等
々
で
あ
る
。
そ
し
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て
、
彼
等
の
判
定
に
よ
る
と
、
南
禅
寺
は
武
家
面
と
い
う
こ
と
に
な
る
ら
し
い
（
あ
る
人
は
役
人
面
と
い
う
と
、
私
に
教
え

て
く
れ
た
。
ど
ち
ら
で
も
い
い
だ
ろ
う
。
封
建
時
代
、
武
士
は
同
時
に
役
人
だ
っ
た
か
ら
）。

大
徳
寺
を
「
茶
人
面
」、
南
禅
寺
を
「
役
人
面
」
と
す
る
が
、「
役
人
面
」
の
用
例
は
こ
の
他
に
は
後
掲
の
《
18
》
し
か

な
い
。
ま
た
「
〇
〇
面
」
を
京
童
が
つ
け
た
あ
だ
名
だ
と
す
る
。

《
16
》
梶
浦
逸
外
「
妙
心
寺
の
歴
史
」（『
古
寺
巡
礼 

京
都
一
〇　

妙
心
寺
』
一
九
七
七
、
九
三
頁
）

特
に
雪
江
の
妙
心
寺
発
展
に
寄
与
し
た
功
績
と
し
て
、
そ
の
経
済
的
裏
づ
け
の
基
礎
と
な
っ
た
「
正
法
山
妙
心
寺
米
銭

納
下
帳
」
の
制
度
を
確
定
し
た
こ
と
を
挙
げ
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
毎
年
八
月
一
日
を
会
計
年
度
の
始
め
と
し
て
、
一

年
間
の
出
納
を
厳
格
に
記
帳
せ
し
め
た
も
の
で
あ
っ
て
、
文
明
十
八
年
（
一
四
八
六
）
か
ら
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）

に
至
る
正
確
な
経
理
が
綴
ら
れ
て
き
た
と
い
う
。
大
徳
寺
の
「
茶
人
面づ
ら

」、
相
国
寺
の
「
声
し
ょ
う

明み
ょ
う

面づ
ら

」
な
ど
と
、
京
都
の

各
山
に
は
そ
の
特
徴
を
揶
揄
的
に
呼
び
な
ら
わ
す
言
い
方
が
あ
る
が
、
妙
心
寺
を
「
算そ

ろ

盤ば
ん

面づ
ら

」
と
呼
ぶ
の
は
、
こ
ん
な

こ
と
に
基
づ
く
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

大
徳
寺
を
「
茶
人
面
」
と
す
る
。
ま
た
「
〇
〇
面
」
を
「
京
都
の
各
山
…
…
の
特
徴
を
揶
揄
的
に
呼
び
な
ら
わ
す
言
い

方
」
と
す
る
。

《
17
》
有
馬
頼
底
「
相
国
寺
と
そ
の
歴
史
」（『
古
寺
巡
礼 
京
都
二　

相
国
寺
』
一
九
七
六
、
九
九
頁
）

世
に
妙
心
寺
の
算そ
ろ

盤ば
ん

面づ
ら

、
大
徳
寺
の
茶
人
面
、
東
福
寺
の
伽
藍
面
、
建
仁
寺
の
学
問
面
、
相
国
寺
の
声
明
面
な
ど
と

い
っ
て
、
叢
林
の
特
色
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

大
徳
寺
を
「
茶
人
面
」
と
す
る
。
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《
18
》
伊
藤
東
慎
「
建
仁
寺
と
そ
の
歴
史
」（『
古
寺
巡
礼 

京
都
六　

建
仁
寺
』
一
九
七
六
、
九
一
頁
）

「
建
仁
寺
の
学
問
づ
ら
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
い
つ
ご
ろ
か
ら
言
い
出
さ
れ
た
か
わ
か
ら
な
い
。
妙
心
寺
の
そ
ろ
ば

ん
面づ

ら

、
大
徳
寺
の
茶
人
づ
ら
、
東
福
寺
の
伽
藍
づ
ら
、
建
仁
寺
の
学
問
づ
ら
、
相
国
寺
の
声
し
ょ
う

明み
ょ
うづ
ら
、
か
ら
、
さ
ら
に

加
え
て
南
禅
寺
の
役
人
づ
ら
、
天
龍
寺
の
武
家
づ
ら
と
い
う
。
な
か
な
か
言
い
得
て
妙
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
江
戸
時
代

に
で
き
た
も
の
だ
ろ
う
。

大
徳
寺
を
「
茶
人
づ
ら
」、
南
禅
寺
を
「
役
人
づ
ら
」、
天
龍
寺
を
「
武
家
づ
ら
」
と
す
る
。
ま
た
「
〇
〇
面
」
の
成
立

を
江
戸
時
代
と
推
測
す
る
。

《
19
》
泉
澄
一
「
天
龍
寺
第
二
〇
九
世
・
中
山
玄
中
和
尚
に
つ
い
て
―
対
馬
以
酊
庵
輪
番
時
代
を
中
心
に
し
て
―
」（『
ヒ
ス

ト
リ
ア
』
六
三
号
、
一
九
七
三
、
八
五
頁
）

ま
た
世
俗
で
は
「
天
龍
の
学
問
面
」
と
称
し
て
い
る
。

唯
一
の
「
天
龍
寺
の
学
問
面
」
の
用
例
で
あ
る
。

《
20
》
荻
須
純
道
「
妙
心
寺
の
そ
ろ
ば
ん
づ
ら
」（『
花
さ
ま
ざ
ま
』
春
秋
社
、
一
九
七
二
、
三
二
五
・
三
二
六
頁
） 

⑾

い
つ
ご
ろ
か
ら
誰
が
い
い
だ
し
た
の
か
知
ら
な
い
が
、
各
本
山
禅
寺
の
特
色
を
と
ら
え
て
批
評
し
た
卑
語
に
、
何
々
面づ

ら

と
い
う
呼
び
方
が
あ
る
。
天
龍
寺
の
武
家
づ
ら
、
妙
心
寺
の
そ
ろ
ば
ん
づ
ら
、
大
徳
寺
の
茶
人
づ
ら
、
相
国
寺
の
声
し
ょ
う

明み
ょ
うづ
ら
、
建
仁
寺
の
学
者
づ
ら
、
東
福
寺
の
伽が

藍ら
ん

づ
ら
、
南
禅
寺
の
僧
録
づ
ら
と
い
う
の
で
あ
る
。

天
龍
寺
を
「
武
家
づ
ら
」、
大
徳
寺
を
「
茶
人
づ
ら
」、
建
仁
寺
を
「
学
者
づ
ら
」、
南
禅
寺
を
「
僧
録
づ
ら
」
と
す
る
。

こ
の
う
ち
「
僧
録
づ
ら
」
は
、
他
に
そ
の
例
を
見
な
い
。
ま
た
「
〇
〇
面
」
を
「
各
本
山
禅
寺
の
特
色
を
と
ら
え
て
批
評
し
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た
卑
語
」
と
す
る
。

《
21
》『
京
都
の
歴
史
三　

近
世
の
胎
動
』（
学
芸
書
林
、
一
九
六
八
、
一
三
三
頁
）

後
世
、
口
さ
が
な
い
京
き
ょ
う

童わ
ら
べが
、
京
都
の
臨
済
巨
刹
の
風
を
評
し
て
、
相
国
寺
を
「
声
し
ょ
う

明み
ょ
うづ
ら
」、
東
福
寺
を
「
伽
藍
づ

ら
」、
建
仁
寺
を
「
学
問
づ
ら
」、
大
徳
寺
を
「
茶
づ
ら
」
と
言
い
、
妙
心
寺
に
対
し
て
「
そ
ろ
ば
ん
づ
ら
」
と
う
た
っ

た
の
は
、
あ
る
い
は
実
に
的
を
射
て
い
た
と
も
い
え
よ
う
か
。

管
見
で
は
「
茶
面
」
の
最
も
古
い
用
例
で
あ
り
、
ま
た
「
〇
〇
面
」
の
由
来
を
京
童
の
口
遊
と
す
る
最
も
古
い
も
の
で

あ
る
。
た
だ
南
禅
寺
の
「
〇
〇
面
」
に
言
及
し
な
い
。

２
、
戦
時
中
～
昭
和
初
期

《
22
》
近
重
真
澄
『
茶
道
百
話
』（
晃
文
社
、
一
九
四
二
、
一
四
一
頁
） 

⑿

大
德
寺
の
お
茶
人
面
と
い
ふ
俚
諺
が
あ
る
。

管
見
で
は
「
お
茶
人
面
」
の
唯
一
の
用
例
で
あ
る
。
し
か
も
「
〇
〇
面
」
を
諺
と
記
す
最
も
古
い
も
の
で
あ
る
。

《
23
》
山
田
霊
林
『
禅
学
入
門
の
書
』（
実
業
之
日
本
社
、
一
九
三
七
、
六
三
・
六
四
頁
）

京
都
に
は
禪
宗
の
大
本
山
が
幾い

く

つ
も
あ
る
。
中な

か

に
於お

い

て
德
川
時
代
に
、
特
に
出

し
ゅ
っ

色し
ょ
くあ

る
も
の
と
し
て
人
の
注
意
を
惹ひ

い

た
も
の
が
四
ヶ
寺
あ
る
。
相
國
寺
の
聲
明
面
、
天
龍
寺
の
伽
藍
面
、
大
徳
寺
の
茶
の
湯
面
、
妙
心
寺
の
算
盤
面
と
い
ふ

の
が
即す

な
わち
そ
れ
で
あ
る
。

天
龍
寺
を
「
伽
藍
面
」、
大
徳
寺
を
「
茶
の
湯
面
」
と
す
る
。
た
だ
南
禅
寺
・
建
仁
寺
・
東
福
寺
の
「
〇
〇
面
」
に
言
及
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し
な
い
。
ま
た
「
〇
〇
面
」
が
徳
川
時
代
に
は
存
在
し
て
い
た
か
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
尚
「
茶
の
湯
面
」
に
つ
い

て
は
、
平
成
の
用
例
と
し
て
《
９
》
が
挙
げ
ら
れ
る
。

《
24
》「
一
頁
人
物
評
論
、
尾
関
本
孝
」（『
文
芸
春
秋
』
昭
和
九
年
［
一
九
三
四
］
八
月
特
別
号
、
一
九
三
頁
）

但
馬
の
一
寒
村
に
生
れ
た
百
姓
の
子
が
一
代
の
傑
僧
、
天
龍
寺
の
橋
本
峨
山
の
鉗
鎚
を
受
け
て
悟
了
底
の
人
と
な
り
、

東
福
寺
の
井
上
九
峰
の
會
下
に
あ
つ
て
管
長
に
ま
で
へ
上
る
。
こ
れ
既
に
凡
人
で
な
い
。
況
ん
や
七
十
五
萬
圓
の
巨
費

を
投
じ
て
、
明
治
十
四
年
に
炎
上
し
た
、
世
に
も
東
福
寺
の
伽
藍
面
と
云
は
る
ゝ
殿
堂
を
再
建
す
る
。

管
見
で
は
「
東
福
寺
の
伽
藍
面
」
の
最
も
古
い
用
例
で
あ
る
。

以
上
、
平
成
・
昭
和
の
用
例
か
ら
、
本
章
冒
頭
に
述
べ
た
三
点
が
理
解
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
【
旧
版
】
の
「
〇
〇
面
」

に
関
す
る
記
載
と
は
異
な
り
、（
１
）
他
に
も
い
く
種
類
も
の
「
〇
〇
面
」
が
存
在
す
る
。（
２
）「
〇
〇
面
」
と
本
山
寺
院
の

組
み
合
わ
せ
に
も
異
な
る
も
の
が
存
在
す
る
。（
３
）「
〇
〇
面
」
の
由
来
に
は
諸
説
あ
る
。
こ
の
（
３
）
に
つ
い
て
は
次
節
で

検
討
す
る
。

３
、
大
正
～
明
治

管
見
で
は
、
明
治
・
大
正
の
「
〇
〇
面
」
の
用
例
は
、
妙
心
寺
と
関
係
の
あ
る
人
物
の
文
章
中
に
し
か
見
つ
け
ら
れ
な

い
。
そ
の
た
め
「
〇
〇
面
」
は
、
妙
心
寺
辺
り
か
ら
発
生
し
広
ま
っ
た
と
推
測
す
る
。
し
か
も
そ
れ
に
は
村
田
無
道
の
著
述

の
影
響
が
大
き
か
っ
た
。

行
論
の
都
合
上
、
ま
ず
村
田
無
道
（
一
八
八
〇
～
一
九
三
三
）
の
「
略
年
譜
」
を
掲
げ
、
次
に
「
〇
〇
面
」
の
用
例
を
列
挙
す
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る
。
尚
、
冗
長
の
譏
り
を
受
け
る
で
あ
ろ
う
が
、
以
下
に
掲
げ
る
資
料
『
正
法
輪
』
等
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
は
閲
覧
し
が

た
い
も
の
で
も
あ
り
、
ま
た
根
拠
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
前
後
の
部
分
を
含
め
て
長
文
の
引
用
を
行
う
。

「
略
年
譜
」 

⒀

明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）
四
月
一
一
日
、
愛
知
県
丹
羽
郡
丹
陽
村
（
現
：
一
宮
市
）
で
、
竹た
け

之の

内う
ち

文ぶ
ん

七し
ち

と
ミ
ル
の
五
男

と
し
て
生
ま
れ
、
幼
名
は
國く

に

次じ

郎ろ
う

明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）（
一
一
歳
）
愛
知
県
碧
海
郡
（
現
：
豊
田
市
）
の
妙
心
寺
派
龍
興
寺
の
井
村
良
遂
に
弟
子
入
り

（
翌
年
同
寺
に
て
得
度
、
紹

じ
ょ
う

運う
ん

と
よ
ば
れ
る
）

明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）（
一
八
歳
）
兵
庫
県
多
賀
郡
杉
原
谷
村
（
現
：
多
可
町
）
の
妙
心
寺
派
雲
門
寺
の
関
弘
道
の
弟

子
と
な
り
、（
１
）

天
龍
僧
堂
に
掛
搭
（
時
期
は
不
詳
だ
が
、
こ
れ
よ
り
先
、
徳
源
僧
堂
に
も
掛
搭
） 

⒁

明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）（
二
〇
歳
）
普
通
学
林
（
後
の
花
園
学
林
、
現
：
花
園
大
学
）
に
入
学

明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）（
二
六
歳
）（
２
）

花
園
学
林
実
修
科
卒
業
⒂

—

。
妙
心
寺
の
機
関
雑
誌
社
・
正
法
輪
社
の
記
者
と

な
り
、（
３
）

天
龍
僧
堂
に
通
参
、
何
休
庵
と
号
す

明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）（
二
九
歳
）
二
月
二
日
、
京
都
府
南
桑
田
郡
薭
田
野
村
（
現
：
亀
岡
市
）
の
妙
心
寺
派
龍
潭
寺

に
村
田
祖
秀
の
後
住
と
し
て
入
寺
、
村
田
無
道
と
し
て
第
二
二
世
住
職
と
な
る
。
四
月
二
五
日
、（
４
）

無

著
道
忠
撰
『
禅
林
象
器
箋
』（
貝
葉
書
院
）
を
出
版

大
正
元
年 

（
一
九
一
二
）（
三
二
歳
）
こ
の
頃
に
正
法
輪
社
を
辞
す 

⒃

大
正
三
年 

（
一
九
一
四
）（
三
四
歳
）
巡
教
師
と
な
る 

⒄

大
正
五
年 

（
一
九
一
六
）（
三
六
歳
）
七
月
六
日
、『
参
禅
実
話
』（
東
亜
堂
書
房
）
出
版
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大
正
六
年 

（
一
九
一
七
）（
三
七
歳
）
九
月
二
五
日
、『
禅
心
生
活
』（
日
東
堂
）・
十
月
一
二
日
、『
修
養
百
話
』（
日
東
堂
）

出
版

…
…
（
中
略
）
…
…

昭
和
八
年 

（
一
九
三
三
）（
五
三
歳
）
一
二
月
八
日
、
示
寂

《
25
》
村
田
無
道
「
妙
心
寺
の
算
盤
面
」（『
参
禅
実
話
』
東
亜
堂
書
房
、
大
正
五
年
［
一
九
一
六
］
七
月
六
日
、
一
五
〇
～
六
〇
頁
）

a

京
都
の
臨
濟
宗
七
本
山
の
中う
ち

で
、
昔
か
ら
斯か

う
い
ふ
三マ
マ

つ
の
言
ひ
草
を
傳つ
た

へ
て
ゐ
る
、
曰い
は

く
b

相
國
寺
の
聲
明
面
、

天
龍
寺
の
伽
藍
面
、
大
德
寺
の
茶
の
湯
面
、
妙
心
寺
の
算
盤
面
と
、
聲
明
と
は
梵ぼ

ん

唄ば
い

の
事
で
、
即す
な
はち
法
式
の
事
で
あ

る
、
禪
宗
は
一
體
法
式
を
八や

釜か
ま

し
く
云
ふ
宗
旨
で
あ
る
が
、
そ
の
中う
ち

で
も
相
國
寺
は
殊
に
嚴
重
で
且
つ
綿
密
で
あ
つ

た
、
例
へ
ば
懺
法
の
如
き
で
も
妙
心
寺
の
式
が
五
時
間
で
濟す

む
な
ら
ば
、
相
國
寺
は
優
に
七
時
間
か
ゝ
る
と
云
ふ
工
合

に
、
法
式
が
却な

か

々な
か

八や

釜か
ま

し
か
つ
た
、
乃そ
こ

で
遂つ

ひ
c

相
國
寺
の
聲
明
面
と
云
ひ
出
し
た
の
で
あ
る
、
天
龍
寺
の
伽
藍
面

と
は
、
現
今
で
こ
そ
伽
藍
の
最
も
完
備
せ
る
は
妙
心
寺
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
近
古
の
事
で
あ
つ
て
、
ズ
ツ
ト
昔
は
天
龍

寺
が
第
一
等
で
あ
っ
た
、
天
龍
寺
は
傑け

つ

僧そ
う

夢
窻
國
師
が
時
の
將
軍
足
利
尊
氏
の
歸
依
を
受
け
て
、
後
醍
醐
天
皇
の
追
善

の
爲た

め

に
建
立
し
た
寺
で
あ
る
か
ら
、
思
ひ
切
つ
て
規
模
の
雄
大
な
も
の
で
あ
つ
た
ら
し
い
、

d

口こ
う

碑ひ

に
據よ

る
と
、
昔
し

天
龍
の
總
門
は
今
の
太
秦
村
に
あ
つ
た
と
云
ふ
事
だ
か
ら
、
そ
の
境
内
の
廣
闊
に
し
て
伽
藍
の
堂
々
た
る
も
の
で
あ
つ

た
事
は
、
略ほ

ぼ
推
測
さ
れ
る
、
即す
な
はち
天
龍
は
伽
藍
を
以
て
勝ま
さ

つ
て
ゐ
た
所
か
ら
、
天
龍
寺
の
伽
藍
面
と
云
ひ
、
大
德
寺

の
茶
の
湯
面
と
は
大
德
は
茶
の
湯
の
元
祖
で
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
、
然し

か

ら
ば
妙
心
寺
の
算
盤
面
と
は
何ど

う
い
ふ
こ
と
か

と
云
ふ
に
、
有
體
に
言
へ
ば
妙
心
は
馬
鹿
に
算
盤
を
彈
く
こ
と
が
上
手
で
あ
つ
た
、
と
云
ふ
と
、
何
だ
か
禪
坊
主
で

な
い
や
う
で
あ
る
が
、
決
し
て
爾さ

う
で
な
い
、
茲こ
ゝ

に
e
「
郷
土
光
華
」
篇
中
に
入
れ
る
一
つ
の
自
慢
面づ
ら

の
話
が
あ
る
、
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…
…
（
中
略
）
…
…
之こ
れ

を
要え
う

す
る
に
妙
心
寺
が
今
日
の
隆
盛
を
齎も
た

ら
し
た
の
は
、
彼か

の
經
濟
の
點
に
注
意
し
た
の
と
、

次
ぎ
に
は
妙
心
獨
立
の
眞
風
を
擧こ

揚よ
う

し
て
、
活
禪
を
活
地
に
活
用
し
た
、
此
の
二
原
因
に
外
な
ら
ぬ
、
此こ
の

二
原
因
よ
り

漸ぜ
ん

次じ

妙
心
が
他
山
を
凌し
の

ぎ
初
め
て
か
ら
、
他
山
の
僧
侶
が
岡を
か

焼や

き
半
分
に
云
ひ
傳
へ
た
も
の
、
是
れ
「
妙
心
寺
の
算
盤

面
」
で
あ
る
、

「
〇
〇
面
」
を
「
京
都
の
臨
濟
宗
七
本
山
の
中
で
…
…
の
言
ひ
草
」（
傍
線
a
）
と
し
、「
相
國
寺
の
聲
明
面
」「
天
龍
寺
の

伽
藍
面
」「
大
德
寺
の
茶
の
湯
面
」「
妙
心
寺
の
算
盤
面
」（
傍
線
b
・
ｃ
）
が
あ
っ
た
と
す
る
。
た
だ
「
三マ
マ

つ
の
言
ひ
草
」（
傍

線
a
）
は
、
後
掲
の
《
26
》～《
28
》
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
校
正
ミ
ス
で
あ
ろ
う
。
ま
た
傍
線
e
「
郷
土
光
華
」
篇
と
は
、

次
の
資
料
を
指
す
。

《
26
》
村
田
何
休
「
妙
心
寺
の
算
盤
面
（
山
城
）」（『
日
本
及
日
本
人　

臨
時
増
刊
第
六
六
五
号　

郷
土
光
華
号
』
政
教
社
、
大
正
四
年

［
一
九
一
五
］
十
月
五
日
、
一
〇
七
頁
）

京
都
の
臨
濟
宗
七
本
山
の
中
で
、
昔
か
ら
斯
う
い
ふ

f

三
つ
の
言
ひ
草
を
傳
へ
て
ゐ
る
、
曰
く

g

相
國
寺
の
聲
明
面
、

天
龍
寺
の
伽
藍
面
、
妙
心
寺
の
算
盤
面
と
、
…
…
（
中
略
）
…
…
乃
で
遂
ひ

h

相
國
寺
の
稱
名
面
と
云
ひ
出
し
た
の
で

あ
る
、

《
25
》
と
ほ
ぼ
同
文
の
た
め
、
冒
頭
の
比
較
す
べ
き
箇
所
の
引
用
に
と
ど
め
る
が
、《
25
》
の
前
年
に
出
版
さ
れ
た
《
26
》

に
は
「
三
つ
の
言
ひ
草
」（
傍
線
ｆ
）
だ
け
を
載
せ
、「
大
徳
寺
の
茶
の
湯
面
」
を
記
さ
な
い
（
傍
線
ｇ
）。
相
国
寺
に
つ
い
て
も

《
25
》
傍
線
ｂ
・
ｃ
と
異
な
り
、「
声
明
面
」
と
「
称
名
面
」
が
混
在
し
て
い
る
（
傍
線
ｇ
・
ｈ
）。
ま
た
村
田
は
《
26
》
発
行

の
三
ヶ
月
後
に
『
正
法
輪
』
に
も
同
じ
内
容
の
文
章
を
掲
載
し
て
い
る
。
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《
27
》
村
田
無
道
「
雑
簒 

寺
院
経
済
と
雪
江
和
尚
」（『
正
法
輪
』
三
五
一
号
、
大
正
五
年
［
一
九
一
六
］
一
月
一
日
、
一
五
頁
）

ま
ず
序
文
に
村
田
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

本
篇
は
予
が
去
る
十
月
十マ

マ

五
日
發
行
の
『
日
本
及
日
本
人
』
の
郷
土
光
華
號
『
大
典
記
念
號
』
に
「
妙
心
寺
の
算
盤

面
」
と
題
し
て
掲
載
し
、
幸
に
三
百
篇
中
三
十
篇
の
佳
稿
に
選
抜
さ
れ
た
る
も
の
な
る
が
、
然
る
を
京
都
法
藏
館
發
行

の
i
『
新
布
教
』
よ
り
、
本
稿
は
寺
院
住
職
の
經
濟
に
付
き
一
讀
す
べ
き
文
字
な
る
を
以
て
轉
載
を
請
ふ
と
て
、
是
れ

又
同
誌
の
去
月
十
五
日
號
に
登
載
さ
れ
、
諺
に
佛
の
顏
も
三
度
と
稱
す
れ
ど
、
前
記
二
雜
誌
と
本
誌
と
は
讀
者
を
異
せ

る
を
以
て
茲
に
改
題
し
て
三
度
の
お
勤
め
を
な
さ
し
む
可
く
掲
載
す
る
こ
と
ゝ
せ
り
。

j

先
年
予
が
本
誌
に
在
職
中
同

じ
く
「
妙
心
寺
の
算
盤
面
」
と
題
し
掲
載
し
た
る
こ
と
あ
れ
ど
も
、
そ
れ
と
此
れ
と
は
勿
論
同
題
意
異
な
り
、
讀
者
幸

に
一
讀
の
榮
を
賜
は
ゞ
幸
甚
何
ぞ
之
れ
に
過
ぎ
ん
⒅
。

次
に
本
文
が
続
く
。

京
都
の
臨
濟
宗
七
本
山
の
中
で
、
昔
か
ら
斯
う
い
ふ

k

四
つ
の
言
ひ
草
を
傳
へ
て
ゐ
る
、
曰
く

l

相
國
寺
の
聲
明
面
、

天
龍
寺
の
伽
藍
面
、
大
德
寺
の
茶
の
湯
面
、
妙
心
寺
の
算
盤
面
と
…
…
（
中
略
）
…
…
乃
で
遂
ひ

m

相
國
寺
の
稱
名
面

と
云
ひ
出
し
た
の
で
あ
る
、

《
27
》
の
本
文
も
《
25
》
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
た
だ
《
25
》
と
異
な
り
「
四
つ
の
言
ひ
草
」（
傍
線
ｋ
・
ｌ
）
と
正
し
く
記

す
。
し
か
し
《
26
》
と
同
じ
く
「
声
明
面
」
と
「
称
名
面
」
が
混
在
し
て
い
る
（
傍
線
ｌ
・
ｍ
）。
次
に
序
文
に
言
及
さ
れ
る

傍
線
i
・
ｊ
の
文
章
を
掲
げ
よ
う
。

《
28
》
村
田
何
休
「
妙
心
寺
の
算
盤
面
」（『
新
布
教
』
二
八
号
、
法
蔵
館
、
大
正
四
年
［
一
九
一
五
］
一
二
月
一
五
日
、
一
一
三
頁
）

京
都
の
臨
濟
宗
七
本
山
の
中
で
、
昔
か
ら
斯
う
い
ふ

n

三
つ
の
言
ひ
草
を
傳
へ
て
ゐ
る
、
曰
く

o

相
國
寺
の
聲
明
面
、
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天
龍
寺
の
伽
藍
面
、
妙
心
寺
の
算
盤
面
と
…
…
（
中
略
）
…
…
乃
で
遂
ひ

p

相
國
寺
の
稱
名
面
と
云
ひ
出
し
た
の
で
あ

る
、

《
25
》
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
が
、《
26
》
と
同
様
に
「
三
つ
の
言
ひ
草
」（
傍
線
ｎ
）
だ
け
を
載
せ
、「
大
徳
寺
の
茶
の
湯
面
」

を
記
さ
な
い
（
傍
線
o
）。
ま
た
《
26
》《
27
》
と
同
じ
く
「
声
明
面
」
と
「
称
名
面
」
が
混
在
し
て
い
る
（
傍
線
o
・
ｐ
）。

《
29
》
何
休
菴
主
人
「
妙
心
寺
の
算
盤
面
」（『
正
法
輪
』
二
五
六
号
、
明
治
四
一
年
［
一
九
〇
八
］
一
一
月
一
二
日
、
七
～
九
頁
）

昔
か
ら
京
都
の
七
本
山
で

q

相
國
寺
の
稱
名
面
、
妙
心
寺
の
算
盤
面
と
云
ふ
こ
と
を
能
く
言
ふ
、
相
國
寺
の
稱
名

面
と
云
ふ
の
は
、
相
國
寺
は
昔
か
ら
梵
唄
…
…
維
那
の
節ふ

し

…
…
を
八
釜
し
く
云
つ
て
、
例
へ
ば
イ
ス
の
段
の
此
處
で
は

斯
う
云
ふ
工
合
に
引
つ
張
る
、
其
處
で
は
恁
う
云
ふ
調
子
で
聲
を
二
つ
振
る
と
云
ふ
工
合
に
却
々
八
釜
し
い
、
従
つ
て

他
山
と
は
違
つ
て
凡
て
の
法
式
が
嚴
重
で
又
綿
密
で
あ
る
、
繊マ

マ

法
の
如
き
も
妙
心
寺
の
が
五
時
間
で
濟
む
も
の
な
ら
相

國
寺
の
は
優
に
七
時
間
か
ゝ
る
と
云
ふ
調
子
で
法
式
上
の
事
に
就
て
は
實
に
一
籌
を
輸
せ
な
か
つ
た
、
妙
心
寺
の
如
き

も
彼
の
有
名
な
無
着
和
尚
時
代
迄
は
、
之
れ
ぞ
妙
心
寺
の
法
式
で
あ
る
と
云
つ
て
、
一
定
し
た
法
式
が
無
か
つ
た
が
、

r

無
着
和
尚
が
セ
ツ
セ
〳
〵
と
相
國
寺
に
通
は
れ
て
充
分
研
究
し
た
上
、
彼
れ
の
長
を
採
り
我
が
短
を
捐
て
ヽ
茲
に
始

め
て
妙
心
獨
特
の
法
式
を
制
定
せ
ら
れ
た
と
云
ふ
事
も
聞
い
て
居
る
位
で
、
兎
に
角
相
國
寺
は
法
式
が
嚴
重
で
あ
つ

て
、
そ
れ
が
此
の
山
の
特
長
で
あ
つ
た
所
か
ら
、
ツ
イ
相
國
寺
の
稱
名
面
と
言
つ
た
の
だ
相
で
あ
る
が
、
然
ら
ば
妙
心

寺
の
算
盤
面
と
云
ふ
意
味
は
何
う
云
ふ
事
で
あ
る
か
、
相
國
寺
の
稱
名
面
は
能
く
會
得
さ
れ
た
、
が
、
妙
心
の
算
盤
面

と
は
何
の
意
味
か
、
と
穿
鑿
し
て
來
る
と
薩
張
判
か
ら
な
い
、
…
…
（
中
略
）
…
…
段
々
考
え
た
末
、
吾
輩
は
斯
う
斷

定
を
下
し
た
、

今
で
こ
そ
妙
心
寺
は
財
政
紊
亂
で
、
彼
の
前
田
事
件
以
來
一
度
な
ら
ず
二
度
迄
も
大
破
綻
が
有
つ
て
秩
序
が
ス
ツ
カ
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リ
濫
れ
て
居
る
が
、
之
れ
は
近
頃
の
状
態
で
昔
の
妙
心
寺
は
さ
う
で
な
く
、
會
計
簿
な
ど
が
充
分
整
頓
し
て
居
て
厘
毛

の
差
と
雖
も
収
支
符
切
を
合
は
す
る
が
如
く
遣
つ
た
も
の
に
相
違
な
い
、
恁
う
云
ふ
調
子
で
會
計
上
の
事
に
就
て
は
凡

て
公
明
正
大
に
且
つ
壹
厘
壹
錢
の
微
と
雖
も
違
算
な
き
こ
と
を
期
し
た
か
ら
、
内
容
が
益
々
充
實
し
て
行
く
、

s

ズ
ツ

ト
五
山
を
凌
い
で
富
贍
の
第
一
位
を
占
め
た
、
乃
で
他
山
の
者
が
岡
焼
き
半
分
に
妙
心
寺
の
算
盤
面
と
云
ひ
出
し
た
に

相
違
な
い
、
そ
れ
で
な
け
れ
ば
斯
の
算
盤
面
と
云
ふ
意
味
の
解
釋
が
出
來
ぬ
、
併
し
之
れ
は
吾
輩
の
獨

ド
グ
マ
チ
ツ
ク
斷
で
あ
る
か

ら
、
果
し
て
然
う
か
何
う
か
は
判
ら
ぬ
、
で
吾
輩
は
吾
輩
の
説
を
確
む
る
爲
に
山
内
の
某
師
に
就
て
質
し
て
見
た
所

が
、
果
然
、
吾
輩
の
觀
察
が
正
確
で
あ
つ
た
、

何
故
妙
心
寺
を
算
盤
面
か
と
云
ふ
と
、
妙
心
寺
に
は
日
單
（
ヒ
タ
ン
と
讀
む
）
と
云
ふ
も
の
が
あ
る
、
斯
の
日ひ

單た
ん

は
彼

の
地
方
寺
院
で
云
ふ
日に

つ

單た
ん

、
即
ち
一
年
中
の
日
誌
簿
か
と
云
ふ
に
左
樣
で
な
く
、
會
計
簿
の
こ
と
で
、
斯
の
會
計
簿
は

從
來
何
處
の
山
に
も
あ
る
が
、

t

特
に
妙
心
寺
の
會
計
簿
は
他
山
の
會
計
簿
に
比
較
し
て
餘
程
能
く
整
頓
し
て
居
る
、

某
師
の
説
明
に
依
る
と
其
會
計
簿
の
内
容
が
佛
法
僧
の
三
寶
に
分
つ
て
其
配
當
が
巧
み
に
出
來
て
、
而
も
斯
の
例
が
他

山
に
無
い
所
か
ら
ツ
イ
妙
心
の
算
盤
面
と
云
ひ
出
し
た
の
だ
と
言
は
れ
た
が
、
吾
輩
が
實
地
に
就
て
見
た
所
で
は
必
ず

し
も
三
樣
に
分
れ
て
居
ら
ぬ
が
、
…
…
（
中
略
）
…
…
兎
に
角
…
…
（
中
略
）
…
…
其
複
雜
せ
る
日
單
即
ち
會
計
簿
が
妙

心
寺
は
特
に
整
頓
し
て
居
た
所
か
ら
妙
心
寺
の
算
盤
面
と
云
ひ
出
し
た
の
だ
、
所
で
此
の
算
盤
面
と
云
ふ
言
葉
を
解

剖
し
て
見
る
と
頗
る
面
白
い
、

u

一
體
面つ

ら

と
云
ふ
言
葉
は
到
底
尊
敬
し
た
意
味
の
言
葉
で
な
い
、
泣
き
面
に
蜂
と
か
、

彼き
や
つ奴
の
面つ
ら

を
見
ろ
と
か
云
つ
て
、
此
の
面つ
ら

と
云
ふ
言
葉
は
尊
稱
語
で
は
な
い
、
否
な
大
に
侮
蔑
の
意
味
を
含
蓄
し
て
居

る
、
で
之
れ
は
妙
心
自
身
に
云
ひ
出
し
た
も
の
で
な
く
し
て
他
山
の
者
が
云
ひ
出
し
た
言
葉
で
あ
る
こ
と
は
、
蓋
し
疑

を
容
れ
ま
い
と
念
ふ
、
他
山
の
者
が
妙
心
寺
を
捉
え
て
算
盤
面
と
言
つ
た
、
甚
だ
侮
蔑
し
て
居
る
、
失
敬
な
こ
と
を
言

つ
て
居
る
、
が
併
し
一
種
侮
蔑
の
意
味
を
含
ん
だ
此
の
言
葉
が
妙
心
寺
の
内
幕
を
十
二
分
に
解
釋
し
て
居
る
か
ら
面
白
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い
、
妙
心
寺
の
會
計
が
如
何
に
健
全
で
あ
つ
た
か
、
如
何
に
手
ぬ
か
り
が
無
か
つ
た
か
、
如
何
に
公
明
正
大
で
あ
つ
た

か
ゞ
判
る
。

こ
の
《
29
》
は
《
25
》
の
八
年
前
に
掲
載
さ
れ
た
文
章
だ
が
、
当
初
の
「
〇
〇
面
」
は
傍
線
ｑ
の
「
相
国
寺
の
称
名
面
」

と
「
妙
心
寺
の
算
盤
面
」
だ
け
で
あ
っ
た
。

ま
た
こ
の
後
《
25
》
～
《
28
》
に
お
い
て
、「
天
龍
寺
の
伽
藍
面
」
が
追
加
さ
れ
た
の
は
、
前
掲
「
略
年
譜
」
傍
線
（
１
）・

（
３
）
に
見
え
る
よ
う
に
、
村
田
が
天
龍
僧
堂
に
掛
搭
・
通
参
し
、
天
龍
寺
と
関
わ
り
が
深
か
っ
た
た
め
、《
25
》
傍
線
ｄ
の

よ
う
に
、
天
龍
寺
の
伽
藍
が
か
つ
て
は
壮
大
で
あ
っ
た
こ
と
を
聞
き
知
っ
て
、
村
田
自
ら
が
「
天
龍
寺
の
伽
藍
面
」
の
語
を

作
成
し
た
の
で
は
な
い
か
と
私
は
疑
う
。
さ
ら
に
「
大
徳
寺
の
茶
の
湯
面
」
に
つ
い
て
も
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
発
行
の

《
26
》《
28
》
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
翌
五
年
の
《
25
》《
27
》
に
な
っ
て
「
大
徳
寺
の
茶
の
湯
面
」
が
追
加
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
た
と
え
ば
次
に
掲
げ
る
《
30
》
に
、
花
園
隠
士
と
い
う
人
物
が
「
大
徳
寺
の
茶
の
湯
面
」
に
つ
い
て
記
し
て

い
る
の
で
、
そ
う
し
た
も
の
に
依
拠
し
て
「
大
徳
寺
の
茶
の
湯
面
」
を
追
加
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

《
30
》
花
園
隠
士
「
妙
心
寺
史
談
（
六
）」（『
正
法
輪
』
二
九
三
号
、
明
治
四
十
四
年
［
一
九
一
一
］
一
二
月
一
二
日
、
一
六
頁
）

昔
か
ら
妙
心
は
算
盤
面
と
謂
は
れ
、
大
德
は
茶
の
湯
面
と
云
は
れ
て
來
た
が
、
如
何
に
も
爾
う
で
、
妙
心
は
飽
迄
算
盤

面
で
、
大
德
は
飽
迄
茶
の
湯
面
で
あ
る
、
そ
れ
は
双
方
の
伽
藍
を
見
て
も
解
る
、
妙
心
は
七
堂
伽
藍
立
ち
駢
ん
で
、
如

何
に
も
宏
壯
は
宏
壯
で
あ
る
が
、
併
し
何
處
か
せ
ゝ
こ
ま
し
い
處
が
あ
る
、
餘
裕
が
な
い
、
又
一
方
の
大
德
は
と
見
る

と
、
塔
頭
の
孤
峰
菴
と
か
眞
珠
菴
と
か
聚
光
菴
と
か
は
悉
く
茶
の
湯
式
で
、
柱
一
本
、
底
石
一
つ
、
悉
く
茶
の
湯
面
あ

ら
ざ
る
は
な
し
だ
、

前
掲
《
29
》
の
三
年
後
、
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
刊
行
の
《
30
》
に
お
い
て
、「
妙
心
寺
の
算
盤
面
」
と
「
大
徳
寺
の
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茶
の
湯
面
」
が
対
比
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
「
相
国
寺
の
声
明
面
」
は
、《
29
》
傍
線
ｒ
に
よ
る
と
、
あ
の
無
著
道
忠
が
相
国
寺
に
通
い
法
式
を
研
究
し
た
位

に
、
相
国
寺
は
法
式
が
厳
重
で
あ
っ
た
た
め
に
称
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
私
見
で
は
、
前
掲
「
略
年
譜
」
傍

線
（
４
）
に
見
え
る
よ
う
に
、《
29
》
発
行
の
翌
年
に
村
田
が
無
著
道
忠
撰
『
禅
林
象
器
箋
』
を
出
版
す
る
が
、
村
田
は
そ

の
際
に
無
著
の
伝
記
を
付
記
し
て
い
る
。
そ
の
執
筆
過
程
で
、
無
著
が
龍
安
寺
の
塔
頭
宜
春
院
の
演
渓
和
尚
か
ら
相
国
寺
黙

堂
流
の
声
明
を
習
っ
て
い
た
こ
と
を
知
り
⒆
、
そ
こ
か
ら
、
村
田
自
身
が
「
相
国
寺
の
声
明
面
」
の
語
を
作
成
し
た
可
能
性

を
想
定
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。
た
だ
し
、
こ
の
《
29
》
で
は
、
お
そ
ら
く
「
声
明
面
」
と
同
音
で
あ
っ
た
た
め
に
「
称
名

面
」
と
誤
っ
て
記
し
て
し
ま
い
、
そ
の
後
《
26
》《
27
》《
28
》
の
文
中
で
も
、
校
正
が
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
に
「
声
明

面
」「
称
名
面
」
が
混
在
し
、
最
後
に
《
25
》
の
『
参
禅
実
話
』
に
収
録
す
る
に
当
た
っ
て
、
よ
う
や
く
全
て
「
声
明
面
」

に
校
正
が
完
了
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

そ
う
す
る
と
「
妙
心
寺
の
算
盤
面
」
だ
け
が
最
初
に
出
現
し
、
他
の
本
山
寺
院
の
「
〇
〇
面
」
が
そ
の
後
に
付
け
加
え

ら
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
私
が
な
ぜ
そ
う
考
え
た
か
と
言
え
ば
、
次
の
《
31
》
の
燕
處
子
の
文
章
が
そ
の
根
拠
と
な
る
。
燕

處
子
な
る
人
物
に
つ
い
て
は
不
詳
だ
が
、
文
中
に
「
余
輩
は
地
方
を
巡
視
す
る
毎
に
」（
傍
線
ｘ
）
と
あ
る
の
で
、
妙
心
寺
派

の
巡
教
師
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
村
田
無
道
は
前
掲
『
略
年
譜
』
傍
線
（
２
）
に
よ
る
と
、《
31
》
が
掲
載
さ
れ

た
翌
年
、
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
に
花
園
学
林
を
卒
業
し
、『
正
法
輪
』
の
編
集
に
加
わ
る
の
だ
か
ら
、
燕
處
子
は
村
田

と
は
別
人
と
な
る
。

《
31
》
燕
處
子
「
何
故
に
本
山
は
不
信
用
な
る
か
」（『
正
法
輪
』
二
一
三
号
、
明
治
三
八
年
［
一
九
〇
五
］
四
月
一
二
日
、
九
・
一
〇
頁
）

v

世
人
は
云
ふ
、
妙
心
寺
は
算
盤
的
な
り
と
、
其
意
は
先
づ
事
を
な
す
に
利
害
得
失
よ
り
打
算
し
て
始
む
る
を
謂
な
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り
、
…
…
（
中
略
）
…
…
本
所
は
賦
課
金
の
徴
集
に
汲
々
と
し
、
塔
頭
は
寄
附
金
の
募
集
、
護
持
講
の
勸
募
に
日
も
亦

足
ら
ざ
る
今
日
に
あ
り
て
は
末
派
の
本
山
を
目
し
て
取
立
主
義
な
り
と
罵
詈
す
る
は
強
ち
に
無
理
な
ら
ぬ
こ
と
な
り
、

若
し
斯
く
の
如
く
し
て
數
年
を
過
さ
ん
か
本
山
の
威
信
は
益
々
落
下
し
て
末
派
を
し
て
本
山
は
吾
々
の
お
蔭
に
て
衣
食

し
得
る
な
り
と
の
思
想
觀
念
を
抱
か
し
む
る
に
至
る
や
燎
と
し
て
明
な
り
、
余
輩
は
此
故
に
本
所
職
員
諸
師
を
始
め
塔

頭
住
職
の
諸
師
に
苦
言
す
、
本
山
の
威
信
を
保
つ
爲
に
算
盤
主
義
を
止
め
よ
、
算
盤
主
義
は
末
派
を
し
て
諸
師
が
滿
腔

の
護
法
心
に
一
点
の
疑
惑
を
挿
ま
し
む
る
動
機
た
れ
ば
な
り
、
記
臆
せ
よ
諸
師
が
法
會
を
行
ふ
も
懺
法
を
修
す
る
も
露

骨
に
利
不
利
の
打
算
を
な
す
は
其
功
德
を
滅
却
せ
し
む
る
も
の
た
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
、
呉
れ
〳
〵
も
記
せ
よ
、

末
派
の
財
力
を
吸
集
せ
ん
と
欲
せ
ば
先
づ
其
に
伴
ふ
功
果
を
示
せ
、
然
ら
ざ
れ
ば

w

末
派
を
し
て
、
取
立
主
義
の
本

山
な
り
、
算
盤
主
義
の
本
山
な
り
と
の
言
を
止
め
し
む
る
の
期
な
か
る
べ
し
、

以
上
論
じ
來
り
し
處
を
以
て
末
派
の
實
際
と
相
對
比
せ
ば
末
派
に
も
亦
幾
許
の
不
德
義
あ
る
を
察
す
る
に
難
か
ら
ざ

る
な
り
、
即
ち
末
派
寺
院
の
中
に
は
本
山
側
の
不
德
と
不
信
用
と
を
針
小
棒
大
に
言
ひ
觸
ら
し
て
自
己
の
不
宗
盟
を
覆

は
ん
と
す
る
も
の
な
き
に
あ
ら
ず
、
換
言
せ
ば
末
派
寺
院
の
中
に
は
内
心
上
納
の
義
務
を
認
め
な
が
ら
言
を
左
右
に
托

し
て
當
然
の
義
務
を
免
れ
ん
と
す
る
不
德
義
の
人
尠
か
ら
ざ
る
な
り
、

x

余
輩
は
地
方
を
巡
視
す
る
毎
に
此
種
の
人
の

意
外
に
多
き
に
一
驚
を
喫
せ
ざ
る
を
得
ず
、
寄
語
す
末
派
寺
院
諸
師
よ
、
諸
師
は
諸
師
の
組
合
中
よ
り
此
種
の
人
々
を

擯
斥
し
て
組
合
内
の
制
裁
を
勵
行
せ
ざ
れ
ば
本
山
側
の
人
士
を
し
て
末
派
は
不
宗
盟
な
り
と
の
言
を
嘘
な
ら
し
む
る
能

は
ざ
る
べ
し
、

ま
ず
、
こ
の
《
31
》
か
ら
は
、
明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
）
時
点
で
「
妙
心
寺
は
算
盤
的
な
り
」（
傍
線
ｖ
）
と
言
わ
れ
て

は
い
た
も
の
の
、「
算
盤
面
」
と
は
称
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
妙
心
寺
本
山
・
塔
頭
が
、
末
寺
か
ら

「
事
を
な
す
に
利
害
得
失
よ
り
打
算
し
て
始
む
る
」（
傍
線
ｖ
）
寺
だ
と
罵
倒
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
う
か
が
わ
れ
る
。
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つ
ま
り
、《
31
》
で
は
、
妙
心
寺
本
山
の
上
納
の
要
請
に
対
し
て
、
あ
ま
り
に
も
理
不
尽
で
取
り
立
て
が
す
ぎ
る
と
の
不

満
が
、
妙
心
寺
派
末
寺
か
ら
ぶ
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
罵
詈
雑
言
の
中
に
「
算
盤
的
」「
取
立
主
義
」「
算
盤
主

義
」（
傍
線
ｖ
・
ｗ
）
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
は
「
算
盤
面
」
よ
り
も
先
に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
か
か
る
「
算
盤
的
」「
算
盤
主
義
」
に
含
ま
れ
る
「
算
盤
」
の
語
に
「
面
」
を
つ
け
て
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
村
田
が
《
29
》
傍
線
u
で
述
べ
る
よ
う
に
、「
面
と
云
ふ
言
葉
は
、
…
…
侮
蔑
の
意
味
を
含
蓄
し
て
居
る
」
か
ら
で

あ
っ
て
、「
算
盤
面
」
に
は
、
こ
の
よ
う
な
由
来
が
想
定
で
き
る
と
考
え
る
。
し
か
も
そ
の
含
意
を
承
知
の
上
で
、
妙
心
寺

内
に
お
い
て
、
さ
ら
に
《
29
》
傍
線
ｓ
・
ｔ
の
よ
う
に
、「
算
盤
面
」
は
、
妙
心
寺
の
巧
み
な
会
計
制
度
に
対
す
る
他
山
の

嫉
妬
か
ら
発
生
し
た
言
い
草
と
い
う
巧
妙
な
捉
え
直
し
が
は
か
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

「
〇
〇
面
」
の
も
っ
と
も
古
い
用
例
は
明
治
時
代
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
村
田
無
道
に
よ
る
と
、「
〇
〇
面
」
は
俗

で
は
な
い
京
都
の
臨
済
宗
七
本
山
内
で
の
言
い
草
で
あ
っ
た
。
特
に
「
妙
心
寺
の
算
盤
面
」
は
、
妙
心
寺
が
他
山
を
凌
い
で

い
た
た
め
、
他
山
の
僧
が
焼
き
餅
を
焼
い
て
言
い
伝
え
た
可
能
性
が
高
く
な
る
。

し
か
し
村
田
よ
り
前
に
、
燕
處
子
な
る
人
物
に
よ
っ
て
、
妙
心
寺
派
末
寺
が
本
山
の
取
り
立
て
の
厳
格
な
の
に
対
し
て
、

妙
心
寺
本
山
・
塔
頭
を
指
し
て
「
算
盤
的
」「
取
立
主
義
」「
算
盤
主
義
」
と
罵
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
の

で
、「
算
盤
面
」
の
実
際
の
由
来
は
そ
の
辺
り
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

ま
た
「
〇
〇
面
」
と
本
山
寺
院
の
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
も
、「
妙
心
寺
の
算
盤
面
」
以
外
は
固
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な

い
。
た
だ
相
国
寺
に
つ
い
て
は
「
声
明
面
」
と
「
称
名
面
」
の
二
つ
が
あ
る
が
、
ひ
ら
が
な
で
記
せ
ば
「
し
ょ
う
み
ょ
う
づ

ら
」
で
一
貫
し
て
い
る
。
事
実
「
相
国
寺
の
声
明
面
」
は
「
妙
心
寺
の
算
盤
面
」
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
あ
ら
わ
れ
た
、
最
も
古
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い
「
〇
〇
面
」
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
相
国
寺
の
場
合
、
そ
の
理
由
は
不
明
だ
が
、
本
山
寺
院
と
し
て
採
り
あ
げ

な
い
書
籍
も
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
扱
わ
れ
方
が
辞
典
類
や
『
京
都
・
観
光
文
化
検
定
試
験 

公
式
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
』
に

も
影
響
し
、「
相
国
寺
の
声
明
面
」
が
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
推
測
す
る
。

そ
し
て
大
徳
寺
の
場
合
、「
〇
〇
面
」
に
は
「
茶
」
の
字
が
す
べ
て
入
り
、
時
の
経
過
と
と
も
に
「
茶
の
湯
面
」「（
お
）

茶
人
面
」「
茶
面
」
と
変
化
し
て
い
る
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
。
な
お
「
茶
面
」
と
い
う
呼
称
と
「
〇
〇
面
」
の
由
来
を
京
童

の
口
遊
と
す
る
説
は
、
戦
後
に
な
っ
て
前
掲
『
京
都
の
歴
史
三　

近
世
の
胎
動
』
あ
た
り
が
唱
え
始
め
た
の
で
は
な
い
か
と

私
は
疑
う
。

以
上
の
三
ヶ
寺
よ
り
や
や
お
く
れ
て
、
大
正
時
代
に
な
る
と
、「
天
龍
寺
の
伽
藍
面
」
が
出
現
す
る
。
し
か
し
天
龍
寺

の
場
合
、
戦
後
は
、
時
お
り
「
武
家
面
」「
学
問
面
」「
羅
漢
面
」
と
組
み
合
わ
さ
れ
る
だ
け
で
あ
り
、
し
か
も
「
伽
藍
面
」

は
、
も
っ
ぱ
ら
東
福
寺
と
組
み
合
わ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、
天
龍
寺
の
「
〇
〇
面
」
に
関
し
て
は
、

書
籍
類
へ
の
採
用
も
、
他
の
本
山
寺
院
に
比
べ
て
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

他
の
南
禅
寺
・
建
仁
寺
・
東
福
寺
の
「
〇
〇
面
」
に
至
っ
て
は
、
管
見
で
は
昭
和
に
な
っ
て
初
め
て
発
見
さ
れ
る
。
こ

の
う
ち
建
仁
寺
は
「
学
問
面
」、
東
福
寺
は
「
伽
藍
面
」
で
組
み
合
わ
せ
が
ほ
ぼ
固
定
さ
れ
て
い
る
が
、
南
禅
寺
は
「
貴
人

面
」「
武
家
面
」「
公
卿
面
」「
役
人
面
」「
僧
録
面
」
と
そ
の
組
み
合
わ
せ
が
一
定
し
な
い
。

私
見
に
よ
る
と
、「
京
都
・
観
光
文
化
検
定
試
験
」
い
わ
ゆ
る
「
京
都
検
定
」
が
始
ま
っ
て
、
し
ば
ら
く
し
て
、
こ
う
し

た
事
実
に
も
目
配
り
が
利
く
よ
う
に
な
っ
て
、
ま
ず
「
〇
〇
面
」
に
関
す
る
出
題
が
と
り
や
め
ら
れ
、
次
に
祇
園
祭
の
実
施

方
法
の
変
更
に
伴
う
『
京
都
・
観
光
文
化
検
定
試
験 

公
式
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
』
の
大
幅
増
補
に
乗
じ
て
、「
〇
〇
面
」
の
記

述
も
粛
々
と
削
除
さ
れ
た
と
理
解
さ
れ
る
。

要
す
る
に
、
私
の
結
論
は
「〈
〇
〇
面
〉
の
う
ち
〈
妙
心
寺
の
算
盤
面
〉
が
、
明
治
末
期
に
現
れ
た
が
、
そ
れ
は
本
来
、
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妙
心
寺
派
末
寺
の
妙
心
寺
本
山
・
塔
頭
に
対
す
る
罵
倒
の
言
葉
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
、
そ
の
〈
算
盤
面
〉
の
語
に
対
し

て
、
新
た
に
妙
心
寺
内
に
お
い
て
他
山
の
お
か
や
き
か
ら
発
生
し
た
言
い
草
で
あ
る
と
の
巧
妙
な
捉
え
直
し
が
は
か
ら
れ
、

そ
れ
に
伴
い
、
他
の
京
都
の
臨
済
宗
の
本
山
寺
院
に
も
、
適
宜
〈
〇
〇
面
〉
が
割
り
当
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
管
見
で
は
「
〇
〇
面
」
の
用
例
は
明
治
末
期
の
妙
心
寺
派
内
の
も
の
ま
で
し
か

見
つ
け
ら
れ
ず
、「
〇
〇
面
」
が
江
戸
時
代
に
出
現
し
た
と
い
う
証
拠
は
ど
こ
に
も
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
「
〇
〇
面
」

が
京
童
の
口
遊
や
あ
だ
名
・
諺
に
由
来
す
る
と
い
う
根
拠
も
、
こ
れ
ま
で
示
さ
れ
た
こ
と
な
ど
全
く
な
い
の
で
あ
る
。

⑴  

「
京
都
検
定
」
は
、
京
都
商
工
会
議
所
が
主
催
す
る
、
観
光
業
界
の
お
も
て
な
し
向
上
を
目
的
と
し
て
、
二
〇
〇
四
年
に
ス
タ
ー
ト

し
た
検
定
試
験
。
二
〇
二
二
年
現
在
、
一
級
・
準
一
級
・
二
級
・
三
級
の
試
験
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。https://w

w
w

.kyotokentei.

ne.jp/about/

参
照
。

⑵
「
京
都
検
定
」
の
「
〇
〇
面
」
に
関
す
る
出
題
状
況
は
次
の
と
お
り
［
以
下
（　

）
内
の
数
字
は
問
題
番
号
を
表
す
］。
第
一
回 

三
級
（
三

三
）、
第
二
回 

三
級
（
九
五
）、
第
三
回 

二
級
（
七
六
）、
第
四
回 

三
級
（
一
七
）・
一
級
（
一
三
）、
第
五
回 

三
級
（
一
九
）・
二
級
（
一
五
）、

第
六
回 

三
級
（
一
七
）、
第
七
回
二
級
（
二
〇
・
八
五
）、
第
一
一
回 

三
級
（
一
七
）。
な
お
「
京
都
検
定
」
で
は
試
験
問
題
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
に
は
一
切
答
え
ら
れ
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
（
注
１
参
照
）。

⑶
【
新
版
】
で
は
、平
成
二
六
年
（
二
〇
一
四
）
に
、祇
園
祭
の
山
鉾
巡
行
が
前
祭
と
後
祭
の
二
回
実
施
へ
と
変
更
に
な
っ
た
の
に
伴
い
、『
公

式
テ
キ
ス
ト
』「
増
補
版
」
に
五
六
頁
の
大
幅
な
増
補
が
行
な
わ
れ
た
。
た
だ
祇
園
祭
以
外
の
項
目
の
追
加
・
削
除
に
関
し
て
は
、
具
体

的
な
説
明
は
な
い
（https://w

w
w

.book.tankosha.co.jp/shopdetail/000000000844/

参
照
）。
し
か
し
な
が
ら
私
見
で
は
あ
る
が
、
検
定
試

験
の
公
式
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
以
上
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
【
旧
版
】【
新
版
】
の
変
更
箇
所
を
新
旧
対
照
表
で
掲
載
し
、
な
お
か
つ
そ

の
変
更
理
由
も
公
に
示
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
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⑷https://w
w

w
.kyotokentei.ne.jp/about/level.htm

l

参
照
。

⑸
比
較
的
良
心
的
な
二
例
を
掲
げ
、
問
題
点
を
指
摘
す
る
。

［
１
］
京
都
市
立
図
書
館
へ
の
質
問
と
そ
の
回
答
（
公
開
日
、
平
成
二
四
年
［
二
〇
一
二
］
六
月
八
日
、「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
検
索
」［https://

w
w

w
2.kyotocitylib.jp/?page_id=483

］
よ
り
検
索
）

【
質
問
】

京
都
の
寺
の
「
○
○
面
」
に
つ
い
て
、
ど
こ
が
何
面
か
、
ま
た
そ
の
理
由
を
知
り
た
い
。

【
京
都
市
立
図
書
館
の
回
答
】（
以
下
、【
回
答
】
と
略
す
）

臨
済
宗
寺
院
に
対
す
る
、
各
寺
院
の
特
徴
を
つ
か
ん
だ
「
○
○
面
」
と
い
う
呼
び
方
は
、
京
童
の
口
遊
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
考

え
ら
れ
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

Ａ
、
大
徳
寺
の
茶
面
：
茶
道
に
ゆ
か
り
が
深
い
こ
と
か
ら

Ｂ
、
建
仁
寺
の
学
問
面
：
多
く
の
学
問
に
秀
で
た
人
物
を
輩
出
し
た
こ
と
か
ら

Ｃ
、
東
福
寺
の
伽
藍
面
：
壮
大
な
伽
藍
を
も
つ
こ
と
か
ら

Ｄ
、
妙
心
寺
の
算
盤
面
：
し
っ
か
り
と
し
た
寺
院
経
済
組
織
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら

Ｅ
、
相
国
寺
の
声
明
面
：
独
特
な
節
回
し
の
声
明
が
発
達
し
、
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

Ｆ
、
南
禅
寺
の
武
家
面
：
武
家
の
信
仰
が
篤
い
こ
と
か
ら

六
つ
す
べ
て
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
資
料
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、下
記
の
参
考
文
献
の
中
で
少
し
ず
つ
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

参
考
文
献

（
１
）
生
き
る
心
の
糧 

11  

九
一
～
九
八
頁　
　

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
掲
載

（
２
）
古
寺
巡
礼 

京
都 

3　

東
福
寺　
（
新
版
）  

一
〇
二
頁　

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
掲
載
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（
３
）
京
都
な
る
ほ
ど
事
典  

四
八
～
九
頁　

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
掲
載

（
４
）
古
寺
巡
礼 

京
都 

8　

相
国
寺　
（
新
版
） 

一
三
五
頁

（
５
）
古
寺
巡
礼 

京
都 

17　

大
徳
寺　
（
新
版
）  

一
〇
八
頁 

（
６
）
古
寺
巡
礼 

京
都 

23　

建
仁
寺　
（
新
版
）  

一
三
八
頁 

（
７
）
古
寺
巡
礼 

京
都 

31　

妙
心
寺　
（
新
版
）  

一
〇
六
～
一
一
一
頁

こ
の
【
回
答
】
に
は
矛
盾
が
存
在
す
る
。【
回
答
】
が
挙
げ
る
参
考
文
献
中
に
「
Ｆ
、南
禅
寺
の
武
家
面
」
は
見
つ
け
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

［
２
］
か
げ
ま
る
く
ん
行
状
集
記
（http://w

w
w

.kagem
arukun.from

c.jp/page041.htm
l

参
照
）

「
妙
心
寺
の
算
盤
面
」
に
つ
い
て
、
ま
こ
と
し
や
か
に
伝
え
ら
れ
る
伝
説
が
あ
り
ま
す
。
…
…
（
中
略
）
…
…
学
生
時
代
に
同
期
の

Ｔ
氏
に
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
伝
説
を
要
約
す
る
と
、「
あ
る
時
あ
る
信
者
（
朝
廷
と
も
）
か
ら
妙
心
寺
と
大
徳
寺
に
以
下
の
よ
う
な
申

し
出
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
牧
渓
の
絵
の
寄
進
と
、
あ
る
一
定
の
金
の
寄
進
と
、
ど
ち
ら
か
好
き
な
方
を
選
び
受
け
取
っ
て
欲
し
い
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
妙
心
寺
は
迷
う
こ
と
な
く
〈
カ
ネ
ッ
！ 

金
！
〉（
←
Ｔ
氏
は
こ
う
言
っ
て
い
た
）
と
い
っ
て
、
金
の
方
を
選
び
、

一
方
の
大
徳
寺
は
文
化
を
重
用
視
し
て
〈
で
は
、
牧
渓
の
絵
を
…
…
〉
と
い
っ
た
。
そ
の
た
め
世
間
の
人
々
は
妙
心
寺
の
先
見
性
の

無
さ
と
過
度
の
吝
嗇
ぶ
り
を
嘲
笑
し
て
〈
ソ
ロ
バ
ン
妙
心
寺
〉
と
呼
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。」
と
い
う
も
の
で
す
。
Ｋ
氏
や
東
京
に
あ

る
某
国
立
大
学
の
先
生
も
こ
の
「
妙
心
寺
の
算
盤
面
」
に
関
す
る
伝
説
を
い
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
か
な
り
有
名
な
伝
説
の
よ
う
で

す
が
、
そ
の
ソ
ー
ス
に
つ
い
て
聞
い
て
み
る
と
「
知
ら
な
い
」
と
か
「
忘
れ
た
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
…
…
（
中
略
）
…
…
と

こ
ろ
が
今
日
な
に
げ
な
く
『
正
法
山
誌
』
…
…
（
中
略
）
…
…
を
み
て
い
る
と
、「
妙
心
寺
の
算
盤
面
」
に
関
す
る
伝
説
に
似
た
記
事

が
あ
り
ま
し
た
。

以
上
の
説
明
で
、「
妙
心
寺
の
算
盤
面
」
の
由
来
が
わ
か
り
、
ま
た
そ
の
根
拠
が
『
正
法
山
誌
』
と
判
明
す
る
。

し
か
し
二
つ
の
問
題
が
あ
る
。
第
一
に
『
正
法
山
誌
』
に
記
さ
れ
る
伝
説
は
、
す
で
に
荻
須
純
道
「
妙
心
寺
の
そ
ろ
ば
ん
づ
ら
」（
山
田
無
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文
老
師
古
稀
記
念
集
『
花
さ
ま
ざ
ま
』
春
秋
社
、
一
九
七
二
、
三
三
三
頁　

後
に
『
禅
宗
史
の
散
策
』［
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
一
］
に
収
録
）
が
公
に

し
て
い
る
。
第
二
に
、
荻
須
氏
は
こ
の
伝
説
を
「
算
盤
面
」
の
由
来
と
は
見
な
し
て
い
な
い
。

荻
須
前
掲
「
妙
心
寺
の
そ
ろ
ば
ん
づ
ら
」
は
、
ま
ず
二
つ
の
面
か
ら
雪
江
宗
深
（
一
四
〇
八
～
一
四
八
六
）
を
評
価
す
る
。

雪
江
に
は
四
人
の
大
弟
子
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
景
川
宗
隆
（
龍
泉
派
）・
悟
渓
宗
頓
（
東
海
派
）・
特
芳
禅
傑
（
霊
雲
派
）・
東
陽
英
朝
（
聖

沢
派
）
で
あ
り
、…
…（
中
略
）…
…
各
特
色
を
も
っ
て
禅
風
を
あ
げ
た
。
雪
江
の
妙
心
寺
復
興
は
単
に
伽
藍
の
造
営
だ
け
で
は
な
か
っ

た
。
ま
ず
人
物
を
作
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
…
…
（
中
略
）
…
…
ま
た
雪
江
は
金
銭
米
穀
出
納
帳
を
作
り
、
厳
格
な
会
計
法
を
定
め
た
。

…
（
中
略
）
…
こ
れ
が
た
め
内
に
お
い
て
は
坐
禅
面
で
あ
っ
て
も
、
外
部
の
者
は
妙
心
寺
の
そ
ろ
ば
ん
づ
ら
と
批
評
し
た
の
で
あ
ろ

う
（
三
三
一
・
三
三
二
頁
）。

続
け
て
妙
心
寺
へ
土
地
を
寄
進
し
た
利
貞
尼
に
つ
い
て
記
し
、
そ
の
二
十
数
年
後
の
話
と
し
て
、
前
掲
『
正
法
山
誌
』
の
伝
説
を
と
り

あ
げ
、
妙
心
寺
の
山
門
建
立
に
言
及
す
る
だ
け
な
の
で
あ
る
（
三
三
三
頁
）。　

⑹https://privatter.net/p/1889980
参
照
。

⑺
後
に
『
京
の
古
寺
歴
史
探
訪
―
京
都
文
化
の
深
層
』（
淡
交
社
、
二
〇
一
〇
）
に
収
録
。

⑻
後
に
『
街
道
を
ゆ
く 

三
四 

大
徳
寺
散
歩 

中
津
・
宇
佐
の
み
ち
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
〇
）
に
収
録
。

⑼
注
⑺
参
照
。

⑽
《
12
》《
13
》《
14
》
は
、
各
々
『
世
界
大
百
科
事
典
』
改
訂
新
版
（
平
凡
社
、
二
〇
〇
七
）
一
七
巻
・
四
一
頁
、
二
〇
巻
・
一
二
三
頁
、
二

七
巻
・
五
三
〇
頁
に
も
引
用
部
分
が
そ
の
ま
ま
収
録
さ
れ
る
。

⑾
後
に
『
禅
宗
史
の
散
策
』
に
収
録
。
注
⑸
参
照
。

⑿
以
下
、
戦
時
中
～
明
治
時
代
の
文
章
の
ル
ビ
に
は
繁
雑
な
場
合
が
あ
り
、
適
宜
省
略
し
た
。

⒀
「
無
道
和
尚
の
生
い
立
ち
と
経
歴
」（
長
尾
龍
雄
『
村
田
無
道
「
禅
の
世
界
」』
龍
潭
寺
［
非
売
品
］、一
九
九
八
、一
五
・
一
六
頁
）
を
も
と
に
作
成
。



359

禅文化研究所紀要 第36号（令和5年5月）

⒁
村
田
無
道
『
参
禅
実
話
』（
東
亜
堂
書
房
、
一
九
一
六
、
三
八
～
四
〇
頁
）
に
「
初
め
て
天
龍
寺
に
掛
錫
し
た
時
、
同
僧
堂
の
門
前
に
佇
ん
で
、

吾
を
忘
れ
て
泣
い
た
こ
と
が
あ
る
。
…
（
中
略
）
…
衲
は
是
よ
り
先
き
名
古
屋
の
德
源
寺
に
掛
錫
し
て
ゐ
て
…
（
中
略
）
…
…
殊
に
十
九

歳
の
初
旅
と
來
て
」
と
あ
る
。

⒂
「
第
十
二
學
年
度
卒
業
生 

實
修
科
卒
業
生
」
名
簿
（『
正
法
輪
』
二
二
五
号
、
明
治
三
九
年
［
一
九
〇
六
］
四
月
一
二
日
、
一
六
頁
）
に
「
播
磨

國
一
等
地
雲
門
寺
徒
竹
内
無
道
」
と
あ
る
。

⒃
何
休
庵
主
人
「
清
僧
論
」（『
正
法
輪
』
三
一
六
号
、大
正
二
年
［
一
九
一
三
］
一
一
月
一
二
日
、一
五
頁
）
に
「
自
分
が
田
舎
に
す
つ
込
ん
で
か
ら
、

早
や
一
年
有
半
に
な
る
」
と
あ
る
。

⒄
何
休
菴
主
人
「
藝
備
巡
教
漫
語
（
上
）」（『
正
法
輪
』
三
二
一
号
、
大
正
三
年
［
一
九
一
四
］
四
月
一
二
日
、
二
〇
頁
）
に
「
予
が
巡
教
使
を
拝
命

し
た
る
は
今
次
を
以
て
嚆
矢
と
す
」
と
あ
る
。

⒅
序
文
の
錯
簡
は
私
に
修
正
し
た
。

⒆
後
の
も
の
だ
が
、
た
と
え
ば
飯
田
利
行
『
学
聖　

無
著
道
忠
』（
禅
文
化
研
究
所
、
一
九
八
六
）
四
七
・
八
頁
参
照
。
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寺
院
建
築
に
お
け
る
懸
魚
の
起
源

佐
々
木　

日
嘉
里

は
じ
め
に

懸げ

魚ぎ
ょ

と
は
寺
院
建
築
の
屋
根
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
部
材
で
あ
り
、
建
物
側
面
（
妻つ

ま

）
の
板
（
破は

風ふ

板
）
が
三
角
形
に
合

わ
さ
っ
た
部
分
か
ら
垂
れ
下
が
る
大
き
な
飾
り
の
板
を
指
す
。

懸
魚
は
妻
側
の
三
角
形
部
分
（
破
風
）
を
飾
る
部
材
と
し
て
、
ま
た
「
魚
を
懸
け
る
」
と
い
う
水
を
連
想
す
る
言
葉
に
よ

り
火
災
か
ら
建
物
を
守
る
「
お
守
り
」
と
し
て
の
機
能
も
持
つ
。
た
だ
し
本
来
は
棟む

な

木ぎ

（
屋
根
の
最
も
高
い
位
置
に
配
さ
れ
る
横

架
材
）
の
木
口
（
木
材
の
切
断
面
）
を
風
雨
か
ら
保
護
す
る
こ
と
に
あ
る
。

懸
魚
に
は
種
々
の
意
匠
が
あ
り
、
大
き
く
四
種
類
に
分
類
で
き
る
。
三み

つ

花ば
な

懸
魚
、
鏑
か
ぶ
ら

懸
魚
、
猪い
の

目め

懸
魚
、
梅
鉢
懸
魚
で

あ
り
、
こ
れ
ら
が
現
在
の
寺
院
建
築
に
見
ら
れ
る
懸
魚
の
形
式
で
あ
る
。

本
稿
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
四
種
の
時
代
的
変
化
を
確
認
し
、
そ
れ
ら
の
存
在
の
有
無
を
時
代
を
遡
り
な
が
ら
探
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

さ
ら
に
、
寺
院
建
築
は
飛
鳥
時
代
、
仏
教
導
入
と
共
に
日
本
が
取
り
入
れ
た
建
築
で
あ
り
、
そ
の
構
法
、
技
術
は
中
国

大
陸
の
影
響
を
多
大
に
受
け
て
い
る
。
そ
の
た
め
懸
魚
は
中
国
建
築
の
影
響
に
よ
っ
て
受
け
入
れ
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
、

竪
穴
式
や
高
床
式
の
建
物
な
ど
に
既
に
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
を
仏
教
建
築
に
取
入
れ
た
も
の
か
を
確
認
す
る
。
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一　

中
世
に
お
け
る
三
花
懸
魚
、
鏑
懸
魚
の
存
在

ま
ず
三
花
懸
魚
、
鏑
懸
魚
の
二
種
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
本
来
中
国
の
建
築
様
式
で
用
い
ら
れ
て
い
た
意
匠
で
あ
る
。

北
宋
時
代
の
建
築
技
術
を
編
纂
し
た
『
営
造
法
式
』
に
描
か
れ
て
い
る
懸
魚
の
意
匠
と
三
花
懸
魚
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と

か
ら
確
認
で
き
る
⑴
。
鎌
倉
時
代
、
禅
宗
の
受
容
と
共
に
当
時
の
中
国
建
築
様
式
も
取
り
入
れ
た
こ
と
か
ら
、
三
花
懸
魚
、

鏑
懸
魚
も
そ
の
こ
ろ
に
伝
来
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

日
本
で
は
鎌
倉
時
代
前
期
、
建
仁
寺
を
嚆
矢
と
し
て
禅
宗
寺
院
が
建
立
さ
れ
た
が
、
禅
宗
寺
院
に
お
い
て
中
国
の
建
築

様
式
を
忠
実
に
取
り
入
れ
た
の
は
建
長
寺
か
ら
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
⑵
。
建
長
寺
は
建
長
五
年
（
一
二
五
三
）、
南
宋
の
渡

来
僧
で
あ
る
蘭
渓
道
隆
を
開
山
と
し
て
、
中
国
の
径
山
万
寿
寺
を
模
し
た
宋
風
の
寺
院
と
し
て
造
営
さ
れ
た
。
元
弘
元
年

（
一
三
三
一
）
の
「
建
長
寺
伽
藍
指さ
し

図ず

」
⑶
か
ら
は
、
当
時
の
伽
藍
配
置
が
南
宋
の
五
山
様
式
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
が
読
み

取
れ
る
⑷
。
南
北
朝
期
に
五
山
十
刹
の
制
が
定
着
す
る
と
、
建
長
寺
の
様
式
は
禅
宗
寺
院
建
築
の
規
範
と
な
り
、
そ
の
様
式

は
全
国
に
広
ま
り
禅
宗
寺
院
の
基
本
要
素
と
な
っ
た
。

建
長
寺
の
建
築
様
式
が
中
国
建
築
を
踏
襲
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
懸
魚
の
形
式
は
三
花
懸
魚
、
鏑
懸
魚
と
推
察
で
き
る

の
だ
が
、
指
図
（
配
置
図
・
平
面
図
）
か
ら
は
立
体
的
な
建
築
様
式
は
判
然
と
し
な
い
。
建
長
寺
建
立
当
時
の
遺
構
は
な
く
、

当
時
の
懸
魚
を
確
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

ま
た
、
鎌
倉
時
代
建
立
の
遺
構
も
三
例
の
み
で
、
そ
の
う
ち
懸
魚
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
山
口
県
下
関
市
に
建
つ

功
山
寺
仏
殿
た
だ
一
例
で
あ
る
。
功
山
寺
仏
殿
は
現
存
最
古
の
鎌
倉
時
代
後
期
建
立
の
禅
宗
様
寺
院
で
あ
る
が
、
三
花
懸
魚

で
は
な
く
猪
目
懸
魚
が
使
わ
れ
て
お
り
、
し
か
も
大
正
時
代
に
屋
根
、
妻
部
分
の
大
規
模
な
修
理
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
建

立
当
時
の
懸
魚
の
形
式
は
不
明
で
あ
る
。

建
長
寺
に
は
絵
図
「
往
古
仏
殿
図
」
⑸
が
残
さ
れ
て
お
り
立
体
的
な
仏
殿
の
姿
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
種
の
姿
図
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（
立
面
図
）
の
よ
う
な
絵
図
に
は
禅
宗
様
の
特
徴
を
表
し
た
仏
殿
の
入
母
屋
造
の
破
風
に
三
花
懸
魚
が
描
か
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
の
図
に
関
す
る
詳
細
な
情
報
は
殆
ど
な
く
、
図
中
の
貼
紙
に
、
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
に
修
復
さ
れ
た
、
と
の
記

載
と
、
現
在
の
仏
殿
が
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
に
移
築
さ
れ
る
以
前
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
の
二
点
以
外
に
制
作

時
期
を
絞
る
こ
と
は
で
き
ず
、
図
中
の
仏
殿
の
年
代
に
関
し
明
確
に
は
断
定
で
き
な
い
。

鎌
倉
中
期
及
び
末
期
の
史
料
に
神
社
建
築
造
営
の
た
め
の
部
材
と
し
て
「
懸
魚
」
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
⑹
、
こ
の

時
代
に
懸
魚
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
が
、
神
社
建
築
で
あ
る
な
ら
、
中
国
輸
入
の
三
花
懸
魚
で
は
な
く
、

恐
ら
く
梅
鉢
懸
魚
か
猪
目
懸
魚
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
鎌
倉
時
代
の
懸
魚
の
様
式
に
関
し
て
、
三
花
懸
魚
、
鏑
懸
魚
が
用
い
ら
れ
て
い
た
、
と
す
る
確
証
を
得

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

室
町
時
代
建
立
の
禅
宗
様
建
築
の
遺
構
に
は
、
正
福
寺
地
蔵
堂
（
一
四
〇
七
年　

東
京
都
東
村
山
市
）、
安
国
寺
経
蔵
（
一
四

〇
八
年 

岐
阜
県
高
山
市
）、
清
白
寺
仏
殿
（
一
四
一
五
年　

山
梨
県
山
梨
市
）
な
ど
が
あ
る
。
正
福
寺
地
蔵
堂
、
清
白
寺
仏
殿
に
は

鏑
懸
魚
が
、
安
国
寺
経
蔵
に
は
三
花
懸
魚
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
禅
宗
様
の
建
築
様
式
が
地
方
に
ま
で
定
着
し
て
い
た
こ
と

が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
寺
院
建
築
は
墨
書
な
ど
か
ら
建
立
年
は
確
定
し
て
い
る
が
、
懸
魚
の
取
り
付
け
時
期
は
不
明
で

あ
る
。
一
方
建
立
年
の
確
定
は
で
き
な
い
が
、
明
ら
か
に
古
い
形
式
の
懸
魚
を
持
つ
も
の
に
、
永
保
寺
開
山
堂
祠
堂
（
岐
阜

県
多
治
見
市
）
が
あ
る
。
平
成
期
解
体
修
理
に
伴
う
年
輪
年
代
法
に
よ
る
調
査
研
究
の
結
果
、
こ
の
堂
の
建
立
時
期
は
寺
伝

よ
り
も
古
く
南
北
朝
初
期
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
修
理
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
祠
堂
の
三
花
懸
魚
は
明
治
期
の
解
体
復

元
修
理
に
際
し
旧
材
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
お
り
、
風
化
の
状
況
か
ら
見
て
も
古
い
年
代
の
も
の
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
建
立
時
期
が
ほ
ぼ
確
定
し
、
建
立
当
初
の
懸
魚
が
現
存
す
る
も
の
と
し
て
永
保
寺
観
音
堂
が
挙
げ
ら
れ
る
。
平

成
期
に
お
け
る
解
体
修
理
及
び
調
査
研
究
に
よ
り
、
こ
の
堂
は
室
町
中
期
、
一
四
六
〇
年
頃
伐
採
さ
れ
た
材
で
建
立
さ
れ
た
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建
物
で
あ
り
、
こ
の
堂
の
三
花
懸
魚
は
釘
痕
跡
な
ど
か
ら
建
立
当
初
か
当
初
に
近
い
も
の
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
⑺
。

以
上
現
段
階
で
、
三
花
懸
魚
、
鏑
懸
魚
が
確
認
で
き
る
の
は
南
北
朝
以
降
で
あ
り
、
鎌
倉
時
代
の
存
在
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

二　

現
存
最
古
の
懸
魚

懸
魚
の
存
在
を
確
認
す
る
た
め
に
は
、
現
存
す
る
懸
魚
の
作
製
年
代
を
確
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
寺
院
建
築
の
造
営
時

の
懸
魚
が
現
在
ま
で
残
存
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
作
製
時
期
の
特
定
も
可
能
で
あ
る
が
、
風
雨
の
影
響
を
直
接
受
け
る

懸
魚
は
傷
み
が
早
く
交
換
さ
れ
や
す
い
た
め
、
建
立
当
初
の
も
の
を
求
め
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
確
実
に
当
初
の
懸
魚

で
あ
る
こ
と
を
立
証
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
り
、
確
定
可
能
な
懸
魚
は
類
例
に
乏
し
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

そ
う
し
た
中
で
、
棟
札
か
ら
鎌
倉
時
代
前
期
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
懸
魚
が
現
存
す
る
。

そ
れ
は
、
長
野
県
釈
尊
寺
観
音
堂
宮く

う

殿で
ん

（
厨
子
）
に
残
る
梅
鉢
懸
魚
で

あ
る
（
図
１
）
⑻
。
宮
殿
の
棟
札
に
は
「
正
嘉
二
年
正
月
二
十
日
」
と
記

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
宮
殿
の
造
営
年
（
一
二
五
八
年
）
が
確
認
で
き
る
。

そ
の
部
材
の
一
つ
で
あ
る
懸
魚
も
同
時
期
に
作
製
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
宮
殿
は
昭
和
二
十
六
年
（
一

九
五
一
）
に
修
理
復
元
さ
れ
る
ま
で
、
造
営
時
の
ま
ま
で
あ
り
、
図
１
は

天
沼
俊
一
博
士
が
修
理
以
前
に
撮
影
し
た
映
像
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
鎌
倉
時
代
前
期
、
正
嘉
二
年
（
一
二
五
八
）
作
製

の
懸
魚
そ
の
も
の
を
確
認
で
き
た
の
で
あ
る
。
ま
た
宮
殿
（
厨
子
）
建
築

図１　釈尊寺観音堂宮殿の梅鉢懸魚
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は
細
部
に
わ
た
り
当
時
の
建
築
様
式
を
忠
実
に
表
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
梅
鉢

懸
魚
の
形
状
は
当
時
の
仏
教
寺
院
に
用
い
ら
れ
て
い
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
本
堂
内
部
に
祀
ら
れ
て
い
る
宮
殿
建
築
は
傷
み
に
く
く
、
懸
魚
が

そ
の
ま
ま
の
状
態
で
残
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
こ
で
さ
ら
に
造
営
年
の
古
い
宮
殿
建

築
を
調
べ
る
と
、
愛
知
県
観
福
寺
本
堂
内
宮
殿
が
あ
り
、
本
体
背
面
の
板
壁
墨
書
に

「
宝
治
年
太
歳
戊
申
二
月
」　

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
宝
治
二
年
（
一
二
四
八
）
の
造
営
で

あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
入
母
屋
造
杮こ

け
ら

葺
き
の
破
風
に
は
、
ハ
ー
ト
形
の
猪
目

が
二
つ
刳
り
抜
か
れ
た
猪
目
懸
魚
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
（
図
２
）
⑼
。
こ
の
宮
殿

の
破
風
に
は
修
理
履
歴
が
な
い
こ
と
か
ら
、
造
営
当
初
の
形
状
も
確
認
で
き
た
の
で

あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
鎌
倉
前
期
に
お
け
る
猪
目
懸
魚
、
梅
鉢
懸
魚
の
存
在
、
お
よ
び
当
時
の
形
状
が
そ
れ
ぞ
れ
確
定
で

き
た
。
こ
れ
ら
梅
鉢
懸
魚
、
お
よ
び
猪
目
懸
魚
よ
り
古
い
も
の
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
現
存
す
る

最
古
の
懸
魚
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

三　

平
安
時
代
に
お
け
る
懸
魚

現
存
最
古
の
懸
魚
が
鎌
倉
前
期
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
前
に
お
け
る
懸
魚
の
形
式
に
関
し
て
は
、
史
料
な
ど
か

ら
判
断
す
る
以
外
な
い
。
平
安
時
代
の
史
料
群
か
ら
「
懸
魚
」
の
語
彙
を
抽
出
し
た
と
こ
ろ
、
東
大
寺
、
東
寺
、
広
隆
寺
の

堂
宇
で
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
⑽
。
例
え
ば
平
安
時
代
前
期
に
作
製
さ
れ
た
「
広
隆
寺
資
材
校
替
実
録
帳
」
に

は
、
仁
和
三
年
（
八
八
七
）
に
お
け
る
広
隆
寺
の
現
状
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、「
朽
損
、
北
九
十
丈　

今
校
□
板
所
所
頽
落
、 図２　観福寺本堂宮殿の猪目懸魚
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於
板
悉
朽
損
也
、」「
今
校
上
桧
皮
中
破
、
堤
瓦
全
、
懸
魚
既
无
、」
な
ど
か
ら
、
堂
宇
に
は
か
つ
て
懸
魚
が
あ
り
、
そ
れ
ら

は
記
載
当
時
失
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
⑾
。

広
隆
寺
は
弘
仁
九
年
（
八
一
八
）
全
焼
し
て
後
、
承
和
三
年
（
八
三
六
）
以
降
復
興
を
遂
げ
た
が
、
こ
の
史
料
が
記
さ
れ
る

ま
で
の
約
五
十
年
間
に
建
物
は
大
き
く
損
壊
し
、
懸
魚
も
朽
ち
落
ち
無
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
建
立
当
初
の
懸
魚

が
失
わ
れ
や
す
い
様
が
理
解
で
き
る
史
料
で
あ
る
。

こ
の
堂
宇
は
桧
皮
葺
五
間
金
堂
だ
が
、
他
の
堂
宇
で
も
懸
魚
が
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
同
じ
文
書
に
記
載
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
平
安
時
代
初
期
に
は
懸
魚
が
用
い
ら
れ
、
そ
の
存
在
が
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

三
―
一　

平
安
時
代
の
梅
鉢
懸
魚

史
料
よ
り
平
安
時
代
に
懸
魚
が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
認
で
き
た
が
、
そ
の
形
式
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め

当
時
の
懸
魚
の
形
式
を
知
る
鍵
と
し
て
絵
巻
物
を
用
い
た
⑿
。
そ
の
中
で
平
安
時
代
制
作
の
絵
巻
物
九
本
に
お
け
る
懸
魚

の
形
式
を
調
査
し
た
結
果
（
表
１
）、『
信
貴
山
縁
起
』『
年
中
行
事
絵
巻
（
摸
本
）』『
粉
河
寺
縁
起
』『
伴
大
納
言
絵
詞
』『
彦

火
々
出
見
尊
絵
巻
（
摸
本
）』『
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
』
以
上
六
本
に
懸
魚
が
描
き
込
ま
れ
て
い
た
。

例
え
ば
『
信
貴
山
縁
起
』
中
、
待
賢
門
の
梅
鉢
懸
魚
は
朱
色
で
拝

お
が
み

懸
魚
、
降
く
だ
り

懸
魚
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
形
状
は

釈
尊
寺
観
音
堂
宮
殿
の
梅
鉢
懸
魚
と
酷
似
し
て
い
る
⒀
。『
伴
大
納
言
絵
詞
』
に
描
か
れ
て
い
る
左
大
臣
邸
の
梅
鉢
懸
魚
も

同
様
で
あ
る
⒁
。
ど
ち
ら
も
釈
尊
寺
観
音
堂
宮
殿
の
梅
鉢
懸
魚
と
殆
ど
同
じ
形
状
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
絵
巻
物
の
図

の
正
確
さ
を
表
し
、
こ
の
こ
と
か
ら
平
安
時
代
末
期
の
寺
院
建
築
に
お
け
る
梅
鉢
懸
魚
の
形
状
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
年
中
行
事
絵
巻
（
摸
本
）』
に
描
か
れ
た
懸
魚
の
殆
ど
が
梅
鉢
懸
魚
で
あ
る
が
、
絵
巻
の
場
面
は
内
裏
、
院
御
所
（
法
成
寺

殿
）、
大
内
裏
、
高
位
の
屋
敷
が
占
め
、
小
規
模
な
建
物
で
あ
っ
て
も
懸
魚
が
描
か
れ
て
い
る
⒂
。
し
か
し
庶
民
の
建
物
に
は
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皆
無
で
あ
る
。『
信
貴
山
縁
起
』『
粉
河
寺
縁
起
』『
伴
大
納
言
絵
詞
』
の
い
ず
れ
に
も
庶
民
の
家
に
懸
魚
は
描
か
れ
て
お
ら

ず
、
こ
の
こ
と
か
ら
懸
魚
は
社
会
的
地
位
を
示
す
象
徴
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

（
表
１
）
平
安
時
代
制
作
に
お
け
る
絵
巻
物
に
描
か
れ
た
懸
魚
の
種
類

絵
巻
名

制
作
年
代

制
作
者

懸
魚
の
種
類
と
描
か
れ
て
い
る
数

１
．
源
氏
物
語
絵
巻
（
隆
能
源
氏
）

近
衛
天
皇
在
位
期

（
一
一
四
一
～
一
一
五
五
）

四
制
作
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　

無

２
．
信
貴
山
縁
起

一
一
六
〇
年
頃

作
者
不
詳

・
梅
鉢
（
２
）　

・
猪
目
風
（
１
：
大
仏
殿
回
廊
）

３
．
年
中
行
事
絵
巻
（
摸
本
）

一
一
六
五
年
前
後

常
盤
源
二
光
長
？

・
猪
目
風
（
３
：
蒼
龍
楼
、
白
虎
楼
、
梅
宮
社
本
殿
）

４
．
寝
覚
物
語
絵
巻

一
一
六
〇
～
一
一
八
〇

作
者
不
詳

　
　
　
　
　
　
　
　

無

５
．
粉
河
寺
縁
起

一
一
七
六
（
安
元
二
年
）

作
者
不
詳

・
梅
鉢
（
１
）　

・
猪
目
風
（
0
）

６
．
伴
大
納
言
絵
詞

一
一
七
七
（
治
承
元
年
）

常
盤
源
二
光
長

・
梅
鉢
（
２
）

・
猪
目
風
（
２
：
会
昌
門
、
応
天
門
）

７
．
彦
火
々
出
見
尊
絵
巻
（
摸
本
）

一
一
七
〇
～
一
一
八
〇

常
盤
源
二
光
長

・
梅
鉢
（
２
）

・
猪
目
風
（
３
：
異
界
の
宮
殿
、
門
）

８
．
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻

一
一
七
〇
～
一
一
八
〇

常
盤
源
二
光
長

・
梅
鉢
（
０
）

・
猪
目
風
（
10
：
唐
の
高
楼
）

９
．
六
道
絵

一
一
七
〇
～
一
一
八
〇

作
者
不
詳

　
　
　
　
　
　
　
　

無

※
『
年
中
行
事
絵
巻
（
摸
本
）』
は
略
摸
本
を
含
め
た
数
を
示
し
た
。
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三
―
二
　
平
安
時
代
の
猪
目
懸
魚

梅
鉢
懸
魚
が
鎌
倉
前
期
建
立
の
宮
殿
懸
魚
の
形
状
と
酷
似
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
猪
目
懸
魚
は
異
な
る
形
状
を
持
つ
。

ま
ず
猪
目
の
刳
り
抜
き
を
持
つ
も
の
は
一
例
も
な
く
、
全
体
の
形
状
も
鎌
倉
時
代
前
期
の
観
福
寺
本
堂
宮
殿
の
猪
目
懸
魚
と

は
異
な
る
（
図
３
）
⒃
。
し
か
し
明
ら
か
に
梅
鉢
懸
魚
と
は
別
の
形
式
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
仮
に
「
猪
目
懸
魚
風
」
と

称
す
る
こ
と
に
す
る
。

表
１
に
示
し
た
よ
う
に
、
平
安
時
代
に
お
け
る
絵
巻
物
の
中
で
こ
の
懸
魚
を
持
つ
建
物
は
、
全
て
寺
社
及
び
官
衙
建
築

に
限
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
『
伴
大
納
言
絵
詞
』
で
は
、
朱
雀
門
、
応
天
門
、
会
昌
門
な
ど
、
大
内
裏
の
正
面
に
一
列
に
並

ぶ
二
重
門
の
懸
魚
は
「
猪
目
懸
魚
風
」
に
描
か
れ
て
い
る
⒄
。
内
裏
、
邸
宅
な
ど
の
住
居
建
築
に
は
例
外
な
く
梅
鉢
懸
魚
で

あ
る
こ
と
か
ら
、「
猪
目
懸
魚
風
」
は
中
国
伝
来
の
建
築
の
部
材
、
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と

が
よ
り
明
確
に
表
れ
て
い
る
の
が
『
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
』
な
ど
で
あ
り
、
物
語
の
背
景
が
日
本
で
は
な
く
異
界
や
唐
の
建

物
に
は
全
て
「
猪
目
懸
魚
風
」
が
描
か
れ
て
い
る
⒅
。

そ
の
た
め
、
中
国
唐
代
に
お
け
る
壁
画
か
ら
懸
魚
を
調
べ
て
み
る
と
、
盛
唐
に
お
い
て
莫
高
窟
に
描
か
れ
た
寺
院
の
懸
魚

の
形
状
は
猪
目
の
な
い
板
状
の
「
猪
目
懸
魚
風
」
で
あ
り
、
日
本
の
懸
魚
と
の
類
似
点
が
認
め
ら
れ
る
⒆
。
平
安
時
代
、
壁
画

に
お
け
る
こ
の
形
式
の
懸
魚
が
中
国
か
ら
伝
来
し
、
日
本
の
絵
巻
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

三
―
三　

絵
巻
に
見
る
猪
目
懸
魚
の
変
容

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
、
絵
巻
に
描
か
れ
た
「
猪
目
懸
魚
風
」
が
当
時
の
建
築
物
の
懸
魚
の
形
状
と
同
様
で
あ
っ
た

の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。『
信
貴
山
縁
起
』、『
伴
大
納
言
絵
詞
』、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
絵
師
に
よ
り
描
か
れ
た
「
猪
目
懸
魚

風
」
の
形
状
が
、
互
い
に
よ
く
似
て
お
り
、
ま
た
、
ど
ち
ら
も
建
築
の
構
造
を
正
確
に
写
し
取
っ
て
描
い
て
い
る
点
か
ら
み
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れ
ば
、
懸
魚
も
想
像
で
は
な
く
写
実
的
に
描
か
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
早
急
に
結
論
付
け
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
の
形
状
を
平
安
末
期
の
猪
目
懸
魚
と
み
な
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
鎌
倉
時
代
に
は
観

福
寺
本
堂
宮
殿
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
猪
目
懸
魚
へ
と
変
化
を
遂
げ
た
、
と
推
察
で
き
る
。

こ
の
推
察
を
裏
付
け
る
史
料
と
し
て
鎌
倉
時
代
初
期
に
作
成
さ
れ
た
『
北
野
天
神
縁
起
（
承
久
本
）』
が
挙
げ
ら
れ
る
。

承
久
年
間
（
一
二
一
九
～
一
二
二
二
）
に
描
か
れ
た
朱
雀
院
正
門
、
渡
殿
、
そ
れ
ぞ
れ
の
破
風
に
掛
か
る
懸
魚
の
外
観
は
観

福
寺
本
堂
宮
殿
と
同
様
の
猪
目
懸
魚
で
あ
り
、
内
部
に
は
中
央
に
猪
目
が
一
つ
刳
り
抜
か
れ
た
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
⒇
。

こ
の
懸
魚
と
同
じ
形
式
の
も
の
が
、
永
仁
六
年
（
一
二
九
八
）
唐
招
提
寺
に
施
入
さ
れ
た
『
東
征
伝
絵
巻
』
に
も
描
か
れ
㉑
、

さ
ら
に
延
慶
二
年
（
一
三
〇
九
）
春
日
社
に
施
入
さ
れ
た
『
春
日
権
現
験
記
絵
』
に
も
、
春
日
社
本
殿
は
じ
め
、
宝
殿
、
楼

門
、
興
福
寺
鐘
楼
な
ど
の
破
風
に
猪
目
が
一
つ
記
さ
れ
た
猪
目
形
式
の
懸
魚
が
描
か
れ
て
い
る
㉒
。

こ
こ
で
筆
者
が
推
定
し
た
こ
と
は
、
平
安
時
代
の
猪
目
懸
魚
は
外
観
の
み
が
「
猪
目
懸
魚
風
」
で
猪
目
は
な
く
（
図
３
）、

図３　平安末期「猪目懸魚風」懸魚

図４　鎌倉初期「猪目懸魚風」懸魚

図５　観福寺本堂宮殿猪目懸魚
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鎌
倉
時
代
初
期
に
は
内
部
に
猪
目
一
つ
の
刳
り
抜
き
を
持
つ
形
式
が
確
立
し
（
図
４
）
㉓
、
こ
の
過
程
を
経
て
、
そ
の
後
猪

目
を
二
つ
持
つ
猪
目
懸
魚
（
図
５
）
へ
と
変
容
を
遂
げ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
に
言
及
し
て
き
た
絵
巻
物
㉔
か
ら
、
推
定
通
り
の
変
化
が
見
出
せ
る
か
確
認
す
る
た
め
に
、
作
製
年

代
が
平
安
時
代
以
降
で
、「
猪
目
懸
魚
風
」
お
よ
び
そ
れ
に
類
す
る
懸
魚
を
抽
出
し
、
描
か
れ
て
い
る
場
所
、
形
状
を
調
査

し
た
。
特
に
猪
目
の
穴
の
存
在
、
穴
の
数
な
ど
に
注
目
し
作
製
年
代
順
に
ま
と
め
た
も
の
が
（
表
２
）
で
あ
る
。

懸
魚
の
形
式
と
作
製
年
代
の
関
連
性
を
検
証
し
た
結
果
、
鎌
倉
時
代
十
三
世
紀
初
頭
か
ら
十
四
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の

お
よ
そ
一
世
紀
の
間
は
図
４
の
よ
う
な
猪
目
形
の
刳
り
抜
き
を
一
つ
持
つ
懸
魚
が
高
い
頻
度
で
描
か
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ

が
、
そ
の
後
の
時
代
に
な
っ
て
も
図
５
の
よ
う
な
懸
魚
は
現
れ
ず
、
外
観
は
図
４
で
、
猪
目
の
な
い
も
の
が
続
き
、
十
六
世

紀
中
ご
ろ
に
は
、
外
観
は
図
５
の
よ
う
に
端
正
な
形
状
で
、
し
か
し
猪
目
は
描
か
れ
な
い
、
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。
な
お

今
回
の
調
査
資
料
以
外
の
絵
巻
で
も
調
査
し
た
が
懸
魚
に
猪
目
は
描
か
れ
て
い
な
か
っ
た
㉕
。

し
か
し
実
際
の
建
築
物
で
は
宝
治
二
年
（
一
二
四
八
）
に
作
製
さ
れ
た
図
５
の
観
福
寺
本
堂
宮
殿
猪
目
懸
魚
に
は
猪
目
が
二
つ

刳
り
抜
か
れ
て
お
り
、
ま
た
文
永
五
年
（
一
二
六
八
）
前
後
取
り
付
け
の
当
麻
寺
閼
伽
棚
猪
目
懸
魚
も
同
様
の
形
式
で
あ
る
㉖
。

絵
巻
物
に
猪
目
一
つ
の
刳
り
抜
き
が
描
か
れ
て
い
た
同
時
代
、
実
際
の
建
築
物
の
懸
魚
に
は
猪
目
二
つ
の
刳
り
抜
き
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
実
際
の
建
築
物
の
懸
魚
と
絵
巻
物
に
描
か
れ
た
懸
魚
に
は
か
な
り
の
隔
た
り
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
う
な

る
と
鎌
倉
時
代
十
三
世
紀
初
頭
か
ら
十
四
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
百
年
間
、
盛
ん
に
描
か
れ
た
一
つ
の
み
の
猪
目
形
の
刳
り

抜
き
の
図
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
、
上
記
の
問
題
点
を
考
察
す
る
た
め
に
、
絵
巻
に
描
か
れ
た
特
筆
す
べ
き
特
徴
を
い
く
つ
か
列
挙
す
る
こ
と
に
す
る
。

「
猪
目
懸
魚
風
」
懸
魚
に
猪
目
が
一
つ
描
か
れ
て
い
る
特
徴
的
な
絵
図
の
初
出
は
『
北
野
天
神
縁
起
（
承
久
本
）』
で
あ
る
。

こ
の
絵
巻
に
は
、
他
に
も
非
常
に
興
味
深
い
部
材
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
複
雑
な
曲
線
の
繰
形
を
持
つ
木
鼻
で
、
柱
か
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ら
突
き
出
し
た
様
子
が
、
こ
の
場
面
の
主
題
に
見
え
る
ほ
ど
の
巧
緻
さ
で
描
か
れ
て
い
る
㉗
。
こ
の
よ
う
な
木
鼻
の
図
は
平

安
時
代
の
絵
巻
物
に
は
皆
無
で
あ
っ
た
。

こ
の
絵
巻
が
描
か
れ
た
時
代
は
、
中
国
南
宋
か
ら
新
し
い
建
築
様
式
が
流
入
し
た
時
代
で
あ
り
、
そ
の
新
様
式
を
用
い

て
東
大
寺
が
建
久
六
年
（
一
一
九
五
）
再
建
さ
れ
た
。
そ
れ
以
降
新
様
式
は
日
本
の
建
築
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た

が
、
こ
の
絵
巻
に
描
か
れ
た
木
鼻
の
意
匠
は
新
様
式
の
特
徴
を
よ
く
表
現
し
て
い
る
。
ま
た
外
側
を
複
雑
に
削
っ
た
こ
と

で
、
隙
間
に
猪
目
が
浮
き
出
て
い
る
（
図
６
）
㉘
。

さ
ら
に
、『
玄
奘
三
蔵
絵
』『
東
征
伝
絵
巻
』
に
は
南
宋
建
築
の
強
い
影
響
が
窺
わ
れ
、
平
安
時
代
の
建
築
図
と
大
き
く

異
な
る
点
が
い
く
つ
も
見
ら
れ
る
。『
玄
奘
三
蔵
絵
』
は
十
三
世
紀
後
半
の
作
品
で
あ
る
が
、
こ
の
時
代
に
は
、
東
大
寺
建

立
時
の
新
様
式
で
あ
る
「
大だ

い

仏ぶ
つ

様よ
う

」
以
外
に
建
長
寺
建
立
時
の
も
う
一
つ
の
新
様
式
で
あ
る
「
禅
宗
様
」
が
出
現
し
た
頃
と

重
な
る
。
そ
れ
ら
の
建
築
様
式
が
絵
巻
の
中
に
表
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
懸
魚
の
形
式
が
「
猪
目
懸
魚
風
」
で
は
な
く
、
禅
宗
様
の
形
式
で
あ
る
「
鏑
懸
魚

風
」
に
見
え
、
さ
ら
に
縦
に
二
重
に
重
な
る
「
二
重
懸
魚
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
柱
の
足

元
に
は
礎そ

盤ば
ん

が
描
か
れ
、
柱
に
は
粽ち
ま
きが
付
く
。
さ
ら
に
中
国
宋
様
式
の
構
造
を
特
徴
付
け
る

貫ぬ
き

が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
大
き
な
変
化
で
あ
る
。
さ
ら
に
部
材
の
先
端
に
ま
で
彫
刻

が
施
さ
れ
全
体
の
印
象
を
華
や
か
に
演
出
し
て
い
る
。

『
東
征
伝
絵
巻
』
で
は
、
禅
宗
寺
院
に
見
ら
れ
る
花か

頭と
う

窓ま
ど

が
建
物
前
面
を
飾
り
、
柱
か
ら

は
木
鼻
が
突
き
出
し
、
そ
の
先
は
繰
形
が
付
い
て
い
る
。
柱
の
足
元
に
は
礎
盤
ら
し
き
も
の

も
描
か
れ
、
粽
が
付
く
禅
宗
様
の
手
法
が
数
多
く
表
れ
て
い
る
。
こ
の
絵
巻
に
も
貫
が
描
か

れ
て
い
る
が
、
貫
が
柱
を
固
め
る
構
造
が
南
宋
の
寺
院
建
築
と
酷
似
し
て
い
る
。
ま
た
組
物

図６　鎌倉初期「猪目懸魚風」懸魚
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を
下
支
え
す
る
た
め
の
挿さ
し

肘ひ
じ

木き

ま
で
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
屋
根
側
面
の
妻
飾
り
に
は
、
虹
梁
大
瓶
束
形
式
と
い
う

新
構
造
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
懸
魚
は
「
猪
目
懸
魚
風
」
で
は
な
く
、「
三
花
懸
魚
風
」
に
描
か
れ
て
い
る
場
面
も
見
ら
れ

る
。
こ
の
作
品
の
背
景
は
多
く
が
唐
を
舞
台
と
し
て
い
る
た
め
、
異
国
風
に
描
い
て
い
る
が
、
単
な
る
空
想
で
は
な
く
新
様

式
に
対
す
る
情
報
収
集
と
そ
れ
に
基
づ
く
映
像
化
の
結
果
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。『
弘
法
大
師
行
状
絵
詞
』
㉙
に
も

同
様
な
描
写
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
全
て
平
安
時
代
の
絵
巻
に
は
皆
無
で
あ
っ
た
建
築
様
式
の
描
写
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
鎌
倉
時
代
十
三
世
紀
初
頭
か
ら
十
四
世
紀
初
頭
に
か
け
て
起
き
た
、
建
築
様
式
の
大
き
な
変
化
に
は
懸
魚

の
形
式
の
変
化
も
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
る
。
新
様
式
に
お
い
て
部
材
に
装
飾
が
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
影
響
で
、
す
で

に
日
本
に
定
着
し
て
い
た
猪
目
の
文
様
を
、
懸
魚
に
も
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
推
察
で
き
る
の
で
あ
る
。

「
猪
目
懸
魚
風
」
に
表
れ
た
猪
目
ひ
と
つ
の
刳
り
抜
き
は
、
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
に
か
け
て
起
き
た
懸
魚

の
形
状
の
変
化
を
絵
師
た
ち
が
シ
ン
ボ
ル
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

建
築
の
新
様
式
が
百
年
間
で
地
方
に
ま
で
拡
大
し
定
着
し
た
と
同
様
、「
猪
目
懸
魚
風
猪
目
」
も
「
猪
目
懸
魚
」
へ
と
定

着
し
た
結
果
、
変
化
を
表
現
す
る
た
め
の
シ
ン
ボ
ル
は
不
用
に
な
り
、
絵
巻
物
か
ら
猪
目
一
つ
の
紋
様
は
用
い
ら
れ
な
く

な
っ
た
、
と
想
定
で
き
よ
う
。
実
際
十
四
世
紀
末
作
成
の
『
弘
法
大
師
行
状
絵
詞
』
で
は
懸
魚
に
猪
目
を
描
き
込
む
こ
と
は

殆
ど
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
類
推
で
き
る
。

以
上
平
安
時
代
に
お
け
る
懸
魚
の
形
状
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
平
安
初
期
か
ら
懸
魚
は
官
衙
建

築
や
寺
社
建
築
に
用
い
ら
れ
、
そ
の
形
式
は
、
恐
ら
く
梅
鉢
懸
魚
や
「
猪
目
懸
魚
風
」
の
懸
魚
で
あ
っ
た
。
梅
鉢
懸
魚
は
、

神
社
や
官
衙
建
築
以
外
に
貴
族
や
豪
族
の
邸
宅
に
も
用
い
ら
れ
、
そ
の
形
状
に
殆
ど
変
化
は
な
く
、
鎌
倉
時
代
に
引
き
続
き

用
い
ら
れ
て
い
っ
た
。
一
方
、
中
国
の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
「
猪
目
懸
魚
風
」
懸
魚
は
、
猪
目
懸
魚
の
よ
う
な
形
状
を
持
ち

な
が
ら
、
内
部
に
猪
目
の
刳
り
抜
き
の
な
い
板
状
で
あ
っ
た
。
や
が
て
平
安
末
期
、
中
国
南
宋
か
ら
新
様
式
が
流
入
し
た
こ
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と
で
、
懸
魚
の
形
状
に
も
変
化
が
表
れ
猪
目
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
種
々
の
資
料
か
ら
以
上
の
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

（
表
２
）
平
安
時
代
以
降
の
絵
巻
物
に
描
か
れ
た
猪
目
風
懸
魚
の
形
状　
　
　
　
　
　
　
　
※
『
日
本
の
絵
巻
』『
続
日
本
の
絵
巻
』（
小
松
茂
美
・
中
央
公
論
社
）

絵
巻
名

巻
数
※

制
作
年
代

描
か
れ
て
い
る
場
所

懸
魚
の
形
式

1　

北
野
天
神
縁
起

続
15

承
久
年
間

（
一
二
一
九
～
二
二
）

朱
雀
門

猪
目
、
猪
目
な
し

朱
雀
院
正
門

猪
目
、
猪
目
一
つ

渡
殿　

猪
目
、
猪
目
一
つ

清
涼
殿
門

猪
目
、
猪
目
く
り
型

2　

華
厳
五
十
五
所
絵
巻

続
７

十
三
世
紀
初

祠

猪
目
、
猪
目
な
し
（
図
が
小
さ
い
）

十
重
塔

猪
目
、
猪
目
な
し
（
図
が
小
さ
い
）

四
足
門

猪
目
、
猪
目
な
し
（
図
が
小
さ
い
）

３　

華
厳
宗
祖
師
（
華
厳
縁
起
）

続
８

十
三
世
紀
中
期

新
羅
山
門

猪
目
、
猪
目
な
し

新
羅　

港
町
役
所

猪
目
、
猪
目
な
し

至
相
寺
山
門

猪
目
、
猪
目
な
し

港
町　

民
家

猪
目
（
く
り
型
多
し
）、
猪
目
な
し

4　

玄
奘
三
蔵
絵　

上

続
４

十
三
世
紀
後
期

玄
奘
父
邸
宅

鏑　

二
重
懸
魚　

※
宋
画
様
式

玄
奘
止
住
寺
院

鏑　

二
重
懸
魚　

※
宋
画
様
式

大
寺
院

鏑　

二
重
懸
魚　

※
宋
画
様
式

5　

玄
奘
三
蔵
絵　

中

続
5

十
三
世
紀
後
期

ク
シ
ナ
ガ
ラ
寺
院

鏑　

二
重
懸
魚　

※
宋
画
様
式

ク
マ
ー
ラ
王　

王
宮

※
宋
画
様
式

ナ
ー
ラ
ン
ダ
寺
院

鏑
風

ナ
ー
ラ
ン
ダ
寺
院
泉
殿

鏑
風

6　

玄
奘
三
蔵
絵　

下

続
６

十
三
世
紀
後
期

玄
奘
僧
房

鏑　

二
重
懸
魚　

〇
穴
二
つ
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７　

東
征
伝
絵
巻

15

永
仁
六
年
（
一
二
九
八
）

楊
州　

大
雲
寺

猪
目
（
下
に
長
く
伸
び
る
）、
猪
目
一
つ

楊
州　

大
明
寺

猪
目
（
兎
の
毛
通
し
）、
猪
目
一
つ

遣
唐
船

猪
目
、
猪
目
な
し
（
図
が
小
さ
い
）

楊
州　

大
明
寺

猪
目
（
下
に
長
く
伸
び
る
）
三
花
風

屋
形
舟

猪
目
、
猪
目
一
つ

阿
育
王
寺

猪
目
（
下
に
長
く
伸
び
る
）
三
花
風

国
清
寺
重
閣
金
堂

猪
目
、
猪
目
一
つ

楊
州　

大
明
寺

猪
目
（
下
に
長
く
伸
び
る
）
三
花
風

太
守
の
館

猪
目
（
下
に
長
く
伸
び
る
）、
猪
目
な
し

蘆
山
東
林
寺

猪
目
、
猪
目
な
し

龍
泉
寺

猪
目
（
下
に
長
く
伸
び
る
）、
猪
目
な
し

金
堂

猪
目
（
下
に
長
く
伸
び
る
）、
猪
目
一
つ

楊
州　

延
光
寺

猪
目
（
下
に
長
く
伸
び
る
）、
猪
目
な
し

龍
興
寺

猪
目
、
猪
目
一
つ

大
宰
府
観
世
音
寺
門

猪
目
、
猪
目
一
つ

東
大
寺
南
大
門

猪
目
風　

三
花
風

東
大
寺
南
大
門
中
門

猪
目
、
猪
目
一
つ

東
大
寺
戒
壇
院

猪
目
、
猪
目
一
つ

唐
招
提
寺
門

猪
目
、
猪
目
一
つ

唐
招
提
寺
金
堂

猪
目
、
猪
目
な
し
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8　

一
遍
上
人
絵
伝

20

正
安
元
年
（
一
二
九
九
）

天
神
社

猪
目
、
猪
目
一
つ

厳
島
拝
殿

猪
目
、
猪
目
な
し

鎮
守
祠　

猪
目
、
猪
目
一
つ

吉
備
津
神
社
本
殿

猪
目
、
猪
目
一
つ

石
清
水
八
幡
宮　

猪
目
、
猪
目
な
し
（
図
が
小
さ
い
）

祠

猪
目
、
猪
目
な
し
（
図
が
小
さ
い
）

天
王
寺
伽
藍

猪
目
、
猪
目
な
し
（
図
が
小
さ
い
）

三
島
社

猪
目
端
正
な
外
形　

猪
目
一
つ

9　

天
狗
草
紙

続
26

十
三
世
紀
末

比
叡
山
西
塔

猪
目
、
猪
目
一
つ　

清
滝
宮
本
殿　

猪
目
、
猪
目
一
つ　

10　

蒙
古
襲
来
絵
詞　

13

十
三
世
紀
最
末

志
賀
海
神
社

猪
目
、
猪
目
な
し
（
図
が
小
さ
い
）

11　

春
日
権
現
験
記
絵　

上

続
13

延
慶
二
年
（
一
三
〇
九
）
頃

春
日
大
社
本
殿

猪
目
、
猪
目
一
つ　

春
日
大
社
楼
門

猪
目
、
猪
目
一
つ　

12　

春
日
権
現
験
記
絵　

下

続
14

延
慶
二
年
（
一
三
〇
九
）
頃

春
日
大
社
宝
殿

猪
目
、
猪
目
一
つ　

興
福
寺
鐘
楼

猪
目
、
猪
目
一
つ

熱
田
神
宮
楼
門

猪
目
、
猪
目
一
つ

13　

松
崎
天
神
縁
起

続
22

応
長
元
年
（
一
三
一
一
）

閏
六
月

松
崎
天
神　

二
重
門

猪
目
、
猪
目
な
し
（
図
が
小
さ
い
）

宝
殿
鐘
楼

猪
目
、
猪
目
な
し
（
図
が
小
さ
い
）

14　

法
然
上
人
絵
伝　

上

続
１

一
三
〇
七
～
一
三
一
七

蓮
華
王
院
門

猪
目
、
猪
目
一
つ

左
大
臣
家
唐
門

兎
の
毛
通
し　

猪
目
、　

猪
目
な
し

内
大
臣
家
唐
門

兎
の
毛
通
し　

猪
目
、
猪
目
な
し

聖
護
院
唐
破
風

兎
の
毛
通
し　

猪
目
、
猪
目
な
し

日
吉
聖
真
寺
末
社

猪
目
、
猪
目
な
し

法
然
住
房
出
文
机
、
唐
破
風

兎
の
毛
通
し　

猪
目
、
猪
目
な
し
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15　

法
然
上
人
絵
伝　

中

続
２

一
三
〇
七
～
一
三
一
七

出
文
机
、
唐
破
風

兎
の
毛
通
し　

猪
目
、
猪
目
な
し　

出
文
机
、
唐
破
風

兎
の
毛
通
し　

猪
目
、
形
状
端
正
写
実

猪
目
な
し

出
文
机
、
唐
破
風

兎
の
毛
通
し　

猪
目
、
猪
目
な
し

16　

法
然
上
人
絵
伝　

下

続
３

一
三
〇
七
～
一
三
一
七

興
福
寺
二
重
門
、
八
脚
門

猪
目
、
形
状
端
正
写
実　

猪
目
な
し

17　

石
山
寺
縁
起

16

正
中
年
間

（
一
三
二
四
～
二
六
）

石
山
寺
山
門

（
五
巻　

鎌
倉
）

猪
目
、
猪
目
な
し

石
山
寺
山
門

（
六
巻　

江
戸
補
写
）

猪
目
、
猪
目
な
し

18　

弘
法
大
師
行
状
絵
詞　

上

続
10

応
安
七
年
（
一
三
七
四
）
～

康
応
元
年
（
一
三
八
九
）

自
邸
平
唐
門

兎
の
毛
通
し　

猪
目
、
猪
目
な
し　

青
龍
寺
金
堂

猪
目
（
下
に
長
く
伸
び
る
）、
猪
目
な
し

青
龍
寺
食
堂

猪
目
（
下
に
長
く
伸
び
る
）、
猪
目
な
し

青
龍
寺
恵
果
住
房

猪
目
、
猪
目
な
し

唐　

宮
廷

猪
目
（
下
に
長
く
伸
び
る
）、
猪
目
な
し

長
安
醴
泉
寺
四
足
門

猪
目
、
猪
目
な
し

観
世
音
寺
社

猪
目
、
猪
目
な
し　

東
大
寺
（
柱
粽
付
）

高
野
山
（
板
葺
き
屋
根
）

猪
目
、
猪
目
な
し

比
売
社

猪
目
、
猪
目
な
し

19　

弘
法
大
師
行
状
絵
詞　

下

続
11

応
安
七
年
（
一
三
七
四
）
～

康
応
元
年
（
一
三
八
九
）

東
寺
八
幡
宮

猪
目
、
猪
目
な
し

東
寺
南
大
門

猪
目　

端
正
な
外
形
、
猪
目
な
し

室
生
寺

猪
目
、
猪
目
な
し
（
図
が
小
さ
い
）

東
寺
真
言
院
門

猪
目　

端
正
な
外
形
、
猪
目
一
つ

高
野
山
伽
藍
山
門
、
金
堂

猪
目
、
猪
目
な
し
（
図
が
小
さ
い
）

20　

大
江
山
絵
詞　

続
26

十
四
世
紀

内
裏
門　
　

猪
目　

端
正
な
外
形
、
猪
目
な
し

楼
門

猪
目
、
猪
目
な
し　
　

鬼
屋
敷

猪
目　

端
正
な
外
形
、
猪
目
な
し
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21　

融
通
念
仏
縁
起

続
21

鎌
倉
末
期
十
四
世
紀

住
吉
神
社　

猪
目　

端
正
な
外
形
、
猪
目
上
下
2
つ　
　

鞍
馬
寺
金
堂
脇
末
社

猪
目　

端
正
な
外
形
、
猪
目
上
下
2
つ

22　

道
成
寺
縁
起

続
24

十
五
世
紀
後
半

道
成
寺
二
重
門

猪
目
、
猪
目　

〇
穴
一
つ

23　

桑
実
寺
縁
起

続
24

天
文
元
年
（
一
五
三
二
）　

桑
実
寺
本
堂
横
堂
宇

猪
目　

端
正
な
外
形
、
猪
目
な
し

桑
実
寺
鐘
楼

猪
目　

端
正
な
外
形
、
猪
目
な
し

桑
実
寺
仁
王
門

猪
目　

端
正
な
外
形
、
猪
目
な
し

四　

奈
良
時
代
に
お
け
る
懸
魚

奈
良
時
代
に
お
け
る
懸
魚
の
形
式
を
探
る
手
掛
か
り
は
、
こ
れ
ま
で
の
時
代
よ
り
一
層
困
難
と
な
る
。
資
料
の
一
つ
と

し
て
『
和
名
類
聚
抄
』
を
取
り
上
げ
る
が
、
こ
れ
は
平
安
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
辞
書
の
一
種
で
あ
る
。
た
だ
し
懸
魚
の
項
目

に
奈
良
時
代
成
立
の
『
弁
色
立
成
』
の
引
用
文
を
載
せ
、
そ
の
言
辞
を
説
明
に
代
え
て
い
る
た
め
奈
良
時
代
で
用
い
ら
れ
た

懸
魚
の
意
味
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
に
は
「
懸
魚
俗
云
如
字
弁
色
立
成
云
屋
脊
桁
端
懸
板
名
也
凡
桁
端
有
之
」
㉚
と

あ
り
、
懸
魚
と
は
棟
の
桁
端
に
掛
け
た
板
の
こ
と
で
、
お
お
よ
そ
桁
の
端
に
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
奈
良
時
代
の
建
物
に
も
懸
魚
が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

懸
魚
の
形
状
に
関
し
て
平
安
時
代
と
同
様
に
絵
巻
物
を
取
り
上
げ
た
。
奈
良
時
代
最
古
で
唯
一
の
絵
巻
物
『
絵
因
果
経
』

を
手
掛
か
り
に
調
べ
て
み
た
が
、
描
か
れ
た
建
物
の
ほ
と
ん
ど
が
破
風
を
持
た
な
い
造
り
（
寄
棟
造
）
の
た
め
不
明
で
あ
る
。

破
風
の
つ
い
た
屋
根
も
数
棟
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
何
も
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
懸
魚
の
形
状
は
不
明
で
あ
る
。

た
だ
し
『
絵
因
果
経
』
が
初
唐
の
画
風
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
初
唐
の
中
国
建
築
に
懸
魚
の
形
を
知
る
手
掛
か

り
が
期
待
で
き
、
今
後
の
課
題
と
な
る
。
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五　

飛
鳥
時
代
の
懸
魚

飛
鳥
時
代
の
懸
魚
を
知
る
手
掛
か
り
と
し
て
、
ま
ず
世
界
最
古
の
木
造
建
築
、
と
さ
れ
る
法
隆
寺
西
院
の
建
築
群
が
挙

げ
ら
れ
る
。
再
建
さ
れ
た
と
は
い
え
飛
鳥
時
代
の
建
物
で
あ
る
。
当
初
の
懸
魚
の
存
続
を
期
待
す
る
こ
と
は
極
め
て
厳
し
い

が
、
何
ら
か
の
手
掛
り
を
求
め
て
み
た
。

法
隆
寺
金
堂
の
妻
飾
り
に
は
、
唐
草
模
様
を
し
た
透
彫
の
飾
り
金
具
が
打
ち
付
け
ら
れ
て
い
る
㉛
。
全
体
は
猪
目
懸
魚
の

外
形
に
通
じ
、
唐
草
は
猪
目
模
様
の
原
型
と
言
え
る
。
ま
た
、
縦
長
の
形
状
は
絵
巻
物
で
何
度
も
目
に
し
た
形
状
で
あ
る
。

た
だ
、
透
彫
の
飾
り
金
具
で
は
、
風
雨
か
ら
木
材
を
守
る
と
い
う
懸
魚
本
来
の
役
割
は
果
た
さ
れ
て
い
な
い
が
、
社
会
的
地

位
を
示
す
象
徴
の
役
割
と
い
う
点
で
は
十
分
果
た
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
法
隆
寺
金
堂
の
懸
魚
は
飛
鳥
時
代
の
懸
魚
の
形
式
を
示
し
て
い
る
、
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
懸
魚
の
飾
り
金
具
が
当
初
材
で
あ
る
か
否
か
を
確
認
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

法
隆
寺
金
堂
は
、
焼
失
後
、
飛
鳥
時
代
七
世
紀
末
に
再
建
さ
れ
た
建
造
物
で
あ
る
。
も
し
再
建
当
初
か
ら
こ
の
飾
り
が

あ
る
な
ら
ば
、
七
世
紀
末
の
姿
形
で
あ
る
、
と
判
断
で
き
る
。
し
か
し
再
建
後
何
度
も
修
理
さ
れ
て
お
り
、
特
に
豊
臣
秀
頼

に
よ
る
慶
長
修
理
（
慶
長
五
年
～
十
一
年
：
一
六
〇
〇
～
一
六
〇
六
）
の
際
に
新
た
に
懸
魚
を
取
り
つ
け
た
こ
と
が
墨
書
に
よ
っ

て
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
の
後
も
修
理
を
繰
り
返
し
、
昭
和
大
修
理
の
際
、
旧
態
の
姿
に
戻
す
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
種
々
の

研
究
、
論
争
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
た
結
果
、
現
在
の
姿
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
㉜
。
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
に
金
堂
の

修
理
が
完
成
し
た
が
、
報
告
書
に
は
修
理
前
の
金
堂
破
風
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
妻
飾
り
の
様
子
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ

こ
に
は
慶
長
修
理
で
取
り
付
け
ら
れ
た
猪
目
懸
魚
の
上
に
透
彫
の
飾
り
金
具
が
付
き
、
両
脇
の
破
風
板
に
花
形
の
飾
り
金

具
が
付
い
て
い
る
㉝
。
修
理
報
告
書
で
は
、
こ
れ
ら
の
飾
り
金
具
は
再
建
当
初
、
す
な
わ
ち
飛
鳥
時
代
の
懸
魚
と
も
見
ら
れ

る
、
と
の
判
断
が
下
さ
れ
当
初
材
の
懸
魚
と
し
て
破
風
に
掲
げ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
飛
鳥
時
代
に
お
け
る
懸
魚
の
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一
形
態
と
し
て
唐
草
紋
様
が
浮
き
出
た
縦
長
の
飾
り
金
具
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
㉞
。

と
こ
ろ
で
こ
の
時
代
に
板
状
の
懸
魚
は
使
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
奈
良
時
代
に
「
懸
魚
と
は
棟
の
桁
端
に
掛

け
た
板
の
こ
と
」
と
定
義
づ
け
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
飛
鳥
時
代
に
も
板
状
の
懸
魚
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
は

高
い
。

そ
こ
で
、
推
定
七
世
紀
制
作
の
中
宮
寺
所
蔵
、
天
寿
国
曼
荼
羅
繡
帳
に
手
掛
り
を
求
め
た
㉟
。
天
寿
国
曼
荼
羅
繡
帳
は
刺

繍
さ
れ
た
断
片
を
交
ぜ
合
わ
せ
て
繋
ぎ
、
額
装
に
仕
立
て
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
図
案
に
は
入
母
屋
造
の
屋
根
を
持
つ
鐘
楼

が
描
か
れ
、
破
風
に
は
懸
魚
の
形
を
し
た
も
の
が
刺
繍
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
飛
鳥
時
代
に
お
け
る
板
状
の
懸
魚

の
存
在
が
想
定
さ
れ
た
が
、
実
は
調
査
を
進
め
る
う
ち
に
、
懸
魚
が
刺
繍
さ
れ
た
断
片
部
分
は
飛
鳥
時
代
の
も
の
で
は
な
い

こ
と
が
判
明
し
た
。

刺
繍
さ
れ
た
断
片
は
全
て
が
飛
鳥
時
代
の
も
の
で
は
な
く
、
鎌
倉
時
代
に
復
元
さ
れ
た
断
片
も
交
ざ
っ
て
い
た
の
で
あ

る
㊱
。
刺
繍
や
染
色
な
ど
各
時
代
の
技
法
の
研
究
が
進
み
、
鐘
楼
の
刺
繍
部
分
は
鎌
倉
時
代
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。
た
だ
鎌
倉
時
代
の
復
元
が
ど
こ
ま
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
近
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
わ
か
っ
て
い
な
い
た

め
、
懸
魚
の
刺
繍
が
飛
鳥
時
代
か
ら
あ
っ
た
の
か
、
鎌
倉
時
代
に
加
え
ら
れ
た
の
か
は
判
断
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。以

上
飛
鳥
時
代
の
懸
魚
に
つ
い
て
、
現
時
点
に
お
い
て
、
存
在
は
確
認
で
き
た
が
材
質
や
形
状
に
関
し
て
は
未
だ
判
然

と
は
し
な
い
。
今
後
の
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

六　

古
墳
時
代
の
懸
魚

飛
鳥
時
代
、
仏
教
と
と
も
に
朝
鮮
半
島
か
ら
導
入
さ
れ
た
寺
院
建
築
で
あ
る
が
、
懸
魚
も
同
時
に
導
入
さ
れ
た
の
か
、
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あ
る
い
は
日
本
に
根
付
い
て
い
た
も
の
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
そ
の
判
断
に
は
さ
ら
に
時
代
を
遡
り
、
古
墳
時
代

に
お
け
る
懸
魚
の
存
在
の
有
無
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

古
墳
時
代
の
懸
魚
を
調
べ
る
に
は
、
出
土
品
、
例
え
ば
家
形
埴
輪
な
ど
が
手
掛
か
り
と
な
る
。
三
輪
（1995

）
に
よ
れ
ば
、

家
形
埴
輪
は
四
世
紀
ご
ろ
に
な
っ
て
現
れ
始
め
、
当
時
の
木
造
建
築
物
を
写
実
的
に
表
現
し
て
い
る
と
報
告
し
、
さ
ら
に
築

造
者
の
権
威
、
身
分
を
表
現
す
る
手
段
と
し
て
屋
根
を
誇
張
し
「
か
つ
お
ぎ
」
を
載
せ
る
、
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
た
と
論
じ

て
い
る
㊲
。
ま
た
宮
本
（1995

）
は
建
築
史
家
の
立
場
か
ら
、
家
形
埴
輪
に
お
い
て
格
式
の
高
い
建
物
ほ
ど
写
実
性
に
富
む

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
㊳
。
三
輪
・
宮
本
（1995

）
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
屋
根
の
写
実
的
な
表
現
は
被
葬
者
の
権
威
、
身

分
の
表
現
に
も
つ
な
が
る
。
切
妻
造
、
入
母
屋
造
の
家
形
埴
輪
の
中
に
は
、
妻
側
に
棟
木
が
突
き
出
た
表
現
が
見
ら
れ
る

が
、
こ
れ
ら
は
格
式
の
高
い
建
物
を
表
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

格
式
や
身
分
の
高
さ
を
表
現
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
懸
魚
の
存
在
も
あ
り
得
る
。
し
か
し
管
見
の
限
り
破
風
部
分
に
懸
魚

は
存
在
し
て
い
な
い
。
懸
魚
は
本
来
棟
木
を
守
る
た
め
に
取
り
付
け
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
家
形
埴
輪
の
場
合
は
、
保

護
す
る
よ
り
も
む
し
ろ
棟
木
を
破
風
板
の
外
に
突
き
出
し
、
そ
の
存
在
を
知
ら
し
め
て
い
る
。
破
風
の
転
び
（
傾
き
）
が
強

い
た
め
、
い
っ
そ
う
棟
木
は
強
い
印
象
を
与
え
て
い
る
。

古
墳
の
家
形
埴
輪
は
、
建
築
物
を
写
実
的
に
表
現
す
る
こ
と
で
身
分
や
格
式
の
高
さ
を
表
し
て
い
た
、
と
い
う
。
棟
木

な
ど
が
丁
寧
に
再
現
さ
れ
た
家
形
埴
輪
に
懸
魚
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
当
時
の
格
式
の
高
い
建
築
物
に
も
懸
魚
は
飾
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
、
と
類
推
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
古
墳
時
代
に
は
、
懸
魚
を
用
い
る
こ
と
で
棟
木
を
保
護
し
、
格
式
を
表
現
す
る
こ
と
は
な
く
、
懸
魚
の
存

在
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
の
発
掘
で
発
見
さ
れ
る
可
能
性
は
大
い
に
あ
る
が
、
現
段
階
に
お
い
て
、
懸
魚

の
存
在
は
な
か
っ
た
、
と
結
論
づ
け
る
こ
と
に
す
る
。
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お
わ
り
に

以
上
、
日
本
に
お
け
る
懸
魚
の
存
在
の
有
無
を
、
時
代
を
遡
り
な
が
ら
調
査
し
た
結
果
、「
懸
魚
」
は
中
国
、
朝
鮮
の
影

響
に
よ
っ
て
飛
鳥
時
代
か
ら
定
着
し
た
建
築
部
材
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
現
存
す
る
確
か
な
懸
魚
が
鎌
倉

時
代
以
前
に
は
存
在
し
な
い
中
、
文
献
や
図
像
か
ら
痕
跡
を
辿
る
こ
と
が
で
き
た
。
懸
魚
は
寺
院
建
築
に
用
い
ら
れ
る
一
要

素
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
の
形
状
の
変
化
か
ら
は
、
大
陸
と
の
交
流
や
技
術
革
新
な
ど
と
い
っ
た
社
会
的
な
変
化
を
視
覚
化
で

き
る
興
味
深
い
部
材
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
。

〔
注
釈
〕

⑴
梁
思
成
著　
『
營
造
法
式
註
釋
』
中
國
建
築
工
業
出
版
社　

1983.9　

 

236
頁　

図
157

⑵
太
田
（1951

）

⑶
「
建
長
寺
伽
藍
指
図
」
建
長
寺
蔵　

享
保
十
七
年
（1732

）　

縦
175.0
㎝
×
横

83.5
㎝

⑷
横
山
（1967

）

⑸
巨
福
山
建
長
寺　
〝
建
長
寺
の
歴
史
〟　 https://w

w
w

.kenchoji.com
/about/#a1

⑹
「
賀
茂
御
祖
社
遷
宮
用
途
注
進
状
」
に
は
遷
宮
に
際
し
、
正
殿
に
用
い
ら
れ
た
部
材
と
し
て
覆
輪
付
き
の
懸
魚
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
山

城
林
康
徳
氏
所
蔵
文
書
」
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
五
月
□
日
条
（『
鎌
倉
遺
文
』6029

）
ま
た
、
摂
社
の
遷
宮
の
際
の
文
書
に
下
魚
（
懸
魚
）

が
記
さ
れ
て
い
る
。「
山
城
座
田
文
書
」
弘
安
七
年
（
一
二
八
四
）
十
二
月
四
日
条
（『
鎌
倉
遺
文
』15373

）
ま
た
、
阿
蘇
社
造
営
に
関
す
る

以
下
の
史
料
に
も
懸
魚
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
肥
後
阿
蘇
文
書
」
元
徳
二
年
（1330

）
正
月
十
四
日
条
（『
鎌
倉
遺
文
』30870

）、「
肥
後

阿
蘇
文
書
」
元
徳
三
年
（1331

）
四
月
三
日
条
（『
鎌
倉
遺
文
』31403

）、「
肥
後
阿
蘇
文
書
」
正
慶
元
年
（1332

）
十
一
月
二
十
二
日
条
（『
鎌

倉
遺
文
』31899

）



382

寺院建築における懸魚の起源（佐々木 日嘉里）

⑺
文
化
財
建
造
物
保
存
技
術
協
会
編
『
国
宝
永
保
寺
開
山
堂
及
び
観
音
堂
保
存
修
理
工
事
報
告
書
』（
永
保
寺2012

）
に
お
い
て
、開
山
堂
は
、

年
輪
年
代
調
査
の
結
果
一
三
三
四
年
頃
建
立
と
さ
れ
、
寺
伝
（
一
三
五
二
年
建
立
）
よ
り
遡
る
可
能
性
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
観
音
堂
の
建

立
は
、
年
輪
年
代
法
や
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
を
用
い
た
結
果
、
一
四
六
〇
年
頃
と
さ
れ
た
。
懸
魚
が
建
立
当
初
、
あ
る
い
は
当
初
に

近
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
第
四
章
第
四
項
に
判
断
の
基
準
と
な
っ
た
痕
跡
が
記
さ
れ
て
い
る
。

⑻
天
沼
俊
一
『
日
本
建
築
細
部
変
遷
小
図
録
』
星
野
書
店　

1944　

 

頁
450　

図
５

⑼
杉
野 

丞
「
観
福
寺
本
堂
内
宮
殿
に
つ
い
て
」『
愛
知
県
史
研
究
』　

1
巻　

1997　

116
頁　

写
真
・
四

⑽
東
大
寺
堂
宇
で
懸
魚
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
文
書
と
し
て
「
東
大
寺
検
損
色
帳
」
長
元
八
年
十
一
月
二
日551

、（
東
南
院

文
書
二
ノ
三
、『
平
安
遺
文
』）「
東
大
寺
綱
封
蔵
銀
銅
注
文
」
永
久
五
年
七
月
二
十
三
日4971

、
永
久
五
年
八
月
七
日4970

、（
正
倉
院

塵
芥
文
書
『
平
安
遺
文
』）、
東
寺
堂
宇
で
懸
魚
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
文
書
と
し
て
「
東
寺
損
色
検
注
帳
」
治
承
三
年
六

月387

（
書
陵
部
所
蔵
壬
生
家
古
文
書
、『
平
安
遺
文
』』）
が
挙
げ
ら
れ
る

⑾
「
広
隆
寺
文
書
」
仁
和
三
年
（887
）『
平
安
遺
文
』175

⑿
小
松
（1987

）
小
松
（1991

）

⒀
小
松1987

年
『
信
貴
山
縁
起
』「
日
本
の
絵
巻
４
」
40
頁

⒁
小
松1987

年
『
伴
大
納
言
絵
詞
』「
日
本
の
絵
巻
2
」
36
頁

⒂
小
松1987

年
『
年
中
行
事
絵
巻
』「
日
本
の
絵
巻
8
」
巻
一　

８
頁　

西
中
門
懸
魚

⒃
小
松1987

年
『
伴
大
納
言
絵
詞
』「
日
本
の
絵
巻
2
」
24
頁　

懸
魚
部
分
を
拡
大
（
絵
巻
原
本
は
出
光
美
術
館
所
蔵
）

⒄
小
松1987

年
『
伴
大
納
言
絵
詞
』「
日
本
の
絵
巻
2
」　

24
頁　

会
昌
門
（
絵
巻
原
本
は
出
光
美
術
館
所
蔵
）

⒅
小
松
（1987

）

⒆
徐
光
冀
・
古
田
真
一
（2012

）
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⒇
小
松1991

年
『
北
野
天
神
縁
起
（
承
久
本
）』「
続
日
本
の
絵
巻
15
」　

13
頁

㉑
小
松1988

年
『
東
征
伝
絵
巻
』
巻
三
「
日
本
の
絵
巻
15
」　

2
頁
、
56
頁

㉒
小
松1991

『
春
日
権
現
記
紀
』
上
巻
十　

64
頁
、
巻
十
一　

73
頁　

下
巻
巻
十
八　

31
頁

㉓
小
松1991

年
『
北
野
天
神
縁
起
（
承
久
本
）』「
続
日
本
の
絵
巻
15
」 

13
頁　

懸
魚
部
分
を
拡
大
（
絵
巻
原
本
は
北
野
天
満
宮
蔵
）

㉔
小
松
（1987
）
小
松
（1991

）

㉕
室
町
時
代
後
期
写
し
『
義
経
奥
州
下
り
』
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〝
よ
り
す
ぐ
り
国
立
国
会
図
書
館　

第
1
部 

貴

重
書
と
古
典
籍
〟　https://dl.ndl.go.jp/ja/best.htm

l　

㉖
奈
良
県
教
育
委
員
会
『
国
宝
当
麻
寺
本
堂
修
理
工
事
報
告
書　

附
図
2
』
奈
良
県
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
保
存
課 1960　

図
面　

第
八
図

㉗
小
松1991

年
『
北
野
天
神
縁
起
（
承
久
本
）』「
続
日
本
の
絵
巻
15
」 　

31
頁

㉘
小
松1991

年
前
掲
書
、
31
頁
懸
魚
部
分
を
拡
大
（
絵
巻
原
本
は
北
野
天
満
宮
所
蔵
）

㉙
小
松
（1990

）

㉚
『
和
名
類
聚
抄
』
巻
十
・
居
処
部
第
十
三
・
居
宅
具
第
137
・
10
丁
表
1
行
目

㉛
法
隆
寺
国
宝
保
存
委
員
会
編
『
國
寳
法
隆
寺
金
堂
修
理
工
事
報
告
附
圖
』〔
国
宝
・
重
要
文
化
財
建
造
物
修
理
工
事
報
告
書
集
成 

：
戦
前
期
，

補
完
５
；
５
〕
文
生
書
院2013　

 

57
頁　

第
60
図

㉜
青
柳
（2007

）
で
は
、
法
隆
寺
金
堂
・
五
重
塔
昭
和
修
理
の
方
針
策
定
に
あ
た
り
、
基
本
方
針
が
「
創
建
時
の
デ
ザ
イ
ン
再
現
」
か
ら
「
慶

長
期
修
理
前
」
に
復
元
へ
と
修
正
さ
れ
て
い
っ
た
過
程
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
懸
魚
を
含
め
た
破
風
の
デ
ザ
イ
ン
も
創
建
当

初
の
も
の
と
は
断
定
で
き
な
い
の
が
現
状
で
あ
る

㉝
法
隆
寺
国
宝
保
存
委
員
会
編
『
國
寳
法
隆
寺
金
堂
修
理
工
事
報
告
附
圖
』〔
国
宝
・
重
要
文
化
財
建
造
物
修
理
工
事
報
告
書
集
成 

：
戦
前
期
， 
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補
完
５
； 

５
〕
文
生
書
院2013　

 

242
頁　

第
791
図

㉞
法
隆
寺
玉
虫
厨
子
は
建
築
様
式
か
ら
見
て
飛
鳥
時
代
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
透
彫
り
を
は
じ
め
と
す
る
種
々
の
装
飾
が
な
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
破
風
に
は
懸
魚
は
な
く
、
ま
た
痕
跡
も
な
か
っ
た
こ
と
が
、
大
野
敏
「
飛
鳥
・
奈
良
時
代
の
厨
子 

― 

厨
子
の
建
築

的
研
究
古
代
編
―
」『
建
築
史
学
』
第
二
十
九
号
（
一
九
九
七
年
九
月
号
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。

㉟
聖
徳
宗
中
宮
寺
〝
天
寿
国
曼
荼
羅
繍
帳
〟
聖
徳
宗
中
宮
寺　

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.chuguji.jp/

㊱
飯
田
（1965
）

㊲
三
輪
・
宮
本
（1995
）

㊳
三
輪
・
宮
本
（1995
）

〔
参
考
文
献
〕

太
田 

博
太
郎
「
禪
宗
建
築
は
い
つ
傳
來
し
た
か
」『
日
本
建
築
學
會
論
文
集
』
42　

一
般
社
団
法
人 

日
本
建
築
学
会　

1951　

128
～
139
頁

横
山
秀
哉
『
禅
の
建
築
』
彰
国
社　

1967

小
松
茂
美　

編
集
『
日
本
の
絵
巻
』
中
央
公
論
社　

1987

小
松
茂
美　

編
集
『
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
』「
日
本
の
絵
巻
3
」
中
央
公
論
社　

1987

小
松
茂
美　

編
集
『
弘
法
大
師
行
状
絵
詞
』「
続
日
本
の
絵
巻
10‒

11
」 

中
央
公
論
社　

1990

小
松
茂
美　

編
集
『
続
日
本
の
絵
巻
』
中
央
公
論
社　

1991

徐
光
冀
（
総
監
修
）
古
田
真
一
（
監
修
・
訳
）『
中
国
出
土
壁
画
全
集
４
』
科
学
出
版
社
東
京　

2012　

180
頁 

171

青
柳 

憲
昌
「
法
隆
寺
金
堂
・
五
重
塔
昭
和
修
理
の
方
針
策
定
過
程
に
示
さ
れ
た
保
存
の
概
念
」『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』 

72 

（
613
）

275-282　

2007

飯
田 

瑞
穂　
「
天
寿
国
繍
帳
銘
を
め
ぐ
っ
て
」　
『
古
美
術 

』　

三
彩
社
（
11
）39-49, 1965-11
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三
輪 

嘉
六
・
宮
本 

長
二
郎　

編
集
『
家
形
は
に
わ
』N

o.348　
「
日
本
の
美
術
5
」
東
京 

至
文
堂　

1995
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白
隠
禅
に
お
け
る
思
想
と
実
践
の
融
合
性

―
―
座
禅
に
お
け
る
内
丹
法
の
活
用
を
中
心
に
―
―

宋　

琦

【
要
旨
】

学
界
で
は
一
時
的
に
「
近
世
仏
教
堕
落
論
」
な
ど
の
説
が
生
じ
た
。
近
年
こ
れ
は
事
実
に
相
応
し
く
な
い
こ
と
が
明
確

に
さ
れ
て
き
た
。
江
戸
時
代
に
、
白
隠
慧
鶴
禅
師
（
一
六
八
五
～
一
七
六
八
）
と
い
う
禅
僧
が
臨
済
中
興
の
祖
と
言
わ
れ
、
そ

れ
ま
で
の
臨
済
禅
を
一
新
さ
せ
て
、
新
し
い
公
案
体
系
の
修
行
方
法
を
創
出
し
た
。
そ
し
て
、
彼
は
独
自
な
座
禅
法
を
完
成

さ
せ
て
、
そ
れ
を
健
康
法
と
し
て
宣
伝
し
て
い
た
。
白
隠
禅
に
お
い
て
、
思
想
と
実
践
の
融
合
性
を
備
え
る
の
は
、
江
戸
時

代
の
思
潮
を
背
景
と
し
、
仏
教
内
部
に
あ
る
融
合
性
が
関
連
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
融
合
性
に
よ
っ

て
、
白
隠
禅
に
は
新
し
い
雰
囲
気
が
あ
ふ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
論
で
は
、
白
隠
禅
師
の
禅
病
お
よ
び
治
療
法
を
分
析
し

な
が
ら
、
道
教
の
内
丹
法
が
ど
の
よ
う
に
導
入
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
言
え
ば
、「
超
宗
越
格
」
と

「
無
上
の
大
禅
定
」
と
の
関
係
を
緊
密
に
結
ぶ
こ
と
か
ら
見
る
と
、
白
隠
禅
師
は
修
行
の
目
的
を
明
確
に
す
る
上
で
、
形
式

に
つ
い
て
強
い
拘
り
は
持
た
な
か
っ
た
。
宗
派
の
分
別
を
超
越
す
る
こ
と
が
、
白
隠
禅
師
が
道
教
の
内
丹
法
を
仏
教
の
修
行

に
取
り
入
れ
た
前
提
と
言
え
よ
う
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

臨
済
宗　

白
隠
禅
師　

融
合　

座
禅　

道
教　

内
丹
法
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は
じ
め
に

江
戸
時
代
に
は
、
官
学
の
朱
子
学
、
国
学
に
つ
な
が
る
神
道
、
そ
し
て
新
興
の
蘭
学
な
ど
よ
り
、
仏
教
は
比
較
的
劣
勢

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
学
界
で
は
一
時
的
に
「
近
世
仏
教
堕
落
論
」
な
ど
の
説
が
生
じ
た
。
近
年
、
末
木
文
美
士
ら
の
研

究
に
よ
っ
て
、
江
戸
時
代
の
仏
教
は
堕
落
よ
り
、
む
し
ろ
中
世
と
異
な
る
実
に
新
し
い
形
で
発
展
し
て
い
た
と
言
え
る
。

仏
教
の
状
況
を
判
断
す
る
際
に
、
僧
侶
の
活
動
は
重
要
な
根
拠
の
一
つ
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
禅
宗
の
発
展
に
は
、
禅

僧
の
努
力
を
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
時
代
に
輩
出
さ
れ
た
禅
僧
は
、
白
隠
禅
師
の
ほ
か
、
沢
庵
宗
彭
（
一
五
七

三
～
一
六
四
五
）、
鈴
木
正
三
（
一
五
七
九
～
一
六
五
五
）、
隠
元
隆
琦
（
一
五
九
二
～
一
六
七
三
）、
盤
珪
永
琢
（
一
六
二
二
～
一
六
九

三
）、
了
翁
道
覚
（
一
六
三
〇
～
一
七
〇
七
）、
仙
厓
義
梵
（
一
七
五
〇
～
一
八
三
七
）、
良
寛
（
一
七
五
八
～
一
八
三
一
）
な
ど
も
名

高
い
。
無
論
、
禅
宗
以
外
の
宗
派
に
お
い
て
も
優
秀
な
僧
侶
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
活
躍
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
優
れ
た
仏
教

者
は
江
戸
時
代
の
仏
教
を
新
し
い
段
階
に
推
し
進
め
た
。

白
隠
禅
師
は
そ
の
仏
教
者
の
中
の
一
人
と
し
て
、
世
俗
の
人
々
に
対
し
て
積
極
的
に
布
教
を
行
っ
た
。
彼
は
そ
れ
ま
で

の
臨
済
禅
を
一
新
さ
せ
て
、
新
し
い
公
案
体
系
の
修
行
方
法
を
創
出
し
た
。
そ
し
て
、
彼
は
独
自
の
座
禅
法
を
も
完
成
さ
せ

て
、
そ
れ
を
健
康
法
と
し
て
人
に
伝
授
し
た
。
今
日
の
臨
済
宗
の
修
行
法
な
ど
は
白
隠
禅
師
に
端
を
発
し
て
い
る
の
で
、
彼

の
重
要
な
地
位
は
疑
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
彼
の
思
想
を
分
析
し
て
み
れ
ば
、
他
教
と
融
合
し
て
い
る
現
象
が
多
く
、
ま

ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
道
教
の
内
丹
法
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
江
戸
時
代
の
思
想
の
多
様
性
や
融
合
性
は
、
思
想
全
体
の
特
徴
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
仏
教
内
部
に
も
発
生

し
た
た
め
、
白
隠
禅
師
の
思
想
と
実
践
に
お
け
る
融
合
の
様
式
に
つ
い
て
分
析
を
す
れ
ば
、
江
戸
時
代
仏
教
の
内
実
を
明
確

す
る
こ
と
に
一
歩
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
よ
う
。
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一
、
堕
落
し
な
い
白
隠
禅
師

中
世
と
比
べ
る
と
、
近
世
の
名
僧
の
数
は
確
か
に
少
な
い
。
親
鸞
（
一
一
七
三
～
一
二
六
二
）、
道
元
（
一
二
〇
〇
～
一
二
五

三
）、
日
蓮
（
一
二
二
二
～
一
二
八
二
）
の
よ
う
な
宗
派
開
祖
の
名
僧
に
代
わ
っ
て
、
江
戸
時
代
に
は
僧
侶
が
堕
落
し
た
印
象
が

強
い
。「
近
世
仏
教
堕
落
論
」
の
論
拠
の
一
つ
と
し
て
の
近
世
僧
侶
の
堕
落
は
、
当
時
の
文
学
作
品
や
画
像
資
料
な
ど
に
描

か
れ
る
。
例
を
挙
げ
れ
ば
、「
洛
中
洛
外
屏
風
」
の
な
か
で
、
好
色
の
僧
侶
の
様
子
が
描
か
れ
る
。
そ
の
ほ
か
、
斎
藤
親
盛

（
如
儡
子
、
一
六
〇
三
～
一
六
七
四
）
の
『
可
笑
記
』、
井
原
西
鶴
（
一
六
四
二
～
一
六
九
三
）
の
『
本
朝
二
十
不
孝
』
な
ど
の
作
品

に
も
、
僧
侶
を
揶
揄
す
る
意
味
が
吟
じ
ら
れ
る
⑴
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
批
判
は
、
僧
侶
の
中
で
も
存
在
し
て
い
た
。
白

隠
慧
鶴
禅
師
の
『
寝
惚
之
眼
覚
』
に
お
い
て
当
時
の
僧
侶
に
つ
い
て
の
描
写
が
残
っ
て
い
る
。

今
の
佛
者
の
修
行
を
見
に
、
兎
角
俗
情
深
き
が
故
に
、
名
聞
利
欲
を
宗
に
し
て
、
金
の
世
話
や
ら
地
面
の
世
話
や
ら
、

中
に
下
根
の
坊
主
抔
、
俗
に
劣
ら
ぬ
身
持
も
御
座
る
、
更
に
佛
法
地
に
落
て
、
釋
迦
の
本
意
は
更
々
無
ぞ
⑵
。

こ
こ
で
、
白
隠
禅
師
は
当
時
の
仏
教
修
行
者
の
問
題
を
指
摘
し
た
。
す
な
わ
ち
俗
情
が
深
く
て
、
名
聞
と
利
欲
を
宗
に

し
て
、
世
俗
に
汚
染
さ
れ
、
仏
教
の
本
意
を
持
っ
て
い
な
い
。
僧
侶
と
し
て
の
白
隠
禅
師
は
、
同
時
代
の
仏
教
の
修
行
者
に

対
し
て
厳
し
い
批
判
を
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
批
判
が
出
来
る
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
鋭
い
口

調
を
持
つ
白
隠
禅
師
は
ど
の
よ
う
な
僧
侶
な
の
か
。

白
隠
禅
師
は
堕
落
し
た
僧
侶
で
は
な
い
。
彼
は
臨
済
宗
の
禅
僧
で
あ
り
、
多
学
を
兼
修
し
て
、
臨
済
宗
の
公
案
禅
に
基

づ
き
禅
の
新
境
界
を
拓
い
て
、
江
戸
時
代
に
禅
宗
の
一
般
化
に
力
を
尽
く
し
た
。
白
隠
禅
師
は
後
世
に
「
臨
済
中
興
の
祖
」

と
呼
ば
れ
、
宗
教
史
、
思
想
史
、
教
育
史
、
美
術
史
な
ど
多
く
の
研
究
分
野
の
研
究
者
に
注
目
さ
れ
て
き
た
。
二
〇
一
六
年
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に
臨
済
禅
師
一
一
五
〇
年
、
白
隠
禅
師
二
五
〇
年
遠
諱
記
念
を
迎
え
、
臨
済
宗
の
各
宗
派
の
大
本
山
で
大
規
模
な
法
要
が
行

わ
れ
た
。
ま
た
、
白
隠
禅
師
は
書
画
に
堪
能
で
、
多
く
の
禅
画
と
墨
跡
が
残
っ
て
居
る
た
め
、
遠
諱
記
念
を
契
機
と
し
て
、

二
〇
一
六
年
以
来
白
隠
禅
師
に
関
す
る
展
覧
会
が
多
数
開
催
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
展
示
会
を
通
し
て
、
現
在
の
人
々

も
白
隠
に
対
し
て
は
馴
染
み
が
あ
る
。

二
、
白
隠
禅
師
の
臨
済
宗
法
脈

鈴
木
大
拙
（
一
八
七
〇
～
一
九
六
六
）
は
日
本
禅
を
三
つ
の
思
想
類
型
に
分
け
る
。
彼
に
よ
る
と
、
道
元
禅
は
中
国
の
曹
洞
宗
に

「
只
管
打
坐
」
禅
と
『
正
法
眼
蔵
』
禅
と
を
加
味
し
た
独
自
な
も
の
で
あ
り
、
盤
珪
禅
は
「
不
生
」
と
い
う
二
字
で
禅
体
験
を
一

般
思
想
化
し
て
、
し
か
も
禅
の
直
観
性
を
そ
の
中
に
働
か
せ
る
。
も
う
一
種
類
は
白
隠
禅
で
、
白
隠
禅
は
臨
済
禅
を
看
話
禅
的

に
組
織
し
て
、
今
日
の
日
本
的
臨
済
禅
を
作
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
⑶
。
白
隠
禅
師
は
臨
済
宗
の
僧
侶
と
し
て
、
そ
の
法
脈
は

中
国
の
南
宗
禅
に
遡
る
こ
と
が
出
来
る
。
神
秀
（
？
～
七
〇
六
）
を
祖
と
す
る
北
宗
禅
の
「
漸
修
漸
語
」
の
修
証
観
と
は
異
な
り
、

六
祖
慧
能
（
六
三
八
～
七
一
三
）
に
端
を
発
す
る
中
国
の
南
宗
禅
は
「
頓
悟
成
仏
」
を
主
張
し
た
。「
頓
悟
成
仏
」
は
瞬
時
に
悟
り

を
開
く
こ
と
を
通
し
て
永
遠
の
真
理
を
会
得
す
る
。「
頓
悟
」
と
「
漸
悟
」
は
そ
れ
ぞ
れ
南
宗
禅
と
北
宗
禅
の
特
徴
と
言
わ
れ
る

が
、
両
者
の
境
界
は
曖
昧
な
部
分
が
あ
る
。
両
者
は
と
も
に
「
心
」
を
重
視
す
る
が
、
た
だ
こ
の
「
心
」
は
世
俗
の
心
を
指
す

の
か
、
そ
れ
と
も
仏
陀
の
心
を
指
す
の
か
と
い
う
区
別
が
あ
る
。
世
俗
の
心
で
あ
れ
ば
、
空
明
の
境
界
を
目
指
し
て
修
行
を
続

け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
仏
陀
の
心
で
あ
れ
ば
、
修
行
を
仮
ら
ず
に
悟
る
（
成
仏
す
る
）
⑷
。

「
頓
悟
」
と
「
漸
悟
」
と
の
関
係
は
禅
宗
に
お
け
る
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
南
宗
禅
法
と
華
厳
教
理
を
融
合
し
た
華
厳

五
祖
の
圭
峰
宗
密
（
七
八
〇
～
八
四
一
）
は
修
行
の
有
り
よ
う
を
「
頓
悟
漸
修
」「
頓
修
漸
悟
」「
頓
悟
頓
修
」「
漸
修
漸
悟
」

の
四
つ
に
分
け
る
⑸
。
華
厳
四
祖
の
清
涼
澄
観
（
七
三
八
～
八
三
九
）
は
禅
宗
の
教
え
を
華
厳
宗
の
五
教
判
の
頓
教
に
配
し
、
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宗
密
は
そ
れ
を
継
承
し
た
⑹
。
な
か
で
も
、「
頓
悟
漸
修
」
は
も
っ
と
も
推
奨
さ
れ
る
方
法
で
あ
る
と
し
た
。

そ
の
一
方
、
慧
能
の
法
系
を
継
い
だ
五
代
目
の
臨
済
義
玄
（
？
～
八
六
七
）
は
臨
済
宗
を
開
い
た
。
宋
代
に
な
る
と
、
臨

済
宗
僧
侶
大
慧
宗
杲
（
一
〇
八
九
～
一
一
六
三
）
と
曹
洞
宗
僧
侶
の
宏
智
正
覚
（
一
〇
九
一
～
一
一
五
七
）
は
修
禅
の
方
法
に
つ

い
て
議
論
を
し
た
。
宏
智
正
覚
の
「
黙
照
禅
」
に
対
し
て
、
大
慧
宗
杲
の
禅
は
公
案
に
参
究
す
る
こ
と
に
よ
り
見
性
し
よ
う

と
す
る
「
看
話
禅
」
が
そ
の
特
徴
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

日
本
の
明
庵
栄
西
禅
師
（
一
一
四
一
～
一
二
一
五
）
は
入
宋
し
て
天
台
山
で
臨
済
禅
を
学
び
、
建
久
二
（
一
一
九
一
）
年
に
日

本
に
戻
り
、
福
岡
の
聖
福
寺
、
京
都
の
建
仁
寺
を
建
立
し
、
日
本
の
臨
済
宗
を
開
い
た
。
岩
井
貴
生
に
よ
る
と
、
日
本
に
お

け
る
臨
済
禅
の
法
灯
が
現
在
に
な
お
継
承
さ
れ
続
け
て
い
る
理
由
は
、
公
案
が
体
系
的
に
整
理
さ
れ
悟
道
が
明
確
に
示
さ

れ
た
か
ら
で
あ
り
、
公
案
体
系
化
の
な
か
で
白
隠
禅
師
は
重
要
な
存
在
と
見
做
し
て
い
る
⑺
。
公
案
（
古
則
、
話
頭
と
も
い
う
）

は
、
修
行
者
が
悟
り
を
開
く
た
め
に
師
匠
か
ら
研
究
課
題
と
し
て
与
え
ら
れ
る
問
題
を
指
す
。
内
容
は
主
に
優
れ
た
修
行
者

の
言
葉
や
事
績
か
ら
取
ら
れ
て
、
日
常
的
思
考
を
超
え
た
世
界
に
修
行
者
を
導
く
も
の
で
あ
る
。
公
案
の
分
類
は
非
常
に
多

い
が
、
日
本
に
お
い
て
聖
一
国
師
円
爾
（
一
二
〇
二
～
一
二
八
〇
）
や
大
応
国
師
南
浦
紹
明
（
一
二
三
五
～
一
三
〇
八
）
は
公
案

を
理
致
・
機
関
・
向
上
と
い
う
三
種
類
に
分
類
し
た
。
白
隠
禅
師
と
弟
子
の
東
嶺
円
慈
（
一
七
二
一
～
一
七
九
二
）
は
さ
ら
に

そ
れ
を
法
身
・
機
関
・
言
詮
・
難
透
・
向
上
の
五
種
類
に
展
開
し
た
⑻
。

白
隠
禅
に
お
い
て
公
案
は
重
要
な
部
分
で
、
公
案
に
関
す
る
思
考
を
通
し
て
「
頓
悟
」
の
達
成
が
可
能
で
あ
る
一
方
、

座
禅
を
通
し
て
悟
り
を
実
現
す
る
こ
と
は
、
白
隠
禅
師
の
修
行
時
代
に
重
要
な
作
法
で
あ
っ
た
。
座
禅
は
禅
宗
に
お
け
る
重

要
な
修
行
法
で
あ
る
。
仏
教
者
だ
け
で
は
な
く
、
道
教
者
も
座
禅
を
重
視
し
、
宋
代
以
降
の
儒
者
も
静
座
す
る
よ
う
に
な
っ

た
⑼
。
学
統
に
よ
っ
て
、
座
禅
・
静
座
の
要
領
と
目
的
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
が
、
身
心
二
者
の
関
係
を
調
整
す
る
の
が
ポ
イ

ン
ト
の
一
つ
で
あ
る
。
禅
宗
で
は
、
修
行
者
は
座
禅
を
通
し
て
時
間
と
生
死
を
越
え
て
、
本
性
を
悟
っ
て
「
見
性
」
を
実
現
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す
る
。
白
隠
禅
師
に
よ
る
と
、
彼
は
「
妙
喜
の
所
謂
大
悟
十
八
度
小
悟
数
を
知
ら
ず
⑽
」
を
体
験
し
た
こ
と
が
あ
り
、
現
代

心
理
学
の
研
究
で
は
こ
の
見
性
の
現
象
は
「
変
性
意
識
状
態
⑾
」
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
は
簡
単
に
実
現
で
き
る
こ
と
で
は
な

く
、
そ
の
感
覚
に
つ
い
て
、
白
隠
禅
師
は
「
命
根
⑿
截
断
、
生
死
得
脱
⒀
」
と
表
現
し
た
。
公
案
禅
は
そ
も
そ
も
座
禅
を
強

調
し
な
い
が
、
禅
宗
に
お
け
る
基
本
的
な
修
行
法
と
し
て
、
白
隠
禅
師
は
そ
れ
を
重
視
し
て
い
た
。

白
隠
禅
師
に
よ
れ
ば
、
見
性
の
体
験
が
な
け
れ
ば
、
本
当
の
意
味
の
禅
者
と
は
言
え
な
い
。『
壁
生
草
』
で
は
、
彼
は

「
夫
れ
禪
家
者
流
と
稱
せ
ん
者
は
、
最
初
須
ら
く
見
性
悟
道
す
べ
し
。
若
し
見
性
せ
ず
し
て
禪
人
と
稱
せ
ば
、
紛
れ
も
無
き

大
似
勢
者
に
非
ず
や
⒁
」
と
述
べ
て
い
る
。
身
心
集
中
の
状
態
を
求
め
る
た
め
、
彼
は
若
い
時
か
ら
探
索
を
始
め
た
。
宝
永

四
（
一
七
〇
七
）
年
、
二
十
三
歳
の
白
隠
禅
師
は
四
方
行
脚
の
時
に
、
播
州
（
今
兵
庫
県
）
の
山
寺
で
流
れ
て
い
た
谷
の
水
を

見
て
、
詩
を
吟
じ
た
。
そ
の
詩
は
「
山
下
に
流
水
有
り
、
滾
々
と
し
て
止
む
時
無
し
。
禅
心
若
し
是
の
如
く
な
ら
ば
、
見
性

豈
に
其
れ
遅
か
ら
ん
や
」、
白
隠
は
止
む
と
き
な
き
流
水
を
見
て
、
そ
れ
を
禅
の
心
と
譬
え
る
。
水
の
流
れ
が
止
ま
ら
な
い

よ
う
に
、
禅
の
心
も
止
ま
ら
な
い
は
ず
だ
。
彼
は
こ
の
よ
う
な
禅
の
心
を
「
見
性
」
へ
至
る
必
要
な
条
件
だ
と
見
做
し
、
禅

の
心
を
養
う
た
め
に
、
禅
の
修
行
た
る
座
禅
に
力
を
尽
く
さ
な
い
と
い
け
な
い
と
考
え
た
。
同
じ
年
の
十
一
月
、
白
隠
禅
師

は
故
郷
の
松
陰
寺
で
修
行
を
し
て
い
た
時
に
、
富
士
山
の
大
噴
火
が
起
き
た
。
松
陰
寺
の
な
か
で
も
激
し
く
揺
れ
た
の
で
、

修
行
者
た
ち
は
逃
げ
て
し
ま
っ
た
が
、
白
隠
禅
師
は
動
か
ず
に
座
禅
を
続
け
て
い
た
と
い
う
⒂
。
こ
の
逸
話
か
ら
も
、
彼
の

性
格
か
ら
考
え
て
も
、
白
隠
禅
師
は
修
行
に
対
し
て
命
を
捨
て
る
精
神
が
あ
り
、
ま
た
仏
法
に
対
し
て
強
い
信
念
を
持
っ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

三
、
白
隠
禅
師
の
禅
病

「
禅
」
と
い
う
漢
字
の
も
と
も
と
の
意
味
は
天
を
祭
る
で
あ
る
。
仏
教
の
中
国
伝
入
に
つ
れ
て
、
仏
教
の
翻
訳
事
業
が
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盛
ん
と
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な
仏
教
用
語
の
漢
語
名
称
が
決
め
ら
れ
た
。
そ
の
な
か
で
、
思
修
、
瞑
想
を
意
味
す
る
梵
語
の

dhyāna

（
デ
ィ
ヤ
ー
ナ
）
が
「
禅
那
」
と
音
訳
さ
れ
て
、
そ
の
略
語
が
「
禅
」
で
あ
る
。
ま
た
梵
語
のSam

ādhi

（
サ
マ
ー
デ
ィ
）

は
精
神
集
中
が
深
ま
り
き
っ
た
状
態
で
あ
り
、「
三
摩
地
」
と
音
訳
さ
れ
、「
定
」
と
も
い
う
。「
禅
定
」
は
こ
の
二
つ
の
部

分
か
ら
な
る
も
の
で
、「
定
」
は
「
禅
」
の
目
的
、「
禅
」
は
「
定
」
の
方
法
と
考
え
て
も
よ
い
。
禅
定
の
実
践
は
座
禅
な
の

で
、
座
禅
は
禅
宗
の
修
行
に
お
い
て
極
め
て
重
要
と
見
做
さ
れ
る
。

臨
済
宗
で
は
、
見
性
を
目
指
し
て
坐
禅
修
行
を
行
う
。
禅
定
、
す
な
わ
ち
見
性
を
実
現
す
る
た
め
、
白
隠
禅
師
は
工
夫

を
し
た
。
宝
永
五
（
一
七
〇
八
）
年
に
彼
は
越
後
高
田
（
現
在
新
潟
県
上
越
市
）
の
英
巌
寺
へ
生
鉄
素
侖
の
『
人
天
眼
目
』
の
講

読
会
に
参
加
し
た
。
白
隠
禅
師
の
自
伝
に
よ
る
と
、
彼
は
英
巌
寺
で
七
日
間
の
座
禅
を
経
て
最
初
の
見
性
が
叶
っ
た
。
こ
の

体
験
に
つ
い
て
は
『
遠
羅
天
釜
』（
一
七
四
八
年
）
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

二
十
四
歳
の
白
隠
禅
師
は
、
英
巌
寺
の
僧
舎
で
苦
辛
し
、
昼
夜
寝
ず
に
修
行
し
て
い
た
と
き
に
、
忽
然
と
「
大
疑
」
を

感
じ
た
。「
大
疑
」
は
常
に
「
大
悟
」
の
前
提
と
み
ら
れ
る
。
禅
の
入
門
書
と
し
て
の
『
禅
関
策
進
』（
雲
棲
袾
宏
編
、
一
六

〇
〇
年
）
に
は
「
参
禅
須
是
起
疑
情
、
小
疑
小
悟
、
大
疑
大
悟
」
が
書
か
れ
て
い
る
。
修
行
時
代
の
白
隠
禅
師
は
『
禅
関
策

進
』
を
坐
右
の
書
と
し
た
の
で
、
そ
こ
か
ら
の
影
響
が
強
い
と
思
わ
れ
る
。
比
較
し
て
み
れ
ば
、
白
隠
禅
師
の
座
禅
体
験

は
、
と
り
わ
け
『
禅
関
策
進
』
に
記
録
さ
れ
る
臨
済
宗
僧
侶
の
雪
巌
祖
欽
禅
師
（
一
二
一
五
～
一
二
八
七
）
の
体
験
に
類
似
す

る
。
表
三
の
内
容
か
ら
見
れ
ば
、
二
人
の
類
似
な
と
こ
ろ
は
主
に
以
下
の
四
点
が
ま
と
め
ら
れ
る
。
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白
隠
禅
師
と
雲
巌
禅
師
の
見
性
過
程

　
　
　
　

白
隠
慧
鶴
禅
師

　
　
　
　
　

雪
巌
祖
欽
禅
師

見
性
の
前
二
十
四
歳
ノ
春
、
越
ノ
英
巖
ノ
僧
舎
ニ
在
ツ
テ
苦
吟
ス
。

畫
夜
眠
ラ
ズ
、
寢
食
共
ニ
忘
ル
。
忽
然
ト
シ
テ
大
疑
現
前
シ

テ
、
萬
里
一
條
ノ
層
氷
裏
ニ
凍
殺
セ
ラ
ル
ヽ
ガ
如
シ
。
胸
裡

分
外
ニ
清
潔
ニ
シ
テ
、
進
ム
コ
ト
得
ズ
、
退
ク
コ
ト
得
ズ
、

痴
々
呆
々
、
只
ダ
無
ノ
字
有
ル
ノ
ミ
。
講
莚
ニ
陪
シ
テ
師
ノ

評
唱
ヲ
聞
ク
ト
雖
モ
、
數
十
歩
ノ
外
ニ
シ
テ
堂
上
の
議
論
ヲ

聞
ク
が
如
ク
、
或
イ
ハ
空
中
ニ
在
ツ
テ
行
ク
が
如
シ
。

十
八
行
脚
。
在
雙
林
遠
和
尙
會
下
。
打
十
方
。
從
朝
至
暮
不

出
戸
庭
。
縱
入
衆
寮
。
至
後
架
。
袖
手
當
胸
。
不
左
右
顧
。

目
前
所
視
不
過
三
尺
。
初
看
無
字
。

（
十
八
に
し
て
行
脚
す
。
雙
林
の
遠
和
尚
の
会
下
に
在
て
、

十
方
を
打
す
れ
ど
も
朝
よ
り
暮
に
至
る
ま
で
戸
庭
を
出
て

ず
、
縦
ひ
衆
寮
に
入
り
、
後
架
に
至
る
も
手
を
袖
に
し
胸
に

当
て
て
左
右
に
顧
み
ず
、
目
前
の
観
る
所
、
三
尺
に
過
ぎ
ず
。

始
め
無
字
を
看
し
て
、）

見
性
の
時
此
ノ
如
キ
者
數
日
、
乍
チ
一
夜
、
鐘
聲
ヲ
聴
イ
テ
發
轉
ス
。

氷
盤
ヲ
擲
碎
ス
ル
ガ
如
ク
、
玉
樓
ヲ
推
倒
ス
ル
ニ
似
タ
リ
。

忽
然
ト
シ
テ
蘇
息
シ
來
タ
レ
バ
、
自
身
直
に
是
レ
岩
頭
和
尚
。

三
世
ヲ
貫
通
シ
テ
毫
毛
ヲ
損
セ
ズ
。
従
前
ノ
疑
惑
、
底
ヲ
盡

シ
テ
氷
消
ス
。
高
聲
ニ
叫
ン
デ
曰
ク
、
也
大
奇
也
大
奇
、
生

死
ノ
出
ヅ
可
キ
無
ク
、
菩
提
ノ
求
ム
ル
可
キ
無
シ
。
傳
燈

千
七
百
箇
ノ
葛
藤
、
一
捏
ヲ
消
ス
ル
ニ
足
ラ
ズ
。
此
ニ
於

テ
、
慢
幢
、
山
ノ
如
ク
ニ
聳
エ
、
僑
心
、
潮
ノ
如
ク
ニ
湧
ク
。

心
ニ
竊
カ
ニ
謂
ラ
ク
、
二
三
百
年
來
、
予
ガ
如
ク
痛
快
ニ
打

發
ス
ル
底
、
之
レ
有
ル
可
カ
ラ
ズ
⒃ 

。

忽
於
念
頭
起
處
。
打
一
箇
返
觀
。
這
一
念
當
下
氷
冷
。
直
是

澄
澄
湛
湛
不
動
不
搖
。
過
一
日
如
彈
指
頃
。
都
不
聞
鐘
鼓

之
聲
。

（
忽
ち
念
頭
の
起
処
に
於
い
て
、
一
箇
反
観
を
打
す
れ
ば
、
こ

の
一
念
当
下
に
氷
の
冷
な
る
が
如
く
、
直
に
是
を
澄
澄
湛

湛
、
動
ぜ
ず
揺
ぜ
ず
、
一
日
を
過
ご
す
こ
と
弾
指
頃
の
如
く
、

す
べ
て
鐘
鼓
の
声
を
聞
か
ず
⒄
。）
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①
行
脚
参
禅
の
段
階
で
、
修
行
に
集
中
し
て
い
た
時
に
見
性
を
叶
え
た
。

②
「
無
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
現
れ
た
。

③
悟
り
に
つ
い
て
の
時
間
的
な
描
写
は
「
忽
」
で
あ
っ
た
。

④
悟
っ
た
後
は
明
朗
な
気
持
ち
と
な
っ
た
。

こ
こ
か
ら
み
れ
ば
、
四
点
の
中
で
二
番
目
の
「
無
字
」
に
対
す
る
思
考
は
、
二
人
が
見
性
を
叶
え
た
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

と
い
え
る
。「
無
字
」
の
出
典
は
有
名
な
公
案
「
趙
州
無
字
」（「
趙
州
狗
子
」「
狗
子
仏
性
」
な
ど
と
も
い
う
）
で
、
そ
れ
は
『
無

門
関
』（
一
二
二
八
年
）
に
お
け
る
第
一
則
公
案
で
あ
る
⒅
。
第
一
則
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
や
、
看
話
と
は
趙
州
の

無
字
を
見
る
こ
と
と
い
う
説
も
あ
る
こ
と
か
ら
も
⒆
、
こ
の
公
案
の
重
要
性
が
明
ら
か
で
あ
る
。

公
案
の
登
場
人
物
は
趙
州
従
諗
（
七
七
八
～
八
九
七
）、
彼
と
門
弟
の
狗
の
仏
性
に
つ
い
て
の
問
答
に
は
絶
対
の
「
無
」
が

言
及
さ
れ
る
。「
趙
州
和
尚
、
因
み
に
僧
問
う
、
狗
子
に
還
っ
て
仏
性
あ
り
や
ま
た
無
し
や
。
州
曰
く
、
無
⒇
」。
趙
州
禅
師

の
言
っ
た
「
無
」
は
「
有
」
の
対
義
語
と
し
て
の
「
無
」
で
は
な
く
、「
有
」
と
「
無
」
を
越
え
た
根
源
的
な
「
無
」
で
あ

る
。
そ
れ
故
、
弟
子
の
質
問
に
対
す
る
趙
州
禅
師
の
答
え
の
意
味
は
、
狗
の
仏
性
を
否
定
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
存
在
論
に

お
け
る
有
無
に
つ
い
て
の
考
え
を
越
え
て
根
源
的
な
思
想
へ
の
導
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
抽
象
的
な
考
え
を
、
祖
欽
禅
師

と
白
隠
禅
師
は
座
禅
の
時
に
忽
然
と
悟
っ
た
の
で
、
明
朗
な
気
持
ち
と
な
っ
た
。

ま
た
、
白
隠
禅
師
は
こ
の
よ
う
な
明
朗
の
気
持
ち
で
高
僧
巌
頭
全
奯
和
尚
（
八
二
八
～
八
八
七
）
の
死
を
理
解
し
た
。
唐
代

の
巌
頭
和
尚
は
賊
に
殺
さ
れ
て
し
ま
い
、
以
前
白
隠
禅
師
は
そ
れ
を
聞
い
て
恐
怖
の
気
持
ち
に
陥
り
、
仏
法
に
対
し
て
疑
問

を
抱
い
た
。
今
回
の
見
性
で
彼
は
根
源
的
な
「
無
」
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
っ
て
、
命
の
存
在
様
式
と
し
て
の
「
生
」
と

「
死
」
に
つ
い
て
の
考
え
を
克
服
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
彼
は
巌
頭
和
尚
の
死
に
拘
ら
ず
、
命
の
根
本
的
な
存
在
を
考
え
る
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白
隠
禅
師
の
見
性
に
関
す
る
記
述

　
　
　
　

著
作
名

出
版
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　

内　

容

隻
手
音
声

一
七
五
三

老
夫
初
め
十
五
歳
に
し
て
出
家
、
二
十
二
三
の
間
、
大
憤
志
を
發
し
て
、

晝
夜
に
精
彩
を
著
け
、
二
十
四
歳
の
春
、
越
の
英
嚴
練
若
に
於
て
夜
半
鐘

聲
を
聞
い
て
、
忽
然
と
し
て
打
發
す
㉑
。

八
重
葎

一
七
六
一

萬
仞
の
層
氷
裏
に
在
る
が
如
く
、
一
枚
の
瑠
璃
瓶
裏
に
坐
す
る
が
如
く
、

氣
息
も
亦
た
絶
へ
な
ん
と
す
。
奇
な
る
哉
、
夜
半
乍
ち
遥
か
に
鐘
聲
を
聞

ひ
て
、
忽
然
と
し
て
大
徹
大
悟
、
身
心
脱
落
、
脱
落
身
心
、
玉
樓
を
吹
倒

し
、
氷
盤
を
擲
碎
し
て
、
十
方
虚
空
な
く
、
大
地
寸
土
無
し
。
二
十
年
来

未
曾
て
見
ず
、
未
曾
て
聞
か
ざ
る
底
の
大
歓
喜
、
覺
へ
ず
高
聲
に
叫
ん
で

云
く
、
希
有
な
る
哉
㉒
。

壁
生
草

一
七
六
六

力
を
落
し
て
殿
の
玉
屋
の
内
に
隠
れ
て
、
誓
つ
て
七
日
斷
食
接
心
す
。
寺

中
、
此
の
趣
向
を
知
る
も
の
無
し
。
同
行
議
し
て
竊
か
に
帰
國
と
爲
す
。

滿
ず
る
夜
半
、
遥
か
に
鐘
聲
を
聞
い
て
、
身
心
脱
落
、
纖
塵
を
絶
す
。
歡

喜
に
堪
ず
高
聲
に
叫
ぶ
、
岩
頭
老
人
猶
お
好
在
な
り
と
。
同
行
、
寮
中
に

在
つ
て
聞
き
付
け
、
走
り
來
た
り
手
を
把
つ
て
互
い
に
相
悦
ぶ
。
此
よ
り

慢
心
大
い
に
指
し
起
こ
つ
て
、
一
切
の
人
を
見
る
こ
と
土
塊
の
如
し
㉓
。
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よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
で
白
隠
禅
師
は
自
分
が
無
上
の
智
慧
を
得
た
と
思
い
、
大
き
な
声
で
叫
ん
で
大
興
奮
し
た
。
白
隠
禅

師
の
他
の
著
作
に
お
い
て
も
こ
の
見
性
に
関
す
る
描
写
が
あ
る
。

表
か
ら
見
れ
ば
、
白
隠
禅
師
は
最
初
の
見
性
経
験
を
重
視
し
、
自
伝
の
な
か
で
必
ず
こ
れ
に
言
及
す
る
。
各
著
作
に
お

い
て
、
こ
の
見
性
体
験
に
つ
い
て
の
描
写
が
異
な
る
が
、
大
き
な
差
が
見
え
な
い
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
ま
と
め
て
言
え
ば
、

座
禅
を
続
く
→
疑
心
が
生
じ
る
→
鐘
の
音
を
聞
く
→
忽
然
と
見
性
が
叶
う
と
い
う
四
つ
の
段
階
が
あ
る
。
た
だ
し
、『
壁
生

草
』
に
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
、「
此
よ
り
慢
心
大
い
に
指
し
起
こ
つ
て
、
一
切
の
人
を
見
る
こ
と
土
塊
の
如
し
」、
見
性
を
体

験
し
た
白
隠
禅
師
は
慢
心
を
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
結
果
は
理
想
的
と
は
言
え
な
い
が
、
悟
り
と
し
て
そ
の
意
味
は

大
き
い
。『
隻
手
音
声
』
で
は
、
白
隠
禅
師
は
見
性
の
意
義
を
こ
の
よ
う
述
べ
て
い
る
。

此
時
、
恐
怖
を
生
せ
ず
、
間
も
な
く
は
げ
み
進
み
待
れ
ば
、
い
つ
し
か
自
性
本
有
の
有
様
を
立
處
に
見
徹
し
、
真
如
實

相
の
慧
日
は
目
の
あ
た
り
（
に
）
現
前
し
て
、
三
十
年
來
未
だ
曾
て
見
ず
、
未
だ
曾
て
聞
か
ざ
る
底
の
大
歡
喜
は
求
め

ざ
る
に
煥
發
せ
ん
。
是
を
見
性
得
悟
の
一
刹
那
と
も
名
づ
け
、
是
を
往
生
浄
土
の
一
大
事
と
も
相
伝
す
る
事
に
て
、
自

心
の
外
に
淨
土
な
く
、
自
性
の
外
に
佛
な
し
㉔
。

白
隠
禅
師
は
、
見
性
体
験
に
よ
っ
て
「
自
心
の
外
に
浄
土
な
く
、
自
性
の
外
に
仏
な
し
」
の
覚
悟
が
で
き
た
。
時
間
上

の
体
験
か
ら
み
れ
ば
、
長
期
間
の
座
禅
を
通
し
て
、「
忽
然
」
あ
る
い
は
「
一
刹
那
」
と
い
う
瞬
間
で
悟
る
こ
と
が
頓
悟
と

い
え
る
。
白
隠
禅
師
は
見
性
を
し
た
後
、
慢
心
し
た
と
い
え
ど
も
、
そ
の
瞬
間
に
死
生
観
を
見
抜
い
た
こ
と
は
否
定
で
き

な
い
。
見
性
の
開
始
を
臨
界
点
と
し
て
、
白
隠
禅
師
は
現
実
界
か
ら
脱
出
し
、「
絶
対
無
」
の
体
験
㉕
を
実
現
し
た
。「
絶
対

無
」
と
い
う
概
念
は
、
禅
宗
な
い
し
哲
学
の
研
究
に
お
い
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
と
り
わ
け
西
田
幾
多
郎
（
一
八
七
〇
～
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一
九
四
五
）
は
見
性
の
体
験
を
「
絶
対
無
」
と
し
て
概
念
化
し
た
㉖
。
そ
の
一
方
、
西
田
と
同
時
代
の
鈴
木
大
拙
は
公
案
と
参

禅
に
含
む
も
の
を
「
即
非
理
論
」
だ
と
考
え
た
。
西
田
の
哲
学
の
立
場
か
ら
の
視
野
で
は
な
く
、
鈴
木
は
仏
教
の
内
部
で
解

釈
を
展
開
す
る
。
こ
の
「
即
非
理
論
」
は
「
般
若
智
」
と
も
言
え
、
六
波
羅
蜜
（
布
施
、
持
戒
、
忍
辱
、
精
進
、
禅
定
、
智
慧
）

の
一
つ
で
あ
る
㉗
。
す
な
わ
ち
こ
の
物
自
体
を
見
る
智
慧
は
、
禅
定
と
同
じ
く
修
行
の
徳
目
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
智
慧
は

も
っ
と
も
重
要
と
い
え
る
。
し
か
し
、
西
田
、
鈴
木
の
ど
ち
ら
の
観
点
に
な
っ
て
も
、
こ
の
見
性
体
験
は
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
（
虚

無
主
義
）
に
繋
が
っ
て
い
る
。

白
隠
禅
師
は
、
悟
っ
た
経
験
が
あ
っ
て
も
、
印
可
を
得
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
彼
の
内
心
に
生
じ
た
傲
慢
の
心
が

あ
っ
た
か
ら
だ
。
す
ぐ
後
に
触
れ
る
よ
う
に
、
正
受
老
人
（
一
六
四
二
～
一
七
二
一
）
の
も
と
で
、
彼
は
そ
の
傲
慢
の
心
を
克
服

し
た
。
白
隠
禅
師
は
「
趙
州
無
字
」
と
い
う
公
案
で
見
性
し
た
が
、
正
受
老
人
は
同
じ
「
趙
州
無
字
」
の
公
案
で
彼
を
点
検

し
た
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
、
白
隠
禅
師
は
『
遠
羅
天
釜
』
の
中
で
、
以
下
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。

直
ニ
一
段
ノ
所
見
ヲ
荷
ツ
テ
、
信
陽
ニ
行
ク
。
正
受
老
人
ニ
謁
シ
テ
所
見
ヲ
演
ブ
。
偈
ヲ
呈
ス
。
師
、
左
手
ニ
言
偈
ヲ

握
リ
曰
ク
、
者
箇
ハ
是
レ
學
得
底
、
那
箇
カ
是
レ
見
得
底
、
那
箇
カ
是
レ
見
得
底
、
ト
イ
ツ
テ
右
手
ヲ
伸
ブ
。
予
曰

ク
、
若
シ
見
得
底
ノ
師
ニ
呈
ス
可
キ
有
ラ
バ
、
須
ラ
ク
吐
却
ス
ベ
シ
、
ト
イ
ツ
テ
、
嘔
吐
ノ
聲
ヲ
作
ス
。
師
曰
ク
、
趙

州
ノ
無
字
、
作
麼
生
カ
見
ル
。
予
ガ
曰
ク
、
無
字
、
甚
麼
ノ
手
脚
ヲ
着
ク
ル
所
カ
有
ラ
ン
。
師
、
指
ヲ
以
テ
予
ガ
鼻
ヲ

拗
ツ
テ
曰
ク
、
多
少
、
手
脚
ヲ
着
ケ
了
レ
リ
。
予
擬
議
ス
。
師
大
笑
シ
テ
云
ク
、
此
ノ
守
藏
ノ
窮
鬼
子
。
予
、
顧
ミ

ズ
。
師
曰
ク
、
你
、
恁
麼
ニ
シ
テ
足
レ
リ
ト
爲
ル
カ
。
予
曰
ク
。
甚
麼
ノ
不
足
ノ
處
カ
有
ラ
ン
㉘
。

こ
の
内
容
は
、
白
隠
禅
師
と
正
受
老
人
と
が
初
め
て
会
っ
た
場
面
を
記
録
し
て
い
る
。
正
受
老
人
は
白
隠
禅
師
の
傲
慢
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な
心
を
退
去
す
る
た
め
、「
趙
州
無
字
」
の
公
案
を
出
し
た
。
白
隠
禅
師
は
「
無
字
、
甚
麼
ノ
手
脚
ヲ
着
ク
ル
所
カ
有
ラ
ン
」

と
答
え
た
。
す
る
と
、
正
受
老
人
は
指
で
彼
の
鼻
を
強
か
に
拗
り
上
げ
て
、「
手
脚
ヲ
着
ケ
了
レ
リ
」
と
言
い
返
し
た
。
白

隠
禅
師
は
答
え
が
出
来
な
く
な
り
、
正
受
老
人
は
彼
を
「
守
蔵
ノ
窮
鬼
子
」
と
呼
ん
だ
。「
守
蔵
ノ
窮
鬼
子
」
は
白
隠
禅
師

の
浅
薄
を
皮
肉
す
る
辛
辣
な
表
現
で
あ
っ
た
。『
遠
羅
天
釜
』
の
ほ
か
、『
八
重
葎
』
に
お
い
て
も
こ
の
経
歴
に
つ
い
て
白
隠

禅
師
の
心
理
描
写
が
語
ら
れ
て
い
る
。

老
人
一
見
し
て
、
直
下
に
問
て
云
く
、
趙
州
の
無
字
如
何
が
見
る
。
予
が
云
く
、
無
字
何
れ
の
所
に
か
手
脚
を
着
け
ん
。

老
人
指
を
の
べ
て
予
が
鼻
頭
を
お
さ
へ
て
云
く
、
甚
だ
手
脚
を
つ
け
了
れ
り
と
。
予
時
に
片
言
を
出
す
事
得
ず
。
予
が
慢

幢
を
碎
く
事
、
盤
石
を
倒
し
て
累
卵
を
壓
す
が
如
し
。
熱
喝
瞋
拳
、
膽
裂
け
心
砕
く
。
剰
さ
へ
、
予
を
捉
ら
へ
て
、
四
五

尺
も
有
る
べ
き
檐
下
の
地
上
に
擲
下
す
る
事
、
猫
兒
を
捉
ら
へ
て
な
げ
ら
う
が
如
し
。
予
即
時
に
大
死
一
番
、
気
息
も
又

絶
る
事
半
時
。
老
人
檐
上
に
立
て
、
手
を
拍
し
て
呵
々
大
笑
。
予
即
ち
蘇
息
し
、
起
き
来
て
禮
三
拜
す
㉙
。

こ
の
よ
う
な
緊
張
感
が
溢
れ
る
出
会
い
を
初
め
と
し
て
、
白
隠
禅
師
は
正
受
禅
師
の
も
と
で
修
行
を
始
め
た
。
正
受
老

人
即
ち
道
鏡
慧
端
は
、
至
道
無
難
（
一
六
〇
三
～
一
六
七
六
）
の
弟
子
で
あ
る
。
至
道
無
難
は
愚
堂
東
寔
（
一
五
七
七
～
一
六
六

一
）
の
法
嗣
を
継
い
だ
。
愚
堂
東
寔
は
妙
心
寺
開
山
の
関
山
慧
玄
（
一
二
七
七
～
一
三
六
〇
）
の
十
四
世
で
、「
応
灯
関
」
の
正

法
禅
㉚
が
継
承
さ
れ
て
い
く
よ
う
に
努
力
を
し
た
。
白
隠
禅
師
は
正
受
老
人
も
の
と
で
厳
し
い
修
行
を
し
て
、
公
案
の
心
髄

を
吟
味
し
た
。
後
に
彼
は
正
受
老
人
か
ら
の
印
可
㉛
を
得
た
の
で
、
日
本
臨
済
宗
の
正
法
脈
を
継
い
だ
㉜
。
応
灯
関
の
禅
が

白
隠
に
受
け
継
が
れ
た
こ
と
を
前
提
に
し
て
、
白
隠
禅
師
は
公
案
禅
の
集
大
成
を
達
成
し
た
こ
と
が
重
要
で
あ
り
な
が
ら
、

臨
済
宗
中
興
の
祖
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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二
十
四
歳
の
白
隠
禅
師
は
正
受
老
人
か
ら
の
印
可
を
も
ら
っ
た
後
、
修
行
を
重
ね
た
。
し
か
し
、
二
十
六
歳
の
時
に
彼

は
禅
病
に
罹
っ
た
。『
夜
船
閑
話
』
に
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

向
後
日
用
を
廻
顧
す
る
に
、
動
靜
の
二
境
全
調
和
せ
ず
。
去
就
の
兩
邊
總
に
脱
洒
な
ら
ず
。
自
ら
謂
ら
く
、
猛
く
精
彩

を
着
け
、
重
ね
て
一
回
捨
命
し
去
ん
と
。
越

コ
コ
二
オひ
て
牙
關
を
咬
定
し
、
雙
眼
睛
を
瞪
開
し
、
寢
食
と
も
に
廢
せ
ん
と
す
。

既
に
し
て
未
だ
期
月
に
亘
ら
ざ
る
に
、
心
火
逆
上
し
、
肺
金
焦
枯
し
て
、
雙
脚
、
氷
雪
の
底
に
浸
す
が
如
く
、
兩
耳
、

溪
聲
の
間
を
行
く
が
如
し
。
肝
膽
常
に
怯
弱
に
し
て
、
挙
措
恐
怖
多
く
、
心
神
困
惓
し
、
寐
寤
種
々
の
境
界
を
見
る
。

両
脇
常
に
汗
を
生
じ
、
両
眼
常
に
涙
を
帯
ぶ
。
此
に
お
い
て
遍
く
明
師
に
投
じ
、
廣
く
名
医
を
探
る
と
云
へ
ど
も
、
百

薬
寸
功
な
し
㉝
。

白
隠
禅
師
は
正
受
老
人
か
ら
の
点
検
を
受
け
て
、
傲
慢
の
心
を
克
服
し
て
休
ま
ず
に
修
行
に
専
念
し
た
が
、
動
の
功
夫

（
日
常
生
活
）
と
静
の
功
夫
（
座
禅
修
行
）
と
の
関
係
が
調
和
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
見
性
で
き
る
よ
う
に
、
彼
は
謙
虚
な
態
度

で
座
禅
三
昧
を
し
た
。
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
、
目
を
大
き
く
開
け
て
、
寝
る
こ
と
も
食
べ
る
こ
と
も
せ
ず
に
過
ご
し
て
い
る

と
、
体
に
は
様
々
な
問
題
が
起
こ
っ
た
。
心
臓
と
肺
蔵
が
辛
く
な
り
、
足
が
冷
え
る
ほ
か
、
耳
鳴
り
、
発
熱
、
精
神
疲
労
、

幻
覚
、
寝
汗
、
眼
精
疲
労
な
ど
の
症
状
が
出
た
。
半
田
栄
一
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
心
身
症
、
神
経
症
（
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
）
と
呼

吸
器
病
（
結
核
）
に
罹
っ
た
状
態
で
あ
る
㉞
。
白
隠
禅
師
は
多
く
の
治
療
法
を
試
み
た
が
、
効
果
が
な
く
、
失
望
の
な
か
、

彼
は
京
都
郊
外
に
隠
居
す
る
白
幽
老
人
の
こ
と
を
聞
い
た
。

白
隠
禅
師
の
『
壁
生
草
』『
夜
船
閑
話
』『
寒
山
詩
闡
提
記
聞
』
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
宝
永
七
（
一
七
一
〇
）
年
に
彼
は
白

幽
子
を
尋
ね
に
行
っ
た
。
し
か
し
、
白
幽
子
の
関
連
研
究
に
よ
れ
ば
、
彼
は
宝
永
六
（
一
七
〇
九
）
年
に
谷
底
に
堕
落
し
て
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重
症
し
、
し
ば
ら
く
す
る
と
没
し
た
の
で
、
白
隠
禅
師
の
訪
問
が
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
説
も
あ
り
、
こ
の
疑
問
は
、
白
隠

の
生
存
中
す
で
に
呈
さ
れ
て
い
た
㉟
。
も
し
会
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
記
憶
に
お
け
る
誤
り
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
白
隠
禅

師
が
宝
永
六
年
に
白
幽
子
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
よ
り
、
こ
こ
で
は
彼
が
確
か
に
白
幽
子
か
ら
影
響
を
受
け
た
こ
と
の
方
が
重

要
で
あ
る
。
も
し
あ
っ
た
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
白
隠
は
在
家
教
化
を
念
頭
に
置
い
て
、
人
里
離
れ
た
山
の
中
に
住
む
仙
人
を

ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
登
場
さ
せ
、
読
者
か
ら
の
関
心
を
高
め
よ
う
と
し
た
と
い
う
可
能
性
も
な
い
と
は
言
え
な
い
㊱
。

「
蒼
髪
垂
て
膝
に
到
り
、
朱
顔
麗ウ

ル
ワ
シふ
し
て
、
棗
の
如
し
。
大
布
の
袍
を
掛
け
、
輭
草
の
席
に
坐
せ
り
㊲
」、
白
隠
禅
師
は

白
幽
子
を
仙
人
の
よ
う
な
精
神
の
あ
る
人
物
と
し
て
描
写
し
、
住
ん
で
い
た
窟
の
な
か
、
生
活
用
品
が
少
な
い
が
、
机
に

『
中
庸
』『
老
子
』『
金
剛
般
若
』
と
い
う
三
冊
の
本
が
あ
っ
た
。『
中
庸
』『
老
子
』『
金
剛
般
若
』
と
い
う
三
冊
の
本
は
、
そ

れ
ぞ
れ
儒
教
、
道
教
、
仏
教
の
三
教
を
代
表
し
具
象
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
白
幽
子
は
山
の
中
に
隠
居
し
、
そ
の
学

脈
は
考
察
し
に
く
い
が
、
三
教
を
兼
学
し
て
い
た
こ
と
は
分
か
る
。
山
の
中
に
隠
居
す
る
仙
人
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
三
教

を
融
合
す
る
こ
と
、
こ
の
二
点
が
白
幽
子
に
対
す
る
白
隠
禅
師
の
最
初
の
印
象
で
あ
っ
た
。
ま
と
め
て
い
え
ば
、
白
幽
子
は

思
想
面
で
三
教
融
合
思
想
を
持
ち
な
が
ら
、
道
教
の
仙
人
修
練
の
実
践
を
し
て
い
た
。

四
、
白
隠
禅
に
お
け
る
内
丹
法
の
活
用

白
幽
子
の
思
想
と
実
践
は
、
中
国
の
儒
仏
道
三
教
融
合
思
想
、
お
よ
び
修
練
法
に
お
け
る
道
教
と
仏
教
と
の
関
係
が
反

映
で
き
る
。
中
国
で
は
、
漢
魏
晋
時
期
に
道
家
思
想
で
イ
ン
ド
か
ら
の
仏
典
を
解
釈
す
る
こ
と
が
多
く
、
両
晋
時
代
に
仏

教
と
道
教
と
が
融
合
し
、
般
若
学
な
ど
が
現
わ
れ
た
。
隋
唐
時
代
に
な
る
と
、
天
台
、
華
厳
、
禅
宗
に
お
い
て
、
道
教
は

理
論
上
に
お
け
る
支
え
の
役
割
を
果
た
し
た
㊳
。
修
道
者
の
実
践
か
ら
見
れ
ば
、
隋
唐
以
降
彼
ら
は
仏
教
、
と
り
わ
け
禅
宗

を
運
用
し
、
道
教
に
あ
る
養
生
（
命
）
に
「
性
」
に
つ
い
て
の
実
践
を
加
え
て
、「
性
命
双
修
」
を
実
行
す
る
よ
う
に
な
っ
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た
。
そ
の
一
方
、
思
想
面
で
は
漢
魏
時
代
に
儒
・
仏
・
道
三
教
の
接
触
時
期
を
経
て
、
隋
唐
時
代
に
こ
の
三
教
が
鼎
立
の
状

態
と
な
っ
た
。
こ
の
過
程
の
な
か
、
道
教
も
大
き
い
変
化
を
遂
げ
た
。
漢
魏
時
代
に
三
教
思
想
と
の
接
触
の
な
か
、
道
教
は

儒
教
と
仏
教
の
理
論
か
ら
栄
養
を
吸
収
し
、
よ
り
完
備
し
た
。
隋
唐
時
代
の
皇
帝
た
ち
は
三
教
を
と
も
に
信
じ
る
政
策
を
実

施
し
、
道
教
の
活
動
の
場
が
拡
大
し
た
。
と
り
わ
け
唐
代
の
皇
帝
は
道
教
を
重
視
し
、
老
子
の
李
耳
を
皇
族
の
始
祖
と
み
て

政
権
を
固
め
た
。
唐
太
宗
が
即
位
す
る
と
、
儒
教
を
基
礎
的
な
理
念
と
し
て
治
国
を
行
っ
た
ほ
か
、
道
教
と
仏
教
に
民
衆
の

道
徳
教
化
の
役
割
を
与
え
た
㊴
。
道
教
自
身
の
変
化
及
び
三
教
融
合
の
思
想
的
な
背
景
が
あ
り
、
隋
唐
時
代
以
降
の
道
教
者

は
、
三
教
思
想
を
提
唱
す
る
者
が
多
く
な
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
道
教
者
た
ち
は
修
行
面
に
お
い
て
も
、
儒
教
、
仏
教
、

道
教
三
教
の
作
法
を
融
合
さ
せ
た
。

野
村
英
登
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
白
隠
禅
師
の
『
夜
船
閑
話
』
の
な
か
、
南
宋
道
士
の
白
玉
蟾
（
一
一
九
四
～
一
二
二
六
）
の

『
海
瓊
問
道
集
』
か
ら
引
用
し
た
内
容
が
あ
る
㊵
。
白
幽
子
と
白
隠
禅
師
の
修
養
法
は
中
国
の
道
教
か
ら
の
影
響
が
大
き
く
、

そ
の
系
統
の
な
か
で
分
析
す
る
こ
と
が
可
能
と
い
え
る
。
白
隠
禅
師
の
病
気
に
つ
い
て
、
白
幽
子
は
そ
の
罹
る
原
因
を
指
摘

し
た
。
す
な
わ
ち
観
理
の
こ
と
に
対
し
て
度
が
過
ぎ
、
進
修
の
こ
と
に
対
し
て
節
を
失
し
た
こ
と
で
あ
る
。
観
理
の
こ
と
で

体
が
損
な
っ
た
の
で
、
一
般
的
治
療
法
が
効
か
な
い
た
め
、「
内
観
の
功
」
を
進
め
た
㊶
。「
内
観
」
はV

ipassanā

（
ヴ
ィ
パ
ッ

サ
ナ
ー
）
の
訳
語
で
そ
も
そ
も
イ
ン
ド
に
お
け
る
瞑
想
法
で
、
物
事
を
あ
り
の
ま
ま
に
見
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
ゴ
ー
タ

マ
・
ブ
ッ
ダ
は
こ
の
古
い
作
法
を
再
発
見
し
て
運
用
し
た
の
で
、
仏
教
に
お
い
て
重
要
な
修
行
法
と
み
ら
れ
る
。
内
観
は
、

心
を
集
中
さ
せ
て
、
呼
吸
を
観
察
し
、
そ
し
て
心
で
精
神
と
肉
体
を
観
察
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
無
我
真
実
の
境
地
に
至
る

よ
う
に
な
る
。

ま
た
、
道
教
に
も
類
似
な
修
練
法
が
あ
り
、
丹
道
修
練
と
呼
ば
れ
る
。
唐
代
に
帝
王
と
貴
族
の
支
援
で
外
丹
が
盛
ん
で

あ
っ
た
が
、
唐
太
宗
を
は
じ
め
多
く
の
人
は
外
丹
で
命
を
失
っ
た
の
で
、
唐
末
五
代
の
時
期
に
な
る
と
、
外
丹
の
代
わ
り
に
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内
丹
術
が
歴
史
の
舞
台
に
登
っ
た
次
第
だ
。
内
丹
は
外
丹
の
術
語
を
借
り
て
展
開
さ
れ
た
の
で
、「
身
を
炉
鼎
と
し
、
心
を

神
室
と
し
、
津
を
華
池
と
す
㊷
」
と
い
う
考
え
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
身
体
を
容
器
に
見
な
し
、
精
気
を
薬
物
と
し
て
、
体
内

で
丹
を
作
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
錬
気
方
法
は
宋
代
以
降
の
養
生
法
に
お
い
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。

禅
宗
と
道
教
と
の
関
係
に
注
目
す
れ
ば
、
菩
提
達
磨
（
？
～
五
三
六
）
は
中
国
で
禅
宗
を
開
い
た
の
ち
に
、
そ
れ
と
道
教

と
の
融
合
が
起
こ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
こ
の
思
想
の
融
合
現
象
を
解
釈
す
る
な
か
で
、
禅
宗
の
形
成
過
程
に
お
い
て
老

荘
思
想
か
ら
も
影
響
さ
れ
た
の
で
、
禅
宗
を
「
大
衆
化
の
老
荘
哲
学
㊸
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

禅
宗
は
確
か
に
独
自
の
特
徴
を
も
つ
思
想
体
系
と
な
り
、
さ
ら
に
道
教
な
ど
に
影
響
を
与
え
た
。
宋
代
以
降
禅
宗
の
五
家
七

宗
㊹
が
成
立
し
、
盛
ん
な
時
期
を
迎
え
た
。
禅
宗
は
当
時
の
道
教
の
主
流
教
派
で
あ
る
全
真
教
へ
の
影
響
も
大
き
く
、
道
教

思
想
の
禅
宗
化
が
み
ら
れ
た
。
こ
の
思
想
融
合
の
な
か
、「
内
観
」
と
「
内
丹
」
は
概
念
と
実
践
に
お
い
て
類
似
性
が
あ
る

の
で
、
折
衷
し
た
面
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
全
真
教
南
宗
に
よ
れ
ば
、
仏
教
の
禅
と
道
教
の
内
丹
と
が
違
う
よ

う
に
見
え
る
が
、
実
は
目
標
は
同
じ
で
あ
る
。

白
幽
子
は
白
隠
禅
師
に
内
観
法
を
伝
え
よ
う
と
い
た
が
、
具
体
的
な
作
法
は
内
丹
法
と
も
い
え
る
。

夫
大
道
分
れ
て
両
儀
あ
り
。
陰
陽
交
和
し
て
人
物
生ナ

る
。
先
天
の
元
気
、
中
間
に
黙
連
し
て
、
五
臓
列
り
、
経
脈
行
わ
れ

る
。
衛
気
営
血
、
互
に
昇
降
循
環
す
る
者
、
昼
夜
に
大
凡
五
十
度
。
肺
金
は
牝
蔵
に
し
て
隔
上
に
浮
び
、
肝
木
は
牡
蔵
に

し
て
隔
下
に
沈
む
。
心
火
は
太
陽
に
し
て
上
部
に
位
い
し
、
腎
水
は
大
陰
に
し
て
下
部
を
占
む
。
五
臓
に
七
神
あ
り
㊺
。

白
幽
子
は
陰
陽
関
係
を
始
め
、
人
体
内
部
の
運
行
規
律
を
白
隠
禅
師
に
説
明
し
た
。
先
天
の
元
気
は
身
体
の
真
ん
中
に

あ
り
、
経
絡
と
内
臓
の
な
か
で
循
環
す
る
。
気
血
は
全
身
の
脈
を
巡
り
行
く
こ
と
が
一
日
五
十
回
で
あ
る
。
肺
蔵
、
肝
臓
、
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心
臓
、
腎
臓
は
ぞ
れ
ぞ
れ
の
特
性
で
そ
れ
な
り
の
位
置
に
あ
る
。
以
上
の
四
つ
の
臓
器
に
、
胃
蔵
を
加
え
て
、
五
臓
と
呼
ば
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
人
間
の
身
体
を
陰
陽
関
係
、
五
臓
配
置
の
角
度
で
把
握
す
る
の
は
、
中
国
最
古
の
医
学
書
の
『
黄
帝
内
経
』

に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。『
黄
帝
内
経
』
は
東
ア
ジ
ア
の
伝
統
医
学
、
漢
方
と
鍼
灸
の
基
礎
を
す
え
た
書
物
㊻
で
、
道
教
に
と
っ

て
原
典
の
一
つ
で
あ
る
。『
黄
帝
内
経
』
に
お
け
る
経
絡
、
丹
田
な
ど
の
理
論
は
内
丹
術
の
基
礎
で
あ
る
。
時
代
の
流
れ
に
よ
っ

て
、
こ
の
よ
う
な
思
想
を
具
象
化
さ
せ
る
絵
が
現
わ
れ
、「
内
経
図
」
も
し
く
は
「
内
景
図
」
㊼
と
呼
ば
れ
る
。

陽

陰

　　　　　　　　　　　内経図
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人
体
と
自
然
界
に
対
応
す
る
シ
ス
テ
ム
が
図
と
文
字
で
「
内
経
図
」
に
よ
り
表
現
さ
れ
る
。
こ
の
絵
は
煉
丹
術
に
基
づ

い
て
作
ら
れ
、
内
容
は
人
体
に
お
け
る
気
、
液
な
ど
の
循
環
運
動
で
通
過
す
る
各
関
竅
で
あ
る
。
白
幽
子
の
語
る
内
容
は
、

こ
の
図
に
お
い
て
も
反
映
さ
れ
る
。
膈
を
境
界
と
し
て
、
図
の
中
に
四
角
形
で
分
け
て
い
る
よ
う
に
、
上
の
部
分
は
陽
で
、

肺
臓
（
金
）
と
心
臓
（
火
）
が
あ
り
、
下
の
部
分
は
陰
、
肝
臓
（
木
）
と
腎
臓
（
水
）
が
あ
る
。
五
臓
に
つ
い
て
他
の
分
類
法
㊽

も
あ
る
が
、
白
幽
子
の
分
類
法
の
根
拠
は
五
臓
の
陰
陽
特
性
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
認
識
を
基
に
し
て
、
白
幽
子
は
さ
ら
に
内
丹
の
作
法
を
詳
し
く
説
明
し
た
。

夫
大
道
の
外
に
眞
丹
な
く
、
眞
丹
の
外
に
大
道
な
し
。
蓋
し
五
無
漏
の
法
あ
り
。
你
ぢ
の
六
欲
を
去
け
、
五
官
各
〳
〵

其
職
を
忘
れ
る
ゝ
則と

き

は
、
混
然
た
る
本
源
の
眞
氣
彷
彿
と
し
て
目
前
に
充
つ
。
是
彼
の
大
白
道
人
の
謂
ゆ
る
我
が
天
を

以
て
事
る
所
の
天
に
合
す
る
者
な
り
。
孟
軻
氏
の
謂
ゆ
る
浩
然
の
氣
。
是
を
ひ
き
い
て
臍
輪
氣
海
丹
田
の
間
に
藏
め

て
、
歳
月
を
重
ね
て
、
是
を
守
て
守
一
に
し
去
り
、
是
を
養
て
無
適
に
し
去
て
、
一
朝
乍
ち
丹
竈
を
掀
飜
す
る
則
は
、

内
外
中
間
、
八
紘
四
維
、
總
是
一
枚
の
大
還
丹
㊾
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
白
幽
子
は
道
教
の
術
語
の
「
真
丹
」
と
「
大
還
丹
」
に
言
及
し
た
こ
と
で
あ
る
。『
正
統

道
蔵
』
の
「
太
清
丹
経
」
の
部
に
お
い
て
、『
上
清
経
真
丹
秘
決
』『
霊
寶
衆
真
丹
訣
』
な
ど
真
丹
に
関
す
る
著
作
が
多
く
収

録
さ
れ
る
。
真
丹
は
そ
も
そ
も
薬
物
や
金
属
な
ど
で
作
ら
れ
た
丸
剤
だ
が
、
白
幽
子
の
言
っ
た
内
容
は
そ
れ
で
は
な
く
、
内

丹
術
は
体
内
で
真
丹
を
修
練
す
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
ま
た
白
幽
子
は
「
五
無
漏
の
法
」
に
言
及
し
た
。
無
漏
は
仏
教

の
概
念
で
あ
り
、
有
漏
の
反
義
語
と
し
て
、
煩
悩
に
全
く
汚
さ
れ
て
い
な
い
清
浄
な
状
態
を
い
う
。
五
無
漏
は
信
、
精
進
、

念
、
定
、
慧
の
五
根
・
五
力
を
純
粋
に
す
る
こ
と
と
言
え
る
。
こ
こ
で
白
幽
子
は
白
隠
禅
師
に
禅
定
の
要
領
㊿
を
教
え
た
。
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さ
ら
に
色
欲
、
形
貌
欲
、
威
儀
姿
態
欲
、
語
言
音
声
欲
、
細
滑
欲
、
人
相
欲
と
い
う
六
欲
を
克
服
す
る
必
要
が
あ
る
と
白
幽

子
は
強
調
し
た
。
こ
の
よ
う
に
「
渾
然
た
る
本
然
の
気
」
な
い
し
「
浩
然
の
気
」
を
臍
輪
の
丹
田
に
養
う
よ
う
に
な
る
。
工

夫
に
工
夫
を
重
ね
て
、
あ
る
日
、
急
に
身
体
の
な
か
で
、
内
丹
術
に
お
け
る
最
高
の
境
界
と
し
て
の
大
還
丹
が
実
現
で
き

る
。還

丹
は
煉
丹
術
に
お
け
る
概
念
で
、
道
教
の
最
初
の
煉
丹
書
と
し
て
の
『
周
易
参
同
契
解
』
で
は
、
還
丹
に
つ
い
て
の

記
述
が
あ
り
、
原
文
は
「
金
来
帰
性
初
、
乃
得
称
還
丹
」（
金
が
来
て
性
の
初
に
帰
し
、
乃
ち
還
丹
と
称
し
得
る
）、
こ
こ
で
の
還

丹
の
目
的
は
四
つ
の
解
釈
が
あ
る
。
第
一
は
病
気
を
治
し
て
、
健
康
の
状
態
に
回
復
す
る
こ
と
、
第
二
は
若
い
状
態
に
戻
す

こ
と
、
第
三
は
遠
祖
に
返
す
こ
と
、
第
四
は
元
精
元
気
に
帰
る
こ
と
�
。
白
幽
子
の
「
大
還
丹
」
は
、
第
一
の
解
釈
に
合
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
基
礎
的
理
論
に
基
づ
き
、
白
幽
子
は
有
名
な
「
軟
蘇
の
法
」
を
白
隠
禅
師
に
伝
授
し

た
。
次
は
具
体
的
な
作
法
に
つ
い
て
の
内
容
で
あ
る
。

幽
が
曰
く
、
行
者
、
定
中
四
大
調
和
せ
ず
、
身
心
と
も
に
勞
疲
す
る
事
を
覺
せ
ば
、
心
を
起
し
て
應
さ
に
此
想
を
成
す

べ
し
。
譬
へ
ば
色
香
清
淨
の
輭
蘇
、
鴨
卵
の
大
ひ
さ
の
如
く
な
る
者
、
頂
上
に
頓
在
せ
ん
に
、
其
氣
味
微
妙
に
し
て
、

遍
く
頭
顱
の
間
お
う
る
お
し
、
浸
々
と
し
て
潤
下
し
來
て
、
兩
肩
及
び
雙
臂
、
兩
乳
、
胸
膈
の
間
、
肺
肝
、
腸
胃
、
脊

梁
、
臀
骨
、
次
第
に
沾
注
し
將
ち
去
る
。
此
時
に
當
て
胸
中
の
五
積
六
聚
、
疝
癖
塊
痛
、
心
に
隨
て
降
下
す
る
事
、
水

の
下
に
つ
く
が
如
く
、
歴
々
と
し
て
聲
あ
り
。
遍
身
を
周
流
し
、
雙
脚
を
温
潤
し
、
足
心
に
至
て
即
ち
止
む
。

行
者
、
再
び
應
さ
に
此
觀
を
成
す
べ
し
。
彼
の
侵
々
と
し
て
潤
下
す
る
所
の
餘
流
、
積
も
り
湛
へ
て
、
暖
め
蘸ひ

た

す
事
、

恰
も
世
の
良
醫
の
種
々
妙
香
の
藥
物
を
集
め
、
是
を
煎
湯
し
て
浴
盤
の
中
に
盛
り
湛
へ
て
、
我
が
臍
輪
已
下
を
漬
け
蘸

す
が
如
し
。
此
觀
を
な
す
と
き
、
唯
心
所
現
の
故
に
、
鼻
根
乍
ち
希
有
の
香
氣
を
聞
き
、
身
根
俄
か
に
妙
好
の
輭
觸
を
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受
く
。
身
心
調
適
な
る
事
、
二
三
十
歳
の
時
に
は
遥
か
に
勝
れ
り
。
此
時
に
當
て
積
聚
を
消
融
し
、
腸
胃
を
調
和
し
、

覚
へ
ず
肌
膚
光
澤
を
生
ず
。
若
其
勤
め
て
怠
ら
ず
ん
ば
、
何
れ
の
病
か
治
せ
ざ
ら
む
、
何
れ
の
徳
か
つ
ま
ざ
ら
む
、
何

れ
の
仙
が
成
ぜ
ざ
る
、
何
れ
の
道
か
成
ぜ
ざ
る
。
其
功
驗
の
遲
速
は
、
行
人
の
進
修
の
精
麁
に
依
る
ら
く
の
み
�
。

白
幽
子
は
白
隠
禅
師
の
「
四
大
」
が
不
調
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。「
四
大
」
は
道
教
で
道
、
天
、
地
、
人
（『
道
徳
経
・

第
二
十
五
章
』
な
ど
）
を
指
し
て
、
仏
教
で
は
地
、
水
、
火
、
風
を
指
す
（『
長
阿
含
経
・
十
六
』
な
ど
）。「
定
中
」
と
い
う
言
葉

も
仏
教
と
道
教
の
両
方
に
使
わ
れ
る
概
念
で
あ
り
、
こ
の
作
法
は
仏
道
習
合
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
頭
の
上
に
色
香
清
浄

の
軟
酥
�
が
あ
る
よ
う
に
想
像
し
て
、
そ
れ
が
溶
け
出
し
た
液
が
上
か
ら
下
へ
流
れ
落
ち
る
。
意
識
を
集
中
し
て
こ
の
よ
う

な
場
面
を
想
像
し
、
逆
方
向
へ
行
っ
た
心
火
な
い
し
「
五
積
六
聚
疝
癖
塊
痛
」
な
ど
を
陰
性
の
特
性
を
も
つ
丹
田
に
降
ろ
し

て
、
全
身
に
お
け
る
陰
陽
の
調
和
を
求
め
る
。
す
な
わ
ち
頭
顱
→
両
肩
→
雙
臂
→
両
乳
→
胸
膈
の
間
→
肺
肝
→
腸
胃
→
脊
梁

→
臀
骨
と
い
う
手
順
で
思
い
通
り
に
動
か
す
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
軟
蘇
法
を
す
れ
ば
、
身
体
の
状
態
が
よ
く
な
る
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
、
白
幽
子
は
白
隠
禅
師
に
説
明
し
た
。
野
村
英
登
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
軟
蘇
法
と
関
係
が
あ
る
と
推
測
で
き

る
文
献
は
、
仏
教
の
『
治
禅
病
秘
要
法
』（
沮
渠
京
聲
訳
、
四
五
五
年
）
と
道
教
の
『
雲
笈
七
籤
』（
張
君
房
編
、
一
〇
二
五
年
～
一

〇
二
九
年
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
な
か
で
も
、『
治
禅
病
秘
要
法
』
に
説
か
れ
る
「
梵
王
灌
頂
擁
酥
灌
法
」
に
よ
り
、
白
隠

の
軟
酥
法
は
内
丹
の
技
法
に
回
収
し
て
解
釈
で
き
る
と
野
村
は
主
張
す
る
�
。『
雲
笈
七
籤
』
は
宋
代
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、

こ
の
時
代
は
三
教
思
想
合
一
の
風
潮
の
中
、
道
教
と
仏
教
と
の
関
係
が
は
っ
き
り
分
け
ら
れ
な
い
部
分
が
あ
り
、
内
観
・
内

丹
の
禅
修
法
が
時
運
に
応
じ
て
現
れ
た
。

白
隠
禅
師
は
こ
の
修
行
法
を
習
得
し
、『
夜
船
閑
話
』
に
詳
し
く
記
録
し
た
。
そ
し
て
、
丹
田
に
つ
い
て
、
彼
は
独
自
の

見
解
を
持
っ
て
い
る
。
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我
が
此
の
氣
海
丹
田
、
腰
脚
足
心
、
総
に
是
我
が
本
來
の
面
目
、
々
々
何
の
鼻
孔
か
あ
る
。
我
が
此
の
氣
海
丹
田
、
總

に
是
我
が
本
分
の
家
郷
、
々
々
何
の
消
息
か
あ
る
。
我
が
此
の
気
海
丹
田
、
總
に
此
れ
我
が
唯
心
の
浄
土
、
々
々
何
の

莊
嚴
か
あ
る
。
我
が
此
の
氣
海
丹
田
、
總
に
此
れ
我
が
己
身
の
彌
陀
、
々
々
何
の
法
を
か
説
く
と
、
打
帰
へ
し
〳
〵
常

に
斯
く
の
如
く
妄
想
す
べ
し
�
。

丹
田
は
そ
も
そ
も
道
教
に
あ
る
概
念
で
、
気
の
田
を
意
味
し
て
、『
老
子
銘
』（
一
六
五
年
頃
）、『
抱
朴
子
』（
三
一
七
年
）、

『
黄
庭
経
』（
三
五
六
年
）
な
ど
の
早
期
道
教
書
物
の
中
で
現
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
以
上
の
内
容
に
よ
れ
ば
、
白
隠
禅
師
は

丹
田
に
仏
教
的
な
意
味
を
付
け
た
。
気
海
と
し
て
の
丹
田
は
「
本
分
の
家
郷
」
だ
け
で
は
な
く
、「
唯
心
の
浄
土
」、「
己
身

の
弥
陀
」
と
の
意
味
が
あ
る
。
白
隠
禅
師
の
解
釈
法
に
よ
っ
て
、
丹
田
を
仲
介
し
て
、
道
教
と
仏
教
と
の
通
路
が
開
か
れ

た
。「
浄
土
」
や
「
弥
陀
」
の
い
ず
れ
も
抽
象
的
な
表
し
方
な
の
で
、
解
釈
の
際
に
多
く
の
余
白
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

白
隠
禅
師
は
道
教
の
内
丹
法
を
実
行
し
た
が
、
仏
教
の
中
心
的
な
地
位
は
ゆ
る
が
な
か
っ
た
。『
壁
生
草
』
に
白
隠
禅
師
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

且
つ
又
た
我
が
形
模
、
道
家
者
流
に
類
す
る
を
以
て
、
大
い
に
釋
に
異
な
る
者
と
す
る
か
。
是
れ
禪
な
り
�
。

白
隠
禅
師
に
よ
れ
ば
、
道
教
の
修
行
法
を
行
っ
て
も
、
仏
教
者
の
身
分
は
影
響
を
受
け
ず
、
仏
教
の
核
心
的
な
部
分
に

影
響
を
受
け
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
彼
の
実
践
は
「
禅
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
禅
と
釈
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
白
隠
禅
師
は
ど

の
よ
う
に
把
握
し
て
い
た
の
か
。『
遠
羅
天
釜
』
に
以
下
の
内
容
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
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殊
ニ
知
ラ
ズ
、
古
ヘ
禪
門
ノ
盛
ン
ナ
リ
シ
時
キ
、
南
嶽
、
馬
祖
、
百
丈
、
黄
檗
、
臨
済
、
皈
宗
、
麻
谷
、
興
化
、
盤

山
、
九
峰
、
地
蔵
等
ノ
諸
聖
、
拽
石
搬
土
、
水
薪
菜
蔬
、
作
務
普
請
ノ
鼓
ヲ
鳴
ラ
シ
テ
、
専
ラ
動
中
ノ
得
力
ヲ
求
ム
。

是
ノ
故
ニ
百
丈
大
師
曰
ク
、
一
日
ナ
サ
ヾ
レ
バ
一
日
食
セ
ズ
ト
。
是
ヲ
動
中
ノ
工
夫
、
不
断
坐
禅
ト
云
フ
。
此
ノ
風
、

近
代
、
土
ヲ
拂
テ
盡
ク
。

蓋
シ
斯
ク
云
ヘ
バ
ト
テ
坐
禅
ヲ
嫌
イ
、
静
慮
ヲ
謗
ル
ニ
シ
非
ズ
。
大
凡
ソ
一
切
ノ
賢
聖
、
古
今
ノ
智
者
、
禅
定
ニ
依
ラ

ズ
シ
テ
仏
道
ヲ
成
就
ス
ル
底
、
半
箇
モ
亦
タ
無
シ
。
夫
レ
戒
定
惠
ノ
三
要
ハ
、
仏
道
萬
古
ノ
大
綱
ナ
リ
。
誰
カ
敢
テ
輕

忽
セ
ン
ヤ
。
然
ル
ニ
向
キ
ニ
謂
ユ
ル
禪
門
ノ
諸
聖
ノ
如
キ
ハ
、
超
宗
越
格
、
眞
正
無
上
ノ
大
禪
定
。
擬
議
ス
ル
則
ハ
電

轉
ジ
星
飛
ブ
�
。

白
隠
禅
師
に
よ
れ
ば
、
南
嶽
懐
譲
（
六
七
七
～
七
四
四
）、
馬
祖
道
一
（
七
〇
九
～
七
八
八
）、
百
丈
懐
海
（
七
四
九
～
八
一
四
）、

黄
檗
希
運
（
？
～
八
五
〇
頃
）、
臨
済
義
玄
、
帰
宗
智
常
（
生
卒
年
不
明
）、
麻
谷
宝
徹
（
生
卒
年
不
明
）、
興
化
存
奨
（
八
三
〇
～
八

八
八
）、
盤
山
宝
積
（
生
卒
年
不
明
）、
九
峰
道
虔
（
生
卒
年
不
明
）、
地
蔵
桂
琛
（
八
六
七
～
九
二
八
）
な
ど
中
国
の
禅
僧
は
土
木

作
業
を
し
て
、
水
を
汲
ん
で
薪
を
集
め
、
自
ら
畑
で
野
菜
を
作
っ
て
日
常
生
活
の
な
か
で
修
行
を
し
た
。
百
丈
懐
海
の
言
っ

た
よ
う
に
、「
一
日
作
さ
ざ
れ
ば
一
日
食
せ
ず
」
の
意
味
を
指
す
。
こ
れ
は
動
中
の
工
夫
と
言
い
、
日
常
生
活
に
お
け
る
座

禅
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
作
業
に
対
し
て
も
非
難
の
声
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
座
禅
と
静
慮
を
嫌
っ
て
い
る
か
ら
ほ

か
の
作
業
に
集
中
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
白
隠
禅
師
は
こ
の
よ
う
な
非
難
を
否
定
す
る
。
理
由

は
、
戒
・
定
・
慧
と
い
う
三
学
は
禅
宗
の
高
僧
た
ち
が
必
ず
実
行
す
る
こ
と
で
、
三
学
は
「
仏
道
万
古
ノ
大
綱
」
と
し
て
、

そ
の
地
位
を
疑
う
余
地
が
な
い
。
そ
し
て
、
成
仏
へ
の
道
に
お
い
て
、
無
上
の
「
禅
定
」
は
重
要
な
プ
ロ
セ
ス
と
見
做
さ
れ

る
。
な
か
で
も
、
禅
定
に
つ
い
て
、
白
隠
禅
師
は
「
超
宗
越
格
」
に
言
及
し
た
。
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圜
悟
克
勤
（
一
〇
六
三
～
一
一
三
五
）
の
著
し
た
『
碧
巖
録
』
に
比
丘
普
照
の
序
文
が
あ
る
。
序
文
に
明
覚
大
師
雪
竇
重
顕

（
九
八
〇
～
一
〇
五
二
）
に
つ
い
て
、「
具
超
宗
越
格
正
眼
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
雪
竇
禅
師
は
超
凡
の
形
で
、
宗
派
な
ど
を

越
え
て
、
自
在
の
天
機
を
察
す
る
能
力
が
あ
る
高
僧
と
み
ら
れ
て
い
る
。
雪
竇
禅
師
の
よ
う
な
「
超
宗
越
格
」
の
境
界
に
至

る
の
は
、
無
上
な
大
禅
定
が
叶
っ
た
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
白
隠
禅
師
が
「
超
宗
越
格
」
と
「
無
上
の
大
禅
定
」
を
緊
密
な
関

係
に
結
ぶ
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、
彼
は
修
行
の
目
的
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
形
式
に
つ
い
て
拘
り
が
全
く
な
い
。
宗
教

の
別
を
超
越
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
道
教
の
内
丹
法
を
仏
教
の
修
行
に
取
り
入
れ
た
前
提
と
言
え
よ
う
。

お
わ
り
に

本
論
で
は
、
座
禅
に
お
け
る
内
丹
法
の
活
用
を
中
心
に
、
白
隠
禅
に
お
け
る
思
想
と
実
践
の
融
合
性
を
考
察
し
た
。
結

論
と
し
て
は
、
白
隠
禅
師
は
よ
く
内
丹
法
を
座
禅
の
な
か
に
導
入
し
、
独
自
な
座
禅
法
を
創
出
し
た
。
実
は
白
隠
禅
に
お
け

る
融
合
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
く
、「
三
教
思
想
」
も
存
在
し
て
い
る
。
白
隠
禅
師
の
三
教
思
想
に
は
、
宋
明
禅
の
中
に
孕
む

中
国
式
の
儒
仏
道
三
教
思
想
が
含
ま
れ
、
弟
子
の
東
嶺
慈
円
に
な
る
と
、
神
儒
仏
三
教
思
想
を
論
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

の
内
容
は
今
後
の
私
の
課
題
と
す
る
。

【
注
釈
】

⑴
辻
惟
雄
「
仏
教
と
庶
民
の
生
活
」『
図
説
日
本
の
仏
教
五　

庶
民
佛
教
』
辻
惟
雄
責
任
編
集
、
新
潮
社
、
一
九
九
〇
年
。

⑵
白
隠
禅
師
『
寝
惚
之
眼
覚
』『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
○
○
冊
、芳
澤
勝
弘
訳
注
、禅
文
化
研
究
所
、二
〇
〇
二
年
、五
〇
頁
～
五
一
頁
。

⑶
鈴
木
大
拙
「
日
本
禅
に
お
け
る
三
つ
の
思
想
類
型
―
―
道
元
禅
、
白
隠
禅
、
盤
珪
禅
―
―
」『
禅
思
想
史
研
究　

第
一
』、
岩
波
書
店
、

一
九
八
七
年
；
同
『
禅
と
思
想
』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
七
年
。
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⑷ 

葛
兆
光
『
増
訂
本
中
国
禅
思
想
史 

従
六
世
紀
到
十
世
紀
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
、
二
三
七
頁
～
二
三
八
頁
。

⑸ 
韓
煥
忠
「
圭
峰
宗
密
対
禅
宗
的
判
釈
」『
宗
教
学
研
究
』
第
四
期
、
四
川
大
学
道
教
与
宗
教
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
七
年
、
九
九
頁
～
一

〇
四
頁
。

⑹
荒
木
見
悟『
仏
教
と
儒
教 

中
国
思
想
を
形
成
す
る
も
の
』（
一
九
六
三
年
）研
文
出
版
、一
九
九
三
年
；
廖
肇
亨『
仏
教
與
儒
教
』（
二
〇
〇
八
年
）

台
湾
・
聯
経
書
房
、
二
〇
一
七
年
、
一
一
三
頁
～
一
一
六
頁
。

　

石
井
修
道
「
頓
悟
漸
修
に
つ
い
て
―
―
『
裴
休
拾
遺
問
』
を
中
心
と
し
て
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
二
九
巻
二
号
、
日
本
印
度
学
仏

教
学
会
、
一
九
八
一
年
、
五
八
六
頁
。

⑺
岩
井
貴
生
「
公
案
体
系
と
そ
の
構
造
」『
仏
教
経
済
研
究
』
四
四
号
、
駒
澤
大
学
仏
教
経
済
研
究
所
、
二
〇
一
五
年
、
三
五
頁
。

⑻
山
田
邦
男
「
禅
の
人
間
形
成
論
的
考
察
の
試
み
：
近
代
化
と
の
関
連
に
お
い
て
（
二
）」『
大
阪
府
立
大
学
紀
要
（
人
文
・
社
会
科
学
）』、「
大

阪
府
立
大
学 

高
等
教
育
推
進
機
構
」、
一
九
八
六
年
、
六
一
頁
。

⑼
馬
淵
昌
也
「
宋
明
期
儒
学
に
お
け
る
静
坐
の
役
割
及
び
三
教
合
一
思
想
の
興
起
に
つ
い
て
」『
言
語
・
文
化
・
社
会
』
第
一
〇
号
、
学
習

院
大
学
外
国
語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
二
年
、
八
七
頁
～
一
四
三
頁
。

⑽
白
隠
禅
師
『
壁
生
草
』『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
三
冊
、
芳
澤
勝
弘
訳
注
、
禅
文
化
研
究
所
、
一
九
九
九
年
、
二
三
三
頁
～
二
三
四
頁
。

⑾
変
性
意
識
状
態
（A

ltered States of Consciousness, A
SC

と
略
称
）、
日
常
意
識
と
異
な
る
一
時
的
な
意
識
状
態
を
指
す
。
頓
悟
や
見
性

の
ほ
か
、夢
、幻
な
ど
もA

SC

と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
思
想
現
象
の
名
前
は
、一
九
六
六
年
に
精
神
科
専
門
家
の
ア
ー
ノ
ル
ドM

・
ラ
デ
ィ
ッ

ク
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
。A

rnold M
. Ludw

ig, Altered States of C
onsciousness,in A

rchives of general psychiatry15(3),1966, 

pp.225-234.

⑿
命
根
は
命
も
し
く
は
息
の
根
を
意
味
す
る
。

⒀
白
隠
禅
師
『
壁
生
草
』『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
三
冊
、
芳
澤
勝
弘
訳
注
、
禅
文
化
研
究
所
、
一
九
九
九
年
、
二
三
五
頁
。
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⒁
白
隠
禅
師
『
壁
生
草
』『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
三
冊
、
芳
澤
勝
弘
訳
注
、
禅
文
化
研
究
所
、
一
九
九
九
年
、
一
二
八
頁
～
一
二
九
頁
。

⒂
瀧
瀬
尚
純
「
白
隠
年
譜
」『
白
隠 

衆
生
本
来
仏
な
り
』
別
冊
太
陽 

日
本
の
こ
こ
ろ
二
〇
三
、
平
凡
社
、
二
〇
一
二
年
、
一
六
二
頁
。

⒃
白
隠
禅
師
『
遠
羅
天
釜
』『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
九
冊
、芳
澤
勝
弘
訳
注
、禅
文
化
研
究
所
、二
〇
〇
一
年
、四
二
七
頁
～
四
二
八
頁
。

⒄
若
生
形
山
『
禅
関
策
進
講
義
』
光
融
館
、
一
九
〇
九
年
、
五
八
頁
、
六
〇
頁
～
六
一
頁
。

⒅
南
宋
時
代
の
無
門
慧
開
（
一
一
八
三
～
一
二
六
〇
）
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
仏
教
公
案
集
で
、
日
本
の
入
宋
僧
心
地
覚
心
（
一
二
〇
七
～
一
二

九
八
）
は
そ
れ
を
持
っ
て
帰
っ
た
。
無
門
慧
開
著
、
西
村
恵
信
訳
註
『
無
門
関
』
ワ
イ
ド
版
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
四
年
、
二
〇
三
頁
。

⒆
柳
田
聖
山
「
無
字
の
周
辺
」『
禅
文
化
研
究
所
紀
要
』
七
号
、
禅
文
化
研
究
所
、
一
九
七
五
年
、
一
頁
～
五
一
頁
。

⒇
無
門
慧
開
『
無
門
関
』、
原
文
：
趙
州
和
尚
、
因
僧
問
、
狗
子
還
有
佛
性
也
無
。
州
云
、
無
。
西
村
恵
信
訳
注
『
無
門
関
』
岩
波
書
店
、

一
九
九
四
年
、
二
一
頁
参
照
。

㉑
白
隠
禅
師
『
隻
手
音
声
』『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
一
二
冊
、
芳
澤
勝
弘
訳
注
、
禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
一
年
、
四
三
頁
。

㉒
白
隠
禅
師
『
八
重
葎
』『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
七
冊
、
芳
澤
勝
弘
訳
注
、
禅
文
化
研
究
所
、
一
九
九
九
年
、
一
五
三
頁
。

㉓
白
隠
禅
師
『
壁
生
草
』『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
三
冊
、
芳
澤
勝
弘
訳
注
、
禅
文
化
研
究
所
、
一
九
九
九
年
、
一
七
二
頁

～
一
七
三
頁
。

㉔
白
隠
禅
師
『
隻
手
音
声
』『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
一
二
冊
、
芳
澤
勝
弘
訳
注
、
禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
一
年
、
三
七
頁
～
三
八
頁
。

㉕
西
村
則
昭
「
ラ
カ
ン
と
禅
仏
教 

絶
対
無
と
し
て
の
現
実
界
の
言
語
化
」『
仁
愛
大
学
研
究
紀
要
』
人
間
学
部
篇
、
一
四
号
、
二
〇
一
五
年
、

一
頁
～
一
四
頁
。

㉖
西
田
幾
多
郎
「
無
の
自
覚
的
限
定
」
一
九
三
二
年
（『
西
田
幾
多
郎
全
集
』
六
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
、
一
一
七
頁
）
；
秋
月
龍
珉
『
絶
対

無
―
鈴
木
禅
学
と
西
田
哲
学
』
青
土
社
、
一
九
九
六
年
、
一
頁
～
一
四
頁
；
呉
汝
鈞
『
絶
対
無
的
哲
学 

京
都
学
派
哲
学
論
』
台
湾
商
務

印
書
簡
、
一
九
九
八
年
。
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㉗
鈴
木
大
拙
「
般
若
経
の
哲
学
と
宗
教
」
一
九
五
〇
年
（『
鈴
木
大
拙
全
集
』
五
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
八
、
一
六
頁
）。

㉘
白
隠
禅
師
『
遠
羅
天
釜
』『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
九
冊
、芳
澤
勝
弘
訳
注
、禅
文
化
研
究
所
、二
〇
〇
一
年
、四
二
八
頁
～
四
二
九
頁
。

㉙
白
隠
禅
師
『
八
重
葎
』『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
七
冊
、
芳
澤
勝
弘
訳
注
、
禅
文
化
研
究
所
、
一
九
九
九
年
、
一
六
九
頁
～
一
七
〇
頁
。

㉚
鎌
倉
時
代
と
室
町
時
代
を
経
て
、
日
本
の
臨
済
宗
各
宗
派
は
、「
応
灯
関
」
と
い
う
主
流
に
帰
し
た
。「
応
灯
関
」
は
大
応
国
師
の
南
浦

紹
明
、
大
応
国
師
の
宗
峰
妙
超
（
一
二
八
二
～
一
三
三
八
）、
無
相
大
師
の
関
山
慧
玄
（
一
二
七
七
～
一
三
六
一
）
を
指
し
て
い
る
。

㉛
白
隠
禅
師
が
正
受
老
人
か
ら
印
可
を
も
ら
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
書
面
的
な
記
録
が
な
い
た
め
、
疑
問
視
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
鎌
田

茂
雄
『
白
隠
』『
日
本
の
禅
語
録
』
第
一
九
巻
、
講
談
社
、
一
九
八
一
年
、
一
九
頁
。

㉜
鎌
田
茂
雄
『
白
隠
』『
日
本
の
禅
語
録
』
第
一
九
巻
、
講
談
社
、
一
九
八
一
年
、
五
七
頁
。

㉝
白
隠
禅
師
『
夜
船
閑
話
』『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
四
冊
、
芳
澤
勝
弘
訳
注
、
禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
〇
年
、
九
九
頁
～
一
〇
〇
頁
。

㉞
半
田
栄
一
「
白
隠
の
禅
思
想
と
「
軟
酥
の
法
」」『
比
較
思
想
研
究
』
三
八
号
、
二
〇
一
二
年
、
四
八
頁
～
五
六
頁
。

㉟
白
幽
子
、
姓
は
石
川
、
名
は
慈
俊
、
号
は
松
風
窟
。
正
保
二
（
一
六
四
五
）
年
に
武
蔵
国
に
生
ま
れ
、
寛
文
（
一
六
六
一
）
元
年
に
京
都
の

北
白
川
の
山
に
入
り
隠
居
を
始
め
た
。
宝
永
六（
一
七
〇
九
）年
に
没
し
た
。
伊
藤
和
男「
白
幽
子
史
実
の
新
探
求
」『
禅
学
研
究
』三
五
号
、

禅
学
研
究
会
、一
九
四
一
年
、五
七
頁
～
八
一
頁
；
同
『
白
幽
子　

史
実
の
新
探
求
』
山
口
書
店
、一
九
六
〇
年
；
白
隠
禅
師
『
夜
船
閑
話
』

『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
四
冊
、
芳
澤
勝
弘
訳
注
、
禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
〇
二
頁
。

㊱
笠
井
哲
「
白
隠
禅
の
思
想
的
背
景
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
四
一
巻
二
号
、
一
九
九
二
年
、
二
七
八
頁
。

㊲
白
隠
禅
師
『
夜
船
閑
話
』『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
四
冊
、
芳
澤
勝
弘
訳
注
、
禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
〇
六
頁
。

㊳
方
立
天
『
中
国
仏
教
哲
学
要
義
』
中
国
人
民
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
、
二
九
頁
。

㊴
牟
鍾
鑑
『
儒
道
仏
三
教
関
係
簡
明
通
史
』
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
、
二
一
三
頁
。

㊵
野
村
英
登
「
白
隠
の
修
行
法
と
道
教
の
錬
金
術
―
― 

内
観
・
軟
酥
の
法
と
内
丹
」『
花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
論
叢
』
一
号
、
花
園
大
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学
国
際
禅
学
研
究
所
、
二
〇
〇
六
年
、
二
四
九
頁
。

㊶
白
隠
禅
師
『
夜
船
閑
話
』『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
四
冊
、
芳
澤
勝
弘
訳
注
、
禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
〇
八
頁
。

㊷
故
宮
博
物
院
編
『
羅
浮
山
志
会
編 

虎
丘
山
志 

虎
邱
綴
英
志
略
』
海
南
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
、
八
五
頁
。

㊸
麻
天
祥
『
中
国
禅
宗
思
想
発
展
史
』
湖
南
教
育
出
版
社
、
一
九
九
七
年
、
一
頁
。

㊹
五
家
七
宗
：
臨
済
宗
、
潙
仰
宗
、
雲
門
宗
、
曹
洞
宗
、
法
眼
宗
を
禅
宗
五
家
と
呼
ぶ
。
ま
た
臨
済
宗
か
ら
分
れ
た
黄
龍
派
と
楊
岐
派
を

合
わ
せ
て
七
宗
と
呼
称
す
る
。

㊺
白
隠
禅
師
『
夜
船
閑
話
』『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
四
冊
、
芳
澤
勝
弘
訳
注
、
禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
一
〇
頁
。

㊻
山
田
慶
児
「『
黄
帝
内
経
』
の
成
立
」『
思
想
』
六
六
二
、岩
波
書
店
一
九
七
九
年
、九
四
頁
；
同
「
黄
帝
内
経
―
―
中
国
医
学
の
形
成
過
程
」

『
日
本
東
洋
医
学
雑
誌
』
一
般
社
団
法
人 

日
本
東
洋
医
学
会
四
二
巻
二
号
、
一
九
九
一
年
、
二
一
七
頁
。

㊼
中
国
中
医
科
学
院
医
史
博
物
館
に
清
初
期
の
清
宮
如
意
館
道
門
絵
師
の
「
内
経
図
」
が
所
蔵
さ
れ
る
。
こ
れ
は
現
在
研
究
に
お
い
て
常
に

使
わ
れ
る
版
本
で
あ
る
。

㊽
た
と
え
ば
『
黄
帝
内
経
・
霊
枢
』
に
よ
る
と
、
肺
臓
は
陽
の
中
の
少
陰
、
心
臓
は
陽
の
中
の
太
陽
、
肝
臓
は
陰
の
中
の
少
陽
、
腎
臓
は
陰

の
中
の
太
陰
で
あ
る
。

㊾
白
隠
禅
師
『
夜
船
閑
話
』『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
四
冊
、
芳
澤
勝
弘
訳
注
、
禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
二
三
頁
。

㊿
藤
本
晃H

ow
 to Enter the First Jhāna

（
色
界
第
一
禅
定
の
入
り
方
）『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
五
四
（
三
）、
二
〇
〇
六
年
、
一
一
七
一
頁

～
一
一
七
五
頁
。

�
潘
啓
明
『「
周
易
参
同
契
」
通
析
』
上
海
翻
訳
出
版
公
司
、
一
九
九
〇
年
、
六
九
頁
。

�
白
隠
禅
師
『
夜
船
閑
話
』『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
四
冊
、芳
澤
勝
弘
訳
注
、禅
文
化
研
究
所
、二
〇
〇
〇
年
、一
四
一
頁
～
一
四
三
頁
。

�
乳
を
煮
詰
め
て
つ
く
っ
た
も
の
で
、
酥
、
蘇
な
ど
の
種
類
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
り
方
と
形
態
が
異
な
る
。
こ
こ
で
は
柔
ら
か
な
油
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質
の
個
体
、す
な
わ
ち
バ
タ
ー
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
平
田
昌
弘
「
古
代
の
日
本
を
た
ど
る
―
―
酥
と
蘓
と
は
？
」『
デ
ー
リ
ィ

マ
ン
』
六
四
巻
九
号
、
北
海
道
協
同
組
合
通
信
社
、
二
〇
一
四
年
、
六
四
頁
～
六
六
頁
。

�
野
村
英
登
「
白
隠
の
修
養
法
と
道
教
の
錬
金
術
―
―
内
観
・
軟
酥
の
法
と
内
丹
」『
花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
論
叢
』
花
園
大
学
国
際

禅
学
研
究
所
、
二
〇
〇
六
年
、
二
五
五
頁
～
二
六
〇
頁
。

�
白
隠
禅
師
『
夜
船
閑
話
』『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
四
冊
、
芳
澤
勝
弘
訳
注
、
禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
〇
年
、
八
五
～
八
六
頁
。

�
白
隠
禅
師
『
壁
生
草
』『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
三
冊
、
芳
澤
勝
弘
訳
注
、
禅
文
化
研
究
所
、
一
九
九
九
年
、
三
〇
一
頁
。

�
白
隠
禅
師
『
遠
羅
天
釜
』『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
九
冊
、
芳
澤
勝
弘
訳
注
、
禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
一
年
、
二
四
八
～
二
五
〇
頁
。

付
記
：
本
研
究
は
江
西
理
工
大
学
高
層
次
人
材
科
研
啓
動
項
目
「
中
日
三
教
思
想
比
較
研
究
」（205200100562

）
と
江
西
理

工
大
学
外
国
語
学
院
博
士
科
研
科
研
啓
動
項
目
（W

Y
2022

‒BSQ
D

JJ8

）
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
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「
景
観
」
と
「
道
統
」
黄
檗
僧
の
作
庭
及
び
そ
こ
に
反
映
さ
れ
る
思
想
変
遷
＊

賈　

光
佐
（
李
詩
晴
・
辛
放
・
崔
雪
萍
訳
）

は
じ
め
に

黄
檗
宗
は
、
明
末
臨
済
宗
の
隠
元
隆
琦
（
一
五
九
六
～
一
六
七
三
）
が
、
日
本
の
招
請
に
応
じ
て
渡
日
し
て
開
創
し
た
禅
宗

の
宗
派
で
あ
る
⑴
。
隠
元
と
そ
の
弟
子
ら
は
中
国
明
清
期
の
文
化
を
日
本
に
も
た
ら
し
、
そ
れ
は
黄
檗
文
化
と
し
て
、
日
本

の
近
世
文
化
の
形
成
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。「
こ
の
新
鮮
で
衝
撃
的
と
も
い
え
る
黄
檗
禅
・
黄
檗
文
化
は
、
教
団
と
し

て
の
法
儀
は
も
ち
ろ
ん
、
思
想
、
文
学
、
言
語
、
絵
画
、
書
、
篆
刻
、
建
築
、
彫
刻
、
印
刷
、
音
楽
、
医
学
、
製
薬
、
煎

茶
、
料
理
な
ど
の
各
分
野
に
新
し
い
中
国
文
化
と
し
て
迎
え
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
今
日
、
そ
の
影
響
は
優
れ
た
文
化
遺

産
と
し
て
、
ま
た
文
化
的
伝
統
と
し
て
種
々
の
分
野
に
遺
さ
れ
て
お
り
、
我
が
国
近
世
の
文
化
を
語
る
と
き
、
黄
檗
禅
や
黄

檗
文
化
を
抜
き
に
し
て
論
ず
る
こ
と
は
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
」
と
さ
れ
て
い
る
⑵
。
こ
の
引
用
文
で
は
、
黄
檗
文
化
に
お

け
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
が
並
べ
ら
れ
て
お
り
、
庭
園
の
関
連
分
野
で
あ
る
建
築
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
黄
檗
僧
の
庭
園
活

動
及
び
そ
の
思
想
背
景
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
研
究
さ
れ
て
い
な
い
と
い
え
よ
う
⑶
。
日
本
側
の
研
究
と
し
て
、
作
庭
家
の

斎
藤
忠
一
が
「
黄
檗
宗
大
本
山
萬
福
寺
修
理
現
場
見
学
研
修
会
」（
二
〇
二
〇
）
で
の
講
演
を
整
理
し
た
報
告
書
、「
黄
檗
山

萬
福
寺
東
方
丈
庭
園
―
隠
元
禅
師
が
作
っ
た
富
士
山
の
庭
」
が
重
要
で
あ
る
。
齋
藤
は
、
東
庭
の
設
計
か
ら
変
化
ま
で
考
察

し
、
そ
の
日
本
の
地
理
や
気
候
に
関
す
る
知
識
、
自
身
の
作
庭
の
経
験
な
ど
に
基
づ
い
て
、
隠
元
が
初
め
て
富
士
山
を
見
た

時
期
、
場
所
及
び
富
士
山
築
山
の
製
作
方
法
な
ど
を
推
論
し
た
こ
と
が
と
り
わ
け
示
唆
と
な
っ
た
。
齋
藤
は
、
木
菴
性
瑫
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（
一
六
一
一
～
一
六
八
四
）
が
住
職
に
な
っ
た
直
後
、
そ
の
祖
師
、
隠
元
の
設
計
を
変
更
し
た
こ
と
に
も
触
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
の
思
想
的
背
景
に
つ
い
て
は
検
討
し
な
か
っ
た
⑷
。
本
稿
で
は
、
東
方
丈
庭
園
に
関
わ
る
隠
元
や
木
菴
な
ど
の
資
料
に
つ
い

て
分
析
し
、
萬
福
寺
で
の
現
地
調
査
に
も
基
づ
い
て
、
黄
檗
僧
の
庭
園
の
営
造
と
そ
の
思
想
の
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
。

一 

萬
福
寺
と
東
方
丈
庭
園

隠
元
が
建
立
し
た
萬
福
寺
及
び
本
稿
の
研
究
対
象
で
あ
る
東
方
丈
庭
園
（
以
下
、
東
庭
）
は
、
日
本
の
建
築
・
庭
園
に
多

大
な
影
響
を
与
え
た
。
萬
福
寺
の
建
築
上
の
特
徴
は
、
明
代
様
式
の
直
輸
入
⑸
と
日
中
融
合
と
い
う
二
点
に
ま
と
め
ら
れ

る
⑹
。「
山
門
を
、
出
れ
ば
日
本
ぞ
、
茶
摘
み
う
た
」
と
い
う
萬
福
寺
を
詠
ん
だ
菊
舍
尼
の
有
名
な
俳
句
や
「
山
門
を
入
る

と
中
国
、
黄
檗
山
を
見
よ
」
と
い
う
中
村
直
勝
が
そ
れ
を
模
倣
し
て
詠
ん
だ
俳
句
⑺
か
ら
も
見
て
取
れ
る
よ
う
に
、
萬
福
寺

の
第
一
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
顕
著
な
中
国
様
式
で
あ
る
。
隠
元
は
、
日
本
で
は
す
で
に
衰
退
し
て
い
た

禅
宗
を
復
興
さ
せ
た
こ
と
で
、「
三
百
年
来
已
滅
之
宗
灯
重
揭
起
」
と
称
揚
さ
れ
て
い
る
⑻
が
、
日
本
建
築
史
に
お
け
る
彼

の
位
置
づ
け
も
同
様
だ
と
い
え
よ
う
。
中
村
が
強
調
し
て
い
る
通
り
、
江
戸
初
期
に
隠
元
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
建
築
様
式

は
、
衰
退
し
た
日
本
禅
宗
の
建
築
に
新
た
な
生
命
力
を
注
い
だ
⑼
。
二
点
目
の
特
徴
に
つ
い
て
、
中
国
僧
侶
が
工
事
を
監
督

し
た
上
で
日
本
人
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
も
の
だ
⑽
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
萬
福
寺
の
デ
ザ
イ
ン
は
日
本
人
の
参
詣
者
も
顧

慮
し
て
い
た
と
い
う
指
摘
も
あ
る
⑾
。
こ
の
よ
う
に
、
明
代
の
様
式
と
、
当
時
日
本
で
流
行
し
て
い
た
技
法
が
融
合
し
た
か

ら
こ
そ
、
萬
福
寺
は
「
国
宝
建
造
物
」
⑿
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
萬
福
寺
は
建
築
と
し
て
、
様
式
と
思
想
と
い
う
二
つ
の
側

面
に
意
義
が
あ
る
。
萬
福
寺
が
様
式
の
側
面
に
お
い
て
有
す
る
価
値
に
つ
い
て
、「
江
戸
時
代
に
は
、
山
口
県
荻
市
の
東
光

寺
、
鳥
取
県
の
興
禅
寺
、
仙
台
の
大
乗
寺
な
ど
、
黄
檗
様
式
の
伽
藍
が
残
っ
て
い
た
が
、
明
治
維
新
後
は
す
べ
て
衰
退
し
た

…
…
伽
藍
の
創
成
期
か
ら
の
完
全
な
構
成
を
示
す
萬
福
寺
だ
け
が
、
貴
重
な
建
築
遺
産
と
な
っ
た
の
で
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
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て
い
る
⒀
。
一
方
で
、
小
川
後
楽
が
、
隠
元
に
帰
依
し
た
後
水
尾
天
皇
が
設
計
し
た
修
学
院
御
殿
は
、
隠
元
の
空
間
や
景
観

に
対
す
る
考
え
方
を
取
り
入
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
隠
元
の
建
築
思
想
も
後
世
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た

と
い
え
よ
う
⒁
。
萬
福
寺
は
明
末
清
初
の
中
国
禅
寺
の
様
式
の
直
輸
入
と
し
て
、
日
本
の
曹
洞
宗
や
臨
済
宗
に
は
な
い
特
徴

が
あ
る
⒂
。
し
か
し
、
そ
の
建
築
自
体
が
、
中
国
と
日
本
と
の
建
築
様
式
の
融
合
と
考
え
ら
れ
る
。
萬
福
寺
の
建
築
の
特
徴

と
し
て
「
形
は
明
代
の
様
式
を
模
倣
し
、
細
部
は
明
代
の
様
式
を
わ
ず
か
に
加
え
た
日
本
式
で
あ
る
」
と
い
う
指
摘
も
あ

る
⒃
。
こ
こ
で
い
う
日
本
式
の
部
分
に
関
連
し
て
、
明
代
後
期
の
様
式
の
直
接
輸
入
と
さ
れ
る
長
崎
の
崇
福
寺
の
建
築
様
式

と
は
異
な
り
、
萬
福
寺
は
中
国
の
僧
侶
の
監
督
下
で
日
本
の
労
働
者
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
建
築
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
⒄
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
萬
福
寺
の
デ
ザ
イ
ン
は
日
本
人
の
参
拝
者
へ
の
配
慮
に
よ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
⒅
。
と
り
わ
け
、

東
方
丈
と
西
方
丈
は
住
職
が
生
活
し
法
要
を
行
う
場
所
で
あ
り
、
多
く
の
日
本
人
が
訪
れ
る
と
想
定
さ
れ
た
た
め
、
日
本
の

建
築
様
式
が
採
用
さ
れ
た
⒆
。

東
方
丈
・
西
方
丈
の
名
称
は
中
国
の
創
作
理
論
と
日
本
の
実
際
の
地
形
と
の
調
和
を
反
映
し
て
い
る
。
東
・
西
方
丈
は
、

実
際
に
は
法
堂
の
南
と
北
に
位
置
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
北
に
あ
る
西
方
丈
は
「
萬
福
寺
の
不
思
議
の
第
七
」
と
さ
え

さ
れ
て
い
る
⒇
。
一
般
的
に
は
、
禅
宗
の
伽
藍
は
南
に
面
し
て
配
置
さ
れ
る
が
、
萬
福
寺
の
伽
藍
は
地
形
の
関
係
上
西
に
面
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
方
丈
は
法
堂
の
北
と
南
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
ま
ま
東
・
西
方
丈
㉑
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

ま
た
、「
東
方
丈
」
は
住
職
が
生
活
し
、
仏
教
の
実
践
を
促
進
す
る
場
所
で
あ
る
と
同
時
に
、
訪
問
す
る
日
本
人
に
会
う
場
所

で
も
あ
っ
た
㉒
。
そ
の
た
め
、
萬
福
寺
の
他
の
殿
堂
が
す
べ
て
「
土
間
式
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
方
丈
に
は
「
畳
敷
」
と
い
う

構
造
が
採
用
さ
れ
た
㉓
。
さ
ら
に
そ
の
「
書
院
造
」
の
形
も
他
の
建
物
で
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
㉔
。
東
方
丈
は
第
一
期

で
完
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
㉔
。
こ
れ
ら
を
通
し
て
、
日
本
人
の
参
拝
者
の
た
め
の
工
夫
が
は
っ
き
り
表
さ
れ
て
い
る
（
図

1
・
２
）。
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中
和
園
、
有
声
軒
庭
園
、

松
隠
堂
園
及
び
放
生
池
水
廊

廊
園
と
い
っ
た
萬
福
寺
の
庭

園
の
中
で
、
最
も
重
要
な
の

は
富
士
山
を
模
し
た
築
山
と

池
庭
を
有
す
る
東
方
丈
の
南

庭
（
本
論
で
は
以
下
、「
東
方

丈
庭
園
」
と
称
す
）
と
さ
れ
て

い
る
㉕
。
萬
福
寺
の
東
方
丈

に
お
け
る
、
隠
元
の
設
計
に

よ
る
富
士
山
の
庭
園
は
日
本

庭
園
の
発
展
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
。
富
士
山
を
模
し

た
仮
山
が
構
築
さ
れ
る
庭
園

に
つ
い
て
、
飛
田
範
夫
は
参

勤
交
代
制
の
下
で
御
所
領
と

江
戸
の
間
を
往
来
し
た
大
名

が
造
っ
た
「
大
名
庭
園
」
が

典
型
的
で
あ
る
と
指
摘
し
て

図 1　『黄檗山境内図』　萬福寺蔵　101㎝× 99.5㎝
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い
る
㉖
。
宮
崎
典
子
に
よ
る
と
、
熊
本
の
水
前
寺
成
曲
園

な
ど
、
参
勤
交
代
の
途
中
で
見
た
富
士
山
を
表
現
し
た
富

士
築
山
で
有
名
に
な
っ
た
庭
園
の
先
駆
は
、
ま
さ
に
隠
元

と
そ
の
東
方
丈
庭
園
で
あ
る
㉗
。
日
本
の
庭
園
作
り
の
専

門
家
で
あ
る
齊
藤
忠
一
は
、
後
水
尾
天
皇
お
よ
び
数
多
く

の
大
名
が
隠
元
に
帰
依
し
た
こ
と
か
ら
、
今
で
も
依
然
と

し
て
各
地
の
大
名
庭
園
に
保
存
さ
れ
て
い
る
富
士
山
の
形

を
し
た
築
山
は
、
隠
元
禅
師
の
「
富
士
の
庭
」
の
影
響
を

受
け
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
㉘
。

隠
元
及
び
そ
の
弟
子
は
日
本
の
招
請
を
受
け
、
一
六

五
四
年
に
日
本
に
到
着
し
、
長
崎
の
興
福
寺
に
滞
在
し

た
。
翌
年
、
招
待
を
受
け
て
摂
津
普
門
寺
に
入
っ
た
。
そ

の
後
、
隠
元
は
一
六
五
八
年
九
月
六
日
に
江
戸
に
向
け
て

出
立
し
、
同
月
十
八
日
に
江
戸
幕
府
の
四
代
将
軍
の
徳
川

家
綱
に
謁
見
し
て
十
一
月
に
戻
っ
た
。
こ
れ
を
通
じ
て
徳

川
幕
府
と
信
頼
関
係
を
築
き
、
つ
い
に
一
六
六
〇
年
に
幕

府
か
ら
田
地
が
与
え
ら
れ
、
大
和
田
で
萬
福
寺
を
開
山
し

た
㉙
。
萬
福
寺
の
建
造
は
お
お
よ
そ
二
つ
の
段
階
に
分
け

ら
れ
る
。
即
ち
一
六
六
一
年
か
ら
一
六
六
三
年
ま
で
の
隠

図 2　「東方丈庭園」　420 頁図拡大
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元
が
主
宰
し
た
第
一
期
と
、
一
六
六
八
年
か
ら
一
六
七
九
年
ま
で
の
弟
子
・
木
菴
性
瑫
が
主
宰
し
た
第
二
期
㉚
で
あ
る
。
東

方
丈
は
第
一
期
に
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
隠
元
が
庭
園
を
構
想
し
た
第
一
期
に
は
、
廬
山
の
五

老
峰
を
構
築
す
る
と
い
う
侍
僧
の
提
案
を
断
り
、
江
戸
へ
の
道
中
で
見
た
富
士
山
の
形
を
模
し
て
築
山
を
作
っ
た
が
、
第
二

期
に
木
菴
が
富
士
築
山
の
周
辺
に
廬
山
の
五
老
峰
山
を
設
置
し
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
以
下
、
東
方
丈
庭
園
の
草
創
お
よ
び

改
築
の
経
緯
を
考
察
し
、
ま
た
異
な
る
時
代
状
況
・
政
治
背
景
及
び
そ
れ
ら
と
と
も
に
変
化
し
て
い
る
道
へ
の
理
解
を
考
え

合
わ
せ
て
、
東
方
丈
庭
園
の
景
観
の
富
士
山
か
ら
廬
山
へ
の
変
遷
か
ら
、
黄
檗
僧
の
庭
園
造
形
で
伝
え
た
景
観
と
道
統
に
対

す
る
認
識
の
変
化
を
明
ら
か
に
す
る
。

二　

初
期
黄
檗
僧
と
そ
の
富
士
山
認
識

聖
山
や
霊
山
と
呼
ば
れ
る
富
士
山
が
日
本
の
重
要
な
文
化
的
象
徴
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ

ほ
ど
高
い
文
化
的
地
位
を
有
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
決
し
て
短
期
間
の
こ
と
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
地
位
の
確
立
に
お
い

て
は
江
戸
時
代
が
最
も
重
要
な
時
期
で
あ
る
。

例
え
ば
、
樊
麗
麗
は
、
そ
の
要
因
と
し
て
富
士
講
経
会
お
よ
び
松
尾
芭
蕉
等
の
文
学
作
品
に
お
け
る
富
士
山
の
描
写
を

分
析
し
た
㉛
。
王
敏
釗
は
富
士
山
の
「
文
化
の
符
号
化
と
符
号
の
平
民
化
」
が
実
現
さ
れ
た
過
程
に
つ
い
て
、
江
戸
期
に
お

け
る
「
参
覲
交
代
」
と
い
う
制
度
が
決
定
的
な
意
義
を
も
つ
と
指
摘
し
て
い
る
。
各
地
の
大
名
及
び
家
臣
は
東
海
道
を
通

り
、
富
士
山
を
経
由
し
て
江
戸
へ
往
復
し
た
の
で
、
山
の
姿
を
見
た
者
は
多
数
に
わ
た
っ
た
。
そ
の
た
め
、
富
士
山
を
日
本

の
名
山
と
す
る
共
通
認
識
は
、
彼
ら
の
眼
に
よ
っ
て
拡
大
さ
れ
た
㉜
と
述
べ
て
い
る
。

近
年
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
富
士
山
に
対
し
て
外
国
人
が
持
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
注
目
さ
れ
始
め
て
い
る
。
例
え
ば
、
向

卿
は
朝
鮮
通
信
使
と
西
洋
人
を
対
象
と
し
て
研
究
を
進
め
、「
富
士
山
が
日
本
で
「
疑
う
余
地
の
な
い
」
国
の
文
化
的
象
徴
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と
な
っ
た
理
由
は
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
外
国
人
の
富
士
山
へ
の
称
賛
が
、
勢
い
を
か
な
り
助
長
し
た
こ
と
」
㉝
で
あ
る
と

述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
向
卿
は
江
戸
時
代
に
渡
日
し
た
中
国
人
に
よ
る
富
士
山
の
印
象
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
意
義
と

影
響
に
触
れ
て
い
な
い
。
宮
崎
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
富
士
山
に
注
目
す
る
風
潮
は
地
方
大
名
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
。

こ
れ
は
日
本
に
初
め
て
来
て
、
名
山
を
見
て
感
銘
を
受
け
た
黄
檗
僧
た
ち
に
も
通
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

廖
肇
亨
は
、
木
菴
性
瑫
と
独
立
性
易
（
一
五
九
二
～
一
六
七
三
）
を
例
と
し
て
、
初
期
黄
檗
僧
の
富
士
山
に
対
す
る
認
識
に

つ
い
て
の
先
駆
的
な
研
究
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
廖
の
研
究
に
は
、
看
過
で
き
な
い
二
つ
の
先
入
観
が
存
在
す
る
。
黄
檗
僧

ら
の
主
な
人
格
的
特
徴
を
遺
民
的
性
格
で
あ
る
と
し
た
こ
と
と
、
彼
ら
は
富
士
山
に
対
し
て
無
知
で
あ
っ
た
と
し
た
こ
と
で

あ
る
㉞
。
こ
の
先
入
観
は
、
廖
に
よ
る
黄
檗
僧
の
詩
の
読
解
に
お
い
て
確
認
で
き
る
。

独
立
は
南
源
性
派
（
一
六
三
一
～
一
六
九
二
、
先
の
法
諱
良
衍
）
㉟
の
才
能
と
人
柄
を
高
く
評
価
し
た
㊱
。
彼
の
富
士
山
に
関
す

る
詩
は
主
に
唱
和
作
品
で
あ
り
、
後
に
『
一
峰
双
咏
』
に
編
入
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
南
源
の
詩
は
十
首
あ
る
が
、

廖
氏
は
「
独
立
性
易
に
よ
る
と
、
南
源
の
『
咏
富
士
峰
』
は
本
来
十
三
の
詩
か
ら
な
る
」
㊲
と
指
摘
し
た
。
彼
が
こ
の
よ
う

に
誤
っ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
独
立
性
易
の
跋
文
「
次
良
衍
『
咏
富
士
峰
』
十
三
律
之
九
」
㊳
を
「
良
衍
の
『
咏
富
士
峰
』
に

お
け
る
十
三
律
之
九
に
次
ぐ
」
と
読
ん
だ
た
め
で
あ
ろ
う
。
南
源
に
は
『
題
富
士
山
六
首
有
引
』
と
『
富
士
山
有
引
』
と
い

う
二
つ
の
組
詩
が
あ
る
が
、『
咏
富
士
峰
』
と
い
う
組
詩
は
な
い
㊴
。
独
立
の
こ
の
跋
文
を
正
確
に
読
み
取
る
と
、『
咏
富
士

峰
』
は
南
源
の
組
詩
を
も
と
に
独
立
が
唱
和
し
た
十
三
首
か
ら
な
る
組
詩
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
う
ち
の
九
首
の
詩
が

収
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

南
源
性
派
が
書
い
た
富
士
山
を
題
材
と
し
た
詩
の
う
ち
、
例
え
ば
「
当
年
客
有
逃
秦
者
、
採
薬
于
中
竟
不
還
（
当
時
、
秦

を
逃
れ
た
者
が
い
て
、
そ
の
中
で
薬
取
り
し
た
が
、
よ
く
戻
っ
て
こ
な
か
っ
た
）」
と
い
う
句
に
つ
い
て
、
廖
は
「
こ
れ
は
仙
山
と
い

う
伝
統
的
な
文
化
意
象
を
用
い
て
海
外
の
も
の
を
描
い
て
い
る
に
違
い
な
い
」
と
し
、「
扶
桑
に
東
渡
す
る
と
い
う
こ
と
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は
彼
の
政
治
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
強
い
関
連
が
あ
る
」
㊵
と
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
、『
題
富
士
山
六
首
』
を
書
い

た
き
っ
か
け
に
つ
い
て
、
南
源
は
「
あ
る
人
が
『
扶
桑
十
話
』
を
持
っ
て
来
て
私
に
見
せ
た
…
…
そ
の
人
は
、「
昔
か
ら
伝

わ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
徐
子
は
秦
の
戦
乱
を
避
け
る
た
め
、
東
遊
し
薬
取
り
す
る
こ
と
を
名
目
と
し
、
遂
に
こ
こ
に
隠
居

し
た
。
現
在
、
山
下
の
民
衆
は
皆
、
彼
の
末
裔
で
あ
る
た
め
、
あ
な
た
は
今
こ
こ
に
来
た
の
で
、
こ
れ
を
記
録
す
る
一
言
も
な
い

で
良
い
か
」
と
説
い
た
。
私
は
「
は
い
」
と
答
え
た
。
そ
れ
で
六
咏
を
成
し
て
、
こ
れ
を
以
て
心
の
遊
覧
と
し
た
神
游
し
た

（
有
客
持
『
扶
桑
十
話
』
見
示
…
客
曰
：
「
伝
之
昔
年
、
徐
子
避
秦
之
乱
、
託
言
東
遊
採
薬
、
遂
隠
于
此
。
今
山
下
黎
庶
皆
其
苗
裔
、
而
子
既

臨
此
方
、
可
無
一
言
以
紀
之
乎
？
」
余
曰
「
唯
」。
爰
成
六
詠
以
作
神
遊
）」
㊶
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
南
源
は
確
か
に
自
ら
富
士
山
を
ま

だ
見
て
お
ら
ず
、「
逃
秦
」
な
ど
の
記
述
は
、
詩
を
書
か
せ
た
人
が
提
供
し
た
情
報
に
基
づ
い
た
表
現
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
れ
を
彼
の
政
治
的
立
場
を
表
現
し
て
い
る
と
考
え
る
の
は
、
誤
り
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

廖
氏
は
南
源
と
同
じ
よ
う
に
、
木
菴
の
富
士
山
の
詩
に
つ
い
て
も
、「
反
清
復
明
の
政
治
態
度
と
、
黄
檗
宗
が
日
本
に
立

つ
と
い
う
二
重
の
寓
意
を
帯
び
て
い
る
」
㊷
と
理
解
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
木
菴
が
詠
ん
だ
富
士
山
の
詩
二
首
を
例
に
廖
氏

の
議
論
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
第
一
の
詩
は
「
次
徹
禅
人
看
蔵
韻
示
之
：
富
士
山
」
で
あ
る
。

通
身
雪
玉
削
昆
侖
、
格
外
文
明
独
個
尊
。
四
海
人
窺
風
下
立
、
那
知
頂
上
有
乾
坤
。
㊸

富
士
山
は
全
体
が
真
っ
白
な
玉
の
よ
う
だ
が
、
崑
崙
は
そ
れ
に
比
べ
て
削
が
れ
て
い
る
。

常
態
を
超
え
た
文
明
が
尊
重
さ
れ
、
世
界
中
の
人
々
が
そ
の
風
の
下
に
立
っ
て
お
り
、
山
の
頂
の
上
に
は
、
乾
坤
が

あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
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廖
氏
は
「『
轍
禅
人
』
と
は
ど
の
人
物
を
指
し
て
い
る
か
が
特
定
で
き
な
い
」
と
し
た
上
で
、「
こ
の
よ
う
な
他
人
の
詩

と
唱
和
し
た
詩
は
、
応
酬
の
要
素
が
比
較
的
多
い
」
㊹
と
指
摘
し
た
。
こ
の
詩
の
題
の
中
に
「
示
」
と
い
う
字
が
あ
る
の

は
、
こ
れ
が
次
韻
で
は
あ
る
が
、
単
な
る
応
酬
の
作
で
は
な
く
、
意
見
を
示
し
て
い
る
詩
で
あ
る
。
廖
氏
は
、
第
二
句
を

「
中
華
文
明
の
外
に
自
分
の
特
色
の
あ
る
文
明
を
形
成
す
る
こ
と
を
述
べ
て
、
そ
の
土
地
と
人
民
に
敬
意
を
払
っ
て
い
る
」

と
読
ん
で
お
り
、
そ
し
て
詩
の
全
体
を
通
し
て
、
木
菴
は
実
際
に
富
士
山
を
見
た
こ
と
は
な
い
が
、
伝
え
聞
い
て
い
た
富
士

山
の
美
し
さ
を
想
像
し
て
詠
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
日
本
に
対
す
る
好
奇
心
と
敬
意
に
溢
れ
、
非
常
に
謙
虚
な
態
度
を
と
っ
て

い
る
㊺
と
指
摘
し
て
い
る
。
筆
者
は
こ
う
し
た
指
摘
に
賛
同
で
き
な
い
。
確
か
に
「
格
別
文
明
」
は
日
本
を
指
す
表
現
で
は

あ
る
が
、
そ
の
意
味
は
日
本
と
い
う
「
異
文
化
」
が
富
士
山
だ
け
を
尊
ぶ
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
諸
国
の
人
々

は
こ
れ
を
無
上
の
境
の
よ
う
に
見
做
し
て
い
る
が
、
そ
の
上
に
広
大
な
天
地
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
ろ

う
。
続
い
て
、
廖
氏
の
「
喜
見
富
士
山
」
に
対
す
る
分
析
を
見
よ
う
。

晴
明
絶
点
一
輪
紅
、
独
露
孤
峰
海
宇
東
。
白
浪
滔
天
云
外
涌
、
銀
台
接
漢
日
中
隆
。

晴
れ
た
空
に
、
極
め
て
遠
い
点
、
一
輪
の
赤
い
日
が
あ
り
、
孤
絶
な
峰
が
国
境
の
東
に
ひ
と
つ
だ
け
現
れ
て
い
る
。

白
い
波
が
天
に
ま
で
み
な
ぎ
っ
た
よ
う
で
雲
の
外
に
湧
き
出
て
、
銀
の
色
の
台
面
が
銀
河
に
接
し
て
、
太
陽
の
中
に

突
き
出
て
い
る
。

廖
は
始
め
の
句
に
対
し
て
、「
も
し
帆
船
が
遠
く
に
行
く
と
し
た
ら
、
岸
辺
の
山
は
見
え
な
い
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、

こ
こ
で
は
実
際
の
景
色
を
描
写
し
た
の
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
意
図
が
あ
る
は
ず
で
、
そ
れ
は
遺
民
的
性
格
に
よ
る
も
の
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、『
明
の
国
祚
は
中
国
で
は
断
絶
す
る
と
は
い
え
、
幸
い
海
外
の
義
士
は
明
の
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為
に
活
動
し
て
い
て
、
そ
の
様
子
は
昇
っ
て
い
る
太
陽
の
よ
う
に
、
大
き
な
希
望
が
あ
る
』
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
指
摘

し
て
い
る
。
第
二
の
句
の
「
孤
峰
」
は
黄
檗
宗
の
象
徴
で
あ
り
、「
海
外
義
士
の
精
神
的
寄
託
と
な
る
」
㊻
。
筆
者
は
や
は

り
こ
の
見
解
に
同
意
で
き
な
い
。
晴
れ
た
日
、
帆
船
が
岸
辺
か
ら
遠
く
離
れ
、
富
士
山
が
立
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
実
景
を

踏
ま
え
た
描
写
と
捉
え
て
も
問
題
は
な
く
、
ま
た
、「
孤
峰
」
を
「
黄
檗
宗
」
と
理
解
す
る
根
拠
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。「
白

浪
滔
天
云
外
涌
」
に
対
し
て
、
廖
氏
は
「
こ
こ
は
明
を
回
復
す
る
運
動
が
勢
い
よ
く
進
行
し
て
い
る
こ
と
を
指
す
」
と
指
摘

し
て
い
る
。
そ
し
て
「
銀
台
接
漢
日
中
隆
」
を
「
最
も
理
解
し
が
た
い
」
と
評
価
し
、「
銀
台
」
が
唐
代
の
官
名
で
あ
る
と

い
っ
た
考
察
は
屈
折
し
た
も
の
に
思
わ
れ
、「
海
外
援
助
を
求
め
る
檄
文
」
と
理
解
し
て
「
日
中
隆
」
が
「
黄
檗
宗
が
現
在

の
日
本
に
お
い
て
ま
さ
に
発
展
し
つ
つ
あ
る
情
勢
で
あ
る
」
㊼
と
述
べ
て
い
る
。

筆
者
か
ら
見
れ
ば
、「
銀
台
」
は
富
士
山
頂
の
積
雪
に
対
す
る
描
写
で
あ
る
。
後
の
二
句
は
富
士
山
が
天
と
接
し
て
、
陽

光
の
中
に
隆
起
、
突
出
し
て
い
る
。
実
際
に
、
富
士
山
が
高
く
そ
び
え
た
ち
、
太
陽
が
そ
の
そ
ば
、
あ
る
い
は
下
に
あ
る
絵

画
作
品
は
多
く
存
在
す
る
㊽
。
さ
ら
に
、
木
菴
の
こ
の
詩
は
廖
氏
が
引
用
し
た
四
句
以
外
に
も
富
士
山
の
風
景
を
直
接
的
に

描
写
し
た
四
句
が
あ
り
、「
清
朝
に
反
対
し
て
明
朝
を
回
復
す
る
」
と
い
う
氏
の
主
張
す
る
よ
う
な
意
味
は
全
く
な
い
。
さ

ら
に
、
廖
氏
は
木
菴
の
東
皋
心
越
へ
の
手
紙
の
中
の
「
欲
承
当
个
事
、
今
正
是
時
、
可
速
来
一
晤
」
を
「
自
分
の
明
朝
を
回

復
す
る
意
欲
を
明
白
に
言
う
」
と
解
釈
し
た
が
㊾
、
実
際
に
は
そ
の
前
の
東
皋
心
越
へ
の
手
紙
の
中
に
あ
る
、「
も
し
す
ぐ

に
私
の
法
嗣
に
な
っ
て
く
れ
た
な
ら
、
本
当
に
幸
甚
で
頼
も
し
く
、
非
常
に
安
心
す
る
。
非
常
に
安
心
し
た
。
し
か
し
、
ま

だ
面
会
で
き
な
い
の
は
、
遺
憾
と
思
わ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
他
の
日
の
都
合
が
よ
け
れ
ば
、
短
い
杖
で
山
に
登
り
、

そ
の
こ
と
確
実
に
相
談
し
、
そ
れ
も
甚
だ
嬉
し
い
（
今
既
為
吾
法
属
、
則
真
福
有
頼
、
□
慰
□
慰
。
然
未
得
一
晤
、
不
能
无
愠
。
或
异

日
有
便
、
短
策
登
山
、
确
商
个
事
、
抑
犹
快
甚
）」
㊿
と
関
連
さ
せ
て
考
え
る
と
、
東
皋
が
法
脈
に
属
す
る
と
称
え
る
こ
と
は
、
黄

檗
宗
が
日
本
に
お
い
て
最
も
重
要
視
し
て
い
る
法
脈
継
承
の
問
題
と
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
�
。
そ
の
た
め
に
面
会
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を
催
促
し
た
の
で
あ
ろ
う
。「
明
朝
を

回
復
す
る
」
こ
と
と
考
え
る
の
に
は
、

や
は
り
無
理
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。

廖
氏
は
、
木
菴
が
東
方
丈
の
庭
で

富
士
仮
山
の
そ
ば
に
五
老
峰
を
作
ら
せ

た
こ
と
に
も
触
れ
る
が
、
木
菴
の
動
機

を
理
解
で
き
ず
、「
木
菴
禅
師
は
や
は

り
常
に
富
士
山
を
憧
憬
し
て
い
る
」
と

捉
え
て
い
る
�
。
最
初
隠
元
が
、
侍
僧

に
よ
る
廬
山
を
作
る
と
い
う
提
案
を
拒

絶
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
木
菴
の
行

動
の
意
味
は
改
め
て
考
え
直
す
べ
き
も

の
で
あ
ろ
う
。
ま
と
め
て
い
え
ば
、
日

本
に
到
着
し
た
中
国
人
は
当
初
、
実
際

に
見
て
い
な
い
な
が
ら
も
、
限
ら
れ
た

情
報
を
も
と
に
富
士
山
に
対
し
て
熱
心

に
関
心
を
寄
せ
た
の
だ
と
筆
者
は
考
え

て
い
る
。（
図
３
）

図 3　「東方丈南庭オルソ画像図」、宇治市都市整備部歴史まちづくり推進課、瓜生山
学園京都芸術大学日本庭園・歴史遺産研究センター編『宇治市名勝総合調査調査報
告書』、宇治市教育委員会、2021 年、17 頁。
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三　
「
適
美
楽
善
」
：
隠
元
の
「
富
士
の
庭
」

一
六
六
三
年
、
隠
元
は
幕
府
か
ら
土
地
を
賜
り
、
総
門
、
西
方
丈
、
法
堂
、
東
方
丈
、
禅
堂
、
風
呂
場
、
各
方
丈
に
付

属
す
る
寮
舎
（
侍
者
寮
、
行
者
寮
、
執
事
寮
、
竹
林
精
舎
）
な
ど
を
造
営
し
た
�
。
隠
元
は
一
六
六
三
年
に
東
方
丈
の
築
山
を
造

営
し
た
後
、
そ
の
顛
末
を
記
し
た
「
仮
山
記
」
を
著
し
た
。
隠
元
の
園
林
思
想
を
理
解
す
る
上
で
極
め
て
重
要
で
あ
る
た

め
、
全
文
を
引
用
し
、
内
容
を
検
討
す
る
。

①
戊
戌
季
秋
、
余
有
武
城
之
行
。
路
経
富
士
山
下
、 

望
富
士
儼
然
如
対
。
尋
欲
登
絶
頂
、
廓
達
観
、
領
覧
昔
賢
芳
躅
、
庶

不
虚
上
国
遨
遊
一
遭
。
但
従
遊
者
多
、
不
果
懐
。
今
六
載
于
兹
矣
、
猶
耿
耿
于
衷
、
未
嘗
不
願
往
而
物
色
焉
。
仍
被
老

足
所
欺
、
似
弗
能
也
。

②
今
夏
構
東
方
丈
于
函
丈
後
。
有
隙
地
数
丈
許
、
鑿
小
池
、
種
青
荷
、
傚
廬
阜
之
風
、
引
泉
為
瀑
、
如
奏
没
弦
。
上
植

佳
樹
、
山
禽
野
鳥
輙
棲
息
其
間
。
晨
昏
、
雅
音
和
唱
、
所
謂
迦
陵
頻
伽
尽
在
此
矣
。
池
中
注
水
蔵
魚
、
悠
然
有
変
化
之

状
。
于
是
或
夷
猶
于
山
麓
、
或
縦
歩
于
池
頭
、
観
流
水
、
指
繊
鱗
、
浩
浩
然
有
蘭
亭
、
濠
梁
之
楽
。 

顧
謂
侍
僧
曰
：
「「
山
不
在
高
、
水
不
在
深
」、
其
来
久
矣
、
汝
知
之
乎
？
」
曰
：
「
美
則
美
矣
、
猶
未
善
也
。
何
如
豎

蒼
石
数
拳
以
肖
匡
廬
、
則
五
老
之
峰
永
置
眉
目
之
間
」。
余
曰
：
「
然
。
則
奚
取
以
匡
廬
為
？
吾
嘗
欲
造
富
士
未
果
、

即
塁
成
富
士
、
以
適
吾
願
、
足
矣
。」
侍
僧
乃
命
工
、
不
旦
夕
而
就
、
巍
然
可
観
。

③
猗
歟
！
異
哉
！
人
力
亦
可
以
勝
天
若
是
耶
。
信
夫
、
不
思
議
事
在
人
而
不
在
天
。
能
小
能
大
、
能
方
能
円
、
能
壊
能

成
、
能
黄
能
青
、
可
縦
可
奪
、
可
遠
可
近
。
在
吾
一
念
之
頃
、
悉
足
以
寓
其
意
、
楽
在
其
中
。
唯
願
普
天
下
人
、
楽
吾

之
楽
、
其
楽
善
矣
。
適
吾
之
適
、
其
適
美
矣
。
適
美
而
楽
善
、
則
極
楽
無
過
于
此
。
所
謂
「
虚
空
可
尽
、
海
水
可
竭
、

此
楽
不
可
忘
也
」。
因
述
始
末
之
事
以
記
之
、
又
偈
五
章
、
章
七
言
四
句
。
時
癸
卯
季
夏
望
日
也
。
�
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①
一
六
五
八
年
の
秋
、
私
は
江
戸
に
旅
立
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
途
中
、
富
士
山
の
下
を
通
っ
た
。
富
士
山
を
望
ん
で
、

ま
る
で
私
と
対
面
し
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
最
高
の
山
の
頂
に
登
り
、
心
を
広
く
し
、
昔
の
賢
者
の
迹
を
会
得
す

る
こ
と
で
、
こ
の
国
に
行
っ
た
こ
と
が
無
駄
で
は
な
い
よ
う
に
し
た
か
っ
た
。
し
か
し
、
同
伴
者
が
多
く
、
自
分
の

思
い
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
現
在
か
ら
も
う
六
年
に
な
る
が
、
な
お
意
志
は
固
く
、
行
っ
て
見
物
し
た

い
と
い
う
考
え
は
絶
え
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
自
分
の
老
い
た
足
に
引
き
ず
ら
れ
、
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

②
今
年
の
夏
に
は
、
函
丈
の
後
に
東
方
丈
を
構
築
し
た
。
そ
こ
に
は
何
丈
か
の
空
き
地
が
あ
り
、
小
さ
な
池
を
掘
っ

て
、
青
蓮
を
植
え
て
、
廬
山
の
風
采
に
模
倣
し
た
。
泉
の
水
を
引
い
て
滝
に
し
、
弦
が
な
い
琴
を
演
奏
す
る
よ
う
で

あ
る
。
そ
の
上
に
美
し
い
木
を
植
え
、
山
の
野
鳥
は
い
つ
も
そ
こ
で
生
活
す
る
。
朝
か
ら
晩
ま
で
、（
そ
れ
ら
の
野
鳥

が
）
雅
音
で
唱
和
す
る
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
迦
陵
頻
伽
（
仏
教
の
伝
説
上
の
神
鳥
、
妙
音
鳥
と
も
い
う
）
も
全
部
こ
こ
に

集
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
ろ
う
。
池
に
水
を
注
ぎ
、
魚
を
入
れ
て
、
悠
々
と
変
化
す
る
姿
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
の
ん

び
り
と
山
の
麓
を
歩
い
た
り
、
池
の
ほ
と
り
を
散
歩
し
た
り
、
流
水
を
眺
め
た
り
、
小
魚
を
指
さ
し
た
り
し
、
心
が

広
く
、
蘭
亭
、
濠
梁
の
楽
し
み
が
あ
る
。
侍
僧
を
顧
み
て
、「
山
は
高
さ
に
あ
ら
ず
、
水
は
深
さ
に
あ
ら
ず
」
と
い

う
話
、
遠
い
昔
か
ら
あ
る
。
あ
な
た
は
知
っ
て
い
る
か
」
と
言
っ
た
。「
美
し
い
に
は
美
し
い
が
、
ま
だ
善
に
な
ら

な
い
。
い
く
つ
か
の
青
々
と
し
た
石
を
立
て
て
廬
山
を
ま
ね
、
そ
し
て
五
老
峰
を
永
遠
に
私
達
の
目
の
前
に
置
く
の

は
ど
う
か
」
と
答
え
た
。
私
は
「
そ
の
通
り
だ
。
し
か
し
、
な
ぜ
廬
山
を
真
似
す
る
の
か
。
富
士
山
に
行
き
た
か
っ

た
が
、
実
現
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
ま
ま
石
を
積
み
重
ね
富
士
山
と
し
、
私
の
願
望
に
合
わ
せ
る
な
ら
、
十
分
だ
」

と
言
っ
た
。
侍
僧
が
職
人
に
命
じ
、
す
ぐ
に
完
成
し
、
高
く
雄
大
で
観
賞
に
値
す
る
。

③
あ
あ
！　

な
ん
と
不
思
議
な
ん
だ
ろ
う
。
人
工
が
そ
れ
ほ
ど
天
工
に
勝
る
こ
と
で
き
る
か
。
不
思
議
な
こ
と
は
天
で

は
な
く
人
に
あ
る
と
信
じ
て
い
る
。
小
さ
く
て
も
大
き
く
て
も
、
四
角
く
て
も
丸
く
て
も
、
壊
し
て
も
作
っ
て
も
、
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黄
色
く
し
て
も
青
白
く
し
て
も
、
遠
く
て
も
近
く
て
も
で
き
る
。
私
の
一
念
の
う
ち
に
、
そ
の
す
べ
て
に
意
を
託
す

こ
と
が
で
き
て
、
そ
こ
に
楽
し
み
が
あ
る
。
た
だ
天
下
の
人
が
、
私
の
楽
し
み
を
楽
し
む
な
ら
、
そ
の
楽
し
み
は
善

と
な
り
、
私
の
満
足
に
満
足
を
感
じ
て
、
こ
の
満
足
は
美
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
美
を
満
足
す
る
と
と
も
に

善
を
楽
し
む
な
ら
、
極
楽
は
こ
れ
よ
り
ほ
か
な
ら
な
い
。
い
わ
ゆ
る
「
虚
空
が
尽
き
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
海
水
が

枯
れ
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
こ
の
楽
し
み
は
忘
れ
ら
れ
な
い
」。
こ
の
故
に
、
事
の
始
末
を
叙
述
し
て
記
録
し
た
。

ま
た
偈
、
五
章
、
章
に
は
七
言
四
句
を
作
っ
た
。
一
六
六
三
年
夏
、
十
五
日
。

こ
の
一
節
は
筆
者
が
文
意
に
よ
っ
て
三
つ
の
段
落
に
分
け
て
、
以
下
に
お
い
て
順
次
分
析
し
て
い
く
。
こ
の
文
で
隠
元

は
、
一
六
五
八
年
に
幕
府
の
要
請
で
江
戸
に
行
き
、
富
士
山
を
経
由
し
て
山
頂
に
登
ろ
う
と
し
た
が
、
同
伴
者
が
多
く
実
現

し
な
か
っ
た
こ
と
と
、
そ
れ
か
ら
六
年
間
、
憧
れ
な
が
ら
も
足
が
衰
え
て
行
け
な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
南

源
性
派
編
『
隠
元
禅
師
普
門
語
録
』
に
は
、「
十
三
日
中
山
嶺
よ
り
富
士
山
を
望
む
」
と
題
す
る
詩
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

齋
藤
は
、
こ
こ
の
中
山
嶺
を
「
静
岡
市
丸
子
の
中
山
峠
」
と
し
て
い
る
�
。
明
治
期
の
政
府
書
類
に
は
「
静
岡
県
下
東
海

道
中
山
嶺
新
道
開
鑿
」
と
い
う
用
例
が
見
ら
れ
、
こ
こ
で
は
日
坂
宿
と
金
谷
宿
の
間
に
あ
る
「
中
山
峠
」
が
「
中
山
嶺
」
と

表
記
さ
れ
て
い
る
�
。
ま
た
、
そ
の
「
中
山
峠
」
か
ら
は
富
士
山
が
見
え
る
た
め
、
齋
藤
の
指
摘
は
確
実
で
あ
る
。
し
か

し
、
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、「
中
山
嶺
」
は
静
岡
市
で
は
な
く
、
静
岡
県
掛
川
市
に
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
以
上
の
記
録
が
な
い
た
め
、
ど
こ
を
指
し
て
い
る
の
か
確
実
に
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
で
注
意

す
べ
き
は
、
隠
元
が
こ
の
二
首
の
詩
で
表
現
し
て
い
る
期
待
や
感
謝
の
心
境
及
び
富
士
山
を
形
容
す
る
際
に
用
い
た
「
擎
天

柱
」「
帝
座
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
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中
山
嶺
上
憇
西
来
、
富
士
峰
頭
雲
自
開
。
莫
謂
山
霊
知
此
意
、
半
空
捧
出
碧
蓮
台
。

恍
惚
雲
中
露
半
身
、
軒
知
富
士
独
超
倫
。
東
方
喜
有
擎
天
柱
、
帝
座
巍
巍
億
万
春
。
�

中
山
峠
に
は
西
か
ら
来
た
（
達
磨
の
よ
う
な
伝
法
し
て
く
る
）
私
が
休
憩
し
、
富
士
山
の
頂
に
は
白
雲
が
自
ら
散
っ
て

い
る
。
山
神
は
私
の
心
を
知
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
碧
蓮
台
を
空
に
浮
か
せ
た
。

ぼ
ん
や
り
し
て
、
雲
の
中
か
ら
半
身
が
現
れ
、
富
士
山
の
素
晴
ら
し
さ
を
は
っ
き
り
と
知
っ
た
。
東
方
に
は
、
幸
運

に
擎
天
の
柱
が
あ
っ
て
、
帝
王
の
座
は
高
く
て
壮
観
で
、
億
万
年
の
間
、
生
気
に
満
ち
て
い
る
。

隠
元
は
時
々
、
自
分
が
日
本
に
渡
っ
て
伝
法
し
た
こ
と
を
「
達
磨
の
西
来
」
と
擬
し
て
い
る
が
�
、
首
句
の
「
西
来
」
は

ま
さ
に
こ
の
意
味
で
あ
る
。
さ
ら
に
重
要
な
「
憩
」
の
字
に
関
し
て
、
林
観
潮
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
「
当
時
の
日
本
の

最
高
権
力
者
が
外
来
僧
と
し
て
の
隠
元
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と
は
、
江
戸
幕
府
が
隠
元
を
重
視
し
た
こ
と
を
意
味
し
」、
そ
れ

は
渡
航
後
、
誹
謗
や
軟
禁
を
受
け
た
隠
元
に
と
っ
て
は
こ
の
上
の
な
い
慰
め
と
な
っ
た
。
隠
元
が
そ
の
生
涯
を
振
り
返
っ

て
、「
中
国
の
七
人
の
帝
王
を
経
歴
し
、
日
本
に
旅
立
ち
、
何
度
か
に
わ
た
っ
て
京
畿
を
行
っ
た
。
今
朝
、
蓬
莱
会
に
入

り
、
仙
風
を
引
き
起
こ
し
て
袖
に
満
た
し
て
帰
っ
た
（
歴
遍
中
華
七
帝
主
、
邀
遊
海
島
幾
京
畿
。
今
朝
拶
入
蓬
萊
会
、
惹
得
仙
風
満
袖

帰
）」
�
と
感
慨
を
述
べ
て
い
る
の
も
、
こ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

隠
元
は
、
一
六
五
二
年
か
ら
渡
航
が
決
ま
る
ま
で
に
非
常
に
強
く
迷
っ
た
。
筆
者
の
考
証
に
よ
る
と
、
彼
が
懸
念
し
て

い
た
点
は
、
日
本
で
法
脈
を
発
揚
で
き
る
か
ど
う
か
と
、
そ
の
前
提
と
し
て
日
本
の
権
力
者
の
支
持
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

か
ど
う
か
の
二
点
で
あ
っ
た
。
前
者
に
つ
い
て
、
隠
元
の
渡
日
の
動
機
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
時
、
隠
元
ら
が

日
本
に
来
た
動
機
を
、
師
の
費
隠
通
容
が
曹
洞
宗
と
の
諍
訟
に
敗
北
し
た
た
め
だ
と
す
る
日
本
人
が
い
た
�
。

こ
の
説
が
本
当
か
ど
う
か
は
議
論
の
余
地
が
あ
る
が
、
隠
元
は
渡
日
後
す
ぐ
に
、
費
隠
通
容
が
敗
訴
し
て
禁
ぜ
ら
れ
た
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『
五
灯
厳
統
』
を
刊
行
し
て
師
道
継
承
の
意
志
を
示
し
、
費
隠
に
無
上
の
慰
め
を
与
え
た
�
こ
と
か
ら
、
こ
の
こ
と
は
、
隠

元
に
大
き
な
打
撃
を
あ
た
え
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
う
い
っ
た
行
き
詰
ま
っ
た
状
況
で
、
隠
元
は
「
世
は
変
り
、
時
機
は
変

り
、
身
を
ひ
る
が
え
し
て
自
ら
善
を
な
す
。
思
わ
ず
に
東
方
（
日
本
）
か
ら
弘
法
の
要
請
が
突
然
あ
っ
て
、
彼
ら
の
誠
意
に

感
動
し
た
（
世
変
時
更
、
退
居
自
善
。
何
意
突
出
東
来
之
請
、
以
其
一
誠
有
感
）」
�
と
、
明
清
の
乱
及
び
済
洞
の
諍
と
い
っ
た
こ
と

で
、
中
国
に
絶
望
し
て
退
隠
の
志
を
も
っ
た
と
こ
ろ
に
日
本
か
ら
請
法
を
得
た
こ
と
は
、
隠
元
に
と
っ
て
大
き
な
喜
び
で

あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
中
国
で
法
脈
が
断
絶
し
そ
う
な
状
況
で
、
隠
元
は
法
脈
の
伝
承
の
希
望
を
渡
日

に
託
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
隠
元
が
そ
の
師
匠
へ
の
書
簡
で
述
べ
て
い
る
、「
ど
こ
に
い
る
と
し
て
も
、
和
尚
の
道
を
拡
充

す
る
に
ほ
か
な
ら
な
い
（
在
此
在
彼
、
無
非
拡
充
和
尚
之
道
）」
�
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
第
二
の
懸
念
に
つ
い
て
、
長
崎
側
の

主
請
法
者
で
あ
る
逸
然
性
融
へ
の
返
信
で
、
達
磨
を
例
に
挙
げ
な
が
ら
、「
王
」
の
支
持
を
得
ら
れ
ず
に
「
弘
道
」
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
自
分
の
語
録
を
権
力
者
に
手
渡
し
た
か
ど
う
か
で
、
支
持
を
得
ら
れ
た

か
ど
う
か
を
確
認
し
た
。
逸
然
性
融
は
二
度
目
の
請
啓
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
隠
元
の
懸
念
を
察
し
て
、「
上
は
権
力
者
の
信

頼
と
尊
敬
を
慰
め
、
下
は
大
衆
の
期
待
に
合
致
す
る
（
上
可
以
慰
島
主
之
允
成
、
下
有
以
副
群
生
之
望
）」
な
ど
と
隠
元
に
強
調
し

た
�
。
こ
の
二
つ
の
条
件
が
そ
ろ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
隠
元
は
渡
日
を
決
意
し
た
。
隠
元
に
は
、
明
の
遺
民
に

通
じ
る
「
存
明
（
明
の
道
、
文
化
を
保
存
す
る
）」
と
い
う
志
が
あ
る
�
。
隠
元
は
旅
立
つ
前
、
大
衆
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

た
。「
数
万
頃
の
大
波
を
す
べ
て
搔
き
分
け
て
、
禅
の
正
脈
を
東
に
開
か
せ
る
（
撥
尽
洪
濤
千
万
傾
、
拈
花
正
脈
向
東
開
）」
�
。

日
本
へ
行
き
、
隠
元
は
胸
に
志
を
持
っ
て
い
た
が
、
日
本
に
着
い
た
と
き
は
「
中
原
に
野
蛮
な
英
雄
が
現
れ
、
儒
の
道

は
ほ
ぼ
消
滅
し
、
仏
の
道
が
行
き
詰
ま
っ
た
。
ど
こ
の
青
山
で
昔
の
話
を
で
き
る
か
、
偶
然
に
蓬
莱
山
に
臨
ん
で
た
だ
空
を

書
く
。
禅
門
は
宗
派
が
違
っ
て
も
心
に
差
が
な
く
、
方
言
が
違
っ
て
も
宗
旨
が
同
じ
で
あ
る
。
更
に
仏
寺
の
間
に
気
が
ま

だ
あ
る
こ
と
を
喜
び
、
い
つ
も
棒
喝
を
保
留
す
る
の
は
本
当
の
禅
風
を
起
こ
す
た
め
で
あ
る
（
中
原
騎
驥
産
郊
雄
、
儒
道
渾
消
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釈
道
窮
。
何
処
青
山
堪
話
旧
、
偶
臨
蓬
島
隻
書
空
。
門
庭
雖
別
心
無
別
、
方
語
非
同
宗
趣
同
。
更
喜
檀
林
間
気
在
、
毎
留
棒
喝
起
真
風
）」
�

と
い
う
儒
・
釈
が
と
も
に
滅
び
た
中
原
と
は
場
所
も
言
葉
も
異
な
る
が
、
道
は
同
じ
で
あ
る
と
い
う
喜
び
を
詩
に
書
い
た
。

し
か
し
、
最
も
心
配
し
た
状
況
に
な
っ
た
。
陳
継
東
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
日
本
で
は
隠
元
は
異
物
と
見
做
さ
れ
、
絶
え

ず
阻
止
・
対
抗
・
猜
忌
さ
れ
て
い
た
�
。
隠
元
は
妙
心
寺
か
ら
普
門
寺
に
晋
山
し
た
際
、
一
年
あ
ま
り
に
わ
た
っ
て
軟
禁

さ
れ
た
�
。「
天
崩
地
解
」
の
局
面
に
対
し
て
、
日
本
に
中
華
の
道
統
を
保
存
し
よ
う
と
し
て
渡
日
し
た
隠
元
は
、
幾
多
の

曲
折
を
経
て
希
望
が
滅
し
た
と
こ
ろ
、
よ
う
や
く
国
主
の
礼
遇
を
受
け
た
。
道
を
保
存
す
る
希
望
に
再
び
燃
え
る
よ
う
に

な
っ
た
隠
元
は
、
富
士
山
を
「
天
を
支
え
る
柱
」
と
見
做
し
、
さ
ら
に
こ
れ
を
帝
座
に
喩
え
た
。

第
二
段
で
は
、
隠
元
の
東
方
丈
の
構
造
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
空
き
地
に
白
居
易
の
廬
山
草
堂
を
再
現
し
、

地
勢
に
従
い
景
色
の
配
置
を
工
夫
し
た
。
泉
を
引
い
て
瀑
と
し
、
水
を
叩
け
ば
弦
が
な
い
琴
を
演
奏
す
る
よ
う
で
あ
る
。
樹

を
植
え
、
鳥
を
住
ま
せ
、
そ
の
鳴
き
声
は
非
常
に
美
し
い
法
語
の
よ
う
で
あ
る
�
。
こ
れ
ら
の
景
色
は
全
て
禅
意
を
帯
び
て

い
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、『
論
語
・
八
佾
』
を
踏
ま
え
た
「
尽
善
尽
美
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
筆
者
の
考
察
で
は
、

「
美
」
は
自
身
の
目
的
の
実
現
に
重
き
を
置
い
て
い
る
の
に
対
し
て
、「
善
」
は
衆
生
に
利
益
を
与
え
る
広
大
な
徳
性
に
重
き

を
置
く
�
。
隠
元
は
「
尽
善
尽
美
」
の
追
求
を
肯
定
し
た
が
、
廬
山
を
模
し
た
築
山
を
作
る
と
い
う
提
案
に
対
し
て
は
「
な

ぜ
廬
山
を
選
ぶ
の
か
」
と
問
い
返
し
、
富
士
山
に
登
る
と
い
う
隠
元
自
身
の
願
望
を
叶
え
る
も
の
で
十
分
だ
と
説
い
た
。
廬

山
を
模
す
る
と
い
う
景
色
の
配
置
か
ら
、
隠
元
が
白
居
易
の
園
林
の
作
法
を
排
斥
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
で
は
、
な
ぜ
隠
元
は
廬
山
を
模
し
て
築
山
す
る
提
案
を
拒
絶
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

白
居
易
は
廬
山
草
堂
を
作
る
理
由
に
つ
い
て
、「
一
旦
不
運
な
目
に
あ
い
、
江
郡
に
降
格
さ
れ
た
が
、
郡
守
は
寛
容
で
私

を
慰
め
、
廬
山
は
勝
境
に
よ
っ
て
私
を
も
て
な
し
た
。
こ
れ
は
天
が
私
と
時
を
と
も
に
し
、
地
は
私
と
所
を
と
も
に
し
、
こ

と
ご
と
く
好
む
と
こ
ろ
を
手
に
入
れ
た
。
ま
た
何
を
求
め
る
か
（
一
旦
蹇
剝
、
来
佐
江
郡
、
郡
守
以
優
容
而
撫
、
廬
山
以
霊
勝
待
我
、
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是
天
与
我
時
、
地
与
我
所
、
卒
獲
所
好
、
又
何
以
求
焉
）」 

�
と
説
明
し
た
。
家
国
の
滅
亡
と
法
門
の
危
亡
だ
け
で
な
く
、
渡
日
し
た

後
、
ま
た
辛
酸
を
嘗
め
尽
く
し
た
隠
元
に
と
っ
て
、
寛
容
を
以
て
彼
を
慰
め
た
の
は
国
主
と
考
え
た
将
軍
で
あ
り
、
勝
境
を

以
て
彼
を
も
て
な
し
た
の
は
富
士
山
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
も
う
一
つ
の
疑
問
は
、
以
上
の
よ
う
な
個
人
的
な
楽
が
ど
の
よ
う
に
衆
生
に
利
益
を
得
さ
せ
る
「
善
」
に
な

る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
隠
元
の
楽
は
も
と
も
と
法
の
た
め
に
自
身
を
忘
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
渡
日

し
て
弘
法
利
生
の
こ
と
を
銘
記
し
た
こ
と
は
「
善
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
彼
の
慈
悲
と
悲
願
を
完
成
し
た
の
は

「
美
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
、
富
士
仮
山
は
、
隠
元
に
と
っ
て
、
辛
い
時
期
を
克
服
し
て
弘
法
す
る
こ
と
が

成
功
し
た
こ
れ
を
象
徴
す
る
、「
美
」
と
「
善
」
が
と
も
に
備
わ
っ
た
紀
念
碑
な
の
で
あ
る
。

隠
元
は
富
士
仮
山
が
建
て
ら
れ
た
後
に
お
い
て
も
、
そ
の
心
境
を
表
す
多
く
の
詩
句
を
残
し
た
。『
雲
涛
三
集
』
の
「
題

池
上
小
富
士
」
は
そ
の
例
で
あ
る
。
第
一
首
に
お
い
て
は
、

倏
爾
幻
成
富
士
山
、
儼
然
克
肖
等
閑
間
。
昔
年
曾
面
未
親
造
、
此
日
朝
昏
対
老
顔
。

忽
然
と
し
て
富
士
山
を
幻
化
し
た
の
は
、
暫
く
の
間
の
こ
と
よ
う
で
あ
る
。
昔
は
富
士
山
に
会
っ
て
も
、
自
ら
登
れ

な
か
っ
た
が
、
現
在
は
朝
も
晩
も
老
顔
に
向
か
い
合
っ
て
い
る
。

と
、
富
士
仮
山
で
自
分
の
願
望
を
実
現
さ
せ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
次
に
は
、

白
頭
以
及
白
頭
翁
、
両
両
相
看
心
事
同
。
我
欲
玄
談
無
可
説
、
借
君
一
脈
永
流
通
。

白
頭
（
の
富
士
山
）
と
白
頭
の
翁
、
互
い
に
見
て
心
事
は
同
じ
で
あ
る
。
我
は
玄
談
し
よ
う
と
し
て
も
話
せ
る
こ
と
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は
な
い
が
、
君
を
借
り
て
一
脈
を
永
遠
に
流
通
さ
せ
て
い
く
。

と
、
富
士
山
の
冠
雪
と
白
頭
翁
と
な
っ
た
自
分
を
重
ね
準
え
、
さ
ら
に
同
じ
志
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
、
富
士
山
の
形
に
言

語
を
超
越
す
る
禅
の
境
地
を
託
し
、
法
脈
の
伝
承
を
期
待
し
て
い
る
。
第
三
首
は
第
一
、
二
首
の
意
旨
を
総
合
し
、
捉
え
ら

れ
な
い
禅
語
を
潺
潺
と
響
く
水
の
流
れ
と
し
て
表
現
し
て
い
る
。

玉
蓮
花
髪
翠
雲
間
、
竟
日
舒
光
映
老
顔
。
更
有
妙
玄
把
不
住
、
従
胸
流
出
響
潺
潺
。

翠
云
の
間
で
玉
蓮
花
が
咲
き
、
一
日
中
気
持
ち
よ
い
陽
光
が
老
顔
を
映
し
出
し
て
い
る
。
さ
ら
に
捉
え
ら
れ
な
い
妙

玄
が
あ
り
、
胸
か
ら
流
れ
て
潺
潺
と
し
て
響
い
て
い
る
。

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、「
従
胸
流
出
」
と
い
う
、
禅
者
の
境
地
を
直
接
に
表
す
意
味
を
も
つ
表
現
で
あ
る
。
例
え
ば
、

隠
元
が
『
三
籟
集
序
』
に
お
い
て
述
べ
た
、「（
衆
生
に
利
益
を
与
え
る
詩
偈
は
）
み
な
も
ろ
も
ろ
の
祖
師
の
清
浄
な
心
よ
り
流
れ

出
し
た
も
の
で
あ
る
（
皆
従
諸
老
清
浄
胸
中
流
出
）」
�
と
い
う
一
節
は
そ
の
典
型
で
あ
る
。
第
四
首
に
お
い
て
は
、

徐
福
当
時
先
着
眼
、
我
今
幻
出
亦
天
然
。
白
頭
却
有
淩
雲
志
、
覿
体
風
光
不
記
年
。

徐
福
は
当
時
、
先
に
（
富
士
山
に
）
目
を
付
け
た
が
、
今
私
が
作
っ
た
仮
山
も
ま
た
天
然
の
も
の
で
あ
る
。
白
頭
に

な
っ
て
も
雲
を
し
の
ぐ
壮
志
が
あ
り
、
全
体
の
風
光
は
年
齢
と
関
係
な
い
。

自
分
が
作
っ
た
仮
山
も
徐
福
が
実
際
に
見
た
富
士
山
と
同
様
に
天
然
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
再
び
「
白
頭
」
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と
い
う
主
題
に
戻
り
、
壮
志
が
雲
を
凌
ぐ
の
に
年
齢
は
関
係
が
な
い
こ
と
を
説
い
た
。
最
後
に
、
自
分
と
富
士
山
と
は
何
も

言
わ
ず
と
も
志
が
完
全
に
一
致
す
る
。
そ
し
て
、
隠
元
が
生
涯
で
最
も
重
視
し
た
法
脈
の
流
伝
に
つ
い
て
、
富
士
山
の
イ

メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
延
々
と
伝
承
し
て
い
こ
う
と
願
っ
て
い
る
�
。

逈
脱
塵
労
法
界
寛
、
青
山
緑
水
影
団
団
。
知
君
五
内
無
余
蘊
、
一
脈
名
流
千
古
弾
。

完
全
に
塵
労
か
ら
離
脱
す
る
な
ら
法
界
が
広
大
に
な
り
、
青
山
、
緑
水
の
間
に
、
影
の
よ
う
に
雲
水
が
集
ま
っ
て
い

る
。
君
の
五
臓
に
余
計
な
も
の
は
な
い
こ
と
を
知
っ
て
、
そ
れ
で
一
脈
の
名
流
が
永
遠
に
称
賛
し
よ
う
。

隠
元
の
園
林
思
想
は
、
ほ
と
ん
ど
白
居
易
の
園
林
思
想
を
深
く
体
得
し
た
上
で
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ

の
詩
「
題
丈
室
後
仮
山
」
に
お
い
て
は
、
隠
元
は
よ
り
直
接
的
に
、
富
士
仮
山
の
効
果
へ
の
期
待
を
表
し
て
い
る
。

石
選
奇
章
補
化
元
、
重
増
富
士
壮
乾
坤
。
蒼
蒼
相
吉
現
霊
彩
、
黙
黙
効
功
湧
聖
源
。
琪
樹
陰
森
弾
水
鳥
、
瑤
池
澄
碧
映

風
幡
。
団
団
伝
茗
成
嘉
会
、
千
古
頌
声
吾
道
存
。
�

奇
異
な
模
様
を
有
す
る
石
を
選
ん
で
造
化
の
本
来
を
補
強
し
、（
石
を
）
重
ね
て
富
士
を
増
設
し
て
乾
坤
を
壮
大
に
し

た
。
蒼
蒼
と
し
た
外
観
が
吉
祥
で
霊
彩
を
現
し
、
黙
々
と
働
き
を
実
現
し
、
聖
な
る
源
が
湧
く
。
琪
樹
が
生
い
茂
っ

て
影
を
な
し
、
水
鳥
が
そ
こ
か
ら
飛
び
出
し
、
瑤
池
は
澄
ま
し
て
緑
で
風
幡
を
映
す
。
団
結
し
た
弟
子
ら
が
茗
を
伝

え
て
盛
会
と
な
り
、
永
遠
の
称
賛
で
我
の
道
を
伝
承
さ
せ
る
。

こ
こ
の
「
風
幡
」
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
『
六
祖
壇
経
』
を
踏
ま
え
た
、
禅
宗
の
深
意
を
意
味
す
る
表
現
で
あ
る
。
続
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い
て
、「
団
団
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
独
吼
性
獅
が
「
雪
中
煮
茶
韵
」
で
い
う
「
の
ど
か
な
時
、
雪
を
使
っ
て
春
茶
を
煮

る
。
弟
子
、
団
団
と
し
て
、
家
に
集
ま
っ
た
（
閑
敲
雪
髄
煮
春
茶
、
雲
水
団
団
会
一
家
）」
�
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
徒
衆
、
弟
子

で
あ
ろ
う
。「
伝
茗
」
は
隠
元
が
日
本
に
も
た
ら
し
た
煎
茶
を
指
し
、「
嘉
会
」
は
茶
会
を
指
す
。
大
槻
幹
郎
は
、
日
本
に
お

け
る
明
風
の
文
人
茶
道
は
隠
元
が
創
始
し
た
黄
檗
山
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
中
で
も
っ
と
も
代
表
的
な
茶
会
が
一
六
七
二
年
十

二
月
八
日
に
山
の
中
で
隠
元
を
中
心
と
し
て
た
く
さ
ん
の
日
中
の
僧
侶
た
ち
で
行
わ
れ
た
「
雪
中
茶
会
」
で
あ
る
と
し
、
そ

れ
に
つ
い
て
隠
元
が
残
し
た
大
量
の
詩
偈
は
重
要
な
資
料
だ
�
と
述
べ
て
い
る
。

隠
元
の
世
界
に
お
い
て
は
、
茶
と
富
士
は
繋
が
っ
て
い
る
。
隠
元
が
江
戸
に
行
く
途
中
で
箱
根
を
経
由
し
た
と
き
、
云

谷
禅
師
は
徒
を
遣
し
、
茶
を
送
っ
て
餞
別
し
た
。
隠
元
は
「
十
六
日
云
谷
禅
德
令
徒
送
茶
于
箱
根
岭
餞
別
、
時
値
天
晴
气

爽
、
富
士
儼
然
全
彰
、
亦
快
行
観
之
楽
、
聊
占
志
喜
二
首
」
と
い
う
詩
を
作
っ
て
そ
の
こ
と
を
記
し
た
。 

坐
看
富
士
飲
杯
茶
、
此
際
風
情
道
味
佳
。
環
繞
山
山
如
走
馬
、
送
余
直
到
武
陵
家
。

八
面
雲
粧
眼
倍
明
、
具
観
方
識
此
山
情
。
箇
中
一
仮
真
奇
特
、
縦
使
僧
繇
画
不
成
。
�

富
士
を
座
っ
て
見
て
、
茶
を
飲
ん
で
、
此
の
際
の
風
情
と
道
味
と
も
に
称
賛
に
値
す
る
。
山
々
の
周
り
を
回
る
こ
と

は
馬
に
乗
る
よ
う
で
あ
り
、
私
を
武
陵
の
家
ま
で
送
っ
た
。

八
面
の
雲
粧
は
私
の
眼
を
一
層
明
ら
か
に
さ
せ
、
詳
細
に
観
察
す
る
と
、
こ
の
山
の
情
態
を
知
る
。
そ
の
中
の
一
つ

の
幻
像
は
ま
こ
と
に
奇
特
で
、
例
え
張
僧
繇
で
も
描
け
な
い
。

茶
会
の
環
境
は
そ
の
意
図
と
緊
密
に
関
連
し
、
茶
会
が
成
功
で
き
る
か
ど
う
か
に
関
わ
る
重
要
な
条
件
で
あ
る
�
。
隠
元

は
弟
子
た
ち
が
富
士
仮
山
の
そ
ば
に
茶
会
を
開
き
、
中
華
の
道
を
日
本
で
保
っ
た
と
い
う
功
績
を
讃
え
て
そ
の
道
を
伝
承
し
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て
い
く
こ
と
に
対
す
る
希
望
を
表
し
て
い
る
と
み
な
せ
よ
う
。（
図
四
）（
図
五
）

四　
「
華
日
道
同
」
：
木
菴
の
「
廬
山
の
庭
」

隠
元
は
「
茶
庭
」
を
中
心
に
そ
の
庭
園
を
築
い
て
い
た
が
、
後
世
に
見
ら
れ
る
「
池
泉
回
遊
式
庭
園
」
�
は
、
実
は
萬
福

寺
二
代
目
住
職
の
木
菴
に
よ
っ
て
改
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
木
菴
の
改
造
に
つ
い
て
は
、
彼
の
富
士
山
に
対
す
る
認
識
に

つ
い
て
ま
ず
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
木
菴
が
富
士
山
に
対
し
て
謙
抑
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
論
証
し
た

が
、
そ
の
態
度
は
次
の
詩
作
に
よ
り
明
白
に
確
認
で
き
る
。

金
烏
初
出
海
、
直
照
碧
峰
巓
。
八
面
玲
瓏
勢
、
群
山
俯
伏
前
。

図 4　東方丈から見られる富士山
2022 年 9 月筆者撮影

図 5　富士築山から見られる東方丈
2022 年 9 月筆者撮影
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一
拳
拳
粉
砕
、
一
趯
趯
飜
遷
。
莫
怪
風
顛
子
、
将
為
小
雪
丸
。
�

金
色
の
太
陽
が
初
め
て
海
面
か
ら
昇
り
、
青
い
山
の
頂
上
に
直
接
照
り
つ
け
て
い
る
。
ど
の
角
度
か
ら
見
て
も
精
巧

な
勢
い
で
、
そ
の
前
に
群
山
が
平
伏
し
て
い
る
。

一
拳
で
そ
れ
を
打
ち
砕
き
、
一
躍
で
そ
れ
を
超
越
す
る
。
不
思
議
に
思
わ
な
い
で
、
悟
り
を
開
い
た
禅
師
た
ち
が
そ

れ
を
「
小
雪
丸
」
と
見
做
す
こ
と
を
。

第
一
首
は
、
富
士
山
が
他
の
山
に
対
し
て
雄
大
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
第
二
首
は
一
転
し
て
、
悟
り
を
開
い
た
禅
僧

に
と
っ
て
、
そ
れ
は
「
小
雪
丸
」
と
し
か
見
え
な
い
と
い
う
壮
大
な
境
地
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の
「
趯
」
は
「
踊
」
の

意
味
で
あ
る
が
�
、「
飜
」
に
つ
い
て
筆
者
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
臨
済
宗
に
お
い
て
は
悟
り
を
象
徴
す
る
表
現
で
あ

る
�
。「
風
顛
子
」
は
禅
僧
の
自
称
と
し
て
よ
く
使
わ
れ
る
。
そ
の
ほ
か
、
木
菴
は
「
富
士
山
」
と
い
う
詩
に
お
い
て
も
同

様
な
意
味
を
表
し
て
い
る
。「
思
う
存
分
に
見
る
と
、
最
も
高
い
山
巓
は
存
在
せ
ず
、
大
き
も
の
と
い
っ
て
も
私
の
拳
に
す

ぎ
な
い
（
縦
観
無
有
最
高
巓
、
大
者
不
過
小
子
拳
）」
�
と
い
う
よ
う
に
、
禅
僧
の
気
迫
が
表
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
富
士
山
に
対
す

る
態
度
が
う
か
が
わ
れ
る
。
一
方
、
木
菴
の
廬
山
に
対
す
る
態
度
は
そ
れ
と
対
照
的
と
言
え
、「
瑞
雲
院
洪
岳
居
士
請
有
引
」

の
記
述
に
明
白
に
表
れ
て
い
る
。

洪
岳
居
士
全
家
、
信
心
仁
慈
不
凡
、
秋
邀
山
野
過
府
斎
。
庭
前
仮
山
、
水
石
清
奇
、
瀑
布
彷
似
匡
廬
、
因
喜
賦
此
以

贈
。

侯
宅
神
仙
府
、
因
斎
得
此
遊
。
幻
成
山
水
秀
、
瀑
落
石
崕
幽
。

擁
毳
霞
雲
紫
、
兼
天
江
海
流
。
匡
廬
相
彷
彿
、
別
是
一
青
丘
。
�
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洪
岳
居
士
の
一
家
は
、
並
々
な
ら
ぬ
信
仰
の
誠
心
と
仁
愛
慈
善
を
も
っ
て
、
秋
に
私
を
屋
敷
に
招
い
て
食
事
を
恵
む
。

庭
に
あ
る
築
山
は
、
流
れ
と
石
が
清
く
奇
妙
で
、
滝
が
匡
廬
の
よ
う
で
、
嬉
し
く
思
っ
て
詩
を
書
い
て
贈
っ
た
。

官
人
の
屋
敷
は
神
仙
の
府
邸
の
よ
う
で
、
私
に
食
事
を
恵
む
た
め
こ
こ
に
遊
覧
す
る
こ
と
を
得
た
。
幻
の
山
水
が
秀

美
で
、
滝
が
落
ち
な
が
ら
、
岩
崖
が
幽
静
だ
。

官
人
の
礼
服
を
包
む
霞
や
雲
が
紫
色
で
あ
り
、
し
か
も
空
を
な
び
か
せ
、
川
や
海
が
流
れ
て
い
く
。
匡
廬
に
似
て
い

る
か
ら
、
こ
れ
は
際
立
っ
た
神
仙
の
住
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
、
富
士
と
匡
廬
に
対
す
る
正
反
対
の
木
菴
の
態
度
か
ら
、
隠
元
が
築
山
を
設
計
す
る
際
に
、
廬
山
を
作
る

こ
と
を
提
案
し
た
の
も
木
菴
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
裏
付
け
と
し
て
、
以
下
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
一
に

は
、
隠
元
の
「
仮
山
記
」
の
『
黄
檗
和
尚
太
和
集
』（
以
下
、『
太
和
集
』）
へ
の
収
録
状
況
に
つ
い
て
で
あ
る
。
平
久
保
章
の
調

査
に
よ
れ
ば
、
こ
の
集
に
は
四
つ
の
版
本
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
若
干
の
差
異
が
あ
る
が
、「
侍
者
性
派
・
性
潡
同
編
」
と

「
嗣
法
門
人
性
瑫
編
・
嗣
法
門
人
如
一
編
」
二
つ
に
大
別
で
き
る
�
。
こ
の
二
種
類
の
根
本
的
な
相
違
は
、
収
録
し
た
隠
元

の
語
録
の
時
期
で
あ
り
、
前
者
は
寛
文
元
（
一
六
六
二
）
年
八
月
の
隠
元
の
晋
山
か
ら
二
年
間
の
語
録
を
収
め
て
い
る
が
、
後

者
は
晋
山
か
ら
四
年
間
に
及
ん
で
い
る
。
隠
元
の
築
山
造
営
は
一
六
六
三
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
記
録
し
た
「
仮
山

記
」
は
、
性
派
・
性
潡
編
『
太
和
集
』
に
は
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
木
菴
・
即
非
に
よ
っ
て
増
補
さ
れ
た
補
編
に
み
ら
れ

る
。
こ
の
た
め
、
木
菴
が
「
仮
山
記
」
を
特
別
に
重
視
し
て
い
る
た
め
に
増
補
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
第

二
に
、
隠
元
と
木
菴
と
の
関
係
が
、
や
や
複
雑
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
木
菴
は
隠
元
晋
山
の
た
め
、
西
方
丈
に
退
い

た
が
�
、
こ
れ
ま
で
隠
元
の
た
め
に
奔
走
し
て
き
た
木
菴
の
苦
労
に
つ
い
て
、
隠
元
は
寛
文
三
年
に
即
非
へ
の
書
簡
に
お
い

て
、「
こ
の
前
、
木
菴
を
招
請
し
て
普
門
に
行
か
せ
て
、
木
菴
は
何
年
も
苦
労
し
た
。
現
在
は
太
和
に
移
住
し
、
ま
た
粗
末
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な
居
所
で
暮
ら
し
て
い
る
。
近
日
、
東
方
丈
の
建
立
を
終
え
、
私
は
そ
こ
に
住
む
。
そ
の
西
に
、
木
菴
が
住
む
。
朝
に
対
面

し
て
夜
に
と
も
に
寝
る
こ
と
は
構
わ
な
い
が
、
真
相
を
隠
そ
う
と
し
て
も
隠
さ
な
い
と
い
う
嘲
笑
は
免
れ
な
い
。
故
に
、
あ

な
た
を
強
い
て
招
請
で
き
ず
、
ま
た
夢
の
中
の
笑
い
話
に
な
る
（
前
者
請
木
菴
公
到
普
門
、
負
屈
数
載
。
今
移
太
和
、
又
蓬
居
二
白
。
近

構
東
方
丈
成
、
老
僧
居
之
。
其
西
室
則
木
公
住
之
。
不
妨
朝
夕
眉
毛
相
炤
、
各
伸
隻
脚
、
又
未
免
蔵
頭
露
尾
之
哂
。
故
未
敢
強
上
座
来
、
又
作
夢
中
一
場
笑

話
）」
�
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
伸
脚
（
足
を
伸
ば
す
）」
と
い
う
表
現
は
寝
る
こ
と
を
指
す
。
つ
ま
り
隠
元
は
、
木
菴
と
い
つ

も
対
面
し
な
が
ら
も
、
互
い
に
隠
そ
う
と
す
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
に
困
っ
て
い
る
と
い
う
心
境
が
窺
え
る
。
最
終
的
に
は
隠

元
は
一
六
六
四
年
九
月
に
松
隠
堂
に
退
き
、
木
菴
に
萬
福
寺
の
住
持
を
継
が
せ
た
�
。
木
菴
は
隠
元
に
か
わ
っ
て
東
方
丈
に

入
り
、
一
六
六
五
年
春
、
富
士
の
築
山
の
そ
ば
に
五
老
峰
を
列
し
た
。
そ
の
こ
と
を
記
し
た
「
題
築
山
併
引
」
が
あ
る
。

老
和
尚
作
富
士
山
於
丈
室
後
庭
、
又
開
池
于
山
之
麓
。
蓋
取
「
仁
者
楽
山
、
智
者
楽
水
」
之
義
也
。
予
既
継
法
席
、
不

敢
忘
始
。
偶
有
京
師
順
正
道
者
、
善
為
仮
山
、
是
春
忻
然
移
石
点
綴
。
予
嘱
之
云
、「
此
富
士
山
、
乃
老
和
尚
所
為
者
、

須
存
之
矣
。
你
能
敏
作
、
可
以
五
老
峰
列
其
旁
、
崕
頭
抽
寒
瀑
以
表
華
日
道
同
、
益
更
妙
矣
」。
正
乃
唯
唯
、
不
数
日

而
成
。
壁
立
儼
然
、
玲
瓏
奇
偉
、
清
人
心
目
、
見
者
莫
不
称
異
。
即
賦
詩
記
之
。
時
乙
巳
春
也
。

師
匠
隠
元
は
方
丈
の
庭
に
富
士
山
を
作
り
、
ま
た
山
麓
に
池
を
設
置
し
た
。
そ
れ
は
「
仁
者
は
山
を
楽
し
み
、
知
者

は
水
を
楽
し
む
」
と
い
う
意
味
を
踏
ま
え
た
で
あ
ろ
う
。
私
は
こ
の
法
脈
の
位
置
を
継
承
し
た
以
上
、
そ
の
起
源
を

よ
く
忘
れ
な
い
。
た
ま
に
京
都
の
順
正
と
い
う
道
者
が
い
て
、
仮
山
を
作
る
こ
と
に
長
け
て
、
こ
の
春
、
愉
快
に

石
を
移
動
し
て
装
飾
を
加
え
る
。
私
は
言
い
付
け
て
、「
こ
の
富
士
山
は
、
師
匠
隠
元
が
作
っ
た
も
の
で
あ
り
、
保

存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
あ
な
た
が
巧
み
に
作
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
、
そ
の
傍
ら
に
五
老
峰
を
並
べ
て
、
崖
の

頂
よ
り
寒
寒
と
し
た
滝
を
引
き
出
し
て
、
華
日
道
同
を
表
現
す
れ
ば
、
よ
り
神
業
に
な
ろ
う
」。
順
正
は
承
諾
し
て
、
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わ
ず
か
数
日
で
完
成
し
た
。
切
り
立
っ
た
崖
が
壁
の
よ
う
に
そ
び
え
、
精
巧
で
滅
多
に
見
ら
れ
な
い
ほ
ど
壮
偉
で
、

人
の
心
と
目
を
清
浄
に
さ
せ
、
見
た
人
は
優
れ
た
と
誉
め
な
い
こ
と
は
な
い
。
そ
こ
で
詩
を
作
っ
て
記
録
し
た
。
一

六
六
五
年
の
春
だ
っ
た
。

玉
琢
崔
嵬
富
士
峰
、
吾
師
撮
放
翠
雲
重
。
一
崖
壁
立
撐
天
漢
、
五
老
春
光
擁
道
蹤
。 

瀑
吼
風
雷
帰
巨
海
、
山
嶸
宇
宙
仰
高
宗
。
清
池
片
石
提
玄
旨
、
豈
是
尋
常
作
戯
儂
。

玉
石
で
彫
刻
さ
れ
た
高
く
険
し
い
富
士
山
、
我
が
師
匠
は
そ
れ
を
つ
ま
み
取
っ
て
緑
の
雲
（
茂
っ
て
い
る
植
物
の
比
喩

か
）
が
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
に
置
い
た
。
崖
は
壁
の
よ
う
に
切
り
立
っ
て
天
河
を
支
え
て
お
り
、
五
老
峰
の
春
光
は

（
隠
元
の
）
道
の
業
績
を
擁
護
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

滝
の
音
が
風
と
雷
の
よ
う
に
吼
え
て
巨
大
な
海
に
集
ま
り
、
山
が
天
地
の
中
で
高
く
険
し
く
そ
び
え
て
禅
の
尊
い
宗

旨
を
尊
敬
し
て
い
る
。
清
い
池
と
平
ら
な
石
は
禅
の
玄
妙
な
る
旨
を
述
べ
て
お
り
、
平
常
の
あ
な
た
が
楽
し
む
た
め

の
も
の
で
は
な
い
。

其
二 

好
山
好
水
野
人
家
、
仁
智
机
円
趣
靡
涯
。
濯
魄
清
奇
心
印
顕
、
岩
崖
峻
峭
祖
庭
奢
。 

空
生
作
断
千
秋
夢
、
帝
釈
称
揚
一
雨
花
。
畳
石
為
山
山
不
二
、
即
真
即
仮
較
無
差
。
�

よ
い
山
と
よ
い
水
が
備
え
て
い
る
場
所
こ
そ
山
僧
の
家
は
、（
山
を
楽
し
む
）
仁
と
（
水
を
楽
し
む
）
智
の
機
縁
が
完
全

に
備
え
て
欠
け
て
お
ら
ず
、
そ
の
趣
に
限
り
が
な
い
。
魂
魄
を
清
め
て
清
浄
且
つ
独
特
た
る
心
印
を
現
し
、
岩
の
崖

が
高
く
険
し
く
て
、
祖
庭
を
派
手
に
さ
せ
る
。
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須
菩
提
が
千
年
の
夢
か
ら
目
覚
ま
し
、
帝
釈
天
が
そ
れ
を
称
賛
し
、
釈
迦
が
得
道
し
た
際
と
同
一
に
花
を
雨
の
よ
う

に
降
り
注
が
せ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
石
を
重
ね
て
成
り
立
っ
た
山
（
富
士
山
と
廬
山
）
も
同
一
で
あ
り
、
真
と
仮
は
同

様
で
、
少
し
も
相
違
は
な
い
。

こ
こ
で
は
順
正
道
者
が
「
移
石
点
綴
」
と
述
べ
て
お
り
、
ま
る
で
彼
が
自
発
的
に
そ
う
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
実
は
木

菴
の
指
示
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
「
示
順
正
道
者
為
築
山
並
引
」
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。

道
者
善
為
仮
山
、
一
日
過
予
丈
室
、
指
庭
壁
之
東
云
、「
此
処
可
為
一
山
、
以
供
道
眼
」。
予
曰
、「
真
山
真
水
楽
亦
無

窮
、
何
必
仮
乎
」。
正
云
、「
仮
中
有
真
」。
予
曰
、「
試
点
綴
看
」。
時
永
井
右
近
大
夫
居
士
助
工
、
移
石
種
樹
、
不
日

而
成
。
清
奇
難
状
、
乃
賦
詩
示
之
。

道
者
無
余
事
、
佳
山
仮
勝
遊
。
依
稀
廬
岳
瀑
、
彷
彿
銀
河
流
。

瀟
灑
伯
牙
操
、
玲
瓏
支
遁
俦
。
使
君
忻
見
助
、
精
巧
奪
天
幽
。
�

順
正
道
者
は
築
山
が
得
意
で
、
あ
る
日
、
私
の
方
丈
を
通
り
か
か
っ
て
、
庭
の
壁
の
東
を
指
さ
し
て
、「
こ
の
と
こ

ろ
に
あ
る
山
を
作
っ
て
、
そ
れ
を
も
っ
て
和
尚
の
目
に
供
え
る
」。
私
は
、「
真
山
真
水
の
楽
し
み
は
ま
た
尽
き
な
い

た
め
、
な
ぜ
仮
を
必
要
と
す
る
か
」
と
い
っ
た
。
順
正
は
「
仮
の
中
に
真
実
が
あ
る
」
と
言
っ
た
。
私
は
「
試
み
に

飾
っ
て
み
よ
う
」
と
言
っ
た
。
そ
の
時
、
永
井
右
近
士
大
夫
居
士
が
工
事
を
手
伝
っ
て
、
岩
を
移
動
し
、
木
を
植

え
、
ほ
ど
な
く
完
成
さ
せ
た
。
清
新
か
つ
奇
異
で
形
容
し
が
た
く
、
そ
こ
で
詩
を
作
っ
て
示
す
。

齋
藤
は
五
老
峰
の
位
置
に
つ
い
て
、「
現
在
の
滝
か
ら
東
側
、
甘
露
堂
の
正
面
に
位
置
す
る
部
分
が
「
五
老
峰
の
庭
」
に
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相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
富
士
山
が
は
っ
き
り
と
富
士
山
の
形
を
し
て
い
る
よ
う
に
、
五
老
峰
の
部
分
は
山
の
形
を

は
っ
き
り
と
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
部
分
は
石
垣
状
の
石
組
が
二
段
に
築
か
れ
、
山
腹
が
崩
さ
れ
た
と
推
測
さ

れ
る
部
分
も
あ
る
の
で
、
後
に
改
造
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
或
は
石
組
で
は
な
く
、
築
山
の
地
形
に
五
老
峰
の
形
が

作
り
込
ま
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
�
。（
図
6
）

五
老
峰
と
寒
滝
の
位
置
関
係
に
つ
い
て
は
、「
題
仮
山
並
引
」
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
五
老
峰
は
富
士
山
の
隣
に
あ
る
は

ず
で
あ
り
、
寒
滝
は
五
老
峰
の
崖
頭
か
ら
流
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
一
首
の
詩
に
よ
り
、
寒
滝
と
「
清
池
片
石
」
も
遠
く
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
筆
者
は
、「
寒
滝
」
は
「
黄
檗
山
萬
福
寺
庭
園
平
面
図
」
に
お
け
る
「
滝
」
の
箇
所
に
位
置
し
て
お
り
、

そ
れ
を
囲
む
五
つ
の
巨
大
な
岩
石
が
五
老
峰
築
山

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
滝
は
「
上
段
」

「
中
段
」「
下
段
」
を
経
て
池
泉
に
流
れ
る
た
め
、

そ
の
三
段
階
の
滝
は
盧
山
で
最
も
有
名
な
「
三
畳

泉
滝
」
を
模
倣
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
黄

檗
開
山
国
師
伝
」
に
お
い
て
、
東
方
丈
の
庭
園
が
、

富
士
山
と
そ
の
隣
に
あ
る
滝
が
流
れ
る
五
老
峰
と

し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
筆
者
の
五
老
峰

築
山
の
位
置
に
つ
い
て
の
考
察
の
裏
付
け
に
な
る
。

（
図
７
）（
図
8
）

前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
隠
元
は
白
居
易
の
庭

園
思
想
を
排
斥
せ
ず
、
む
し
ろ
そ
れ
に
従
っ
て
い

図 6　「黄檗山萬福寺庭園平面図」、野村勘治実測・光
永隆作図、平成二十四年実測。齋藤忠一「黄檗山萬福
寺東方丈庭園−隠元禅師が作った富士山の庭」、8 頁よ
り
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図 7　『黄檗開山国師伝』　萬福寺蔵　元禄 14 年　巻上、四丁表
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図 8　「東方丈庭園」　445 頁図拡大
この図から、滝と池の所在は、木菴禅師の「題築山併引」の通りに、富士仮山の傍にあり、
さらに滝がある場所は五老峰であると考えられる。
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る
と
告
白
し
て
い
る
が
、
隠
元
は
富
士
を
主
峰
と
し
、
滝
の
泉
と
池
魚
の
楽
し
み
が
あ
っ
た
。
木
菴
の
配
置
に
よ
り
、
東
方

丈
庭
園
に
は
道
教
と
非
常
に
深
く
関
係
し
て
い
る
五
老
峰
が
増
設
さ
れ
、「
白
居
易
化
」
さ
れ
る
と
と
も
に
、「
道
家
化
」、

ま
た
「
中
国
化
」
さ
れ
た
。
こ
こ
で
い
う
「
道
者
」、「
道
眼
」
に
つ
い
て
は
、
一
般
の
「
道
」
で
は
な
く
、
特
に
道
家
思
想

を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
富
士
山
の
品
性
に
つ
い
て
、
木
菴
が
老
荘
思
想
家
ま
た
は
隠
逸
の
代
表
で
あ
る
伯
牙
と
支

遁
に
準
え
て
い
る
こ
と
も
、
隠
元
が
そ
れ
を
仏
教
と
禅
と
捉
え
て
い
る
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る
。
禅
宗
で
あ
り
な
が
ら
、
日

本
の
禅
宗
様
式
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
様
相
を
生
み
出
し
た
�
の
も
、
こ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

上
述
し
た
よ
う
に
、
東
方
丈
庭
園
の
景
観
は
、
廖
氏
の
言
う
よ
う
に
「
木
菴
が
富
士
山
と
五
老
峰
を
同
じ
場
所
に
置
い

た
」
�
の
で
は
な
く
、
初
め
に
富
士
山
が
創
建
さ
れ
て
、
そ
の
後
に
廬
山
が
増
設
さ
れ
た
と
い
う
過
程
が
あ
る
。
そ
の
造
園

活
動
の
背
後
に
は
、
思
想
史
上
の
深
い
背
景
が
あ
る
。
一
言
で
い
え
ば
そ
れ
は
、
中
国
に
中
華
に
道
が
存
続
で
き
る
か
ど
う

か
と
い
う
問
題
に
対
す
る
隠
元
と
木
菴
の
認
識
の
相
違
で
あ
る
。

隠
元
に
と
っ
て
富
士
山
は
、
中
原
の
「
儒
の
道
は
全
部
尽
き
果
て
、
仏
の
道
が
行
き
詰
ま
っ
た
（
儒
道
渾
消
釈
道
窮
）」
状

況
で
、
日
本
の
有
力
者
に
重
要
視
さ
れ
て
、
そ
こ
で
法
を
伝
承
し
て
、
日
本
に
中
国
の
文
化
を
存
続
さ
せ
た
い
と
い
う
望
み

と
功
績
が
凝
縮
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
木
菴
か
ら
す
る
と
、
彼
が
改
築
し
よ
う
と
す
る
庭
園
の
寓
意
は
「
華
日
道
同
」
で
あ

る
と
強
調
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
そ
れ
以
前
に
隠
元
が
作
っ
た
「
富
士
の
庭
」
は
、
中
華
に
は
道
が
す
で
に
消
え

た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
木
菴
の
改
造
は
、
中
国
の
時
勢
が
変
化
す
る
に
つ
れ
て
、
中
国
に
も
道

が
存
続
で
き
る
と
い
う
考
え
に
基
づ
き
、
廬
山
の
増
設
に
よ
っ
て
そ
の
こ
と
を
世
間
に
明
示
し
た
の
だ
ろ
う
。

三
藩
の
乱
の
平
定
後
、
清
朝
は
「
満
漢
一
体
」
を
標
榜
し
、
満
漢
の
わ
だ
か
ま
り
を
解
消
す
る
た
め
、
漢
族
の
官
僚
を

一
層
重
視
し
、
漢
族
士
人
、
特
に
明
代
の
遺
民
を
獲
得
し
て
感
化
す
る
一
連
の
措
置
を
と
り
、
遺
民
に
敵
視
か
ら
親
附
へ
の

転
換
を
促
し
た
�
。
そ
れ
に
応
じ
て
、
臨
済
宗
の
僧
た
ち
の
見
方
も
、
抵
抗
か
ら
賞
賛
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
隠
元
が
日
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本
に
渡
る
動
機
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
た
「
済
洞
之
諍
」
も
緩
和
さ
れ
た
。
一
六
五
四
年
、「
厳
統
」
事
件
で
敗
訴
し
た
費
隠

は
、
浙
江
省
を
離
れ
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
江
蘇
の
各
地
を
転
々
と
し
た
。「
厳
統
」
事
件
の
原
告
で
あ
る
三
宜
明
盂

は
、
一
六
五
六
年
に
費
隠
と
和
解
し
、
一
六
五
七
年
に
新
任
の
浙
江
省
役
人
が
公
文
を
出
し
て
費
隠
の
径
山
住
職
再
任
を
許

可
し
た
。
こ
れ
は
「
厳
統
」
処
分
の
翻
案
を
意
味
し
た
�
。
費
隠
が
一
六
六
〇
年
に
隠
元
に
送
っ
た
書
簡
で
述
べ
た
、「
幸

い
に
し
て
、
今
日
の
皇
帝
が
と
り
わ
け
臨
済
宗
を
重
視
し
た
の
は
、
昔
よ
り
そ
れ
と
並
ぶ
も
の
は
な
か
っ
た
。
皇
帝
は
、
報

恩
玉
公
、
天
童
木
公
、
そ
し
て
法
孫
の
璞
公
な
ど
、
し
ば
し
ば
高
僧
を
呼
び
寄
せ
て
い
た
。
帝
も
私
を
呼
び
寄
せ
よ
う
と

い
う
こ
と
を
聞
い
た
が
、
道
法
の
縁
は
ど
う
で
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
。
す
べ
て
は
運
命
に
任
せ
る
。（
幸
得
今
上
国
主
隆
重
済

宗
、
自
古
以
来
無
比
。
屢
召
善
知
識
、
如
報
恩
玉
公
、
天
童
木
公
及
法
孫
憨
璞
公
。
相
聞
亦
欲
召
老
僧
、
不
知
法
契
之
縁
何
似
。
一
聴
之
竜
天

也
）」
�
と
、
順
治
帝
を
か
つ
て
な
い
の
扶
持
臨
済
宗
の
帝
王
と
賞
賛
し
、
召
さ
れ
る
こ
と
に
対
す
る
渇
望
か
ら
も
、
中
国
に

対
す
る
態
度
の
変
化
の
一
端
が
窺
え
よ
う
。

実
は
、
こ
の
態
度
の
変
化
は
、
東
方
丈
の
庭
園
の
景
観
の
み
な
ら
ず
、
隠
元
の
詩
の
改
竄
に
ま
で
至
っ
た
。
例
え
ば
、

一
六
五
五
年
に
編
纂
さ
れ
た
『
黃
檗
和
尚
語
録
住
摂
州
普
門
福
元
禅
寺
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
偶
懐
故
国
」
は
、「
福
薄

逢
斯
劫
、
嗟
生
不
遇
時
。
一
人
才
失
慶
、
万
姓
却
依
誰
。
臊
気
弥
中
土
、
文
章
散
四
夷
。
碧
天
雲
未
浄
、
何
日
是
帰
期
（
福

分
が
少
な
く
て
こ
の
災
難
に
遭
遇
し
て
、
不
幸
な
運
勢
の
下
に
生
ま
れ
た
と
嘆
く
。
一
人
（
崇
禎
）
の
敗
戦
だ
け
で
、
す
べ
て
の
民
は
頼
み
を

失
っ
た
。
中
原
に
は
羊
の
臭
い
が
充
満
し
、
文
明
は
蛮
族
の
中
に
散
ら
ば
る
。
空
は
ま
だ
曇
っ
て
お
り
、
い
つ
に
な
っ
た
ら
帰
れ
る
か
）」
�

と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
五
年
後
の
一
六
六
〇
年
に
編
纂
さ
れ
た
『
黄
檗
和
尚
扶
桑
余
録
（
隠
元
禅
師
語
録
）』
に
お
い
て
、

満
清
に
対
す
る
露
骨
な
批
判
で
あ
る
「
臊
気
彌
中
土
」
は
「
礼
楽
混
中
土
（
礼
楽
は
中
国
で
合
わ
さ
っ
て
一
体
で
あ
る
）」
に
改

竄
さ
れ
た
�
。

ま
た
、
上
記
と
類
似
す
る
例
と
し
て
、
隠
元
の
「
題
扇
頭
富
士
山
図
」
の
改
竄
も
あ
げ
ら
れ
る
。『
黄
檗
和
尚
興
福
録
』、
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『
黄
檗
和
尚
扶
桑
余
録
』（
全
十
八
巻
五
冊
、
明
暦
版
）、『
黄
檗
和
尚
扶
桑
余
録
』（
全
十
八
巻
五
冊
、
明
暦
版
補
遺
）
に
収
録
さ
れ

て
い
る
こ
の
詩
は
、「
山
富
千
尋
玉
、
収
帰
掌
握
中
。
半
舒
開
白
練
、
微
動
起
清
風
。
水
国
無
倫
匹
、
蓬
萊
独
此
峰
。
十
年

描
不
尽
、
一
筆
自
成
功
（
山
に
千
尋
の
玉
も
た
っ
ぷ
り
と
あ
り
、
手
の
ひ
ら
に
集
め
て
い
る
。
白
い
布
を
半
分
ほ
ど
伸
ば
し
て
、
わ
ず
か

な
動
き
が
清
風
を
呼
び
起
こ
し
た
。
清
朝
に
は
比
べ
る
も
の
が
な
い
、
こ
の
山
が
あ
る
の
は
日
本
だ
け
で
あ
る
。
十
年
間
も
追
跡
で
き
な
か
っ

た
が
、
一
筆
で
自
ら
成
功
し
た
）」
�
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
詩
の
意
味
は
非
常
に
豊
富
で
あ
る
。
第
二
の
句
は
崇
禎
が
白
練
で
煤
山
に
自
害
し
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
よ
う
。
こ

れ
は
小
さ
な
動
作
で
は
あ
る
が
、
清
軍
の
勢
い
を
高
め
る
結
果
と
な
っ
た
。
第
三
の
句
は
、
隠
元
の
清
朝
と
日
本
の
関
係
に

対
す
る
理
解
を
表
し
て
お
り
、「
水
の
国
」
は
清
朝
を
指
し
て
い
る
が
、
主
語
は
第
一
の
句
と
変
わ
ら
ず
、
富
士
山
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
句
は
、
清
朝
に
は
日
本
特
有
の
富
士
山
に
匹
敵
す
る
も
の
が
な
い
、
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

れ
ら
の
意
象
は
、
隠
元
が
没
し
た
後
、
一
六
七
三
年
に
編
纂
さ
れ
た
『
普
照
国
師
広
録
』
に
お
い
て
修
正
さ
れ
た
（101）
。
例
え

ば
、
崇
禎
の
自
害
を
想
起
さ
せ
る
第
二
の
句
は
「
半
舒
横
白
練
」
と
い
う
よ
り
自
然
的
な
描
写
に
変
え
ら
れ
た
。
続
い
て
、

「
水
国
無
倫
匹
」
と
い
う
清
朝
へ
の
軽
蔑
の
意
味
も
含
む
表
現
は
、「
華
国
多
名
境
」
に
置
き
換
え
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
清
朝

を
貶
め
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
「
中
国
に
は
多
く
の
名
勝
が
あ
る
が
、
日
本
に
は
富
士
山
し
か
な
い
」
と
い
う
意
味
合
い
と

な
っ
て
、「
多
」
と
「
独
」
の
対
比
に
な
っ
て
い
る
。

商
宇
奇
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
隠
元
は
清
国
と
戦
っ
て
死
ん
だ
友
人
や
、
清
軍
に
虐
殺
さ
れ
た
庶
民
ら
の
こ
と
を
悲
し

ん
で
詩
を
詠
ん
で
い
た
（102）
。
特
に
、
一
六
四
七
年
の
福
清
海
口
と
鎮
東
衛
城
の
大
虐
殺
に
つ
い
て
、
隠
元
は
被
害
者
の
た
め

に
祈
っ
た
後
、「
誰
迷
方
寸
混
天
経
、
百
万
華
居
一
斬
平
（
誰
が
邪
念
の
と
り
こ
に
な
っ
て
天
の
常
道
を
混
乱
さ
せ
て
、
百
万
の
部
屋

を
一
気
に
滅
ぼ
し
た
）」「
両
城
人
物
今
何
在
、
一
片
悲
風
起
髑
髏
（
二
つ
の
城
の
人
々
は
今
ど
こ
に
い
る
か
。
一
陣
の
悲
し
い
風
が
髑

髏
を
巻
き
起
す
）」
な
ど
の
詩
を
作
っ
た
（103）
。
清
の
朝
廷
が
満
州
族
と
漢
民
族
の
和
解
政
策
を
ど
れ
ほ
ど
を
作
っ
て
も
、
隠
元
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に
と
っ
て
、
こ
れ
は
忘
れ
ら
れ
な
い
悲
痛
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に　

富
士
匡
廬
、
道
通
為
一

東
方
丈
庭
園
は
、
日
本
の
建
築
、
庭
園
、
景
観
思
想
に
影
響
を
与
え
た
黄
檗
宗
の
建
築
で
あ
る
と
同
時
に
、
渡
日
華
僧

の
様
々
な
境
遇
に
お
け
る
「
道
」
へ
の
考
え
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。
日
本
に
道
を
存
続
さ
せ
る
と
い
う
理
想
か
ら
、
隠
元

は
富
士
山
と
い
う
擎
天
柱
を
立
て
た
。
中
国
の
道
の
存
続
は
必
ず
し
も
日
本
に
依
存
す
る
必
要
は
な
く
、
さ
ら
に
中
華
に
も

道
が
あ
る
と
い
う
判
断
に
基
づ
い
て
、
木
菴
は
「
華
日
道
同
」
を
寓
意
し
て
廬
山
五
老
峰
を
増
設
し
た
。
富
士
と
匡
廬
は
、

景
観
は
異
な
る
が
、
道
は
通
じ
る
。
初
代
と
二
代
の
住
職
の
創
設
に
よ
っ
て
、
東
方
丈
庭
園
は
つ
い
に
富
士
山
の
よ
う
で
も

あ
り
廬
山
の
よ
う
で
も
あ
り
、
自
然
に
従
順
し
、
自
然
と
一
体
化
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
江
戸
の
園
林
と
は
異
な
る
審
美
上

の
趣
味
を
示
し
た
（104）
。
東
方
丈
庭
園
に
関
す
る
後
代
の
所
感
の
代
表
例
と
し
て
、
月
潭
道
澄
の
「
題
丈
室
後
築
山
」
と
い
う

詩
が
あ
る
。

人
工
巧
矣
奪
天
工
、
簣
土
功
成
何
其
速
。
儼
然
一
座
富
士
峰
、
移
至
堂
前
廓
心
目
。
秀
色
盤
空
勢
逼
真
、
蓮
開
葉
葉
空

香
馥
。
玉
竜
噴
雪
響
玲
瓏
、
又
似
廬
山
千
尺
瀑
。
瀑
花
濺
沫
散
驪
珠
、
洗
尽
労
生
塵
万
斛
。
松
蘿
垂
陰
足
清
風
、
炎
夏

必
也
忘
三
伏
。
列
岫
層
崕
眉
睫
間
、
奚
須
更
陟
彼
山
麓
。
中
有
法
王
御
世
資
、
享
此
無
為
清
浄
福
。
禅
余
時
為
法
喜

遊
、
獅
王
出
処
獅
児
逐
。
一
声
哮
吼
震
乾
坤
、
百
怪
千
邪
驚
退
縮
。
由
来
大
用
属
大
人
、
回
天
機
兮
飜
地
軸
。
（105）

人
工
は
実
に
精
巧
で
、
天
工
に
勝
る
、
小
さ
い
と
こ
ろ
か
ら
積
み
上
げ
て
き
た
成
功
は
、
な
ん
と
速
い
こ
と
か
。
ま

る
で
富
士
峰
の
よ
う
だ
、
堂
の
前
に
移
動
し
て
心
の
目
を
開
か
せ
る
。
美
し
い
様
子
が
空
中
に
漂
っ
て
お
り
、
勢
い

が
本
物
と
極
め
て
似
て
お
り
、
蓮
の
花
が
咲
き
乱
れ
、
そ
の
一
葉
一
葉
が
空
の
道
理
で
芳
し
い
。
玉
の
竜
の
よ
う
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に
、
雪
を
噴
き
出
し
て
玲
瓏
な
音
を
出
し
、
ま
た
廬
山
の
千
尺
の
高
さ
の
滝
の
よ
う
で
あ
る
。
滝
は
し
ぶ
き
を
あ

げ
、
泡
が
宝
珠
の
よ
う
に
散
っ
て
、
苦
労
し
て
生
き
て
き
た
無
数
の
埃
を
洗
い
尽
く
す
。
女
蘿
の
枝
叶
が
覆
っ
て
影

を
作
り
、
た
っ
ぷ
り
の
涼
し
げ
な
風
を
運
ん
で
く
れ
ば
、
暑
い
夏
で
も
三
伏
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
う
に
違
い

な
い
。
目
の
前
に
、
峰
を
並
べ
て
、
崖
を
重
ね
て
、
ど
う
し
て
ま
た
あ
の
峰
を
跋
渉
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。
そ
の

中
に
は
法
王
が
天
下
を
治
め
る
資
材
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
清
浄
無
為
の
福
を
享
受
す
る
。
参
禅
の
合
間
に
仏
法
の

喜
び
の
た
め
に
遊
歴
し
、
獅
子
王
が
（
世
間
に
）
出
て
も
出
な
く
て
も
、
子
獅
子
が
追
い
か
け
る
。
一
声
の
咆
哮
が

乾
坤
を
震
撼
さ
せ
、
無
数
の
鬼
、
妖
邪
が
驚
い
て
後
ず
さ
り
し
た
。
始
よ
り
偉
大
な
教
化
は
偉
大
な
人
に
属
し
、
そ

れ
は
天
機
を
回
転
さ
せ
、
地
軸
を
ひ
っ
く
り
返
す
。

二
代
目
住
職
の
木
菴
の
改
造
を
経
た
東
方
丈
庭
園
は
、「
ま
る
で
富
士
峰
の
よ
う
」
で
あ
る
と
同
時
に
「
廬
山
の
千
尺
滝

の
よ
う
」
と
い
う
神
妙
な
景
観
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
朱
良
志
が
提
示
し
た
再
現
と
表
現
以
外
の
芸
術
創
造
の
道
で

あ
る
「
示
現
」
で
あ
り
、
隠
元
と
木
菴
の
精
神
を
宿
し
た
山
水
の
幻
影
で
あ
り
、
方
便
の
法
門
を
開
い
て
真
実
を
示
す
も

の
で
あ
る
（106）
。
獅
王
と
獅
児
は
臨
済
宗
の
祖
師
と
弟
子
の
象
徴
で
あ
る
（107）
た
め
、
こ
こ
で
い
う
「
獅
王
出
処
獅
児
逐
」
と
は
、

祖
師
が
出
仕
し
よ
う
が
隠
退
し
よ
う
が
、
弟
子
は
必
ず
従
う
と
い
う
信
念
を
表
現
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
獅
子
王
の

咆
哮
は
百
怪
千
邪
を
恐
怖
に
萎
縮
さ
せ
る
も
の
で
、
隠
元
が
法
脈
を
一
掃
し
、
悪
を
滅
ぼ
し
、
正
道
を
養
う
こ
と
に
生
涯
を

捧
げ
た
決
志
を
も
象
徴
し
て
い
る
（108）
。
東
方
丈
庭
園
は
、
日
本
近
世
の
「
富
士
築
山
」
の
気
風
を
開
い
た
名
園
と
し
て
、
中

国
と
日
本
の
景
観
・
思
想
、
そ
の
特
別
な
歴
史
を
凝
縮
し
て
い
る
。（
図
九
）。

〔
付
記
〕
本
研
究
は
、
Ｊ
S
Ｔ
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
向
け
た
大
学
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
創
設
事
業 
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の
支
援
を
受
け
た
も
の
で
す
。

〔
謝
辞
〕
二
〇
一
九
年
九
月
、
筆
者
は
萬
福
寺
で
史
料
調
査
を
し
た
際
、

幸
い
な
こ
と
に
、
本
稿
の
研
究
対
象
、
東
方
丈
に
十
日
間
に
わ
た
っ
て

泊
ま
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
、
筆
者
が
研
究
を
遂
行
す
る

に
あ
た
り
、
終
始
暖
か
く
見
守
っ
て
下
さ
っ
た
黄
檗
文
化
研
究
所
所
長

田
中
智
誠
和
尚
に
深
く
感
謝
致
し
ま
す
。
調
査
・
参
拝
に
あ
た
っ
て

は
、
萬
福
寺
住
職
近
藤
猊
下
、
住
職
侍
者
木
村
信
安
和
尚
、『
黄
檗
文

華
』
編
集
に
携
わ
っ
て
い
る
久
恒
信
隆
和
尚
を
は
じ
め
と
す
る
萬
福
寺

の
皆
様
に
は
ひ
と
か
た
な
ら
ず
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
深
く
謝
意
を

表
し
ま
す
。

〔
注
釈
〕

＊
こ
の
論
文
は
中
央
美
術
学
院
の
学
術
誌
、『
世
界
美
術
』二
〇
二
三
年（
1
）：（
二
十
四
―
三
十
六
頁
）
に
掲
載
さ
れ
た
論
文「
富
士
与
匡
廬
：

日
本
黄
檗
山
萬
福
寺
東
方
丈
庭
園
的
景
観
与
作
為
其
背
景
的
明
末
清
初
渡
日
僧
的
思
想
」
を
翻
訳
し
て
、
転
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

⑴
中
国
に
は
「
黄
檗
宗
」
と
い
う
禅
宗
宗
派
は
存
在
せ
ず
、
隠
元
門
徒
は
し
ば
し
ば
「
臨
済
宗
黄
檗
派
」
あ
る
い
は
「
黄
檗
派
」
と
称
し
た

が
、
こ
の
呼
称
は
一
八
七
六
年
に
明
治
政
府
が
発
布
し
た
「
達
」
の
中
で
臨
済
宗
か
ら
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
竹
貫
元
勝
『
隠
元
と

黄
檗
宗
の
歴
史
』、
法
蔵
館
、
二
〇
二
〇
年
、
三
四
六
―
三
四
七
頁
。

図 9　富士山・五老峰・寒滝の位置関係
2022 年 9 月筆者撮影
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⑵
大
槻
干
郎
・
加
藤
正
俊
・
林
雪
光
編
『
黄
檗
文
化
人
名
辞
典
』、
思
文
閣
、
一
九
八
八
年
（
以
下
、『
人
名
辞
典
』
と
略
称
す
る
）、i-ii

。

⑶
韋
祖
輝
は
、長
崎
檀
越
が
隠
元
の
た
め
に
長
崎
崇
福
寺
に
建
て
た
臥
遊
居
に
つ
い
て
、隠
元
が
遺
し
た
数
首
の
詩
に
し
か
触
れ
て
い
な
い
。

韋
祖
輝
『
海
外
遺
民
竟
不
帰
―
―
明
遺
民
東
渡
研
究
』、
商
務
印
書
館
、
二
〇
一
七
年
、
二
四
二
―
二
四
五
頁
。

⑷
齋
藤
忠
一「
黄
檗
山
萬
福
寺
東
方
丈
庭
園
－
隠
元
禅
師
が
作
っ
た
富
士
山
の
庭
」、黃
檗
宗
大
本
山
萬
福
寺
修
理
現
場
見
学
研
修
会
、（
一
社
）

日
本
建
築
協
会
京
都
支
部
・（
公
社
）
日
本
建
築
家
協
会
近
畿
支
部
京
都
地
域
会
、
二
〇
二
〇
年
一
月
。
こ
の
報
告
書
は
公
開
さ
れ
て
い

な
い
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
の
検
討
、
見
解
、
図
面
ま
で
も
が
、
東
方
丈
庭
園
を
理
解
す
る
上
で
非
常
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
。 

齋

藤
氏
の
許
可
を
得
て
、
該
当
箇
所
で
そ
の
内
容
を
紹
介
し
、
再
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。 

以
下
、
こ
の
文
章
を
「
齋
藤
報
告
」
と
呼
ぶ

こ
と
に
す
る
。

⑸
中
村
昌
生
、
日
向
進
「
京
の
古
建
築
―
四
六
―
萬
福
寺
」、『
日
本
美
術
工
芸
』（
五
一
八
）、
一
九
八
一
年
、
七
六
頁
。

⑹
「
そ
の
形
式
は
明
風
を
模
し
、
細
部
は
多
く
日
本
風
で
、
多
少
明
風
を
加
え
て
あ
る
」。
黒
田
鵬
心
『
日
本
美
術
史
講
話
（
下
巻
）』、
趣

味
叢
書
発
行
所
、
一
九
一
四
年
、
四
九
〇
頁
。

⑺
中
村
直
勝
『
南
都
北
嶺
』、
星
野
書
店
、
一
九
四
九
年
、
二
六
七
頁
。

⑻
『
霊
元
上
皇
加
号
勅
書
』
京
都
宇
治
黃
檗
山
藏
。
平
久
保
章
は
、「
か
く
て
三
百
年
来
已
墜
に
禅
風
を
振
起
し
た
と
い
う
意
味
の
語
は
、

檗
僧
ら
が
宗
祖
隠
元
を
讃
え
、
あ
る
い
は
他
に
向
か
っ
て
宗
祖
の
功
績
を
誇
示
す
る
た
め
の
ほ
と
ん
ど
常
套
語
に
な
っ
て
い
た
」
と
指

摘
し
て
い
る
。
平
久
保
章
『
隠
元
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
、
二
三
五
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑼
中
村
昌
生
「
黃
檗
山
萬
福
寺
」、『
茶
道
月
報
』（
四
八
三
）、
一
九
五
二
年
、
八
頁
。

⑽
京
都
芸
苑
巡
礼
会
編
『
黄
檗
山
芸
術
案
内
』、
黄
檗
山
萬
福
寺
、
一
九
二
七
年
、
十
二
頁
。

⑾
近
藤
丰
「
萬
福
寺
の
建
造
物
」、
鎌
倉
新
書
編
『
黄
檗
山
萬
福
寺
』、
黄
檗
宗
宗
務
本
院
、
二
〇
頁
。

⑿
望
月
信
成
『
宇
治
・
醍
醐
』、
京
阪
電
氣
鐵
道
、
一
九
三
九
年
、
五
七
頁
。 
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⒀
中
村
昌
生
、
日
向
進
「
京
の
古
建
築
―
46
―
萬
福
寺
」、『
日
本
美
術
工
芸
』（
五
一
七
）、
一
九
八
一
年
、
四
四
頁
。

⒁
小
川
后
樂
『「
煎
茶
」
の
思
想
的
・
政
治
的
景
観
』、
尼
﨑
博
正
、
麓
和
善
、
矢
ケ
崎
善
太
郎
『
庭
と
建
築
の
煎
茶
文
化
：
近
代
数
寄
空

間
を
よ
み
と
く
』、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
八
年
、
二
八
七
頁
。

⒂
中
村
昌
生
、
日
向
進
「
京
の
古
建
築
―
47
―
萬
福
寺
―
続
―
」、『
日
本
美
術
工
芸
』 （
五
一
八
）、
一
九
八
一
年
、
七
六
頁
。

⒃
黒
田
鵬
心
『
日
本
美
術
史
講
話
（
下
巻
）』、
趣
味
叢
書
発
行
所
、
一
九
一
四
年
、
四
九
〇
頁
。

⒄
京
都
芸
苑
巡
礼
会
編
『
黄
檗
山
芸
術
案
内
』、
黄
檗
山
萬
福
寺
、
一
九
二
七
年
、
一
二
頁
。

⒅
近
藤
丰
『
萬
福
寺
の
建
造
物
』、
鐮
倉
新
書
編
『
黄
檗
山
萬
福
寺
』、
黄
檗
宗
宗
務
本
院
、
二
〇
頁
。

⒆
富
士
正
晴
、
安
部
禅
梁
『
萬
福
寺
』（
古
寺
巡
礼
京
都
9
）、
淡
交
社
、
一
九
七
七
年
、
一
二
四
頁
。

⒇
井
上
頼
寿
『
京
都
記
録
叢
書
第
四
巻
：
京
の
七
不
思
議
』、
郷
土
文
化
研
究
会
、
一
九
四
四
年
、
二
九
頁
。 

㉑
藤
原
義
一
『
京
阪
沿
線
の
古
建
築
』、
京
滋
探
遊
会
、
一
九
三
六
年
、
五
二
頁
。

㉒
富
士
正
晴
、
安
部
禅
梁
『
萬
福
寺
』（
古
寺
巡
礼
京
都
九
）、
淡
交
社
、
一
九
七
七
年
、
一
二
四
頁
。

㉓
「
禅
寺
は
方
丈
と
庫
里
の
ほ
か
、畳
席
と
地
板
を
敷
く
処
は
他
の
宗
派
よ
り
少
な
い
」。
松
本
章
男
『
京
の
裏
道
』、平
凡
社
、一
九
八
三
年
、

二
〇
一
頁
。
ま
た
、
谷
村
為
海
『
黄
檗
山
萬
福
寺
の
建
築
』
萬
福
寺
、
一
九
六
一
年
。

㉔
望
月
信
成
『
宇
治
・
醍
醐
』、
京
阪
電
気
鉄
道
、
一
九
三
九
年
、
五
九
頁
。

㉕
宇
治
市
都
市
整
備
部
歴
史
ま
ち
つ
く
り
推
進
課
、
瓜
生
山
学
園
京
都
芸
術
大
学
日
本
庭
園
・
歴
史
遺
産 

研
究
セ
ン
タ
ー
『
宇
治
市
名
勝

総
合
調
査
調
査
報
告
書
』、
宇
治
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
二
一
年
、
十
七
頁
。

㉖
飛
田
範
夫
『
日
本
庭
園
と
風
景
』、
学
芸
出
版
社
、
一
九
九
九
年
、
一
二
〇
―
一
二
一
頁
。

㉗
宮
崎
法
子
『
中
国
絵
画
の
内
と
外
』、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
二
〇
年
、
一
九
九
頁
。

㉘
齊
藤
忠
一
「
黄
檗
宗
の
庭
：
隠
元
禅
師
が
造
っ
た
萬
福
寺
東
方
丈
の
庭
」、『
和
華
』
第
二
三
号
、
二
〇
一
九
年
、
五
四
頁
。
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㉙
平
久
保
章
『
隠
元
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
、
二
二
五
―
二
二
七
頁
。

㉚
京
都
府
教
育
庁
指
導
部
文
化
財
保
護
課
『
重
要
文
化
財
萬
福
寺
東
方
丈
修
理
工
事
報
告
書
』、
京
都
府
教
育
委
員
会
、
一
九
八
一
年
、
一

―
二
頁
。

㉛
樊
麗
麗
「
論
日
本
近
世
的
富
士
山
形
象
及
形
成
要
因
」、『
長
春
師
範
大
学
学
報
』
第
三
六
巻
第
八
期
、二
〇
一
七
年
、一
九
七
―
一
九
八
頁
。

㉜
王
敏
釗
「
富
士
山
：
日
本
文
化
符
号
的
建
構
与
伝
播
」、『
中
央
社
会
主
義
学
院
学
報
』
二
〇
二
二
年
第
二
期
、
二
〇
二
二
年
、
一
六
二

―
一
六
三
頁
。

㉝
向
卿
「
江
戸
時
代
外
国
人
眼
中
的
富
士
山
」、『
日
語
学
習
与
研
究
』
二
〇
一
九
年
第
六
期
、
二
〇
一
九
年
、
九
一
頁
。

㉞
廖
肇
亨
「
従
西
湖
到
富
士
山
：
明
清
之
際
黄
檗
宗
僧
独
立
性
易
地
景
書
写
之
文
化
義
蘊
」、『
中
国
文
化
』（
二
）、二
〇
一
六
年
、二
二
六
頁
。

㉟
『
人
名
辞
典
』、
二
九
二
―
二
九
三
頁
。

㊱
賈
光
佐
「
独
立
性
易
撰
：
『
檗
山
遺
草
序
』
之
校
訂
与
釈
義
」、『
閩
商
文
化
研
究·

黄
檗
学
特
刊
』
二
〇
二
二
年
增
刊
、
二
〇
二
二
年
、

二
一
二
頁
。

㊲
廖
肇
亨
「
従
西
湖
到
富
士
山
：
明
清
之
際
黄
檗
宗
僧
独
立
性
易
地
景
書
写
之
文
化
義
蘊
」、『
中
国
文
化
』（
二
）、二
〇
一
六
年
、二
二
七
頁
。

㊳
徐
興
慶
『
天
閒
老
人
：
独
立
性
易
全
集
』
国
立
臺
湾
大
學
出
版
中
心
、
二
〇
一
五
年
、
三
七
一
頁
。 

㊴
前
者
は
『
芝
林
集
』
巻
六
、二
丁
表
―
三
丁
裏
。
後
者
は
『
芝
林
集
』
卷
十
三
、十
丁
表
―
十
一
丁
裏
。 

南
源
性
派
著
、道
曜
編
『
芝
林
集
』。

村
上
勘
兵
衛
、
一
六
八
六
年
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
、
請
求
記
号
詩
文
―
一
五
五
三
。 

㊵
廖
肇
亨「
西
従
西
湖
到
富
士
山
：
明
清
之
際
黄
檗
宗
僧
独
立
性
易
地
景
書
写
之
文
化
義
蘊
」、『
中
国
文
化
』（
二
）、二
〇
一
六
年
、二
二
八
頁
。

㊶
南
源
性
派
著
、道
曜
編
『
芝
林
集
』。
村
上
勘
兵
衛
、一
六
八
六
年
、日
本
国
立
国
会
図
書
館
蔵
、請
求
記
号
：
詩
文
―
一
五
五
三
、第
六
巻
、

二
丁
表
。

㊷
廖
肇
亨
「
従
西
湖
到
富
士
山
：
明
清
之
際
黄
檗
宗
僧
独
立
性
易
地
景
書
写
之
文
化
義
蘊
」、『
中
国
文
化
』（
二
）、二
〇
一
六
年
、二
二
八
頁
。
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㊸
平
久
保
章
『
木
菴
全
集
：
新
纂
校
訂
』、
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
二
年
、
五
一
四
頁
。

㊹
廖
肇
亨
『
中
辺·

詩
禅·

夢
戯
：
明
末
清
初
仏
教
文
化
論
述
的
呈
現
与
開
展
』、
允
晨
文
化
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
、
三
一
四
頁
。

㊺
同
上
、
三
一
四
頁
。

㊻
同
上
、
三
一
四
頁
。

㊼
同
上
、
三
一
四
頁
。

㊽
太
陽
は
下
に
あ
る
の
を
現
す
も
の
は
、
大
阪
府
叡
福
寺
藏
「
聖
徳
太
子
絵
伝
・
第
六
幅
」
な
ど
が
あ
る
。
太
陽
は
側
に
あ
る
の
を
現
す

も
の
は
、
長
澤
蘆
雪
の
「
富
士
越
鶴
図
」
等
。「
富
士
山
―
信
仰
と
芸
術
―
」
展
実
行
委
員
会
『
富
士
山
―
信
仰
と
芸
術
―
』、
二
〇
一
五

年
、
一
九
〇
頁
、
一
九
九
頁
。

㊾
廖
肇
亨
『
中
辺·

詩
禅·
夢
戯
：
明
末
清
初
仏
教
文
化
論
述
的
呈
現
与
開
展
』、
允
晨
文
化
実
業
株
式
会
社
、
二
〇
〇
八
年
、
三
二
一
頁
。

㊿
陳
智
超
『
旅
日
高
僧
東
皋
心
越
詩
文
集
』、
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、
一
九
九
四
年
、
三
三
頁
。

�
筆
者
の
考
察
で
は
、
隠
元
は
、
三
年
間
日
本
で
弘
法
し
て
中
国
に
戻
る
と
い
う
中
国
の
弟
子
・
檀
越
ら
と
の
約
束
を
破
っ
て
日
本
に
滞

在
し
続
け
た
が
、
そ
の
根
本
的
理
由
は
法
脈
を
継
が
せ
る
弟
子
が
ま
だ
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。（
賈
光
佐
『
達
磨
の
面
影
：
隠
元
の
東
渡

の
動
機
及
及
び
そ
の
意
義
に
つ
い
て
』、『
黃
檗
文
華
』（
一
四
一
）、
京
都
黃
檗
文
化
研
究
所
、
二
〇
二
二
年
）。
こ
の
こ
と
は
黃
檗
宗
の
発
展
・
存
続

と
強
く
関
連
し
て
い
る
。

�
廖
肇
亨
『
中
辺·

詩
禅·

夢
戯
：
明
末
清
初
仏
教
文
化
論
述
的
呈
現
与
開
展
』、
允
晨
文
化
実
業
株
式
会
社
、
二
〇
〇
八
年
、
三
二
二
頁
。

�
京
都
府
教
育
庁
指
導
部
文
化
財
保
護
課
『
重
要
文
化
財
萬
福
寺
東
方
丈
修
理
工
事
報
告
書
』、京
都
府
教
育
委
員
会
、一
九
八
一
年
、一
頁
。

�
『
隠
元
全
集
』、
三
四
五
三
―
三
四
五
五
頁
。

�
「
齋
藤
報
告
」、
一
一
頁
。

�
太
政
官
『
太
政
類
典
・
第
三
編
・
明
治
十
一
年
～
明
治
十
二
年
・
第
四
十
二
巻
・
運
漕
・
治
水
道
路
』、
一
八
七
九
年
、
国
立
公
文
書
館
蔵
、
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請
求
番
号
：
太00646100

、
第
二
十
二
頁
。

�
『
隠
元
全
集
』、
二
九
二
四
―
二
九
二
五
頁
。

�
賈
光
佐
「
達
磨
の
面
影
：
隠
元
の
東
渡
の
動
機
及
び
そ
の
意
義
に
つ
い
て
」（『
黄
檗
文
華
』（
一
四
一
）、
京
都
：
黄
檗
文
化
研
究
所
）
を
参
照

さ
れ
た
い
。

�
林
観
潮
『
隠
元
隆
琦
禅
師
』、
厦
門
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
、
一
二
三
頁
。

�
「
禅
林
執
弊
集
桂
林
崇
琛
」「
禅
林
執
弊
集
・
長
崎
招
明
僧
弁
」、
木
村
得
玄
編
『
黄
檗
宗
資
料
集
成
』
第
二
巻
、
春
秋
社
、
二
〇
一
五
年
、

二
二
二
―
二
二
三
頁
。

�
林
観
潮
「
費
隠
通
容
『
五
燈
嚴
統
』
に
つ
い
て
の
考
察
」、『
花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
論
叢
』（
三
）、
二
〇
〇
八
年
、
一
五
三
頁
。

�
『
隠
元
全
集
』、
二
三
一
一
頁
。

�
陳
智
超
、
韋
祖
輝
、
何
齢
修
編
『
旅
日
高
僧
隠
元
中
土
来
往
書
信
集
』、
中
華
全
国
図
書
館
文
献
縮
微
復
制
中
心
、
一
九
九
五
年
、
四
五
頁
。

�
賈
光
佐
「
達
磨
の
面
影
：
隠
元
の
東
渡
の
動
機
及
び
そ
の
意
義
に
つ
い
て
」、『
黄
檗
文
華
』（
一
四
一
）、
京
都
：
黄
檗
文
化
研
究
所
、
二

〇
二
二
年
、
一
六
七
―
一
六
九
頁
。

�
趙
園
『
明
清
之
際
士
大
夫
研
究
』、
北
京
大
学
出
版
社
、
一
九
九
九
年
、
四
〇
四
頁
。

�
『
隠
元
全
集
』、
五
一
九
八
頁
。

�
『
隠
元
全
集
』、
二
七
六
五
頁
。

�
陳
継
東
「
檗
と
い
う
異
物
」、『
禅
文
化
』（
二
六
二
）、
二
〇
二
一
年
、
七
〇
頁
。

�
林
観
潮
『
隠
元
隆
琦
禅
師
』、
厦
門
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
、
一
一
二
頁
。

�
「
迦
陵
頻
伽
」
梵
文
はK

alaviṅka

、
訳
は
「
妙
音
鳥
」
等
。W

illiam
 Edw

ard Soothill and Lew
is H

odous C
om

piled, A D
ictionary of 

C
hinese Buddhist Term

s: W
ith Sanskrit and English Equivalents and a Sanskrit―

Pali Index, R
outledge, 2014,p236a.
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�
賈
光
佐
「『
肇
論
』
中
的
「
心
物
関
係
」
論
及
其
美
学
発
微
」、『
漢
語
言
文
学
研
究
』
二
〇
一
八
年
第
三
期
、
二
〇
一
八
年
、
一
三
四
頁
。 

�
顧
雪
頡
校
『
白
居
易
集
』、
中
華
書
局
、
一
九
七
九
年
、
九
三
五
頁
。

�
『
隠
元
全
集
』、
二
五
八
二
頁
。

�
賈
光
佐
「
隠
元
の
嗣
法
と
そ
の
精
神
に
つ
い
て
」、『
黃
檗
文
華
』（
一
四
〇
）、
二
〇
一
九
年
、
二
〇
〇
頁
。

�
『
隠
元
全
集
』
第
三
六
七
〇
頁
。

�
獨
吼
性
獅
『
獨
吼
禪
師
五
雲
集
』、
祐
德
稻
荷
神
社
中
川
文
庫
藏
、
一
六
七
七
年
、
卷
三
、
八
丁
裏
―
九
丁
表
。

�
大
槻
幹
郎
『
煎
茶
文
化
考
―
：
文
人
茶
の
系
譜
』、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
四
年
、
一
六
頁
。

�
『
隠
元
全
集
』、
二
九
二
七
頁
。

�
矢
ケ
崎
善
太
郎
「
文
人
達
の
數
寄
空
間
」、『
近
代
庭
園
と
煎
茶
』、京
都
造
形
芸
術
大
学
日
本
庭
園
研
究
セ
ン
タ
ー
、二
〇
〇
五
年
、三
一
頁
。

�
富
士
正
晴
、
安
部
禅
梁
著
『
萬
福
寺
』（
古
寺
巡
礼
京
都
九
）、
淡
交
社
、
一
九
七
七
年
、
一
二
五
頁
。

�
『
木
菴
全
集
』、
二
一
九
二
頁
。

�
「
趯
、
踊
也
。
従
走
、
翟
声
」（
趯
、
跳
躍
す
る
と
い
う
意
味
。
字
義
は
「
走
」、
発
音
は
「
翟
」
に
ち
な
む
）[

漢]

許
慎
撰
『
説
文
解
字
』、
中

華
書
局
出
版
、
一
九
六
三
年
、
三
六
頁
上
。

�
賈
光
佐
「
隠
元
の
悟
境
表
現
と
臨
済
宗
風
：
「
打
筋
斗
」
と
「
獅
子
返
投
」
を
中
心
に
」、『
黄
檗
文
華
（
一
三
九
）、
京
都
：
黄
檗
文
化
研

究
所
、
二
〇
一
八
年
、
二
二
六
―
二
二
七
頁
。

�
『
木
菴
全
集
』、
一
九
八
六
頁
。

�
『
木
菴
全
集
』、
二
四
四
三
―
二
四
四
四
頁
。

�
『
隠
元
全
集
』、
二
四
―
二
五
頁
。

�
「
師
（
木
菴
）
五
十
三
歳
、
老
和
尚
進
東
方
丈
、
師
移
居
西
方
丈
（
師
（
木
菴
）
五
十
三
歳
の
と
き
、
老
僧
は
東
方
丈
に
入
り
、
師
は
西
方
丈
に
移
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る
）。」『
木
菴
全
集
』、
三
五
五
二
頁
。

�
『
隠
元
全
集
』、
三
三
〇
六
頁
。

�
『
隠
元
全
集
』、
五
二
四
五
頁
。

�
『
木
菴
全
集
』、
一
九
八
二
―
一
九
八
四
頁
。

�
『
木
菴
全
集
』、
二
一
八
九
―
二
一
九
〇
頁
。

�
「
齋
藤
報
告
」、
十
五
頁
。

�
小
川
後
楽
：
「
煎
茶
文
化
」、『
近
代
庭
園
と
煎
茶
』、
京
都
造
形
芸
術
大
学
日
本
庭
園
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
五
年
、
二
〇
頁
。

�
廖
氏
前
引
書
、
三
二
三
頁
。

�
孔
定
芳
『
清
初
遺
民
社
会
：
満
漢
異
質
文
化
整
合
視
野
下
的
歴
史
考
察
』、
湖
北
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
、
三
三
四
―
三
三
六
頁
。

�
林
観
潮「
費
隠
通
容『
五
燈
嚴
統
』
に
つ
い
て
の
考
察
」、『
花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
論
叢
』（
三
）、二
〇
〇
八
年
、一
四
六
―
一
四
八
頁
。

�
陳
智
超
、
韋
祖
輝
、
何
齢
修
編
『
旅
日
高
僧
隠
元
中
土
来
往
書
信
集
』、
中
華
全
国
図
書
館
文
献
縮
微
復
制
中
心
、
一
九
九
五
年
、
六
二
頁
。

�
『
隠
元
全
集
』、
二
七
二
七
頁
。

�
平
久
保
章
「（
隠
元
全
集
）
解
題
」、『
隠
元
全
集
』、
二
一
頁
。

�
『
隠
元
全
集
』、
二
七
二
七
頁
―
二
七
二
八
頁
。

（101）
平
久
保
章
は
、「『
広
録
』
は
、
中
国
語
録
に
つ
い
て
は
比
較
的
忠
実
に
原
文
を
載
せ
て
い
る
が
、
日
本
の
語
録
・
詩
偈
類
に
つ
い
て
は
、

省
略
し
た
り
語
句
を
変
え
た
り
す
る
な
ど
、か
な
り
多
く
手
を
加
え
て
い
る
。」
平
久
保
章
「（
隠
元
全
集
）
解
題
」、『
隠
元
全
集
』、三
六
頁
。

（102）
商
宇
琦
『
隠
元
詩
歌
研
究
』、
紹
興
文
理
学
院
二
〇
一
七
年
修
士
卒
業
論
文
、
二
二
―
二
六
頁
。

（103）
『
隠
元
全
集
』、
一
二
〇
二
頁
。

（104）
曹
林
娣
、
許
金
生
『
中
日
古
典
園
林
文
化
比
較
』、
中
国
建
筑
工
業
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
、
七
五
頁
。
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（105）
月
潭
道
澄
『
禅
悦
集
』、
高
泉
性
潡
序
、
国
立
公
文
書
館
蔵
、
一
六
七
四
年
、
巻
一
三
丁
裏
。

（106）
朱
良
志
「
作
為
「
示
現
」
的
⼭
川
」、『
美
術
大
観
』
第
三
期
、
二
〇
二
二
年
、
三
四
頁
。

（107）
賈
光
佐
「
隠
元
の
悟
境
表
現
と
臨
済
宗
風
:
「
打
筋
斗
」
と
「
獅
子
返
投
」
を
中
心
に
」、『
黄
檗
文
華
（
一
三
九
）、
京
都
:
黄
檗
文
化
研

究
所
、
二
〇
一
八
年
、
二
二
三
頁
。
隠
元
の
『
題
径
⼭
老
僧
法
語
後
』
に
は
、「
獅
子
王
の
咆
哮
と
怒
号
に
、
百
獣
た
ち
は
姿
を
隠
し
た
。

本
物
の
ラ
イ
オ
ン
だ
け
が
、
風
を
受
け
続
け
て
い
る
。
岩
は
繰
り
返
し
投
げ
ら
れ
、
洞
窟
内
で
は
さ
ら
に
雄
壮
に
な
っ
た
。
金
毛
獅
子

の
種
覚
を
受
け
継
ぎ
、
盛
大
な
集
団
行
事
を
ひ
っ
く
り
返
す
。
爪
牙
は
力
を
尽
く
し
て
大
地
を
つ
か
ん
で
、
心
と
目
は
虚
無
に
き
ら
め

い
て
い
ま
す
。
行
く
先
々
で
こ
れ
に
匹
敵
す
る
も
の
は
な
く
、
常
に
自
分
の
内
面
を
進
化
さ
せ
る
。（
獅
王
大
哮
吼
、
百
獣
俱
潜
蹤
。
唯
有
真

獅
子
、
一
聞
長
烈
風
。
岩
頭
曾
返
擲
、
窟
内
癒
増
雄
。
能
継
金
毛
種
、
掀
翻
勝
会
中
。
爪
牙
奮
大
地
、
心
眼
爍
虛
空
。
出
処
無
倫
匹
、
時
時
演
化
功
）」『
隠

元
全
集
』、
五
〇
六
〇
―
五
〇
六
一
頁
。

（108）
賈
光
佐
「
隠
元
の
嗣
法
と
そ
の
精
神
に
つ
い
て
」、『
黄
檗
文
華
』（
一
四
〇
）、
二
〇
一
九
年
、
一
九
五
―
一
九
六
頁
。
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執
筆
者
一
覧
（
掲
載
順
）

常
盤　

義
伸　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
園
大
学
名
誉
教
授

中
島　

志
郎　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
園
大
学
名
誉
教
授

陳　
　

懐
元
（
訳
）                                 

        

花
園
大
学
大
学
院
修
士

松
宮　

貴
之　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
阪
大
学
非
常
勤
講
師 

禪
文
化
研
究
所
唐
代
語
錄
研
究
班　
　
　
　
　

禅
文
化
研
究
所

衣
川　

賢
次　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
客
員
研
究
員

松
岡　

由
香
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

禅
文
化
研
究
所
研
究
員

加
藤　

一
寧　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
園
大
学
非
常
勤
講
師

佐
々
木
日
嘉
里　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
園
大
学
非
常
勤
講
師

宋　
　
　

琦　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
西
理
工
大
学
外
国
語
学
院
講
師

賈　
　

光
佐　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
北
大
学
博
士
後
期
学
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
共
同
利
用
特
別
研
究
員

李　
　

詩
晴
（
訳
）                                      

　

東
北
大
学
（
中
国
）
修
士

辛　
　
　

放
（
訳
）                                      

　
　

清
華
大
学
博
士
後
期
学
生

崔　
　

雪
萍
（
訳
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
北
大
学
博
士
後
期
学
生
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Mahāparinirvāṇa and Four-Volume Laṅkāvatāra

  A Renewed Query on How the two Mahāyāna Sūtras are Related

by TOKIWA Gishin
(What follows is an English version of the paper written by me in Japanese in Au-
gust 2022, with the expectation of their simultaneous publication.  The reason for 
having an English paper is that I have felt obliged to respond to a person who in 
May 2022 had expressed his/her wish from Austria to the Institute of Zen Studies 
in Kyoto to have a copy of A Jewel Scripture of Mahāyāna Thought and Practice 
– An English Translation of The Laṅkāvatāra Sūtram--, my personal publication 
in 2003, which lacks the “Query” treated in the present paper.)

The Kyougaku-kenkyuu-kiyou (Bulletin of Myoshinji-School, in Japanese) 
vol.5, May 2007, Kyoto, includes a treatise by me (pp.1~22): “Wasn’t the 
Mahāparinirvāṇa Sūtra a Central Self-Expresser in the Compilation of the Laṅkā-
vatāra Sūtra?” In that treatise a query arose: Both the scriptures have a chapter on 
abstaining from eating meats,*1 and it is a natural matter that the central thoughts 
of their chapters show a development from the predecessor, Mahāparinirvāṇa 
sūtra, to the successor, Laṅkāvatāra sūtra. Nevertheless, Verse 87 of Volume IV 
(Tokiwa’s Division 120), of the latter, Guṇabhadra’s Chinese version, in nam-
ing the scriptures which prohibit from meat-eating fails to cite the predecessor’s 
name.  The verse (T16, 514b,4-5) goes like this:

“In the Elephant-Valour (Hastikakṣye), the Great Cloud (Mahāmeghe), the Fin-
ger-Garland-Maker (Aṅgulimālike), and in this Laṅkā Sūtra, I entirely prohibit 
from eating meats.”*2

Being sure that this failure must have a reason, I offered the following explanation 
(p.9): 

The Laṅkāvatāra sūtra, in its roots, shares the nirvāṇa view of the mahāyāna 
Mahāparinirvāṇa sūtra; or, rather, the former, having started from there, depart-
ing from the latter’s story-telling style, is considered to have intended to pos-
sess a strict sūtra-style of thought-expression, different from the treatise-style.  
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Couldn’t it be permitted to say that the Nirvāṇa-sūtra-compilers under a new 
plan produced the Laṅkāvatāra sūtra?

In the present paper I would like to change the subject part of the final sentence 
quoted above from the “Nirvāṇa-sūtra-compilers” to “those who grasped the Nir-
vāṇa-sūtra-compilers’ ideas,” and then to investigate relations between the two 
scriptures anew.

(In this paper, for avoiding repetitions I shall use alternatives such as Laṅkāvatāra 
sūtra, Four-Volume-Laṅkā-sūtra, Laṅkā-sūtra; Mahāparinirvāṇa sūtra, Nir-
vāṇa-sūtra.)

1

Fa Xian, a Buddhist monk of East Jin, in A.D.399, started his long travel of hard-
ships by land to India from Chang’an with a party of ten, seeking for the texts of 
Vinaya or discipline.  The party whose members gradually decreased in number 
as some stayed and others died on the way, took six years to reach the central part 
of India.  In Pāṭaliputra, the ancient capital under the patronage of King Aśoka, Fa 
Xian could procure not only texts of Vinaya but also a text of mahāyāna Mahāpa-
rinirvāṇa sūtra, and stayed in the city for three years to learn to write and read 
the Sanskrit language.  Fa Xian, having lost every companion, went by sea alone 
to Laṅkā, where for two years, A.D.411~412, he stayed in the capital Anurādha-
pura. “In the south seven li from the capital” there stood the Mahāvihāra (Great 
Temple), where there were  “three thousand monks abiding.”  Furthermore, in 
the Abhayagirivihāra (Fearless Mountain Temple), which stood “in the north of 
the capital, beside the great tower, there abide five thousand monks,” as Fa Xian 
writes in his Record of Travel Through India (Taisho 51, No.2085,864b~865c). 

The Abhayagirivihāra of Anurādhapura, the temple where students gathered who 
were actively engaged in the study of mahāyāna, was where Guṇabhadra, the 
Buddhist monk from central India, is considered to have stayed before A.D.435, 
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when he reached China. In A.D.443 he translated the Laṅkāvatāra sūtra into Chi-
nese together with other texts he had brought with him from Laṅkā.  Fa Xian, who 
could return home land in A.D.414 and translate the mahāyāna Mahāparinirvāṇa 
sūtra into Chinese in A.D.418, writes that during his stay in Laṅkā he obtained 
those scriptures and Vinaya texts which had not reached China; he leaves no re-
cord concerning the Laṅkāvatāra sūtra.  

However, there could not be any reason why the original text of mahāyāna 
Mahāparinirvāṇa sūtra which Fa Xian had brought from India did not attract 
the attention of the Mahāyānists who had gathered at the Abhayagirivihāra in 
Anurādhapura.  It seems most natural to think that the compilation of the Laṅkā-
vatāra sūtra started during Fa Xian’s stay with the study by these people of the 
original text of Mahāparinirvāṇa sūtra, and saw its completion before A.D.435.  
I would like to think that it was no accidental matter that Verse 87 of the  Laṅkā-
vatāra sūtra  IV did not cite the name of the Mahāparinirvāṇa sūtra as among the 
mahāyāna scriptures that prohibited from meat-eating; rather, it must have meant 
some firm intention of those who believed themselves expressing a mahāyāna 
Buddhist thought capable of standing criticism.  

2

In my thought, the two technical Buddhist terms “icchantika” and “tathāgatagar-
bha” express deep thoughts common to the two mahāyāna scriptures, so important 
as first to be taken up for seeking the intention of those people who are considered 
to have thought of the development of expressions from the Nirvāṇa sūtra to the 
Laṅkāvatāra sūtra.  Here goes the investigation of these terms in order.

(1) On “icchantika”: In Fa Xian’s Chinese version of the mahāyāna Mahāparinir-
vāṇa sūtra, in its seventeenth article on “Interrogating the Bodhisattva,” the Bud-
dha says, “As for self-conceited icchantikas, what do they have as their basis?  Let 
me say they have the vicious acts of blaming scriptural teachings as their basis.” 
(T12,892b,ll.19-21)  Also, “There are arhat-like icchantikas; these people blame 
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mahāyāna.” (ibid.,c,10-11)  In the eighteenth article on the “Joy that Follows,” the 
last part of the scripture, the Buddha, approaching his parinirvāṇa, uttered verses 
of farewell for all beings (thirty-one lines in the Chinese version,with two portions 
as one line).  Here are several lines both in the beginning and at the end:

You should not grieve or mourn for me.  This being the same with all the bud-
dhas,
To say that the buddha enters nirvāṇa (= getting deceased) does not exhaust the 
truth. 
The tathāgata (thus-gone, thus-come) is the eternally abiding, tranquil being. 
(Omitted.)
Because all of you deeply wish for the authentic truth,
You grieve and sorrow, with the thought of the tathāgata eternally going away.

Never henceforth think the tathāgata be anitya (non-eternal).

Originally the tathāgata is eternal, unchanging.

His teachings and his practisers alike are free from getting gone.
In between the omitted lines, the lines twentieth and twenty-first say thus:

Should the icchantikas all get awakened to the equality of all,
The tathāgata would give up compassion and eternally enter nirvāṇa.

Thus, according to the Mahāparinirvāṇa sūtra, the term icchantika (= one who 
wants) means the one who, while taking pride in being a top disciple of the Bud-
dha, seeking for self-awakening, considers the mahāyāna that teaches the equality 
of all beings to be wrong, and blames it for that.  The term is a critical remark cast 
by the Mahāyānists. 
The Buddha, in the Laṅkāvatāra sūtra I (Division 26), speaks of two kinds of “the 
not-seeking-for-emancipation of those who seek for emancipation” (icchantikānām 
anicchantikatā mokṣam).  The first kind is of those who would reject the mahāyā-

na scriptures of the bodhisattva tripiṭaka, considering them not to be in match with 
the teachings of emancipation expounded in the sūtras and vinayas as taught by 
Śākyamuni. They are criticized for having forsaken every root of virtue through 
their groundless attack.   The other kind is of those bodhisattvas who would have 
no nirvāṇa to attain unless every being attains perfect nirvāṇa (T16,487bc).  
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In this way, about their understanding of the term icchantika, the two scriptures 
almost perfectly agree. Difference is in their speakers: One is Śākyamuni ap-
proaching the time of his parinirvāṇa in the sense of death; the other is the Laṅkā-
avatāra Buddha who made the icchantika-bodhisattvas enter the stage.  In spite of 
this difference, common to the two scriptures is, one could say, their critical con-
sciousness that historically there have existed groups that would reject the appear-
ance of mahāyāna Buddhism, like the Theravāda Mahāvihāra group in Laṅkā.*3

(2) On “tathāgatagarbha”: In Fa Xian’s Chinese version of the Mahāparinirvāṇa 
sūtra, in its tenth article on “Discerning Right from Evil,” there is a passage which 
refers to the Tathāgatagarbha sūtra. 

There might be a bhikṣu who extensively proclaims the teaching of the Tathāga-
tagarbha sūtra. saying: “All the sentient beings have the buddha-nature in their 
beings; the buddha will clearly be manifest upon all the boundless afflictions 
getting removed. Only the icchantika is excluded.” (T12,881b,23-26) 

In the same scripture, in the thirteenth article on the “Tathāgata-Nature” the Bud-
dha says,

All the sentient beings are also like that; every person has the tathāgata-nature 
in themselves, though hidden under boundless afflictions, unknown to them.  
The tathāgata with expedients invite them to be illuminated and delighted to 

accept the knowledge that there is the nature in themselves. (ibid.,883b:11-13)

To tell the truth, the Tathāgatagarbha sūtra, where it insists on referring to the 
tathāgatagarbha, always explains about the tathāgata-dhātu (=tathāgata-nature). 
As I have mentioned in my paper “What is (the) Tathāgatagarbha Thought?” 
(Annual Report of The Institute for Zen Studies, No.XXXV, May 2021) , 
the term of this scripture, as is seen in its Tibetan version, is taken to mean “the 
dharmatā of the tathāgata that has become an embryo,” which it seems to call 
the tathāgatagarbha (p.13),.  In the Nirvāṇa sūtra, while its emphasis is always 
on the tathāgata as the very presence of the tathāgata-nature, the  “tathāgatagar-
bha” is treated in a way distinguished from the “tathāgata-nature,” as follows.

In the eighth article on the Four Matters, the Buddha states (T12,874c,11-13):
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A truly emancipated one enters into the tathāgatagarbha; leaves falsities and 
eradicates all beings. Emancipation is like that.  The emancipated one is the 
very tathāgata, who enters into the right dharma.  

In the thirteenth article on the Tathāgata Nature, the Buddha starts a long series of 
verses with this remark (ibid.,885b,23-24): 

Further, Good Boy, I shall go on to proclaim entering into the tathāgatagarbha.
The Buddha’s words in the middle (ibid.,886a,1-2):

A good doctor cures with a good prescription, with equality effected in tranquil-
ity.
That equality I call the tathāgatagarbha. 

The ending words of the verses (ibid.,886b,18-23):
For sentient beings I expound, “Everything that has its own characteristics is 
selfless.”
The ignorant, unable to know, say, “ The Buddha expounds selflessness.”
The wise realize, in the self-nature, self and no-self are non-dual.
The boundless buddhas expound this to be the tathāgatagarbha;
I have also expounded in the scriptures fulll of merit 
Self and no-self to be non-dual.  May you all accept it well.

Immediately after the verses go the Buddha’s remarks (ibid.,886b,24-25):
Good Boy, you shoud be reminded of all the meritorious scriptures.  In the Pra-
jñāpāramitā Mahāsūtra    I have expounded the non-duality; there in this way I 

expound self and no-self to be non-dual.
Although from the expressions of the Chinese version of the Mahāparinirvāṇa 
sūtra one cannot gain understanding of any exact meaning of the term tathāga-
tagarbha, the scriptural intention roughly grasped there is completely lacking 
in the Tathāgatagarbha sūtra.  It is rather considered to be extremely near the 
“tathāgatagarbha-śabdasaṃśabditālayavijñāna” thought of the Laṅkāvatāra 
sūtra IV (Division 112).

3

The Laṅkāvatāra sūtra, at the beginning of the second volume (Division 38), has 
Mahāmati criticize the thought of the Tathāgatagarbha sūtra as the non-Bud-
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dhists’ ātma-theory, and then has the Buddha correct the interpretation by stating 
its true intention as expounding śūnyatā or emptiness.  The above-introduced ex-
pressions of the Mahāparinirvāṇa sūtra have something overlapping this critical 
attitude of the Laṅkāvatāra sūra.  On the other hand, the non-Buddhistic tendency 
of the Tathāgatagarbha sūtra, which lacks the Prajñā thought, has come to be log-
ically in shape in the Ratnagotra-vibhāga, which calls itself Mahāyānottaratan-
tra-śāstra, alias Ratnagotra-śāstra. (Cf. the above referred paper of mine, “What 
is the Tathāgatagarbha Thought?”) 
The compilers of the Laṅkāvatāra sūtra, who may possibly have held a strong 
critical consciousness—this is my conjecture—against the tendency of the Bud-
dhists to become non-Buddhistic, must have thought that the story-telling style 
of expressions of the Mahāparinirvāṇa sūtra would be helpless to prevent the 
tendency.  The Laṅkāvatāra sūtra III has two quotes, each of which it says cited 
from the Buddha’s words, but which both appears to be a verse from Vasuband-
hu’s Triṃśikā (Verse Twenty in Division 98, Verse Twenty-eight in Division 
100).  There is reason for that. The quotes were for the purpose of criticizing the 
non-Buddhistic thoughts of India.   This critical posture against the non-Buddhis-
tic thoughts is seen throughout in the Laṅkāvatāra sūtra.
Meanwhile, from the critical standpoint of the Laṅkāvatāra sūtra, the conservative 
posture of traditional Buddhist schools like the Theravāda Mahāvihāra in Laṅkā 
is considered to have been fundamentally incompatible with itself.  The two vers-
es at the end of the first prose part of  Volume Three are excellent expressions to 
show the scripture’s posture: (Division 85; T16,498a,9-12):

My vehicle is not “mahāyāna,” not the sounds nor the characters,
Not the truths nor the emancipations, nor the stage free from appearances.
Yet the vehicle is mahāyāna, self-abiding in samādhi,
With bodies born from manas (will) variously decorated with flowers free from 
restrictions.

Through the above considerations one may come to think the term, “prohibiting 
from eating meats,” seems to be a very concrete, common theme that conbines the 
two mahāyāna scriptures, Nirvāṇa and Laṅkā.  The latter not citing the former’s 
name as one of those which expound the theme sounds very unnatural.  What hap-
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pens here is citing its own name instead of that of the scripture historically preced-
ing itself and well known concerning the theme.  It is something impossible. 
 And this has supporting evidence.  The Mañjuśrī -praśna-sūtra, the Chinese ver-
sion, refers to this (Verse87).expression of the Laṅkāvatāra sūtra, without men-
tioning its source (T14, No. 468, 493a).*4   

4

For solving this difficult query, there must be consideration of one more important 
matter common  to the two scriptures.  Certainly the Laṅkāvatāra sūtra, by taking 
up the same theme as that of the Mahāparinirvāṇa sūtra and giving more detailed 
explanations in its “chapter on abstaining from eating meats,” succeeds the prede-
cessor’s intent, but that is not enough.  The decisive element that enables one to 
realize this new scripture to be an incarnation of the Nirvāṇa sūtra, I believe, is its 
nirvāṇa view, which the Laṅkāvatāra sūtra seems to regard as the most important 

theme. Throughout the scripture, there are six places where nirvāṇa is discussed.  
What follows is the necessary parts of the six places from the Chinese version re-
vised by me:
(1) The fifth verse in Volume I (Division 2), in which Mahāmati praises the Bud-
dha (T16,480b,6-8):

“With you there is no nirvāṇa at all, no buddha of nirvāṇa, no nirvāṇa, of the 

buddha.
You are free from awakening, from being awakened, free from the two, being 
or nonbeing.” 

(2) In Vol. I (Division 19)  the śrāvakas’ nirvāṇa view is criticized by the Buddha 

(ibid., 486c,22-25):

“Further, Mahāmati, śrāvakas (disciples in the traditional schools), frightened 

with the fear of suffering with which they contrive saṃsāra, seek for nirvāṇa; 
they don’t know the distinction between saṃsāra and nirvāṇa.  They contrive it 
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in the nonbeing of the contrivance of all beings and the future cessation of the 
objects of perception.  They never think of it as the ālayavijñāna converted, the 

state of the noble wisdom of self-awakening.”

(3) In Vol. II (Division 56): “What is called nirvāṇa?” (ibid.,492b,6-15):

Then the bodhisattva, great sattva Mahāmati, again told the Buddha, saying, 
“As for parinirvāṇa, Bhagavan, what kind of dharma do you call nirvāṇa?”  
The Buddha responded, ”Every self-nature’s impression remaining, the re-
maining impression of the views of ālaya, manas, and vijñānas converted, that 

is called nirvāṇa.  For buddhas as well as for me, nirvāṇa is the stage of the 
self-nature being empty.  Further, nirvāṇa is the stage of the noble wisdom of 

self-awakening, free from the contrivance of eternity and destruction, of being 
and nonbeing.  How no-eternity?  I say no-eternity because the contrivance of 
characteristics either specific or general is cut off,   How no-destruction?   I say 
no-destruction because all the noble people, past, future, and present, attain 
self-awakening. Mahāmati, nirvāṇa is neither annihilation nor death.  Should 
nirvāṇa be death, there would  be birth-continuance. Should it be destruction, it 
would fall into what is of transient nature.  Thus nirvāṇa is neither destruction 
nor death.  Therefore, it is what practisers seek refuge with.”  

(4) In Vol. II (Division 81): “The non-Buddhists’ four kinds of nirvāṇa view” 
(ibid.,496a,16-20):

“Further, Mahāmati, the non-Buddhists have four kinds of nirvāṇa view: What 
are the four?  They are: being’s self-nature’s non-being as nirvāṇa, character-
istic features’ various beings’ non-being as nirvāṇa, peculiar characteristics’ 
self-nature’s non-being’s perception as nirvāṇa, and the human beings’ constitu-
ent elements’ specific and general characteristics’ continuous flow’s interruption 
as nirvāṇa.  They are non-Buddhists’ four kinds of nirvāṇa view, but not in my 
teaching.  In my teaching the discerning faculty of thought (manovijñāna) ceas-
ing as contriver is called nirvāṇa.” 
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(5) In Vol. III (Division 105):

 A. “One should part with all the non-Buddhists’ nirvāṇa-views.” (ibid.,504c1~505a,8)

Then, the bodhisattva, great sattva Mahāmati further told the Buddha, “Bhaga-
van, as for the so-called nirvāṇa, what is named nirvāṇa?  I mean what all the 
non-Buddhists contrive as nirvāṇa.”  The Buddha told him, “Listen.  Listen 
well, and think well.  I shall tell for your sake.  As the non-Buddhists contrive 
nirvāṇa, no nirvāṇa exists that is conformable to their contrivance.  (Middle 
passages omitted.  After twenty-three views are cited, the Buddha continues:)  
As for the non-Buddhists’ nirvāṇa-views, none of them prove to be tenable, 
though they insist they stand on them, having examined them by sense and in-
tellect.  Just as their contriving mind and thought keep struggling to come and 
go, none of the non-Buddhists could attain nirvāṇa.”  

B. “In my teaching what I call nirvāṇa.is as follows:...” (ibid.,505a,8-17):

“Mahāmati, in my teaching what I call nirvāṇa is as follows: Because of the 
realization that what is seen is nothing but one’s own mind, because of no ad-
herence to external beings, because of freedom from the four terms of the ulti-
mate antimony (cātuṣkoṭikarahita) and abiding in and having insight into things 
as they are, by not falling into the two extremes that belong to the contrivance 
of what is seen that is one’s own mind, because of not obtaining the grasped 
and the grasping, because of not seeing the efficacy of any means of acquiring 
knowledge, because of not grasping the truth through its stupefying nature, and  
having rejected it, one gets to attain the noble truth of self-awakening, realizes 
the twofold selflessness, leaves the twofold afflictions, removes the twofold 
hindrance, long abstains from the twofold death, and in the tathāgata stage, after 
stages upwards, with every deep samādhi like “māyā” and others, one gets free 
from the mind, ego-thought, and the discerning faculty of thought.  That is what 
I call nirvāṇa.  Mahāmati, here you should practise together with other bodhi-
sattvas, great sattvas, and get rid of all the non-Buddhists’ nirvāṇa-views.”
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(6) In Vol. IV (Division 108): ”I say not-arising not-perishing is nirvāṇa.” 
(ibid.,507b,3-26):

The Buddha told Mahāmati, “I expound not-arising not-perishing.  It is not 
the same as the non-Buddhists’ not-arising not-perishing.  Why?  With the 
non-Buddhists, being has self-nature, and gains the characteristics of not arising 
and not altering.  Meanwhile, with me, unlike with them, there is no falling into 
the wings of being and nonbeing.  Mahāmati, I am free from the wings of being 
and nonbeing, free from arising and perishing.  I am neither being nor nonbe-
ing.  Not nonbeing, like various illusions or dreams that appear.  How nonbe-
ing?  It’s because of not grasping any characteristics of the self-nature of forms 
or colours, for visible is not visible, nor is graspable graspable.  Because of this, 
all beings are neither beings nor nonbeings.  Only with the realization that what 
is seen is nothing but one’s own mind, no contrivance prevails; self-abiding is 
the world, free from worries.”  (Omitted.)

“The ignorant people, having fallen into untruth, contrive arising and perishing, 
while the noble have not.  By untruth I mean that neither supposing the self-na-
ture of beings in one way nor supposing it in another way will do.  If supposed 
in another way, there would be clinging to the self-nature of other beings, with 
no insight into ultimate solitude.  Without insight into ultimate solitude, there 
would never be freedom from contrivance.  Therefore, Mahāmati, it is best to 
have insight into formlessness; to see forms is not.  Forms being the cause of 
rebirth, they are not excellent.  Mahāmati, being formless means there being 
no contrivance prevailing, not arising, not perishing, which I call nirvāṇa.  
Mahāmati, by nirvāṇa I mean insight into the true reality as it is, preceded by 
the contriving mind and the whole body of its functions not taking effect -- re-
alization of the tathāgata’s noble wisdom personally attained.  That I call nir-
vāṇa.”

The existence of nirvāṇa-discussions as are quoted above from the Laṅkāvatāra 
sūtra is the evidence of this scripture having newly appeared as a genuine 
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mahāyāna nirvāṇa-sūtra. In the final quote above, the term referred to throughout 
in this scripture, “anutpāda,” or “anutpanna” (not arising, or not arisen), is said 
to be of the same meaning with “nirvāṇa” That is especially noticeable, for here 
we see the birth of a new mahāyāna sūtra which has won to its side the mahāyā-
na Mahāparinirvāṇa sūtra brought from India by Fa Xian at risk to life.  More 
than that, as for Verse 87 in the “chapter on abstaining from eating meats” of the 
Laṅkāvatāra sūtra not citing the name of the Nirvāṇa sūtra as among the forerun-
ners, one cannot help thinking that the silence means the Buddha’s announcement 
that the mahāyāna Mahāparinirvāṇa sūtra has taken the form of the Laṅkāvatāra 
sūtra as a new nirvāṇa-sūtra. Now, we see that the chapter on abstaining from 
eating meats of the latter was the identity card of the scripture, far from being a 
good-for-nothing.

In the above explanation of the “silence” on the part of the Buddha of the Laṅkā-
vatāra sūtra concerning the mahāyāna Mahāparinirvāṇa sūtra, I have chosen the 
interpretation mentioned above, instead of considering it as an accidental failure.  
Nevertheless, it was no more than an explanation, however powerful it might have 
been, basically of an accidental nature.   In contrast to that, my interpretation of 
how a new mahāyāna sūtra has come to be born in Laṅkā cannot be a mere ex-
planation of an accidental nature.  The Mahāmatis, first-class people in those days 
in their views on history and religion, who had gathered in the Abhayagirivihāra 
in Anurādhapura, deeply moved by the superlative vow-power of Fa Xian, the 
Chinese monk who entered Laṅkā alone from Chang’an through central India, 
engaged themselves with the study of the mahāyāna Mahāparinirvāṇa sūtra he 
brought with him, have come to produce the Laṅkāvatāra sūtra. I believe that is a 
substantial interpretation and explanation of history, based on the data.
(September 20, 2022, in Osaka, Japan)

*1  a) By the mahāyāna Mahāparinirvāṇa sūtra here I mean the original text, which had 

been brought from India to Laṅkā in A.D.411 and was translated into Chinese by Fa Xian 

in A.D.418 after he was back home (Taisho 12, No. 376, six volumes, eighteen articles).  

In its eighth article on Four Matters, the third matter, “Competence for Responce to 
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Questions,” refers as one instance of the competence to the cases of not eating meats.  For 

comparison’s sake, I regard this part as the “Chapter on Abstaining from Eating Meats 1.”    

b) In the Laṅkāvatāra sūtra, the four-volume text (T16, No. 670), brought from Laṅkā to 

China in A.D.435 and translated into Chinese in A.D.443 by Guṇabhadra, the final divi-

sion of Volume IV is composed of three questioning verses, a long prose part, and twenty 

answering verses, and takes up the theme of not eating meats. I regard this as the “Chapter 

on Abstaining from Eating Meats 2.”  Here the two chapters are compared.

“Chapter on Abstaining from Eating Meats 1” (T12,869ab): The Buddha told Mahākāśya-

pa: “Good Boy, henceforth I would like to control you my disciples by not permitting 

to eat the threefold pure meats, making you leave from the ninefold acceptance and the 

tenfold flesh, not allowing you to eat any meat of natural death.  Why?  When those who 

eat flesh move, stay, sit, or lie down, every sentient being, at their sights, gets scared, 

catching the killers’ smells. (Some passages omitted.)All kinds of living beings, swim-

ming, running, or flying, at their sights, flee. (Omitted.)  Heretofore my control was under 

conditions.  Today it is without any condition.  Due to the great parinirvāṇa I have an-

nounced, I control you by prohibiting from eating meats.”

“Chapter on Abstaining from Eating Meats 2” (T16,513c~514a): The Buddha told 

Mahāmati: “There are innumerable reasons for which meats should not be eaten; howev-

er, now for you I shall mention some. All the sentient beings, through this long course of 

time, have always been either one’s own mother, father, brother, sister, son, or daughter. 

As proceeding from a living being every one of us once was, no meat is eatable. (Omitted.) 

Sentient beings, on catching smells, all become scared. (Omitted.) Mahāmati, all the 

butchers do their work for profit’s sake. (Omitted.) They catch, kill, and sell sentient be-

ings going in the sky, in the water, or on the land, for their trade. Mahāmati, there is no 

fish or meat that has not been prepared, not ordered, or not wished for. Therefore, no meat 

should be eaten.  Mahāmati, there have been occasions when I prohibited from eating 

meats of five kinds or ten kinds.  Now, in this scripture all kinds of meat are prohibited at 

all times, unconditionally.” 
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*2   KOKAN Shiren (1278-1346), a Buddhist monk and scholar of the Kamakura-era-Ja-

pan, in his BUTSUGOSHIN-RON, a commentary in the kanbun-style on the four-volume 

Chinese version Laṅkāvatāra sūtra, refers to this query without making any investigation.  

Shiren writes as follows (p.523, Houtou part Commentaries III, Nihon Daizokyo; Divi-

sion 86, Vol. XVIII)

Question: In the other two Chinese versions, Wei (by Bodhiruci, A.D.513) and Tang 

(by Śikṣānanda,A.D.700-704), this verse cites the name “Nirvāṇa.”  Why doesn’t the 

Song version (by Guṇabhadra, A.D.443) cite it?  Answer: (Omitted.) The Song version 

prefers brevity, that is why the name isn’t seen either in prose or verses.  Only as it was 

abbreviated, what meaning should there be?

Despite this remark by Shiren, in the three versions the verse is made up of twenty char-

acters, two lines of four portions, five characters in each portion, and difference is seen in 

the second portion.: Song:”Aṅgulimālā”; Wei: “Nirvāṇ(a)-śrīmālā”; Tang: “Nirvāṇāṅg(u)

limā(lā)”. This comparison makes it manifest that the Song version preferred not to cite 

the name “Nirvāṇa.”  The verse in the Nanjio-ed. Sanskrit version, which has the same 

contents with that of the Tang version, goes as follows (p.258,ll.4-5):

hastikakṣye mahāmeghe nirvnāṇāṅgulike / 

laṅkāvatāralasūtre ca mayā māṃsaṃ vivarjitam //16//

*3Cf. HISTORY OF BUDDHISM IN CEYLON by Rev. Walpola Rahula, M.D.Gunasena & 

Co.,Ltd. Colombo, Second edition, 1966, p.85. 

*4Cf. Prof. SHIMODA Masahiro’s NEHANGYO no KENKYUU, published by the Shun-

juusha, Tokyo, 2000, p.415.  The Chinese version is said to be a translation in the Lyang 

dynasty (A.D.502~557) by Saṇghabala, from Funan.
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《大乘无生方便门》与菏 神会

中島　志郎（訳 ：陳　懐元）

【提纲】

一、提出问题

二、菏泽神会对北宗的批判

三、《大乘无生方便门》与菏泽神会的教说

	 1. 无念与离念

	 2.《大乘无生方便门》的二乘批判

	 3. 调伏不调伏

	 4. 神会《坛语》与《大乘无生方便门〈第五了无异门〉》

四、结语 ：神会与北宗

									今后的课题 ：

一、提出问题

菏泽神会⑴在滑台（今河南滑县）大云寺⑵的无遮大会（730~732 ？）上，

批判了被称之为“北宗”六祖的神秀及其弟子七祖普寂一派的学说（《定是非

论》⑶），宣扬了“南宗”六祖惠能及其学说（孙昌武 ：《禅宗十五讲》，中华书局，

p255）。菏泽神会通过对神秀、普寂的批判，将六祖惠能一系称之为“南宗”，

将神秀一系称之为“北宗”，这一事件被理解为是“南宗禅”真正兴起的起点。

主题是围绕北宗系文献《大乘无生方便门》⑷的教说对南宗菏泽神会产

生的影响展开。在这一点上，日本学者伊吹敦的论文中提出 ：《大乘无生方

便门》中的二乘批判和菏泽神会对北宗的批判类似，二者具有相互影响关系。
（伊吹敦 ：1997，p316）ⅰ。

但是《大乘无生方便门》的成书及其后所产生的《五方便》（《大乘无生

方便门》的其他异本名《五方便》）各个版本的发展历史较为复杂，究其性质至

今也难以判断。本文选取《大乘无生方便门》被认为是现存最古老的版本（韩
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传强 ：《禅宗北宗敦煌文献录校与研究》，2018 年，江苏人民出版社）以此版本来研

究其对菏泽神会禅思想的影响。

菏泽神会所做出历史贡献是具有划时代性意义的，不仅是对荷泽神会

所代表的南宗禅意义重大，对于此时期的北宗禅被人重新再认识也起到了重

要作用。菏泽神会是在继承五祖弘忍以来的东山法门及《大乘无生方便门》

的基本原理之上，以此为根据，批判了北宗普寂的坐禅修道，这一点是研究

《大乘无生方便门》对菏泽神会影响的一点新发现。

菏泽神会受到了北宗系文献《大乘无生方便门》思想的影响，那么神

会以《大乘无生方便门》的理论来批判北宗普寂的坐禅有什么意义？换言之
就是神会为什么要批判普寂的坐禅理论？

根据菏泽神会“否定坐禅”的传统认知，这种认知主要体现在以胡适

为中心的近代研究者的研究上，禅宗南北二宗的分歧点并不是批判坐禅和无

修证主义（自然主义）的二元对立，而是在于坐禅有了另外的一种形式存在，

即所谓的“不坐的禅定（非行非坐、历缘对境止观的发展）”。北宗神秀和《大乘

无生方便门》是继承了自四祖道信以来的东山法门，从而进一步又证明了神
会与《大乘无生方便门》和东山法门的关联性，菏泽神会受到的这种影响在

后来的南宗禅中也有一定程度的体现。

以下，以菏泽神会批判北宗的教说为线索，通过探讨《大乘无生方便门》

与菏泽神会教说之间的碰撞，来阐明神会与《大乘无生方便门》之间的关系。

二、菏泽神会对北宗的批判

菏泽神会的所谓“北宗批判”主要以神秀（606-706）、普寂（651-739）、

降魔藏禅师（生卒年不详）为批判对象，被理解为是禅宗南北分宗的主要分歧。

其批判内容多种多样，批判的问题主要集中在作为北宗教义被定型的“住心

看净、凝心入定、起心外照、摄心内证”这四句偈语。该四句偈语在菏泽神会

47 岁到 49 岁左右成书的《菩提达摩南宗定是非论》、《直了性坛语》、《南阳

和尚问答杂征义》（以下分别为《定是非论》、《坛语》、《杂征义》）中随处可见。

关于《定是非论》、《坛语》、《杂征义》这三本文献中的“住心看净、
凝心入定、摄心内证、起心外照”四句偈语的出处，举两个例子：
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第一个 ：《坛语》
本体空寂、从空寂体上起知、善分别世间青黄赤白、是惠。心不随分别起、

是定。只如凝心入定、堕无记空。出定已后、起心分别、一切世间有为、唤

此为惠。经中名为妄心。此则惠时则无定、定时则无惠。如是解者、皆不离

烦恼。住心看净，起心外照，摄心内证、非解脱心、亦是法缚心、不中用。——

《坛语》（15）禅文化研究所本 pp84-89、杨本 p9-10 参照。

后接菏泽神会的《定是非论》。

第二个 ：菏泽神会《定是非论》开元 20（732 年）

　　远法师问 ：嵩岳普寂禅师、东岳降魔藏禅师、此二大德、皆教人坐禅、

凝心入定、住心看净、起心外照、摄心内证、指此以为教门。禅师今日何故

说禅、不教人坐、不教人凝心入定、住心看净、起心外照、摄心内证。何名

坐禅。

和上（神会）答：若教人坐、（教人）凝心入定、（教人）住心看净、（教人）

起心外照、（教人）摄心内证、此是障菩提。今言坐者、念不起为坐。今言禅者、

见本性为禅。所以不教人坐身、住心、入定。若指彼教门为是者、维摩诘不

应诃舎利弗宴坐。——（杨增文 ：《神会和尚禅话录》，中华书局，1996 年，p30-31）

这里菏泽神会点名批判普寂、降魔藏二人以“凝心入定、住心看净、

起心外照、摄心内证”四句教人“坐禅”是在“障菩提”。同时提出了“念

不起为坐、见本性为禅”的禅定观点，为坐禅赋予了新的定义。由此可见菏

泽神会见解的划时代意义。这里菏泽神会鲜明地表明了南宗禅的立场，后来

也成为了南宗禅对坐禅所赋予的新的定义。

《定是非论》中记载 ：

为秀禅师教人凝心入定，住心看净…。或远法师问 ：嵩岳普寂禅师、

东岳降魔藏禅师、此二大德、皆教人坐禅、凝心入定、住心看净…。——（杨

增文 ：《神会和尚禅话录》，中华书局，1996 年，p29-30）

如上所说，虽然神秀、普寂、降魔藏的禅法存在些许不同，但“凝心入定，
住心看净，起心外照，摄心内证”这四句偈语作为坐禅的基本属性是一致的，

也是菏泽神会批判神秀、普寂、降魔藏等人教人坐禅的共同点ⅱ。

菏泽神会通过批判这四句偈语否定了普寂“端坐正道”的坐禅方式，

认为坐禅应该是“言坐者，念不起为坐。言禅者，见本性为禅”（杨增文：《神
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会和尚禅话录》，中华书局，1996 年，p30-31）。

一直以来，近代研究者都把这种对坐禅的批判（否定坐禅）和对坐禅的

重新定义理解为是南宗走向“无修证主义”的决定性转折点，因为近代研究

者的这种理解直接将南宗“否定坐禅”视为了“否定禅定”。但南宗的这种“否

定坐禅”其实否定的是“端坐作功夫”的“坐”的禅定方式，不是否定禅定

本身。进而南宗提出了“念不起为坐、见本性为禅”的新禅定方式。
菏泽神会“再定义”的这种禅定思想与《维摩诘经》的“坐禅批判”

是一致的，在这里作为“身仪”或“形式”的“坐”禅形式已经解体，但禅

定本身并没有消失（后述）。

“凝心入定，住心看净”的坐禅批判在净觉所撰写的《楞伽师资记》⑸〈道

信〉一章中记载《维摩诘经》被称之为“摄心法”，这里已经可以看到符合

神会批判“坐禅”的理论支撑。《楞伽师资记》的形成过程和内容都很复杂，

〈道信〉章一方面在讲“初学坐禅”（柳田聖山：《禅の语录 2 初期の禅史１楞伽師
資記 》，筑摩书房，p248,p255），另一方面也讲到了不能归纳于“坐禅”的“一

切处解脱（历缘对境止观）”修行理论（拙稿），笔者将其称之为东山法门的初

期思想ⅲ，这也是本文研究的课题。

三、《大乘无生方便门》与菏泽神会的教说

本次发表的课题内容与其说是围绕菏泽神会从“凝心入定，住心看净，
起心外照，摄心内证”四句偈语出发对北宗坐禅的批判，不如说是通过阐发

菏泽神会在批判北宗坐禅的过程中建立的内在逻辑，来看他产生这种内在逻

辑是受到了《大乘无生方便门》怎样的影响？神会与《大乘无生方便门》之

间又存在怎样的关系？这是阐明菏泽神会批判北宗正确与否和意图的关键。

菏泽神会的《直了性坛语》里也记载着除了这四句偈语以外的其他批

判北宗的论点，其中“无念”“解缚”“调伏不调伏”“定恵”等定义都是菏

泽神会为展开“北宗批判”所独创的名词和学说。在这些名词和学说中，我

认为批判坐禅是最容易全面了解神会对普寂的批判的。

伊吹敦指出 ：神会援引《大乘无生方便门》的“二乘批判”来批判北

宗普寂的禅法。仅从这一点来看《大乘无生方便门》对神会的影响是不全面

的。以下，我们以神会批判北宗禅的几个关键词作为线索，来思考《大乘无

生方便门》对菏泽神会的影响及其二者关系。
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1. 无念与离念
首先整理一下《大乘无生方便门》的基本原理 ：

《大乘无生方便门〈第一总彰佛体〉》的开头提出了菩萨戒、真如、法

界一相、十八界等基本原理，阐述了五处解脱、一切处解脱。

《大乘无生方便门〈第一总彰佛体〉》后续 ：

是没是佛？佛心清净、离有离无。身心不起、常守真如。——韩传强：《禅

宗北宗敦煌文献录校与研究》，2018 年，江苏人民出版社，p115 印顺 p141/

日译 178。

是没是真如？心不起、心真如。色不起、色真如。心真如故心解脱、

色真如故色解脱。心色倶离、即无一物、是大菩提树。——韩 :2018，p115-6

“真如”通过“心色（身心）”的不起来实现“心色（身心）”的解脱。“心

色俱离”即是无一物、大菩提树。

接着说明法界一相和十八界法界的染，净关系 ：

法界一相、于十八界中有二。一染一净、先染后净。眼见色意识同缘知、

眼等五根依尘、五处起染、即一切处染、一切处染是染法界、是众生界。——

韩 ：2018，p117。

法界一相和十八界是展与合的关系，十八界又分为染净二界。于五阴

十二处十八界“意同缘而动”（韩：2018，p220）的话，则为染法界。五处起染、

一切处染是染法界、众生界ⅳ。

与此相对，《大乘无生方便门》中的净法界是指 :

净法界者、于离念中、眼见色不分别、即于眼处得解脱。余四亦同。

五处解脱、即一切处解脱。一切处解脱即一切处净、即是净法界、是佛界。

离念相者、等虚空界、无所不遍、属自、法界一相、属他。——韩 ：2018，

p116-117

所谓染·净，是心（意）起与不起的关系，用净来说，就是从离念（念不起）

之体，来展现不作意之用（见闻觉知）。根尘动（眼见色），不分别则在眼处得

解脱（离念中、眼见色不分别、即于眼处得解脱），五根同样在五处得解脱，叫“一

切处解脱”，即《大乘无生方便门》中对净法界的描述。

念起的见闻觉知（染法界）与念不起的见闻觉知（净法界）的不同，也就

是染净法界的不同，区分了众生界（染法界）和佛界（净法界），众生界就是

染法界，佛界就是净法界。念起与念不起二者的差异成为了染净二法界，念

和见闻觉知又被还原为体用逻辑。关于这个体用理论，《大乘无生方便门》
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接着说 ：

佛性 ( 戒性 )，作为离念是体、见闻觉知是用、寂而常用、用而常寂。

即用即寂。离相名寂、寂照照寂。…舒则弥沦法界、卷则惣在于毛端。吐纳

分明、神用自在ⅴ。——韩 ：2018，p118、柳田 ：1972，p317 注参。

佛性（戒性），作为离念是体、见闻觉知是用，也被理解为定（离念）惠（见

闻觉知）的体用论。这种“离念是体、见闻觉知是用”，或“法界一相”与“十八

界”一如，“真如”与“无念”的体用关系，不仅仅贯穿于《大乘无生方便门》

的第一门〈总彰佛体〉一节，而是作为基本原理通篇贯穿于《大乘无生方便

门》的五门和《五方便》诸本中的。

将这一基本原理作为“禅定”论来理解，是阐明北宗禅法与《大乘无

生方便门》产生背景的重要课题。关于《大乘无生方便门》的思想源流，学

界至今仍未有效的阐明。这个问题虽然现在无法详论，但从四祖道信和东山

法门开始，考虑到后来南宗禅的发展，《大乘无生方便门》的禅定观与天台

止观“四种三昧”中的“非行非坐三昧”（慧思的“随自意三昧”）、“历缘对境

止观”，以及《起信论》类似。

另一方面，“意识的生灭即解脱”是四卷《楞伽经》讲说的重要理论，

早期禅宗的顿悟说（即 ：五处解脱、一切处解脱）有可能来自于《楞伽经》的

解脱论。但《楞伽经》是以“八识说（阿赖耶识）”为前提的唯识论基调，与

没有采用“唯识说”的《大乘无生方便门》第一净法界的“五处解脱、一切

处解脱”的逻辑并不协调。

在此探讨一下菏泽神会的“无念”。所谓“无念为宗”的“无念”是菏

泽神会教说的根本概念，有各种各样的比喻。考虑到《大乘无生方便门》的

“离念之体”与神会“无念之体”的异同，首先我们来引用神会《坛语》：

本体空寂、从空寂体上起知、善分别世间青黄赤白、是恵。心不随分

别起、是定。…中略…真如是无念之体、以是义故、故立无念为宗。善见无

念者、虽具见闻觉知而常空寂。即戒定恵学一时齐等、万行倶备。—— 《坛

语》：p.84-91、杨本 p10

本体空寂，从空寂体上知起，善辨世间青黄赤白，是为惠。心分别起，

不随是定…善见无念者，虽具见闻觉知，却常常空寂。即戒定惠学，一时齐

等，万行俱备。——《坛语》：p159 注
与以上《坛语》记载一致的一段表述在《杂征义〈嗣道王问〉》ⅵ引用

中也能看到，在书中阐述了“真如无念”的“体用一如”无差别，阐述了“真
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如”与“念（无念）”的体用关系。

接着看《坛语》中阐明的“真无念”：

但不作意、心无有起、是真无念。毕竟见不离知、知不离见。——《坛

语》：p110

这个“不作意”在《杂征义〈侍郎问〉》中表述为 ：“不作意即是无念、

无念体上自有智命”——韩传强 :《禅宗北宗敦煌文献录校与研究》,2018，
p119 ；《坛语》：p112，和上边的论述也是同样的ⅶ。

“不作意，心无有起”，才是真正的“无念”，在“无念”的体上产生“智”

的作用。唯见不离知、知不离见，也是归于真如无念（空寂之体）与知（有本智）

的体用关系，是体用不离一体。而且“善分别世间青黄赤白，是惠。心不随

分别起，是定”。

下边我们来看一下定（常空寂）惠（有见闻觉知）关系 ：

原本《坛语》中说以“真如”这一“无念之体”为根本，说“空寂体

上有本智”“真如（寂灭之体）”与“本智之用”，因“念乃真如之用”（《杂征

义》：杨本 ：p79）、“真如是念之体”，所以是“真如”“无念”之“体用不二”，

换言之“心不起”与“善分别”就是定慧关系。唯“真如无念”体用一如的

用之“惠”是《坛语》和《杂征义》所共同归结于“若见无念，虽具见闻觉知，

但常为空寂”（无念即本智）的“惠”。这也是《杂征义》（杨本 p67）: 中所说的“本

空寂体上，自有般若智能知”的“般若智”的作用。因此，“无念”是相对

于念起（作意）的妄分别的“善见”、“善分别”。

真如空寂之体作为根本 , 揭开“无念”与“惠”的体用关系 , 空寂体和

本智用，定惠（体用）等 , 以上《坛语》中所说“善见无念者、虽有见闻觉知、

而常空寂”。（《坛语》p62 注 65 引用《宗镜录》，慧思称之为「不作意」。不作意取浄）
神会的《定是非论》中说 ：“见无念者、六根无染。见无念者、得向佛知见。

见无念者、名为实相。…中道第一义谛。…恒沙功德一时等备、…能生一切法。

…能摄一切法”ⅷ。——（韩传强 ：《禅宗北宗敦煌文献录校与研究》，2018，p39）

承《小品般若波罗蜜经》的“心若有念起，即便觉照。见无念者，六

根无染”，以下列举了“见无念”的同义词，《定是非论》中的“无念”和“六

根无染”，以及“真如无念不二”的空寂之体和“本智（惠）”之用如一。此之“定

惠”也都可以理解为是“净心”和“六根无染”的体用关系ⅸ。《顿悟无生

般若颂》所说的“六根无染、定惠之功”（《坛语》：p152）也不例外。
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以见无念者，六根无染为例 ：“六根无染”也是《大乘无生方便门〈第

一总彰佛体〉》染净二法界所说的五阴十二处十八界，若意不同缘，则五处

解脱，一切处解脱（净法界），净法界的见闻觉知相应。

净法界的法界一相和十八界的展于合的关系，又谓之能生一切法和能

摄一切法，是六根无染的十八界景象，这实际上是《大乘无生方便门》的基

本原理。

《杂征义》云：元思直问曰，真如之体不可得，名之空。以能见不可得之体，

湛然常寂，而有恒沙之用，故言不空。——《坛语》：杨本 p82，注 p163

“真如之体 , 不可得空”，由此体可见“体湛然常寂之用，不空也”，可见“真

如”“无念”“常寂之体”“恒沙之用”“定慧”等。

《坛语》中的“善见无念者、虽具见闻觉知而常空寂”中同样的指出了

“空”与“不空”（体空，用不空）的关系。这些“定慧”等词汇，只是改变了

表达方式，其实逻辑结构还是一样的。

神会《坛语》中记载：无住是寂净、寂净体即名为定。从体上有自然智、

能知本寂净体、名为恵。此是定恵等。——杨本：p80

以上引用讲的寂净之体的定和体上的智（恵），可知寂净之体就是“定惠”

等，也就是说，定惠为同一体的体用关系不可分割，这是理所当然的。因为

体用一体，定惠等说定就是定，说惠就是惠。而菏泽神会批判“坐禅”的点

是将批判北宗禅法与二乘批判等同。认为定时无惠、惠时无定、定惠同时是

无法实现的。（下节）

探讨神会的“无念”：“无念是真如之用，真如是无念之，故立无念为宗”。

真如是体，无念为用，作为“真如”和“无念”的体用关系在这里被公式化，“真

如”“无念”等词汇可以进行种种互换，但体用关系始终是不二一如的。这种“真

如”“无念”无差别的体用关系，也是定惠关系，是定惠等同，三学齐等的意义。

反观一下菏泽神会的“无念”，这种体（离念、念不起）用（见闻觉知）关

系和《大乘无生方便门》所倡导的“净法界者，于离念中，眼见色不分别”

的一切处解脱。菏泽神会所说的“无念”，在以下文献中被反复使用 ：

《坛语》：但不作意、心无有起、是真无念。

《坛语》：真如是无念之体、以是义故、故立无念为宗。善见无念者、

虽具见闻觉知而常空寂。

《杂征义〈嗣道王问〉》: 所言念者、是真如之用。真如者即是念之体…

若言无念者、虽有见闻觉知、而常空寂。——韩传强：《禅宗北宗敦煌文献
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录校与研究》，2018，p79　

《定是非论》：见无念者、六根无染。——韩传强：《禅宗北宗敦煌文献
录校与研究》，2018，p39 与《杂征义》：楊本 p74 同。

《杂征义》：能见无念者六根无染…见无念者、能生一切法。见无念者、

能摄一切法ⅹ。——杨本 ：p74

在构筑“无念”的语境下，用体用关系来阐述“无念”和“惠”，完成

了菏泽神会的“定惠等同”的学说，即“定”是“惠”之体，“惠”是“定”

之用，在这个场景中体现了“定惠”的体用关系，与“真如无念”的体用逻

辑相吻合。《坛语》说 ：善见无念者、虽具见闻觉知而常空寂，这可以说是

神会“无念为宗”的实质。

那么菏泽神会的“无念之体”与《大乘无生方便门》的“离念之体”、“于

离念中，眼见色不分别，即于眼处得解脱”净法界的意思是相同的理论架构 xi。

2.《大乘无生方便门》的二乘批判
伊吹敦指出：菏泽神会对北宗（普寂）的批判，是引用了《大乘无生方便门》

的第二部分〈开智慧门〉的二乘批判内容，即：“二乘人在定不闻，出定即闻，

在定无惠”。先不考虑怎么具体补充伊吹氏指出的内容，先来看《大乘无生

方便门》所说的“二乘”指的是什么 ?

《大乘无生方便门》第二〈开智慧门〉立了三种人设：凡夫、二乘、菩萨，

来论述三者的差异。即 ：

问 ：有几种人、开得智恵门。

答 ：有三种人。

是谁？

凡夫、二乘、菩萨。凡夫有声即闻、无声声落谢、不闻。二乘有声、

无声、声落谢、不闻、不闻。菩萨有声无声、声落谢、常闻。——韩 ：

2018，p121-122、柳田 ：1972，p316。

从上可知，开启第二智慧门，有三种不同，即凡夫、二乘、菩萨不同。

凡夫、二乘、菩萨可以各自获得智慧门（开得智慧一门），自然而然的就会划

分智慧的等级。

“凡夫有声则听，无声则不听。二乘常不听，菩萨有声亦无声，无声亦

常听。”

上述一节以菩萨修行的最高境界来定义二乘。在这三种人中，二乘和
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菩萨的优劣对比是《大乘无生方便门〈第二开智慧门〉》探讨的课题。

二乘人之“惠”是指 :

问 ：三人一种、开得智恵一门。缘何没二乘人、贪着禅味、堕二乘涅

盘。——韩 ：2018，p121。

二乘人、开得恵一门、是恵。于耳根边证得闻恵。昔所不闻、而今得闻、

闻已心生欢喜、欢喜即动、畏动执不动。灭六识、证空寂涅盘。有声无声、

声落谢、不闻、不闻。贪着禅味、堕二乘涅盘。——韩 ：2018，p122。

以菩萨与二乘之差异来看二乘人的“惠”，以耳根为例，今闻不闻，生

欢喜。若得此惠而欢喜，则心已动，畏动而执不动。终灭六识，证空寂涅盘。

也就是说，二乘经常不闻，所以才会执着灭六识于禅味而坠入二乘涅盘。

与此相对的菩萨之惠是 ：

菩萨开得恵门、闻是恵。于耳根边、证得闻恵。知六根本来不动、有

声无声、声落谢、常闻。常顺不动修行、以得此方便正定、即得円寂、是大

涅盘。涅盘经云 ：不闻闻、不闻不闻、闻闻。——韩 ：2018，pp121-122。

※『涅盘经』光明遍照高贵德王菩萨品第十之一句（北 21、T12p491a）：

从上可知 ：菩萨的智慧门虽同样闻惠于耳根，但优于凡夫和二乘。菩

萨知道六根本来不动，无论什么样的声音都是“常闻”。菩萨以“惠”为基础，

常依不动而修行，依此正定而得圆寂，即为大涅盘。因得此方便正定而获圆

寂，大涅盘。

《大乘无生方便门〈第二开智慧门〉》将自身定位于最高的菩萨位，再

以“邪定”“正定”两个名相来论述了二乘和菩萨的不同。

在《大乘无生方便门》的另一处记载 ：

问 ：是没是邪定正定。

答 ：二乘人有定无恵、名邪（定）。菩萨有定有恵、名正。——韩 ：

2018，p123。

问 ：是没是邪定正定。

答 ：二乘人灭六识、证空寂涅盘、是邪定。菩萨知六根本来不动、有

声无声、声落谢、常闻、是正定。——参照韩 ：2018，p123、p169 ；印顺 ：

1971，p184。

菩萨开智慧门，是对应“邪定”的正定。二乘有定无惠，是“邪定”。

菩萨定惠俱有，是正定，这就是正邪的关系。如果不能理解菩萨开智慧门的

“权宜方便”，“正定”也会落入“邪定”（若不得此方便，正定即落入邪定）。
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《大乘无生方便门》问：“邪定正定，二乘人出定即闻，在定不闻。二乘人，

在定无惠，有定无惠灭六识，证空寂涅盘”，故为邪定（既无惠，常不闻）。

一方面，二乘开不理解权益方便的智慧门便坠入“邪定”；另一方面“菩

萨知六根本来不动，常听闻不动”，这就是定惠俱有，是知六根本来不动而

常听的“正定”。

相对于凡夫、二乘的菩萨处于有声无声、声落谢、常闻的位置，这就是“一

切处解脱”的净法界和佛界的立场，也是《大乘无生方便门》的立场。

“知六根本来不动”与《大乘无生方便们〈第一总彰佛体〉》的“念不起”、

“意不同缘见闻觉知”中所说的内容虽是不同词汇，但等同于净法界的体用、

定惠关系 xii。

二乘人灭六识、证空寂涅盘与菩萨知六根本来不动、有声无声、声落谢、

常闻有鲜明的对比，这里的“邪正”指的是二乘人有定无惠名“邪定”，菩

萨有定有惠名“正定”。从“解缚”的关系来看，依旧是《维摩诘经》中所

讲的“无惠方便缚、有惠方便解和无方便惠缚、有方便惠解”的定式化。这

个“解缚”也是《大乘无生方便门》的主要内容之一。

在《大乘无生方便门〈第二开智慧门〉》的另一段中，总结了上面的论

述，根据《维摩诘经》，将“解缚”的问题以“方便有无、惠有无”为角度，

详细论述了二乘批判 xiii。

《维摩诘经》中说的“缚解”是菩萨所要面对的问题，而《大乘无生方便门》

则明显地将其分配到三种人的优劣上，并展开了对二乘的批判。

《大乘无生方便门》也批判了“由定发惠”的教学理论，并提出了“定

惠一体”的教说。尽管“由定发惠”这一词汇可以在《大乘无生方便门》中

找到，但归根结底《大乘无生方便门》教义理论最终是归结为“定惠一体”的。

《大乘无生方便门》第二节〈开智慧门〉中所说的菩萨“知六根本来不动”、

“闻不动”，与《大乘无生方便门》第一节〈总彰佛体〉所提出的“五处解脱”、“一

切处解脱”禅定，尽管用词不一样，但在基本结构上是没有区别的。这个菩

萨的“不动”是相对于二乘的“执不动即动”而言的“离二边”，即“不生”、

“无生”。

而菏泽神会的四句批评所说的“非解脱心”，亦是“法缚心”，即《坛语》

中的 ：

本体空寂、从空寂体上起知、善分别世间青黄赤白、是恵。心不随分别起、

是定。…中略…住心看净、起心外照、摄心内证、非解脱心、亦是法缚心、
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不中用 xiv。《坛语》：p84、杨本 p9。

也就是说所批判的“住心看净”，只要起心，就会直接成为“非解脱心”、

“法缚心”。法缚心（缚）、解脱心（解）对应于《大乘无生方便门》中的缚（法

缚心）和解（解脱心）。

《大乘无生方便门》中讲到的“解缚”、“邪正”、“定（方便）有无”、“惠

有无”等烦琐的二乘批判理论，在神会批判北宗的坐禅的理论中，菩萨二乘

的优劣被直接改写，这一点在以下引文中也可以看出 ：

《坛语》云 ：

只如凝心入定、堕无记空。出定已后、起心分别、一切世间有为、唤

此为恵。经中名为妄心。此则恵时则无定、定时则无恵。如是解者、皆不离

烦恼。——《坛语》：p84。

根据上面引文，“凝心入定”是堕入无记空（定义、注），经中称之为“妄

心”。惠时无定，定时无惠，欲不动而动。

菏泽神会的《南阳和尚问答杂征义》中记载 ：

凝心取定，或有住心看净，或有起心外照，或有摄心内证、或有起心

观心而取于空、或有觉妄倶灭、不了本性、住无记空。——杨本：p76　

凝心、住心、作意与住无记空相同，所谓凝心入定、堕无记空，不外乎《无

生方便门》的二乘人在定无惠、在定不闻。

研究以上两则引用，《坛语》中的“此则惠时则无定，定时则无惠”和

“只如凝心入定，堕无记空”两句与以上《杂征义》“凝心入定……不了本性、

住无记空”也是对坐禅属性的批判。

《大乘无生方便门》中的二乘“欢喜即动，畏动执不动”，这无疑是批

判灭六识、证空寂涅盘的“二乘批判”，将二乘批判等同于对北宗的批判。

《定是非论》的开头叙述 ：

问曰 ：有何因缘而修此论。

答曰：我闻心生即种种法生、心灭即种种法灭（《起信论》）者、一切由己、

妄己即凡。古圣贤皆染便诤（净）果。世情逐块、修无生以住生、学人迷方、

欲不动而翻动。—— 杨本 ：p17

以上叙述也可以理解为是由《大乘无生方便门》的二乘批判衍生出来

的说法。“凝心入定、住心看净、摄心内证、起心外照”四句偈语以来，“作

意”、“念起”、“无记空”，只能导致“惠时则无定，定时则无惠”。

※ 共通点的整理
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3. 调伏不调伏
在《大乘无生方便门》提出的“凡夫、二乘、菩萨”三种人中，神会

用二乘的定义批判北宗普寂。在这种批判当中，神会所说的“调伏”、“不调

伏”指什么？这是援引三种人的差异来体现菏泽神会对慧能禅学理论的理解。

在这里再次提出神会《定是非论》中“凝心入定，住心看净，起心外照，

摄心内证”的这四句偈语，即 :

远法师问：何故能禅师不“凝心入定，住心看净，起心外照，摄心内证”，

何者是能禅师行处？

和上答 ：此是调伏心。

远法师问 ：应不凝心入定、不住心看净、不起心外照、不接心内证。

和上答：此是愚人法。离此调伏不调伏二法，即是能禅师行处。——杨本：

p30

从以上引文中，菏泽神会和惠能为什么否定这四句偈语 ? 惠能的方法

是什么 ?

以上慧能对“凝心入定，住心看净，起心外照，摄心内证”四句偈语

的批判与《大乘无生方便门》的声闻法（调伏）批判一样，当然“调伏”“不

调伏”二词依据《维摩诘经〈文殊师利问疾品第五〉》（T14p545b）:

文殊师利。有疾菩萨应如是调伏其心不住其中。亦复不住不调伏心。

所以者何。

若住不调伏心是愚人法。若住调伏心是声闻法。是故菩萨不当住于调

伏不调伏心。离此二法是菩萨行。（T14p545b）

同时超越不调伏（愚人法）、调伏（声闻法）二法的行处是菩萨行，对应《大

乘无生方便门》的三种人（愚人、二乘、菩萨）。

菏泽神会回答北宗的坐禅“凝心入定，住心看净，起心外照，摄心内证”

四句是调伏心，即“声闻法”二乘的立场。反过来否定这四句偈语（不调伏心）

的是“愚人法”，即凡夫的立场。离开调伏、不调伏二法，就是惠能禅师的行处。

惠能的行处即是《维摩诘经》：“菩萨不当住于调伏不调伏心。离此二
法是菩萨行”所说的菩萨位行处，也是神会自己的立处（菩萨行）。北宗的坐

禅是二乘的“调伏心”，若是以《大乘无生方便门》“三种人”的差异分类，

那么《大乘无生方便门》（以及神秀）的立处便是“三种人”的菩萨位。那么

也可以说《大乘无生方便门》、惠能、神会三者所依《维摩诘经》理论是处

于同等的菩萨位。
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上面的《维摩诘经》一节另被引用于《杂征义》：

又、『维摩经』云、调伏其心者、是声闻法。不调伏心者、是愚人法。人（仁）

者既用心、是调伏法。若调伏法、何名解脱者。须陀亘亦调伏。斯陀含亦调

伏。阿那含、阿罗汉亦调伏。悲想定及非非想亦调伏。四禅亦调伏。三贤并

皆调伏。若为鉴别。若如此定者并未解脱。——杨本 ：p72

以上引文明言引用《维摩诘经》，其心者，“四禅”“三贤”也是调伏、

未解脱者。而且在那之前的说明中，与菏泽神会的凝心入定（不凝心入定）、

调伏不调伏等同的另一个词汇是“作意”与“不作意”。

和尚问诸学道者、今言用心者、为是作意不作意。若不作意、即是聋

俗无别。若言作意、即是有所得以有所得者、即是繋缚故、何由可得解脱。

声闻修空住空、即被空缚。若修定住定、即被定缚。若修静（净）住静（净）、

被静（净）缚。若修寂住寂、被寂缚 xv。——杨本 ：p72

取作意（有所得，繋缚），不作意（聋俗无别）的词语，在愚人法（不调伏）

和声闻法（调伏）的立论上，与《维摩诘经》的三种人相比，批判的对象“凝
心入定，住心看净，起心外照，摄心内证”四句坐禅定义始终是调伏、作意、

有所得、繋缚、修空住空（空缚）、修定住定（定缚），其意义也与《大乘无

生方便门》三种人的二乘批判构图相同。

《大乘无生方便门〈第三不可思议门〉》中说 ：

起心思议是缚不得解脱、不起心思议即离系缚即得解脱。…是名不思

议智恵解脱法门——韩 ：2018，p136。

心的起、不起就是缚与解，起心就是缚，心（思议）不起就是脱离系缚，

得到解脱。这是第三不可思议智慧解脱法门。心（意）的起、不起是缚与解，

染、净是众生与佛之分，这是《大乘无生方便门》五门共通的基本逻辑（见

后述，《坛语》p67 注、杨本 p72），在十八界见闻觉知此处显现不动、意识不生、

不分别，这就是菩萨的正定 xvi。

神会批判北宗“四句”偈语是利用了继承《维摩诘经》“三种人”理论的《大

乘无生方便门》中的“二乘批判”，离二边的菩萨位（菩萨行），调伏、作意、

有所得、系缚被彻底抨击。对调伏、作意、有所得、繋缚的彻底排斥，不仅

会归结为“无念”，还会作为自己的立足点来奠基体用、定惠的展与合的关系。

菏泽神会《坛语》：“本体空寂、从空寂体上起知、善分别世间青黄赤白、

是恵。心不随分别起、是定”。

特别是善分别世间青黄赤白、心不随分别起，是《大乘无生方便门》
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第一总彰佛体以“五处解脱”、“一切处解脱”典型定式体现在意与五根的作

用关系上。与“因念不起、意不与五根同缘”的“五处解脱”、“净法界”的

逻辑相同。（宇井 ：1935，p362。）

接下来《大乘无生方便门〈第三不可思议门〉》中说 ：

起心思议是缚不得解脱、不起心思议即离系缚即得解脱。…是名不思

议智恵解脱法门——韩（2018）p136

心的起与不起区分为缚与解，起心是缚，心（思议）不起则脱离系缚，

得到解脱。……这是第三不可思议智慧解脱法门，也是《大乘无生方便门》

五门共通的基本逻辑，将心（意）的起、不起分为缚与解，将染、净分为众

生与佛（后述）。

《大乘无生方便门》将三种人，特别是二乘与菩萨的差异，设定在不限

于调伏的各种场合，将菩萨的优势解释为《大乘无生方便门》自身的立足点，

强调了“禅”的优势，这是《大乘无生方便门》一贯的主题。

4. 神会《坛语》与《大乘无生方便门〈第五了无异门〉》
探讨了菏泽神会对北宗的批判与《大乘无生方便门》教义，在此，除

了对北宗的批判之外，也要思考《大乘无生方便门》对神会教说的影响。

《坛语》中说 ：

各各至心、令知识得顿悟解脱。

若眼见色、善分别一切色、不随分别起、色中得自在、色中得解脱、

色尘三昧足。

耳闻声、善分别一切声、不随分别起、声中得自在、声中得解脱、声

尘三昧足。

鼻闻香、善分别一切香、不随分别起、香中得自在、香中得解脱、香

尘三昧足。

舌尝味、善分别一切味、不随分别起、味中得自在、味中得解脱、味

尘三昧足

身觉种种触、善能分别触、不随分别起、触中得自在、触中得解脱、

触尘三昧足。

意分别一切法、不随分别起、法中得自在、法中得解脱、法尘三昧足。

如是诸根善分别、是本恵。不随分别起、是本定。——《坛语》：p93 ；

杨本 ：p10。
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关于这个说法，《坛语》已经有详细论述，称之为“色尘三昧”。

举出《华严经》卷七《贤首品）的一段作为参考资料。《华严经》云 ：

于色尘中入正受，于眼根中三昧起，现眼于色起，定心不乱，知眼无生，

无自性，了空寂灭无所有。东西南北、地狱、饿鬼、人、天、凡圣、男女、

有情、无情、一身多身、一法、多法，并如前解。眼亦遍法界、耳鼻舌身意

色声香味触法、见闻觉知、并遍法界。xvii——《坛语》16 注 p96

但问题在于神会把这一段叫做“各各至心，令知识得顿悟解脱”，总结

六尘三昧为“如是诸根善分别，是本惠。不随分别起，是本定”作为神会的

教说，具有什么意义呢 ? 所谓六尘三昧足，是指在诸根善分别（惠）和不随

分别起（定）中，得解脱、三昧足。这与神会《坛语》一贯的空寂体上、有

本智用概括的体用、定慧、无念真如的教理没有区别。

再结合《大乘无生方便门》来理解的话，以《大乘无生方便门》为开

端的《五方便》诸书的第五门被称之为〈了无异门（自然无碍解脱道）〉。
虽然《大乘无生方便门》中第五〈了无异门〉是残本 , 但可以根据《五方便》

（《大乘五方便北宗》之一 ,《五方便之诸经要抄（p2836）》）别本进行复原和推理。（宇

井、久野的论文使用了《大乘五方便北宗》之一）。

《大乘无生方便门》和《五方便》诸本的五门体系中的第五〈了无异门〉
（自然无为道）以《华严经》卷七《贤首品》为素材（并非“所依经典”后文详述），

这一点自宗密以来就备受关注。现在《坛语》注 p96 中所指出的《华严经》（卷

七贤首品）一段，正是直接引用于《五方便》（《大乘五方便北宗》之一 ,《五方便

之诸经要抄（p2836）》）诸本的第五了无异门 xviii。即 ：

别本三《大乘五方便北宗》之一——韩 ：2018，p161 ；久野 ：1940，

p159-71。

〈第五了无异门〉（3-5）《六十卷华严经》卷七《贤首品》——韩 :2018,p199

眼与色、心不起、是真空、色不染根、见自在、是妙有、耳闻声心不起、是

真空、声不染根、闻自在、是妙有。鼻舌身意、并如前解。…中略…韩 ：

2018，p198。

眼与色不相碍、是空三昧、眼与色共相入、是无相三昧、眼与色互相用、

是无作三昧。耳鼻舌身意、并如上解。眼亦能见、亦能闻、亦能嗅、亦能尝、

亦能知。耳鼻舌身意、并如上解。色声香味触法、见闻觉知、亦如前弁。

于眼根中入正受、于色尘中三昧起。示现色法不思议、诸天世人莫能知。

于色尘中入正受、于眼根中三昧起、现眼于色起、定心不乱、知眼无生、
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无自性、了空寂灭无所有。东西南北、地狱、饿鬼、人、天、凡圣、男女、

有情、无情、一身多身、一法、多法、并如前解。眼亦遍法界、耳鼻舌身意

色声香味触法、见闻觉知、并遍法界。——T9p438c（六十卷华严经）韩（2018）,p199

别本六『五方便之诸经要抄（P2836）』「第五了无异门」（6-5 ？）

…长短无异、高下…无异…于花严经贤首菩萨品中者、六根入出定义、

菩萨得方纲三昧、一切方中现身、入出自在、且于六根指授。（以下、在引用

法华经、涅盘经、维摩经、ｌ围绕大定、大恵的定义而继续的争论）

问：是么是大定、大恵。答：根不碍尘、尘离染即是大定。所以言大定者、

五根与尘合时、意识不与五色同缘。五识无分别则是定。定则智、智则是成

所作智。智中含恵、故名大定。大定尘不碍根、根离染则是大恵。——韩 ：

2018,p220

所以言大恵者、五根与根合时、由心离念、五识不生。不生是恵、恵

则无碍恵、恵中含定、故名大恵。

于眼根中入正定、于色尘中从定出。示现色法不思议、一切天人莫能

知。于色尘中入正定、于眼起定心不乱。说眼无生无有起、性空寂灭无所作。

于耳根中入正定、于声尘中从定出。分别一切语言音、诸天世人莫能知。于

声尘中入正定、于耳起定心不乱。说耳无生无有起、性空寂灭无所作。于鼻

根中入正定…于舌根中入正定…于身根中入正定…于意根中入正定…性空寂

灭无所作。——(T9p438c/T10pp77-78)　韩：2018，p220-21、久野：1940，
p159、柳田：1999，p262 参照 韩：2018，p220-21

其中别本六《五方便之诸经要抄》的〈第五了无异门〉（6-5）。在此之后 ,《华

严经》中耳鼻舌身意的五根，声香味触法的五尘（实叉难陀译（699 年 ) 八十

卷华厳　(T10p77c-78a)) 被引用。以下是引用《华严经》的一段 ：

于花严经贤首菩萨品中者、六根入出定义、菩萨得方纲三味 ? 一切方

中现身、入出自在、且于六根指授。于眼根中入正定于色尘中从定出示现色

性不思议一切天人莫能知于色尘中入正定于眼起定心不乱说眼无生无有起性

空寂灭无所作（T10p77c-78a）…以下华严经经文省略。

上面引用的 “ 问 ” 是么是 “ 大定 ”“ 大惠 ” 这样的问答类似的教理。下面
所说的 “ 大空 ”“ 空 ” 与上述问答的 “ 大定 ”“ 定 ” 相同。

所以言大空者、五根与尘合时、意识不与五色同缘。五识无分别则是空。

空则是智、智则是成所作智。智中含恵、故名大恵（空）。空空有变、存而

不存、定处造而无遗。尘不见根、根离染则是大恵。所以言大恵者、五根与
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尘合时、由心离念、五识不生是恵、恵则无碍恵、恵中含定、故名大恵。——

韩 ：2018 ：p223。

以上是《大乘无生方便门》，《五方便》与《华严经》主要的关联部分（《大

乘无生方便门》第五是残本）。

首先，我们沿着别本三《大乘五方便北宗》之一《第五了无异门》（3-5），

思考一下以《华严经》卷七《贤首品》为素材的意义。

〈第五自然无碍解脱门（了无异门）〉开头一段记载 ：

无相法中、无异无分别。心无分别、一切法无异。…并皆无异。了无异、

自然无碍解脱道。一切无碍人、一道出生死、非长亦非短、解脱人所行。——

韩 ：2018，p197 ；久野 ：1940，p157-9。

这一段，“心无分别”才是根本原理，其次是“立无碍道”、“解脱道”、“无

住道”三道，“无碍道”无非是“心无分别（心无碍境，即心非心，用心不立心）”。

只是重要的是即使到了第五自然无碍解脱门（了无异门）中，也可以看

到第一总彰佛体以来围绕阴入界的十八界解脱理论的共通性。实际上，在《大

乘五方便北宗》〈第五了无异门〉中，“眼见色心不起，是真空”（韩 ：2018，

p198）以下，反复讨论了自己的教说的“心色”问题，直至引用《华严经》。

即 ：上述引用的别本三〈第五自然无碍解脱门〉（〈了无异门〉）——韩 ：

2018，p198-199。

眼与色、心不起、是真空、色不染根、见自在、是妙有、耳闻声心不起、

是真空、声不染根、闻自在、是妙有。鼻舌身意、并如前解。…中略…——

韩 ：2018，p198-199 ；宇井 ：1935，p491。

眼与色不相碍、是空三昧、眼与色共相入、是无相三昧、眼与色互相用、

是无作三昧。耳鼻舌身意、并如上解。眼亦能见、亦能闻、亦能嗅、亦能尝、

亦能知。耳鼻舌身意、并如上解。色声香味触法、见闻觉知、亦如前弁。——

韩 ：2018，p199

于眼根中入正受、于色尘中三昧起。示现色法不思议、诸天世人莫能知。

接着是《华严经》卷七《贤首品》的引用 ：

于色尘中入正受、于眼根中三昧起、现眼于色起、定心不乱、知眼无生、

无自性、了空寂灭无所有。东西南北、地狱、饿鬼、人、天、凡圣、男女、

有情、无情、一身多身、一法、多法、并如前解。眼亦遍法界、耳鼻舌身意

色声香味触法、见闻觉知、并遍法界。——（T9p438c/T10pp77-78）韩 ：2018，

p199、『坛语』注 p96
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〈第五了无异门〉进一步阐明净心体即觉性这一独特教说，

问：是没是净心体？答：觉性是净心体。比来不觉、故心使我今日觉悟、

故觉使心。所以使伊边看、向前、向后、上下十方、静闹、明闇、行住坐卧

倶看。故知觉即是主、心是使。——韩 ：2018，p200-201、印顺 ：p178/ 邦訳

p185、《坛语》注 p72 参照

觉性才是净心体，因为不觉，心使我今日觉悟，所以觉使心。“觉使心”

解释了觉性的用，所以使伊边看、向前、向后、上下十方、静闹、明闇、行

住坐卧倶看。故知觉即是主、心是使。

看到以上《华严经》大篇幅引用，但重要的在于《华严经》引用部分

前后的第五〈了无异门〉的独自教说。

觉性是净心体。…中略…使伊边看，向前，向后，上下十方，静闹、明闇、

行住坐卧倶看。故知觉即是主、心是使。——韩 ：2018，p200-201。

至于“觉即是主”，可以看出超越引用《华严经》的《大乘无生方便门》
（《五方便》）的独立主张是“禅主教从”的判教会通诸经典意图。虽然这里的

词汇有所不同，但《第五了无异门》也是如此。

贯穿《大乘无生方便门》全书的是《大乘无生方便门》第一总彰佛体

提出的基本原理。即《大乘无生方便门》的净法界 ：

净法界者，于离念中，眼见色不分别，即于眼处得解脱。余四亦同。

五处解脱，即一切处解脱。一切处解脱即一切处净，即是净法界，是佛界。——

韩 ：p116-7。

尽管其他四门的说法发生了变化，但从心体“离念”到“净法界（一切

处解脱）”的展开，可以说“心不起”和“六根不起”的基本原理始终如一。

重要的是〈了无异门〉在以下的逻辑是净法界的“五处解脱”，即“一

切处解脱”。与之相呼应，有必要作为“禅定论”来理解（后文）。

重述《大乘无生方便门》的基本原理，大致如下 :

《大乘无生方便门》第一总彰佛体的后续所说 ：

是没是真如？心不起、心真如。色不起、色真如。心真如故心解脱、

色真如故、色解脱。心色倶离、即无一物、是大菩提树。——韩 ：2018，

p115-116。

真如通过心色（身心）的不起来实现心色（身心）的解脱。心色俱离即

是无一物、大菩提树。接着说明法界一相和十八界法界的染净关系，即“离
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念之体”和“根尘之用”的体用关系。

法界一相，于十八界中有二。一染一净，先染后净。眼见色意识同缘知，

眼等五根依尘，五处起染，即一切处染，一切处染是染法界，是众生界。——

p117 韩（2018）

法界和十八界也是展收（舒卷）关系，十八界分为染净二界。意同缘（p220）

于五阴十二处十八界而动，则为染法界。五处起染、一切处染是染法界、众

生界。

由此所见净法界、佛界的教义。

另外，在《大乘无生方便门》的第四门〈明诸法正性〉中，根据《思

益梵天所问经》的一节（“诸法离自性，离欲际”T15p36b），阐述了诸法正性。

只是其中因为缺字而无法读解，不过在末尾作为“达摩和尚解云”，解释回

答了离自性、离欲际。即 ：

《大乘无生方便门》的第四门，明诸法正性，心不起是离自性，识不起

是离欲际，心识俱不起，是诸法正性。如水大流尽，波浪即不起。如是意识

灭，种种识不生。——韩 ：p138。

心不起是离自性，识不起是离欲际，心识俱不起是诸法正性。所谓意

识灭、种种识不生，也可以归结为《大乘无生方便门》一贯宣扬的“意之不

同缘”。将其作为达摩解的来历，从达摩与《楞伽经》的渊源来看，《楞伽经》

卷二“藏意识见习转变，名为涅槃”、“妄想识灭名为涅槃”等著名章节联想

到“意识灭，种种识不生”，这是东山法门以达摩为初祖以来的中心教义的

旁证。只是《大乘无生方便门》与《楞伽经》在思想上是否有牢固的关联关

系尚存在疑问。

以下是《大乘无生方便门》的第三、四、五门 ：

第三〈不可思议解脱〉: 起心思议是缚不得解脱，不起心思议即离系缚，

即得解脱。……是名不可思议智慧解脱法门。——韩 ：2018，p136。

第四〈明诸法正性〉: 达摩和上解云 : 心不起是离自性，识不起是离欲际，

心识俱不起，是诸法正性。如水大流尽，波浪即不起。如是意识灭，种种识

不生…（尾缺）。——韩 ：2018，p136。

第五了〈无异门〉: 眼与色，心不起，是真空，色不染根，见自在，是妙有，

耳闻声心不起，是真空，声不染根，闻自在，是妙有…觉性是净心体。比来

不觉故，心使我今日觉悟，故觉使心。韓 ：2018，pp198-199。
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综上所述，〈第三不可思议解脱门〉以下诸门虽然词汇不同，但贯彻了

全文的基本要点，也就是说，第一门的原理会通了以下四门（诸经）。

印顺认为《大乘无生方便门》的五门体系以“离念门”为终结，另一

方面与〈第二不动门〉组合，将“第一门”、“第二门”两门对应于“离念门”

和“不动门”，用体用关系来理解。（印顺 ：1970，原 p146/ 日译 p185、同原 p165/

p208）

另外，北宗禅一般采用的方法是“离念门”（不动门）（同 p192），而《大

乘无生方便门》第一总彰佛体（离念门）的主题正是东山法门继承下来的成

佛和解脱的基本原理（初期思想），〈第一以总彰佛体〉是公式化的“离念门”

原理，在以下四门中不断更换词汇，维持贯彻这一理论。

《大乘无生方便门》一贯具有会通五门诸经的意图 xix。印顺是根据〈第

一总彰佛体〉的基本逻辑，提出了以下四门诸经会通禅主教从的构想，因此

产生了这样的理解。

从神会《坛语》中，可以认为神会应该也知悉《大乘无生方便门》〈第

五了无异门〉和引用《华严经》的这一节。那么对神会来说有什么意义呢 ?

可以指出《大乘无生方便门》第一门理论受到了“五处解脱”的影响。

再次看一下菏泽神会《坛语》中的相应部分 ：

从“各各至心，令知识得顿悟解脱 ” 开始，若眼见色，善分别一切色，
不随分别起，色中得自在，色中得解脱，色尘三昧足。（眼以下，五处解脱是

同样的构图）挟六尘三昧，结语是如是诸根善分别，是本惠。不随分别起，

是本定（《坛语》：p93，杨本：p10）。这是以体用构成“真如”和“无念”的《坛

语》中引用的根尘识，即 :

《坛语》本体空寂，从空寂体上起知。善分别世间青黄赤白，是惠。心

不随分别起，是定。——《坛语》：p84

以上所说与菏泽神会的“无念为宗”并无区别。而且这正是围绕《大

乘无生方便门》〈第一总彰佛体〉“净法界”的“一切处解脱”的基本原理展

开的。神会的论述让人联想到了《华严经》，但最重要的是，可以理解为在《大

乘无生方便门》第五〈了无异门〉中，神会会通了《华严经》的“禅主教从”

的判教义理。

以《大乘无生方便门》为前提，作为继承该教理的神会，其教理（“令

知识得顿悟解脱”）与之有共通性。而且《大乘无生五方便（《五方便》）》第五〈了

无异门〉不仅限于《华严经》的著述，还贯彻继承了〈第一总彰佛体〉以来
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的“离念之体”和“五处解脱、一切处解脱”的基本原理（成佛 = 解脱论）xx。

菏泽神会的教说大部分可以直接对应《大乘无生方便门》（《五方便》）各

处，这是神会全面掌握整体五门要义的证据。

近代研究者多强调菏泽神会在南宗禅走向历史舞台的特异性作用，但

没能理解神会所继承于四祖道信以来的这种新的禅定观的，即《大乘无生方

便门》的“一切处解脱”的禅定理论 xxi。

神会的教说继承了《大乘无生方便门》的基本原理，以《大乘无生方

便门》〈第一总彰佛体〉的“五处解脱、一切处解脱（对境止观）”为中心的

教说，自道信以来，东山法门一贯继承“五处解脱（一切处解脱），即一切处净，

即净法界，是佛界”, 是与“端身常坐”不同的禅定观。

在《维摩诘经》中 ：

心不住内，亦不在外，是为宴坐。如此坐者，佛则印可。——《维摩经》

卷上弟子品（T14-539c）

前面提到的神会“念不起为坐、见本性为禅。”（杨本：p30-31）和《坛经》

“念不起为坐、见本性不乱为禅”所说的“坐禅”定义，实际上也是“禅定”

的定义。禅定并不仅仅是作为“身仪”的“坐”的意思。神会批判的北宗禅

定思想，但神会自己的“禅定”也模仿《维摩诘经》所说的“宴坐”而称为

“坐”和“禅”。

如果把《维摩诘经》理解为南宗禅的核心，《维摩诘经》“宴坐”的“坐”

就不是作为“身仪”的“坐”，神会的坐禅定义“念不起为坐，见本性是禅”

同样也不是作为“身仪”的“坐”的禅定。《大乘无生方便门》“三种人”中

的菩萨立场已经克服了“身仪”的“坐”这一问题。

按照神会的理解，《大乘无生方便门》以后的普寂、降魔藏是堕二乘，

脱离了东山法门 xxii。与其说神会批判了北宗坐禅，倒不如说是继承了东山法

门的主流。

神会《坛语》中也提到《楞伽经》的“八识说”，但没有提到《楞伽经》

法数祖述。上面推理了《大乘无生方便门》与《楞伽经》的关系，但看不到《楞

伽经》对神会的直接影响。倒是神会受到《大乘无生方便门》教义的直接影

响非常显著。
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四、结语：神会与北宗

弘忍门下的法如（638-689）、神秀（605?-706）作为北宗的第一代禅人北上

长安洛阳与王都“教学佛教”产生了碰撞。广义上说，北宗就是在这种遭遇

中所产生的运动，最早记录此事件的便是《大乘无生方便门》xxiii。

神秀主导《大乘无生方便门》的动机是将“禅主教从”作为最初的禅

教判释，提出了东山法门的（基本原理）成佛论和禅定论优于王都诸教的禅

宗原理。《大乘无生方便门》中神秀的教说贯彻了东山法门的基本原理。甚

至可以说《大乘无生方便门》是神秀（东山法门的基本原理）与王都佛教交涉

的结果（即产生了北宗）。禅宗东山法门本身就是教学的总结，是禅宗经过初

期祖师的判教而产生的。后来，东山法门经过神秀等人北上王都，与王都其

他宗派逐渐的交涉融合，促成了禅宗“禅主教从”汇通诸教的理论，即《大

乘无生方便门〈第一总彰佛体〉》以下的五门判教 xxiv。

北上王都以后的“北宗”禅基本性质如上所述，但以北宗当时所处的

状况来看，以《大乘无生方便门》为原形的“禅”与“教”碰撞和交涉是不

可避免的，因此后来的《五方便》诸本的变化也是不可避免的。反映北宗

思想不断变化的《五方便》诸版本，虽然被称为纲要书，但它仍然是一本

能够反映此纲要形成过程和性质的讲本。因为在《五方便》（通一切经要义集

S2503）中随处可见“通”、“释”等这样的一些词汇贯穿全文（柳田圣山将其

理解为观心释（柳田 ：1999,p258），所以可以理解《五方便》是一本汇集了

北宗禅众多学人的研究和讲义的记录讲本。这里就又涉及到了《大乘无生方

便门》的归属问题和《五方便》诸本的复杂归属问题 xxv。

经过反复考证发现《大乘无生方便门》的教说与菏泽神会的教说理论

已经有很多共通之处，主干部分两者并不存在矛盾对立。《大乘无生方便门》

的基本原理反映了神秀、神会、以及神会所理解的惠能禅法。这就是道信以

来东山法门的基本原理，佛教禅宗的初期思想 , 是所谓南宗的源流，而神会

对“北宗的批判”是极为刻意 xxvi。

论述到这里，我们已经没有必要将菏泽神会看作是南宗禅走向历史舞

台的特别起点。神会只不过是用了《大乘无生方便门》的基本原理来批判了

以普寂、降魔藏为代表的狭义北宗，已经脱离了《大乘无生方便门》的坐禅

思想。神会借用《大乘无生方便门》“三种人”中的“二乘批判”理论，总

结为四句偈语来批判脱离了《大乘无生方便门》思想的北宗禅 xxvii，也就是这
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是神会所批判的“普寂坐禅”。

“凡夫、二乘、菩萨”一节中所说对应菩萨而言，坐禅（凝心入定）是二

乘（调伏），这样在菏泽神会的批判中，普寂和降魔藏都已经落入了二乘。只

是这里也有疑问。那么，神会对普寂有正确的理解吗 ? 恰恰相反，普寂的实

际形象并不与神会所批判的二乘坐禅相一致。

《第七祖大照和尚寂减曰斋赞文》xxviii（739?）所说的“形假尘俗而顿悟

真乘”，与“乘最上乘来成正觉”的说法一起表明，广泛使用的坐禅也可能

是作为“初学坐禅”的知道方法来理解的。

《大通禅师塔铭》记载：戒为师，禅为依处，不染、无取为悟入之门（田

中：1983，p553），斋文语句（乘最上乘、开五方便、顿悟真乘），以《五方便》的

宗旨为准。如此说来，普寂当然也明白菏泽神会指出的“凡夫、二乘、菩萨”

的差异。《楞伽师资记》〈道信章〉中也有论述“初学坐禅”（柳田：1972，
p248、p255）的记载，这一点很重要。

如果《五方便》诸本是在普寂周围形成的，那么既然《五方便》诸本

并没有特别以身仪（常坐）为主题，那么作为《大乘无生方便门》继承者的

普寂等人，“初学坐禅”作为指导的方法不是自己认识到的吗 ? 关于菏泽神

会批判普寂的四句“坐禅”偈语，如果普寂自己也按照字面意思自觉地、战

略性地加以运用的话，那么像菏泽神会那样将普寂的立场用在《五方便》的

二乘批判上应该是不恰当的吧 xxix。神会对普寂的批判恰恰相反，从“师承旁，

法门渐”（杨本 p32）的指责到对普寂个人的诽谤，是神会的有意曲解，体现

了此时期宗派性日益明显 xxx。

尽管普寂门下弟子众多，但如果东山法门的后裔不断与王都佛教相遇

与融合，这样的局势是北宗发展的真实情况，那么北宗的宗教势力势必会急

速扩大。我们大胆设想一下，在“普寂一派北宗弟子们的御用化、贵族化”
（孙昌武《禅宗十五讲》中华书局）之前，作为新兴势力的神秀及其门下与望都

佛教的交涉现场，学者们聚集一堂，展开激烈讨论的情况。

北宗是北上王都后出现的东山法门的禅宗，在其出现和发展的过程中，

自然而然地将“禅教”交涉融合作为了主要课题（印顺：1972，日译 p192），
这是广义上的北宗。另外，神会一方面宣扬东山法门（神秀、惠能）的顿悟

思想解脱论，可以理解为是对《大乘无生方便门》基本原理“五处解脱，一

切处解脱”的继承。另一方面，南方也保留了神会宣扬继承的东山法门的基

本原理（惠能等）。以神会的北宗批判为契机将南北分为两宗，其中神会作为
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惠能的法嗣，继承了东山法门（一顿入超顿悟成佛），也就是说之后的南宗实际上是

继承了东山法门的基本原理，也就是《大乘无生方便门》所说的“一切处解脱”。

今后的课题：

考察《大乘无生方便门》与神会的关系。一直以来，惠能、神会的南宗禅通

过对神秀及其门下的北宗禅批判，被理解为向自由豁达的日常性南宗禅转化，但这

忽视了南宗继承东山法门的基础原理《大乘无生方便门》〈一切处解脱〉以及十八

界解脱才是南宗所宣扬的日常性禅的内涵，不同于“坐禅”的禅定思想。通过将与

坐禅不同的禅定概念（五处解脱、一切处解脱）显明化，对早期禅宗思想史的理解将

出现新的格局，过去的研究并未以此为主题。

这种禅定思想是神会继承自四祖道信以来的东山法门的初期思想及其《大乘

无生方便门》基本理论，与后来唐代南宗禅所发展宣扬的〈日常性佛道〉的禅思想

有巨大关联性。

《大乘无生方便门》同时期的《修心要论》和《观心论》，也有与《大乘无生

方便门》不同的主题和主张，《五方便》诸本的归属问题也可以说是一个尚未解决

的问题。另一方面，《无生方便门》的影响也很大，《悟性论》、《禅门经》、《顿悟要

门》对坐禅的批判，《六祖坛经》的三十六对法，以及《首楞严经》的出现等，马

祖登场之前的禅思想有很多值得探讨的素材。

【注脚】

	唐代禅师菏泽神会 ( 公元 670 年—758 年 )，湖北襄阳人，俗姓高。童年时就从师学经史，尤好

老庄之学，后来读《后汉书》知有佛教，于国昌寺从颢元出家，对禅宗的通俗化贡献很大。

	⑵天授元年 (690)，法明等和尚进献《大云经》，并在注疏中加重了女主天下的预言，暗喻武则

天是弥勒佛下世，当为天子。武则天大悦，令天下诸州均建大云寺，不仅要有一定规模，还

要配备一定数量的和尚收藏、看守和宣讲《大云经》。由于滑台大云寺规模宏大，建制齐全，

僧侣众多，成为了当时著名的中国佛教禅宗文化重地。

	⑶独孤沛于 745 年左右修定的《菩提达摩南宗定是非论》，在敦煌文献中被保存下来，其内容主

要是记载六祖慧能之徒弟—菏泽神会，於开元廿载（732）假滑台大云寺，召开无遮大会时的

一些问答记录与当时大会召开的过程；这些资料提供了研究唐禅史的学者一个重要历史素材；

然而各方研究的重点多半集中於对神会角色的定位以及他发动反北运动对唐禅史所带来的冲

击等等。
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《菩提达摩南宗定是非论》公开评击「北宗」法如、神秀—普寂等一系有关「师承是傍，

法门是渐」之错误的一些问答记录与当时大会召开的过程 ；而胡适此项研究的贡献，

由该论至今依旧是研究神会之「立宗旨、定南北」运动的主要素材可知，由於神会「立

南北宗」事件影响着禅宗思想甚深，各方学者研究论著很多，然而重点多半集中在给

神会的角色如何定位及其反北运动在唐禅史上带来多少冲击，较少针对该论所记载

有关滑台会召开过程及后续影响的诸多细节予以分析与解读。同时，既然滑台会是

一场辩论会，在时间短促之限制下，答辩双方都得机动性的即席回答，於是不管所

问的问题或所回答的答案应该都会有冲口而出的情况发生，是相当直接又具挑战的，

这可以从「崇远自知过甚，对众茫然，良久，欲重言，和上言：脊梁着地，何须重起？」

的对话为例，神会似乎就没有给崇远多余之思索空间 ；也因为双方问答间没有太多

思考转寰余地，冲口而出的言论多半是当事人所知的最直接之陈述 ；亦即因该论难

能可贵的保留了当时辩论会的临场记录，使得后学者无论是在研究中国早期禅宗史

上或者是在研究神会甚至慧能的思想上，该论无疑的都提供了「第一手」的宝贵资料。

		⑷为北宗禅纲要书，论述入道的五门，即“第一总彰佛体、第二开智慧门、第三显示

不思议法、第四明诸法正性、第五自然无碍解脱道”。卷首首先阐明四弘誓愿、劝请、

忏悔等独特的授戒作法。接着分述五门要义，但第四门明诸法正性，只有前面部分，

以下及第五门皆残缺不全。据研究，敦煌写本中属于《大乘无生方便门》的异本有三。

其一是 P2270 号写本，即《大乘五方便（北宗）》。二者之前文不同，但五门中的第一

门总彰佛体以下至第三门大略一致。又，《大乘五方便》具备第四门以下的内容，可

补足《大乘无生方便门》的阙损部分。其二是抄于 S735 号写本背面的另一写本，其

前文的首部不全 ；与《大乘五方便》相比，二者至第三门为止大略一致，第四、第

五门则互有出入。其三是《大正藏》第 85 册所收《赞禅门诗》一文，即 S2503 号写本，

其内容相当于《大乘五方便》第一门的一部分及第二门以下的一部分。

		⑸楞伽师资记，又名《楞伽师资血脉记》，是一本佛学典籍。该书由唐净觉集于景龙 2

年 (708)，被大正藏第 85 册收录。本书记述楞伽经八代相承传持之经过。我国禅宗初

期，原有南北宗之分，而各宗所撰之传承史皆以其本宗为正统。本书即为站在北宗

立场所撰述之初期禅宗传承史。由于初期宗师传法特重楞伽经，故名为‘楞伽师资记’。

本书内容次序如下：（一）楞伽经之译者求那跋陀罗，（二）菩提达摩，（三）慧可，（四）

僧粲，（五）道信，（六）弘忍，（七）神秀、玄赜、老安，（八）普寂、敬贤、义福、

惠福等八代传承，以上均属北宗禅系统。

ⅰ伊吹敦〈特论〈南宗禅〉的诞生〉p305-324，引用伊吹的地方是神秀《大乘无生方便门》
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对二乘批判脱胎换骨，直接转换成对北宗的批判 ( 实际上是对普寂的批判 )。并且从

侯莫陈居士《顿悟要决》和《五方便》中的“觉心”中寻求神会的独特性。结论是，

对北宗的批判实际上是对普寂派脱离东山法门的批判，神会自身也会重蹈脱离东山

法门的覆辙 (p316-17)。只是没有分析到《大乘无生方便门》的背景和意义。重新讨

论神会的评价是本文的课题。

ⅱ《坛经》〈五更转〉注中“凝心入定…”《端坐作功夫》的具体内容，参考 p225-227。

伊吹 (1997) 将坐禅定义为“逻辑关系”( 扩大解释 )p318、(《杂微义》(47) 坐念不起为坐，

见本性为禅杨本 p101)

ⅲ从《无生方便门》所说的“一切处解脱 ( 历缘对境止观 )”的教义可以看出是道信与

传统东山法门。而坐禅为主的教义有可能是普寂以后的修改。《楞伽师资记》道信章

的一段中 : 知眼本来空，凡所见色者，须知是他色。耳闻声时，知是他声。鼻闻香时，

知是他香。舌别味时，知是他味。意对法时，知是他法。身受触时 , 知是他触。如此

观察，知是为观空寂，见色知是不受。不受色，色即是空，空即无相，无相即无作，

此是解脱门。学者得解脱，诸根例如此。复重言说，常念六根空，寂尔无闻见。

关口真大指出这是“历缘对境止观”( 关口 ：1953，p288)，实际上，这一段是早期禅

宗将“历缘对境止观”发展为解脱论的值得注意的一段。在这里我们可以看到东山

法门“一切处解脱”的教理，道信章在别的地方，复次，若心缘异域，觉起时，即

观起处毕竟不起。此心缘生时，不从十方来。去亦无所至。……若得住心。更无缘虑。

立刻随行。亦得随分息诸照恼。毕故不造新，名为解脱。看心绪烦热，闷乱昏沉，亦

即且自散适，徐徐安置。令其得便、心自安净 ( 柳田 (1972)p249) 与、若得住心、…

故不造新，阐述为名解脱的解脱的定义。注将“住心是冥想的第一阶段”理解为初学

坐禅的意思，从文意来看，“不得住心”更为妥当。如果不是缺字，那就是净觉的作为，

但《楞伽师资记》有可能在道信的《历缘对境止观》(《无生方便门》的一切处解脱 )

中有意添加了“坐禅”一词，由此可见该书尚未整理的混乱。

ⅳ《无生方便》第一总彰佛体的基本原理中有法界一相和十八界的展合关系，也是体用、

定惠的关系。《大乘五方便北宗》之二 ( 第二开智慧门 ?)

用而常寂，寂而常用，寂照照寂。寂是定，照是惠。用而常寂是定，寂而常用是惠。

舒卷义，舒则弥沦法界，卷则在于毛端。卷是定，舒是惠。韩 ：2018，p210

ⅴ三《大乘五方便北宗》之一“第一总彰佛体”(3-1) 离念是体，见闻觉知是用，寂是

体，照是用。寂而常用，用而常寂，…舒则弥沦于法界，卷则惣在于毛端。吐纳分明，

神用自在。韩 ：2018，p166

四《大乘五方便北宗》之二	心不起是真空	见闻觉知是妙有	韩 (2018)p207、同	六根不
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动是开

法便门、定惠示真实相。体用分明，神解自在。心不起体，见闻觉知用。韩 ：2018，

p210

拙稿〈一切处解脱 -《大乘无生方便门》与	对境止观〉禅文化研究所研究纪要

2021p33	-77

ⅵ《坛语》(15) 注 p91 中，《杂徵义》(20) 嗣道王问，既无差别，为何言念真如。答曰 :

所言念者，是真如之用。真如者即是念之体。以是义故，立无念为宗。若言无念者 ,

虽有见闻觉知 , 而常空寂。( 杨本 p79)

接着说 :“思想的根源在于无念，说是“念”，其实就是无念的‘念’”，指出了“念”和

“无念”在真如方面的差别。《坛语》注继续以敦煌本《六祖坛经》为对应段落。

善知识，我自法门，从上已来，顿渐皆立，无念为宗，无相为体，无住为本。何名为相。

无相于相而离相。

　无念者，于念而不念。无住者，为人本性，念念不住。前念 , 念念 , 后念 , 念念相读，

无有断绝。若一念断绝，法身即离色身。念念时中，于一切法上无住。一念若住，念

念即住，名繋缚。于一切法上念念不住，即无缚也。以无住为本。善知识，外离一切相，

是无相。但能离相，性体清净，是以无相为体。于一切境上不染，名为无念。于自念

上离境，不于法上念生。莫百物不思，念尽除却。一念断，即无别处受生。学道者

用心，莫不识法意。自错尚可，更劝他人迷，不自见迷，又谤经法。是以立无念为宗，

即缘迷人于境上有念，念上便起邪见，一切尘劳妄念从此而生。然此教门立无念为宗，

世人杂见不起于念。

“善知识，我自法门，从上已来，顿渐皆立，无念为宗，无相为体，无住为本。……然

此教门立无念为宗，世人杂见不起于念。

若无有念，无念亦不立。无者无何事，念者何物。无者杂二相诸尘劳。真如是念之体 ,

念是真如之用 , 自性起念 , 虽即见闻觉知 , 不染万境，而常自在。《维摩经》云，外能

善分别诸法相，内于第一义而不动。

( 参见周绍良本 p122、杨曾文《新版·敦煌新本《六祖坛经》p19、新国译本《坛经》等 )。

无念的定义二	敦煌本《六祖坛经》〈31〉
善知识，我于忍和尚处一闻，言下大悟。顿见真如本性。……自性心境，以智慧观照。

内外明彻，识自本心。若识本心，即是解脱。既得解脱，即是般若三昧。悟般若三

昧，即是无念。何名无念。无念法者。见一切法，不著一切法。遍一切处，不著一

切处。常净自性，使六贼从六门走出。于六尘中不离不染，来去自由。即是般若三昧，

自在解脱，名无念行。莫百物不思，当令念绝。即是法缚，即名边见。悟无念法者，



43

禅文化研究所紀要 第36号（令和5年5月）

万法尽通。悟无念法者，见诸佛境界。悟无念顿法者，至佛位地。《坛语》注 p91 无

念的定义一参照，孙 ：2018，p265《定是非》

ⅶ《坛语》(22) 一切众生，本来无相。今言相者，并是妄心。心若无相，即是佛心。若

作心不起，是识定，亦名法见。心自性定。马鸣云，若有众生观无念者，则为佛智。《坛

语》注 p115，杨本 p12

ⅷ即《定是非论》29“云何无念。所谓不念有无，…不以涅槃为念。是为无念。是无念者，

即是般若波罗蜜。般若波罗蜜者，即是一行三昧。诸知识，若在学地者，心若有念起，

即便觉照。起心即灭，觉照自亡，即是无念。是无念者，即无一境界。如有一境界

者，即与无念不相应。故诸知识，如实见者，了达甚深法界，即是一行三昧。”( 杨

本 p39)

ⅸ《杂微义》(14) 能见无念者，六根无染 ( 杨本 p74)，《顿悟无生般若颂》也是无念是

实相真空，知见是无生般若。……六根无染，定惠之功。想念不生，真如性净。觉灭

心空，一念相应，顿超凡圣。无不能无，有不能有。行住坐卧，心不动摇，一切时中，

空无所得。(《坛语》p152、165 注 )

《显宗记》无念为宗，无作为本。真空为体，妙有为用。……六根不染，即定惠之功。

六识不生，即如如之力。心如境谢，境灭心空。心境双亡，体用不异。真如性净，惠

鉴无穷。如水分千月，能见闻觉知。见闻觉知，而常空寂。(《坛语》p169) 等等，也

与《无生方便门》的基本原理并无分别）

ⅹ《杂微义》14 能见无念者	六根无染	( 杨本 p74）

无念是实相真空，知见是无生般若。……六根无染，定惠之功。想念不生，真如性净。

觉灭心空，一念相应，顿超凡圣。无不能无，有不能有。行住坐卧，心不动摇，一切时中，

空无所得。参照韩 ：2018，p114、孙 ：2021，p265、伊吹 ：2016。

xi《观心论》云 :“菩萨摩诃萨深行般若波罗蜜多时，了却四大五荫，于空无我中了

见自心，有两种差别。云何为二 : 一为净心，二为染心。其净心即是无漏真如之心。

其染心即是有漏无明之心”( 西口《敦煌写本七种对照《观心论》，《禅学研究》74 号

p133 上段 )。像《观心论这样是把心分为净心和染心来观察的《神会语录》注 15 看

净参照。《无生方便门》中关于染净、众生与佛的分类法也有共通之处。

xii 印順 (1971) 日译 p184-186 引用不动门言及五方便体系的构想，但于道信《入道安心

要方便门》的五项，在着眼于智敏禅师的同时，却忽略了天台止观的历缘对境止观

的构想。

xiii《维摩经》文殊师利问疾品第五

何谓缚何谓解。贪著禅味，是菩萨缚。以方便生，是菩萨解。又无方便惠缚，有方便惠解。
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无惠方便缚，有惠方便解。何谓无方便惠缚。谓菩萨以爱见心，庄严佛土，成就众生。

于空无相无作法中，而自调伏，是名无方便惠缚。何谓有方便惠解。谓不以爱见心，

庄严佛土，成就众生。于空无相无作法中，以自调伏而不疲厌，是名有方便惠解。何

谓无惠方便缚。谓菩萨住 , 贪欲瞋恚邪见，等诸照恼 , 而植众德本 , 是名无惠方便缚。

何谓有惠方便解 , 谓离诸贪欲瞋恚邪见，等诸按照恼 , 而植众德本 , 迴向阿耨多罗三

藐三菩提 , 是名有惠方便解。文殊师利。彼有疾菩萨应如是观诸法。又复观身无常苦

空非我。是名为惠。虽身有疾常在生死。饶益一切而不厌倦。是名方便又复观身、身

不离病、病不离身。是病是身，非新非故，是名为惠。设身有疾，而不永灭，是名方便。

《维摩经》T14p545b 国译 84/170

xiv《坛语》15 注说 , 亦是法缚心不中用 =《达摩语录》(56) 段否认“敛心各类”所说一样。〈问，

何谓鬼魅心。答，闭眼入定。问，某甲敛心禅定，即不动。答，此是缚定，不中用也”( 柳

田·筑摩本 p212)。但是，《达摩语录》增补部 ( 长卷子 ) 有可能增补了北上的东山法

门，特别是法如周边的教说。在这种情况下 ,《达摩语录》(56) 段这样的“敛心各类”

主张的否定 , 而且正如以上所考虑的，一点也不矛盾。

或《二入四行论》37 问曰 : 云何处是菩提处。荅曰，行处是菩提处，见法处是菩提

处，坐处是菩提处，见法处立处是菩提处，举足下足，一切皆是菩提处。也可以加上。

倒不如说，那里记录着自道信以来法如等人继承传统东山法门的思想。其共同点是

继承发展了“历缘对境止观”，引导“一切处解脱”净法界的禅定观。

xv		《杂徵义》16 作意，在《坛语》(11) 中起心被称为细妄心、妄心、法缚。(《坛语》p56，《坛

语》p70) 中一切善恶总莫思量…不得作意摄心等根据，举出《维摩经》不观是菩提、

无忆念故。(《坛语》p73)。

《坛语》(21)p110( 杨本 p12) 但不作意，心无有起，是真无念，同 (25)p126，本性无住心，

有无双遣。境智俱亡，但莫作意，即自性菩提。参照《坛语》(《南宗赞》) 注 p252

xvi 神会（1）《坛语》中凝心入定…唤此为惠。经中名为妄心，在《无生方便门》中，二

乘也获得惠，只是那是调伏心，无惠方便缚，或者说是菩萨的以爱见心。

xvii 如《坛语》注 (p96) 所述，关于这六对十二颂，与北宗和惠能同时代的法藏 (643-712)

在《华严经探玄记》卷四中记载了十事五对无碍 ( 一，根境无碍 ; 二，理定与定的无碍 ;

三，理观与事观的无碍 ; 四，出入无碍 ；五，二利体用的无碍 )，对“根境无碍”进行

了如下说明。一一皆有十事五对无碍之相。第一对根境无碍。既观根入定还应从根出。

为显此根则是境故从境出也。以一心缘起无二而二故。印顺也提到东山法门 ( 神秀 )
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与法藏有接触的可能性。印顺 ：(1971) 日译 p191

xviii 宇井的《禅思想研究》，久野论文已经提出《华严经》卷七贤首品作为《大乘无生方便门》

一切处解脱的经证。《大乘无生方便门》( 五方便 ) 第五方便是“了无异门”，以《华严经》

为所依经典。这里是《华严经》卷七贤首品“于眼根中入正定，于色尘中出定…”		久

野的引用符合《大乘五方便北宗》之二 ( 韩 ：2018,p205-213。久野 1940,p170-171）

xix 韩 (2013) 指出“实际北宗的方便通经是‘六经注我’，融摄诸宗”(p341)。虽印象确

实是这样的，但《无生方便门》的真正动机是在京洛以宣扬禅为主旨的“禅主教从”

教判。( 再 ) 是指，禅的成立已经是总括教宗的结果，在道信时本来就是禅主教从的

立场。

xx 这些与诸教的关系是《无生方便门》成立的问题，同时也是北宗成立的问题。也就是说，

如果说北宗是东山法门与王都教学佛教的遭遇与融合的话，那么，当然与法藏教学

的接触也是有可能的 ( 印顺 (1971) 日译 p19，《坛语》注 p96)，但是，如果按照宗密《大

疏钞》的来理解，将“方便通经”理解为“依起信论”、“依法华经”的“所依经典”，

是否妥当呢 ? 因为在禅宗出现的关键点，如果没有确立“禅主教从”的教判，那么宣

扬禅宗就不可能的吧。如果将其理解为“所依经典”，就无法理解《无生方便门》成

书的动机和作用。因为禅宗优异的教判才是《无生方便门》( 或北宗 ) 成立的最重要

课题。

xxi 相对于一切处解脱 ( 十八界解脱 )，可以说是表与里的关系是不离法界 ( 神会 )。《坛语》

注 (p54) 参照了《思益经》，从文言来看，神会有一切处解脱与不离法界，或者色尘

三昧并存鼎立。《无生方便门》第五提到华严经的色尘三昧，道信以后，经《无生方

便门》阴入界的一切处解脱，到神会的不离法界，再到《首楞严经》的法界，再到

不离法性三昧 ( 马祖 )。思想上可以说是表与里的关系 ( 如主客、阴入界和法界等 )，

其流程可以理解为禅思想问题构成的变化和深化。贾 ：2017，日译本 (p235-243) 考察

了《首楞严经》出现的意义。

xxii 孙 (2021) 说神会的独自性是引用柳田圣山一节，认为南宗“〈不言辅经之功〉，不求

世间之〈功德〉，正是神会所倡导的南宗革新精神”( 日译 p258)。〈不言辅经之功〉

不仅是《六祖坛经》和神会，东山法门的成立，还是总结了教学而诞生的禅宗，达

到了解脱论的意义上禅的终点也是结论。这是神秀、惠能、神会共有的直接顿悟成

佛方法，也是《无生方便门》所继承的基本原理。

xxiii《五方便》诸本并没有像天台止观那样以身仪 ( 坐禅 ) 为主题。无论是《摩诃止观》

四种三昧，还是《小止观》常坐和历缘对境修，都无法理解身仪本身的优劣。《无生
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方便门》也是一样，站在“一切处解脱”( 菩萨境界 )，所分三种人虽有优劣，但并

不单纯排除二乘的调伏。在《无生方便门》中，除了开头授戒仪的结跏趺坐一段之外，

身仪并没有什么问题。最重要的是，《无生方便门》的基本原理是凌驾于二乘之上的

菩萨位教说“一切处解脱”，从此来看“禅主教从”作为课题的话，这也是理所当然的。

xxiv 贾晋华说，东山法门有以《楞伽经》为所依经典的理由，承袭以往佛教各派的方法，

为取得合法性和正当性。特别是神秀等人进入翻译、学习风潮浓厚的京洛地区后，这

种倾向更加明显 ( 贾 (2017)p279 取意 )，《无生方便门》正是佐证。

xxv 印顺强调《华严五教止观》对“五方便门”的影响，认为“禅宗与华严宗的相遇，

奠定了教禅一致的基础”( 日译 p192)。但是，“邂逅”并不仅限于华严宗。《无生方便门》

的素材有《法华经》、《维摩经》、《思益经》等多种多样 ( 韩 2013p300)，自神秀以来，

禅教的交涉才是北宗的基本性质，所谓“教禅一致的基础”就是禅教遭遇和交涉的事

态。在这个意义上说，将诸经理解为宗密《圆觉大疏》方便通经 ( 持方便通经，宇井

(1935)p356) 和所依经典之意是不恰当的。“从北宗禅的立场来解释”( 同 p356)，更以

“禅主教从”的教判为目的，不难想象这一禅教交涉的思想潮流不会轻易得出结论。

以至接下来的《五方便》诸本，在方法和方向上保留了禅教交涉的流动性质。

xxvi 根据禅教交涉的事态，东山法门的基本原理逐渐发生变化，这也是《五方便》变化

的过程。李华撰《左溪大师碑》中有三宗 ( 北宗普寂义福、南宗惠能、牛头惠忠 )，

提到北宗二人。韩 (2013)《( 三 ) 五方便系列的归属问题》以 〈修心要论〉、〈观心论〉
与 〈五方便系列〉 的关联为问题，探讨了 〈五方便系列〉 的性质，即神秀、普寂、

义福三系的背后势力。即，1 为神秀一系，2 普寂一系，3 义福一系，3( 同书 p103-

107)，但尚未得出结论。参见田中 (1983)p562。

柳田 (1999) 理解通就是观心释的意思。

xxvii《无生方便门》的菩萨位对应的教理是归结于五处解脱 〈一切处解脱〉。在第二开智

慧门中，以三种人的差异来说，菩萨的境位法界一相和十八界一切处解脱，只是提出

了超越身仪 ( 常坐 ) 的“觉义”，神会所理解的惠能也在菩萨位，神会也同样继承菩萨位。

　也就是说，《无生方便门》第一总彰佛体公式化的授戒仪，以及其中揭示的“顿超佛地”

成佛说，特别是使“顿超佛地”可能成为“离念之体”和“十八界”的体用展开即

五处解脱、一切处解脱的禅定观。

印顺 (1971) 日译 p175 参考宇井 (1935)p362。

xxviii 从神会北宗批判的开元 20 年 (732)，普寂 80 岁左右开始，普寂死后 (739 以后 )，神

会死后的惠空撰“神会第七祖碑”(765)(《坛语》注 p262-274) 成为《五方便》诸本

的时代，神会北宗批判的终结，是韦处厚 (773-828) 撰，鹅湖大义 (746-818) 碑上写着
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“洛者曰会，得总持之印。独曜莹珠。习徒迷真…”(《全唐文》715)，这是对神会的

高度评价，但此时《曹溪大师传》已经形成 (781	?)。如此说来，神会 ( 南宗 ) 尖锐的

对北宗的批判已经被南北融合的性态所取代，可以说是在宗密的教禅一致思想之前

决定了趋向。( 伊吹 ：2016,p84-86、同 2021,p306)

xxix 李邕撰《大照禅师塔铭》( 普寂碑铭 ) 中有“能开方便门，示真实相”(《李北海全书》

卷九，《全唐文》262)，〈第七祖大照和尚寂减曰斋赞文〉(739?) 中也有“依弘正导师，

开五方便”(S2512，田中 (1983)p555，参照《坛语》注 p142。另外在韩 (2013)“形假

尘俗而顿悟真乘”p104 可见。普寂在《五方便》的禅教 ( 经 ) 融合尝试上，可以说从《无

生方便门》到《五方便》，所说向端坐正道的轨道修正的意义是最初的转变，是东山

法门到北宗的实际分歧点。

xxx 当然，从神会批判北宗的目的来看，四句话批判北宗或许不是中心要素，而是一种

战略性的策略。但这并不意味着《无生方便门》和神会所根据的东山法门的基本原

理是无效的。《无生方便门》与神会两者共同成为南宗的新源流开端。参照田中 ：

1983,p550-566

xxxii 从普寂 (651-739) 的经历 ( 参照宇井：1935,p279-283、p373、孙：2021,p19）。《楞伽师资记》

《大照禅师塔铭》（全唐文 263《宋高僧传》九 ) 中可以窥见，在神秀之下，聚集了一

批善于教学的峻秀，其代表为普寂、义福等人。宇井从恒景 (634-712) 那里也学到了“以

普寂，视之为单纯的禅者……恐怕是错误的吧。”(p279) 然而，禅教对照正是王都北

宗的基本性质。在记录中也可以看到普寂门下规模盛大，从北宗的性质来看，可以

自然理解为学习《五方便》诸本等教理文献的学者迅速扩大。这在后来的宗密 (780-841)

的教禅一致思想中看到了一个完成形态 ( 结果 )。宗密以菏泽宗为名，可以说是北宗

系禅教交涉的归宿。但是宗密的教判已经不是“禅主教从”的教判，而是静态的教

禅对照图，而且当时禅宗主流 ( 南宗 ) 已经克服了禅教交涉的课题。

※ 神会的资料《坛语》、《定是非论》、《杂微义》中有参照唐代语录研究会 ( 禅文化研究所 )

资料的部分。
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